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著者紹介 

本書「ヤタルタ•ギーク」 
の著者は、いわゆる学校教育を受けた 
経験はなく、開悟者であるグルのもと 


で、長年にわたって膜想の修行を積み、 


聖なる知識を体得しました。そうした 
体験のもとから、至高の境地を知るう 
えで著述行為は不用であり、余計であ 
ると思われ'しながら、 
それでも本書は著者の指示に忠実なも 
のとなっています。 

ヤタルタ_ギータめ執筆を除いて、精 


神的な課題のすべてを成し遂げた著者 
は、最高の実在を認識したうえで、さ 
らに膜想行為を深めていき、最終的に 


は至高の存在のシグナルを堅実に受け 
止めたのです。また、執筆中に間違つ 
た方向になりそうであったならば、至 
高の存在が必ず正してくれました。ス 
ワミ*ジ先生のモツトーである「内な 
る平静」が「万人の平和」につながる 
ことを希望しつつ、本書が人々の手に 
届くことを祈ります。 
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ギータの教えを説いている時、クリシュナの心境 
はどんな感じだったのであろうか。言葉や身振り•手振り 
だけで、心の奥にある感情やその動きを完全に伝えるこ 
とは無理な要求ともいえる。それゆえにギータが教示す 
る内容も例外ではなく、修行を重ねた求道者にしか理解 
できない部分が少なくない。ギータの真意は、クリシュ 
ナの境地に成就した指導者のみが理解するところである。 
悟りの境地に達した指導者もしくはグルは、ギータの句 
を詠唱するにとどまらず、そこに秘められた知識を正し 
く表現できる能力が備わっており、教示するときのクリ 
シュナの心境も、そっくりそのまま思い描くことができ 
る。そういうわけで、ギークの真意をを我々に伝えるこ 
とが可能とえいる。また、それは悟りへの道を歩む八含 
の支えになりうる。 



敬愛する恩師パラムプージャ•シュリー•.パラム 
ハン スジ • マハーラー ジャはまさに究極みレベルに達し 
た指導者であった。本書ヤタ•ルタ•ギータは、ギータの真 
意を解明する助けとレて、その恩師の講話や趣旨を編集 
して纏めたもの i である。 
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界の人々に捧げます。 ! 
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前世紀の最後のマーハ ■ クンブ礼拝 (1 998年4月10日 ) の折に、 
スワミ_シュリー ■アドガダンダはヤタ ルタ， ギータ（全世界 
のための神の詩 ■ パガヴァッドギータの忠実な解説)を祝して 
「インド最高の栄誉」というタイトルを与えられた。 
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バガワッドギータの解説書ヤタルタ • ギータのために、著者スワミ•シユ 
リー ■ アドガダンダは、 2001 年 1 月 26 日インド，イラーハーバードで開催 
されたマーハ • クンブ礼拝の折に世界宗教連合会（ヴイシユワ • ダルマ - 
サンサダ ) によってヴイシユワグル ( 世界の人および使者)というタイトルを 
享受した。また、国民の幸福に大いなる貢献をしたので、「社会の先導 
者」とよばれた。 
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スワミ _ シュリー_ァドガダンダは前世紀としてハリドワラで開催された最後 
のマーハ_クンブ礼拝の折に「世界的な栄誉」というタイトルを与えられた。そ 
の式典には四十四力国からのシヤンケラチヤリヤ、マーハマンダレーシュワラ、 
ブラフマン • マーハサバ、その他の宗教家が臨在していた。 







































"啲 柳? 叻 f %5 T^n 




tIR cniqlciq 
t . WTT ^ tJ , 
ft , 3 tK 3^9 T 


ft.V9/<^6. 

^ RFRft , 

治 . 与 . ^6^ 

t. ^T. 0W-W^*n3 


lilKP ( 


痛 WT?^T 3TTWT. ， 
qc^H ^ 


c^t 3? q ^ 


J *ipl\l«JI 余 d^f^l 


z(\^] ^T 丐 3Tg^R HRT 号 3TT F 
?N ®T 3RRR 2PT9ft 治 t^gF^PS? 1 


w - J 

3 RRR 布 Rft ポ t 侍 ^ PSfft % 研 2 J 
5TF<T53TT I ^ wi4) 3i§<i§iKoft HpKiai agjcfl-i q'lPkioi Wl4) 痛 M'HMn； oft 

尜 UTO F 3TR 3^ 5T^T RF<T tP 加^ I 35t 'tcKftJd 'V^X\^ iftcTT' ^ ^TTtZR 洽 T?Rg 叩^ 示 fcT^ 

H'tiiRc! 布^^^彖, faRT^ftcTT^IHR 训 dH ^5®T 今 3?^ 方(31べ(^く令次士 % ^TTOTR ^ 'tiH'W HMa 系 
tcT^f^TTZIT I ^fcit) 科)* iciWiqG 计 I^TT^THg 顺 gjltHam 孝 I ^<iaii C95? - 3fk 石百系 F 3RT： 3^t 
iftc!T^tu^^ia5i??i,G^^43fkGg5 I 

H<PK ^ftcTT uajciiyi® 孝 3ft^ 命⑽ cn 95T f き I ^<iai-i 今 35^1 ^ - oftg 

5:*’ 3RjfcT 叩ヌ知 iqii 币 T 肖 3T9T ^ cT^IT 3T?T 3Rft 碎命互巧希 FtcTT ^ I 3RT: Hc^a> 

J f ^ R ：** Zf^ 
T ? faT ^ ^3^1 


叫 IdtiJ^ddl ^ 3TTtTR ゴ冲 1 〇 41 tR^R 考命 3?f^m ^ ?l < 

O'trjr^yfci t I 3TcT：^ftcIT lfcpdl*jci<r> cRU ya>cll 35T ^cT SNt 肖爹 I ^TT ポ t 

aft HCtKial A **^RJT2f ^kTI** aft M^Nlf^cl fe^TT き I 

^I?T 希而 •• 取洽 ^IF ■ 柄ヨ兩 ^TT % ポ访 3T^I2II?J 市 ? TT 命？叫 H 希印师診 

伽今训 dd 命 TT’ I 5R ホ T 咖 <1 训 dd 他 TT’ 而肖 faT^ 初 ^ WTF^f 命河命 of 

*^KIoi 今 Wrtl* 3TKTRT 治 3?1cW 姑降 Icfcl 斉ホ FT 孝 I- • 取 IT^ 命 TT’ 和せ - 的 TT Jct^ が I ^'Hlcli 

• 而 3?f 的抓 f 彖 I 命 TT 治讲两 3lf^l?TT^^t 痛田ヨ和 ^ 
負 HlciMiI^afem^ I 

说 Hi 训ホ 1 命 TT 取 3T^ PlWd WU ?- 制剌洽 TOFTcTT 茄怡用 ? ¢1 、糾 I ベ ! Iclcf * ホ 
iftcTT^^T, ^4|cJ(i^frt) TOR ^TT^T cTSIT 5!FT TOR !#llcM 努 TRl! 5R^cT ZT^IT^ ^ftcTT» 
G%^、qia gwaMi wIcimRlo ^laitiaJi ^F, Mcyn 研 ? JC95 か沢 ?^ ポ I 次^き 

呀 I 斉 <ii*iaiw ⑽ m<j> 含 I crtilfe <jj4(PCTIM 3# 六 mJcjRicI, 命 3# 治 , cT^IT3# 951 研如 m>h 

^ ftfiT^T 'Hifejcft ^ | 4ldH H 'WtJ ホ 61 孝- 

"cjajn'lf^ cja^iRi ciav^e ⑽ aaiRi 呵 I 
Hd4uiH ' II 

"iqT^cf 3?TtJcSF0 [ 确 Pl^W | 

f ^ raf ^ qf^T H^d 撕 3 ^ ^ 柄 R7 : 11 

cWT "5iia3i 访 ?iiPa ^tEjfcf, **|TH CT3E3T TO 守 iiPci*iR^uiifll Jitwfcl 5ii*mi^^a ^faF 

' HmR'WRT <WT ^ qiniRaCT m ^ f ! fTT ^ I 两 5R5R H^cT "^ 72 ? ^ ftcTT " ポ 

讲 JT ^ f ^ fT ,- yen ^ K *< clct < ^^ JHIc ^ l % 3TTtIRCR ' tlcj ^ > rt ^ aJ3 ^ 3T^jfct • 

**^Wt SF か H 耷 d 04 ^ sf^?T ^ fita ： I 

f^T tff^T 3t?T % 丑 T2I 痛 WTF^T 和 Pft 3TS7T5FRToft *TFRTcff ?RT SfTWlf^a ^raTfcfcf 

W??^T 3TTWT 來% Mitfh ^?> T3fi 3R ^ 冶 cRFf^T ^cT 命市％ 由^ 洽 cftcp^l f ? 

dM^5?i 3>t 3cf^r 研 ^ gicTT ^ f^> ^TT^T^RtfitcT oMcteK 冲 HlA **3T^<i^iqH<3c 

c<Iciciomh ^Tra^t cffe<r>c%<iuii4 H'tiiRa d><HI ^ I 


2 fo < io«d 


tf) • 癸 i |， 、へ〜 t ^ V 1 パ 

31 mi 4 <^ GK-iiy f ^ ic^l G 5? i - i<oiH ^TcRqfcT 
_ 3 ??ZTW 
痛 (PI^Tll^ftCMRoi 





スワミ • シュリー■アドガダンダは前世紀としてハリドワラで開催された最後 
のマーハ_クンブ礼拝の折に「世界的な栄誉」というタイトルを与えられた。そ 
の式典には四十四 力 国からのシ ヤンケ ラ チヤ リヤ、マ—ハマンダレーシュワラ、 
ブラフ マン • マーハサバ、その他の宗教家が臨在していた。 









































ギータは全人類のための聖典 


ヴヱー ダヴィ ヤー サとクリシュナの時代 

もともとインドでは、聖なる知恵や知識は口承的 
なあり方であり、文字として表された宗教の聖典は存在 
しなかった。しかし、ヴエーダヴィヤーサ大師が現れて 
から、精神界や物界に関する伝統的な知識は4部の 
ヴエーダ、ブラフマスートラ、マハーバーラタ、バガ 
ヴアット•ギータなどに編集され、ヴエーダヴィヤーサ 
大師は「クリシュナが、人の悲しみや苦痛が自力で克服 
できるように、ウパニシャッド文学の精髄をギータに纏 
めたのである」と教示されるようになった。クリシュナ 
がこの世に送ったパガヴアット•ギータとは「神の詩」 
であり、ヴエーダの原理、ウパニシャッドの精髄といっ 
ても過言ではない。これは精神的な支えとなって、最高 
存在を知覚するための方法を解き明かし、心の平安をも 
たらすという究極の処世術を説くものである。また、 
ヴエーダヴィヤーサ大師は g 作において、ギータを聖な 
る知恵の宝庫と位置づけ、かつ活動的な人生を送るため 
のダイナミックな思想として考えるべきだと強調した。 
ギータがクリシュナ自身による知恵の蓄積であるゆえ、 
その他の聖典の教えに従う必要はあるまい。 

次の一節には、ギータの精髄が解明されている。 
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この一節によれば、聖典は唯一である。それは 
デーヴアキの息子として主クリシュナが語られ、学ぶベ 
き精神的な存在は唯一つということである。ここで解説 
されている真実とは、他でもない「魂」のことをあらわ 
す。霊魂不滅というように魂のみが永遠に存する。ギー 
夕において聖人はオームと詠唱するように勧説する。 

「アル ジュナよ、オームとは永遠不滅の精神的な存在の 
名である。オームを詠唱し、我を思い瞑想をするべし。 
ダルマ、つまり定められた行為もまた唯一つであり、そ 
れはギータにて説明されたる最高精神に仕えることであ 
る。聖音オームを崇め、それを心に住するように唱えよ。 
そうすれば、ギータはあなた g 身の聖典となる。」 

原始時代から聖者は創造主の神を遍在する真実と 
して説いてきたが、クリシュナはこれらの聖者の使者で 
もある。しかし、解説書「ヤタルタ.ギータ」が明らか 
にしているように、クリシュナは彼らの知識を踏まえな 
がら、最高存在を知って成就する道を教示し、その道で 
どこまで進歩したかを確認する方法についてギータに 
よって具体的に言及していく。ギータは心の平安を与え、 
また苦しみを永遠に克服していく上で、大いなる助けに 
もなる。「ヤタルタ•ギータ」を参照すれば、いつか必 
ず最高精神の真意を見極めるに違いない。 

ギータの普遍性が一般的に認められているものの、 
インドではギータの教えとあわせて独自の教理を変えた 
り、組み入れたりした宗教あるいは宗派は見当たらない。 
宗派はそもそも自分の教理に絞られているからである。 
ギータは、精神的な価値を大切にする国とされるインド 
で生まれたゆえ、ギータをインド文学とする見方があっ 
ても不思議ではない。しかし、階級差別やさまざまな戦 
争といった負の遺産を克服し、今や人類全体に平安をも 
たらすよう努力していく時代が到来しているのではない 
か。ギータは遍在する知識の遺産でもあるので、こうし 
た意味でも意義のある聖典ということができる。 



不変のダルマの原理 


1. 人はみな、神の子ども 

『身体に存する不滅の精魂は私の心の一部であり、プ 
ラクリティに住する五感と第六の意識を引き寄せる。』 

人間は神の子どもである。 


2. 人間の目的 

『まして福徳あるバラモンたちや、王仙である信者た 
ちは救済される。このように無常で哀れな身体を捨て、ひたす 
ら私の説く崇拝に専心せよ。』 

『金銭や快適な環境がないとしても、めったに到達す 
ることはないゆえ、私を崇拝せよ。こうした崇拝をする権利は 
だれしも認められている。』 


3. 人間にはただ¥2種類あり 

『パルタよ、この世界に存在するものとしては二種が 
ある。すなわち、神聖なものと邪悪なものである。すでに神聖 
なものについて詳しく説いた。さて、これから邪悪なものに関 
して述べることにする。』 

人間はふたつの種類に分けられる。すなわち、敬虔さ 
を備えた神聖な人と、猜疑心のある邪悪な人である。自然界に 
おける人間は、このように分別されるしかない。 


4. 神はすべての希望を満たしてくれる 

『三ヴニーダにある敬けんな行為をなし、甘露（聖な 
るネクター）を飲み、罪悪が浄められ、ヤジュニヤにより私を 
崇拝し、天界へ行くことを求める人々は、天界（インドラロー 
力）において、徳行の報いとして神聖な享楽を味わう。』 

私を崇拝すれば、人々は天界に達しようと切願して解 
脱する。至高の存在という神の恩恵により、すべてが安楽に到 
達できる。 


15/7 


9/33 


16/6 


9/20 



5. 最筒存在に帰依をすれば、罪から解 
放される 

『たとえ極悪人であろうとも、知識の舟が邪悪の島 
からあなたを連れ去り浄化するだろう。』 

智恵を授かれば、この上ない罪悪を犯した者も確か 
に至高の境地に達することが可能である。 


6. 知識について 

『究極の真実である最高精神を認識すること、つま 
りアディヤートマと呼ばれる認識をもって堅固に専念するこ 
とが知識であり、それと反対のことはすべて無智である。』 

至高の精魂としての智恵を尊び、最高精神という永 
遠の真実を直覚すること、それは神聖なる知識の要素を構成 
する。こうした知識のほかは、すべて無智である。すなわち、 
神を直覚することは智恵なのである。 


7. 人間は誰でも崇拝する権利あり 

『たとえ極悪人であっても、ひたすら私を信愛する 
ならば、彼は善人であるとみなされるにふさわしい。彼は正 
しく決意した人であるから。速やかに彼は敬けんな人となり、 
永遠の平静に達する。クンティーの息子よ、私の信奉者は滅 
びることがないことを確信せよ。』 

「ひたすら私を崇拝するならば、どんな極悪人でも 
必ず清浄な精魂に住することとなり、永遠の至福を知る。」 
このように、清浄な精魂は至高の存在に帰依した人そのもの 
である。 


8. 一度まいた崇拝の種は永遠に 

『ここにおいては、企てたことが消滅することなく、 
退転することもない。この[ヨーガの]教法（ダルマ）のご 
くわずかでも、大なる恐怖（輪廻）から人を救済する。）』 

永遠の真実に向かって行為するとき、わずかな進歩 
であっても、求道者は生死という束縛から解放される道に向 
かっているのである。 


4/36 


13/11 


9/30-31 



9. 最高存在は心に住する 

『アルジュナよ、マーヤー（幻力）により、万物を行 
為に駆り立てながら、神は万物の心に住する。（18/61-62)』 

『パーラタよ、誠心誠意で神に庇護を求めよ。天の恵みによっ / 

て心の平安と永遠の至福を知ることになるだろう。』 

神は人間の精神に住する。ゆえに無執着の境地で至高 
の存在に専心しなければならない。神の恩恵によって、人は究 
極の幸福を知るだろう。 

10. ヤジュニヤについて 

『他のヨーガ行者は知識が火をつけた、自制という 
ヨーガの炎に感覚機能や呼吸機能を焼べる。（4/27)』 

『吸気のために呼気をささげる人々もいれば、呼気の 
ために吸気をささげる人々もいる。また、調息法に専念して安 18 / 61 _ 62 
定した呼吸を行なう人々もいる。』 

ヨーガの炎と神の知識で輝く精魂は、感官の作用や感 
情の起伏によって埃をかぶってしまう。無心の境地における瞑 
想によって、生気はアパーナに、アパーナはブラーナに捧げら 
れる。さらに進んだ段階でのヨーギンは、すべての活力を制御 
して、調息法（ブラーナーヤーマ）の行為に専心する。こうし 
た実践方法はヤジュニヤとよばれる。こうした行為を遂行する 
こと、それははカルマであり、「定めらた行為」をさす。 


11. ヤジュニヤを行なう者 4/27,29 

『ヤジュニヤから流れる甘露を口にした ヨーガ 行者は 
最高のクルであり、永遠の最高神と対面する。ヤジュニヤを行 
なわずに、現世で悲惨に生きている人々が来世でどのように幸 
福をつかむというのか。』 

ヤジュニヤという行為を実践しない人々は、人間とし 
て転生することが非常に困難となる。ゆえに人はみな、崇拝と 
いう膜想（ヤジュニヤ）を実践する権利が与えられている。 


12. 神を直覚できる 

『アルジュナよ、ひたむきで清らかな崇拝者はこのよ 
うな私を直に知り、その本質を掴み、深い信愛のもとで私と融 



合する。』 

深い帰依心をもっているならば、神を直感して理解し、 
さらに神に住することは難しいことではない。 


『ある人は稀有に精魂を見る。他の者は稀有に精魂の 
ことを語る。また他の者は稀有に精魂について聞く。聞いても、 
誰も精魂のことを知らない。（2/29)』 

悟りを得た聖者はこうした精魂をある奇跡として把握 
できる。これが直覚と呼ばれる。 


13. 精魂は永遠不滅であり真実である 

『彼は絶たれず、焼かれず、濡らされず、乾かされな 
い。彼は常住であり、遍在し、堅固であり、不動であり、永遠 
である。』 

精魂のみが真実であリ、永遠不滅である。 


14. 創造神も創造物も可滅的な存在 

『アル ジュナ よ、ブラフ マーの 世界（ブラフ マーロー 
力）に至るまで、全世界は回帰するものとなっている。しかし、 
クン ティーの 息子よ、私に達する精魂は再生されることがな 
い。』 


ブラフマ（創造神）および万物は悲哀に満ち、可滅的 
なるものである。 

15. 神々の崇拝 

『根本原質の影響により知識を失い、世俗の享楽を求 
める人々は、はびこる習慣を真似て、唯一の神ではなく他の 
神々を崇拝する。』 

自然界の享楽や快適さを味わい、智恵をなくした人々 
は愚者であり、至高の存在ではない別の神々を崇拝する。 

『別の神々を崇めつつ、懸命に私に帰依する人々は、 
定められた約束を守らないゆえ、無智のベールで覆われてい 
る。』 


別の神々を崇拝する人々は、無智という闇に包まれな 
がら至高の存在を崇拝するゆえ、どんな努力も無駄となる。 


4/31 


11/54 


2/29 


2/24 


8/16 



『聖典が定めていない過酷な苦行をなし、渇望、執着、 

権力による虚栄、さらに偽善や尊大に悩む人々、また身体をな 
す元素群だけでなく精魂に宿る私をすり減らす人々は邪悪で無 7/20 
智な人々であることを心に留めよ。』 

高潔な人々でさえ、別の神々を崇拝しがちであるが、 

そうした人々は邪悪な性質を帯びていることを知るべきである。 


16. 卑劣な人々 

ヤジュニヤの実践という定められた道を捨て、聖なる 
規定を無視する人々は残酷で罪深く、また卑劣である。 


17. 定められた行為 

『聖音オームを詠唱し、私を念じつつ身体を離れる人は救済の 17/5-6 
境地に達する。』 

オームを詠唱すること、それは永遠のブラフマそのも 
のである。ゆえに悟りを得た聖者の指導とは、無比である至高 
の存在を想起しならが、崇拝による膜想をさす。 


18. 聖典 

『汚れなき者よ、あらゆる知識において最も深遠なも 
のを説いた。バラータよ、なぜなら、真実を知れば、人は賢智 
ある者となり、あらゆる任務を達成する。』 



ギ ータは 聖典である 

『聖典とは、なすべきこととなすべきでないことを示 
す典拠であり、聖典が定める行為に従って、あなたは行為をな 
すべきである。』 

まさに聖典とは、義務を遂行するか回避するかという 
決定の基本となる。それゆえ、ギータにある定められた行為に 
従って活動すべきである。 


19. ダルマについて 

『他の一切の義務（ダルマ）を捨て、ひたすら私に庇 
護を求めよ。そうすれば私はあなたの罪悪を一切取り払うだろ 
う。嘆くことはない。』 

心の動揺、つまリ気分の浮き沈みが完全に消え去り、 
至福の境地に達するという定められた行為、（無比である至高 
の存在に専心すること、これが救済の道である）と解釈するこ 
とがダルマ （2/40) とよばれる真の行為である。そして、たと 
え極悪人であっても、善人であるとみなされるにふさわしい 
(9/30) 。 


20. 成就の場 

『というのは、私は永遠の神の基底であり、不死で不滅のダル 
マの基底であり、究極の幸福の基底であるから。』 

精魂はダルマという永遠不滅の神に住する。究極の目的に達す 
ることが至福である。換言すれば、神の恩恵を受けた聖者であ 
り、悟りを得た導師は至福の化身である。 

世界のあらゆる宗教の真髄をギータのひびきとみな 
すことができる。また、ギータはすべての宗教の源 
泉である） 


8/13 


15/20 


16/24 


18/66 



太古の時代から現在まで、聖者の残した神の 

メッセージの数々 


太古の時代から現在まで、聖者の残した神のメツセージの数々著者ス 
ワミ•シュリー•アドガダナンダ • ジ氏は1993年のガンガー川祭典中 
の幸運の日、自宅（シュリー■パラムハンス.ジヤガタナンダ寺院、 
ウツタル•プラデーシュ州、ミルザープル県、カツチヤヴァ市）の入 
り口に下記の聖典から引用した神のお言葉を記した看板を取り付けた。 


• ヴニーダ時代の聖者（原始時代：ナーラーヤナ•スクタ） 

最高存在はあらゆる所に存在し、真実そのものである。涅槃に到 
るためにはそれを理解する道しかない。 

• バグヴァン.シュリー.ラーマ（およそ数百万年前のトレータ時 
代：ラーマーヤナ） 

祈りもせず、祝福を願うものは最高存在を知らず。 

• ヨーゲシュヴァラ•シュリー■クリシュナ（約5200年前、ギー 
夕） 

唯一の神の他に真実はない。頃想以外に神性に達する方法はなく、 
神々の偶像を奉るのは愚者の宗教としか言えない。 

• モーセ（約三千年前、ユダヤ教） 

人が信仰から離れて偶像を奉ることが邪教で神が怒る。そこで神 
に祈り始めるべきである。 


• ザラスシュトラ（約2700年前、ゾロアスター教） 

苦難の原因である「悪」を心から追い払うために、アフマズダ神 
を思い描いて瞑想せよ。 

• マハヴィーラ•スワミ（約2600年前、ジャイナ教） 

精魂は真実である。それは現世において、厳しい修行によって知 
覚しうる。 





ガウタマー•ブッダ（約2500年前、釈迦/大般涅槃経） 

私はかつての聖者が成就した至高の境地に達した。これを涅槃と 


イエス•キリスト（約2000年前、キリスト教） 

神性をもたらすには祈りの道しかない。私に帰依しなさい、そう 
すれば、あなたは「神の子」となる。 

ムハンマド（約1400年前、イスラム教） 

信仰告白「アラー以外に神はなく，ムハンマドは神の使徒なり」、 
この祈りを勝る、万物を貫く普遍的な神様への祈りはない。ムハ 
ンマドやその等輩はみな聖者である。 

アディ•シャンカラ•チャリャ（約1200年前） 

俗世とは無益な塊でしかない。真実在は創造主の名のみである。 

カビール（およそ六百年前） 

ラーマの 名は無双であり、他はすべて類似したものばかりである。 
唱名ラーマに万物のはじまりから終りまで一切を網羅している。 
ゆえに崇高なラーマの名を唱えるべきだ。 

グル♦ナーナク（およそ五百年前） 

「エーク_オームカル_サートグル_プラサディ」つまりオーム 
だけが真実の存在であるが、それはまさに聖者たちが愛顧するも 
のである。 

スワミ•ダヤナンダ•サラスワティー（およそ二百年前） 

祈りの対象とすべきものは永遠不滅の神であり、オームとはその 
主たる名をさす。 


スワミ•シュリー_パルマンダー•ジ（紀元後1911〜1969) 

永遠不滅の神の愛顧を得ると、敵は友人となり、不遇が幸運のは 
じまりとなる。神は普遍的な存在である。 
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まえがき 


ギーターの注釈書といえば、現存するサンスクリット語だけでも50を 
超え、他の諸言語によるものを合せると大変な数になる。それならば、 
ここで改めて注解する必要はないように思われるかもしれない。しか 
し、どんなに多くの解説書があろうとも、底本となるギーターは唯一 
無二なのである。ヨゲシュヴァーラ（聖者）としてのクリシュナの所 
説は、なぜ多くの異議や論争を生じさせるのかと疑問をもつ人もいる 
だろう。クリシュナが説く真実は確かにひとつであるが、例えば聞き 
手が10人であるなら、十人十色の解釈が生まれてしまう。そもそも、 
人間の根本原質がサットヴァ（純質•美徳）、ラジャス（激質•不 
徳）、タマス（暗質•無知）という三要素から成り、人間の理解はど 
れかひとつが優勢となって決定される。つまり、我々人間は常にこの 
三要素の支配下にある。ここからして、「神の詩」であるギーターの 
真義をめぐって数多の議論が繰り広げられるのも決して不思議 
ではない。 

ある特定の主題に関して多大なる見解がなされ、さらに同一 
の原理を言明するために種々の手段や表現法が用いられる。人々はこ 
ういった事実に惑わされて疑問の穴にするりと落ちてしまう。中には、 
真実性を帯びた正統派のすぐれた注釈もありそうだが、ギーターの注 
釈書はおびただしく、そこから適切に選び出すことはほとんど不可能 
である。ときに虚偽は真実の衣を纏っているので、それが本物かどう 
かを見極めることは非常に骨の折れる仕事である。というのも、大抵 
の注釈書には真実を追究しているかのごとく巧みな表現がみられるか 
らである。また、これに対して、真実が何かを正しく理解した解釈者 
が過去に存在したにもかかわらず、何らかの事情があって上梓されな 
かったということもある。 



ヤタルタ • ギータ 


ギーターの真義を理解しようとするとき、それを困難にさせ 
る理由のひとつとして、まずクリシュナがヨーギン、つまり悟りを開 
いた聖者であったことが考えられる。クリシュナが、友であり弟子で 
もあるアルジュナに教えを説いたときの聖者（ヨゲシュヴァーラ）の 
真意は、クリシュナの教示によって徐々に最高精神に達する人、つま 
り知識と認識を以て最終目的となる絶対の境地に帰結した人だけが理 
解し啓示できる。精神の内側にあるものを完全に言葉で表現すること 
は到底無理である。大体のことは顔の表情や身ぶり手ぶり、あるいは 
表現力をもつ沈黙などで伝達されうるが、その一方で表現しようのな 
い動的な何かが伝達されずに残る。しかし、求道者たちは探し求める 
という方法はとらずに、行為をなすことでその真意を知ることができ 
る。すなわち、クリシュナが説いた最高の境地への道を歩み、最終目 
的に達した聖者のみがギーターの本当の意味を掴める。クリシュナの 
理解と洞察は同時にこのような聖者の理解と洞察であるから、聖者と 
いうものは聖典にある台詞を再生するというよりもその真義なるもの 
を知り説明することができる人であり、先覚者としてその真髄を啓示 
し、さらに他の修行者を悟りの道に目覚め、歩み出させるという能力 
を有する。 

私が最も敬愛する恩師パラムハンス ■ パラマナーンダ■ジ- 
マハラージャ氏は前述の境地に達した聖者のひと りであった。ヤタル 
夕_ギーターは筆者自身によるものは一切なく、すべて我が恩師が言 
説した内容をひとつに纏めたものである。従って、本注釈書は読者が 
自分で何かを見つけ、読むうちに理解を深めていくためのものである。 
また、本書の役割は、精神的な探究および向上の道を選んだ人が必ず 
関わる動的な行為に方向づけられた原理を具体化することにある。し 
かし、読者がここから逸れ、崇拝と瞑想の道を歩む準備を躊躇してい 
る間は、俗的で固定観念に縛られた世界を迷妄している状態にあると 
いえよう。クリシュナが勧めていたことだが、我々は最高の境地を知 
る聖者に救いを求めるべきなのである。クリシュナは、自分の説く真 
実をすでに他の聖者たちが知り、賞美してきたことを自認している。 
また、この真実を認識したり示現したりすることができる者はクリ 
シュナだけであるなどと断言したこともない。クリシュナが熱心に説 
いたことは、崇拝者は先覚者のところでオアシスを見つけ、純粋な気 
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持ちでその教えに従い知識を吸収することである。さらにクリシュナ 
は悟りの境地に達した他の聖者たちが知見した真実についても触れて 
いるのである。 

サンスクリット語で著わされたギーターは簡潔明瞭である。 
我々が統語や術語の語源について注意して熟読するならば、ほとんど 
自力で理解していくことは可能である。ところが、これらの言葉がし 
めす本当の意味を受け入れることは一般に好まれていない。一例を挙 
げれば、真なる行為とはヤジュニヤという行ないであるとクリシュナ 
が明言している点である。そもそも我々はちょうど従事している世俗 
的な用件のすべてが行ないであるという考えに陥ってしまう。クリ 
シュナは、ヤジュニヤの本質について解明しながら、『アパーナ（出 
息）のためにブラーナ（入息）を捧げるヨーギンもいれば、ブラーナ 
のためにアパーナを捧げるヨーギンもいる。さらに、完全なる寂静の 
気息（ブラーナヤーマ）を遂げるためにブラーナとアパーナの両方と 
も統制するヨーギンもいる』と説く。多くの聖者たちは自制という神 
聖なるエネルギーのために感覚による嗜好を放棄する。このように、 
ヤジュニヤはブラーナとアパーナという気息による瞑想をさす。しか 
し、それでも我々はスワハを詠唱し、穀物、種子、バターなどを祭埴 
の火に投与することがヤジュニヤであるという考えを改めようとはし 
ない。このことはクリシュナ聖者が暗示した内容とは全く異なる。 
ここでギーターの真義についての誤解がなぜ広がってしまったのか、 
その原因について言及したい。根気よく読解の虫となって励んでも、 
そこで得るものは形式的な外部構造でしかない。それならば、時代の 
変遷とともに失われてしまった真実の本質をわれわれはどう見つけ出 
すべきだろうか。人間は出生•成長過程において、一般に住居、店鋪、 
土地、所有権、階級、名誉、家畜、現在では機械装置などを受け継ぐ。 
また同様に、習慣、伝統、崇拝法などが確かに受け継がれていくもの 
である。具体的には、個性豊かな3 3億ものヒンズー教の神や女神、 
また世界中にある諸々の形式は有害な宗教的遺産である。子供は両親 
をはじめ、兄弟姉妹や隣人たちの崇拝法を観察して育つ。こうして子 
供の精神に家族の信仰、祭祀、儀式は永続して刻印される。その子に 
対する遣産が女神への崇拝であるとすれば、その女神の名を生涯かけ 
て唱えることとなる。また、世襲財産として聖霊や霊魂への崇拝を受 
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け継ぐならば、永遠にそれらの名を呼び続けざるをえない。さらに、 
ある人はシヴァに、またある人はクリシュナに執着し、その他さまざ 
まな神性なものにすがりつくわけである。この習慣を捨て去ることは 
並み大抵なことではない。 

このように特定の信仰に繫縛された人がすばらしい聖典であ 
るギーターを手にしても、それが表す真髄を把握することはできない。 
かりに受け継いだ物的遺産を放棄することに成功しても、伝統や信仰 
といったものから逸脱することはできない。所有物を捨離することが 
できても、精神的領域に根付いた思想、信仰、慣習を撲滅することは 
無理である。従って、我々に継承された祭祀、慣習、崇拝法と照合し 
てギーターで説かれる真実を説明する根拠はまさにここにある。ギー 
ターという聖典の主旨がこれらの宗教的遺産のそれと調和し、一致し 
ているというのであれば、その真実性を認めることに異論はない。ま 
た、我々は一方的にそれを拒絶し、便宜を図って無理やり適合させる 
つもりもない。しかし、ギーターにおける知識は神秘のベールに包ま 
れていて、ほとんどの場合に解くことができないということは驚嘆す 
べきことか。この秘密は謎のまま残っていく。最高精神との類似点だ 
けではなく真なる自己を悟った聖人や導師たちはギーターで教示され 
る真実を知る者である。すなわち、このような先達者のみがギーター 
の真髄が何かを語り継ぐ資格を有する。しかしまた、その聖者のもと 
で修行する熱心な求道者もいつかになって秘密を解くことになる。ク 
リシュナはこの認識の方法について何度も触れている。 

ギーターは、個人■階級•団体•学派•宗派 • 国民あるいは 
時代のための神聖なる書物だけではなく、まさに全宇宙のため、あら 
ゆる時代に適った聖典である。つまり、国家や人種を超え、性別、精 
神レベルや能力を問わず、全人類あてに著わされた貴重な書物といえ 
る。だからといって、自分の存在に関係する決定は単なる風説や誰か 
の影響に基づいて行なうべきではない。クリシュナは最終章において 
神秘なる知識を聴聞するだけでも実に有益であると説く。しかし、求 
道者は、成就者である導師のもとで習得した後、その内容を§ら実践 
し、自分の行動や体験に取り入れていかなければならない。つまり、 
あらゆる偏見や先入観を一切捨て去り、ギーターの扉を開く必要があ 
る。そして、我々はついに真なる光明を見い出すことになる。 
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単に聖なる書物としてギーターを評価してしまうことは適切 
ではない。というのも、書物とは読者の知識収集に役立つ道標である 
に過ぎないからである。ギーターにおける真実を知る人は神の知識を 
あらわすヴエーダの知者といわれる。プリハド•ァーランヤカ、ヤー 
ジュニャ ヴァルキヤという ウパニシャツ ドはヴエーダ文学を『永遠な 
る気息』と呼んでいる。しかし、我々が常に記憶にとどめておくべき 
ことは、ギーターにおける知識や智恵はすべて、崇拝者の精神におい 
てのみ知覚されるということである。 

あるとき、高名な聖者ヴイシュヴァーミトラは瞑想にふけっ 
ていた。この様子に喜んだブラフマー神（梵天、創造神）があらわれ 
て『今日から汝は聖仙である』と告げた。しかし、このお告げに満足 
できないヴイシュヴァーミトラはさらに深く瞑想の境地に入った。し 
ばらくして、ブラフマー神が他の神々を連れて再びあらわれ、『今日 
から汝は王仙である』と告げた。またしても満足することのできない 
ヴイシ ュ ヴァーミトラは休むことなく瞑想を続けた。すると、神の宝 
庫とされる美徳の推進力である神々と共にブラフマー神があらわれ、 
『今日から汝は大仙である』と告げた。それを聴いたヴイシュヴァー 
ミトラは、最年長の神に向かって『われは感覚能力を自在に操る神仙 
と呼ばれたいのだ』と言った。それに対して、ブラフマー神はヴイ 
シュヴァーミトラの主張はまだ認めることができないという意志を示 
したので、ヴイシュヴァーミトラはこれまでになく厳格な瞑想による 
修行を始め、頭から煙を出した。神々に懇願されたブラフマー神が、 
ヴイシ ュ ヴァーミトラの前にふたたび姿を見せて『そなたが神仙であ 
ることを認めよう』と告げた。それでヴイシュヴァーミトラは、『わ 
れが神仙であるならば、是非ヴエーダと結ばせてほしい』と請願した。 
この願いはかなえられ、ヴイシュヴァーミトラの心にヴエーダが芽生 
えた。未知とされた真髄、神秘的なヴエーダの知識と智慧がこのよう 
にして知られるようになったのである。ヴエーダは書物にとどまらず、 
まさに真実を語る媒体ともいえる。かくして、ヴイシュヴァーミトラ 
神仙のいるところに必ずヴエーダあり、となったのである。 

さて、クリシュナは世界がまるで不滅の聖樹であると解明し 
ている。聖樹の根は上方に伸びており、神をあらわす。その枝は下方 
に広がり、自然をあらわす。すなわち、この聖樹を放擲の斧で切り倒 
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し、神を知るものはヴエーダの知者である。本質の支配が停止される 
と表出される神への認識はヴエーダと呼ばれる。この直感力は神から 
の賜物であり、いわば自己超越といわれるものである。聖者とは最高 
精神と合一し、無私の境地に到達した開悟者であり、この開悟者の言 
葉は神の御言葉そのものといえる。つまり、神が送る信号が聖者に届 
き、それを通じて聖者はその媒体となる。聖者の伝えようとする真実 
を悟るためには、単なる言葉や文法構造の理解では不十分である。求 
道者は、精神統一を図るための実践により身体を脱し、自我と神との 
合一を成就したそのとき、隠れた意味を把握することができる。 

たとえ間接的であるにしても、ヴエーダには百ないしはそれ 
以上の聖者たちの言説が編慕されている。しかし、彼らの言説をこれ 
らの聖者とは別の人が書き留めることになれば、必ず社会規範や組織 
の法典も取り入れられる。このような法典はりっぱな聖人たちの手で 
作り上げられたのだという誤解があるため、ダルマによる真の人生の 
目的達成とは全く無関係な規定を一般に堅く守ろうとするきらいがみ 
られる。現在においては小人物が自己の仕事を片付けたいがために、 
実際には大した間柄でもないのに、権力の行使者と親密であるかのよ 
うに振る舞ったりする。また、同様に社会生活や品行に対する規則を 
法典にした人々が大聖者の陰で活動し、その尊称を営利上の食い物に 
したりする。ヴエーダに関してもこういった不正がなかったわけでは 
ないが、数千年前に生きていた聖者や先覚者たちが啓示したヴヱーダ 
の真髄は幸いにもウパニシャッドの中に秘蔵されている。それは、い 
わゆる教義や神学とは異質であって、日常生活においてただちに実践 
可能な宗教的経験に関するものであり、永遠の真実につながる見識を 
示している。ウパニシャッドは現実の本質を探究しながら、精魂の最 
高の境地に関する洞察を展開している。いってみればギーターはウパ 
ニシャッドが包含するヴヱーダの真髄の要約であり、また、ヴエーダ 
という天上の詩集からウパニシャッドが抽出した不朽の精髄なのであ 
る。 

また、至高の境地に到達した聖者はすべて同様にこの精髄の 
化身である。世界のどこであろうとも、このような聖者の言葉が編慕 
され聖典として知られている。しかしながら、独断家や偏執なる信仰 
者たちはある特定の聖典のみが唯一真実を語るものであると主張する。 



まえがき 


vi 


具体的には、コーランだけが真実を顕現するものであって、真実を洞 
察するという体験は不可能だという人々、また神の唯一の息子である 
イエス • キリストに帰依する者だけが天国に行けるという考えを譲ら 
ない人々などである。『このような聖者や先覚者、あるいは予言者は 
再び顕現するはずがない』というような発言をよく耳にするが、この 
ような考えは全く愚の骨頂といっても過言ではない。本物の聖者が認 
識した精髄はいずれも同じである。 

世界中に夥しくある著名な宗教書の中でも、ギーターはその 
普遍性からして ユニークな 作品である。しかも他の聖典にはどれほど 
の信憑性があるのかを知るための基準にもなっている。それと同時に 
数々 の神聖な書物の真実性を証明したり、幾多の論争や異議が生み出 
す紛争を鎮めるための試金石なのである。先に述べたとおり、ほとん 
どの聖典には日常生活や食物に関する規定および祭祀や儀式に関する 
内容がふんだんにみられる。さらに興味をそそるために極端から極端 
へと義務および禁制について言明されている。生活や健康に対する崇 
拝の様式などは、場所 • 時間 • 状態に応じて変化すべきであることを 
考慮せずして、ただ盲目的に内容の乏しい事柄をダルマの「真髄」と 
して容認していることには嘆息する以外ない。このような不幸な事態 
が宗派間の争いの基因である。ギーターのすぐれた面は天声が集約さ 
れ、また真の自己発見および最高の成就への道を明白に説かれている 
ところにある。つまり、全体を通して現象界についてのテーマは言及 
されることなく、求道者が心の葛藤に対する準備を自ら始められるよ 
うに、崇拝 • 瞑想に対するポイントが自然に身につくような内容と 
なっている。ギーターでは、他の聖典でみられるような天国と地獄と 
いう矛盾した対立を例示し、求道者を迷妄させたりはしない。また、 
いわゆる生死のテーマに縛られることなく、もっぱら不滅の境地に達 
する方法を明示しているのである。 

文筆家がそうであるように、どんな聖者も導師も独自のスタ 
イルをもち、ある特定の表現力を好むものである。ギーターにおいて 
聖者クリシュナは詩的表現を用い、行為（カルマ）、ヤジュニャ、 
ヴァルナ、ヴァルナサンカーラ、戦い、土地（クシェートラ）、知識 
あるいは識別力（ジャーナ）などのいろいろな術語をくり返しながら 
説いた。これらの術語は特異な意味を示しており、重複されることに 
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よって字義の魅力が半減したりするものではない。ヒンズー語の原本 
や英語の訳本の両方において、このような術語に対する特殊な意味は 
変わることなく、それに対する説明が忠実になされている。現在では 
死語となっているものや異なった意味合いで用いられているものだが、 
むしろこの特異性のある言葉こそギーターの最高の魅力である。読者 
が何度も目にすることになろう術語について、ヤタルタ，ギーターで 
は下記のとおりに定義している。 


《クリシュナ》 

《真実》 

《サナターナ》 

《サナ ターナ • ダノレマ》 
《戦い》 


《クシェートラ》 


《ジャーナ》 

《ヨーガ》 

《ジャーナ • ヨーガ》 


クリシュナは聖者であると共に、 

ヨーガの修得者かつ高徳な導師で 
あった。 

真の自己あるいは個人の中心主体 
のみが真実である。 

「永遠」という意。真なる自己は 
不滅であり、神もまた不滅である。 
神と合一する行為をさす。 

「戦い」とは、正邪という相対す 
る2種類の精神的 インパルスの 間 
に生じる激しい心の葛藤を示す。 
最終的には双方とも消滅する。 
「土地、田」という意。土地とは、 
前述の戦いが行なわれている場所、 
つまり感覚と心からなる身体を示 
す。 

「知識/認識」という意。知識と 
は神を直感することである。 
ヨーガとは世俗的な愛着や憎悪か 
ら脱する状態となる最高精神への 
到達である。 

知識または認識のヨーガをさす。 
崇拝および瞑想は行為であり、自 
己の勇気と能力を信じてこの行為 
を行なうことが知識のヨーガであ 
る0 
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《ニシュカーマ • カルマ • ヨーガ》無私行為のヨーガをさす。先達者 

への信頼をもとに行ない、完全に 
自己放擲す る ことが無私行為の 
ヨーガである。 


《クリシュナが顕現した真実》 

《ヤ ジュニヤ》 

《カルマ》 

《ヴアルナ》 

《ヴァルナサンカーラ》 

《人間のカテゴリー》 

《神々》 


クリシュナ以前に他の先覚者や聖 
者が悟った真実、そして、クリ 
シュナ以後にも悟ることになる真 
実と全く同一の真実をクリシュナ 
が顕現した。 

ヤジュニヤとは崇拝と瞑想のある 
方法をさす。 

「行為」という意。ヤジュニヤを 
遂行することは行為である。 

崇拝方法としての行為には4段階が 
設けられ、すなわち4つのヴァル 
ナとされる。カースト制度にかか 
る名称というよりも、ここでは同 
一の修行者における低次から高次 
への状態変化を意味する。 

崇拝者の混乱状態と、そこから神 
の実在を知るための道を踏み外す 
という迷妄状態をさす。 

根本原質に影響されながら、人間 
には信仰心と無信仰心、つまり正 
義心と不義心という2つのカテゴ 
リーがある。これらはいわゆる根 
本原質に左右されて、それぞれが 
増減状態となる。 

神々とは、心の内部を住処とする 
美徳のインパルスの集合体を意味 
し、真なる自己を最高神、いわば 
最高の存在まで到達させることを 
可能にする。 
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《アヴァターラ》 「権化」という意。この権化は常 

に心の内部にあらわれるものであ 
り、決して外部ではありえない。 

《ヴイラータ • ダルシャーナ》 「遍在するものに対する直感力」 

と表すこともできるが、この直感 
力は聖者の精神に宿り、神が与え 
る感受能力といえる。つまり、最 
高神の実在は崇拝者の精神におい 
てのみ認識できる。 

《崇高神》 至高の境地である。信仰するにふ 

さわしいのは唯一であるこの神だ 
けである。崇高神は求道者の精神 
にのみ実在するが、現象界を離脱 
してこの境地に成就した先覚者で 
ある聖者を媒体として崇高神を知 
る。 

さて、術語の意味が解けたところで、次にクリシュナの姿を 
理解するためには第3章まで読み通さなければならない。第13章におい 
ては クリシュナが聖者（ヨーギン）であることが明白にされる。第2章 
において、ギーターが明示する現実が展開され、そこでは「永久不 
滅」と「真実」は互いに代用できうる言葉であることが明白に説かれ 
る。しかし、 この 点は他の章でも常に テーマの ひとつとなっている。 

「戦い」の本質は第4章にて解明され、これに かかる 疑問は第11章で完 
全に解決される。だが、第16章になって、新たなる解明の光が放たれ 
るともいえる。「戦い」が繰り広げられる場所については、第13章に 
おいて 詳細に説明され ているので 何度も読み返すべきである。 

第4章と第13章では、知覚力が知識（ギャーナ）という名称に 
よって表されていることが確かにわかってくる。また、第6章では、全 
般にわたって何度か問題提起されているヨーガの特徴について特に理 
解を深めることになるだろう。知識のヨーガは第3章から第6章にかけ 
て明確に説かれているので、この点について後の章を参照する必要は 
ほとんどない。第2章では、無私行為のヨーガの定義づけがあり、これ 
に関する説明は最終章まで続いている。また、ヤジュニャの意義は第 
3章と第4章では峻別されている。 
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行為（カルマ）は第2章の39段において初めて述べられるが、 
そこから第4章まで読み進んでいくと、なぜ「行為」が崇拝と R 想をさ 
すのかが確かに掴めてくる。第16、17章では、この定義の真実性を裏 
付ける十分な論述が行なわれる。ヴァルナサンカーラに対する解明は 
第3章において、また権化（アヴァターラ）に対しては第4章において 
なされる。ヴァルナという4階級の定義は第3、4章でまず述べられる 
が、第18章で明細な説明がなされるので留意すべきである。第16章は 
人間のもつ2つのカテゴリーとして正邪の性質について説明するもので 
ある。第10、11章では、神の世界に遍在する無限の姿が顕現されるが、 
第7、9、15章においても神の姿についての言及はみられる。神話に登 
場する他の神や女神は空疎なものにすぎないということが第7、9、 
17章で証明される。第3、4、6、18章においては、神を崇拝する場所は 
幾多の偶像を祀る寺院のような現象界ではないということ、本当の場 
所は気息による瞑想が静寂になされたとき芽生える求道者の精神にあ 
ることを確信させてくれる。時間的な余裕がない場合には、第1章から 
第6章までを通読すればギーターの核心に触れることになるだろう。 

これまで説明してきたとおり、ギーターはいわゆる日常社会 
における処世術を教えるものではなく、人生の戦いを克服するための 
方法と規律を求道者に教示するものである。ギーターで定義される戦 
いは現象界での凶器を使って勝利を得るという戦いではない。具体的 
には、人間が生まれながらにもつ根本原質と性向の間における衝突を 
示し、まさに伝統文学において用いられる象徴的表現である。ギー 
夕一が取り上げている戦いとは、ダルマクシェートラとクノレクシェー 
トラの間、いわば善悪の心、正義心と不義心の間で起こり、ヴェーダ 
文学にある戦場として表されるインドラとヴリトラ、知識と無智、あ 
るいはブラーナ文学にある神々と悪魔たち、インドの大叙事詩ラー 
マーヤナとマハーバーラタにあるラーマとラヴァーナ、カウラヴァ軍 
とバーンダヴァ軍との間で起こるものと同じである。 

この「戦い」というものが行なわれる戦場はどこにあるのか。 
ギーターにおけるダルマクシェートラとクルクシェートラは地理的な 
場所ではない。 

ギーターの詩でクリシュナがアルジュナに教示しているよう 
に、そもそも人間の身体は、神が播いた善悪の種子がサンスカーラと 
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して芽生える場所なのである。この場所を構成するものは、十の感官 
をはじめとし、意、思惟、知覚器官、_我、五元素、そして三根本原 
質であるといわれている。根本原質にはサットヴァ、ラジャス、タマ 
スとよばれものがあり、これらの作用により人間は行為せざるをえな 
い。また、行為なしには一瞬たりとも生命の維持を図れないのである。 
クルクシエートラとは太古の昔から人間が受胎や生死をくり返し行 
なってきた場所である。崇敬なる先達者によって、求道者が崇拝と瞑 
想のための正しい道を歩み始め、その道が最高存在、つまり最高の法 
の権化へと続き、クルクシヱートラ（行為の土地）はダルマシヱート 
ラ（正義の土地）に変貌する。 

この身体において、すなわち思考と感情の住処である精神に 
おいて、人間の本性には生得的に全く異なる2つの要素が宿っている。 
それは神性なるものと非神性なるものである。バーンドウは美徳、ク 
ンティーは忠実をあらわし、この2つは神の宝庫に属する。人間に正 
義心が芽生えていないとき、理解力がまだ不十分であり、そのために 
自分の行いは何でも然るべきことであると考えがちになる。しかし、 
美徳と善良さが皆無であるとき、なすべき行為に対する認識も存在す 
るはずもなく、実はなすべきことが何かを識別する力がまだ備わって 
いない状態である。クンティーがバーンドウの妻となる以前に得た唯 
一の宝であるカルナはバーンダヴァ軍との戦いのために一生を捧げて 
しまう。また、クンティーの他の息子たちが最も難敵だとしていたの 
はこのカルナである。要するにカルナは真の自己という神性なるもの 
をすベて拒絶する行為をあらわす。カルナは、邪道で愚劣な祭式から 
離れようとする人々の障害となる伝統や慣習の権化である。しかし、 
美徳の芽生えとともにダルマの権化であるユディシティラがやがて現 
出する。アルジュナは信愛、ビーマは深遠なる感情、ナクラは規律あ 
る生活、サハデーヴァは真理の追求者、サティヤキは善良性の宝庫、 
カーシ国王は人間に宿る神性、クンディボージャは熱心なる義務遂行 
による世界征服のシンボルである。バーンダヴァ軍の総数は7つのア 
クシャウヒーニに相当する。「アクシャ」は直感力という意味をなす。 
真実の愛と知識からなるものは神性の宝庫となっている。また、パー 
ンダヴア側の軍力は7つのアクシャウヒーニとして表されるが、これ 
はそのまま物理学的に計算されうるものではない。すなわち、求道者 
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が最高存在、すなわち最高の境地に成就するために必要なヨーガの七 
段階を示す。 

無限の神的インパルスをあらわすパーンダヴア軍と対立する 
クルクシェートラにあるカウラヴア軍は11のアクシャウヒーニからな 
る。この11という数字は、意および十の感官を意味し、非神性なるも 
のをあらわす。これに属するのは、真実を認識しているのにもかかわ 
らず自己主張を止めない無知なドリタラシートラ、その妻で強烈な感 
情の持ち主であるガンダーリ、激しい陶酔家ドゥルヨーダナ、邪心の 
強いドゥフシャーサナ、異端的行動派のカルナ、惑乱されやすいビー 
シュマ、二重行動の権化ドローナチャリア、執着心旺盛のアシュ 
ヴァッターマン、猜疑心のあるヴィカルナ、不完全な崇拝による慈悲 
心の権化クリパチャリアである。また、無知の状態にある自己のシン 
ボルであるヴィドラは絶えず美徳と開悟の道に目を向けているので、 
結果的には最高精神の純真の一部となる。したがって、不義のインパ 
ルスもまた果てしなく大きい。 

さて、すでに明らかではあるが、戦場とよばれる場所は常に 
身体のことである。また、この激しい戦いの基因となるものは2種類 
の推進力（インパルス）である。一方は、人間界が真実性であるかの 
ように働きかけ、低次的世界での出生へとグレードダウンさせる作用 
をもつ。他方は、真なる実在界と最高存在の遍在性を確信させ、真実 
の扉を開かせる作用をもつ。求道者が、俊傑である聖者に救済を求め 
るとき美徳のインパルスが漸次的にしかし確実に強まり、その一方で 
邪悪のインパルスが弱まり、遂には消滅する。そして、邪心が残らず 
消え、心の抑制が完全となったとき、その自制心さえも停止されるの 
で、神性の宝庫でさえも不要となる。アルジュナは、無限の姿を示し 
た神がその燃え上がった口へとカウラヴァ軍をはじめ、衝突し合う 
バーンダヴァ軍まで呑み込むのを見る。したがって、神性なるインパ 
ルスさえも結局は最高の成就を遂げるためには消滅し、そこで寂静に 
至るということである。先達者である聖者が、この最終段階に達した 
あとに何かを試みようとするならば、それは至福をまだ知らない修行 
者に対する補導および教化のためである。 

これまで世の中を改善しようという志しをもって、聖者たち 
は難解である抽象的概念を説明するために具体的で明確な暗喩表現を 
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作り出してきたのである。このようにギーターに登場する人物は、無 
形で漠然とした特性をあらわすためのシンボルであり、暗喩的となつ 
ている。全部で40人からなる作中人物のうち30人の名前が第1章ですで 
に列挙されるが、その半分は神性なる力を示し、あとの半分は非神性 
なる力をあらわしている。つまり、前者がバーンダヴァ側であり、後 
者がカウラヴァ側を指す。これらの人物のうち5、6人は、神が無限な 
る姿を アル ジュナの前に顕現する章において再び言及されているが、 
その他の章においては全く叙述されない。冒頭から結尾まで聖者クリ 
シュナの前にいるのは アル ジュナただひとりである。しかし、この ア 
ルジュナさえも三次元の人間ではあらず、信愛のシンボルでしかない。 

最初からアルジュナは自分の信じてきた永久不滅の一族のダ 
ルマ（美徳）が破壊されうる危機に直面してひどく動揺している。し 
かし、クリシュナは、個人の主体（真の自己）のみが永久不滅であり、 
悲哀やためらいは無知の分肢であると指摘する。アルジュナは、身体 
は可滅のものであり、嘆く必要もないと、戦うことを鼓舞される。し 
かし、カウラヴァ軍をひとりで殺さなければならないというクリシュ 
ナの勧告に対してアルジュナはまだ確信できないでいる。両軍にはア 
ルジュナの親戚がいるのではないか。サンスカーラからなる身体を武 
力で全滅することはできるものなのか。この身体なるものは有限で、 
現象にすぎないというなら、このアルジュナは一体全体誰なのか。そ 
れでは、そばで見守り保護してくれるクリシュナとは何者か。そして、 
この人物は身体を救い維持するためにアルジュナの傍にいるのか。身 
体のために努力する者は空しく生きている邪悪で妄想的な人間である 
とクリシュナは説いているのではないか。身体のために ここにい るク 
リシュナも、やはり無益に生きる邪悪で妄想的な人であるのか。ここ 
で、再度確認しておくが、アルジュナが信愛の権化、つまり単なるシ 
ンボルである。 


先達者はいつでも求道者を助ける準備ができている。アル 
ジュナとクリシュナはそれぞれ真の信愛をもった弟子と思慮深い導師 
である。弟子のアルジュナはダルマの意味について当惑しているため、 
自己に最幸福をもたらすものが何であるのかという教えをクリシュナ 
に慎ましやかに乞う。アルジュナの切望は物理的な果報などではなく 
本当の至福である。そこで、アルジュナは慈悲深い指導者の保護下に 
ある求道者であるから、クリシュナに対してその教示だけではなく、 
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支援と救済をも懇請する。このように、高徳な導師が一途で信心深い 
弟子に正しい道を伝授していくという主題はギーター全体に流れてい 
る。 

たとえば、ある人が感動して、筆者の最も敬愛するパラマー 
ナンダ_ジ先生のところにぜひ滞在したいと切望するとしよう。我が 
恩師はきっとこんなふうに答えるだろう。『まず好きな場所に自分で 
行ってみて、そこで独りで暮らしなさい。ただし、心の中では私と共 
にいるように。そして、毎日、朝晩に、ラーマ、シヴァ、聖音オーム 
など、何か短い名前を唱え、私の姿を心に描くのだ。さて、この方法 
がかなり身についてきたなら、私はあなたが唱える人物を授けよう。 
次に、この習慣があなた自身のものになったとき、私は御者のように 
あなたの心の中に常在するだろう。』真の自己がこのような形で導師 
と合一したとき、導師は我々の手足と同様に常に一体である。導師 
は、美徳の権化が心に表れる前の段階でも道しるべとなる。求道者の 
心に導師がいるとき、その導師が求道者の心に生きているのであり、 
そのとき導師と求道者はまさに一心同体である。 

先覚者クリシュナが無限なる姿に顕現される第11章では、そ 
の姿に驚愕したアルジュナは自分の不信心さに気づき、畏敬の念を込 
めて謝罪する。そこで、友として師としてクリシュナは心よく願いを 
聞き入れ、再び温和な姿を示す。そして、クリシュナはアルジュナに 
見せた無限の姿を過去 • 未来において知見する者はいないことを告げ 
る。しかし、このように最高神の本初の姿を知覚できるのはアルジュ 
ナだけだというなら、ギーターの普遍性は疑わしくなる。さて、はた 
してサンジヤヤはアルジュナと同じようにあの光景を見たのではな 
かったか。また、前のほうの章でクリシュナは、多くの聖者が知識の 
祭祀であるヤジュニヤにより直に開悟したことを確言したではないか。 
先覚者クリシュナは結局何を伝達したいのか。アルジュナは信愛の権 
化であるが、信愛という感情は人間なら誰でももっているはずである。 
信愛が欠けた人間は本当の神を過去においても未来においても決して 
見ることがない。 ゴスワミ • トウルシダースの言葉を引用すれば、限 
り無く暗唱やヨーガや放擲を続けても信愛がないままに ラーマの 実現 
は叶えられるものではない。アルジュナは精神的象徴のひとつである。 
つまり、神の認識を体得できるのはアルジュナという人物のみである 
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はずがない。さもなければ、ギーターはこれほど広く愛読されなかっ 
ただろう。 

さて、第11章の終わりになって、クリシュナは、『勝利を全 
うできる勇者、アルジュナよ。専心する崇拝者は私の真なる姿を知り、 
神の真髄を体得する。』といって安心させる。ここでいう『専心』は 
ひたむきな信愛と言い換えることできる。これこそアルジュナの特性 
である。また、アルジュナは求道することのシンボルであるように、 
アヴァターラもやはりそうである。このように、『心の葛藤』である 
クルクシェートラでの激戦でみられる他の人物もすベて象徴的存在な 
のである。 

アルジュナやクリシュナのような作中人物が実在したかどう 
か、そしてマハーバーラタという戦争が本当にあったかどうかは別に 
して、ギーターは物質界における戦争を描写するものではない。この 
開戦にあたり当惑状態にあるのはアルジュナの軍隊ではなく、アル 
ジュナ自身であった。アルジュナの軍隊はというと、そのとき正に戦 
闘準備万全であった。愛弟子であり友であるアルジュナに教えを説く 
際、クリシュナはアルジュナの軍隊にふさわしい能力を与えただけで 
あることが暗示されているのではないのか。実は最高の境地を知ると 
いうことは、善悪の区別をするように明白に表現できるものではない。 
すなわち、ギーターを数回通読すれば最高神直感できるということで 
はなく、神が啓示した「神の実現」への道をまず歩み出さなければな 
らない。そして、ヤタルタギーターはまさにそのためにある。 

シュリー.グルプルニーマ 

1983年7月24日 

スワーミ•アドガダナーンダ 



第 1 章 

当惑と哀絶のヨーガ 

1. ドリタラーシトラは言った。『神聖なる地（ダルマクシェー 
トラ 1 2 )、クルクシェートラに、戦おうと集った我らの一族とパー 
ンダヴァの一族とは何をなしたか。サンジャヤよ。』 

ドリタラーシトラは無智、サンジャヤは自制を示す。無智には精 
神が外界に関心をもつように作用するので、ドリタラーシトラは先天 
性盲目であり、彼の心は闇に包また状態である。自制の権化であるサ 
ンジャヤがドリタラーシトラの目となり耳となり補足する。神のみが 
実在するという見識がドリタラーシトラにも備わってはいるが、息子 
のドウ ル ヨーダに対する愛執が消滅しないからには、悪の インパルス 
をもつ不徳なる勢力を示すカウラヴァ軍へ意識が集中されている 

人間の身体は葛藤する場である。精神に神性が満ちあふれている 
とき、身体はダルマクシヱートラ（ダルマの土地）に変貌する。しか 
し、不善な力が優勢になるとクルクシェートラに退化する。クルとは 
「行為」を示す語根であり、すなわち人間は行為を捨てることはでき 


mu^divxici Rdh 穿 " 叉 " 


1. ダ^^マの戦場という意。ダルマは美徳や善行にとどまらず、ある物事または存在が自 
己になりうる本質をもあらわす。 

2. 万物の構成要素を示し、サツトヴァ • タマス • ラジャスとよばれるトリグナあるいは 
三根本原質のこと。サツトヴァは美徳•善性、タマスは無智•暗黒、ラジャスは激 
情•不徳をさす。 
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ない。クリシュナが説くところによれば、3つの根本原質 2 (三ダナ） 
が 人間に行為を強いるので、行為なしに生命を維持することはできな 
い」のである。ダナには美徳（サツトヴァ）、無智（タマス）、激情 
(ラジャス）の三種があり、それらが人間に行為を起こさせる。生命 
維持に不可欠であるゆえに、人は睡眠状態になっても行為を停止する 
ことはできず、物界において三ダナが人間を神のレベルから下等動物 
のそれまで結んでいる。物界と三ダナがある限り、行為せざるをえな 
いのである。それゆえにクルクシェートラは物界（プラクリテイ）に 
生じた基本因子である個物、いわば森羅万象が生死を繰り返す場所を 
指す。また、ダルマクシェートラとは、真我を至高の境地に導く正義 
の インパルスが 作用する場所をさす。 

クルクシェートラという土地を見つけようと、プンジャブ、カー 
シ、ブラヤーガ地方などで考古学者者が真髄を認識でき、それによ 
り精神の向上が実現する」と明示している。この行為をなす場所（ク 
ルクシヱートラ）は十官 3 をはじめ、思惟■意•自我 • 五元素 4 •三グ 
ナからなることをクリシュナはさらに詳述する。身体は戦場、つまり 
戦いが繰り広げられる舞台ということである。この戦場では、正義_ 
不義、神性•非神性という対立する二種の勢力が衝突する。その勢力 
の一方はバーンドウ側、他方はドリタラーシトラ側であり、具体的に 
は真我に内在する神的な性質をもつ力とそれに害毒を流す力を示す。 

この2つのインパルス間に生じる衝突の真義を求道者は、崇拝•瞑 
想という修行を積んだ高徳な聖者に帰依することで理解することにな 
る。この衝突が起こる場所は、真髄を理解しようとする人と内属関係 
にあり、このような葛藤のみが真価を発揮するのである。歴史的概念 
としての物界での武装戦争では、どんな時代においても永遠の勝利を 
獲得することは全く不可能であり、こういった戦争は天罰でしかない。 
真の勝利者は物界から乖離し、最高の境地を知見して最高神との合一 
を実現する。これは永遠の勝利を示し、生死という足枷から完全に解 


3. 十種の感官とは、五種の知觉（ジャネーンドリャーニ）および五種の行動器官（カル 
メーンドリャーニ）をさす。 

4. 主要物質 
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放された境地である。 

しかし、心界が無智の闇に包まれている人でさえ、感官を完全に 
抑制した先達者を媒体として戦場で何が起こっていて、戦士の中には 
真髄を知る者もいることを認識することは可能となる。直感力とは常 
に感官の抑制力に比例している。 

2. サンジャヤは語った。その時ドゥルヨーダナ王は、布陣したパー 
ンダヴァ軍を見て、師であるドローナチャリアに近づき、次のよ 
うに告げた。 

ドローナチャリアは二重行動を示す。われわれは神と疎遠と 
なったことを認識した途端、最高精神へ到達したいと渴望するもので 
ある。それゆえに聖者 5 (グル）といわれる先達者をまず探し始める 
だろう。ヨーガの熟達者ヨゲシュヴァーラ 6 •クリシュナ 7 は最大の導 
師ではあるが、この対立した二種のインパルス間においては、このよ 
うな認識というものが智恵の首唱者である。 

強烈な愛執の権化ドゥルヨーダナ王は物界の対象物に執着しつつ、自 
分の師のもとに行く。愛執とはあらゆる哀絶の元祖であり、神聖なる 
状態からの離脱作用をもつ感情であるゆえ、ドゥルヨーダナと称され 
る。純粋な精神的原理が唯一堅固なものであり、不純な感情は愛執を 
生じさせるものである。愛執が人間を物界に引きずり込ませるのでは 





5. サンスクリット相当語はグル、すなわち理想的な教師をさす。実際にヒンズー教の思 
想では、こうした教師の役割は二重となっており、聖典の解明は勿論のこと、もっと 
重要であることは、自らの生活を見本にして教えを伝えることである。 

6. ヨーガとは、最高精神と自己の融合をさし、ヨーゲシュヴァラとはヨーガの達人とい 
う意味である。 

7. ギーターの精神を理解するうえで、クリシュナが神（ブラフマーとよばれる最高精神 
であるヴイシュヌの8番めの化身）であり、こうしたヒンズー教の神では同時に可滅 
の存在でもあることを念頭に入れるベできある。 
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あるが、他方で求道への目覚めを起こさせる最初のきっかけとなるこ 
ともある。しかしながら、愛執がある以上はそこに必ず激しい好奇心 
を起こさせる要因が潜んでいるわけである。従って、それが完全に消 
減した場合には、純粋で清らかな精神のみが残る。 

次に、愛執の権化ドゥルヨーダナは、真我と協和する正義のインパル 
スをもつパーンダヴア軍が布陣したのを見て、師のもとへ行き、以下 
のように告げる。 

3. 『師よ、あなたの聡明なる弟子、ドルパダの息子（ドリシュト 
デュームナ）が配陣させた、このバーンドウの息子たちの大軍を 
見なさい。』 

ドルパダの息子ドリシュトデュームナは、遍在不変なる神への強 
い信仰心を示す。すなわち、真なる忘我の境地における無私行動を促 
す正義のインパルスを確実に備えている。「手段よりも、むしろ固い 
決心が必要とされる」。さて、ここでバーンダヴァ軍について再検討 
してみよう。 

教師の役割は二重となっており、聖典の解明は勿論のこと、もっと重 
要であることは、自らの生活を見本にして教えを伝えることである。 

4. 『そこには、戦いにおいてビーマやアルジュナに匹敵する勇士や、 
偉大な射手たちがいる。ユユダーナ、ヴィラータ、偉大な戦士ド 
ルパダ、そして……』 

この軍隊は真我を最高精神へと導かせるメンバーから編制されて 
いる。代表的な例を挙げれば、ビーマは英断、アルジュナは信愛、サ 
ティヤキは善良、ヴイラータは完遂、ドルパダ大尉は勇猛の権化であ 
る。 
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5. 『ドリシタケートゥ、チェーキターナ、強靭なカーシ国王、プル 
ジット、クンティボージャ、雄牛のようなシャイヴィ 
ヤ国王、』 

ドリシタ ケー トゥは義務感があり、 チェーキターナは すぐれた注 
意力で最高精神に専心できる。神聖国のカーシ王は物界に宿る尊貴を 
あらわし、プルジッ トは あらゆる形や姿を超えた勝利を得た者であり、 
クンティボージャは真価ある行為を以て物界を征服する。シャイヴィ 
ヤ国王は高潔の勇士である。 

6. 『勇猛なユダーマニュ、強力なウッタマウジャ、サウバドラー、ド 
ラウパディーの5人の息子たち。すべて偉大な戦士である。 

ユダーマニュは争心豊かな英雄であり、ウッタマウジャは純粋な 
る帰依心をもち、スバドラの息子アビマニュ（サウパドラー）は正義 
感あふれ、かつ大胆不敵である。鋭い識別力をもつ気高いドラウパ 
ディーの5人の息子たちは、思いやり•美 • 慈悲心，心の憩い • 貫徹 
を示す偉大な戦士である。彼らはすぐれた技量を備え、最高の境地に 
到達する能力の持ち主として言及されている。 

ドゥルヨーダナの味方の軍隊についての口述が少ないのは何故か。 
いわゆる武装戦争が実際に起こっていたならば、自分の軍隊について 
詳述したはずである。彼の兵士らは悪質を示し、可滅であり、かつ克 
服されるべきであるゆえに言及される数は少ない。そして、具体的に 
述べられる6名ほどの兵士はいづれも根本に非世俗的な面をもってい 
〇 
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7. 『崇高なる心の新生者 8 (バラモン）よ、我が軍の指導者たち、非 
常に優秀な軍人たちの名を念のために申し上げる。』 

ドゥル ヨー ダナは味方の軍の司令部メ ンバーを ド ローナ チャリア 
に紹介する際、「崇高なる心の新生者」と師に向かって呼びかけてい 
る。ここでいう軍人らがいわゆる武装戦争に関わるということであれ 
ば、軍の司令官に対して「崇高なる心の新生者」と呼んだりすること 
はありえない。ギーターでは、相対する インパルス 間の衝突とドロー 
ナチャリアで象徴される二重行動についての詳述がなされている。わ 
れわれが僅かでも神から離れると、すぐに物界が現出し、そこに二元 
性が常在する。関心が外界に向かっている精神が二元性を生じさせる 
のだが、他方で二元性に打ち勝とうとする衝動もドローナチャリアに 
由来するものである。このように、偏った知識が猛烈な求道心の起因 
であるといえる。 

次は、真我の神性なる本質と対立するインパルスをもつ軍隊の 
リーダーたちについて説明される。 

8. 『あなた御自身とビーシュマ、カルナ、戦勝者クリパ、アシュ 
ヴアツターマン、ヴイカルナ、サウムドウツテイ（ソーマダツタ 
の息子、プリシュラーヴア）』 

軍隊の司令官であるドローナチャリアは二重行動を示す。最長老 
のビーシュマは妄想のシンボルである。妄想は崇高の境地への道から 
逸脱させようとする重大な因子であり、最後まで残存するので最長老 
というわけである。なるほどビーシュマだけを残してカウラヴア軍は 
全滅する。意識不明の彼は弓の寝台に横たわりながら呼吸し続ける。 
真我の神性の反逆者カルナと勝利の戦士クリパチャリアにもビーシュ 
マの特徴があらわれでている。クリパチャリアは真我に帰するため求 
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8. 自己洞察および熟考によって達する悟りを得ることを精神的な誕生ともよぶように、 
「新生者」という。 



第 1 章 


道する帰依者の慈悲的行為を示す。神は慈悲の宝庫であり、聖者は真 
知を以て最高の境地に成就するのだが、求道者が神から離れたり、ま 
た神が求道者から離れてしまう段階においては、悪質なインパルスは 
完全に消滅していないのでそれが優勢になるならば、求道者は迷妄の 
渦中に立たされることになる。すなわち、初歩の段階にある求道者が 
慈悲に対する意識をもてば、進退両難に陥ってしまう。叙事詩「ラー 
マーヤナ」に登場するラーマの妻シタは心に同情の影が射したがため 
に、罪の償いとしてランカ島で何年も難行を続けざるを得なかった 8 A 
ヴイシュヴァーミトラもこの段階で同情心を起こしてしまい失脚 
したことがある。これに関してヨーガの格言の導師パタンジャリ大仙 
は次のような見解を述べた。「完全なる瞑想により養われた学識は真 
の学識である。それでも、その学識もまた、生理的欲望•怒気•貪 
欲_妄想と同様に、最高精神と同化するのに必要な真我の追究という 
道を阻む莫大な障害物である」。ゴスワミ ■ ドゥルシ ダース日く、 
「ああ、ガルダよ、われわれが根本原質の結び目を解こうと努力する 
とき、マーヤ ー 9 (幻力）によるさまざまな障害物が必ず現れ出る。精 
神の高尚性が強まってもなお、衝動というものは次々と呼び起こされ 
るものである」。 
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8 A . シタは、叙事詩ラーマーヤナの主要登場人物ラーマの妻である。母カイケーイーは 
ラーマを皤とん者として森に追放した。ラーマ神は母親の命令に従い、ジャングルに 
とどまった。シーターはラーマ神に「黄金の鹿」を連れてくるように懇願した。妻の 
願いを叶えようと、ラーマは鹿を追跡し、妻が安全な状態であるように、何があって 
も頃想小屋から離れないようにと指示したので、ラーマが戻るまでシタは一人でいた。 
いったんラーマが去ると、無防備でたった 一人の シタを見たランカー 王の ラーヴアナ 
は王妃にしようと企み、聖者の装いとなってシタのいる小屋に接近した。一方、シタ 
は偽りの聖者に同情し、施しをするために姿を見せた。そこを狙って、ラーヴアナは 
シタを連れ去り、その後何ヶ月も監禁した。シタがラーマの指示したとおりに夫が戻 
るまで待って、物乞いする聖者への同情や憐れみ（仏教学では、他者を助けるために 
自己を忘れてしまう「愚かな同情」という）など賢明さに欠けた感情から離れていた 
ならば、そうした苦もんや困難に陥らずに済んだはずである。 
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非現実であるマーヤーが表出する障害物は多様な形態をしており、 
マーヤーは人々にすぐれた技能や莫大な富だけでなく、貴人 • 聖者に 
変貌させる力さえも与える。たとえば、このような聖者が通り過ぎた 
だけで、ひん死の病人が元気を取り戻すようなことが起こる。しかし、 
この病人が回復したところで、聖者となった求道者がこれを自分の能 
力のみによるものだと思い上がるならば失脚することになる。遂には、 
ひとつの病気どころか多数の病弊が彼の心に群がり、真正な修行は継 
続できなくなる。この求道者は道を踏み外し、物界の犠牲者と化す。 
目的地がまだ遠隔である間に同情心が起こると、味方の軍隊を完敗さ 
せる要因は十分にあるといえる。聖者は同情心というものが養われて 
いるものであるが、最高の目的に成就するまではこういった心情を抑 
制することに努めることが賢明といえる。そして、絶対の境地への道 
を中途半端に歩んでいる間は、同情は邪悪で狂暴なインパルスに潜む 
最強の因子なのである。アシュヴァッターマンは過度の愛着、ヴイカ 
ルナは優柔不断、プリシュラーヴァは困惑と混乱をそれぞれ示す。そ 
れらはすべて関心が外界にある傾向をもつ重要因子である。 

9. 『その他、数多の武器を備え、我がために命を惜しまない多くの兵 

士たち、戦いに長けている勇士たちである。』 

ドゥルヨーダナは、自分のために死闘を覚悟で結集しいてる他の 
多くの勇士たちがいることをドローナチャリアに暗示する。しかし、 
彼らを銘銘に明示したわけではない。ドゥルヨーダナは、両軍の強勢 
度をあらわす生来の特質について以下に指摘する。 
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9. マーヤーとは、実質上、非現実的な物理的宇宙は最高精神とは全く別のものであり、 
真実の世界だと間違わせる幻力をあらわす。 
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10. 『ビーシュマの率いる我が軍 1 °は不屈であるが、ビーマの主導する 
軍を破ることは容易である。』 

ドゥルヨーダナの軍隊はビー シュ マが主導者となって不撓不屈であり、 
ビーマが主導するパー ン ダヴ ァ 軍は打倒されやすいということである。 
この点について、原本の梵語は語呂合わせによる表現で両義的 11 であ 
るため，ドゥルヨーダナが確信をもてず不安定な心境であることをほ 
のめかすといえる。次に、神聖なるパーンダヴァ軍が誇るビーマと同 
様にカウラヴア軍の希望の星であるビー シュ マのそれぞれの特質が明 
示され、ドゥルヨーダナは最終評価を下すことになる。 

11. 『そこであなた方は各部署を固め、いかなる状況においても全力で 
ビーシュマを守れ。』 

ドゥル ヨーダナは軍幹部メ ン バーが各自の部署につき、全面的に 
ビー シュ マを守護するように指令を下す。カウラヴァ軍には、ビー 
シュ マが生存する限り敗退するという心配はない。つまり、同軍の首 
脳部は、相手方の軍と戦うよりもビー シュ マを守ることを優先するよ 
うに命じられる。これは非常に興味深いことである。では、自己防衛 
すらできないビー シュ マは本当に強豪といえるのだろうか。この疑問 
を深化させる点は、カウラヴァ軍全体がビー シュ マに依存しているこ 
とである。ここで、ビー シュ マの保護に全力を挙げるというカウラ 
ヴァの戦士が、いわゆる身体を伴う軍人たちではありえないを窺い知 
ることができる。ビー シュ マは妄想そのものである。妄想が消滅しな 
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10. 古代インドの戦術において、どの軍隊も最高司令官が率いるという形態であった。最 
髙司令官のほかに防衛者とよばれる軍人もいた。防衛者は勇敢で知的な人物でなけれ 
ばならなかった。 

11. アパリャプターマは「不十分な」または「無限の」、パリャプターマは「十分な」や 

「有限の」という意味合いから、二つの矛盾した見解がありうる。 
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い限り、悪徳のインパルスは不屈である。ここでいう「不屈」とは、 
打倒するのが「不可能」ではなく「困難」であることを示す。ゴスワ 
ミ_ドクルシダース日く、 「悪意のある物界に打ち勝つことは最も困 
難であり、この戦いを克服した人は真の英雄である」。 

妄想が消滅すると、無智の存在も消え、さらに過度の愛着などの 
マイナス感情は急死する。ビーシュマは戦没するならば、自分の意思 
に応じて死滅することを欲する。このように願望の死は妄想のそれと 
同一である。 これにつ いてサント•カビールは明解なる意見を以下の 
ように述べた。「願望とは出生と幻想の造物主である。そして、願望 
は物界を創造し、願望を捨てる人に敗北などあるはずがない」。 

妄想のない境地は永遠で 現象の 世界を超越している。願望とは幻 
想であり、俗世間の創始者である。カ ビールの 見解によれば、「妄想 
にとらわれない純粋なる真我は果てしなく無限で永遠なる真実と合一 
している。願望のない心は真我に住し、常に神の恩寵を受ける。なぜ 
なら、この真我は最高精神と共存しているからである」。始めのうち 
は膨大な願望があっても、いつかになって実在する神への憧れのみが 
残るようになる。そして、この希望が成就するということは願望の消 
減を示す。それでも神の崇高美凌ぐ他のものがあるならば、無論それ 
を切望するであろう。しかし、それが実在しないとき、これ以上何を 
求めようか。手に入れられるものならすべて揃ったとき、願望は根本 
から消え去り、妄想は完全に滅亡する。そして、このような死を ビー 
シュ マは願うのである。 ドウルヨー ダナの軍隊は ビーシュ マの防衛力 
により完全無敵である。妄想がある限り無智は存在する。それゆえ妄 
想が死を告げると、無智も後を追って朽ちる。 

その一方でバーンダヴァ軍はビーマの守備力を支柱としており、 
打破することは容易である。ビーマは情感のシンボルである。「神は 
心情に存在する」、よって、クリシュナによれば、情感には献身とい 
う特徴を示し、献身は神をしっかりと保持する。献身という感情は完 
全無欠の神性インパルスであり、正義を保護するという役目をもつ。 
しかし、献身は最高精神の実在を直感させる能力を与えてくれるにも 
かかわらず、繊細でもろいため、今日の忠実と固守が翌日には不平不 
満の種に転じやすいという点もある。われわれはある高徳な聖者と出 
会って感謝するが、その次の日に彼の欠点を見つけようと視野を局限 
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するという事態が生じる。なぜなら、われわれはその聖者をまるで珍 
しいごちそうでも見物した気でいるからである。献身は、愛する人の 
わずかな欠点が素因となる疑心によっても揺れ動く。そして、正義の 
インパルスが徐々に弱まると、深い信愛をもつ対象との絆が切れてし 
まう。従って、ビーマが率いるバーンダヴァ軍は打倒されやるいわけ 
である。パタンジャリ大仙は同じような見解を示した。大仙日く、 
「一途な献身と崇敬を以て長期間実行した瞑想だけが確固たるものと 
なりうる」。 

次は、戦士たちが吹く法螺貝とその演奏の意味について述べる。 

12. 『そこで、カウラヴァ軍の栄光ある最長老ビーシュマは、孫である 
ドゥル ヨーダナを歓喜させるよう、獅子吼のごとく豪勢に法螺貝 
を吹き鳴らした。』 

カウラヴァ軍は軍力の確認をしてから法螺貝を吹き鳴らす。この 
法螺貝の吹奏は軍幹部の各人が戦勝したあとに何を提供できるかとい 
う意図を明言するものである。カウラヴァ軍の最長老で勇壮なビー 
シュ マは獅子が怒号するごとく吹き上げ、ドゥノレヨーダナを喜ばせる。 
ここで獅子はどう猛な歯と鉤爪という野性的な性質を示すものである。 
寂とした深い森の獅子の吠え声を耳にすると、この野獣がどんなに遠 
くであろうとも、われわれの髪は逆立ち、心は激しく鼓動する。恐怖 
とは人間の本性のひとつであり、これは神性ではない。また、ビー 
シュ マに象徴される妄想が優勢となれば、それが物界に生じる恐怖の 
森を覆う。すると、現存の不安を拡大させる別の恐怖のベールがわれ 
われの心をしっかりと包み込む。このように、妄想は必ずマイナス因 
子を生み出すわけである。つまり、物界からの離脱は真我を追求する 
人にとって正しいステップとなる。俗的な傾向は陽炎に類似し、無智 
のあらわれの前兆である。カウラヴァ軍がこれに反して明言できるこ 
とは何もない。多くの法螺貝が一斉にカウラヴァの軍隊から吹き鳴ら 
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されるが、そこに吹き込まれるもは恐怖心だけである。程度の差こそ 
あれ、恐怖は常に曲解から生じてくる。カウラヴァ軍の幹部らが吹く 
法螺貝からのメッセージもまた同様である。 

13. 『すると、突如として法螺•太鼓•小鼓•軍太鼓•角笛が森き、騒 
然となった。』 

ビーシュマがまず法螺貝を吹き始め、それに続いて他の多数の法 
螺貝，ドラム，トランペットなどが合奏され、その場は錚々たるもの 
となる。しかし、このカウラヴァ軍が発する音はけたたましいだけで、 
実は危惧の念を表しているのである。このように偽りの勝利感に陶酔 
した、精神を退化させる低劣なインパルスが心酔状態をさらに強めて 
いく。 

その一方でバーンダヴァ軍は、真我にある神性なる特質と協和す 
る正義心のインパルスを備え、カウラヴァ軍の挑戦に立ち向かう意志 
表明を行なう。そして、その発端者はクリシュナである。 

14. 『白馬をつないだ大きな戦車からマダーヴァ（クリシュナ）とパー 
ンダヴァの息子（アルジュナ）も神聖なる法螺貝を吹き鳴らし 
た 。 』 

カウラヴァ軍に続いて、白馬（白色は純粋のシンボルである）に 
引かれる崇高なる戦車にのったクリシュナとアルジュナが「天空」の 
法螺貝を吹き鳴らす。「天空」とは物質的世界を超越していることを 
示す。真知者クリシュナの言説は、精魂を至福の境地に導くための約 
束ともいえる。この境地は、物界（ムリトゥローカ）や諸神の世界 


而： TI^STT^ ^fjgT HuiqnctJ^ll^fSUri 

耻 ぬ料為 f ^ t \ 


12. ヒンズー教における三種の世界のひとつがブラフマローカ（プラフマ界）である。他 
の2つは、ムリトゥローカ（物界）とデーヴアローカ（諸神の世界）とよばれる。 
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(デ ーヴアロー カ）や大宇宙（ブラフ マーロー カ 12 )を超越しており、 
いわゆる生死の不安から解放された永遠不滅の世界である。クリシュ 
ナに関る事物はすべて神的であり、彼の戦車は金銀や木からなる代物 
ではなく天空の馬車であり、彼の言説は真知そのものである。すべて 
を超越して残るもの、それは名状しがたい神のみである。クリシュナ 
はいかに至高神を知覚できるかを言説し、以下具体的な説明がなされ 
る。 


15. 『フリシケシャ（クリシュナ）の法螺はパーンチャジャニヤ、ダナ 
ンジャヤ（アルジュナ）はデーヴァダッタとよばれる法螺を、 
狼 13 のごとし暴威的なビーマは大法螺を吹鳴させた。』 

精神における神意の全知者フリシケシャ（五感の神）はパーンチャ 
ジャニヤとよばれる法螺貝を吹く。これは、視覚•聴覚•触覚•味 
覚 • 嗅覚という知覚作用の五官を抑止するための、またそれらの嗜好 
心を信心に変えるための意志表明である。野性的な感情を抑制するこ 
とで、この五官はいわば忠実な従者となる。この抑制力は導師からの 
贈り物であり、実は崇高神からの賜物といえる。クリシュナはヨーギ 
ンであり、最も卓越した師である。アルジュナはギー ターに おいて、 
「偉大なる師よ、私はあなたの弟子である。」と述べている。この師 
は、われわれが官能的快楽を一切放棄し、崇高神のみを知覚できるよ 
うに導く覚者を示している。 

ダナンジャヤ（富の征服者）は最高の境地に成就する信愛である。 
この信愛というのは切望の対象に対する思いやりの感情であり、これ 
には帰依者の体験、求道段階で起こる苦痛、時折感じる幻滅や悲愴ま 
でも含まれる。帰依者にとって必要なものは成就の目的である神以外 
のものは何もない。神への帰依心が完全であるとき、そこには最高精 
神に結びつく美徳が含まれる。ダナンジャヤはこの能力をあらわす別 


Ml 薄 '* 


13. ギーターの梵語原文にあるヴリコダール(狼のごとし）とは文字どおりに解釈すれば、 
狼の腹のように満足することがない人をさす。神を切望する帰依者の心が飽きること 
がないのと似ている。 



14 


ヤタルタ • ギータ 


名である。富の一種としては、物質的な栄養素のために欠かせない表 
面的な財宝があるが、このような財宝は真我とは全く関係ない。人間 
にとって本当に永久の富とされるべきものは、神性なる真我、いわば 
人間に宿っている神性を知覚することにある。ブリアダラナニヤカ- 
ウパニシャッドにおいて、 ヤグナヴァルカヤ聖者は、妻マイトレイの 
「現世のあらゆる財宝を所有するならば、それで私の精魂は不滅にな 
るのでしようか」という問い対して次のように答えている。「そんな 
ふうに永遠不滅を得ようとしてもそれは不可能である。あらゆる財宝 
を所有するなら、長者みたいに人生を送ることはできるだろうがね」。 

怪力のビーマは巨大な法螺貝パウンドラを吹くが、この法螺貝は 
情緒を示す。心は感情の泉であり、また住処である。これがビーマの 
別名ヴリコダール（寛大な心）の由来である。例えば、自分の子供に 
愛着している場合、この愛着は自分の心を住処として、子供に反映す 
る。情緒とは底知れぬほど深遠であり、ビーマの法螺貝はまさに情緒 
を表す。ビーマの示す深愛は情緒のうちに顕現されるので、ビーマは 
パウンドラという法螺貝を吹く。しかし、情緒が強大であるにしても、 
それは愛を媒体としてのみ可能である。ゴスワミ_トウルシダースは 
神の遍在性は愛における顕現を通してのみ知見したことを認めている。 

16. 『クンティーの息子ユデイシテイラ王はアナンタヴィジャヤを、ナ 
クラとサハデーヴァがスゴージャとマニブスパカをそれぞれ吹き 
鳴らした。』 

ユディシティラ王はアナンタヴィジャヤ（永久なる征服）という 
法螺貝を吹く。クンティーは忠実、ユディシティラは美徳（生来の敬 
けん）のシンボルである。美徳に対する執着が堅固であるならば、ア 
ナンタヴィジャヤは真我を無限なる神に専心させる。戦いにおいて強 
固であるユディシティラは、真我と身体という物界の間に生じる葛藤 
において不動であり、そこには行為する場所の本質が顕示されている。 
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ユディシティラはあらゆる矛盾を克服するために、唯一実在する神に 
より最終的に不断かつ不変になりうる。ナクラは抑制 14 のシンボルで 
あり、スゴージャという法螺貝を吹く。 

抑制が堅固となるにつれ、邪悪が弱まり正義が優勢となる。真実 
の支持者であるサハデーヴァはマニブスパカとよばれる法螺貝を吹く。 
聖者たちは気息のすべてに真価が認められると説明してきた。「われ 
われが無意味な雑談のために貴重な気息を無駄遣いするとはなんと残 
念なことか」。高潔な人々の道義的な説話を聴くことも良い環境づく 
りにつながるが、本当の意味で精神を高める説話は内的なものである。 
クリシュナによれば、真我のみが真実であり永遠である。心が外部の 
ものすべてを制御し真我を住処とするとき、そこに真善な環境が整う 
ことになる。このような真実に対する深思は不断なる黙想や瞑想や三 
昧 15 によって培われる。只一つの真実と共に生きるという喜びが多け 
れば多い程、あらゆる気息_精神_知覚器官に対する抑制力が高まっ 
てくる。それらが完全に抑制されている日はわれわれが最高の真髄に 
専心している日である。それは、真我の詩歌に精度の良い楽器で協和 
的な伴奏を加えるがごとく真善な環境づくりといえる。宝石のルビー 
は無情であるが、気息という宝石は花よりも優美である。花は咲き終 
わると、散ったり枯れたりする。われわれが次の気息まで生きるかど 
うかは決して言えない。しかし、真我に対する真なる深思があれば、 
それが調息を通じてわれわれを最高の境地まで導く。絶対の境地 16 へ 
の道を歩んでいく際にどんな方法でも助けにはなるが、もっとすぐれ 
た証明方法はこの他にはない。さらにサンジャヤは以下のように主題 
について語る。 


14. ヨーガ思想では頃想は八段階からなっており、心の抑制はその第二段階にあたる。 

15. 三昧とは、サマディのことであり、意識が神などの熟考の対象と完全に融合している 

状態をさす。 

16. 物理的宇宙から離れた境地であり、完全に無執着であること。 
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17-18. 『偉大なる射手であるカーシ国王、聖なる戦士シカンディン、 
無敵のドリシタデュムナ、ヴィラータ、サーティヤキ、ドルパダ、 
ドラウパディーの息子たち、勇猛なるスバドラーの息子（アビマ 
ニュ）が創造神に向けて法螺貝をそれぞれ同時に吹き鳴らし 
た。』 

神聖なる国カーシは身体に住する神性のシンボルである。自分の 
心と五感を物的な対象から引き出し、真我というものに精神集中する 
人は、神との合一および神に住処するための特権を与えられる。この 
ような結合能力を有する身体はカーシである。最高精神は各人の身体 
を住処とし、そこに遍在している。「パラメシュヴアーサ」とは偉大 
なる射手ではなく最高精神に宿るという意味である。 

シカンデインはシカーストラ 17 (伝統的なヒンズー教における神 
のしるしを表す）の拒絶をあらわす。髪の毛を剃り上げ、神聖なる紐 
を投げ捨て、燃える火を止めた人々は、そのような行為が放棄の実現 
であると信じている人々がいる。しかし、実はシカは成就すべき最終 
目的を示し、ストラは前世（サンスカーラ 18 )における行為の美点を 
示しているので、そのような考えは誤謬である。サンスカーラという 
鎖は、神が知覚されていない間は無傷のままで存続する。われわれは、 
完全なる境地に入るための真なる放棄を可能にするまでは旅人にすぎ 
ない。念願の絶対の境地に成就すると、以前の行為がもたらす利点が 
完全に消滅され、そのとき初めて妄想は静止する。シカンディンとは 
妄想と真我欺瞞のシンボルであるビーシュマが滅亡したことを証明す 


布!界^ I 

fcitlcST tiirqfcn^im^rain ： "戈逸" 
科み I : I 

: "戈乙" 


17. シカーは 冠に伸びる髮 の一 房、 スートラはヒンズー 教徒が身につける聖なる糸をさす。 
マ ハーバ—ラタに よれば、 シカンディは 義父 ヒラニヤヴァルマンの 不幸を防ぐために、 
男装して娘と結婚していたが、彼女の父 ドルパ ダの王国を侵略し、様々な苦難を乗り 
越え、遂にヤ タシャ （夜叉）と性交した。 シカンディは その後、ある女性との戦いを 
断った ビーシュマを 殺害することに成功する。 

18. サンスカーラには、前世の他に完成や聖なる儀式など別の意味合いもある。 
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る存在である。そして、パーンダヴァ軍の雄偉シカンディンは熟考の 
道を選ぶ人の真髄とされる特性をあらわす。 

遍在不変の神への信仰を大切にする強靭な心をあらわすドリシタ 
デュムナと絶対神を知見する能力のシンボルであるヴィラータは、神 
的長所における主要素である。サーティヤキは誠実をあらわす。誠実 
または真実を熟考するという願望が備わっている限り、敬神を失うこ 
とはありえない。誠実は精神と物質間に生じる葛藤で敗走しないよう 
にわれわれを保護する。 

義務の遂行における至上の貫徹力をあらわすドルパダ、瞑想のシ 
ンボルであるドラウパディーの五人の息子たちは同情、柔和、優美、 
心の休養をあらわし、彼らは至高の帰趨を探究するための助力となる 
重要な勇士たちである。そして、長い腕のアビマニュも同勇士たちと 
共にそれぞれ法螺貝を吹奏する。「腕」は行為する場所のシンボルで 
ある。恐怖心が精神内から離脱している間は、この能力は極力に増大 
する。 

サンジャヤは、バーンダヴァ軍の幹部たちが法螺貝による宣誓を 
どのように行なったかをドリタラーシトラに知らせる。それらはすべ 
て精神的解放への道をある期間内に進むための技術に不可欠な条件で 
ある。それらは順守されるべきであり、そのために詳述に列挙されて 
いる。しかし、このような前段階を終えると、心と思惟という精神作 
用を超越した次の段階を迎えることになる。これは真我に内在する最 
高神の目覚めという至福によってのみ成就できるという道である。神 
は真我の内から起き上がり、自明となる。 

19. 『その壮絶なる音は、ドリタラーシトラの息子たちの心を打ち抜 

くかのように天地に響き渡った。』 

天地にこだます大合奏はドリタラーシトラの息子たちの心を引き 
裂く。そこにパーンダヴァ軍も布陣しているが、ドリタラーシトラの 
息子たちの精神のみがちぎれちぎれとなる。真知、邪悪の永久絶滅の 
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知覚、神性の確約からなるバーンチヤジヤニヤのという天与物が吹か 
れ始めると、不義で外向性なインパルスをもつカウラヴァ側の精神は 
引きちぎられるしかない。彼らの勢力はまもなく衰弱し、このような 
成功を迎えるとき、執着も終止符を打つ。 

20-22. 『かくて合戦が始まろうしたその時になって、クンティーの息 
子アルジュナは ハヌーマツ トの旗をかかげ、布陣したドリタラー 
シトラの息子たちを見て弓を取り、クリシュナに次のように告げ 
た。「戦闘のために布陣した人々を眺め、この戦場において誰と 
戦うべきかを確かめたい。アチュータ（クリシュナ）よ、両軍の 
間に私の戦車をどうか止めてくれ。」』 


自制の権化サンジャヤは、パーンダヴァ軍の他の俊秀な指揮官た 
ちから遠く離れてアルジュナの掲げる神猿ハヌーマツトの旗があるこ 
とを指摘し、無智のベールに覆われた心を啓発しようと努める。神猿 
ハヌーマツトは真なる放棄のシンボルである。自然界がもたらす幻滅 
とそれを放棄する願望はアルジュナの軍旗の特徴である。注釈家の中 
には、熱狂的に翻る旗ということで、「猿印」の旗と称したりする人 
もいるが、この見解について譲歩することはできない。まず第一に旗 
印となっている霊長類の動物は普通の猿ではなく、高貴なハヌーマツ 
卜である。この神猿にとっては名誉とか不名誉などというものは問題 
外である。感官作用や物欲や性欲といったものを断絶することが放棄 
である。ドリタラーシトラの息子たちが対陣しているのが確認される 
と、矢を構えたちようどそのとき、アルジュナは真我流の放棄の念で 
弓を緩め、感官の制御神であり心の全知者であるフリシケシャ（クリ 


064qR«<ni^eqi hirUl 尽 

0^4*11 w IR マ" 




第 1 章 


19 


シュナ）に「不滅の人」と呼びかて問う。アルジュナは自分の御者 
(クリシュナ）に戦車を両軍の布陣する間に移動するよう請願する。 
しかし、このアルジュナの言葉はクリシュナに対する指令ではなく、 
崇敬する導師に対する信愛者としての祈りである。なぜアルジュナは 
クリシュナにそのような願いを申し出るのか。アルジュナは、戦場に 
布陣している戦士たち、 g 分が戦うべき相手を明確に知ろうとしてい 
るのである。 

23. 『「ドリタラーシトラの愚かなる息子（ドウルヨーダナ）を喜ば 
せるために、集結した人々をしっかりと見たい。」』 


過度な愛着のシンボルである邪悪なドゥルヨーダナの幸福のために結 
集し、戦いに挑む王たちを確認するために、アルジュナは自分の戦車 
をカウラヴァ軍の前に移動させたいと願い、執着にかられて戦場に布 
陣した王たちをじっくりと観察しようと必死の思いである。 

24-25. 『バラータの子孫（ドリタラーシトラ）よ、グダケーシャ 19 
(アルジュナ）に懇請されてクリシュナは、ビーシュマやドロー 
ナやその他すベての王たちの面前で、戦車を両軍の間に止めて告 
げた。「さあ、プリター 2 G の息子（アルジュナ）よ、ここに並ぶ 
クルー族をじつくり眺めるがいい。」』 



印由屯河免 R 号" 


19. グダケーシャとは、睡眠を抑制した人という意。 

20. 「プリター」はクンティーの別称であり、「同じ語根から由來する「パルタ」と「パ 
ルティヴ」は「灰からなる」という意で、また、「汝は塵なれば塵に返るべし」と同 
意である。 
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醒覚の達人（グダケーシャ）であるアルジユナが、精神作用を知 
り尽くす者クリシユナに向かって、「大宇宙の具現である大地に対す 
る所有権を主張する王たちの真ん中に典雅な戦車を定置させるよう、 
また集結したカウラヴァ軍をパルタ（アルジユナ）がよく眺められる 
ように頼んだ」という状況をサンジャヤはドリタラーシトラに詳しく 
告げる。ここで言う「典雅」な戦車とは金銀、その他の物質からなる 
代物ものではない。物界において典雅という語は可滅な身体にとって 
快適か否かという観点で定義されるが、このような見解は誤解を招く 
ものである。典雅は実在•真我と合一し、不義•邪悪に染められるこ 
とのない優美さを備えている。 

26-1/28. 『パルタ（アルジユナ）は両軍を見回し、そこに勢揃いする 
人々がまぎれもなく叔父、師、兄弟、息子、知人、友人、義父で 
あるという事実を呑み込んだ。そして、この悲惨な事態にすっか 
り意気消沈した。』 

地上の身体 21 を戦車にした射手の名人であるパルタ（アルジユ 
ナ）は軍隊を観察し、自分の親類を見つける。ここで注意したいのは、 
彼の視界に入るのは両軍に並ぶ縁者や友人や師のみである点である。 
学術的な推定によると、 マハーバーラタ での両軍は戦車•象•馬•歩 
兵を含めた18のアクシャウヒーニからなるといわれている。この総数 
は6億5千相当とされるが、まさに想像を絶する数である。今日におけ 
る世界が抱える人口増加という重大な問題について言及するまでもな 
いだろう。そもそもアルジュナの家族•親戚とは3、4世帯とされてい 


11 抑 " 

明 ' i 

21. カタ•ウパニシャッドで、死の王は「身体は馬車、自己は乗り手、そして理性は御者 
であり、心は手綱である」とナチケットに告げる。 
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るわけで、このような莫大な数との照合から何を推測できるものなの 
か。家族という通常の概念からいえば、全く不適当な数であることは 
自明である。ここで問題視される軍隊は物質的な対象ではなく、いわ 
ば精神的領域を示している。戦闘準備を終えた縁者を確認したアル 
ジュナは同情あふれる心境の中で、悲痛な面持ちで語る。自分の家族 
と戦わねばならぬ運命を知り嘆くのである。 

2/28-30. 『アルジュナは「クリシュナよ、戦いに挑むわが親族の姿を 
目にして、手足の力は抜け、口は乾き切っている。さらに体の窠 
えとともに、総毛立ち、ガンディーヴァ（アルジュナの弓）はす 
り落ち、皮成は焼け付くように熱い。立つことすらできない。心 
はまるで漂流している」と言った。 

戦場に集結している親類たちを見て、アルジュナは落胆している。 
彼の体は脱力裡にあり、口はひからび、手足は震え、髪の毛は逆立つ。 
ガンディーヴァは彼の手からすり落ち、皮膚は熱気を帯びる。アル 
ジュナは親類との戦いを前にして、ひどい苦悩に悶える。心は混迷し、 
立っていることも前方を見ることもできず、アルジュナは哀しみのど 
ん底へと堕ちていく。 


31. 『（アルジユナは続ける）「不吉な予感がする。マダーヴァ（ク 
リシユナ）よ、戦場で親族を全滅させれば、決してよい結果とな 
るまい。」』』 

戦いが差し迫るとき、アルジユナは不吉な兆候を感じる。自分の 
家族を殺害すれば幸運などあるはずがない。殺人行為がもたらす幸福 
とは一 体どんなものであるのか。 
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32. 『クリシュナよ、勝利など欲しくない。もちろん王国や喜悦を望ま 
ない。ゴーヴィンダ（クリシュナ）よ、我らにとって王国とは何 
だ、享楽や生命が一体何になろう。』 

アルジュナの家族全員がほぼ戦う寸前である。勝利も、それがも 
たらす王国も、その王国の中での喜びでさえもアルジュナは望んでは 
いない。王権や快楽や人生が彼にとって何の役に立つのか、この戦い 
に挑むことは彼の意志に反する行動であると理由を述べる。 

33. 『我らは王国や享楽、幸福を一族のために望んでいた 
のに、その彼らが生命や財産すべてを投げ打ち、この 
戦いに臨もうとしているのだ。』 

アルジュナは家族のために王国の幸福と喜びを望んでいたのだが、 
その家族が今こうして命を賭けて戦場に布陣しているのだ。アルジュ 
ナは家族を想うからこそ王国を望み、また富や気楽な暮らしによる歓 
喜を強く求めたのも、家族や親類と共に楽しみたいからであった。と 
ころが、死ぬ覚悟で敵陣にいる縁者たちを見たアルジュナは自分が今 
まで抱いてきた望みのすべてを捨てようとする。アルジュナが希望す 
ることは全部彼らの存在抜きには考えられないのだ。今のアルジュナ 
にとって、親類たちの命を奪ってまで手に入れるほどの代物など存在 
しない。家族との絆がある以上、願望というものも存続する。自分の 
親戚や友人を殺すことが条件で手に入る大国、世界の果てまで続くほ 
どの領土をみじめな掘建て小屋に住む貧乏人でさえ望んだりはしない 
ものである。アルジュナの心境はちょうどそれに似ている。喜びや勝 
利に対する好感があっても、それらを求める理由であった人々が消え 
去ったとしたら、アルジュナを幸福にさせるものとは何であろうか。 
その人々が存在せずに、喜びとはどんな意味になるのか。結局、アル 
ジュナが打倒すべき人々とは一体何者であるのか。 
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34-35. 『師、叔父、甥、大叔父、義父、その他の縁者たちがいる。マ 
ドウースダーナ 22 (クリシュナ）よ、あそこにいる親族に殺され 
るかもしれない、それでも私は彼らを殺す気など毛頭ない。三界 
の王権のためであろうとも。ましてやこの地上のために。』 

さて、滅ぼすべき人々というのはアルジュナの親戚である。哀感 
するアルジュナは親類が三界を統治するために自分を殺そうとしても、 
自分は彼らを害することはしたくないとクリシュナ（別名マドゥース 
ダーナは、ヒンズー教の三大神のひとつビシュヌ神を形容する語でも 
ある。マドゥーという邪神を倒した者、高慢を破壊した者である）に 
訴える。 

6億5千兵からなる軍隊の中から、アルジュナは自分の家族を見つ 
けだすのだが、この無数の縁者とは実際に何ものを指しているのか。 
アルジュナは信愛の権化である。彼の陥るジレンマとは、初歩の求道 
者なら誰でも直面するものであり、ちょうど崇拝という行為（バー 
ジヤナ）に取り組むときに生じる。尊敬と崇拝により最高の境地に成 
就したいと誰でも望む。経験豊かな師の保護下で物質的な身体と神的 
な真我の間に起こる衝突の根本的な本質を理解し、衝突し合う対象が 
何かを悟る段になって、求道者はひどい絶望感に見舞われる。アル 
ジュナの願いは§分を愛してくれる家族や親戚、友人や教師と共に幸 
せに生きていくことであり、また彼らのために神の境地に到達するこ 
とである。しかし、崇拝の道を前進するためには_分の家族を切捨て 
なければならないという事実を目の当たりにしてアルジュナは混迷し 
ている。至高の帰趨のためには、縁者と断絶関係となる局面において 
アルジュナは当惑し失望の渦に巻かれる。 
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22. ヒンズー教における三神一体の最高神ヴィシュヌの形容辞。「悪魔マドウを退治する 
者」または「傲慢の破壊者」を意味する。 
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我が恩師で高徳なパラマーナンダ•ジ先生 23 は「サドウー（難行 
者）であることは死ぬことと同然である」と断言された。たとえば、 
難行者が宇宙に何か生存すると思うものがあるにしても、それを自分 
の家族として考えることのできるものは一切存在しない。仮に、その 
ような存在があれば、愛着という感情が残ってしまうからである。こ 
の弱点について言及してみると、真我を実現しようとする人は、愛着 
に限らず一切の感情を拒絶 • 消滅することではじめて克服者になれる。 
現世とは、愛着という縄が延々と続いているものである。もし、現世 
に束縛というものが消滅されているとすれば、われわれに一体何が残 
されるのか。われわれが知っている世界とは心の延長でしかない。神 
知者クリシュナは現世をやはり心の延長として描写している。そして、 
現世の支配力を凌ぎ、かつそれを消滅させた人は、全宇宙の支配者と 
なる。クリシュナは第5章第19段でアルジュナに「心を平等の境地に 
置いた人は、現世において全宇宙を手にする」と説く。このように精 
神統一による寂静の境地は自我の完全消滅を以て可能となる。これに 
より、精神は物界特有の真我本位的営利心から解放される。自我意識 
が完全に停止されると、純粋なる真我のみが残る。これが、可限であ 
る自然界を超越した至福の境地（ブラフマヴァスタ）に達するための 
道である。そして、この至高の境地に到達した人は物界における諸々 
の限界に支配されなくなる。 

当惑しているのはアルジュナだけではないということである。愛 
着はどんな人の心にも潜んでいて、この感情が作用すると精神の混乱 
状態を起こさせるものである。親類縁者たちとは、人間の意識下でそ 
の前面にあらわれるものである。最初にアルジュナは自分が神聖なる 
崇拝により縁者たちを幸福にさせると信じて、彼らと共に獲得物を享 
受しようと期待する。しかし、この縁者たちが彼と一緒にいるのでは 
ないならば、幸福は何の意味も持たなくなるとアルジュナは考える。 
これまで彼の見解では、王国や楽園から得られる喜びというものには 
限界があった。アルジュナは今まで三界から成る楽園や王国に基づい 
て最高の幸福というものを思い描いていた。これを超える本体がある 
としても、アルジュナの想像力はまだそこまで育っていない。 


23. 筆者の恩師•パラマハンスとは、最高の苦行者に対する尊称である。最高の苦行者は 
難解な膜想によって感官を完全に抑制した人をさす。 
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36. 『ジヤナルダーナ 24 (クリシュナ）よ、ドリタラーシトラの息子た 
ちを殺して、どんな幸福が待っているというのか。たとえ不善者 
であろうとも、彼らを殺せば、我らこそ罪悪者となろう。』 

ドリタラーシトラの息子たちを殺して得る幸福とはアルジュナに 
とって何であろうか。ドリタラーシトラ 25 は、惑溺の権化ドゥルヨー 
ダナの息子であり、「傲慢、放蕩（ドリシュト）な民（ラーシト 
ラ）」という複合語として理解できる。邪悪な親類を滅亡することは 
果たしてアルジュナとクリシュナ（別名ジャナルダーナとは、クリ 
シュナを形容する語であり、繁栄と解放のために信仰されているもの 
という意）を幸せにするものであろうか。たとえカウラヴァ軍が悪徳 
であるにしても、パーンダヴァ軍がカウラヴァ軍を全滅させるという 
ことになれば、他でもないこれは犯罪行為なのである。不善行為をは 
たらく人々は通常悪人と呼ばれる。しかし、真我の道に障害物を置く 
人々は最も重大な犯罪を起こす悪党である。この点で最重犯となるの 
は、神的なる真我を知見するのを阻む熱望•激怒•貪欲 • 過度の愛着 
という感情である。 

37. 『マダー ヴァ （クリシュナ） よ、 ドリタラーシトラの息子たち とそ 
の縁者を殺すべきではない。そのような罪を犯して本当の幸せが 
訪れるとでもいうのか。』 


この時点でカウラヴァ軍が親類と考えられていることは意外なこ 
とではないか。彼らは敵として戦場に現れたのではなかったか。大叔 
父、妻の家族という自然界の親類は実際には無智から生じるものであ 
る。これらは無智以外の何であろうか。われわれの周囲にはわれわれ 
を愛してくれる人たちや家族、そして現世が存在する。しかし、すべ 
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24. クリシュナの別称。幸運と解放のために崇拝•懇願された者を意味する。 

25. ドリタラシートラは「ドリシュタ」（不品行）+「ラシートラ」（国民）からなる複 
合語である。 
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て愛着という感情のもとに存在しているに過ぎない。愛着がないなら、 
このような絆は断ち切られる。こうして、アルジュナの前に縁者とし 
て難敵があらわれるのである。縁者を殺してどう幸福を享受できるの 
かとアルジュナはクリシュナに問う。無智と愛着がないとき、家族と 
いう概念はない。逆にいえば、この無智が知識を養うために必要な最 
初の衝動を与えるともいえる。 パルト リアリやト ウル シ ダースな どの 
徳人のように、配偶者によって放棄の道に導かれた例がある。その一 
方で、継母の冷淡さなどといったものに幻滅して同じ道を歩み出した 
例のほうが数段多い。 

38-39. 『貪欲の奴隸であるカウラヴァの人々は一族を滅ぼすことや友 
を裏切ることに何の罪悪感もたない。しかし、ジャナルダーナ（クリ 
シュナ）よ、われわれはその罪の深さを知っているのに、敢えてこの 
罪悪の道へ踏み込むべきであろうか。』 

カウラヴァ軍は、傲慢で貪欲であるために道義に反しており、家 
族の滅亡や友人への裏切り行為が罪深いということを知らない。これ 
は彼らの錯誤である。しかし、アルジュナは家族を崩壊させることが 
悪事だと知りながら、なぜ自分達たちがこの犯罪行為をはたらくのか、 
クリシュナにその理由を求める。ここで特に注目すべき点は、何のた 
めにクリシュナまでも一緒に同じ過ちをしようとしているかというア 
ルジュナの見解である。これは遠回しながらもクリシュナに対する批 
判ともいえる。このような理詰めの意見を述べることは聖者に救済を 
求める初心者によくありがちである。しかし、アルジュナには自分を 
悩ましているはずの問題をクリシュナがまだ認識しないという印象を 
もつ。さらに、共に分別のある両者が一族の滅亡という不幸な結果に 
ついて考えることが本題となってくる。 
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40. 『一族が滅亡すれば、一族の美徳も滅びる。このように、美徳が滅 
びた後、不徳が一族を支配する。』 

ァルジュナはこれまで家族の美徳を永遠のダルマ（サナタン）と 
して捉えてきた。そして、この美徳を失えば一族は絶望の奥底に落さ 
れると信じきっていた。 

41. 『クリシュナよ、不徳の支配下では一族の婦女たちが正道からはず 
れる。ヴリシュニスの子孫（ヴァルシュネヤ：クリシュナの別 
名）よ、婦女たちが堕落の道を迪れば、ヴァルナの混乱（ヴァル 
ナサンカーラ）が起こる。』 

悪徳が一族を染めれば、女性たちは純潔を守らなくなり、種姓 
(ヴァルナ）の混乱や悪習が生じる。ァルジュナの考えでは女性が美 
徳を失うと、人倫に反する混乱を招く。これに対してクリシュナは、 
「私は真我において十分に満足している。私の勢力範囲を超え尊い存 
在などありはしない。私は瞑想と放棄という修行を続け、他の人にも 
同じことを勧告する。だが、これはあくまでも方法であり、最終目的 
ではない。目的を達成したとき、人は方法に関心を寄せるだろうか。 
私のような先達者がこの方法から逸脱すれば、半端な修行者たちはそ 
の導師に対する競争心に目覚め、遂には彼らも必要な方法を無視する 
という事態を引き起こす。真我実現への道から離脱し、迷妄する者は 
結局は自滅するしかない。」と説き伏せる。完全なる成就を知らずに、 
真の知者にでもなったかのような錯覚が生じると、高慢きまわりない 
傍若無人な行動を示すようになる。この偽物は秩序を乱し、真価を問 
うときの大きな障害を生み出す。この混乱がヴァルナサンカーラであ 
り、このような無秩序についての責任は導師 g 身にかかる。高徳なる 
導師が常に自ら行動を示して教示する理由はここにある。 

しばらくの間、アルジュナは沈黙している。そして、かれはヴァ 
ルナサンカーラという不幸についてさらに詳しく語る。 
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42. 『このような混乱は一族の破壊者と一族そのものを地獄へと追いや 
る。彼らの祖先は供物を一切受けられなくなり、地獄に堕ちるし 
かない。』 


ヴァルナサンカーラの特質は家族やその破壊者を奈落の底に突き 
落とすことである。葬儀の供物は奪われ、祖先は楽園に住することも 
できなくなる。現存する家族が全滅すれば、祖先は陥落し、子孫まで 
も地獄に落される運命となる。しかも、それによる被害はさらに続く。 

43. 『一族の破壊者が罪過を犯し、この罪過が階級の混乱を起こす。こ 
れにより、永遠なる階級の美徳と一族の美徳が滅びる。』 

アルジュナによれば、ヴァルナサン カーラの 悪行により、家族お 
よびその破壊者の伝統が滅される。彼には家族の美徳（伝統）が不変 
であり永遠であるという固い信念がある。クリシュナは真我のみが不 
変で永遠のサナタナ•ダルマ 26 であると断言し、そのことで、追って 
論駁することになる。人はこのサナタナ*ダルマの真髄を悟る前に、 
まず何かしらの伝統を信用するものである。アルジュナはちようどそ 
の段階にあり、クリシュナの見解ではそれは全く妄想でしかない。 


芝 } cq レ 1111 
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26. サナターナは「永遠」をさす。サナターナ•ダルマは万物を活気づけ、真の自己を実 
現させる力をもつ不変（シャシュヴァータ）で永遠の神の原理と解釈してほぼ妥当と 
いえる。サナターナは全能神、また神を示現する美徳をもあらわす。すなわち、サナ 
ターナ • ダルマとは内在する神を示現する真意をさす。 
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44. 『ジャナルダーナよ、我らは、地獄が一族の美徳を破壊した人々の 

住処となることを聞いた。』 

一族の伝統が滅ぼされると、その当事者は地獄に永住する運命と 
なる。しかし、アルジュナがこれまで聞かされてきたことは本当に重 
大なことであるのか。家族の崩壊により伝統だけでなく永遠不変のダ 
ルマまでもが破滅されると彼は堅く信じ、サナタナ ■ ダルマと伝統を 
同一視する。既述したように、アルジュナは一族のダルマが喪失する 
と、人々が地獄の果てで苦しみ続けなければならないことを述べるの 
だが、彼自身はそれを聞いただけであり、目擊したわけではない。 


45. 『ああ、われわれは一時的な権力の甘い囁きにそそのかされて、親 

族の殺害を企てるとは。なんと非道な策略であろう』 

分別をもちながらも、王権とそれで得る快楽のために親族を討つ 
という重罪を犯そうとするとは、なんと残念なことか。この点につい 
てアルジュナはクリシュナに劣らず自分にも知識があると考える。す 
でに指摘したように、求道者は初歩の段階ではとかく思い違いをする。 
お釈迦様の教訓によると、中途半端な知識の山を抱えているときは、 
その本人は自分を偉大な賢人であると自負する。しかし、知識の深化 
につれて、自分が底抜けの愚人であることを否応なく知る。アルジュ 
ナはまず自分には才知があると思い込んでいるために、クリシュナを 
納得させようとする。そして、罪障ある行為が良い結果をもたらすは 
ずもない、一族を破滅するという決意は王権や道楽への強い欲望とい 
う不純なものから起こるものだとアルジュナは何のためらいもなく意 
見する。彼らは全く恐ろしい誤りを犯そうとしている。この過ちは彼 
自身によるものではないと確信しつつ、アルジュナは自分の過ちでも 
あるとクリシュナに皮肉な発言をする。次に、彼の決定的な意志が、 
以下まとめられる。 



如 dlrM 训吧 11 從 " 
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46. 『ドリタラーシトラの息子たちが武力を奮おうとも、私は武器を 
持たない。いっそ無抵抗のまま殺されるほうが幸福である。』 

アルジュナは無防備でドリタラーシトラの息子たちに命を奪われ 
ても、それはむしろ幸せであると言い切る。確かに戦いを忌避して自 
分の身を犠牲にした人物は高潔な英雄として歴史に名を残すだろう。 
家族の繁栄を願う人々は、愛くるしい子供たちの幸福のためにすベて 
を犠牲にする。また、外国で赘沢な暮らしを始めた人々が、その2日 
後に投げ捨てた荒ら屋を恋しく思ったりもする。それらはすべて愛着 
が基因となっている。アルジュナの感情の裏側には、ドリタラーシト 
ラの息子たちに抵抗せず殺されても幸せになれるという思いがあるが、 
その理由は子孫の幸福な人生を保証することになるからということで 
ある。 

47. 『サンジヤヤは、「戦場の真ん中で悲嘆にくれたアルジュナはそ 
う告げると、弓と矢を投げ捨て、戦車に座り込んだ」と語っ 
た。』 

言い換えれば、アルジュナは行為する場所である身体と神を知覚 
するという真知にある真我の間で起こる衝突から撤退しようとする。 

幸 幸 本 

ギーターはクシェートラ，クシェトラギヤという戦い、行為にか 
かわる身体と最高精神との合一を認識している真の精魂との間で起こ 
る衝突についての追究である。天啓詩は神的な輝きに秘める神の姿を 
明らかにしようとするものである。この詩が讃える場所は戦場である 
が、この戦場とは「ダルマクシェートラ」と「クルクシェートラ」か 
らなる二種の対立するインパルスが生じる身体のことである。 


^TT 7TT«FFfcnjTTPTH: 11WII 
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既述のごとく、第1章では対峙する両軍の特徴をしめすそれぞれの 
軍勢と組織について詳述される。法螺貝の響きは彼らの意思表明であ 
り、また吹き手の心境を示す。念のために戦場に布陣している軍隊の 
概観について言及するが、数字の上で推定できる軍勢はおよそ6億5千 
万相当とされるが、実は無数の勢力を示している。自然界とは、行為 
の場所にて衝突するインパルスに関する二種の見方を具現したもので 
ある。第一は常に真我を認識することを目指し、創造神を崇めるとい 
う内向の精神である。そして、第二は物界にのめり込み、邪悪のイン 
パルスに支配されている外向の精神である。前者は、神に包含される 
最高のダルマへと真我が吸収されることを実現させる。また、後者は、 
最高精神とは峻別される物界が実在するかのように見せかける呪力を 
もつマーヤー（幻力）を呼び起こす。求道者は何をおいてもまず邪悪 
なインパルスを抑止するために人徳について探究すべきである。そこ 
から、次に永遠不変の神を知見し、その神との合一を実現したところ 
で正義を求めることさえも不要となる。すなわち、物質と精神の間に 
生じる衝突での結果が解明される。 

人生の戦場にいる軍隊を眺めながら、そこでわれわれは自分たちの家 
族がいるのに気づく。そして、その家族は滅亡されるべきなのである。 
いわば現世は愛着の集合体である。求道者は崇高神に帰依する初歩の 
段階において、家族に対する愛着が障害物であることを知らされる。 
実際にはこれまで家族などは存在したことがないのだが、帰依者はそ 
ばにいる愛する人と離別すべきことに気づき動揺する。家族や親類を 
滅ぼすことは残酷な行為にしか思えないものである。アルジュナがそ 
うであるように、求道者は世間一般に普及している伝統の世界に逃げ 
込もうとする。アルジュナは一族の伝統が永遠のダルマであると言う。 
また、戦争による家族や階級制伝統の滅亡は永遠のダルマの滅亡を意 
味し、このダルマが滅びると一族の女性たちが不貞を犯す。すると、 
罪悪なる種姓の混乱を招き、一族は無期限で地獄へ行かされることに 
なる。アルジュナの知見力はまだ十分ではないために家族のダルマが 
永遠のダルマだという誤解が生じ、それを必死に守り抜こうとする。 
そこでアルジュナは、理知的なクリシュナと g 分がなぜ家族を破滅さ 
せるという犯罪に走るべきかを解明するようクリシュナに嘆願する。 
アルジュナには、クリシュナがこの犯罪の従犯者になろうとしている 
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ように見える。そして、この罪障から逃れたいがために、アルジュナ 
は戦いを断念するという決意の旨を明らかにし、哀絶のあまり戦車の 
後部に体をうずめてしまうのである。 

これは言い換えれば、精神•物質間、っまり神聖•邪悪なインパ 
ルス間、具体的には真我を俗世界に引きずり込む勢力と崇高なる神の 
境地に導く勢力の間にある永続的な衝突、いわば重大な挑戦から背を 
向けることである。注釈者たちはギーターの第1章を「アルジュナの 
ヴイシャダ•ヨーガ」と名付けたりしている。「ヴイシャダ」は哀絶 
という意味であり、アルジュナは信愛のシンボルである。悲哀は永遠 
のダルマの維持にっいて考える帰依者の手段でもあり、動機でもある。 
ヒンズー教徒が模範とし、人類の祖先であると信じているマヌの悲嘆 
とはこういうものであった。ゴスワミ_トウルシダース日く、 「神の 
恩寵なく生きていたのだから、私の心は哀絶であふれている」。人が 
決断しきれないで悩むとき、心はまるで哀絶という黒雲に包まれた状 
態となる。アルジュナは、このような種の混成は地獄の責め苦をもた 
らすということで、種姓の混乱であるヴァルナサンカーラを危惧して 
いる。また、永遠のダルマを守ろうとして不安の渦中にいる。このこ 
とから、本章の題名は「サンシャヤ•ヴイシャダ•ヨーガ」と称する 
べきである。 


従ってシュリー.スワミ•アドガダーナングジ 
から書かれたシュリマド ■ バガヴアット • 
ギータに基づいてヤタルタ • ギ ータの 第1章 
『当惑と哀絶のヨーガ』が終りました。 

ハリ ーオマータター サタ 
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行為への関心 

第1章は、まえがきのように、求道者の疑念と困惑をテーマにして 
いる。カウラヴァ側及びバーンダヴァ側の両軍全員が戦闘に臨もうと 
しているとき、アルジュナだけは不安の渦中にいる。しかし、信愛の 
権化であるアルジュナは精神的な探索者なのである。そして、アル 
ジュナの神に対する愛は、心身の葛藤と直面するための準備に必須の 
要素である。最初の段階は信愛と崇敬というもので構成されている。 
筆者の敬愛する恩師日く、 「世帯主 1 として生活している場合でも、倦 
怠や悲嘆などの兆候があらわれて、 

情念で息が詰まるようになったとき、これがちょうど最高神への 
崇敬の始まりだということを信じなさい」。愛には、道徳•神意•束 
縛•信条 • 心情という複雑多岐な縄が巻きっいている。精神的探索の 
道を歩み始めると、まず家族への愛着が障害物となって不気味に迫っ 
てくる。最初に誰しも最高の境地に成就したいと願うものである。し 
かし、ある程度この道を進んできたとき、家族への愛着を完全に断つ 
ことが絶対の条件であることに気づき、その途端求道者は絶望感に襲 
われる。そのゆえ、これまでの習慣に沿って生きることで満足しよう 
とする。永遠のダルマは家族の儀礼であるとアルジュナが主張するよ 
うに、求道者は自分の混迷状態を正当化するために一般的な習慣を中 
核として言及しようとする。戦いが永遠のダルマだけでなく家族自体 
や文明的な習慣も消滅させる原因であるというように。しかし、これ 
はアルジュナ自身の見解ではない。彼の考えには、クリシュナという 




1. ガラストヤとは、ヒンズー教徒の伝統的な生活における四段階の二番目にあたる。 
他の3つの段階は、ブラマンチヤリヤ、ヴァンプラスト、サンヤスとよばれる。 
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先達者と出会う以前に受け継いできた宗教的な信条が反映されている 
に過ぎない。 

このように、伝統の束縛により多数の宗派 • 宗教団体や階級が生 
み出されている。鼻■耳にピアスをする人もいるし、誰かに自尊心を 
傷つけられたか、あるいは飲食料が不浄であるということが理由で道 
徳を失う人もいる。しかしだからといって、単に「不可触賤民」また 
は非ヒンズー教徒などと称して非難すべきではない。道徳を名目にし 
て妄想を広める人達に対してむしろ非難の声を向けるべきである。 
誤った教えを傾聴するならば、我々は不正な習慣の犠牲者となり、あ 
る意味で非難される対象にもならざるを得ない。 

大悟者である釈迦牟尼の時代にケシュ • カンバル宗派 2 の信者たちは、 
毛布のように髪の毛を長く伸ばしており、この習慣は完成の証しを示 
すものであった。また、牛や犬のように暮らすことが神聖であると考 
える人々もいた。こういった低劣な習慣は、神を認識するうえで何の 
役にも立たないのである。しかし、昔から対立している分派や不見識 
な旧習のもとで、今日でもなお旧態依然の考えでいる人々がいる。ク 
リシュナの時代にも同様に意見の対立や低俗な慣わしがあり、まさに 
アルジュナはこれらの犠牲者といえる。その理由は、戦いが永遠のダ 
ルマを滅ぼし、そこからヴァルナサンカーラ（迷妄状態）が生じ、さ 
らに種姓の混合が起こり、祖先への供花•供物という習慣が途絶える 
と、遂には一族の崩壊が我々に甚大な災厄をもたらすといった問題提 
起をアルジュナが行なうことにある。そこで、先達者のクリシュナは 
アルジュナに説言する。 

1. 『サンジャヤは語った。このように悲哀を感じ、涙に満ちた目を暴 

らせて沈みこむ彼に、マド ウス ダーナは次のように諭す』。 


づ cf/w : 7T "tot 
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2. 文字通りに解釈すれば、ケシュ.カンバルは「髮からできたブランケット」をさす。 
傲慢の破壊者であるマドウスグーナは、悲嘆の涙にくれつつ激しく動揺するアルジュ 
ナに告げる。 
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瞳を涙でにじませ悲愴感あふれるアルジュナに対して、傲慢さを 
払拭する者マド ウス ダーナ（クリシュナ）は以下のように告げる。 

2. ' 『聖バガヴアット（クリシュナ）は告げた。危急に迫っていると 
き、そのように優柔不断（アルジュナにふさわしくない）で、天 
を封鎖する恥ずべき絶望は一体何ゆえか。』 


クリシュナはこのときアルジュナと共にいる場所の術語として 
「ヴイシヤマ」を用いている。この術語は本来「困難な」、「危険 
な」という意味をもつが、その外にも「独自の」または「無類の」と 
いうニュアンスも有する。クリシュナは、このような緊急事態におい 
てアルジュナの抱く無智（アギヤーナ 3 )がどこに由来するものかを識 
別したいのである。アルジュナが遭遇する局面は、神聖な目的に届く 
ために精神が向上しようとする状勢をさしているので、物界でこのよ 
うな局面に置かれることはありえないのだが、それと同時に、誰しも 
遭遇し得る局面であることから普遍的ともいえる。確実に危険が迫っ 
ている局面で、なぜアルジュナは精神的な無智に縛られているのであ 
ろうか。また、クリシュナはアルジュナの見解が精神的な無智による 
と言説するのか。アルジュナは永遠のダルマを守ることが本意である 
と断言したのではないか。アルジュナが信じてやまない不変で永遠の 
ダルマを身体と精魂で防御することは精神的な無智だというのか。ク 
リシュナによると、そのような行為は真に男らしいことではないし、 
神を知るうえで何の役にも立たず、また栄光をもたらすことでもない。 
正義の道をきちんと進む人はアルヤとよばれる。ヒンズー教の聖典で 
は民族や家柄についての言及は一切なく、 「アルヤ」とはダルマに忠 


的べ HorlirSch'H 士 i I R II 

3. アグヤーナとは、物界が実在し、物界と最高精神は全く違うものであり、引き離して 
考えさせる無智をあらわす。家族の破壊者。今日では、家族の幸福や名誉の確保を思 
うあまりに悲嘆の涙を流して義母を思い出す人はいない。その一方で、世界中の人々 
がミーラの思い出を心に抱く。結局、家族のことのみを考えるような人間をどのぐら 
い記憶しておけるものか。栄#も幸福も与えることのなく、アーリア（ダルマの 
人）が決して受け入れなかった慣習が無智の類であったという証拠があるのか。クリ 
シュナはアルジュナに告げる。 
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実に従う人、特に洗練された人を示す言葉である。もし家族を欲する 
ことが無智でないとするならば、これまで聖者たちもそうしたであろ 
うと、クリシュナは付言する。つまり、家族の伝統が最高の実在で 
あったならば、それらは神の国や救済主へ導くための道しるべとして 
存在したはずである。自作の詩を歌ったミーラーは周囲から狂人扱い 
され、姑は一族の破壊者としてミーラーを強く非難した。今日では世 
界じゆうの人が、家族の安泰や名誉の維持にこだわり悲哀の涙を流し 
た姑よりも、女性の聖者ミーラーのほうを追憶する。結局のところ、 
家族だけを大切にする人物はどのぐらい記憶されるものであろうか。 
栄光や無上の幸福に無関係である習慣はアルヤ（ダルマを持つ人）に 
受け入れられたことはなく、これは確かに無智のあらわれといえる。 
クリシュナは次のように付言する。 

3. 『アルジュナよ、あなたらしく勇断をふるうときである。卑小なる 

心の弱さを捨てて立ち上れ。』 

クリシュナは、アルジュナが不能（クライビャーマ）を克服する 
ようにと勧説する。さて、アルジュナは本当に不能なのだろうか。で 
は、我々はどうであろうか。不能であるとは、すなわち男らしくない 
という意である。我々は皆、自分の智恵で男らしいと信じている行動 
を起こす。毎日、畑で汗水たらして働く農民は日々の労働によって自 
分の能力を改善しようとする。商取引の分野で能力を発揮する人達も 
いれば、権力の濫用により能カアップを図る人達もいる。しかし、皮 
肉にも生涯かけて誇示する能力も、結局いつかは手放さねばならぬも 
のである。実はこのようなものは男性らしさとは無関係である。この 
ことを理解するのは難しいことだろうか。真の男らしさとは自分を知 
ること、つまり真の自己とその神的特質を認識することである。プリ 
ハッド*アーラニヤカ • ウパニシャッドから引用すれば、ガルジが 
ヤージュニャヴァルキヤに「たとえ性的能力があっても、真の自己に 
気づかない人は本当に男らしいとはいえない。」と説いた。真の自己 
とは、実在する自己（プルシャ）であり、光輝に満ちていて非顕現で 
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ある。そして、純粋精神を知るために励むことが真の男らしさ（パウ 
ルシャ）である。このような理由から、クリシュナはアルジュナが自 
己の能力を投げ捨てることのないように諭すのである。アルジュナは 
宿敵打倒のすぐれた勇士である。投げやりになることは彼にふさわし 
い行為とはいえない。従って、降伏するという弱気な考えを持たずに、 
戦うために立ち上がるべきである。また、社会的愛着は意志薄弱に由 
来するので捨てたほうがよい。ここでアルジュナには第三番目の疑問 
が生じる。 

4. 『アルジュナは言った。マド ウス ダーナ、敵を打ちのめす人よ、戦 

いにおいて、 尊敬に値する ビーシュマとドローナに 対し、どうし 

て矢で立ち向かえよう。』 

アルジュナは、どのように祖父のビーシュマと師であるドローナ 
と戦うことができるかをクリシュナ（別名マドウスダーナ：エゴとい 
う悪魔を破壊する者）に問いかける。なぜなら、この両者は最も尊敬 
すべき人物像とされている。既述のとおり、ドローナチャリアは二重 
行動の象徴であり、これは神が我々から分離し、また我々が神から分 
離しているという感情から生じる。しかし、それと同時にこのような 
行動に対する意識は精神的な向上を目指すために必要な最初の衝動で 
もある。これは、ドローナチャリアが優秀な教師であることを示す。 
そして、ビーシュマは妄信の象徴である。我々が妄信の勢力に負ける 
と、正しい道から逸れてしまい、これにより家族や親戚が我々の保有 
物として表出される。彼らが自分に属しているという意識は妄信をも 
たらす媒体となる。迷妄している者は彼らを崇拝すべきであると思い 
込み、父親や祖父やその指導者などに執着する。しかしながら、精神 
の向上を実現した後は師弟関係さえも不要となり、最高精神である真 
実を認識した真の自己のみが残る。 

自己が神に吸収されているときには導師や弟子といった概念が消 
え、これが最高存在に成就した境地である。導師の卓越した精神と同 
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化した後、その精神は弟子に分配され、師と弟子という区別は消滅す 
る。クリシュナは 「アル ジュナよ、今あなたは私を住処とすべきであ 
る」と説く。 アル ジュナはクリシュナと同化することになるが、熟達 
した聖者達は皆同様である。この境地において、導師の存在は弟子の 
精神と合体し、さらにその偉大なる精神は透明な力となって弟子の精 
神にみなぎる。しかし、 アル ジュナはこの時点において、その境地か 
らまだ遠隔しており、導師クリシュナの切言は戦いを避けるための防 
御物にすぎない。 

5. 『まことに、威厳に満ちた師匠（グル）たちを殺さないで、この世 

で施しものを食べる方がよい。有益なことを望む師匠を殺せば、 

まさにこの世で、血にまみれた享楽を味わうことになろう。』 

アルジュナは一族の指導者たちを殺害するよりも、物乞いの生活 
で存えることを好む。ここでいう「物乞い」とは、（身体維持のため 
の）「生計のために乞う」という意味ではなく、彼らへの半端な礼拝 
に報いることにより、好都合な幸福を求めて大人物に懇請するという 
意である。精魂の飢えが永遠にいやされると、精神の糧 4 のみが神とな 
る。どんなにわずかな時間でも聖者を崇拝したり、聖者に懇請したり 
して、マナのような天与物を味わい続けていくことが、アルジュナの 
哀願に隠されている本意である。では、我々の多くは全く違うといえ 
るだろうか。我々は、家族への愛や執着を捨て去ることなく、ある意 
味で精神的な自由の境地に次第に成就することを熱望している。しか 
し、より高い精神の境地に達し、心の葛藤を克服するための強靭な精 
神をもつ求道者にこのような方法は適していない。自分自身のために 
なすべきことをせずに、救貧者のように懇請•嘆願することは、托鉢 
僧のごとく心の糧のために物乞いをするのと同じである。 


% 相 TT 和 I 

4. ウパニシャッドにおいて、こうした考えがいろいろな嫌面でみられる。タイッテイリヤ•ウパニ 
シャッドには、「食物を神（ブラフマー）として崇拝する人は、物質的な対象をすべて得る」とあ 
る。万物は食物から起こり、食物によって生存して発逹する。万物は食物によって生命を維持し、 
生物が滅びれば、生物が食物の一部となる。アルジュナは、指導者たちを滅すれば、それでどんな 
利得があるのかとたずねる。殺人という非人情な快楽であり、そうした犯罪行為をすれば、世俗的 
な満足や物質面での繁栄以外に、一体どんな幸福を得ることができようか。このようにアルジュナ 
は神に対する信愛によって世俗的な幸せが增大すると思い込んでいるかのようにみえる。アルジュ 
ナは多大な努力による成就が、身体や世俗的な楽しみを維持するという喜びでしかないと信じてい 
るが、次に別の考え方をしようとする。 
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中阿含経の「ダンマダヤダ経」において、お釈迦様は下級者に物 
乞いして得た食物について、施しとして受けた肉のようであると教説 
して V ヽる。 

アルジュナは、自分の指導者を殺して何のためになるかと詰問す 
る。このような罪を犯すなら、肉体的な満足と物質的な繁栄による奇 
妙な快楽以外に一体何がもたらされるというのか。これは、神に対す 
る信愛が世俗的な幸福を増大させるとアルジュナが考えているかのよ 
うに思わせる。アルジュナは、甚大な努力の結果得るものは、身体や 
肉体的快楽を維持するための富のみであると固く信じている。そして、 
アルジュナはさらに別の理由付けをしていく。 

6. 『そして、どちらがよいのかわからない。我々が勝つべきか、彼ら 

が我々に勝つべきか . .彼らを殺したら、我らは生きたいと 

は思わぬ。そのドリタラーシトラの息子たちは、面前に立ってい 
る。』 

切望した歓喜を得ることさえ保証されていない。どんな行為が彼 
を栄光へと導くかについて考えるには、アルジュナの知力がもう限界 
にきている。自分の主張してきたことは無智そのものであると明言さ 
れてしまったのである。アルジュナは、カウラヴァ軍を全滅させるか、 
それとも自分が犠牲になるかどうかにも戸惑っている。アルジュナに 
立ち向かうドリタラーシトラの息子たちを殺害したならば、アルジュ 
ナは生きるための気力を失ってしまうのである。無智であるドリタ 
ラーシトラの子孫、そしてアルジュナの親類である彼らへの愛着を捨 
てるならば、アルジュナは何を心の糧に生きるのだろうか。しかしな 
がら、アルジュナは自分の発言が誤りであったかもしれないと半信半 
疑でいる。そこで再びアルジュナはクリシュナに問うでのある。 

7. 『悲哀のために本性をそこなわれ、義務（ダルマ）に関して心迷い、 
私はあなたに問う。どちらがよいか、私にきっぱりと告げてくれ。 
私はあなたの弟子である。あなたに寄る辺を求める私を教え導い 
てくれ。』 
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悲嘆にくれながら、それでもダルマへのこだわりが消えないアル 
ジュナは悩み続ける。アルジュナはクリシュナに助けを求め、至上な 
崇高を得るために最も重要である方法を教示するようにと懇願する。 
クリシュナは果たしてこれに応じるべきだろうか。アルジュナによる 
と、彼は先達者クリシュナに救済を求める弟子であり、弟子に正しい 
道を示すことは先達者の義務である。 

さらに、弟子が道を踏み外した際に援助することも必要とされて 
いる。アルジュナが救助者であるクリシュナに対して、弟子の精神的 
な負担が何かを確言して救済し、弟子に同伴してくれることを要請す 
る。そして、そのような先達者は、弟子が失敗した際に、精神上にあ 
る負担を元の場所に戻してくれるだろうから。このように、アルジュ 
ナはクリシュナに対して哀れなほど従順になる。 

この点については、アルジュナの屈服は完全である。今までアル 
ジュナは自分とクリシュナは同等の価値があり、ある技能に関しては 
自分のほうがむしろ優れているとさえ考えていた。だが、アルジュナ 
はいまや自分の御者に全面的に従おうとする。先達者は弟子の精神に 
住し、最終目的を果たすまで常に求道者を支持する。先達者が求道者 
を支持しないならば、求道者は問題の渦中で溺れてしまうだろう。結 
婚するまで娘を保護する親のように、先達者は求道者の精魂が危険き 
わまりない谷を無事に超えるように、巧妙に操縦する御者としての役 
割を果たす。そして、アルジュナはもっと従順になろうとする。 

8. 『地上において並びない、繁栄する王国を得ても、神々の主権をえ 

たとしても、感官を涸らす私の悲しみを取り除けるものを知らな 

ぃ。』 

アルジュナは、ごく普遍的な利益のある安心な世界や天界の神々 
を超えたインドラのような主権が、彼の哀絶をきれいに拭い去ってく 
れるということは信じられない。アルジュナの悲哀感が弱まらないな 
ら、勝利で獲得する物はすべて無意味となる。アルジュナは、これら 
が_分の報酬にしかならないのであれば、臨戦拒否させてくれるよう 
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に懇請する。アルジュナはすっかり自信を喪失しており、それ以上何 
を言うべきかさえわからずにいる。 

9. 『サンジャヤは語った。一勇士アルジュナはゴビンダ 5 にこのよう 
に告げ、私は戦わない』と言ってから沈黙した。 

この時点でアルジュナの見解はブラーナ 6 によって決められている。 
具体的には、その正しい行為から恩恵という喜びをはじめ、祭祀や儀 
式の規律について記されている。この神話集では、天が最終目的地と 
されている。しかし、クリシュナは後でアルジュナにそのような見解 
は誤りであると指摘する。 

10. 『フリシーケーシャは微笑して、両軍の間で沈み込む彼に答え 
た。』 

クリシュナはフリシーケーシャ、つまり心底の秘密を知る者であ 
り、哀しみにふさぎ込むアルジュナに微笑みながら説く。 

11. 『聖パガヴァットは告げた。一あなたは嘆くべきでない人々にっい 
て嘆く。しかも分別くさく語る。賢者は死者についても生者につ 
いても嘆かぬものだ。』 


veil'd • I 
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5. クリシュナの別称のひとつ。「羊たちの番人」または「牛飼い」という意。 

6. ヴャーサによって睿かれたとされているある古代宗教作品の名称、全部で18種。本作 
品はヒンズー教のあらゆる話が網羅されている。 
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アルジュナが嘆くに値しない人のことを嘆きつつ、實者もどきの 
弁明をしているとクリシュナは切言する。しかし、識別力のある人々 
は、先立った人々にも生存している人々にも悲哀の感情を示さないも 
ので ある。人間の死は必定であり、生存する人々のことも嘆かない。 
つまり、アルジュナは分別があると自負しているが、実は真実を把握 
していな いので ある。 

12. 『私は決して存在しなかったことはない。あなたも、ここにいる王 

たちも . 。また我々はすべて、これから先、存在しなくなる 

こともない。』 

先達者クリシュナは自分も、献身的な弟子のアルジュナも、また 
虚栄心旺盛な支配者である王者もす ベて 存在したことがなかったと 言 
説しているわけではない。先達者にしても、信愛ある弟子にしても、 
ましてや不徳で激情的な統治者でさえ永久に存在するのである。ヨー 
ガの永続性に ついての 一般的な見解に加えて、ここではヨゲシュ 
ヴァーラであるクリシュナが特に強調することは、それが未来に存在 
するという点である。次にクリシュナはなぜ死者を哀しむ必要がない 
のかに ついて 説く。 

13. 『主体（デーヒン■個我）はこの身体において、少年期、青年期、 
老年期を経る。そしてまた、他の身体を得る。賢者はここにおい 
て迷うことはない。』 

具現された精魂は幼少期から青年期まで増大していき、その後減 
少していき、次から次へと新しい身体になるので、知者は迷妄の犠牲 
にはならない。人間はある時期まで子供であり、やがて青年となる。 
しかし、これにより人が死ぬということであろうか。人は成長し、年 
を重ねていく。真の自己はあくまでも不変であり、物的な身体のみが 
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状態変化をしていくに過ぎない。真の自己は無傷のままに新しい身体 
に移り変わる。この移り変わりは、真の自己が至上の境地である最高 
精神と合一するまで継続する。 

14. 『しかしクンティーの子よ、物質との接触は、寒暑、苦楽をもた 

らし、来たりては去り、無常である。それに耐えよ、アルジュ 

ナ。』 

喜怒哀楽などの感情や寒暑などの感覚作用はすべて一時的なもの 
である。従って、アルジュナはそれらを捨離すべきである。しかし、 
アルジュナは感覚とその対象が一つとなる際に生じる歓喜に対する考 
えに惑わされてしまっている。我々が歓喜するために慕う家族や、尊 
敬する指導者という概念は両方とも感覚による愛着を示す。このよう 
な愛着の根拠は、不確実で一時的かつ可変的である。感覚はある対象 
と対面し、それが常に我々に歓楽をもたらすわけもなく、常に歓楽で 
きる能力も備えていない。そこでアルジュナは、快楽を求めず感覚器 
官の抑制を行なうよう助言される。しかし、アルジュナはなぜこのよ 
うな勧告を受けるのか。この戦いは、寒さに耐えぬかねばならないヒ 
マラヤ山脈での戦いなのだろうか。それとも、暑さをこらえねばなら 
ない砂漠での戦争だとでもいうのか。知者たちは口を揃えて、実際に 
『クルクシェートラ』は気候が穏やかであると言う。マハパーラタの 
戦争が行なわれた18日間に冬が去り、夏が来るといった季節の変わり 
目が本当にあったというのだろうか。実は寒暑■哀楽•栄誉’屈辱の 
忍耐力は、求道者の精神的な努力に依存している。既述のとおり、 
ギーターは激しい心の葛藤を外界に起こっている戦いのように描写し 
たものである。この戦いは、神との合一を認識している真の自己と物 
的な身体との葛藤、真正な力と不正な力との紛争を表す。この戦いで 
は、真正な力が不正な力を消滅させて、自己が神と合一できるように 
なると、最終的には神聖なインパルスさえも消えていく。不徳という 
ものが消滅することで、神聖な力には戦うべき対象というものが不要 
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となる。ギーターはいわゆる心の葛藤を絵画的に描写している。しか 
し、感覚や感情を抑制することで、一体どんな美点があり、何を得る 
ことができるのか。この点について、クリシュナは次のとおり言及し 
ている。 

15. 『人種の最も高貴なるアルジュナよ、苦楽に対して平静心を育て 
て苦楽（感覚がそれらの対象と合うことで生じる諸感情）に悩ま 
せられていない人は、不滅の飲み物を味わうに値する。』 

幸福と悲哀が平等であるという信念をもち、感覚や物質に惑わさ 
れない人は、最高精神を認識してもたらされる不滅の境地に成就する 
に値する。ここで、クリシュナは精神的な成就の一種としてアムリッ 
卜という不滅の飲み物について言及する。アルジュナは戦いでの報酬 
として天国のような住処あるいは全世界を支配する権威を獲得するだ 
ろうと考えていた。しかし、クリシュナはアルジュナがそれで得るも 
のは、楽園の暮らしによる喜びや天下を取る権力でもなく、不滅の甘 
露（アムリット）の他には何もないことを告げる。このアムリットと 
は一体何か。 

16. 『非有には存在はない。実有には非存在はない。真実を知ってい 
る人々は、この両者の真実がわかっている。』 

非有には存在するという性質がないので、それを終わらせること 
は問題外である。その他方で、実有するものは過去•現在•未来のあ 
らゆる時点でも欠如することはない。クリシュナの言葉が神の権化と 
しての言説であるかどうかとアルジュナは聞く。これを受けてクリ 
シュナは、人間の精魂が宇宙に遍在する最高精神と同一であることを 
認識してきた聖者達にも非有と実有の差異は開示されたと答える。 
このことは、ギーターにおけるクリシュナが実在を認識する能力をも 
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つ先覚者であることを物語っている。だが、結局のところ実在するも 
のと実在しないもののどちらが本物か、どちらが真実であるかという 
問いがまだ残る。 

17. 『この全世界を遍く満たすものを不滅であると知れ。この不滅の 
ものを滅ぼすことは誰もできない。』 


宇宙に遍在する各原子に現れる真実は不滅である。不滅の原理を 
破滅することは誰にもできない。さて、不死のアムリットの意味とは 
何か、または何者なのかという疑問が生じる。 


18. 『精魂の衣である身体が滅びても、身体を住処とする真の自己は 
永続し不滅且つ無限である。それ故、戦え、バーラタ（アルジュ 
ナ）ょ 。 〇』 

内在し永遠不滅の精神を包含する身体は儍いものであるので、ア 
ル ジュナは立ち上がって戦うことを勧説される。 この 精神という真の 
自己は不滅であり、これが破壊されることは決してない。そして、こ 
の真の自己のみが実在している。これに反して物的である身体は非有 
であり、必ず死滅するものである。 

クリシュナは、身体は可滅であるゆえ戦うよう、アルジュナに強 
く勒める。しかし、このときアルジュナがカウラヴァ軍のみを滅ぼす 
べきかどうか否か、クリシュナの指示はまだ明白ではない。バーンダ 
ヴァ軍の戦士たちも「身体」としてみなすべきか。バーンダヴァ軍は 
不滅であるのか。身体というものが可滅であるならば、そこで防御し 
ているクリシュナは何者か。そして、アルジュナも身体の一種ではな 
いのか。クリシュナは非有の身体を絶えまなく守るためにそこにいる 
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のか。もし、そうだとしたら、彼も無智であり、肉眼で見える世界と 
可視できない精神とを見分ける能力に欠けていることにならないのか。 
クリシュナは後の章（第13章第3節）で、身体のみを考えたり、それ 
にこだわる人は無智であり、識別力に乏しいと述べてはいないか。そ 
のような愚者は無益に生きている。しかし、別の問題として、アル 
ジュナが一体誰であるのかということが挙げられる。 

第1章に既述のごとく、アルジュナは信愛の権化である。崇高な神 
は忠実な御者のように、常に求道者の精神を住処としている。また、 
友人のように、真正な道を教えるという役割も果たしてくれる。我々 
は、物的な身体などではない。身体は単に衣服のようなものであり、 
精魂が宿る場所である。そこに住むものは愛情のある自己である。激 
しい戦いや虐殺は身体を破滅しないと、かつて身体は「絶えまない」 
とみなされることもあった。ある身体が見捨てられると、精魂は別の 
身体を引き受ける。この点について、クリシュナは人が幼少•青年期 
やその後に成長_変化するようにある身体が別の身体に変わると説明 
している。仮に、ある身体を小さく刻んでも、新しい衣服のように精 
魂はまた別の身体をとるのである。 

実際には、身体というものはサンスカーラ、すなわち前世におい 
て受けた様々な影響や印象による作用によって構成されている。そし 
て、サンスカーラは精神に基づくものである。不変で安定した精神を 
形成する上の条件である（精神の）完全な統制と直前のサンスカーラ 
の終結はそれぞれ同じ過程の表れ方である。このサンスカーラの最後 
の外皮が分裂することで、身体的存在が終結したといえる。我々は、 
この分裂を迎えるためにアラダーナという、神への崇拝儀礼を行なわ 
なければならない。クリシュナはこれを行為（カルマ）または無私行 
為の ヨーガ （ニシュカム•カルマ •ヨーガ） と名付けている。 ギー 
ターにおいて、クリシュナはアルジュナに戦いに挑むことを強く勧告 
するが、この叙事詩全編にも描かれているように、ここでいう戦いは 
身体的な戦争を示していない。ましてや、実際に人を殺めるような戦 
いとは無関係である。ギーターでの戦いが正義と不義という相対する 
インパルスの間で起こる葛藤であることは明白であり、美徳と不徳の 
勢力が人の精魂、つまり思考と感情の場において衝突することを示し 
ている。 
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19. 『彼が殺すと思う者、また彼が殺されると思う者、その両者はよく 
理解していない。彼は殺さず、殺されもしない 7 。』 

真の自己を殺人者としてみなす人も、また殺害の犠牲者としてみ 
なす人も自分の本当の性質に対する認識がないということになる。要 
するに人は誰かを殺すこともないし、また殺されることもないからで 
ある。次に、この点が再確認されている。 

20. 『彼は決して生まれず、死ぬこともない。彼は生じたこともなく、 
また存在しなくなることもない。不生、常住、永遠であり、太古 
より存する。身体が殺されても、彼は殺されることがない。』 

精魂に内在する神である自己は生死というものを迎えない。それ 
は、一般に死と思われているものが実際は衣服を着替えるようなもの 
であるから。人は真の自己以外の何にもなりえない。なぜなら、人は 
永遠不滅で生まれる必要もない。死とよばれる身体の壊滅とともに真 
の自己も消滅するわけではない。つまり、この真の自己のみが実在し 
ており、超時代的かつ永遠不変なのである。それでは、あなたは誰で 
あるのか。永遠のダルマの信奉者なのか。永遠とは何か。それは真の 
自己である。それ故、あなたは真の自己の信奉者であり、弟子なので 
ある。真の自己とブラフマン（神）は同義である。それでは、あなた 
は誰であるか。永遠なるダルマの崇拝者である。不変であるものは何 
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7. アメリカの超絶主義の詩人かつ エッセ イス ト R.ff. エマソンの 著書 「ブラフマン」 
(1857 年）を引用すると、『残忍な殺人者は思う、殺す、と。また被害者は思う、 
殺される、と。このように、万物を司る我の秘術を知らぬ者はそのように考えてし 
まうものだ』。 


殺人犯は彼が殺人者だと考えば場合 
と殺人は彼が死だと考えば場合 
の次に彼らがどのような微妙 
な方法が知られていない。 
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か。それは真の自己である。それならば、あなたも私も真の自己の崇 
拝者ということになるのか。しかし、真の自己と最高精神が合一して 
いないうちに、我々が永遠の真実へ続く精神的修行と疎遠であり、真 
の自己の命令に背くならば、永久で不変とされるものを認識すること 
はできない。我々が神に思い焦がれるならば、絶対の境地に入り、神 
に接近することもある。しかしながら我々が軽信的なあまり、悪習ま 
たは他の偽装的なものをサナタナ_ダルマとして盲目的に受け入れる 
ようでは、我々に非があることを認めざるを得ない。 

インドであれ、または他国であっても、精魂というものはどこに 
あっても不変で同一である。真の自己とその最終目的に対する認識が 
ある人ならば、この地球上のどこにいようとも、またキリスト教徒に 
しろ、イスラム教徒やユダヤ教徒にしろ、あるいは他の教徒にしろ、 
その人が自己を最高精神に向上させるための道を絶えまなく歩むなら 
ば、不変で永久であるサナタナ • ダルマに従属しているのが確かであ 
る。 


21. 『パルタよ、彼が不滅、常住、不生、不変であると知る人は、誰を 

して殺させ、誰を殺すか。』 

アルジュナは、身体からなるこの世の馬車を作り、最高精神とい 
う完璧な目的を定めるための準備をしているので、パルタとよばれて 
いる。統合された精魂は不滅で、永遠であり、生死を超えた次元にあ 
り、非顕示のものであることを知る人が、どうやって他者を殺したり、 
_身が殺されたりすることができようか。不滅であるものを破滅させ 
ることは不可能である。また、出生を超えた次元にある真の自己は生 
まれでるはずもない。だからこそ、身体について悲嘆すべき必要はな 
いのである。この点については次の節で詳しく説明される。 
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22『人が古い衣服を捨て、新しい衣服を着るように、主体は古い身体 

を捨て、他の新しい身体に行く。』 

精魂は、老齢や病気により退廃してしまった身体を拒絶し、新し 
い身体に衣替えする。それは、ちょうど人が古び果てた洋服を処分し 
て、新品の服を着ることと同様である。しかし、古着がいたんでし 
まったときにだけ、新しい服が必要であるというならば、なぜ幼い子 
供が死を迎えることがあるのだろうか。 

このような「衣服」はまだ成長発展すべきものである。少し前に 
述べたとおり、身体は、前世の人生行路での行為に影響を受けるサン 
スカーラに基づく。サンスカーラの蓄えが空になれば、精魂は身体を 
捨てる。2日間しか存続しないサンスカーラの場合には、身体がその第 
2日目に死を迎えることになる。サンスカーラ以外に息づくものはひと 
つもない。いわばサンスカーラは身体であり、真の自己はそのサンス 
カーラに応じて新しい身体を受け取る。 チャン ド ギャ • ウパニシャツ 
ド日く、 「人はほとんど意志の塊であって、この世を離れるとき、人 
はあるがままの自分、つまり意志になる」。したがって、人生におけ 
る意志の堅固さに応じて来世のありさまが決定されるのである。この 
ように、人は自分の意志によって形成された身体に生まれる。それで、 
死というものは単に身体的変化であるといえる。真の自己は死を知ら 
ない。クリシュナは精魂の不滅について再度確認のために説明する。 

23. 『武器も彼を絶つことなく、火も彼を焼かない。水も彼を濡らすこ 

となく、風も彼を乾かすことはない。』 

いわゆる武器は真の自己を破壊することはできない。真の自己は、 
火に焦がされることもなければ、水や風などの影響で弱まることさえ 
ないのである。 
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24. 『彼は絶たれず、焼かれず、濡らされず、乾かされない。彼は常 

住であり、遍在し、堅固であり、不動であり、永遠である。』 

真の自己を切ったり穴をあけたりすることは不可能である。真の 
自己を火で燃やしたり、水びたしにすることもできない。広大なる蒼 
天にさえ真の自己を抑える力はない。真の自己とはまちがいなく常に 
清らかで遍在し、不動かつ永久不変なのである。 

アルジュナは家族の美徳が永遠であるという信念から、戦いに 
よってサナタナ ■ ダルマ自体が減んでしまうと思い込んでいる。しか 
し、クリシュナはそのような考えが無智から生まれると説き、真の自 
己のみが永遠であると指摘する。我々が、真の自己や人生の目的を理 
解するための方法を知らないとすれば、サナタナ • ダルマについても 
何も分からないということになる。インドはこの無智に対して高価な 
代償を払ったのである。 

インドでは中世の時代に進入してきたイスラム教徒の総数はおよ 
そ1万2千人であったが、今日ではその人口は2億8千万人を超える程に 
増大してきた。1万2千が二、三十万からせいぜい1千万にまで増加し 
たなら別に不可思議でもない。しかし、今では2億8千万人を超過して 
いる。その大部分は、以前にヒンズー教徒であり、食餌や触穢に対す 
る不合理な禁忌が原因で回教に改宗したのだろう。実際、彼らが改宗 
したことは、我々ヒンズー教徒が全般的にサナタナ • ダルマから疎遠 
となってしまったという証拠を示すものである。我々は低劣な慣習に 
より迷妄の世界に入り込み、食餌や触穢によりサナタナ • ダルマが破 
減するはずがないという理解力を失ってしまった。サナタナ • ダルマ 
という全宇宙的な精神原理に対して、物界における事物のいずれも影 
響を及ぼすことはできないのである。我々ヒンズー教徒が何百万もの 
信奉者を失った理由はダルマではなく、愚劣な因習にある。また、同 
じような誤解から、対立するグループ間の状態やインドの分離などを 
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が悪化しており、今日我々が直面している国民の団結や連帯感に対す 
る重大な脅威もそれが原因となっている。ダルマと無関係で思慮に欠 
けた慣習が我々の評判をどのぐらい悪くしているかしれない。 

ハミルプール地方には、かつて五、六十ものクシャトリヤ階級の 
教養ある家族が住んでいた。今日、彼らはすべてイスラム教徒である。 
ひょっとしたら、武力による脅威が理由で、彼らが無理に改宗したの 
ではないかと思うこともできるが、そうではなかった。次のような出 
来事が実際に起こったのである。ある夜、回教の指導者らが数人村の 
井戸の近くに隠れていた。彼らは、朝一番でにそこに入浴しに来る人 
がその村のパラモン階級のカルマカンジ 8 であることを知っていた。力 
ルマカンジが現われると、回教の指導者らは彼を捕まえて、猿ぐっわ 
をはめた。その指導者らは、カルマカンジの眼前で井戸の水をくみ出 
し、それを少し飲んでから残りを井戸に戻した。次に、彼らは食べか 
けのパンを井戸の中に落とした。この一部始終を哑然として見ていた 
カルマカンジは当惑したのであった。最終的に、彼らはカルマカンジ 
を連れてその場を去り、後で彼を監禁した。 

その翌日、回教の指導者らはカルマカンジに、腕組みしたまま食 
事をするように要請した。すると、カルマカンジは激怒し、「野蛮人 
め 9 !バラモンである私が、どうして君たちの食事を口にすることがで 
きるのか」と言い放った。すると、彼らは「高徳な方よ、我々はあな 
たのような人を非常に必要としているのです。」と述べた。その後、 
カルマカンジは釈放された。 

カルマカンジは村に戻り、村の人々が以前のように井戸を利用し 
ているのを確認し、谶悔として断食をすることにした。村人たちが彼 
にその理由について尋ねると、彼は、回教徒が井戸に這い上がり、井 
戸の水を汚し、食べかけのパンをそこに投げ入れたことを知らせた。 
それを聞いて茫然とした村人たちは、「では、我々はどうすべきか」 

と質問した。カルマカンジは「すべきことは何もない。我々はダルマ 
を失ったのだ」と答えた。 


8. 儀式的行動や犠牲的な祭式に関するヴューダ分野の専門家 

9. もとはイオニア人（古代ギリシア人を構成する一集団）をさすが、ここでは異端者ま 
たは非ヒンズー教徒の意。 
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当時の人々はまだそれほど教育を受けていなかった。女性達やい 
わゆる『不可触賤民』は、教育を受ける権利をどれ程の間与えられな 
かったのかは未知である。ヴアイシャ（実業家階級）はお金を儲ける 
ことが自分のダルマであると確信していた。クシャトリアは吟遊詩人 
の賛美歌に熱中していた。彼らの支配者格の武器が露になるやいなや 
勢力を強め、デリーの王位はぐらつき始めた。しかし、クシャトリア 
階級の人達は、権力というものが筋力から生じるならば、勉学に励む 
必要はないと確信していた。武器を扱う階級の彼らはダルマとは無関 
係になってしまった。このようにダルマがパラモン階級の独占に変 
わった。彼らは宗教上の律法者のみならず、その解釈者でもあり、善 
悪や真偽の最終決定をする最高の権威者でもあった。中世における国 
の道徳的 • 精神的堕落はそのようなものであった。これに対して古代 
インドでは、パラモン以外の階層や女性の間でもヴエーダ文学を学ぶ 
ための資格が与えられていた。異派の聖者たちによってヴエーダの詩 
歌が創作され、信仰上の講義や討論が行なわれた。古代インドの統治 
者は、ダルマの名目で不当な思想を広めようとした者を厳重に罰した 
ことで知られている。そして、異派の聖典に対しても敬意を払ったの 
であった。 

中世のインドにおいて上述の悲話にある村では、サナタナ_ダル 
マの精神に対して無智となったクシャトリア階級は、ダルマの喪失と 
いう考えに対する耐え難い苦悶に満ちて、おびえた羊のように次から 
次へと窮地に追い詰められていき、中には自殺をした人もいた。しか 
しながら、彼らが全員自決したはずはなく、頑強で信仰深い人々は 
誤った信仰の代わりになるものを探し求めた。 ハミル プール地方では、 
イスラム教徒は今日でもなおヒンズー教による挙式を行なっているが、 
挙式の最後には回教徒の指導者が臨席し、二力という回教風の結婚式 
を行なうことが普通である。彼らは皆かっては信仰深いヒンズー教徒 
であったが、今では忠実なるイスラム教徒である。 

ヒンズー教には既述のとおり、イスラム教徒に触れられた水は穢 
れているという信仰が広汎に及び、これは悲劇的な終末となってし 
まった。迷妄した村人たちは穢れた水により自分たちのダルマが滅ぼ 
されたと誤解した。このようして、中世のインドではダルマというも 
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のが好ましくない状態に変化してしまったのである。それはまるで、 
触るとその葉が縮んで落ちてしまう植物のようなものとなってしまっ 
た。我々はこの草木をラジュヴァンテイ（臆病者）とよんでいる。こ 
の草木の葉は触られると縮小し、また手を離せばもとの状態に戻る。 
手を離すと蘇るこの植物は実に哀れな植物であるが、ハミルプール地 
方の村人のダルマは不可逆的に枯れてしまい蘇ることはなかった。彼 
らのダルマは失われ、それと共に彼らが崇拝していたラーマとクリ 
シュナという神も消え去り、村人が永遠な存在とした神々は彼らの意 
識から死滅した。無智の村人らはこの問題をこのように処理してし 
まったのである。しかし実際滅びたものは、精神的無智が定めたダル 
マをもつ低俗的な宗教上の慣習に過ぎない。本来ダルマとは我々を保 
護するものであり、我々より強い性質をもつ。可滅の身体を殺すのに 
武器が必要であるのだが、軽信的であった当時のヒンズー教徒の間で 
は単なる接触で「ダルマ」を破滅させることができたのである。都合 
よく椿えた習慣で安易に滅亡したダルマとは一体何であったかという 
疑念が生じてくる。 

しかし、永遠なものは難攻不落で非常に強固であるゆえ、武器や 
火炎や水で破滅させることが到底無理であるし、食餌や接触というよ 
うに物質界に属するものに触れることもない。上述の悪習慣はアル 
ジュナの時代にもあり、彼は確かにそのような習慣の犠牲者といえる。 
涙ぐみながら家族の儀式や習慣の永遠性についてアルジュナは嘆く。 
直面している戦争はサナタナ_ダルマを破滅させ、負けてしまえば家 
族全員が地獄に堕ちるという運命が定められている。アルジュナは明 
らかに当時流行した習慣的な信仰にっいて言及している。精神を統制 
できるクリシュナがアルジュナに反言し、永続するのは真の自己のみ 
であると指摘する理由はここにある。この具現された神へ導く道を知 
らなければ、我々はいまだにサナタナ • ダルマの本髄を知らないこと 
になる。では、永遠不変である真の自己は遍在的なことを知ったとき、 
我々は何を追求すればいいのだろうか。これについてクリシュナは以 
下のとおり説く。 
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25. 『彼は顕現せず、不可思議で、不変異であると説かれる。それ故、 

彼をこのように知って、あなたは嘆くべきではない。』 

精魂は非顕現で、五感の対象ではなく、感覚器官で把握されるも 
のではない。つまり、五感の対象と感覚による意識とともに存在して 
いるが、それを不可解である。なぜなら、精魂はそもそも思考を超越 
したものであり、永遠に実有している。また、理性や意志作用がある 
ときも存在している。しかし、それは認識や享受や接近を超越した存 
在である。精神は抑止されなければならない。クリシュナはアルジュ 
ナに真実ではないものは実在せず、真実は永遠に存続すると説いた。 
そして、この真実とは真の自己を示し、永遠不変で非顕現である。真 
髄を認識しているならば、このような特質をもつ真の自己を見つけた 
ことになる。真の自己が有する特質を悟ったのは、言語学者や富裕な 
者ではなく求道者のみである。第18章では、クリシュナが最高精神の 
みが実在すると断言している。精神の抑止において、求道者はそれに 
気づき、それと合一する。このように成就した瞬間、人は神を認識す 
る。そして、その直後に自分の精魂が神的特質をもつことに気づくの 
である。そのとき、その自己こそ真実であり、永遠で完全無欠である 
ことを確認する。この真の自己は超思考的かつ不変で、脱線行為から 
解放された状態である。クリシュナはわかりやすい理論を用いて、ア 
ルジュナの考え方に矛盾があることを指摘する。 


26. 『また、彼が常に生まれ、常に死ぬとあなたが考えるとしても、彼 
について嘆くべきではない。』 

アルジュナは、自己というものを常に生死の世界に存在すると考 
えているにしても、悲嘆すべきではない。 
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27. 『生まれた者に死は必定であり、死んだ者に生は必定であるから。 
それ故、不可避のことがらについて、あなたは嘆くべきではな 
ぃ。』 

真の自己が常に生まれ、常に死すというような想定も、生が死を 
示し、死が生を示すということを証明することに過ぎないのである。 
必然的な物事について悲嘆すると、さらにそこから別の悲しみが生じ 
るので、アルジュナはなすべきことについて悲しむ必要がない。 

28. 『万物は、初めは顕現せず、中間か顕現し、終りは顕現しない。こ 
こにおいて、何の嘆きがあろうか。』 

万物というものは生前および死後のいずれにしても身体をもたな 
い。生まれる前や死んだ後は、すべては不可視である。すなわち、こ 
の世に生まれて死を迎える間においてのみ、身体という形態をなす。 
なぜこの変化に嘆くのであろうか。一体誰にこの g 己が見えるのだろ 
うか。クリシュナはこれについて以下のように答える。 

29. 『ある人は稀有に精魂を見る。他の者は稀有に精魂のことを語る。 
また他の者は稀有に精魂について聞く。聞いても、誰も精魂のこ 
とを知らない。』 

クリシュナは悟りを開いた聖者のみが真の自己を直感するとすで 
に説いているが、さらにこの直感というものは頻繁に実現できるもの 
ではないと付言している。特にすぐれた聖者のみが真の自己というも 
のに気づくのだが、その存在を知るというよりは直感するということ 
である。また、同様に他のすぐれた先覚者はそれの実体について説く。 
真の自己を知る者でなければ、それについて説くことはできない。さ 
らに別の聖者は、真の自己の存在を知ることは通常不可能であり、最 
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高の境地に成就した者にのみ可能であるため、まるで奇跡であるかの 
ように説く。真の自己の存在を知るだけで認識しない人々は、精神向 
上への道を歩んで行く能力をもっていない。ある人は賢人の教えをた 
くさん聴聞し、非常に緻密な分析を行ない、至上の英知を得ようと努 
力研鑽するかもしれないが、その人の執着心は抵抗不可能な勢力に取 
り付かれており、まもなく俗事の囚われとなってしまう。 


そこで、クリシュナは以下のような意見を述べる。 

30. 『あらゆる者の身体にあるこの精魂（真の自己）は、常に殺され 
ることがない。それ故、あなたは万物について嘆くべきではな 
い 。 』 

真の自己とはいかなる形態においても滅ぼされたり、傷つけられ 
たりはしないので、アルジュナは現存の生命体について嘆くべきでは 
ない。確信をもって十分に説明されるのだが、問題の主旨である永遠 
なる自己について結論が下される。 

まず、この点に関する別の質問が生じる。真の自己をどのように 
実現させ、満たすのか。ギーター全編において、二通りの方法が提示 
されている。第一は、「無私行為によるヨーガ」（ニシュ カーマ •力 
ルマ.ヨーガ）であり、第二は「知識のヨーガ」（ジャーナ • ヨー 
ガ）である。これらは双方とも同じものを示す。この行為の必要性を 
ヨゲシュヴァーラ（聖者）としてのクリシュナは以下のとおり説明す 
る0 


31. 『更にまた、あなたは自己の義務（ダルマ）を考慮しても、戦慄 
くべきではない。というものは、クシャトリヤ（王族、士族）に 
とって、義務に基づく戦いに勝るものは他にないから。』 
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アルジュナは視界の中に自分のダルマを維持しているとしても、 
躊曙していることは適正とはいえない。なぜならば、クシャトリヤに 
とって敬けんな行為としての戦いは最も誇るべきことであるから。こ 
れまで、「真の自己は永久不変である」、「実在するダルマは真の自 
己のみである」と繰り返し説かれてきた。では、真の自己のダルマ 
(スワダルマ）とは何であろうか。十人十色といわれるように、この 
ダルマにかかる能力は多様だが、真の自己は唯一のダルマなのである。 
この能力は個人の気質から生じ、スワダルマあるいは本来のダルマと 
よばれる。 

古代の聖者たちは、真の自己のための絶対的な方向を目指す求道 
者を能力別にシュードラ、ヴアイシャ、クシャトリヤ、パラモンとい 
う四種姓に分けた。成就するための第一段階では、どの求道者も 
シュードラという知識に欠けている者であり、具体的には神への崇拝 
のために時間を費やし、わずかな時間でも精神的向上のために使うこ 
とがない者を示す。シュードラは物質界という迷彩的なものと断絶す 
る能力に欠けている。すぐれた聖者の足下に信心深く座ることで、こ 
の段階の求道者は人間本来の美徳を養うことが可能となる。そして、 
これにより、次の段階であるヴアイシャへと進むことになる。次第に、 
真の自己を実現することのみが本当の成就であるとの見識が備わると、 
感覚を抑止することができるようになる。情熱や激怒は感覚にとって 
致命的である。その一方で、識別力と放棄は感覚を保護するが、それ 
らはみずから物質界の根源を全滅させる能力をもたない。そして、さ 
らに進歩すると、求道者には強靭な精神が養われるので、三根本原質 
によってこのような方法を開拓していくことができるようになる。こ 
れは、クシャトリヤの生得的特質である。この時点で、求道者は自然 
界を捨てる能力を備え、曲解する危険も消滅する。これは、まさに戦 
闘（精神向上への道）の始まりを示している。その後、更なる精神向 
上により、求道者は緩やかにバラモン階級へと上昇する。求道者の修 
行中に養われる美徳には、精神と感覚の制御、たゆまない黙考、純真 
さ、認識および知識などがある。このような特質を緩やかな進歩によ 
り得ることで、求道者は神に到達し、この時点でパラモンであること 
さえ不要となる 1 1 
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ヴイデーハ国王のジャナカが生贄の儀式を行なった際、ウシャス 
卜、カホール、アル ニ、 ウダラク、ガルジの質問に答えながら、大聖 
ヤグニュヴァルキヤは、真の自己をじかに確認する者をバラモンと呼 
ベることを説いている。この自己は、俗界や高尚な世界、そして万物 
に宿っており、すべてに影響を及ぼす。いわば、精神の支配者といえ 
る。太陽、月、地球、水、エーテル、火、星、空間、天、そして一瞬 
一瞬はすべて自己の支配下にある。このように真の自己は、精神を内 
部で管理し、永久的存在である。また、この存在は不滅であり（アク 
シャラ）、これ以外はすべてが可滅的存在である。現世において、こ 
の自己が真の実在に対する認識なしに、何千年もの間神に供え物や生 
贄をささげたり、苦行を行なうとすれば、そこから得るものなどほと 
んどない。なぜなら、このような行為はすべて可滅であるからである。 
不滅の存在を知ろうともせずに、真実から離れている人はまるで不幸 
な吝嗇家といってもよい。しかし、実在に対する認識をもって死を迎 
える人はバラモンである。アルジュナはクシャトリヤの求道者である。 
クリシュナの教えでは、この段階にある求道者にふさわしい道は、精 
神的な戦い以外にはないのである。では、クシャトリヤとは具体的に 
何であるのか。一般にクシャトリヤとは、インドの社会構造である、 
生まれに応じて定められるバラモン、ヴァイシャ、シュードラといっ 
たカースト制度における階級のひとつであり、カーストのことをヴァ 
ルナともいう。しかしながら、ギーターにおいてのクシャトリヤの性 
質は、このような意味合いで使われていないことが断言できる。クリ 
シュナはここでクシャトリヤの義務について説いている。ヴァルナと 
は何か、また下級にある求道者がどのように上級の段階に進んでいけ 
ばよいのかといった問題はギータの中で繰り返し取り上げられ、ギー 
夕の終局部で解決される。クリシュナは、自分が四つのヴァルナの創 
造者であることを告げる。では、クリシュナは努めて人間を四つの階 
級に区分したのだろうか。クリシュナは、生来の特質に応じて行いと 
いうものを四つのカテゴリーに分類したと説いている。従って、我々 
は区分された行いが何であるかを知るべきである。特質とは本来一様 
でない。真正な崇拝方法に従うと、無智という最下位な特質、っまり 
激情的かつ不徳的である性質は、美徳または善良さのある性質に変化 
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することになる。本来備わっている性質が漸次的に修練されていけば、 
誰でもパラモンという階級になれる。そして、これは最高精神に成就 
し、それと合一するために必須である特質を得るということである。 

クリシュナは、このダルマのもとで発揮される本来の能力が、無 
智で愚劣なシュードラの段階であっても、最高の意識においては有益 
であることを教示する。なぜならば、この段階は自己修練の道を歩む 
準備ができる出発時点であるから。しかし、求道者が最上の段階での 
方法をただ模倣する場合には、破滅の道を歩むという結果になる。そ 
こで、クリシュナは臨戦するための能力を連想するように指示する。 
求道者はこれにより、優柔不断と哀絶というものは全く無意味である 
ことを知らされるのである。クシャトリヤの段階では、この方法より 
も優れたものはない。さらに、クリシュナは以下のような説明を加え 
る。 


32. 『たまたま訪れた、開かれた天界の門である戦い。アルジュナよ、 
幸福なクシャトリヤのみがそのような戦いを得る。』 


すばらしい射撃の名手であるアルジュナは可滅の身体を戦車にし 
た。天の扉を開く道として正義の戦いに臨場する機会はクシャトリヤ 
の中でも、至福な戦士のみに与えられる。クシャトリヤの求道者は、 
三つの根本原質を抑制する能力を十分に備えている。クシャトリヤの 
精神には神聖な富が多く蓄えられているので、天への扉はその求道者 
のために開かれる。この求道者は、天上の存在を享受する資格が与え 
られている。これが天へ導く道なのである。戦いに挑む能力のあるク 
シヤトリヤにとっての幸福とは、精神と物質の間で絶えず起こる争い 
の意味を知ることのみにある。 
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世界にはいわゆる戦争というものがある。人々はそこに集結して 
戦う。しかし、このような戦争での勝利者は永遠の勝利を得るわけで 
はない。実は、このような戦いは故意に傷を負わせたり、受けた傷害 
に対して意図的に相手を傷つけることで満足する行為、つまり復簪行 
為でしかない。ある人が他人を抑圧すればするほど、結局はその本人 
が抑圧されることとなる。精神力を弱らせる哀絶感しか得られない勝 
利には、どんな意味があるというのか。身体というものは可滅である。 
精神と物質間の葛藤のみが真に意味のある戦いである。なぜなら、心 
の葛藤による勝利は、それがたった一度であろうとも、真の自己が物 
質界を支配することになる。そして、これは絶対的勝利を意味する。 

33. 『もしあなたが、この義務に基づく戦いを行なわなければ、自己の 
義務と名誉とを捨て、罪悪を得るであろう。』 

アルジュナが精神と物質間での戦い、つまり永遠不滅のダルマで 
ある最高精神に近づく契機をつくるための葛藤を拒むならば、行為と 
戦いのためにある生来の能力を発揮することができなくなるので、輪 
廻を繰り返すという苦境に追い込まれ、不名誉となる。そこでクリ 
シュナはこの不名誉について以下のように詳しく説明する。 

34. 『人々はあなたの不名誉を永遠に語るであろう。そして、重んぜら 
れた人にとって、不名誉は死よりも劣る。』 

アルジュナが不能であることは世間で語り継がれていくだろう。 
今日でもなおヴ イシュ ヴァーミトラ、パラ シェール、ニ ミ、 シュリン 
ジという聖仙らに関して、正しい道からはずれてしまった出来事につ 
いて最も印象強く語られる。求道者というものは、自分のダルマを熟 
考し、他の人々が_分についてどう述べるのかを想像する。このよう 
な考えは精神の探求において役に立つ。最高の実在に対する問題を徹 
底的に追究しようとする衝動が起こる。また、精神向上への道を歩む 
際にこれがに支えとなる。高潔な人にとっては、死滅よりも不名誉の 
ほうが悪である。 


3T8T 4u\*i ^ I 

7RT: 的り4 crUfS^T 11 料 H 

3i«hlf3 



第二章 


61 


35. 『勇士たちは、あなたが恐怖から戦いをやめたと思うであろう。あ 
なたは彼らに敬われていたのに、軽蔑されることになろう。』 

すぐれた勇士らはアルジュナを尊敬しているが、彼が戦うのを拒 
めば臆病者として侮蔑するようになるだろう。では、このような勇士 
たちは一体何者であるか。彼らもまた、精神の向上に励む求道者であ 
る。これに対して、難敵である他の戦士らは快楽を求め、憤怒、悲哀、 
執着を捨てることができない。このような感情は求道者を無智の世界 
に引きずり込む。さらには、りっぱな求道者であるとアルジュナを尊 
敬する人々を落胆させ、アルジュナの名誉は失われるだろう。 

36. 『またあなたの敵は、語るべきでない多くのことを語るであろう。 
あなたの能力を難じながら。これほどつらいことがあろうか。』 

アルジュナの敵は彼をそしり、アルジュナについて不正な発言を 
するだろう。たった一つの欠点が中傷や非難の嵐を生じさせるのに十 
分な理由となる。また、不穏当な言葉の数々で罵られる。こういった 
中傷の的となる以外にもっと悲境に陥ることがありうるだろうか。そ 
こでクリシュナは以下のようにアルジュナを論す。 

37. 『あなたは殺されれば天界を得、勝利すれば無比の栄光を得るであ 
ろう。それ故、アルジュナ、立ち上れ。戦う決意をして。』 

仮にアルジュナが戦いで生命を失うことになっても、彼は最高の 
境地に成就する、不滅の神スヴァルのもとに行くということである。 
これは、真の自己の外部にあって物質界に人を引っ張るインパルスが 


如 I 只切 I 
部 TT 牙 两 吁两 T 切 用 ftr WI 切 I 

I 与 V9II 



62 


ヤタルタ•ギ ータ 


その勢いを失う結果を示している。そして、アルジュナの精神は最高 
精神を確認することを可能とさせる神聖なる特質を遍く備えるように 
なる。また、アルジュナが勝利を得れば至高の境地に到達するので、 
最も崇高な目的を遂げることになる。そこでクリシュナは、断固とし 
て戦いに臨んでいくようアルジュナに勧説する。 

この節について、一般にアルジュナが戦死した場合には彼は天に 
暮らす資格を得ることになり、彼が戦いに勝つならば、現世で享楽的 
な生活を送ることになると解釈されることが多い。しかし、正しく解 
釈していくと、精神力を減退させるだけの哀絶感を消滅するための手 
段は物界（ムリトゥローカ）や諸神の世界（デーヴァローカ）や大宇 
宙（ブラフマーローカ）という三つの世界のいずれにおいて見つけら 
れないとアルジュナがクリシュナに意見したことはないのである。三 
界を取得するとしても、臨戦したくないとアルジュナは頑なに拒んだ。 
しかし、クリシュナはアルジュナが戦争に参加するように言説する。 
このためにクリシュナは、勝利で得る超物質的なもの、また敗退で得 
る天界の歓喜を越えるものがあることをアルジュナに約束している。 
実際、アルジュナは真実を追究する求道者であり、この真実は地上や 
天上における幸福に優るものである。先覚者として、また神知者とし 
てクリシュナは、戦いに敗れて身体が滅びて目的に達しなくても、神 
聖なる富が吹き込まれるのでアルジュナが永久不滅の天界（スヴァ 
ル）での生存できると告げる。可滅の身体が生きたままでアルジュナ 
が勝てば、最高の境地に達して至上の栄誉である永遠の勝利を得るこ 
とになり、アルジュナは勝負の結果によらず成功者となる。つまり、 
アルジュナは勝つことで最高の境地に達し、負けることで天に届き神 
的な喜びを得るわけで、勝利も敗退も真の利益をもたらすという意味 
である。さらに、この点に関して言説される。 

38. 『苦楽、得失、勝敗を平等（同一）のものと見て、戦いに専心せ 

よ。そうすれば罪悪を得ることはない。』 
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クリシュナはアルジュナに幸福と悲哀、利益と損失、また勝利と 
敗退を同一視して、戦いに挑むように勧める。戦争に参加しても、ア 
ルジュナは罪過を負うことはない。言い換えれば、勝者になった場合 
には至上の幸福を得るし、敗者になった場合には神性という特質を得 
ることになる。こうして、アルジュナは自分の得失について熟考し、 
戦いに挑むことになる。 

39. 『パルタよ、私が説いた知性は（知識のヨーガなる）ジャーナ- 
ヨーガに関する。 次に、（無私行為のヨーガなる）カルマ • ヨー 
ガを説くから聞け。カルマ • ヨーガは、行為とその結果（カル 
マ）の束縛を解くであろう。』 

クリシュナはアルジュナに説いた知識が知識のヨーガに関するも 
のであることを告げる。では一体、戦うべきであるという行為以外に 
どんな知識があるのか。識別力または知識のヨーガの意義とは、得失 
と同様に能力について慎重に評価し、我々の性質に応じて戦う場合に 
限り、勝利すれば至上の境地に成就し、敗北しても神的な存在に近づ 
くということである。従って、いずれにしても得るものがあるという 
ことを示している。我々が無為の状態でいれば、他の人たちから悪口 
を言われたり、臆病者が退却していったかのように蔑視され、我々の 
名誉は失われるだろう。知識または識別力のヨーガとは、人間本来の 
性質としての思慮と分別を備えた行為のもとで努力することを意味す 
る。 


一般に、いわゆる戦いと知識のヨーガとが無関係であると思われ 
がちである。また、知識と行為が全く別の次元にあるかのようにいわ 
れたりする。我々は傲慢にも自分たちのことを『清い』とか『悟って 
いる』あるいは『神の一部である』と考えたりする。優秀が優秀をも 
たらすという考えに陥れば、無益に時間を過ごしてしまう。しかし、 

ヨゲシュヴァーラであるクリシュナの説く知識のヨーガにおける行為 
とは別のことを意味している。知識のヨーガに準拠した『行為』とは、 
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無私行為のヨーガのために行なうべきものと一致する。この二つの 
ヨーガに おいて 異なる点は心構えだけである。知識のヨーガでは、求 
道者が正しい自己評価と独立独行で行為をなす。その一方、無私行為 
のヨーガでは、求道者が崇高神の恩恵に浴して行為をなす。どちらに 
しても行為は不可欠であり、方法が異なるにしても両方のヨーガにお 
いて 同じ意味をなしている。つまり、この2つの異なる方法による行為 
は、それぞれ別の心構えによってなされる。そこでクリシュナは無私 
行為のヨーガに ついて 説くとき、アルジュナが行為に関する束縛とそ 
の果報をきちんと捨て去ることができるように傾聴することを要求す 
る。ここで初めてヨゲシュヴァーラはカルマに ついて 言及するが、具 
体的な説明はなされない。行為の本質に関する説明の代わりに、クリ 
シュナはその特質に ついて 説く。 

40. 『ここにおいては、企てたことが消滅することなく、退転すること 

もない。この[ヨーガの]教法（ダルマ）のごくわずかでも、大 

なる恐怖（輪廻）から人を救済する。』 

果報を求めずに行為をなす場合には、最初のインパルスまたは根 
源は滅ぼされることもなく、邪悪なものも生じない。無私行為は、た 
とえそれがどんなに些細なことであっても、輪廻に対する大きな不安 
から我々を解放する。そのことで、このような行為の本質について、 
またその道を歩み出したことについて熟考することが必要となる。世 
俗的財産である虚栄心を放棄した求道者が、このような道を歩んでき 
たのだが、家庭を営む人々もまた同様な道を進むことができる。クリ 
シュナはアルジュナに種子を播くようにと告げる。なぜなら、この種 
子は永遠不滅であるから。自然界にある権力にしても、武器にしても 
この種子を滅ぼすことはできない。物界では、この種子は一時的に不 
可視状態にされることがありうるのだが、精神的向上のための行為の 
根源であるこの種子は消滅することは全くない。 
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クリシュナによれば、重罪人たちでさえ知識の箱舟に乗れば、正 
しい目的地に達することができる。クリシュナの教えでは、無私行為 
の種子が播かれているならば、それは可滅することはないという意味 
である。無私行為をなすことで、我々は精神の向上をどのように図る 
ことができるかが分かってくるので、その後において我々を断念させ 
ることもないし、不運な作用も生じない。無私行為は中断した場合で 
も、我々が最終的に解脱するように効果的に作用する。どんなに些細 
な無私行為であっても、我々が抱く輪廻に対する恐怖心を取り除いて 
くれる。輪廻の繰り返しがあったとしても、一度播かれた無私行為の 
種子は、我々を苦楽から解放させ、さらに神を認識する境地へ導く。 
ここで、無私行為の道を選択するうえで具体的に何をすべきかという 
問いが生まれる。 

41. 『この幸福な道を歩めば、決定した知性は唯一である。しかし、無 

智の者たちの知性は、多岐に分かれ、数多い。』 

無私行為へ専心している精神は統一されるものである。無私行為 
は唯一でり、またその結果も同様にひとつしかない。最高の境地に成 
就することのみが真の達成である。物質界の力との衝突を通じて漸次 
的に達成することは、ひとつの企てである。この企てや、ひとつの目 
的に向かう確固たる行為もまた唯一である。では、こうした行為に多 
様な方法があると主張する人々は一体何者であるのか。クリシュナの 
教えでは、そのような人々は真の信仰者とはいえない。彼らの精神は 
統一されていないので、多岐にわたる方法に惑わされているのである。 
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42.-43. 『貪欲の者たちはヴエーダ聖典の言葉に喜び、他に何もない 
と説き、華々しい言葉を語る。欲望を性とし、生天に専念す 
る彼らは、行為の結果として再生をもたらし、享楽と権力を 
めざす多種多様な儀式についての華々しい言葉を語る。』 

このような人々の精神には終わりのない紛争が深く根ざしている。 
ヴニーダの詩で表現される不当な約束事に執着して、彼らは天界を最 
高目的として掲げ、天界を超えた存在などありえないと信じ込んでし 
まう。このような無智な人々は、来世において感覚的快楽や世俗的支 
配などの果報をもたらすと思われる祭祀や儀式を多数行なうだけでは 
なく、美辞麗句に満ちた言葉を誇示する。換言すれば、このような 
人々の識別力に欠けた精神は無数に分割されている。彼らは行為の果 
報を約束する虚辞に毒されており、ヴエーダの誓約が絶対的かつ権威 
あるものとしている。彼らにとっては、天界が最高目的である。精神 
が分割しているので、多様な信仰方法を作り出す。神という言葉を口 
にしながら、神という名目で数え知れない祭式を考案する。このよう 
な活動は行為の表現といえるのか。クリシュナはこのような行動を真 
なる行為として認めない。それでは、真の行為とは何であるか。この 
質問については、この時点では明確な答えはクリシュナから出されて 
いないが、無智の精神は真の行為ではない多くのの祭式を作り出すの 
で、多様に分かれた精神であると教示している。また、分割された精 
神の持ち主は、上述のような祭式を比喩的な表現で説明することしか 
できない。次に、これにかかる悪影響について述べられる。 
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44. 『その言葉に心を奪われ、享楽と権力に執着する人々にとって、決 
定を性とする知性が三昧（サマーデイ）において形成されること 
はない。』 

既述のような人々から出る巧妙な言葉に感化された精神もまた、 
同様に堕落しており、本当に何が意味のあることかという判断を誤る。 
感覚的な快楽や一時的な権力に執着する人々は行為するための能力が 
ないので、崇高神への熟考の必要条件となる真の行為を起こすという 
決心ができない。 

しかし、愚者に耳を傾ける人々とはどんな人たちであるか。彼ら 
は、真の自己と最高神の知者ではなく、感覚的な快楽や一時的な権力 
に毒された人々である。彼らの精神は真の自己と最高神の最終的な合 
—に必要な行為するための意志に欠けている。 

ヴエーダの語る内容を盲目的に受け入れるような人々もまた誤っ 
ているという点について、クリシュナは以下のように詳説する。 

45. 『ヴニーダは三要素（ダナ）よりなるもの（現象界）を対象とする。 
アルジュナよ、三要素よりなるものを離れよ。相対を離れ、常に 
純質（サットヴァ）に立脚し、獲得と保全を離れ、自己を制御せ 
ょ。』 

ヴエーダは三根本原質についてのみ解明しているが、これらを超 
えるものについては何も言及されていない。したがって、アルジュナ 
はヴエーダに記されている行為の範囲を超えてなすべきであるが、ど 
のようにこれを実現していけばよいのか。クリシュナはアルジュナに 
喜びと悲しみが対立しているという考えから離れて、不変である唯一 
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の実在に専心し、取得していないものと取得しているものに対する欲 
望を放棄するようにと忠告する。つまり、内在する自己に対して一心 
に献身するということであり、このことでヴエーダの世界を超えた境 
地に向かって進むことができる。しかし、かつてヴエーダを超えた 
人々がいたのであろうか。クリシュナは、ある人がヴエーダを超越し 
たところで最高神と直に出会う、また最高神を知覚する人は本当の 
ヴイプラ、すなわちパラモンであると説いている。 

46. 『いたる所で水が溢れている時、池を作る必要はない。同様に、 
真実を知るバラモンにとって、すべてのヴエーダは無用であ 
る。』 

海洋に囲まれているとき、わざわざ人工池を作る必要はないのと 
同様に、最高神を知覚したパラモンにとってはヴヱーダは全く不要で 
ある。つまり、神知者はヴエーダを超越しており、パラモンである。 
従って、クリシュナはアルジュナにヴエーダの世界を乗り越えてパラ 
モンを目指すように勧める。 

アルジュナはクシャトリヤであるが、クリシュナは彼にバラモン 
となるように勧告している。バラモンとクシャトリヤなどは、それぞ 
れ異なるヴァルナ（一般にカーストとよばれる）の概念に含有される 
性質を示している。しかし、ヴァルナという伝統は既述のとおり、生 
まれにより定められた社会的なきまりというよりは、行為志向で定め 
られるものである。ガンジス河の神聖な流れを有意義に利用した人に 
とって人工池など何の役に立つであろうか。人工池でみそぎを行なう 
人もいれば、その一方で家畜の牛をそこで洗浄する人もいる。いわば 
ヴエーダは神を直に知る聖者にとって、このような人工池でしかない。 
ヴエーダは確かに有益ではあるが、それは落伍者、つまり智恵の足り 
ない人々のためにある。この問題についての説明はここから始まる。 
クリシュナは以下の通り、行為するうえでの留意点について述べる。 


qiqii 料 IT 


I 

1 1拆 11 



第二章 


69 


47. 『あなたの職務は行為そのものにある。決してその果報にはない。 

行為の果報を動機としてはいけない。また無為に執着してはなら 

ぬ 。 』 

クリシュナはアルジュナには行為をするための権利があっても、 
その結果に対する権利はないことを告げる。そこで、アルジュナは行 
為に対する果報が存在しないということを理解すべきであり、果報と 
いうものを求めるのでもなく、行為に対して絶望感を抱くべきでもな 
いのである。 

クリシュナは、この「行為」（カルマとは行為とその結果の両方 
をさす）という術語を初めて用いたのは本章の第39節であり、この力 
ルマのありさまとその手段についてはまだ言及されていない。しかし、 
カルマの特質については以下のように説明している。 

( a ) 行為することにより、行為の束縛から解放されること。 

( b ) 行為の種子、つまり行為の第一- T ンパルスは不滅である。い 
わば自然界には行為の種子を滅ぼす力はないこと。 

( c ) 我々は天界の快楽や俗世的な富裕による誘惑に負けても、行 
為によって見捨てられることがないために、この行為におい 
て少ヽしの誤りもないこと。 

( d ) 行為というものは、どんなに些細な行為であっても我々を輪 
廻の恐怖から解放してくれる性質があること。 

しかし、上述の要約から明らかなように、クリシュナは未だに行 
為の定義について説明していない。第41節では、その定義をする意味 
で次のように説かれていた。 

( e ) 行為するように決心した精神は只一っであり、行為の方法も 
また只一っしかない。ということは、多様な宗教活動を懸命 
に営んでいる人々には神への真の信仰心が備わっていないと 
いうことであろうか。 
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クリシュナによれば、このような人々の活動は真の行為とはいえない。 
これについての理由付けとして、識別力に欠けた人の精神は著しく分 
割しており、それ故に彼らは無数の祭祀や儀式を椿える傾向があると 
いう説明が加えられている。つまり、彼らは真の信仰者ではないので 
ある。そのような人々は、祭式について最もらしい言葉を用いて巧み 
に詳述する。このように毒された人の精神もまた美辞麗句の罠にはめ 
られているのである。我々はまだ明確には語られていないのだが、定 
められた行為というものはたったひとつでしかない。 

第47節において、クリシュナはアルジュナに行為をする権利が 
あってもその果報についての権利はないことを告げている。つまり、 
アルジュナは果報を求めるべきではないのである。それと同時に行為 
をなす際に、信仰心を失ってはならない。換言すると、行為する際の 
精神が堅固で献身的であることがアルジュナには求められている。し 
かし、クリシュナはこの時点でまだ何が行為であるのかについて明言 
していない。この節に対する一般的な解釈では、自分が望むことは何 
でもして、その果報については求めないということになっている。す 
わなち、このような解釈のもとで無私行為をなす人々は、果報を求め 
ない限り何をやってもいいと主張している。しかしながら、クリシュ 
ナは人に求められている行為が何かについて、これまで具体的に教示 
していない。クリシュナが言及したことは、行為をなすことで備わる 
特質について、またその際にどんなことを留意すべきかである。さら 
に無私行為が厳密に何かという質問に対する答えはこの時点でも出さ 
れていないが、それは第3章と第4章で明かされることになる。 

以下、クリシュナは既述の内容を再確認しながら説いていく。 

48. 『アルジュナよ、執着を捨て、成功と不成功を平等（同一）のもの 

と見て、ヨーガに立脚して処々の行為をせよ。ヨーガは平等の境 

地であると言われる。』 
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アル ジュナはヨーガの見地に立って、俗世的な執着を捨て、成功 
と失敗を同じものとして捉えて行為をなすべきである。しかし、この 
行為とは何であるのか。クリシュナは、人が無私行為をすべきである 
と切言している。精神のパランスはヨーガとよばれる。不動の精神は 
平静さで満ちている。貪欲は精神を動揺させ、執着は不平等を作り出 
す。行為に対する果報を求めることは平静を消滅させることである。 
そういうわけで、行為に対して果報を求めるべきではなく、また行為 
をなすうえで信仰心が少しでも薄くなってはならないのである。我々 
は可視であるか否かにかかわらず、あらゆる事物への執着を放棄し、 
達成や未達成にこだわらず、最高精神と精魂を結合する訓練である 
ヨーガに専念し、行為に励むという生活を送るべきである。 

このようにヨーガは最高潮の境地であるが、それと同時に初期の 
段階でもある。我々は最初から目的に向かって努力すべきであり、こ 
れはヨーガに専念すべきであることの理由となっている。心の平静も 
またヨーガとよばれる。成功や失敗があっても精神に揺らぎがないな 
らば、心の平静を壊すものは何もなく、これがまさにヨーガの境地で 
ある。そして、感情に振り回されることもない。このような精神の境 
地は精魂が神と合一することを可能にする。これは平静に満ちた精神 
を作る訓練である サマットヴァ， ヨーガといわれる理由のひとつであ 
る。また、このような精神の境地では、欲望が完全に消滅するので、 
無私行為のヨーガ （ニシュカーマ•カルマ. ヨーガ）ともよばれ、 行 
為をなすことが必要とされるので、行為のヨーガ （カルマ • ヨーガ） 
としても知られている。すなわち、真の自己が最高精神と合一するこ 
とはヨーガと名づけられている。成功と失敗というものを冷静に見る 
ことは不可欠であり、執着心が完全に無となり、行為に対して果報を 
求めないということが条件である。従って、無私行為のヨーガと知識 
のヨーガは同義的である。 
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49. 『ダナンジャヤよ、ヨーガという平静心の道に専念せよ。行為の果 

報を求めての行為は識別の道より遥かに劣っている。このような 

低俗な行為は、ちょうど（果報）欲に左右される貧困者に等し 

ぃ 。 』 

欲望的な行動は識別の道から掛け離れており、劣質である。賞賛 
されたがる人は下劣で判断力に欠けた愚者である。それ故にアルジュ 
ナは平らかな心を養う知識のヨーガにおいて救済を求めるように忠言 
される。精魂は、欲望に応じて報いられていても、これらの果報を楽 
しむために身体を着ける必要とする。去来や生死の過程が続く限り、 
最終的な救済はどのようにして可能であろうか。赦罪は情念から完全 
に解放されたものであるゆえ、求道者はそれを求めるべきではない。 
求道者が報われるかどうかを考えながら何かを取得する場合、彼の崇 
拝は中断されることになる。それならば、なぜ求道者は神に向かって 
瞑想しつづけるべきだろうか。このとき、求道者は迷妄の世界に入り 
込む。ヨーガとは完全に平らかな精神のもとで行なわれるべきもので 
ある。 

クリシュナは知識のヨーガ （ジャー ナ • カルマ_サン ニャ ーサ ■ 
ヨーガ）をブツディ又はサーンキヤ■ヨーガとしても説明する。クリ 
シュナは知識のヨーガに関して『識別力』の本質から教示しようとし 
たことをアルジュナに示唆する。実は、知識のヨーガと無視行為の 
ヨーガはその心構えにおいてのみ異なる。具体的には、前者では行為 
における建設的な面と非建設的な面をきちんと検討したうえで進めて 
いかなければならないが、これに対して後者では平静が維持されなけ 
ればならないことである。このヨーガは平静と識別力のヨーガ（サツ 
トヴァ•ブツディ • ヨーガ）とよばれる。そして果報を求める人々は 
惨めな愚者となるゆえに、アルジュナは知識のヨーガにおいて救済を 
求めるように勧告されるのである。 
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50. 『平静をそなえた精魂は、この世で善業と悪業をともに捨てる。 

平静をそなえて行為することをヨーガといい、識別と平静の道に 

熟達するための行動が サマッ トヴァ • ヨーガである。』 

冷静な人は神聖なことも邪悪なことも捨て去り、両方から分離し 
た心構えでいる。アルジュナは知識のヨーガに従って精神の平安を維 
持するように努めるべきである。ヨーガは均衡のとれた行為をなすた 
めの技術である。 

行動には二種類がある。人々が仕事をこなすとき、その果報を求 
めることであり、果報がないときには、仕事をする意欲が起こらない。 
しかし、先覚者クリシュナはそのような行為は束縛であると考え、絶 
対神への崇拝のみが価値のある行為だと説く。本章でクリシュナが言 
及することは行為についてのみである。第3章の第9節でその定義づけ 
がなされ、第4章においてはその本質が詳述される。本節で示される 
のは、俗的習慣から自由となるための能力は、常に信仰心をもって行 
為をなし、その果報を求める権利を放棄することである。しかしなが 
ら、果報が何であるかに興味を抱くことは当然のことではある。それ 
でもやはり、無私行為が真正な道であることに疑問をもつ余地はない。 
無欲の求道者から出る精力は自分で行なう行為に向かって集中してい 
く。身体は神への崇拝のために作られたものである。そこで、行為と 
は決して中断してはならないことなのか、なされた行為が何かをもた 
らしてくれるのかどうかについて知りたくなる。この問題について、 
クリシュナは以下のように詳しく解明する。 


レ ii«4 I 



74 


ヤタルタ•ギ ータ 


51. 『平静と識別の道に熟達した賢者らは、行為から生ずる結果を捨て、 
生の束縛から解説し、患いのない境地に達する。』 

知識のヨーガを続ける賢者は行為により生じる果報を放棄し、生 
死という束縛からの自由を得る。このような人々は神と合一が実現さ 
れる、純粋で不滅の境地に成就する。 

知性のための精励として、ここでは3つに分類される。第一は知 
識の ヨーガ （第 31-39 節）がもたらすもので、神聖な富と至福である。 
第二は無私行為の ヨーガ （第 39-51 節）から生じるものは只 一つで あり、 
それは神との完全同化で、繰り返される恐怖の輪廻から解放されるこ 
とである。 ヨーガの ために詳言されている方法はこの二つだけである。 
第三は、他の数知れない方法で行動し、その行動が起因となって輪廻 
を何度も繰り返す無智な人々によってなされた行為をさす。 


アルジュナの直感力は三種の世界と神々にわたる権力の取得まで 
及ぶ。しかし、アルジュナはそのような権力を得るために臨戦すると 
いう気が起こらないのである。このとき、クリシュナは無私行為に 
よって絶対の境地に成就できるという真実の姿をアルジュナのために 
顕現させる。無私行為のヨーガは求道者を不死の境地に導いてくれる。 
それでは、どんな時点で人はこのような行為をなそうと決意するのか。 

52. 『あなたの知性が迷妄の汚れを離れる時、あなたは、聞くであろう 
ことと聞いたこととを厭うであろう。』 


アルジュナの精神、実はどんな求道者の精神も執着という泥沼を 
無事に横切った直後、子供や富や名誉に対する思いから完全に脱却し 
たとき、あらゆる束縛が消滅する。習得したことに応じて、行為のた 


牙 衔 r^crcqi [ 

% ㈣ Rici I 



第二章 


75 


めに不可欠な能力を培いつつ、聞くにふさわしことや放擲という考え 
に対して鋭い感受性を発揮するようになる。しかし、アルジュナはこ 
の時点では、聞くにふさわしいことを傾聴する準備がないので、彼の 
行動に影響を与えるような疑問は当然まだ生じない。クリシュナは次 
に同じような価値のあることについて解明していく。 

53. 『聞くことに惑わされたあなたの知性が、揺るぎなく確立し、三 

味において不動になる時、あなたはヨーガに達するであろう。』 

ヴエーダ 11 の教えに矛盾していることで完全に心が打ちのめされ 
ていても、アルジュナの精神が神への念想で専一となれば、それは不 
変で堅固となり、アルジュナは平静心を備えた知識のための能力を身 
に付けることになる。そして、アルジュナは不滅である絶対の境地、 
いわば完全なる平静の境地に成就する。これはヨーガにおける至上の 
地点である。クリシュナが指摘するように、確かにヴエーダのシュル 
ティの部分、つまり天啓による、聖なる儀式や祭祀に対する賛美歌や 
指示からなる部分に見られる、矛盾している禁忌事項は精神を混乱さ 
せる。多数の教訓があるにもかかわらず、人々が学ぶにふさわしい知 
識から遠ざかっていることは不幸な事態である。 

アルジュナは、動揺している精神を瞑想により安定させれば、不 
死の境地すなわちヨーガの絶頂に達することを教わる。聖者は無上の 
幸福の境地に入り、深遠な瞑想の状態で精神が不動且つ平静となる。 
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11. ヴエーダの第一部は「天啓聖典」 （シュル ティ）と呼ばれ、主に賛美歌や指示からな 
る。第二部は「知識」（スムリティ）として知られ、神（聖なる真実の最高の境地） 
の認識について語る ウパニシャツ ドからなる。 
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そこでアルジュナはこのようなな聖者の本質について知りたくなり、 
クリシュナに次のように問う。 

54. 『アルジュナはだずねた。ークリシュナよ、智慧が確立し、三昧 
に住する人の特徴はいかなるものか。叡智が確立した人は、どの 
ように語り、どのように坐し、どのように歩むのか。』 

疑念を捨てた精魂はサマディの境地、あるいは瞑想すべき唯一の 
対象である最高精神に対する思いによる完全合一の境地にある。始ま 
りも終わりもない永遠の本髄と同化して平静のある識別力を得た人は、 
最高精神の本質に基づく深遠な膜想の境地にいるといわれている。ア 
ルジュナはこのような瞑想における平静心を備えた人の能力について 
クリシュナに尋ねる。すぐれた賢者はどのような話し方をし、どのよ 
うに座り、どのような足どりで歩くのか。アルジュナはこのように四 
つの質問をする。そこでクリシュナは以下のように答える。 

55. 『聖パガヴアットは告げた。一『アルジュナよ、意（こころ）にあ 
るすべての欲望を捨て、 g ら g 己においてのみ満足する時、その 
人は智慧が確立したと言われる』。 


すべての欲望を捨て去り、精魂の膜想を通じて満足感を知る人は、 
すぐれた識別力を備えた人であるとされる。この完成された真の自己 
というものは情念をすべて切り捨てることで感知することができる。 
真の自己にある無上の美を直感し、絶対の幸福を自分の中に見い出し 
た聖者は鋭い判断力を備えた人である。 
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56. 『不幸において悩まず、幸福を切望することなく、愛執、恐怖、怒 
りを離れた人は、叡知が確立した聖者と言われる。』 

物的で偶発的かつ俗的な悲哀に惑わされない精神のある人、また 
身体的享楽を求めず、情念や不安や憤怒という感情を抑制している人 
は最高の境地に達した聖者かつ真の識者である。次に、クリシュナは 
聖者としての他の能力について指摘する。 


57. 『すべてのものに愛着がなく、種々の善悪のものを得て、喜びも憎 
みもしない人、その人の智慧は確立している。』 

愛着を捨て、幸や不幸という観念にとらわれない人は英知あふれ 
る人である。精魂を神の存在へと導くことは幸運なことであるが、そ 
の一方で物質界の誘惑へと精神を向かせようとすることは不運なこと 
である。英知の持ち主は好環境において過度に喜悦することもなく、 
災難が起こってもそれに不満を抱くこともない。なぜなら、成就する 
のにふさわしい対象は彼と異なるわけでもないし、また彼の精神的な 
純粋さを汚す邪悪なものも存在しないからである。すなわち、このよ 
うな賢者はこれ以上努力する必要がないということである。 

58. 『亀が頭や手足をすべて収めるように、感官の対象から感官すベて 
収める時、その人の智慧は確立している。』 

四方八方から五感を引き戻し、亀が手足を甲羅に隠すように抑制 
すれならば、その精神は強靱である。しかし、それは真の強靱さがあ 
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るとはいえない。亀は危険な状態ではないと感知した途端、手足をま 
た伸ばす。それと同様に、強い精神力のある賢者が五感を抑制したあ 
と、すぐにまた自由に使って、享楽にふけるというのか。 

59. 『感覚的な快楽の対象から感官を引き戻した人にはこれらの対象が 
消滅してもその味（欲）は残る。しかし識別力を備えた人なら神 
を認識することで一切の欲が全滅する。』 


感覚の対象は拒否されると、感覚機能は作用しなくなるのでその 
対象は消滅するが、欲望はまだ消えない。そして、愛着という感情が 
残っている。しかし、無私行為をなすヨーガ行者の情念は神という絶 
対的真実を認識することで消滅される。 

先達者または悟りを開いた聖者は亀のような真似はしない。五感 
の作用が一斉に停止されたとき、前世から伝えられた作用と印象（サ 
ンスカーラ）は最終的に消える。従って、その五感は二度と機能しな 
いことになる。無私行為が習慣的になると神を感知するので、いわゆ 
る快楽の対象への愛着が消滅する。気力は瞑想の際立った特徴となる 
ことが多い。気力が求道者から感覚の対象を排除する。しかし、この 
対象についての思考は残っている。つまり、この愛着が消えるときは 
神を直感したときのみであり、それ以前にはありえない。なぜなら、 
この段階以前では、物質が完全に消滅しないからである。 

これに関連して、私が最も敬愛する恩師シュリー • パラマナーン 
ダ • ジ氏は先生ご自身の生活を通して体験した出来事をよく例示され 
た。先生が出家しようとしたちょうどそのとき、天界から3つの声が聞 
こえたという話である。我々のところには届いたことがなかったので、 
なぜ先生お一人にだけ天からの声が届いたのかという質問をしてみた 
ことがある。先生はまず最初は自分の耳を疑ったと答えられた。しか 
しその瞬間、先生は7回目の輪廻においてご自分が苦行者であったこと 
を感知されたのである。最初から4回目の輪廻の間、先生は高徳者の着 
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る服を身にまとい、額に白檀ペーストのしみをつけ、体には灰を塗り、 
苦行者の水筒をもって放浪していた。そのときの先生はヨーガを知ら 
ずに暮らしていたのである。それに続く 3回の輪廻では、彼のような精 
魂にふさわしく真の聖者としてヨーガの道が開いていた。最後の輪廻 
では、ほとんど最終的な解脱が近づき、最後を迎えられた。しかし、 
わずかな欲望がなお残っていた。先生は外向的である身体をしっかり 
と管理されたが、このような情念が消えなかったのである。このよう 
なわけで、先生はもう一度生れ変わったのである。そして、今回の限 
られた時間内の輪廻において、神は先生の情念をすべて取り去り、平 
手打ちを二回鳴り響かせ、いわば全光景と全音響を授けた。そして先 
生は本当の修行僧（サドウ）となった。 

クリシュナが、五感が感覚の対象に反応することを抑止するとき、 
感覚の対象とのつながりが消えるが、その対象に対する欲望から離れ 
るのは、瞑想により真の自己が神と同一的であることを感知するとき 
に限る。だから我々はこのように認識できるまで行為を続行しなけれ 
ばならないのである。 ゴスワミ _トユルシ ダース 日く、 「初めのう ち 
は情念というものが精神にあるものだが、神への献身的な信念がそれ 
を払いのけてくれる」。 

クリシュナは感覚の対象から五感を引き離すことがどれほど困難 
であるかについて以下説明する。 

60-61. 『実にアルジュナよ、賢明な人が努力しても、かき乱す諸々の 
感官が、彼の意を力ずくで奪う。すべての感官を制御して、専心 
し、私に専念して坐すべきである。感官を制御した人の智慧は確 
立するから。』 
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かく乱する五感は識別力のある積極的な心を強奪し、強靭な精神 
を緩ませる。アルジュナは、 ヨーガの 精神に基づき五感を完全に抑制 
して、神の権化であるクリシュナに救済を求めるべきである。なぜな 
ら、強靭な心は五感の機能を抑制した人にしか宿らないからである。 
ここで ヨーガの 達人クリシュナは、行為をなすことが人間の本分であ 
るという精神的な探索の要素である崇拝を行なううえでの留意点につ 
いて説明する。抑制と禁制のみで五感を完全に制止できるはずはない。 
そして、五感の完全制止に加えて、念願の神への不断の熟考がなけれ 
ばならない。クリシュナの切言にあるように、これが備わってないと、 
物質的対象である邪悪なことに心を奪われてしまう。 

62『人が感官の対象を思う時、それらに対する執着が彼に生ずる。執 
着から欲望が生じ、欲望から怒りが生ずる。』 

愛着という感情は、感官の対象にまだ関心を示す人の心に存続し、 
愛着が欲望を生む。欲望が満たされないとき、そこに憤りが発せられ 
る。では、この憤りから一体何が生じるのか。 

63. 『怒りから迷妄が生じ、迷妄から記憶の混乱が生ずる。記憶の混乱 
から知性の喪失が生じ、知性の喪失から人は破滅する。』 

憤りから生じるのが混乱と無智である。そして、永続性と一時性 
の差異に対する識別力も消失される。アルジュナがそうであるように、 
混乱は記憶を不確かなものにしてしまう。クリシュナは、このような 
精神には、なすべきことが一体何であるかという判断をするのに十分 
な能力が備わっていない状態であると説く。記憶が混乱すると、求道 
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者の献身的な心は弱まるだけでなく、識別力も喪失されるので、求道 
者は神との合一へ■の道から逸脱してしまう。 

ここで、クリシュナは感覚的な対象への関心をなくすよう努める 
ことが重要であると強調した。求道者は常に、言葉であれ、形であれ、 
化身であれ、住処であれ、神との合一を可能にさせる糧に関心を向け 
るべきである。崇拝の規律が緩んでくると、そのような心は感覚的な 
対象に引っ張られてしまうのである。このような対象を考えるだけで 
愛着が生じ、そこからまた欲望を生み出すことになる。この欲望が満 
たされない場合には、さらに怒りが生じる。そして遂には無智が識別 
力を奪い取る。無私行為のヨーガは知識のヨーガともいわれるが、そ 
の理由は求道者の精神に欲望というものが入り込んではならないとい 
う前提のもとでなされることにある。結局、本物の果報というものは 
存在しない。欲望の到来は智恵に対して有害である。それゆえに確か 
な熟考が必要である。神について考える事を習慣にしない人は、真の 
幸福と栄誉を知るための正しい道から外れてしまう。しかし、ひとつ 
だけ慰めがある。崇拝の鎖は部分的に壊れることがあっても、完全に 
破壊されることはない。崇拝の喜びを経験したことがある人が再開す 
れば、 

中断してもまたそこからやり直せばよいのである。そして、これ 
が感覚的な対象に愛着をもつ崇拝者の宿命なのである。それでは、精 
神管理を習得した求道者の宿命はどうであろうか。 

64. 『愛憎を離れた、自己の支配下にある感官により対象に向かいつ 

つ、自己を制した人は平安に達する。』 





82 


ヤタルタ•ギ ータ 


精神の向上をする方法を知る聖者は真の自己と最高精神の同一性 
を直感した人であり、五感の抑止を実現し、どんな感覚の対象があっ 
ても惑わされることがないので、至福の境地に成就する。このような 
聖者は禁制を必要としない。さらには戦いや自己防御も不要となるゆ 
え不幸であることもなく、熱望すべき対象がないので、好ましいもの 
も非存在となる。 

65. 『平安において、彼のすベての苦は滅する。心が静まった人の知性 
は速やかに確立するから。』 

すべての悲しみは非永続的な世界とその対象物に宿っているが、 
無上の栄誉と神の恩恵を授かると、どんな求道者もこのような悲哀か 
ら解放され、識別力が確実に高まっていく。以下、クリシュナは、神 
聖な境地に到達しなかった人の宿命について詳言する。 

66. 『専心しない人には知性はなく、専心しない人には膜想（修習）は 
ない。瞑想しない人には寂静はない。寂静でない者に、どうして 
幸福があろうか。』 

瞑想を行なわない人は、知性を養う無私行為をする能力が備わっ 
ていない。また、神経が衰弱している人には遍在する純粋精神への信 
愛が欠けている。真の自己と絶対神への認識なしでは、怒りを静める 
ことは当然のこと無理である。心の平安を知らない人はどのように幸 
福を感知できるか。献身の対象と熟考による知識がないならば、献身 
があろうはずもない。また、献身のないところには平安もありはしな 
い。そして、心が乱れているならば幸福を感知するはずもなく、永遠 
で不変の最高の境地に達することもできない。 
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67. 『実に、動きまわる感官に従う意は、人の智慧を奪う。風が水上の 
舟を奪うように。』 

風に吹かれて目的地から離されていく舟のように、精神的な探索 
や訓練を行なわないならば、感覚の対象間で動き回る五感の囚人とな 
る。 それゆえに神への帰依心を決して忘れないことが大基本で ある。 
クリシュナは行為志向型の行動の重要さについて以下詳述す る。 

68. 『それ 故、 強腕の持ち主（アルジュナ） よ、 すべて感官をその対象 
から収めた時、その人の智慧は確立する。』 


感覚の対象に揺らされることなく五感を制止する人はすぐれた賢 
者である。「腕」は行為する場に対する物差しである。神は非顕現で 
あり遍在しているが、「強腕の持ち主（マハーバフ）」とよばれてい 
る。神との合一を実現する人、または神的性質を備えた人や神の栄光 
への道を歩んでいる人は同様に「強腕の持ち主」である。この表現は 
クリシュナとアルジュナの別称として用いられる。 
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69. 『万物の夜において、自己を制する聖者は目覚める。万物が目覚 
める時、それは見つつある聖者の夜である。』 

超越した精神は不可視であり不可解であるゆえに、万物にとって 
は暗闍のようなものである。確かに暗闇みたいな存在ではあるが、鋭 
い精神力をもつ人には全く別の存在となる。なぜなら、このような人 
は無定形なものを見たり、超理念的なものを識別したからである。求 
道者は五感の抑制、すなわち心の平安と瞑想により神へ近づく方法を 
見つける。従って、神を心から崇拝する人にとって、毎日生き物を惑 
わす俗的享楽は暗闇といえるわけである。個我（個人的自己）と大我 
(宇宙的自己）を見極める聖者は欲望を一切切り捨て、神との対面を 
実現する。このように神は世間に臨在するが、そこでは触れることが 
できない。次は、このような聖者に対するクリシュナの説言である。 

70. 『海に水が流れこむ時、海は満たされつつも不動の状態を保つ。 
同様に、あらゆる欲望が彼の中に入るが、彼は寂静に達する。欲 
望を求める者はそれに達しない。』 


満水で不変の海洋は激しく流れ込む河川のすべてと融合するが不 
動のままである。これと同様に_己と最高精神との同化を認識してい 
る人はどんな場合でも正しい道から逸脱することなく俗的な快楽をす 
ベて吸収する。このような人は快楽的満足を欲するのではなく、最高 
神との合一という至福の境地に達する道に専念する。 
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河川の激流で収穫物、人間、動物、建物などが破壊されることは 
あるが、そのような河川の多くが一度に海に流れ込んでも海抜高度は 
変化しない。これらの河川は海に合流するに過ぎないのである。これ 
と全く同様に、真実を悟った聖者が感覚的快楽という嵐に見舞われて 
も、その嵐は聖者に吸収されるだけであり、聖者にとっては幸福にも 
災難にもならない。信仰者の行為は善でも悪でもなく善悪を超越して 
いるのである。神を認識している精神は統一且つ調和されており、神 
聖な特質だけで満たされている。このような精神が、何かの影響で動 
揺したりすることがあり得るのか。本節では アル ジュナのいくつかの 
質問にクリシュナが答えているが、具体的には真実を知る聖者の特質 
から始まり、聖者の語り方や座り方や歩き方についてまでが問われる。 
全知者クリシュナはく海〉というただ一語を用いて答弁している。聖者 
というものは、まさに海洋のごとくである。海洋がそうであるように、 
聖者は規定に束縛されていない。いかに座るべきか、いかに歩くべき 
か、このような淀は聖者には不要である。聖者といわれる人達は自制 
力にすぐれているので、無比の平安に達する。快楽を欲するものには 
平安はありえない。 

71. 『すべての欲望を捨て、願望なく、 「私のもの」という思いなく、 

我執なく行動すれば、その人は寂静に達する。』 

あらゆる欲望を断ち切った人々の行為は自我意識のないもとでな 
される。従って、このような人々はそれ以上進む必要のない完全なる 
平静の境地に到達する。 
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72. 『アルジュナよ、神を認識した人の寂静の境地はこのようなもので 
ある。この境地に達っすると、すべての誘惑が抑止され、不動の 
信仰心を持って、死を迎えた後でも引き続き自己と神の合一によ 
る歓喜の境地に存ずる。』 

このように神と対面した人はその境地に達する。世俗的な対象と 
いう河川が五感の抑制力と神を直感する能力を備えた聖者のような海 
洋に合流する。 

ギーターの大義は第二章に集約されていると考える人達もいる。 
しかし、行為（カルマ）の含蓄を完全に解明するにあたり、単に過程 
を列挙するだけでは十分ではないので、本章ですべてが集約されてい 
るとはいえない。本章でクリシュナは、俗世間的な足かせからアル 
ジュナが解放されるのに必要な無私行為についての教えを傾聴するよ 
うにと言説している。アルジュナは行為する権利を有するが、その果 
報を求める権利はないのである。さらに、行為する上で不断の献身が 
求められている。アルジュナは常に行為をなすための心の準備がなけ 
ればならない。このような行為を行なうことで、アルジュナは真の自 
己と神という無上の知識を確保し、完全なる平安の境地に達する。し 
かし、クリシュナは行為が何であるかについて具体的には言及してい 
ない。 

実は、一般に知られている「識別力のヨーガ」と称されるこの部 
分はひとつの章ではない。ギーターという叙事詩のうち、この部分は 
評論家が創作したものである。しかし、この事実は驚くべきことでも 
ない。なぜなら、ある作品に対する解釈力は我々自身の理解力による 
からである。本章では既述のとおり行為のもたらす利点について詳述 
されている。また、クリシュナは行為をなすうえでの留意点をはじめ、 
真の自己と神という知識を感知した聖者の特質について指摘すること 
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でアルジュナを目覚めさせ、さらにアルジュナの幾つかの疑問につい 
ても答弁した。真の自己は永久不変である。実在を知るためにアル 
ジュナはこのことを悟るように勧告される。この知識を確保する方法 
は二つあり、それは知識のヨーガと無私行為のヨーガである。自己能 
力の慎重なる再検討と自己決定の次になすべき行為を行なうことが知 
識のヨーガであり、その一方、最高神に帰依してなすべき行為に専念 
することは信愛のヨーガ（パクティ■マルガ）としても知られる無私 
行為のヨーガである。無上の解放に導くこの2つの方法について、ゴ 
スワミ_トュルシダースは、「私には息子が二人いる。長男は識別力 
のある人間である。しかし、次男はほんの子どもであるが、忠実な下 
僕のように私に献身し、ひたすら崇拝することしか望んでいない。長 
男は自分の能力を発揮し、次男は一心に私に帰依する。しかし、両者 
はともに同じ敵を倒すために戦わなければならない。その敵とは激情 
と憤怒である」と言説した。 

この点について、クリシュナは信仰する方法には二種類があるこ 
とを述べている。ひとつは知識の道（ジャーナ•マルガ）であり、も 
うひとつは信愛の道（パクティ•マルガ）である。無私行為の帰依者 
または行為者は神に救済を求め、信愛を失わずに自分が選択した道を 
続行する。それに対して、知識の道を歩む人は自分の知力に自信があ 
り、企画における損失及び自分の能力に対する評価を正しく行なうこ 
とができる。しかし、どの道を選んでも、その過程における敵は同一 
であり、目的はたった一つしかない。知識の道においても、信愛の道 
においても、どの求道者も必然的に同じ難問に遭遇する。つまり、そ 
れは憤りや欲望やその他の不信心なことである。どの求道者も欲望を 
放棄しなければならない。しかも両方の道でなすべき行為は同一であ 
り、たったひとつである。 
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従ってシュリー.スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド • パガヴアット_ギータに基づいてヤタルタ ■ 

ギータの第二章『行為への関心』が終りました。 

ハリ ーオマータター サタ 
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第二章において、クリシュナはアルジュナにこれまで説いた知識 
というものは知識のヨーガに関するものであると告げた。つまりアル 
ジュナが戦うべきであるという知識のことだが、この知識以外の知識 
とは何か。アルジュナは、勝者となったとき最高の境地に達すること 
ができ、敗者となっても天界で信心深く生存していくことができる。 
成功を掴んだ勝利には何もかものすべてが存在し、敗北したとしても 
善良さが残る。結果を問わず多少なりとも得るものがあり、何かを 
失ったりすることはありえないのである。そしてクリシュナは、アル 
ジュナを行為への強迫観念から解放させる無私行為のヨーガに関連づ 
けて、同じ知識について言明したうえで、そのヨーガの特質とそれを 
行う際の留意点にっいても熱心に説いた。行為に対する果報を求めず 
に、アルジュナが行為そのものに専念し続けるとき、行為の束縛が解 
かれて自由の身となる。ただし、無私行為のヨーガにおいて、アル 
ジュナが忘我の境に入っていなければ行為から解放されることはない。 

そこでアルジュナは、知識のヨーガのほうが無私行為のヨーガよ 
りも気楽で親しみやすいし、もっと優れた方法であるとさえ考えた。 
そしてアルジュナは、なぜクリシュナが親類縁者殺しという恐ろしい 
行為を促す無私行為の道を_分に勧告するのかを知りたかった。この 
ような疑問が生じることは当然である。誰しも二つの道のどちらかを 
選択しなければならないとき、やはり危険が少ない安全そうな道を選 
ぶだろう。もし、我々にこういった問いかけがないなら、精神的な探 
求を行う真の求道者とはいえない。さて、ここからはクリシュナに向 
かって、アルジュナが問いかける。 
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1. 『アルジュナはたずねた。ージヤナールダナよ、もし行為より知 
性が優れていると考えられるなら、何故あなたは、私を恐ろしい 
行為に駆り立てるのか。』 

クリシュナの別名「ジヤナールダナ」は慈悲深い人をさす言葉で 
ある。アルジュナは、過酷な道を選ぶように勧める理由をクリシュナ 
が明かしてくれると期待している。アルジュナは、行為する権利のみ 
が与えられ、その行為の果報は一切放棄するという道の厳しさに驚愕 
する。さらに、この道を行くには固い信念をもち、きわめて従順かつ 
専一でなければならないのである。 

クリシュナは、知識のヨーガという道に従えば、勝者であるとき 
最高精神に達し、敗者となっても神聖な人生が得られるとアルジュナ 
に約束したではないか。そのうえ、アルジュナは損益に対する正しい 
判断を下し、その道を進み続けなければならない。アルジュナは無私 
行為よりも知識のヨーガのほうが始めやすいと考え、クリシュをナに 
以下問う。 

2. 『あなたは錯綜した言葉で私の知性を惑わすかのようだ。それ故、 
私が至福を得られるような道がどちらか、きっぱりと教示してほ 
しい。』 

確かにクリシュナはアルジュナの意志薄弱を払拭しようとするが、 
クリシュナの言葉が却ってアルジュナの疑念を強める。そこで、アル 
ジュナは精神的負担から自分を解放してくれる道を明白に教えてくれ 
るようクリシュナに請う。以下、クリシュナの答弁である。 
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3. 『聖パガヴアットは告げた。一罪なき友（アルジュナ）よ、この 

世には精神的な立場には二種があると前に述べたが、それは知識 

のヨ ーガに従う聖者の立場と、無私行為の ヨ ーガに従う帰依者の 

立場とである。』 

ここで用いる「前に」という言葉に、黄金時代または 
トレーター 1 時代というような既往の時（ユガ）という意味は含蓄さ 
れていない。従って「前」とは、クリシュナが二種の道を説いた第二 
章をさしている。そして、知識のヨーガは賢者のための道であり、無 
私行為のヨーガは神との合一を最終目的として行為に専念する帰依者 
のための道である。双方には、行為をなすという共通要素があり、行 
為は大基本となっている。 

4. 『人は行為を企てずして、行為の超越に達することはない。また単 

なる行為の放擲のみによって、絶対の境地に成就することはな 

ぃ。』 

我々は行為から逃れることができない。無為によって行為を超越 
した境地に成就するのは不可能であり、また行為をただ放棄するだけ 
で神聖な境地に達するはずもない。それ故知識のヨーガと無私行為の 
ヨーガのどちらを選択しても、アルジュナは行為を企てなければなら 
ないのである。 

この時点で通常、求道者というものは神という目的までの近道を 
探し始めるか、あるいは神への道を断念しようとする。ここで注意す 
べきことは、我々が無為者となることですぐに「無私行為をなす者」 
になれるとい考えは実に短絡的であり、誤謬であるということである。 



flKSqMI ^PniHl 1^1 I 

l . ヒンズー教の思想では、サティヤ、トレーター、ドウヴァーパラ、カリとよばれる 
四つの世期（ュガ）が存する。サティヤは黄金の時代、カリは鉄の時代として知ら 
れている。 
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このような誤解が生じやすいので、クリシュナは行為を始めずに行為 
を超越した境地に達することがないと断言している。善悪の行為が完 
全に停止された時点、それが確かに「行為の超越」という境地であり、 
これは行為を通してのみ実現できることである。求道者の中には、す 
でに知性と識別力が備わっているので選択した道において行為を企て 
る必要がないとこじつけて、無為者となる心得違いの人達がいる。こ 
のように思い違いして、行為を放擲する人々は全く愚者であるといっ 
て過言ではない。なすべき行為を放擲することは、神との合一を実現 
させる道から逸脱することにしかならない。 

5. 『実に、一瞬の間でも行為をしないでいる人は誰もいない。プラク 

リ ティ （根本原質）から生ずる要素（ダナ）により、人が行為をな 
すことは必定である。』 

根本原質から生じた三ダナは人間に行為を強いるので、行為せず 
には生命を維持することが不可能である。自然界と三ダナがある限り、 
我々は皆、行為というものに束縛されている。 

クリシュナは第四章第33節及び第37節において、行為というもの 
が完全に停止されると、最高の知識に吸収されると述べる。この知識 
は、どのように真の自己を認識して、最高精神と同化するかを教える 
真実を直感させる瞑想で得られるものである。そして、このような知 
識の炎はあらゆる行為を完全に抑止させる。ヨゲシュヴァーラ（ヨー 
ガの達人）の言説の真意とは、ヨーガの行為が物質界の三要素を超越 
したとき、また神性を帯びた自己を膜想により確かに直感し、その自 
己が神と同化したとき、行為のすべては静止するということである。 
しかしながら、このような定められた任務が完遂されないうちには、 
行為が静止されることもなく、我々が行為から解放されることもない。 

6. 『運動器官を制御しても 2 、思考器官（意）により感官の対象を想 
起しつつ坐す心迷える人、彼は似非業者といわれる。』 


味耶^ |fb| 办叫マ抑诗 iH 州 

I mi I ft 知 i 切 k: 丨 I 琴 11 

2. この 句は暴力、 つまり 身体の運動に より 心を制御し ようとする 間違ったハタ • ヨー 
ガを さすが、 ハタ • ヨーガでは、片足立ちで両腕を持ち上げ、煙を吸引 するという 
ように、 身体に無理な負担を かけるので、このように 呼ばれて いる。 
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ハタ ■ ヨーガに 従って、力ずくで感覚器官を抑制 させつつ、 快楽 
的対象に心を奪われている人はまさに無智であり、迷妄者かつ愚者と 
いえる。こういった実践方法が確かにクリシュナの時代にも広く普及 
していた。不当な方法を用いて感官の抑制を行う人々は、なすべき行 
為せず、 g 分達が完全無欠の賢者であると主張してきた。しかし、ク 
リシュナの見解では、そのような人々は巧妙な詐欺師である。知識の 
ヨーガと 無私行為の ヨーガの どちらを選択しても、我々は定められた 
行為を放棄してはならないのである。 


7. 『しかし、思考器官により感官を制御し、執着を一切捨て、運動器 
官により無私の行為を企てる人は優れている。』 

すぐれた人は感官を外側からではなく内側から制御するので、完 
全に無欲恬淡となって、なすべき行為を遂行する。しかし、定められ 
た行いは遂行すべきものであることを我々は理解したものの、その行 
いの本質を把握することは難しいことである。これはちようどアル 
ジュナの抱えている問題であり、それに対してクリシュナは以下解明 
する 

8. 『あなたは定められた行為をなせ。行為は無為より優れているから。 
あなたが何も行なわないなら、身体の維持すら成就しないであろ 

5〇 』 

アルジュナは、なすべき行為を遂行するように勧告されるが、こ 
の行為とは、他のあらゆる行動とは峻別している定められた任務（課 
題）のことである。無為とならずに必定の行為をなすことが望ましい。 
すなわち、定められた課題を遂行するならば、それがわずかな行為で 
あっても正しい道に従っているならば、我々は生死という恐怖から解 
放されることになる。それ故、なすべき行為という精神的義務を遂行 


W ob4ui：| 

含 ' 5 t i " 
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することは改善策である。無為の状態であれば、精魂が別の身体に移 
るという過程が不完全となってしまう。この過程とは通常「身体の維 
持」と解釈されるのだが、一体このように維持するとはどういう意味 
であるのか。我々は物体なのだろうか。内含されている自己、つまり 
精魂はプルシヤとよばれるが、このプルシヤは不滅であり身体的過程 
を作り出す。しかし、プルシヤには他にどんな働きがあるのか。衣服 
が擦り切れたなら、我々は新しい衣服に着替える。これと同様に、下 
等動物から進化の最高状態まで、ブラフマー神から最遠隔範囲に至る 
まで、この世は無常である。そして、精魂は下等•高等の万物が出現 
すると、未知の起源から物的過程を作り出してきた。行為は、この過 
程を完全なものにするものである。次の来世を迎える可能性がいまだ 
にあるならば、その過程が完了しているとはいえない。求道者という 
ものは、身体というものを媒体として物的過程の途中にいる状態であ 
る。このように、精魂が最終目的に達するとき、はじめて物的過程が 
完了する。真の g 己が神との合一を果たした後は、いわゆる輪廻とい 
う物的過程を辿る必要がなくなる。このとき、 g 己の古くなった身体 
の廃棄と新しい身体の引受けをつなぐ鎖が切れている状態となる。行 
為とは、プルシヤである真の g 己が物的過程から離れることを可能に 
させるものである。 

しかしながら、定められた行為が何かという点は解明されずにま 
だ残っている。次にその点に関する説明をクリシュナが始める。 

9. 『なすべき行為は、ヤジュニヤのためのにある。それ以外の行動は 

すべて この 世にある束縛がもとになっている。クン ティーの 息子 
(アルジ ュナ）よ、執着を捨てて定められた行為に専念せよ。』 

神への熟考、それが唯一行為といえるものである。すなわち、精 
神が神のみに集中することを可能にさせる祭祀のための行為で、それ 
が定められた行為というものを示す。クリシュナの教えでは、他の任 



3. シヴア、ヴイシュヌ、ブラフマーの3神からなるヒンズー教における三位一体のうち、 
最初の神で万物の創造を司るものとされる。 
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務（課題）はすべて世俗的な束縛になっている。このヤジュニヤとよ 
ばれる行為のみが真の行為であり、それを除く行為はいずれも奴隸的 
な行為である。ここで、クリシュナがアルジュナにすでに教示したよ 
うに、真の行為が俗世の邪悪な事物を追い払うということに気づくこ 
とは重要である。このヤジュニヤという課題を遂行することが行為で 
ある。アルジュナは執着を捨離し、なすべき行為をりっぱに果たすよ 
うに勧告されるが、物質界とそこに存在するものに無関心とならなけ 
れば遂行できるものではない。 

ヤジュニヤのための行動は行為である。ここで問題となるのは、 
このヤジュニヤという真価ある行為とは一体何かということである。 
この答弁をする前に、クリシュナはまずヤジュニヤの由来や、ヤジュ 
ニヤから得るものについて簡単な説明を行う。価値のある行為とされ 
るヤジュニヤの真意は第四章でのみ明示されている。クリシュナの教 
授法は、思惟的かつ丁寧な態度のもとで、解明すべき主題の趣旨を述 
ベ、行為をなす際の留意事項を指摘したうえで真髄について言及する 
ということは歴然である。 

さて、クリシュナは行為について別の角度から言説した。つまり、 
定められた行為と一般的に行為と称される行動との区別であり、いわ 
ば行為の真偽についてである。 

「行為」という術語は第二章で初めて用いられ、その特質と留意 
点についても既に指摘されている。しかし、この行為の本質に関して 
まだ明示されていなかった。第三章では、クリシュナはこれまで人間 
は行為なしでは生きられないと言明してきた。自然界に生存する以上、 
人間は行為せざるを得ない。しかしそれでも力ずくで感官を制止する 
人々はいるが、感官の対象は彼らの意識を離れることがない。そのよ 
うな人達は傲慢であり、また彼らの努力は無益である。そこでアル 
ジュナは、定められた行為をなすために感官を制御するように促され 
るのだが、具体的にどんな行為をなすべきかという問題が生じてくる。 
そして、それはヤジュニヤの遂行であると解明されるが、これは答え 
になっていない。確かにヤジュニヤは行為であるが、一体何なのか。 
クリシュナは本章においてヤジュニヤの由来と特質についてのみ言及 
し、真価ある行為の概念については第四章で初めて詳述する。 

この行為の定義をきちんと把握することは、ギーターを正しく理 
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解する手がかりとなる。人は誰しもさまざまな行為に従事しているが、 
それは真の行為とは異質のものである。農業、商売、あるいは地位の 
ある職業その他に携わることはいずれも単なる奴隸的行いでしかない。 
自称知性派という人達もいれば、その一方で筋肉労働に励む人達もい 
る。また、社会事業や国家に仕える人達もいる。こういった活動のた 
めに、これまで自己本位と公平無私という背景が作られてきたのであ 
る。しかし、クリシュナの見解では、それらはすべて行為として認め 
られるものではない。ヤジュニャを除く行動のすべては単に俗的な束 
縛の表れであって真の行為とはいえない。ヤジュニャの遂行は唯一無 
比の真価ある行為である。以下、クリシュナはヤジュニャの真意を説 
明する代わりに、その由来について詳述する。 

10. 『自己実現 4 という進路であるカルパ（劫）の初めに、創造神プラ 

ジャーパティはヤジュニャと共に人類を形成し、願望をかなえる 

ヤジュニャによって人類が繁栄するように定めた。』 

創造神ブラジャーパティ 5 はヤジュニャと人間を同時に創り出し、 
ヤジュニャによって人類が進歩するように説いたのである。このヤ 
ジュニャは永遠の神という真実を強く求める人類の願いを満たすため 
の行為として定められたもので、高運なものである。 

ヤジュニャと人類の創造主とは誰であったか。つまり、それはブ 
ラフマー神であったのか、またブラフマー神とは何なのか。四つの頭 
と八つの目がある神とされているが、本当にそうであるのか。クリ 
シュナによれば、神々のような生類は非有である。人類を出現させた 
根源である最高精神に達し、それと合一した聖者が「ブラジャーパ 
ティ」である。ブラフマー神とは、神知から生まれる智恵そのもので 
ある。この真実を知る瞬間、精神は単なる媒体と化する。そして聖者 
の話す声は神そのものとなる。 


4. カルパとは、一般に1000ュガ（時代）をあらわし、人間でいえば43200万年に相当するが、健康回 
復（カヤカルパ）のための治療過程の意味もある。ここで自己実現のための全過程をさす。 

5. ブラフマー神の別称と同時に、正しい苦行者という意味もある。また、聖者も「パティ」と呼ばれ、 
神かつ救世主でもある。苦行者は膜想の方法を定めたりもするので、君主のようであり、その弟子 
はいわば国民といえる。したがって、ここでいうプラジャパティとは神意を伝える人であり、完璧 
な人格をあらわす。 
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精神的な敬慕あるいは崇拝が開始されると、この智恵は確実に増 
大していく。この智恵は神知に由来するものであるから、ブラフマ 
ヴィットとよばれる。徐々に邪悪のインパルスが抑止され、神知によ 
る知識がさらに豊かになると、この智恵はブラフマヴィットヴァール 
といわれる。そして、その智恵がもっと洗練されたならば、ブラフマ 
ヴィットヴァリヤンとして知られるようになる。この段階では、この 
ような神知ある聖者は求道者を精神的な向上への道に導く能力を得る。 
最も高度な智恵はブラフマヴィットヴァーリシュトといわれ、最高精 
神にある神聖なる力は壮大な滝の流れのように躍動的である状態をさ 
す。このような境地に達した人々は、人類の創造主である最高神の境 
地に入り、そこを住処とする。この境地にいる聖者は精神が媒体とな 
り、「ブラジャーパティ」とよばれる。自然界のさまざまな矛盾から 
分離することで、ブラジャーパティは神を崇拝する過程をいまだに認 
識していない自己を創り出す。精神と一致するヤジュニャを完成なも 
のとすることにより、人類が生まれる。人間社会以前は無意識かつ無 
秩序である。創造には起源がない。サンスカーラは常在しているので 
あるが、聖者たちがヤジュニャを完成なものにするまで、それ_体は 
無形であり、混乱状態にあった。ヤジュニャの要求に応じてサンス 
カーラを造形することは改善と崇拝のための行為である。 

このような聖者たちはカルパの初期（自己実現の過程）に人類と 
共にヤジュニヤを創造した。しかしながら「カルパ」という語には治 
療薬という意味もある。医者がこのような薬で治療を行えば、中には 
元気を回復する患者もいる。しかし、こういった治療は可滅の身体の 
ためにだけ役立つものである。真の治癒というものは世界の普遍的な 
病弊を除去することである。神への崇拝や敬慕に目覚めることが真の 
治療法である。 

このように最高精神に住する聖者は精魂とヤジュニャにふさわし 
い形を与え、人類がヤジュニャの習慣により繁栄することを教示した。 
ここでいう繁栄とは、粘土からなる家屋を煉瓦づくりの大邸宅に変え 
るというような意味ではない。また、金運が強くなるということを約 
束するわけでもない。聖者たちはヤジュニャというものが神への熱望 
を満たす手がかりとなることを人々に気づかせようとした。しかし、 
ヤジュニヤを行えばすぐに神の境地に成就することができるのか、そ 
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れとも段階を踏まなければならないものかという質問が必然的に起 
こってくる。さらにブラフマー神は以下のように説いた。 

11. 『ヤジュニヤにより神々を敬慕せよ。そして、神々は汝らを繁栄さ 
せ、いつしか至福の境地へと導くであろう。』 


ヤジュニヤにより神々を敬慕することは神聖なインパルスを強化 
させることになる。そして、これは神々が求道者を繁栄させることに 
つながる。相互の力が増大していくと、最終目的である無上の境地に 
成就し、絶対の幸福を知る。ヤジュニヤ（崇拝の方法としてのヤジュ 
ニヤについては後述）の状態に深く浸透していくほど、精神の神的性 
質が強まっていく。最高精神とは唯一神であり、神を知る手がかりと 
なるインパルスという富は最高の境地に成就するために必要な「神聖 
な宝庫」である。これは、石の塊や水など一般的に想像される神々で 
はなく神的な富裕を示す。クリシュナの言説によれば、このような 
神々は非有である。 

12. 『実にヤジュニヤにより繁栄させられた神々は、汝らに望まれた享 
楽（食物）を与えるであろう。神々を敬慕せずに与えられたもの 
を享受する者は、盗賊と同じである。』 

ヤジュニヤを通じて得て蓄える神聖な富が敬神するという喜びを 
我々に与えてくれる。また、これ以外に崇高神に達する道はない。正 
義のインパルスである神聖な富を捧げずにこの境地を享受しようとす 
る者は確かに詐欺師である。何も得ることがないとき、そのような求 
道者は何を享受できるのか。詐欺的行為者は、真髄を知る賢者と同様 
に自分も完全に悟りを啓いたかのように自己主張するが、正しい道を 
知らずに傲慢に振舞う盗賊といっても過言ではない。それでは真の達 
成者は何を得るのだろうか。 


ミ CHI I 

IKMcULW^ 11 ミ父 11 

I I ミマ " 
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13. 『ヤジュニャの残り物を食べる賢者は、すべての罪悪から解放され 
る。しかし、身体維持のみを目的として調理する愚者は罪を食べ 
るしかない。』 

ヤジュニャに由来する食物を摂取して生きる人々はあらゆる罪障 
から解放される。神聖な富が増大する方法において達成した瞬間が成 
就の瞬間といえる。ヤジュニャが完成したとき、残されたものは神そ 
のものである 6 。つまりこれは、クリシュナがこれまで別の表現で述べ 
てきた内容と一致している。具体的にはヤジュニャにより生じたもの 
に満足する人は最高精神と合一するという意味となる。ヤジュニャか 
ら生ずるマナのような天与物に満足する聖者は罪障のすべてから解放 
される。換言すれば、生死という束縛が解かれるということである。 
聖者とはこのように自由を得るために食するが、愚者は執着の媒体で 
もある身体を維持するために食物を摂取する。しかもそれは罪悪とい 
う食物である。愚者は崇拝の道を知り、ほんの少し祈祷歌を捧げたと 
しても、すぐに身体や愛着する対象のために何か収穫がないかと貪欲 
になってしまう。そして、欲望しているものを手にする可能性も少な 
くはない。しかし、このような「喜び」を手にした後、自分が再び精 
神的な求道の振り出しに戻ってしまったことに気づく。これよりもさ 
らに大きな損失がありうるのだろうか。身体は可滅であるのだから、 
快楽というものはどのぐらい継続するというのか。崇敬なものを無視 
している人々は罪障しか得ないのである。 

そのような人達はたとえ滅びなくても、正しい道を進んでいくこ 
ともない。こういうわけで、クリシュナは無我状態でなされる行為 
(崇拝）に重点をおいて教示する。これまでクリシュナはヤジュニャ 
の実践は最上の栄光を与え、それが先達者である聖者の創造物である 
と説いてきた。しかし、なぜこのような聖者は人類の形成および改善 
を行うのだろうか。 

tiTil 沈叫 *^ | 

MIMI ^ 1^^ 11 

6. 食物とは最高精神が顕現する最も低次的な形態をあらわす。食物を神とする考えはウパニ 
シャッドからくる。ウパニシャッド • ブラシュナにある聖者ピッパラーダの言葉にあると 
おり、「食物はブラーナ（第ーエネルギー）であり、ライー（形相付与者）である」。食 
物から種子が生じ、種子から万物が生れる。ウパニシャッド■タットリヤによると、「自 
己であるブラフマー（神）からエーテルが生じ、エーテルから大気が生じ、大気から火が 
生じ、火から水が生じ、水から地が生じ、地から植物が生じ、植物から食物が生じ、食物 
から人間が生じる」のである。 
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14. 『万物は食物から生じ、食物は雨から生ずる。雨はヤジュニヤから 
生じ、ヤジュニヤは行為から生ずる。』 

15. 『行為はヴヱーダから生ずると知れ。ヴヱーダは不滅の最高精神か 
ら生ずる。それ故、遍在する永遠の神はヤジュニヤにおいて常在 
する。』 

森羅万象が食物から出現する。食物とは神であり、神の呼吸は生 
命である。人は神聖なるマナに専心するとヤジュニヤを求める。食物 
は雨からなる。ここで雨とは雲に由来するものではなく、恩恵の驟雨 
(しゅうう）を意味する。実践され、蓄えられたヤジュニヤは恩恵の驟 
雨となって表出する。今日の崇拝は翌日恩恵として我々に戻ってくる。 
ヤジュニヤが雨を作るといわれる所以は ここに ある。あらゆる神々に 
対して無差別に捧げ物をしたり、穀物や油の種子を燃やしたりすると 
雨が生じるというのであれば、なぜ功績と罪過というものが依然とし 
てあったのか。恩恵の驟雨である雨はヤジュニヤがもたらすものであ 
る。このヤジュニヤは行為により生じ、行為がヤジュニヤの成就を果 
たす。 

アルジュナはこの行為がヴエーダから生じるということを思い出 
すように促される。ヴエーダは神に宿る聖者たちの声である。一定の 
連詩や非顕現な真髄を詰込むのではなく、明確に理解することは 
ヴエーダと称される。ヴエーダは不滅の神から生まれた。ヴエーダの 
表す真実は偉大な精魂によって解明されてきた。そして、聖者の精魂 
は神と同化するので、不滅の神の意志は聖者を媒体として表明される。 
これはヴエーダが神聖なる源から発するといわれる所以である。すな 
わち、ヴエーダは神の産物である。神と同化している聖者たちは媒体 
にすぎず、彼らの役目は神の言葉を伝達することである。ヤジュニヤ 
によって聖者が無欲の状態に入ったとき、聖者にとって神は顕在的に 
なる。それ故、絶対の遍在者である永遠の神はヤジュニヤの境地に常 
在している。ヤジュニヤとは神に達するための唯一の方法である。そ 
こで、クリシュナはアルジュナに次のように告げる。 


II れ II n^Hirw^in 那 T II ^ II 

ウパニ シャッド. ブリアダラ ニャ クによれば、「リグ，ヴ エー ダやヤ ジュール • 
ヴエーダなどで伝えられた知識や知恵はすべて神の息吹きが感じられるものである」。 
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16. 『パルタ（アルジュナ）よ、神の産物であるヤ ジュニヤの 車輪 
(チヤクラ）をこの世で回転させず、感官による享楽から離れるこ 
とのできない愚者は無益な人生を送る。』 


人間として生まれながらも定められた行為をせずに、享楽の虜と 
なる罪悪者は低俗な行動をとる。また神を敬慕し、純粋精神の神的特 
質を知り不滅の境地に成就するという道を歩まない。このような愚者 
の人生は無益である。 

クリシュナは第二章において要約として「行為」と称したが、本 
章では定められた行為をなすことについて教示している。この行為は 
ヤジュニヤの実践である。これ以外になされることは俗的な人生の一 
部といえる。ヤジュニヤは無私の精神で実践すべきである。クリシュ 
ナはヤジュニヤの特質を説明し、ヤジュニヤが創造神の産物であるこ 
とを教示した。人類は本来ヤジュニヤと表裏一体のような関係にある。 
ヤジュニヤは行為から生じ、行為はヴエーダの教えによる神性から生 
じる。ヴエーダの教訓を受けた先見者はすぐれた聖者であり、このよ 
うな偉大な精魂から自我が消滅し、その結果残されたものは不滅の神 
のみであった。ヴエーダはそれ故に神に由来し、神はヤジュニヤにお 
いて常在している。人としてなすべき行為を無視して快楽に耽る者の 
人生は無価値である。このように、ヤジュニヤは感覚的な慰めのない 
行為であり、その実践では感官の完全な抑制が要求される。感官に振 
り回される人は罪障者である。しかしヤジュニヤの定義はこれでもま 
だ明白とはいえない。ここで、なぜヤジュニヤを常に実践すべきであ 
るのか、またヤジュニヤに終わりがあるのかという疑問が生じてくる。 
ヨゲシュヴァーラであるクリシュナは以下に言及する。 


两 yqfnn マ : I 
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17. 『だが、自己（アートマン）において喜び、自己において充足し、 

自己において満ち足りた人にはなすべきことがもはや何もな 
ぃ。』 

自己に内在する精魂に全く忠実である人は、自ら満足し、自分以 
外に必要となるものがなく、なすべきことさえ消滅する。結局、この 
満ち足りた自己実現が目的であった。精魂が非顕現で永久不滅の状態 
に達すると、探索すべきものは一切消える。このような求道者は行為 
も崇拝もなす必要がない。従って、精魂と神的_己と最高精神は同義 
といえる。これはクリシュナが繰り返し言説することである。 

18. 『このような成功者は行為により獲得する対象もなければ、無為に 
より損失する対象もない。そして何も求める必要がなく、完全に 
無欲である。』 

以前にあっても、今となってはこの成功者にとって損益の区別は 
なく、すべてが平等である。つまり、万物に対して自我意識を向ける 
ことがなくなる状態である。このような自己は安定しており、永遠か 
つ不変であり、顕現しない。この精魂の実在を知り、真の喜びを味 
わったとき、これ以上何を求めるというのか。また、この成功者の精 
神には、邪悪な何かに影響されるという性質が消えており、捨てると 
いう行為に対して少しの苦痛も起こらないのである。従って、外界の 
作用とは無関係となり、精神的切望は完全にガードされている。無上 
の真理を知ったならば、それ以上他に必要なことはないのである。 

19. 『それ故、無私の精神で常になすべき行為を遂行せよ。執着を捨て 
て行為をなす人は最高の精神に達する。』 
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執着のない人は、無私の行為により神の境地に達する。この境地 
に成就するために、アルジュナは無欲となり、自分に定められた行為 
をなすべきである。真価のある行為とは定められた行為と同じである。 
アルジュナに勇気を蛮い起こして、定められた行為をなすように、ク 
リシュナは次のように諭す。 

20. 『ジヤナカのような聖者たちは行為によって最終目的に成就した。 
神の定めに従って、行為をなすことがあなたの義務である。』 

ここでは「ジヤナカ」とはミテイラ王のことを示すのではなく、 
父親の別称であり、生命を与える者を示す。個々の精魂が最高精神と 
合一し、完全に自由の境地に成就するための道であるヨーガは、内在 
された精魂を発見かつ顕現させるものであるから、ジヤナカである。 
ヨーガに通ずる人々はジヤナカのような聖者といえる。多くの叡智者 
が最高精神に達するための行為により究極の実在を認識してきた。 

「究極」とは最高の精神が意味する奥義をきわめることである。ジヤ 
ナカのような偉大な聖者たちは、ヤジュニヤという行為を実践するこ 
とで究極の境地に達したのである。この成就を遂げた彼らの役目は世 
界の幸福のために貢献することである。つまり、人間社会の改善をめ 
ざして行為をなすわけである。やはりアルジュナも真理をきわめた優 
秀な導師となるのにふさわしいといえる。 

クリシュナは数節前に、認識の境地に入った偉大な精魂には行為 
による利益も無為による損失もないことを説いた。しかし、その際で 
も世界の利益やその秩序の保持を考えながら、定められた義務を果た 
すのに立派に取り組んでいく。その理由は次の節で説明される。 


21. 『すぐれた聖者が何かを行えば、他の人々はそれを目指して努力 
するものである。そして、手本を示されると、人々は律儀にも従 
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真の自己を認識し、自己において喜びと満足を知った人は行為に 
よって得るものもなく、無為によって失うものもない。しかし、その 
一方、ジャナカのようなすぐれた聖者や懸命に行為に従事している 
人々の示唆がある。次の節では、クリシュナは自分と他の聖者らを比 
較して、「私も彼らと同様に偉大な精魂である」と示唆する。 

22. 『パルタ（アルジュナ）よ、私には三界においてなすべきことは 
何もない。得るべきものはすべて得ている。しかも私は行為に従 
事しているのだ。』 

他のすぐれた聖者のようにクリシュナにもなすべきことはないの 
である。クリシュナが前にも言説したように、聖者たちは他の人のた 
めに行為する義務がない。これと同様に三界においてクリシュナがな 
すべき行為も何か得るべき対象もない。それでも、クリシュナは徹底 
的に行為をし続ける。 

23. 『パルタよ、私が孜々として行為に従事しなければ、私の道に従 
う者たちは中途半端な心構えで歩むことになる。』 

クリシュナがなすべき行為をいい加減に遂行するならば、彼に従 
う人々もまた努力せず志を曲げてしまう。それでは、クリシュナ 
(神）を目指して努力することは間違いであるということであろうか。 
クリシュナは自分が行為を怠れば、悪い見本になると自認している。 

24. 『もし私がきちんと行為をしなければ、全世界は滅亡するであろ 
う。私はヴァルナサンカーラ（混乱状態）を引き起こし、人類を 
滅ぼすことになるだろう。』 
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クリシュナがなすべき行為をわきまえていなければ、世界を破滅 
させるだけでなく、ヴァルナサンカーラをもたらし、全人類が滅びる 
結果となる。すぐれた聖者である人が、中途半端な瞑想を行えば、 
人々は彼に従い社会の堕落を起こさせる。聖者は、崇拝の行為により 
究極の境地に成就した人であるから、無為であっても彼にとっての損 
失はない。しかし、精神的探求の道を歩み始めたばかりの人々には当 
てはまらないことである。偉大な精魂はゆっくりと進む求道者のため 
の養成や指導に尽力する。クリシュナもこれと同様である。クリシュ 
ナが聖者であり真のヨーギンであったことは明白であり、他の聖者と 
変わらず世界の幸福のために努力を惜しまないのである。神を知る聖 
者が行為をせずにいれば、彼に従う人々もまたそれを手本として行為 
を放棄するだろう。普通の人々は、聖人が瞑想を行わないことを知れ 
ば、それを良いことに無意味な悪習に従い、風評など低俗なことに興 
味を抱くようになる。また、幻滅を感じて崇拝をやめ、邪悪な行為に 
走ってしまう。そんなわけでクリシュナは自分がなすべき行為をしな 
ければ、全人類の堕落とヴァルナサンカーラを引き起こすと言説する。 

アルジュナの見解では女性達が下劣な行為を起こすと、本質的に 
異なる階級の混合という有害な事態となる。第一章では、女性の不貞 
がヴァルナサンカーラを生じさせるという不安からアルジュナは当惑 
していた。これに対してクリシュナは論破し、ヴァルナサンカーラが 
生じる起因はそれではなく、なすべき行為に励まないことであると断 
言した。実際、神自体は自己にとって真のヴァルナ（特質）である。 
それ故に永遠の真理である神の存在に導く道を逸れることはヴァルナ 
サンカーラとよばれる外道行為である。神を認識する聖者が真価ある 
任務を思い止めれば、彼を見本とする人々は自分たちの任務を見失っ 
てヴァルナサンカーラの状態に陥る。従って、そのような逃飛行者は 
対立する三根本原質に束縛される。 

ぼさない。人は皆それぞれ自己の行為によって救われるのである。 
ハヌ マンを はじめ、ヴィヤサ、ヴ ァシシュッタ、ナーラ ーダ、 シュカ 
デーヴァ、 カ ビール、イエス•キリストなどの聖者たちがそれぞれの 
社会においてどんな評価を受けているかについては議論の余地がある。 
精魂は前世に得たすべての功績をもつ新しい身体を禳うことになる。 
クリシュナに よれば、精魂は古くなった身体を捨て、前世に感官の行 
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為による功罪をすべて維持したサンスカーラを備えた新しい身体に移 
る。精魂に付着するこのサンスカーラは新しい身体をつくる両親とは 
無関係であり、生みの両親は精魂の開展に何の影響も及ぼさない。 
従って、女性の不貞とヴァルナサンカーラの発生は相互に無関係であ 
る。最高精神への道を孜々と進む代わりに、自然界の対象物の間で分 
裂したり動揺したりすることがヴァルナサンカーラである。 

このような観点から、聖者が定められた行為をなしても、他の 
人々に行為することを勧説しないとき、聖者が人類破滅を決定づける 
因子となることがわかる。万物の源である不滅の神を認識することは 
生命を意味し、その一方で可滅である自然界の対象物に振り回される 
という外道行為は死滅を意味する。従って、聖者でありながら真価あ 
る行為をなす道へと人々を導かないならば、そのとき聖者は人類を破 
壊する者、いわば殺人者といえる。他の人々の精神が不統一で細分化 
しているかどうかを識別せず、また人々の関心がなすべき行為に向く 
ように尽力しないならば、聖者は人類を滅ぼす張本人といえる。そし 
て、このような聖者は暴力の権化である。真の非暴力主義とは、自己 
の純粋精神を磨き、それと同時に他の人々に精神的な向上の道を勧説 
することである。ギーターの教えるところは、非精神的な死は可滅で 
ある身体の変化を示し、このとき暴力は非有である。そこでクリシュ 
ナはアルジュナに以下のように説く。 


25. 『バラータ（アルジュナ）よ、愚者が行為に執着して行為するよ 
うに、賢者は世界の安泰のみを求めて行為すべきである。』 


無私の精神と超俗的な知識を備えた賢者は、利己的で無智な者が 
自分の幸福のために行為をする意欲をかきたてるために行為をなす。 
我々がヤジュニヤの道を知り、それを実践しても、なお無智であるか 
もしれない。神と我々が相互に少しでも離れていることがある限り、 
無智は存在する。この暗闇が広汎にわたっているとき、行為とその結 
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果に対する執着が存在する。無私で信心深い瞑想は無智で利己的な行 
動とひどく似通ってみえる。行為に無関心である人には執着というも 
のはありえない。また、これらの聖者は世界の幸福のため、また他の 
人々を正しい道に導くために行為をなすべきである。 

26. 『賢者は、行為に執着する愚者が知性に混乱をきたさないように努 
めるべきである。賢者は自分のなすべき行為に専心しつつ、愚者 
たちが神を感知する能力がもてるよう導くべきである。』 

精神が無智で固められている愚者たちは執着をもって行為をなす。 
神を認識する先覚者は愚者たちが精神的混乱を起こさないように、ま 
た愚者たちが行為によって彼らの信仰が薄くならないように注意すベ 
きである。最高の知識をもつ聖者の義務は、他の人々に定められた行 
為を行なう意志が起こるように勧説し、自らも実践を怠らないという 
ことである。 

筆者の敬愛する恩師は相当の高齢で午前2時に起床されていたが、 
自分が起きているということをまず咳払いによって求道者たちに知ら 
せたものだった。そして、「俗人たちよ、起きなさい。」と大声で呼 
んだ。我々が全員起床して、瞑想のために座するとき、先生ご自身は 
しばらくの間は横になったままであった。そして、また起き上がると、 
「私が眠っていたと思ったろうが、実は呼吸に集中していたのだ。私 
の体はもう年で弱っており、座るのは苦痛であるから横になっただけ 
である。しかし、若い人達はきちんと座って、油の一条が流れるよう 
な安定した呼吸で、余念なく瞑想し続けなければならない。すぐれた 
集中力が養われるまで絶え間なく瞑想を行なうことが崇拝者の義務で 
ある。私の呼吸は竹の若枝のように真っ直ぐで安定している。」と説 
いた。すなわち、導師は教訓よりも自ら実践している姿を示すべきで 
ある 8 。 




8. グル（高贵な導師）は教えを説くだけではなく、自身の生活態度をもって教説する。 
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このように、すべき行為に自ら専心し、帰依者たちを瞑想に取り 
掛かせようと努めることが聖者の義務である。帰依者は神への敬慕を 
忘れずに同じ方法で崇拝に専心すべきである。しかし、知識のヨーガ 
の実践者と無私行為のヨーガの帰依者のいずれも、瞑想を行なう際に 
傲慢さがあってはならないのである。次にクリシュナは行為者と行為 
の動機について言及する。 

27. 『諸行為はすべて、プラクリティ（根本原質）の要素（ダナ）により 
なされる。我執（自我意識）のある迷妄者は、「私が行為者であ 
る」と考える。』 

あらゆる行為は最初の段階から成就した瞬間まで、根本原質に 
よって果たされる。しかし、精神が虚栄心で汚れている人は自分は行 
為者であるといった尊大な考えをもっており、自分を正当化する。で 
は、神を崇拝する行為さえも根本原質によるということをどのように 
信じればよいのだろうか。クリシュナは要を得た説明をしている。 


28. 『強腕の持ち主（アルジユナ）よ、賢者は感官として作用する根本 
原質とそれにかかる行為は無関係であることをわきまえている。 
感官（ダナ）はその対象（ダナ）に対して働くと考えるので賢者 
は執着しない。』 


究極の真髄を認識した先覚者たちは根本原質と行為を識別する能 
力が ある。また、 この根本原質が放心状態で あり、 諸行為に無関係な 
ことを認識している。 

ここでいう「真髄」は、5 (または2 5) の要素（タツトヴァ） 
あるいは数えることのできる基本原理ではなく、最高精神をさす。ク 
リシユナの言葉によれば、神は唯一の要素であるので、他のものは皆 
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非有である。絶対神を住処とする聖者たちは根本原質を越えつつ、し 
かも根本原質の作用がもたらす行為の区分を知覚する能力を有する。 
無智（タマス）という根本原質が優勢であれば、不活発で理不尽な性 
質を示し、行為する意欲のない状態となる。激情（ラジャス）という 
根本原質が優勢であれば、崇拝という行為を拒否して、感覚機能の働 
きに任せて行為する。善良さや美徳（サットヴァ）という根本原質が 
優勢であれば、集中力、熟考力、行動力、思考の継続性、素朴さのあ 
る行為となる。いわば根本原質は可変的である。根本原質である三要 
素が決定する行為の善悪は知覚の鋭い聖者のみが識別できる。感官と 
その対象を手段として、この根本原質が活動を成就させる。しかし、 
この根本原質が真の自己と無関係であると認識していない段階にある 
求道者たちは行為をする際にその行為に執着してしまう。 

29. 『プラクリティの根本原質に心を奪われ、感官とその機能に執着し 

ているので、真実をまだ知らない迷妄者の信念を脅かすべきでは 

ない。』 

根本原質が徐々に善性になるように向かっている段階において、 
自然界に関心の強い人々は自分の行為に執着する。真実を知る賢者は、 
無智で不活発であり心に迷いをもつ人々を不安にさせるべきではない。 
行為自体が完全停止する究極の境地に成就するためには、行為の続行 
が絶対条件であることを知る賢者の役目は、そのような愚者を激励し、 
落胆させないように導くことである。本来備わっている能力と状況に 
対する評価を慎重に行ない、知識のヨーガを選択した求道者は、行為 
というものは根本原質により付与されたものであることをきっと把握 
するはずだ。これに対して、 g 分自身を行為者と思い込む人は、虚栄 
心が旺盛で傲慢となる。根本原質が善性に開展したあとはそれに対す 
る執着は消える。その一方、無私行為のヨーガを選択した求道者は行 
為の本質や根本原質について分析する必要はない。必要なことは、神 
のうちに自己を放擲して行為をなすことである。それに際して、内在 
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する神（グル）が根本原質の推移を観察するという役務を果たす。無 
私行為のヨーガ行者は根本原質における変化や、下等から上等（神の 
認識）への転換のすべてを神からの贈り物として受け取る。このよう 
に絶えず行為に従事する求道者は、自分が行為者であるという尊大な 
意識が消え、行為に対する執着をもたない。これに関連づけてクリ 
シュナは戦いの本質について以下のように言説する。 

30. 『アルジュナよ、すべての行為を私のうちに放挪し、真の自己に 

ついて考察せよ。一切の欲望や悲哀を捨て、戦いに備えよ。』 

アルジュナは、心奥での物思いを抑制し、瞑想の境地で神に対す 
る行為をすべてクリシュナのうちに放擲し、さらに切望、同情、悲嘆 
から完全に自由となって戦うよう勧告される。物思いが瞑想に吸収さ 
れ、欲望や期待が一切消滅し、行為に隠れた利己心や敗北する可能性 
に対する後悔がなくなったとき、戦おうとしている戦いとはどんな戦 
いであるのか。精神から思索のすべてが消えるとき、何と葛藤するの 
か。そして、その場所はどこか。そこで戦うのは誰なのか。実は、戦 
いの真の形態は求道者が瞑想の過程に入ったときにしか現出されない 
のである。この戦いにおける難敵は、俗世に対する執着を生じさせる 
欲望■憤怒■誘引•嫌悪•激情とよばれ、クルという敬虔なものから 
求道者を退けさせる。また不義のインパルスの集合体であるため、悪 
徳な襲擊を開始して真実を知ろうとする求道者を妨害する。本当の戦 
いとはそれらを克服することである。すなわち、不徳のインパルスを 
抑制し、真の自己を悟り、堅固な瞑想の境地に成就することが真の戦 
争である。クリシュナはこの点を再度指摘する。 


hRi cdhIiui I 

所可ヌ印两 I l^oll 



第三章 


111 


31. 『疑念なく専心して常に私の教説に従って行為を遂行する人々は、 

行為から解放される。』 

妄信から離脱し、敬神の心を抱き、自己放擲となり、「戦うべき 
である」というクリシュナの教えに沿って常に行為をなす人は、行為 
から解放され自由になる。ヨゲシュヴァーラであるクリシュナの言質 
は宗教を問わず全人類のためである。クリシュナの信条とは戦いを起 
こすべしとなっているので、あたかも主戦論者のための教育のようで 
ある。幸いにもアルジュナの面前では普遍的な戦争という状況があっ 
た。しかし、我々はこのような状況に直面していない。それなのに 
ギーターにおける解明を追求したり、行為から解放されるには戦士だ 
けが獲得できると強硬に主張しているのはなぜか。実の意味は全く異 
なっており、ギーターでいわれる戦いとは心における葛藤、自分との 
戦いである。したがって、この葛藤は物質と精神の間、知識と無智、 
ダルマク シエ ートラとクルク シエ ートラの間で起こる。瞑想において 
思考力を抑制しようとすればするほど、不徳のインパルスが敵として 
現出し、激しい攻撃を開始してくる。邪悪な勢力を打倒し、思考力を 
抑制することが神の歌「ギーター」にある戦いの中心である。妄信を 
除去し、信念をもって臨戦する人には行為から解放され、生死の足か 
せが除去される。では、この葛藤を拒絶する人には一体何が起こるの 
か。 


32. 『懐疑的で私の教説に従わない人々は、知識と識別力に欠けている 
ため悲嘆の嵐を受ける運命であることを知れ。』 


心に迷いがある人々はクリシュナの教示することを受け入れず、 
執着に溺れ、識別力に不足している。また、完全な自己放擲と同様に 
欲望.利己 • 悲嘆からの解放のある膜想の境地で起こる戦いに参加し 
ないので、究極の恩恵を受けることができない。さて、これが確固と 
したものならば、なぜ人々は一定不変に行為をなさないのか。それに 
ついてクリシュナは以下に説明を行なう。 
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33. 『万物は根本原質に応じて行為をなすことを強いられている。従っ 
て賢者もそれに応じた行動をなす。力ずくで制止したからといっ 
てそれが何の役に立つのか。』 

万物は三根本原質のどれかが優勢になった状況下で行動する。真 
実を悟っている聖者の努力もまたこのような本性に基づく。一般の 
人々は行為そのものを住処とし、賢者は真の自己を住処とする。本性 
の要求は不可避であり、人は行為をなさなければならない。これは自 
明で確固とした事実である。クリシュナによると、このようなことが 
理由で人々は彼の教説を知りながらそれに従わない。欲望_利己•悲 
哀あるいは愛執や憎悪などを除去できずに、そのような人々は正しい 
道から逸脱してしまう。クリシュナはさらに別の理由を指摘する。 

34. 『愛執と憎悪は巨大な敵であり、善性な道の障害物であるゆえ、そ 
の二つに支配されてはならぬ。』 

愛執と憎悪は感覚とその快楽に宿り、行為から解放してくれる正 
しい道における難敵である。それ故愛執と憎悪の支配下で屈服してい 
てはいけない。その二つは求道者が崇拝するための心構えを強奪する。 
その敵が内部にあるとき、なぜ外部での戦いに臨むべきであるのか。 
その敵は感覚とその対象、意識と団結している。ギーターでの戦いは 
心の葛藤である。人間の精神は神聖と邪悪のインパルス、知識と無智、 
すなわち迷想の二面性が結集された場所である。このようなマイナス 
因子を除去すること、そして神聖のインパルスを強化しつつ邪悪のイ 
ンパルスを抑止することこそ真の戦いといえる。しかしながら、不義 
の勢力が消滅されたとき、正義の勢力もまたその有用性を失う。真の 
自己が神と合一した後、正義のインパルスも消滅されて神と同化する。 
このように、自然界を克服することが葛藤であり、これは瞑想の境地 
でしか生じない戦いなのである。 
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愛執_憎悪という感情の除去には時間を要する。それ故多くの求 
道者たちは瞑想を断念し、突如として少し悟りを啓いた聖者の模倣に 
専心したりする。クリシュナはこれに対して警告する。 

35. 『自己の義務（ダルマ）がたとえ不完全であっても、他者の義務に 
勝る。自己の義務に死ぬことは幸せである。他者の義務をりっぱ 
に遂行しても心配の種をつくるだけである。』 

崇拝の行為を十年間続行している求道者もいれば、その行為を今 
日教えられたばかりの求道者もいるが、当然この二人は同じであるは 
ずもない。初心者が経験を積んだ求道者の真似をすれば、破滅の谷へ 
と堕ちていく。クリシュナはこのような理由から、能力不足であって 
も自分のダルマの遂行は、他者のそれをりっぱに果たすことより優れ 
ていると説く。本性から生じる行為に従事する能力はダルマである。 
自分のダルマを遂行して死滅することは真の幸福である。精魂が新し 
い身体を禳うと、精神的探索の道を再開する場合に前世で中断した地 
点から進むことになる。つまり、精魂は不滅である。衣服を交換して 
も、意思と思考力は変化しない。自分より進んでいる人のように装う 
ことは求道者をもっと不安させる原因となる。不安というのは自然界 
に属し、神の特質ではない。そして模倣行為があるとき、自然界の覆 
いが複雑化する。 

「精神的」な道には夥しいほどの俗悪な模倣がある。私の敬愛す 
る恩師は以前天からの声を聞いた。それは、アナスーヤ（聖者アトリ 
の妻に由来する地名 9 )のもとに行き、暮らすようにというお告げで 
あった。そこで、先生はジャンムからチトラコートまでの道を進み、 
アナスーヤの密林で暮らし始めた。聖者の多くがそのような道を通っ 
てきた。そのうちの一人は、パラムハンス•パラマナーンダ•ジが裸 
の生活をしながらも、非常に敬愛されているという事実を確認した。 
そこで、その聖者は咄嗟に腰巻として用いた細い布切れを投げ捨て、 


9. マディヤ • プラデーシュ州にある、スワミ•アドガダナンダの先生、至貴の聖者 
シュリー•パラマンダ•ジの座。この地名は、貞節の象徴となっている、聖者アト 
リの妻アナスーヤーから由来する。 
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修行僧の杖と水筒を他の聖者に渡し、裸身のまま去った。しばらくし 
て彼が戻ってくると、そこではパラマナーンダ • ジが人々と談話しな 
がら、それと同時に彼らに非難の声を浴びさせていた（導師には、精 
神的な道を進む人々を見守り、人々の幸福のために必要である場合に 
は求道者を叱咤激励するという神聖な役目がある）。そこで、偉大な 
導師の真似をして他の聖者もまた罵倒し始めたが、人々はそれに腹を 
立て毒のある言葉で反論した。この哀れな模倣者は、誰もパラムハン 
ス ■ ジに向かって抵抗•論駁しないのに、なぜ自分に対して人々は報 
復したのかと不思、議に思いつつ去っていった。 

この似非行者は二年後に戻ってきたが、そのときパラマナーン 
ダ.ジが厚くて柔らかいマツトの上に座っており、そのそばで扇をあ 
おぐ人々が一緒にいるという光景を目にした。そこで、当惑した似非 
行者は木製の座面を森林に持っていき、その上にマツトレスを敷き、 
二三人を雇って扇であおがせた。そしてある日、彼は息子を望む者に 
は50ルピー、娘の場合は25ルピーを課して「神技」を実践したところ、 
やじ馬の群集に取り囲まれた。その後1ヶ月して彼の詐欺行為は露見さ 
れたので姿を暗ました。精神的な道を歩むとき、模倣は何の役にも立 
たない。求道者は自己のダルマを実践しなければならない。 

それでは、この自己本来の義務（スワダルマ）とは何だろうか。 
第二章でクリシュナはそれを指摘し、アルジュナに対して自己のダル 
マという見解から、戦いに挑むことが彼の義務であると説いた。ク 
シャトリヤにとってこれ以上に神聖な道はなかった。本来のダルマ、 
生得の本性の観点からアルジュナはクシャトリヤであることが言明さ 
れた。クリシュナは、最高精神の知識を持ち真の信仰者であるパラモ 
ンにヴエーダを教えることは水たまりで入浴するようなものであると 
アルジュナに説いた。だが、アルジュナはヴエーダを学ぶことやバラ 
モンになることを勧告された。換言すると、自己のダルマは変化する 
ということである。しかしながら、大切なことは自己のダルマは自己 
の幸福につながるということである。だからといってアルジュナがバ 
ラモンの衣装を繽って、単に真似るべきであるという意味ではない。 
クリシュナは行為の道を、下級•中級•上級•特級に区分して、同様 
に求道者をシュードラ • ヴアイシャ•クシャトリヤ • バラモンという 
名称で区分した。クリシュナによる精神的な道では、まずシュードラ 
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の段階から始まり、最終的にバラモンの段階まで進むことができる。 
さらに、神との合一が実現されると、その四つの区分さえ消滅し、永 
久不変で真の知性である最高精神のみが残る。すなわち、これはあら 
ゆる段階を超越した存在である。クリシュナはこの四つの区分を自ら 
行なったことを言明する。前述のとおり、この区分は行為をもとにし 
たものであり、出生というものには全く無関係である。さて、具体的 
にはその行為は何を指しているのか。この世で一般になされる行為を 
指すのか。クリシュナはこれを否定し、定められた課題または行為に 
ついて言説する。 

既述のとおり、定められた行為はヤジュニヤとよばれ、一回の呼 
吸は他のものに対する捧げものとしてなされ、あらゆる感官は抑制さ 
れた状態でのヨーガと瞑想の実践がヤジュニヤである。崇高神に向け 
て行なう独特の演習は瞑想である。ヴァルナとは、このような瞑想の 
行為の段階を4つに区分したものをさす。まず、生来の能力のレベル 
を起点に求道を歩み始めるべきである。これが自己のダルマの意であ 
る。求道者が自分よりすぐれた人や進んでいる人の真似をするならば、 
それは不安を生み出す原因にしかならない。しかし、精神的な向上に 
おいて精魂は不滅であるゆえ、求道者が完全に滅びることはない。そ 
の一方、物質界での任務を遂行する際に、求道者は悪徳の勢力に封じ 
られ、疲弊させられてしまう。基礎段階にある研究生が卒業クラスに 
参加するならば、卒業するはずもなく初歩の知識さえ忘れていくので 
ある。人間はなぜ自己のダルマに応じて行為をなさないのかとアル 
ジュナは問う。 

36. 『アルジュナはたずねた。一それでは、ヴァルシュネヤ（クリ 
シュナ）よ。一体何が人間をそのように駆り立てて、無理に俗悪 
な行為をさせるのか。』 

人間はそれが不徳であるとわかりながら、なぜそれに誘引され、 
罪深い行為をなすのか。人はなぜクリシュナの教説に従って行動を起 
こさないのか。これに対するクリシュナの答弁は次の節にある。 
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37. 『聖パガヴアットは告げた。一激質（ラジャス）という要素（グ 
ナ）から生ずる欲望と怒りである。それは無限の炎のごとく強勢 
であり、邪悪である。この世で、それが最も難敵であると知 
れ 。 』 

激情的な根本原質が生み出す欲望と怒りは感覚的な快楽という餌 
を大食し、最も罪深い。欲望と怒りは愛執と憎悪を生み出す。そこで 
アルジュナは、これらが最も危険な敵であるという心得をもつべきで 
あることを勧説される。次に、その有毒性について詳述される。 

38. 『火が煙に覆われ、鏡が汚れに覆われ、胎児が羊膜に覆われるよう 
に、この世は欲望の布に包み込まれている。』 

識別力は欲望と怒りのマントを纏って不鮮明となっている。湿り 
気のある木を燃やすならば、煙しか生じない。火はあるにしても、炎 
がそこから燃え上がることはない。埃にまみれた鏡では何も明確に映 
し出されない。曲解を促す欲望と怒りがあれば、神を明確に認識でき 
る精神が養われるはずもない。 


39. 『クンテイーの息子（アルジユナ）よ、識別力のある賢者でさえ、 
消し難い炎のような欲望やこの永遠の敵に包囲されている。』 


クリシュナは欲望と怒りという二つの敵について切言したが、第 
39節では欲望についてのみ言及する。確かに怒りという感情は欲望に 
宿る。ある仕事がりっぱに果たせると怒りは静まるが、欲望が満たさ 
れないとき怒りは再び現出する。怒りは欲望の中心に住する。すなわ 
ち、敵がどこに隠れているかを知ることは重要である。これにより敵 
を完全に滅することが容易となる。クリシュナはこの点について見解 
を述べる。 
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40. 『感官と思考器官と思惟機能は、欲望の拠り所である。欲望はこれ 
らにより識別力を覆い、主体（個我）を迷わせる。』 

これで先の点は解明された。最悪の敵は感官と思考器官と思惟機 
能を住処としている。欲望はそれらを用いて知識を覆い隠し、精魂を 
迷妄させる。 

4 L 『最高のバラータ（アルジュナ）よ、まず感官を抑制し、理論知と 
実践知の養成を妨げる邪悪な心、欲望を捨てよ。』 

アルジュナの敵は感官に隠れ住んでいるので、彼は何よりもまず 
感官の制御をしなければならない。この敵は我々の内に潜んでいるの 
で、外部で探し出そうとしても無駄である。臨むべき戦いは内部で起 
こる。つまり、心奥で戦われるべき葛藤である。アルジュナは感官を 
抑制して、非顕現の心界と物質界の知識の双方を略奪する邪悪な願望 
を滅しなければならない。しかしながら、感官を征服するためには、 
まず精神力を低下させる要塞に包囲攻擊を仕掛けなければならない。 

実に感官と思考器官の抑制は最も困難であり、このような努力が 
実るかどうか確信的ではないように思われる。クリシュナは、敵と戦 
うことを習慣づけるという摂理において、多くの対抗手段を指摘して、 
この悲観的な考えを追放する。 

42. 『思考器官は諸感官より高く、思惟機能は思考器官より高い。しか 
し、すべての上にあるもの、それが精魂である。精魂は無上の勢 
力を備え、深遠である。』 

結局、人間は無力ではないのである。人間は知力と自信をもって 
戦うための対抗手段を十分に備えている。人間には、感官に反して思 
考器官を機能させる能力、さらに思考器官に反して思惟機能を働かせ 
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る能力がある。そして、無上の勢力は人間の精魂にあって、それは不 
可解である。精魂は真の「自己」であり、感官も思考器官も思惟機能 
も抑制する勢力を有する。 

43. 『それゆえに、強腕の持ち主よ、何にも優る深遠な精魂を知り、意 

を知性で抑制し、欲望という最大の難敵を減せよ。』 

精魂が強力かつ非顕現であり、知性を超越する無上の価値を有す 
ることを知り、アルジュナは本来の知力に対する真の評価をなしたう 
えで、意と知性を抑止してから、最大の敵である欲望を滅ぼさなけれ 
ばならない。また、アルジュナは自分本来の能力を正しく吟味してか 
ら、この敵を打倒しなければならない。欲望は感官を用いて精魂を惑 
わせるので難敵といえる。アルジュナは自分の強さを知り、また精魂 
の力を信じて、邪悪な敵である欲望を破壊すべきである。この敵は内 
部にあって、それに対向して戦うべき戦争とは精神的な戦い、心の葛 
藤を示している。 

本本本幸 

ギーターを 愛する解説者の多くは、本章に 「カルマ，ヨーガ」 

( 「行為のヨーガ」）という表題を掲げているが、これは適切ではな 
い。ヨゲシュヴァー ラ •クリシュナは第二章で行為に ついて 述べ、そ 
の重要性に ついて 詳述することで主題に対する敬虔な態度を生み出し 
たのである。本章でクリシュナはヤジュニヤの行いとしての行為を定 
義づけた。確かにヤジュニヤは定められた様式である。これ以外に人 
間がなす行為は、すべて俗世的な束縛であり、奴隸状態をさす。第四 
章では、ヤジュニヤの行いが物界から解放されるための行為であるこ 
とが断言される。 

本章に おいては、ヤジュニヤの 由来に ついて、 また ヤジュニヤと 
いう行為で何を捧げるべきかにつ いて 言及されており、ヤ ジュニヤの 
特質が描き出されており、その行いの重要性が繰り返し強調され てい 
る。つまり、これが人間に定められた行為であるから。この行為をな 
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さない人々は罪深い快楽の享受者であるだけでなく、その人生そのも 
のが無益である。昔の聖者たちはヤジュニヤによって最高の境地に至 
り無為の境地に成就して、至福を味わい自己において充実していた。 
すなわち、なすべき行為が何もない状態となったのである。彼らはそ 
れでも懸命に未熟な求道者を教示するために行為をし続けたのであっ 
た。クリシュナはそのような偉大な聖者たちの精魂と自分のそれとを 
比較する。クリシュナもなすべき行為はなく、成就すべきこともない 
が、人類の幸福のために行為に専心する。このようにして、クリシュ 
ナは瞑想に専念する苦行者であるヨーギン（ヨーガ行者）として自己 
を顕現させたのである。すでに明らかなように、クリシュナは真のヨ 
ゲシュヴァーラであり、ヨーガの達人である。さらに本章で彼は自分 
と同じような聖者に対して繰り返し警告している。初心の求道者は行 
為を通じてのみ唯心的な境地に達することができるものなので、たと 
え初心者が俗的な任務に従事しているとしても、聖者は彼らを混乱さ 
せたり、信念を揺るがさせたりすべきではない。もし、そのような求 
道者が行為を中断すれば、東西を失って行き詰まる。正しい行為をす 
るためには自己と最高精神に集中して、心の葛藤に立ち向かうことが 
必要である。 

しかし、目を閉じて瞑想に専一し、感覚を知力で制限したとき、 
その葛藤が要求することは何であろうか。クリシュナによれば、求道 
者が崇拝の道を進み始めたとき、欲望_憤怒 • 誘致_憎悪が恐るべき 
難関として現れ出る。このような負のインパルスと戦い、それを克服 
することが戦争である。漸次的に邪悪なインパルスをクルクシュート 
ラから消滅させ、瞑想の境地に徐々に深く入ることが葛藤といえる。 
これは、膜想の状態であるときに猛威を奮う戦いを意味する。行為ま 
たはヤジュニヤが何かという点について概要でみられるような綿密な 
言及はされていないが手短にいうとこれが第三章である。ヤジュニヤ 
の本質を理解したとき、われわれは行為の本質もまた把握するはずで 
ある。 

本章では、実在を認識した偉大なる精魂、いわば聖者の指導上の 
役目に重点が置かれている。すなわち、本章は尊敬された指導者に向 
けられたものである。聖者は無為であっても失うものは絶無であり、 
行為をなして自分のための利益を得ることもない。そして、彼らは人 
類の幸福のために活動的でなければならない。しかしながら、神の存 
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在を望む求道者には、その特徴についてまだ言及されてはいないし、 
そのために何をなすべきかについても具体的に教示されていないので 
ある。従って本章は行為の方法に関して記されていないうえ、なされ 
るべき行為もまだ解明されていない。今までヤジュニヤの行いが定め 
られた行為であるとの言説もなく、ヤジュニヤが何かということも不 
明瞭のままである。ギーター全篇を通して、葛藤に関して最も詳細に 
描写されているのは第三章である。 

総括的にギーターを瞥見してみると、第二章ではクリシュナは、 
身体が可滅であるゆえ戦うようにとアルジュナに勧説する。身体とい 
うものは儍いので、アルジュナは戦うべきである。これはギーターで 
唯一具体的に指摘されている戦うための根拠といえる。後で知識の 
ヨーガを説明する際に、最終的に無上の幸福を知るためには葛藤とい 
う手段しかないと説かれる。クリシュナは彼が教示する知識は知識の 
ヨーガに関するとアルジュナに告げた。この知識とは、戦いの結果に 
よらずアルジュナは必ず何かを得るので葛藤に立ち向かうべきである 
というものである。第四章では、クリシュナがアルジュナに識別力と 
いう剣で優柔不断な心を打ち払ってヨーガに専心することを勧告する。 
この剣はヨーガの剣である。第五章から第十章にかけては葛藤とは無 
関係な内容となっている。第十一章でクリシュナが言明することは、 
彼がすでに敵を全滅させているので、アルジュナは代理となって立ち 
上がり名誉を得るようにと告げるだけである。クリシュナは殺人行為 
を犯すことなく、敵をすべて滅亡させた。万物を支配する勢力と対象 
物はクリシュナの望むものをもたらす手段としても利用されるのであ 
る。アルジュナは勇気を奮って立ち上がり、現存の死体でしかない敵 
を打倒すべきである。 

第十五章では、世界を巨大な根を張る不滅の聖樹と比較して言及 
されるが、アルジュナは放擲の斧でその聖榭を切断し、精神的な道を 
進むように促される。その後の章では、葛藤に関する言明はなく、第 
十六章において、地獄へ堕ちる運命となっている悪の権化について説 
明される。従って葛藤に関して最も詳細な言説がなされるのは第三章 
である。同章第30節から43節までは、葛藤の心得とその必要性•臨戦 
拒絶者_被必殺者の名_敵を滅ぼす決心に関する。同章では敵の正体 
が明かされて、敵を破滅させる求道者に必要な激励としての言説がな 
される。 
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従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれた 
シュリマド.バガヴアット ■ ギータに基づいてヤタルタ • ギー 
夕の第三章『難敵打破への勧告』が終りました。 


ハリーオマータターサタ 



第四章 


ャジュニャとレ、う行為の解明 

第三章でヨーガの達人クリシュナは、妄信を捨て信愛の心をもっ 
て彼の教説に従って歩む求道者は行為という束縛から自由になると言 
明した。知識と行為によるヨーガとは隸属からの解放を実現させる力 
をもつ。また、ヨーガには心の葛藤という考えも含蓄されている。本 
章ではクリシュナはヨーガの創始者とヨーガの習得における段階につ 
いて言及する。 

1. 聖パガヴァットは告げた。一私はこの不滅のヨーガを太陽神 
(ヴィヴァスヴァタ）に説いた。ヴィヴァスヴァットはそれを人 
類の祖マヌに告げ、マヌはそれをイクシュヴ ァーク 王に告げ 
た。』 

クリシュナは彼自身が、献身の創始期（劫）に神的インパルスの 
象徴である太陽神に永遠のヨーガという知識を与え、太陽神のヴィ 
ヴァスヴァットはその息子マヌ（精神の象徴 1 )にその知識を教え、マ 
ヌがイクシュヴ ァーク （熱望の象徴）に教示したと言明する。周知の 
とおりクリシュナはヨーガ行者であって、信仰の初期に永続的なヨー 
ガを説き、それを生命の呼吸としての精気に変換するという役割をも 
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ち、最高精神に住する聖者である。太陽は神を認識する道を意味し 1 、 
神は「万物に光を与える唯一の光明」である。 

ヨーガは永続的である。すでにクリシュナは告げたように、ヨーガと 
いう過程は一旦始まると、完成されるまで停止しない。身体の治療に 
は医薬を用いるとしても、精魂の場合には崇拝という治療薬が必要で 
ある。つまり崇拝の開始は自己治療のはじまりなのである。信愛と瞑 
想に基づくこの崇拝行為により、熟達した聖者が完成される。ヨーガ 
について考えることすら知らない未開人は、知らず知らず無智という 
暗黒街に住するが、それでも聖者と遭遇してお手本が示されるなら、 
崇拝が不十分でも聖者から正しい教えを受けてヨーガの究極の段階に 
達するものである。これについてゴスワミ_トウルシダースは、「す 
でに神を直覚している人と同様に神に認識された人も究極の恩恵を与 
えられる」と言説した。 

クリシュナは、太陽神にヨーガを最初に教えた者が自分であることを 
告げる。すぐれた聖者が帰依者を瞥見するだけで、ヨーガによる力は 
幸運な精魂の呼吸となって作用する。絶対的存在である神としての太 
陽が万物に活気を与える。太陽の光は生命であり呼吸であるゆえ、最 
高精神に成就するためには、生命を支える呼吸を調整するしかない。 
ヨーガの知識が太陽神に与えられたということは、初心者に信仰心を 
起こしたということである。そこからやがて播かれた種子が完成の道 
に向かって発芽するが、神々がマヌにその知識を与えてきたというこ 
とはこれを指す。心にその種子が芽生えたら、聖者の教示した内容を 
実現しようとする願いが生じる。何かが心に潜むとき、必ずそれを達 
成しようとする願望が同時に発生する。これはマヌがイクシュヴァー 
ク王にヨーガを教説したわけである。そして、行為の束縛から解放さ 
せる不滅である定められた行為をなそうとする憧憬または切望が起こ 
り、その途端この不滅の行為をなすという意志が生じ崇拝の道での進 
度が速まる。クリシュナは、それが実践された後におけるヨーガの段 
階について以下指摘する。 


1. ウパニシャッド • ブラシュナによれば、「神が万物を支配し、さん然と輝きつつ遍在 
し、千光線の太陽として昇り、永遠の空間に住することを賢者は知っている」。 
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2. 『このヨーガは王仙 2 とよばれる非常にすぐれた聖者によって伝承 
された時代もあったが、いつしかそのヨーガは失われてしまっ 
た。』 

悟りを啓いた聖者はこのヨーガを未開人の呼吸に伝達する。その 
呼吸が未開人の心に流れ始めると、そこに切望や熱望が起こって積極 
的な実行へとつながり、やがて王仙の段階に達するとこのヨーガは求 
道者に顕現される。この段階に到達した崇拝者には莫大な力が湧き出 
る。しかし、こういった重大な段階において、ヨーガは物体である身 
体の世界に存ずるためにほとんど停止する。そこで問題となるのは、 
この境界線をいかに乗り越えるかということである。この段階に達し 
た求道者は誰でも苦境に入ったかのように思われるのだが、クリシュ 
ナの見解ではそうではなく、良き友として信愛をもってクリシュナに 
帰依した人は救済されるものなのである。 

3. 『あなたは私を信愛してくれる大切な友であり、このヨーガは最 
髙の秘説であるから、時代を超越したヨーガを今あなたに説くも 
のである。』 

アルジュナはクシャトリヤの崇拝者であり、王仙の段階にある。 
この段階は達成という高潮で激しく揺れ動いており、ここで崇拝者は 
極度の苦境に立たされる。だからといってヨーガの利点がこの段階で 
消失されるわけではない。しかしながら、この段階に達した崇拝者は 
通常つまずくものである。クリシュナは、 
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2. —般に王仙（ラージャ•ルシ）という言葉は、本來の意味から離れて誤解されている 
から注意を要する。バラモンが神仙の段階に進むのと同じように、クシャトリヤは信 
心深い生活と苦行によって王仙の段階に進むといわれているものの、バラモンやク 
シャトリヤは「ユダヤ教」や「キリスト教」と同様に神が作り上げたわけではなく、 
これらはすべて家系や職業などに基づく社会秩序である。ここでいう王仙とは精神発 
展上の4種の段階の一種を表しており、階級や信条を問わず、崇拝者自身の心の様相 
を示す。ギーターにおけるヨーガは、一つの社会階級に関するわけではないので、こ 
うした解釈の方が正しいといえる。 
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自分の弟子アルジュナがやはり窮地に陥る寸前にきているので、永久 
不滅である神の啓示としてヨーガを彼に教示する。アルジュナはクリ 
シュナにとって大切な友であり、また献身的な態度で一心に帰依して 
いるのでクリシュナは彼にヨーガを教説するということである。 

我々の切望する神の化身として悟りを啓いた聖者が精魂に住し、 
教えを説き始めると、そのとき初めて本当の崇拝が開始する。ここで 
神と導師（悟りを啓いた聖者）は崇拝者を激励する者であり、同義で 
ある。この段階において我々の心に神が現れ、感情を抑制させ、正し 
い方向に導き、途中でくじけないように擁護してくれる。そこで思 
考_意志などの働きが完全に制限される。激励者である神が精魂のす 
ぐ近くで御者となって擁護するとき、求道者は適切な手解きを受けら 
れるのである。従って、この状況にまだ置かれていない崇拝者は繰り 
返し苦難に遭遇するものであり、真の崇拝の境地に到達したとはいえ 
ない。 

私が神として敬愛する恩師は、「ほう！何度も何度も窮地に立た 
されはしたが、神がいつも救いの手を差し伸べたのである。神が私に 
告げたことは...」とよく申されたものである。私は「マハラージャ* 
ジ先生、神も言葉を口にしたり、話したりするのですか」と尋ねたり 
したものだが、先生日く、 「神も我々のようにおしやべりするもので 
あるぞ」。私はこの言葉を聴くと悲しくなって、一体神とはどのよう 
に話されるのかと不思議になったものである。これは全く私にとって 
驚くべき事実であった。しばらくして、マハラージャ • ジ先生は「何 
を悩んでいるのか。神はあなたとも話そうとするのに」と言われた。 
そして今では先生の言葉ひとつひとつが本当であることがしみじみわ 
かる。これは、個的な精魂を宇宙的な精神と結合する友好的な感情で 
ある。神が友となって疑念を除去し始めるとき、はじめて求道者は危 
険な谷を無事に越えることができる。 

ヨーガの 達人クリシュナは聖者による ヨーガの 開始について、道 
を阻む障害物とそれを克服する手段について論じた。そこでアルジュ 
ナはクリシュナに問う。 
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4. 『アルジュナは尋ねた。一敬神的なヴィヴァスヴァタが出生し 
たのは太古の昔であり、あなたの出生はそのずっと後である。最 
初にヨーガをヴィヴァスヴァタに説いたのがあなたであることを 
どのように信じればよいのか。』 

クリシュナが出生した時代は記憶が及ぶ範囲にある。太陽神に伝 
えたという知識を備えた呼吸にはとてつもなく 「遠い昔からの歴史」 
がある。ヨーガの創始者であると主張するクリシュナの言葉をアル 
ジュナはどのように受け入れるべきか。この疑問にクリシュナは次の 
ように答える。 

5. 『聖バガヴァットは告げた。ーアルジュナよ。あなたも私も数 
知れない生を受けてきた。だが、必勝の勇士よ、あなたは前世に 
ついて何も知らない。そして、私はすべてを知りつくしてい 
る。』 

クリシュナとアルジュナは夥しい数の出生を経てきたが、アル 
ジュナの記憶にはそれがない。崇拝者というものはそれを知らないも 
のである。しかし、真の自己と非顕示な存在を認識した人にはその記 
憶というものが甦ってくる。クリシュナによると、彼の生は他の人達 
とは異なる。 

精神的な自己実現は、身体的な自己達成感とはかなり隔たったも 
のである。クリシュナの顕示は可視できるものではない。クリシュナ 
はそもそも不生で、神秘的かつ永遠的な存在である。だが、クリシュ 
ナは現時点で人間の身体をなす生を受けている。物的身体の死が自由 
をもたらすと説く人々の教示は誤謬であり、慰めにはならない。 

精魂は究極の真髄を把握する一方、まだ引き受けた身体と共にあ 
る。わずかな欠点があるだけでも、また別の生を経験しなければなら 
ない。今までアルジュナはクリシュナが自分と同様に可減な存在と 
思ったので、クリシュナの出生がそれほど昔ではないと主張する。さ 
て、クリシュナは他の身体と同じなのだろうか。 
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6. 『私は不生不滅で万物の創造主であるが、 g 然界という俗世間を 
征服しつつ謎のカアートマ • マーヤーにより自己を顕現する。』 

クリシュナは不生不滅であり、万物の息に根付いている存在であ 
り、 アートマ•マーヤー 3 (神の ヨーガと いう意味での マーヤ ー、精魂 
を無限と合一させる作用があるので ヨーガ，マーヤー、 別称ヴィティ 
ヤ•マーヤ ー ともいう）により物的な愛着を 抑制 するときに限り、 彼 
の姿が顕現される。 マーヤ ーの一種として精神的無智があり、それが 
人間に作用して物界が実在しているように思わせる。それは下等•劣 
等の形状で来世を迎える要因である。 マーヤ ーの別の形態としてはク 
リシュナが ヨーガ_マーヤーとよ ぶものがあり、我々がそれを認識す 
ることはない。これは最高精神を認識させる自己の マーヤ ーである。 
クリシュナが三根本原質を征服し、自己を顕現させる マーヤ ーはこの 
ヨーガ_マーヤ ーの作用に基づく。 

一般に人々は、神の化身を通して神が顕現されるときに神を察知する 
と断言する。クリシュナ日く、他人に可視される化身というものは存 
在しない。神は肉体的な形状で顕現しない。徐々に進歩した段階にお 
いて、クリシュナは ヨーガ • マーヤーの 行為に基づいて三根本原質を 
抑制し、自己を顕現させる。しかし、このように顕現された状況とは 
どんなものであろう;^。 
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3. 偉大なる詩人 • ゴワスミ • トウルシダースは、彼が30篇のインド叙事詩ラーマヤーナ 
を信心深く害き直したラーマ•チャリタ.マナスにおいて「私とこれらが私の所有物 
であるとき、あなたとそれらはあなたの所有物である」と、マーヤーを定義した。こ 
のように、万物はマーヤーの生け贄なのである。マーヤーは無智と悟りの二部構成と 
なっている。無智とは万物を生死の束搏で悩ませる原因であるから、不徳で無価値で 
ある。その一方、悟りとは、すべての活動源が神の中にあり、人間の独自性によらな 
いので美徳の泉といえる。悟りの過程はヴィデュヤ•マーヤーとよばれる。また個々 
の精魂と個我が神と融合するのでヨーガ•マーヤーともよばれる。さらには、各精魂 
が至高の境地に達することを実現させるゆえ、アートマ • マーヤーという名でも知ら 
れている。究極の境地に到逹したヨーギンは神の息吹を受け、多数の求道者を指導す 
る力が与えられる。従って、ここでいう能力とはアートマ•マーヤーをあらわす。 
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7. 『バーラタよ、正義（ダルマ）が衰弱し、不義が猛然としている 

とき、私は自己を顕現させる。』 

クリシュナは信心深いアルジュナに、心が最高精神という至上の 
ダルマに関して不活発となり、敬虔なものがどのように無事に向こう 
岸に渡るかがわからないとき、クリシュナは自己を顕現するために自 
己をある形に整え始めると告げる。マヌにもこのような倦怠が到来し 
たことがある。ゴスワミ_トュルシダースは、神について熟考せずに 
自分の人生が過ぎてしまったので、その悲しみに打ちひしがれた心境 
について記した。不徳を回避する能力が養われず途方に暮れ、愛する 
崇拝者たちが絶望で涙を流すとき、神は顕現するための形を作り始め 
る。しかし、そのことは神が信心深い崇拝者たちと彼らの幸福のため 
にのみ顕現するという意味を成す。 

清らかな崇拝者の心奥に限って神の化身と出会える。それでは、 
顕現した姿の神は何をなすのか。 

8. 『不徳な者を滅っし、信心深い者を擁護しダルマを確立するため 

に、私は時世ごとに顕現する。』 

神は高徳者の救済者として顕現する。敬愛される神は唯一であり、 
この絶対神に達したならば、熟考する対象は消滅する。クリシュナは、 
智恵•放擲■抑制という正義のインパルスが速やかに流れるときの障 
害物を滅ぼすため、また激情 • 憤怒_愛着 • 憎悪という邪悪のインパ 
ルスを消滅するため、そしてダルマを確立させるために時世ごとに顕 
現すると告げる。 

ここで「時世」という言葉は、黄金時代（サット•ユガ）や暗黒 
時代（カリ•ユガ）という歴史的な時代を指しているのではない。こ 
の言葉には、人間が経験するダルマの段階、つまりダルマの上昇下 
降 • 満ち欠けという意が仄めかされている。人間はこれらのダルマの 
段階を踏んで精神を向上し進んでいくべきである。これについては、 
詩人 ゴスワミ • トウル シダースは インド叙事詩ラーマーヤナに信心を 
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もってサンスクリツトの原文から当時の共通語に翻訳したラーマ • 
チヤリタ.マナス （7.10) において記している。ダルマの段階は精神 
において常に可変的であるが、それは無智に基づくものではなく、 
マーヤーという神の力が作用していることが根拠となっている。これ 
が本章第16節でアートマ • マーヤーとよばれている所以である。神に 
より気力を与えられ、この知識に基づいて精神は完全に神に住するよ 
うになる。しかし、その段階に迪りついたという瞬間を一体どのよう 
に知ることができるのだろうか。精神において美徳と善良さ（サツト 
ヴァ）のみが優勢となり、激情や無智が抑制されるとき、恐怖や憎悪 
が一切消えて無くなり、所望の目的地からの信号に応じるのに十分な 
勢力が備わって精神が至福の境地に入るとき、まさに精神は黄金期が 
到来したという証である。その一方、激情と不徳（ラジャス）と結合 
して暗黒（タマス）の勢力が圧倒的に優勢となれば、敵意と衝突の繰 
り返しとなり万事休すとなり、求道者は暗黒期（カリ•ユガ）に陥る。 
無智 • 不活発 • 無為 • 決断の遅滞の支配下にあることはカリ • ユガの 
段階といえる。この段階の人はなすべき行為が何かを知っていながら 
それを遂行せず、禁じられている行為と知りながらちょうどそれを行 
なう。このように優勢•劣勢というダルマの段階は根本原質によって 
定められる。これらの段階を4つのユガ（時代）に分ける人もいれば、 
ヴァルナという4つの階級に分ける人もいる。さらに、精神的探索の 
レベルを最高位 • 高位 • 中位 • 低位の4つに分別する人もいる。しか 
し、結局はどの段階においても神は求道者を擁護してくれる。それで 
もやはり、最上級の段階では、神聖な愛情で満たされており、低級の 
段階では、求道者への擁護力は乏しいように見える。 

クリシュナは究極の目的に向かって専心する求道者は聖者である 
とアルジュナに説く。智恵•放擲 • 自己制御というような神聖のイン 
パルスは真の目的まで導いてくれる勢力であり、このインパルスが何 
の障害もなく流出される場合に限って求道者は救済される。同じよう 
に、不徳の行為者は、前世で受けたのと同様の不義な種子（サンス 
カーラ）に基づいて再び出生するので、非有で可滅の身体を破滅する 
行為を遂行せずに、前世と同様に不徳の行為に走る。クリシュナは全 
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時代において道徳の曲解を無くするため、またダルマを確立するため 
に顕現する。唯一で不変の神を確定することによってはじめて邪悪な 
対象を絶滅することが可能となる。 

要するにクリシュナは悪事を消滅させ、善事を分与し、最高精神 
における信頼を強化するために、あらゆる状況や形態で彼自身を何度 
でも顕現させると説いた。しかし、クリシュナは、求道者の精神に深 
知ある悲しみがあるときにのみ顕現する。崇拝神の恩寵が与えられて 
いない限り、邪悪なものが消滅されたかどうか、またはどの程度制止 
されているかどうかは、我々には理解できない。初歩の段階から最終 
目的に成就する瞬間まで常に神は我々に同行してくれる。しかし、神 
は求道者の信愛精神にのみ顕現される。ということは、クリシュナは 
求道者の精神に必ず顕現するというわけではないのか。この点をクリ 
シュナは以下に詳説する。 

9. 『アルジュナよ、私の神的な出生と行為の奥義を知る人は、身体 

を捨てた後にまた生を受けることなく、私に住する。』 

神の化身とは、信者に深遠な悔恨という形で漸次的に顕現し、邪 
悪を生ずる障害物を除去するという任務を施し、自己実現に不可欠な 
要素を備えさせ、ダルマを復興することにあり、無常の人間の生やそ 
の活動とは根本的に異なるものである。抽象的概念として認識されな 
がらも、神の権化とその動作は肉眼で見ることができないし、心と智 
恵で計れるはずもない。実在を知った者のみが極めて深遠な神を知覚 
する。このように真の知者だけが神の化身とその役目を直感でき、こ 
の絶対の認識を一回でも得た人は繰り返し出生することなくクリシュ 
ナに住する。 

先覚者といわれる人のみが神の化身とその役目を理解できるのに、 
なぜ何十万もの人々が神を見ようとして神の誕生を待ち受けているの 
か。我々は皆、求道者なのだろうか。聖者と自称して、それらしい衣 
装を纏う人々が数多く出現し、自己を神の化身であると主張して自分 
たちの威力を世間に広く知れ渡らせようとする。軽信者たちは羊のよ 


r 食 [qociMq 命 ^frT nrqn: I 

HfrT tiUvjIn 11^11 



132 


ヤタルタ•ギータ 


うにあわてて、このような「神もどき」に会おうと詰め掛けるが、ク 
リシュナは完全無欠の境地を体験した人にしか神を知ることはできな 
いと言明する。それでは、この先覚者とは具体的にどんな人を指すの 
か。 

第二章においてクリシュナは、真偽についての見解を述べて、ア 
ルジュナに実在しないものは非有であり、実在するものは現在•過 
去•未来の全時代において常有であると説いた。これは、言語学者や 
富豪よりもむしろ先覚者が経験したことである。クリシュナは、神が 
自ら顕現するとしても真実を知る者にしか神を直感することはできな 
いと重ねて説く。真知者は究極の存在と合一し、先覚者となる。すな 
わち、五（または二十五）要素を考慮にいれるようになっても、その 
ことで先覚者になれるわけではない。クリシュナはさらに精魂のみが 
究極の実体であることを説く。精魂が遍在する精神と合一するとき、 
これは神の境地を意味する。真の自己を発見した人のみが神の顕現を 
直感することができる。つまり、神は崇拝者の精神に顕現することが 
明らかである。最初の段階にある崇拝者の場合には、自分に信号を 
送ってくれる力を知覚することができない。では、誰がその崇拝者を 
正しく導くのか。最高精神という真実を知覚した崇拝者は、それを 
もっと詳しく知ろうとし出す。そして、このような崇拝者の身体が滅 
すると、輪廻という苦悩から解放されるのである。 

クリシュナは、自分の顕現が内在的かつ不可解でありながら、光 
輝を放つものであることを説いた。そして、この煌めきを知る者はク 
リシュナと合一するが、そうでなレ、場合は崇拝する対象を偶像化して 
しまうようになり、この想像上の存在が天空のどこかに住するものだ 
と思い込む。しかし、これと真実とには雲泥の開きがある。クリシュ 
ナの言葉には、人々は定められた行為をなせば彼ら自身もまた光り輝 
やく存在であることに気づき、クリシュナのようになりうるというこ 
とが含蓄されている。言ってみればクリシュナは人類の可能性や将来 
性を象徴する存在である。内在する真の自己を実現したとき、我々は 
クリシュナの存在と同一となる。化身は常に内在的である。精神に信 
愛というものが満ちていれば、神の化身を直感する可能性がある。ク 
リシュナは、これまでに多くの人が神の定めた道を歩んで究極の境地 
に達っしたということを一般の人々に説いて激励する。 
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10. 『激情や怒りを取り除き、私に専念して、私の帰依者となる多く 
の人は、知識と修行によって浄化され、私の境地に達した。』 

クリシュナに帰依した多くの人は、専心的で完全に超俗的となり、 
情熱と冷静さ • 不安と勇気 • 憤怒と無怒を除去してすべてを平等にと 
らえ、知識と修行によって浄化され、究極の境地に成就した。この法 
則は古今東西関らず成り立つのである。以前多くの人々がクリシュナ 
の境地に到達した。しかし、そこへの道とは何だろうか。不義の優勢 
下で深遠な悲哀に満ちた心にクリシュナが顕現するのである。このよ 
うな精神にある人々がクリシュナを認識する。ヨーガの達人クリシュ 
ナはこれまで実在の認識と呼んでいたものをここでは知識（ジャー 
ナ）と名づけている。神は究極の実在であり、神を知覚することは賢 
明である。それ故、この知識を備えた人々は神を認識する。ここで、 
クリシュナはこの問題を解明し、さらにそれぞれの能力によって崇拝 
者を識別していく。 

11. 『パルタよ、人々が私を崇拝するなら、それがどんな方法であれ 
私はその崇拝者たちを受け入れよう。賢明な人々はいかなる場合 
でも私の道に従う。』 

クリシュナは崇拝者の信心に応じて必ず報い、彼に帰依する者に 
対して常に同じように手助けをする。そして、崇拝者の献身は恩恵と 
なってクリシュナによって戻される。この秘訣を知ると正義心が生じ、 
崇拝者はクリシュナが定めた道に専心するようになる。クリシュナを 
信愛する人々は、彼の道に従って行動を起こす。従って、クリシュナ 
の帰依者はクリシュナが定めた行為をなす。 

神は御者として、崇拝者の近くに立って何を愛顧するかを示すもので 
ある。神は崇拝者と共に歩み始め、究極の栄誉を顕示する。これは神 
の愛情ある保護のあらわれといえる。神は、邪悪を呼び起こす力を消 
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滅させ、最高の境地に導く正義のインパルスを擁護する。崇拝の的で 
ある神は、どんな段階でも熱心に警告を出す御者となって現出する。 
崇拝者が専心したり、目を閉じて瞑想を行なったり、あらゆる努力を 
尽くしても物界の逆境を自分で上手に乗り越えるはずはない。もうど 
のぐらい進んできたか、また目的地まであとどのぐらいか、崇拝者自 
身が計り知れるものではない。崇拝の的である神と崇拝者の純粋精神 
は不可分の関係にある。従って、崇拝者は神によって導かれるゆえ、 
何をすべきか、どの道を歩むべきかを教示されるのである。こうして、 
物界との溝は次第に埋められ、精神が徐々に向上されていき、いつか 
崇拝者と神が合一するときがやってくる。帰依者は崇拝と敬慕を示さ 
なければならないが、帰依者が行く道の距離は神の恩寵によって定め 
られる。このことを知り、神聖な感情に満ちた人々はクリシュナの教 
示にすべて従う。しかし、彼らは正しい道を歩むとき、これを常に正 
しい方法で実行するわけではない。 

12. 『行為の成就を望む人々は、多くの神々を崇拝する。確かに俗界 

では、行為に対する果報を素早く得ることができる。』 

人々は身体における行為の成就を求めつつ、多くの神々に対して 
崇拝を行なう。このように人達は正義の インパルスを いくつか養って 
いる。クリシュナは定められた行為をなすようにとアルジュナに告げ 
たが、それは具体的にはヤジュニヤの実行であり、つまり呼吸される 
精気を神にささげながら外向的な精神を自制という炎で完全に燃焼す 
ることによって最終的に神との一体感を得ることである。行為の真意 
は崇拝であり、この点について本章の後半で再度詳述される。この行 
為による成果とは究極の目的である永遠の神と合一することである。 
それは完全に行為というものから解放された境地といえる。クリシュ 
ナは、彼の道に従う人々が無為の境地に成就するために神々を崇拝し、 
神聖な インパルスを 強化す ると 告げる。 

クリシュナが第三章でアルジュナに説いたことは、正義のインパ 
ルスを強めるためにヤジュニヤを実行すべきであるということである。 
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このようなインパルスが漸次的に強化 • 増大していくとき、さらにア 
ルジュナには進歩する気が起こっていき、段階を踏みながら、やがて 
究極の幸福を得る。これが精神的向上の道にある最終的な段階である。 
クリシュナは、彼に従う人々は身体における行為の完遂を切望してい 
るとしても、無為の境地の到来を早める正義のインパルスを養ってい 
ると説く。この過程は必ず継続していくのである。つまり、ここで 
「早める」という意味はどう捉えるべきだろうか。究極の境地に到達 
するための行為を始めてすぐに究極の境地に達するということだろう 
か。いや、そうではない。クリシュナによると段階を追って、究極の 
境地に到達するわけであり、急激に到達できるような境地ではない。 
少し跳び出してみたからといってすぐに頂上に着くというような奇跡 
はありえない。しかし、そのような奇跡がある抽象的な瞑想法により 
達成できると主張する指導者たちがいて、神技でも教示するかのごと 
く説いているが、これは神の啓示とは無関係である。次に、クリシュ 
ナは段階について説く。 

13. 『根本原質と行為に応じて、パラモン•クシャトリヤ•ヴァイ 
シャ•シュードラという4つの階級（ヴァルナ）を作り出したの 
は私である。その私が不変であり無為者であることを知れ。』 

クリシュナは自分が四階級の作人であると述べる。これは、クリ 
シュナが人間を出生別に明確に4っの階級に区分するということか。 
いや、それどころか、クリシュナは人間の根本原質に基づいてその行 
為を4区分したのである。アルジュナに説いているように、永久不変 
の神であるクリシュナはそもそも行為をなす必要はなく、このように 
知られるべき存在である。つまり、万物の根本原質（ダナ）は試金石 
といえる。無智や暗黒（タマス）というダナが優勢であるならば、不 
活発で怠惰となり、情緖不安定で活動する意欲のない状態に陥り、そ 
の状態が邪悪であるという事実を知らずに不徳な感情に覆われてしま 
う。それでは、「座っている」という状態となる崇拝をどのように始 
めて、どのように2時間継続するものか。最大限の努力をしてもその 
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状態を10分維持することは極めて困難である。身体は静止状態であっ 
ても、精神は非常に活発に動き、さまざまな感情を生み出す。次から 
次へといろいろな想いが脳裏をよぎる。一体何のために我々は瞑想と 
いう名目で座り続け、時間を浪費しているのか。このような状態にあ 
るときは、まず自分達よりも先の段階にいる人々、つまり神を認識し 
ている知者に献身することが良薬となる。この良薬はマイナス因子を 
取り除き、崇拝することが有益であるという考えを強める作用がある。 
暗黒と無智というマイナスの力が次第に衰えてくると、ラジャスとい 
うダナが優勢となり、そこに美徳と善良さの根本原質（サットヴァ） 

も芽生えてくる。これは崇拝者がヴァイシャの段階まで進んできたこ 
とを物語っている。このように同一の崇拝者が感情を抑えるという能 
力を養ったり、美徳のインパルスを自己に蓄積し始めることになる。 
行為の道をさらに進んでいくと、その崇拝者は正義という富を得る。 
そこでラジャスという根本原質が弱まっていく一方、タマスが休止状 
態となる。ここでその崇拝者はクシャトリヤの段階にまで上がってき 
たことになる。この段階の崇拝者は、勇敢で行為そのものに没頭する 
能力、前進するのみで感情を調整する能力、三根本原質を乗り越えて 
自分の道を開拓する能力を備えており、崇拝者本来の特質を有する。 
さらに洗練されていくとサットヴァが優勢となり、美徳の発達をはじ 
め、感官の制御 • 専心 • 清純 • 沈思 • 深い瞑想 • 信心、そして神の声 
を聴く能力が備わり、神の境地までの距離が短くなる。このような段 
階の崇拝者はバラモンの段階に達したことになる。しかし、これはこ 
のようなレベルの崇拝者のうちで最も低い段階にあるということを示 
す。その崇拝者が最終的に神と同化したときには、最高の段階に到達 
しており、パラモン•クシャトリヤ • ヴアイシャ • シュードラという 
区分も不要となる。つまり、神を崇拝することは定められた行為であ 
り、これが真の行為である。このように真の行為とは、活動源となる 
志向に応じて4つの段階に区分されている。既述のとおり、このよう 
な区分は聖者やヨーガの達人によってなされたものである。つまり、 
非顕現の境地に住する聖者がこのように区分した。不滅の存在であり、 
ヴァルナを作り上げたクリシュナであるが、その自分を無為者として 
捉えるようにとアルジュナに説く。これは一体どういうことであろう 
か0 
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14. 『私は諸行為に愛着がないので、行為によって私が汚されることは 
ない。また、このことを認識して、同様の方法で行為をなす人々 
は行為によって束縛されることはない。』 

クリシュナは行為の果報を求めない。既述のとおり、ヤジュニヤ 
の実行としての行動は真の行為である。ヤジュニヤにより得た叡智を 
備えた人は不変で永遠の神と融合する。行為により純粋精神は結果的 
に最高精神の境地に成就するのである。クリシュナは神と同化したの 
で、神を求めるという欲求を克服したということになる。そして、神 
と同様にクリシュナもまた非顕現である。したがって、クリシュナは 
究極の境地に住しているゆえ、それを越える境地はない。そしてクリ 
シュナは行為により汚されることはなく、クリシュナを知りつつ神の 
境地に到達した人々もまた行為そのものから解放される。このように 
悟りを啓いた聖者とはクリシュナが成就した境地に達した人々をさす。 

15. 『この叡智をもって俗世から救済されるために先人たちは行為をな 
してきた。それ故、あなたも先人たちのように行為をなすべきで 
ある。』 


救済を求めた先人たちも同様な認識の下で行為を遂行した。つま 
り、行為が最終段階を迎えたとき、行為者が神と同化したのち神への 
切望が消えその途端、行為の様式さえも消滅する。これがクリシュナ 
の成就した境地である。どんな行為もクリシュナを汚すことはなく、 
クリシュナのしたように我々も行為をなすならば、行為の束縛が解か 
れる。クリシュナが最高境地に達して得た知識を理解する人は誰でも 
行為そのものから解放されることになる。クリシュナが非顕現の神ま 
たは悟りを啓いた聖者として存続しているとしても、クリシュナが到 
達した境地は我々皆が成就できる範囲にある。救済を求めた先人達は 
このような叡智をもって行為の道を歩み始めた。そのような理由から 
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アルジュナは先人達のしたように行為の道を歩むことを勧告される。 
そして、これは善良さというものを増大するための唯一の方法なので 
ぁる。 

これまでクリシュナは行為をなすという点を念入りに説明してき 
たが、この行為そのものが具体的に何であるかについてはまだ言及し 
ていなかった。第二章でクリシュナはアルジュナに無私行為に関して 
の説明を静聴するよう促した。そして、無私行為の特徴について説い 
たが、その一つには生死という不安因子を消滅させるというものがあ 
る。また、無私行為をなす際に留意すべき事柄についても詳述した。 
しかしながら、行為そのものの真意については触れていなかったので 
ある。第三章での補足説明では、無私行為の道においても知識の道に 
おいても行為というものが必須であることを述べた。行為の放棄に 
よって叡智を得ることもないし、無為という状態で行為から解放され 
るわけでもないのである。力ずくで行動器官を抑制する人々は傲慢な 
偽善者といえる。それ故、アルジュナは心と五感を抑制しながら行為 
をなすべきである。本章でクリシュナは、りっぱな学者さえも行為が 
何か、また無為とは何かといった問題についてあまり理解していない 
ことを説いている。だからこそ行為 • 無為を正確に理解 • 判別するこ 
とが大切である。 

16. 『智者でさえ行為と無為の本質について迷うことがある。そこで 

私はあなたに行為の真意について説こう。それを知ってあなたは 

罪悪から解放されるように。』 

行為とは一体何か。また、無為の境地とは一体何か。学識のある 
人々でさえこのような問題を対処するとき困惑してしまう。アルジュ 
ナを世俗的な束縛から解放させるために、クリシュナは行為が何かと 
いうことをきちんとアルジュナに説くつもりであることを告げる。ク 
リシュナは、行為は現世の人生という束縛状態から心を離れさせるも 
のであるということをすでに述べてきた。次に、クリシュナはそれが 
何であるかを知る上での重要点について熱心に説く。 
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17. 『行為と無為、そして価値のある行為の本質を知ることは不可欠で 

ある。行為の道は計り知れないものであるから。』 

行為や無為が何であるかを知ること、また世俗的な欲求や愛着を 
すべて捨てた智者が行なう行為、つまり疑念や無智から解放させる行 
為とは何かを知ることは最重要である。行為という問題はきわめて大 
きな謎であるゆえ、それを知ることは絶対不可欠である。注釈者の中 
には、ギーターの原文にある「ヴィ カルマ」 という言葉を「禁じられ 
た行為」、「精励行為」などと捉える人々もいるが、しかし、 カルマ 
という語根と複合された接頭辞ヴィ （ vi ) があるので、ここでは「価 
値のある行為」として解釈すべきである 4 。究極の境地に成就した人々 
は不安や過失から解放される。真の自己に住し、そこで満足を知りつ 
つ真の自己と最高精神を信愛する聖者には、行為の達成による利益も 
なければ、行為の放棄による損失もない。しかし、このような聖者た 
ちは他の人々の幸福のために行為をなす。これは真の行為であり、あ 
らゆる疑念や不安を取り除くものである。 

さて、「価値のある行為」については解明されたが、行為と無為 
についての具体的な説明はまだ言及されていない。それに関して次節 
で説明されるが、ここで行為と無為の区別が理解されていないと、次 
の説明を把握することは非常に困難である。 

18. 『行為のうちに無為を見出し、無為のうちに行為を見出す人は智 

者であり、完全に行為の達人である。』 

行為とは崇拝をあらわす。行為の達人は行為のうちに無為を見出 
し、神について熟考しつつ自らが行為者と思わずに、根本原質によっ 
て行為することが促されているだけに過ぎないと考える。無為を見る 
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という能力が使いこなせて、行為が完全に継続されるとき、その行為 
が正しい方向でなされていると考えるべきである。このように洞察で 
きる人は智者かつ真のヨーガ行者であり、精魂が最高精神と同化する 
ための方法を心得ており、真の行為を完全に遂行する人である。した 
がって、そのような人が行為をなすとき、そこに少しも間違いがない。 

簡潔にいって、崇拝とは行為である。崇拝を実行しつつその中で 
無為を見出すべきであり、真の行為者は_己が単なる道具であり、す 
ベての行為は根本原質に基づいていることを把握すべきである。我々 
が無為者であることを知りつつ妨害なしに安定して行為がなされる場 
合に限って、至福をもたらす行為を実行することが可能になる。筆者 
が敬愛するマハラジャ • ジ先生は「心の調整と統治を行なう御者と 
なって神が頭れてくるまで、真の崇拝は開始されない」と我々に説い 
たものである。この段階以前になす行為はどんなものにしても、行為 
の道に通じるための準備行為にしか過ぎない。束縛という重荷全体を 
雄牛たちに負わせて、耕作人はその牛たちを g 在に動かす。そして、 
畑を耕すということは耕作人の成果になる。神は常に崇拝する求道者 
のもとに存在し、その求道者を奨励し導く役目を果たしているので、 
神は真の崇拝者といえる。しかし、崇拝という重荷は崇拝者が背負う 
ものである。神が判断を下すまでは、我々は自分達が一体何をなした 
のかを知るはずもない。我々はまだ最高精神に留まっているのか、そ 
れとも自然界という荒野を放浪しているのか。堅固な信念をもちつつ 
神の導きに従って精神的な道を歩む崇拝者は無為者であり、真の智者 
である。このような崇拝者は実在を悟っていて、真のヨーガ行者であ 
る。しかしながら、崇拝者が永続的に行為をなすべきであるのか、そ 
れとも常に休息の瞬間というものがあるのか。ヨーゲシュヴァーラで 
あるクリシュナはこれについて次に説く。 

次節に進む前に、さらに理解を深めるため、これまでクリシュナ 
が行為およびヤジュニャについて何を説いてきたかという点に言及す 
るが、クリシュナは一般に行為といわれるものが本当の意味での行為 
ではないと指摘した。行為とは指示された行動、つまりヤジュニャの 
実行をさす。従って、これ以外になされたものは行為とはいえない。 
クリシュナによると、ヤジュニャ以外になされた行為は世俗的な束縛 
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でしかないのである。ヤ ジュニヤの 本質に ついてクリシュナが 説いた 
ように、特別な崇拝様式のもとで、帰依者は崇拝神に導かれ、神との 
融合を実現することは明らかである。 

このヤジュニヤの実行のためには、感官を抑制し、神聖なインパ 
ルスを増大しなければならない。この点に関して、クリシュナは、多 
くのヨーガ行者は調和的な呼吸を行ない、それが作用して内的な意志 
作用や外的環境から生じる欲望心を除去し、平静心のもとで神の名を 
穏やかに唱えると告げた。このように心の動きを抑止させた状態で、 
抑止された心が消滅しているときでさえ、その崇拝者は永遠の神と融 
合する。これがヤジュニヤであり、その実行は行為とよばれるもので 
ある。それ故、行為の真意とは「崇拝」することであり、これは神を 
敬慕しつつヨーガを実践するということをさす。このことはちょうど 
本章で論じられているが、後で詳述されることになる。行為と無為に 
は相違点がひとつだけあって、その認識がなされると崇拝者は正しい 
道に導かれ、実際にその道を歩むことができるようになる。 

19. 『欲望と意志から離れつつ行為し、その行為が知識の炎で焼き尽 

くされている人を智者たちは聖者とよぶ。』 


前節では、行為のうちに無為を認識する能力を備えつつ行為をな 
す人は完全無欠の行為の達人となる。欲望や意志を抑止することは、 
精神の勝利であるという補足説明がなされる。従って、行為は心を欲 
望や意志から離れさせ浄化させるものである。クリシュナは、崇拝者 
の行為がきちんと開始された場合には意志や優柔不断が除去されるの 
で精神が徐々に洗練かつ向上され、前もって知ろうとした最後の欲望 
は識別されずに消滅され、崇拝者は神を直感するとアルジュナに告げ 
る。行為の道を続行して神を直感することは知識（ギヤーナ）とよば 
れ、精魂が最高精神と同化するために必要な神聖な知識をさす。神を 
知覚するという熱意は行為そのものを永久に消滅させる。探索してい 
た目的は果たされ、探し求めるということさえ不要となる。神を超越 
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する存在などありはしないのである。この叡智を習得すると、行為す 
るという必要性は消える。聖者たちは深知を備えた賢者をパンディッ 
卜とよんでいる。そして、彼らの知識は完璧である。それでは、この 
ような賢者は何をし、どのような生活を営んでいるのだろうか。クリ 
シュナはその生活の方法を解明する。 

20. 『世間に頼らず、満ち足りていて、行為とその果報に対する執着 
を捨てた人は行為に従事していても行為から解放されている。』 

俗世の対象物に寄りかかることを断ち、永遠の神に住することで 
完全に充足し、行為の果報も神に対する愛着も捨離した人は神と離れ 
ることがない。このような聖者は、行為を懸命に遂行していながらに 
して無為者なのである。 

21. 『心と五感を制御し、快楽の対象から離れた人は身体的な行為に 
従事していても罪をつくることはない。』 

心と五感を乗り越え、世俗的な享楽の対象から離れ、欲望を捨て 
た人の身体は行為に従事していても、実は無為の状態にあるので、あ 
らゆる罪過から解放されるのである。そのような人は完全無欠であり、 
生死輪廻のしくみから自由な状態になっている。 

22. 『願うこともなく満足し、幸福と悲哀を同一視し、不平や不満が 
なく、成功と失敗にこだわらない人は平静であり、行為に束縛さ 
れない。』 


何かを要求するということもなく、もたらされたものに満足し、幸 
せ•悲しみ、好意•敵意というものを平等にとらえ、マイナス感情を 
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もたず、達成•未達成を冷静に受け止める人には、行為をなしていて 
もその行為に束縛されることがない。目指した目的に到達したなら、 
その目的は目の前から消滅することはなく、敗北の強迫観念から解放 
される。このような人は妄執なしに成功や失敗を同一視して行為をな 
す。そのような行為はまさにヤジュニヤとよばれるのにふさわしく、 
これは崇高な供物をささげる行為である。クリシュナは繰り返しこの 
概念にっいて詳述する。 

23. 『心が神の知識において確立され、愛着という感情を切り捨て、 
神の定めたヤジュニヤという行為をなす人は、真に自由であり、 
あらゆる行為が終止する。』 

ヤジュニヤの実行は行為とよばれるものであり、神を直感するこ 
とは知識とよばれる。奉献という精神のもとでの行為をなし、神を直 
感して得た知識に住することで、愛着や欲望を捨てた人の行為はすべ 
て解消されていく。そこで、すべての行為はもはや崇拝者にとって重 
要ではない。なぜなら、崇拝者がめざした目的である神との間に隔た 
りというものがなくなるからである。それでは、ひとつの報いから他 
にどんな報いが生じるのであろうか。このように真の自由を得た人達 
は自身のために行為をなす必要はなくなり、救済者として行為をなす。 
しかし、このような行為をなす場合でさえ、彼らは行為によって汚さ 
れることはない。これについてクリシュナは次節で説明をする。 

24. 『神は献供であり、供物である。それゆえ、神である炎に奉献を行 
なう師は神のような存在であり、神聖な行為をなす心をもっ人は 
神の境地に成就する。』 

自由の境地に入った人のヤジュニヤは神そのものであり、そのよ 
うな人が供物としてお供えするものは神である。また、供物に添えら 
れた神聖な炎もまた神である。神々しい崇拝者が神の顕れである神聖 
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な火に捧げる供物もまた神そのものである。神の恩寵により行為が解 
消-静止された人に帰依することは価値がある。このような人は自身 
のために行為をなすのではなく、他の人々の幸福のためにのみ行為を 
なす。 

これらは究極の境地に成就し、悟りを啓いた聖者の特質である。 
しかし、求道の初心者が実行するヤジュニヤの本質とは何であるのか。 
クリシュナは前章でアルジュナに定められた行為をなすよう勸告した。 
この定められた行為が何かについての詳述では、クリシュナはそれが 
ヤジュニヤの実行である（第三章第9節）と述べた。このヤジュニヤ以 
外の一般的な行動はいずれにしても世俗の束縛でしかない。しかし、 
真の意眛での行為とは、現世という足かせから解放させてくれるもの 
である。アルジュナは愛着を捨てヤジュニヤの実行をするために無私 
の状態で行為をするよう説き勧められたが、クリシュナが次に問題提 
起されることは、ヤジュニヤが何であるか、それを正当な方法でどの 
ように実行すべきかということである。それ 故、 クリシュナはヤジュ 
ニヤの特質 • 由来とヤジュニヤによる精神的な利益について詳述した。 
このようにヤジュニヤの特質は解明されているが、ヤジュニヤの真意 
に関してはまだ言及されていない。 

25. 『ヨーガ行者の中には、神聖なインパルスを強めるためにヤジュ 
ニヤを行なう人もいれば、その一方で神の顕れである火、すなわ 
ち神の火である先覚者にヤジュニヤをささげ物として奉献する人 
もいる。』 

前節においてクリシュナは最高精神に住する聖者たちが献上する 
ささげ物を描写したが、今度はヨーガの手ほどきを受けようとする崇 
拝者がひたむきに実行するヤジュニヤについて説明をなす。このよう 
な初心の求道者は神々を心に抱きつつヤジュニヤを実行していくが、 
結局それは神聖なインパルスが強化_増大されていくことにつながる。 
ここで、ヤジュニヤを行なうことによって神々が養われるというブラ 
フ マー 神の教示を思い出すべきである。心の美徳を育み、蓄積してい 
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けばいくほど、最高の境地にたどり着くまでの間、正しい方向を見つ 
けて突き進んでいくことになる。初期段階の崇拝者によるヤジュニヤ 
は正義のインパルスを強化させることを目指して行なわれるものであ 
る。 

第十六章の第一節から第三節までは正義という神聖な宝庫につい 
て詳述される。正義のインパルスはどの人の心にも休止状態で存在し 
ており、それらを大事にして自覚することが重要な義務である。クリ 
シュナはこの点を指摘し、アルジュナに嘆くべきではないと告げる。 
なぜなら、アルジュナは神性な美点に恵まれているからである。 

そして、正義は究極の幸福をもたらすものであるから、このよう 
な美点を生かせば、アルジュナはクリシュナに住し、永遠の存在に到 
達することになる。それに対して、精魂を下等•劣等な生物に輪廻さ 
せる方向に向かせる邪悪で不徳な勢力は負のインパルスであり、ささ 
げ物として火の中に焼べられる。これがヤジュニヤであり、その始ま 
りでもある。 

26. 『五感を自制という火の中に焼べる人もいれば、感覚器官の対象を 

五感という火の中に焼べる人もいる。』 

ヨーガ行者の中には、聴覚•視覚•触覚•味覚•嗅覚という感官 
を自制という火に燃やす人々がいる。そのような人々はあらゆる感官 
の対象から離れて五感を制御する。しかし、その場合に実際の火があ 
るわけではない。火に投入されたものがすべて灰となっても、自制と 
いう炎は外向的な意識を消滅させる。また、聴覚•触覚•視覚•味 
覚 • 嗅覚という五感の知覚力をすべて五感という火に奉献するヨーガ 
行者がいる。そのような人々は願望というものを昇華させつつ、それ 
を最高の境地に成就するための有益な手段に変える。 

結局、崇拝者は回りからさまざまな評価を受けつつ現世において 
自分の任務を続けなければならない。崇拝者は激情を喚起させる言葉 
を耳にしたらすぐ、その言葉を放棄という感情に昇華させてそれを感 
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官の火に投入する。それはアルジュナに一度起こった現象である。ア 
ルジュナは熟考することに従事していたとき、突如として軽快な メロ 
ディーが耳に入り込んできたので見上げるとそこにはウルヴァシ 5 とう 
天空の美女が 

目の前に立っているのを確認した。アルジュナ以外の男性たちは 
その美女の虜になったが、アルジュナはその存在を母親のようにとら 
えた。そうして、アルジュナの意識から甘美な音楽は次第に弱まり、 
五感の火で燃やされ完全に消えたのである。 

さて、我々には五感というものがある。それを火として考えれば、 
五感の対象は火に投入されて燃え尽きてしまうものである。それゆえ、 
視覚 • 味覚 • 嗅覚 • 触覚 • 聴覚である五感は究極の境地に到達する際 
にそれまでとは異なる形態になって表れ、崇拝者の集中度を低める五 
感の作用は消える。もはや五感の認識に対する関心はなくなり、崇拝 
者は五感の対象に足を引っ張られることがなくなる。 

本節で論議されている「他の人々」（アパレおよびアニエ）と 
いった言葉は同一崇拝者の異なる状態をさす。同じ崇拝者でありなが 
ら、意識レベルの差異をあらわしており、ヤジュニヤの種類について 
言及しているわけではない。 

27. 『他のヨーガ行者は知識が火をっけた、自制というヨーガの炎に感 

覚機能や呼吸機能を焼べる。』 

これまでクリシュナは、ヤジュニヤによって正義のイ ンパルスが 
漸次的に発展し、五感機能が抑制され、官能的感覚がその意向の変遷 
のおかげで回避されると説いた。これよりさらに進んだ段階にある 
ヨーガ 行者は、神の知識によって灯される ヨーガの 炎に五感の機能お 
よび呼吸活動を奉献する。自己が制御され呼吸活動や五感の機能が平 
静な状態となれば、激情を起こす思潮と神に向かう思潮が真の自己に 
融合する。ヤジュニヤを実践していくと、いつか最高精神である究極 
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5. 天空の乙女のひとり。カトーパニシャッドで死神は彼女を最高の美女とみており、確 
かに人間界に属するものではない。 
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の境地である神を認識する。神の存在を悟り、精神がその境地に住す 
る人には、それ以上目指すべき目的というものはなくなる。ヨーガの 
達人クリシュナはヤジュニャについてさらに説明を続ける。 

28. 『修行者たちの多くは世間に仕え、物を捧げる行為をヤジュニャと 
してなす。また、苦行という身体的なものをヤジュニャとして行 
なう人々もいれば、禁欲生活をして聖典の学習そのものをヤジュ 
ニャとして捧げる人々もいる。』 

多くの人々がいわゆる財物を奉献する。そのような人たちは聖な 
る崇拝のために富を寄与するわけである。クリシュナは信愛がこめら 
れているならば、いかなるものでも受け、その贈呈者を支援する役を 
引き受ける。これは富豪の行なうヤジュニャである。富を寄与して、 
どの人にも奉仕し、迷妄者を正しい道に導くことは富豪のなす捧げで 
ある。このような奉献は生得のサンスカーラを消去する素質を有する。 
ダルマを順守するために苦行により五感を抑制する人々もいる。換言 
すれば、そのような奉仕は根本原質の態様に基づいてなされ、身体の 
屈辱の形をとった懺悔と呼べるものであって、これは中級レベルのヤ 
ジュニャをさす。神へ導く深知に欠けるシュードラの段階にある初心 
の崇拝者は奉仕を行なう意味で苦行をなす。ヴアイシャの段階になる 
と神聖な富が備わり、クシャトリヤの段階では激情や憤怒が消滅し、 
パラモンの段階では神と合一する能力が備わる。どの段階においても 
同様に努力を怠ってはならないのである。そして実は、ヤジュニャと 
いうものは唯一であり、根本原質の状態に応じて上級から下級までの 
段階に区別される。 

筆者の敬愛するマハラジャ • ジ先生は「最終目的に達するまで身 
体と五感を維持しながら心の調整を行なうことが苦行である。身体と 
五感は道を脱線させる傾向をもつが、それを乗り越えて修行の道に傾 
注しなければならない」と説かれたものである。 

ヨーガという ヤ ジュニヤを 実践する人々は多く存在する。 ヨーガ 
とは自然界を超越した神と共に自然界を放浪しつつ精魂を整えること 
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である。第六章の第23節でその定義が明確にされている。一般な定義 
によれば、ヨーガとは二つの対象が対面することをさす。しかし、§& 
筆と紙、あるいは食器とテーブルが対面すると、それはヨーガである 
のか。双方は同一の五要素からなっていいるので、それらはもともと 
一つであり、二つではないことから、もちろん、これはヨーガとは呼 
ベない。_然界と真の_己は二つの実体であり、互いに峻別される。 
自然界に基づく精魂がそれと同一である神と対面し自然界が精魂と融 
合するとき、それはヨーガである。これが真のヨーガである。この合 
一を実現するのに役立つので、多くの人々は_制という厳しい実践に 
頼る。奉献、つまりヤジュニヤのヨーガを実践する人々と修行として 
厳しく簡素な生活をおくる人々は自分の自己を認識しながら知識の 
ヨーガを実践している。このように力任せではない厳格な禁欲 • 信条 
の順守 • 適切な静座 • 安定した呼吸 • 心身の統制 • 保持力•瞑想•最 
高精神への専心はヨーガの特質である。自己認識をするために_習す 
る人々が多数みられる。しかし、書物を読むことは自己を知るための 
第一歩であるが、厳密にいえば神の境地に成就するために真の_己に 
ついて沈思すること、つまり本当の知識または識別力を得ることを原 
則とする心構えが必要である。クリシュナは次に真の自己を知るため 
のヤジュニヤにおいて何をなすべきかについて指摘する。 

29. 『吸気のために呼気をささげる人々もいれば、呼気のために吸気を 

ささげる人々もいる。また、調息法に専念して安定した呼吸を行 

なう人々もいる。』 

自己に対して瞑想をする人はアパーナのために活気のある空気を 
ささげ、同様にブラーナのためにアパーナをささげる。この段階をさ 
らに進んだヨーガ行者はすべての息を統制し、調息法（ブラーナー 
ヤーマ）に基づいて呼吸を行なう。 

クリ シュ ナがプラーナー • アパーナとよんでいるものをマ ハタ 
マ•ブッダはアナパーナと名付けた。これはブッダがアナパーナ、ま 
たシ ュヴァスープ ラシ ュヴァス （吸気と呼気）ともよんでいたもので 
ある。ブラーナとは吸い込む息であり、アパーナとは吐き出す息をあ 
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らわす。聖者たちは、我々人間が周囲の環境から生じる願望を吸気に 
より吸収し、同様に内在する善悪の思考を呼気により吐き出すという 
ことを認識した。ブラーナを奉献すれば、外界より生じる欲望に左右 
されることもなく、アパーナを奉献すれば、内在する願望は抑制され 
る。これにより、外界に対する思考から欲望や悲哀が生じることはな 
い。呼吸の統制は、このようにブラーナとアパーナが正しく調和さ 
れているときに実現され、これはプラーナーヤーマとよばれる調息法 
である。これは、呼吸の抑制と同様に心の抑制がなされたていること 
であり、心における至高状態をさす。 

それはヴエーダ ( Rig ,1.164.45&0 Atharv ，9.10.27) でも言及 
されているが、悟りを得た聖者なら誰しも取り組んできたこの課題で 
あり、また敬愛するマハラジャ • ジ先生も同様に教説されたものであ 
る。同先生日く、最高神の名を唱えるとき、バイカリ、マディヤーマ、 
パ シャン ティ、パーラと順次的に念誦する方法がある。バイカリと念 
誦する場合、それは我々 g 身や隣席する人々に聞こえる程度に発音さ 
れ、可聴でかつ顕現的である。マディヤーマになると、それは念誦す 
る崇拝者のみに聞こえる程度のつぶやきであり、いわば喉元に留まつ 
ている状態である。このように絶えまなく調和の光が漸次的に発生す 
る。崇拝者がさらに洗練された段階に達すると、その名は視覚化する 
までに発展する。そうしていくうちに、この名は精気に溶け込むので 
唱える必要性はなくなる。そして、心は自己の傍観者となり、呼吸が 
何を形成するかを眺める。この状態はいつ起こり、いつ消えるのか。 
また、それは一体何を意味するのか。神知のある聖者たちはそれが名 
そのものであると説く。ここで、崇拝者は神の名を念誦することさえ 
せず、息から生じるその名のメ ロディーに傾聴するだけに過ぎない。 
これはパ シヤン ティと呼ばれる状態であり、息の作用のみに着眼し、 
呼吸の調整が行なわれる。 

パシャンティの段階では、崇拝者の心は見物人のような役割を示 
し、自己を傍観するようになる。しかし、段階が進むとこれさえ不要 

となり、望んだ名を暗誦すれば、そのメロディーは自然に聴こえ 
てくる。その名が崇拝者自身の心奥で鳴り響くと、唱えるということ 
はもはや不要である。崇拝者がその名を唱えず、また努めて聴こうと 
しなくても、念誦そのものがそれでも続いていく。この段階はアジャ 
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パとよばれ、無念誦の段階といえる。しかしながら、念誦することを 
初めから全くせずにして、この段階に達せるという考えは謬見である。 
無念誦を意味するアジャパの境地に入るには念誦することは前提条件 
である。アジャパとは、我々が唱えないときでさえ我々を見捨てるこ 
とがない念誦という意味である。唱えられる名がしっかりと心に刻ま 
れてさえいれば、その念誦は河川のように流れ始める。このような永 
続的な念誦はアジャパとよばれるものであり、これはまた超越的発言 
(パルヴァーニ）による念誦であり、崇拝者を非顕現の神へと導く。 
そして、このパルヴァーニは崇拝者を超現象界の神へと導き、神を直 
感する途端に神に浸透するので念誦が変化することはない。それゆえ 
にこの段階はパーラとよばれる。 

本節でクリシュナは呼吸に注意することをアルジュナに指摘した 
に過ぎないが、後で聖音の詠唱の重要性について熱心に説く。ゴータ 
マ • ブッダも呼吸についてアナパーナ_サダにおいて詳述した。ここ 
でヨーガの達人クリシュナが述べていることは一体何かという疑問が 
生じる。パイカリにはじまり、マディヤーマにまで進み、さらにパ 
シャンティの段階に達すると、呼吸の調整が行えるようになる。この 
段階では、念誦というものが呼吸の一部としてとらえられる。崇拝者 
が自身の呼吸に注意しなければならないとき、唱えるべきものは何で 
あるのか。クリシュナがアルジュナに「名を念誦する」というのでは 
なく、ブラーナとアパーナについて説いていく理由はそこにある。そ 
ういうわけで、この点についてクリシュナがアルジュナに話す必要は 
ないのである。クリシュナがそれを説くならば、崇拝者は迷妄しつつ 
暗中模索の状態に陥ってしまう。マハートマ•ブッダをはじめ、我が 
恩師や他の聖者らが一様に説いてきたように、バイカリとマディヤー 
マは念誦という境地に入るときの玄関のようなものであり、パシャン 
ティになると、真義の念誦が始まるのである。念誦する名は内在的か 
つ永続的なパーラにおいて永遠の川のように流れ始め、その名を唱え 
ると、崇拝者は必ず救われるということである。 

心は呼吸と関わりをもっている。全意識が呼吸に集中し、念誦す 
る名が呼吸に浸透し、外界の欲望がすべて消え去るとき、崇拝者は心 
の勝利をつかんだ状態といえる。これはヤジュニャの最終段階を知ら 
せる境地である。 
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30. 『呼吸をきちんと調整して、気息の一つひとつに気を配り、節度を 
もって生活を営む人はヤジュニャを知る人である。このような人 

は一切の罪から解放される。』 

限られた食物を分け合う人々は生きるための気息を供物として奉 
献する。我が恩師のマハラジャ_ジ先生日く、 「ヨーガ行者の食生活、 
座る姿勢、睡眠は安定すべきである」。食事と娯楽の規制は必要であ 
る。そのような規律正しく生活するヨーガ行者は、入息に集中しつつ 
呼息に注意することなく気息のために気息を放棄する。また入息が行 
なわれるたびに、聖音のオームを耳にする。ヤジュニャを実践により、 
あらゆる罪が消滅している崇拝者は真知を備えた人である。クリシュ 
ナはヤ ジュニャの 最終的成果に ついて 以下説く。 

31. 『ヤジュニャから流れる甘露を口にしたヨーガ行者は最高のクルで 
あり、永遠の最高神と対面する。ヤジュニャを行なわずに、現世 
で悲惨に生きている人々が来世でどのように幸福をつかむという 
のか。』 

ヤジュニャがもたらす成果とは不滅の財宝である甘露である。こ 
れを直感することは叡智である。この叡智を与えられた人は永遠の神 
と合一する。ヤジュニャは最終的に崇拝者を神と同化させるためのも 
のである。クリシュナによれば、可滅である人間の誕生さえ手の届か 
ない所にあるとき、ヤジュニャを無視して現世にいる人々は来世で幸 
福をつかむことは無理である。従って、そのような場合に、人間では 
なく下等な生物として出現するという運命でしかない。それゆえ、ヤ 
ジュニャは絶対不可欠である。 

32. 『ヤ ジュニャ についてヴエーダにおいて多く記されているが、すべ 
ては定められた行為により発生し進展するものである。さまざま 
な段階を踏むことによって世俗的な束縛から解放されるのであ 
る0』 


Pidriic&Ki: I 

l^oll 

Bimini 


切 fqani <si^iuil 


I 



152 


ヤタルタ•ギ ータ 


ヤジュニヤにはいくつかの段階があり、神の言葉といわれる 
ヴエーダに詳述されている。悟りを開いた聖者たちは神の権化である 
が、神と合一した聖者たちの心はいわば道具でしかない。神は聖者の 
言葉によって語る。このように明快に言及されたヤジュニヤの説明は 
神の御声である。 

クリシュナは、これらのヤジュニヤがすべて行為から発生してい 
ることを知るべきであるとアルジュナに告げたが、この点は第三章第 
14節でも既述されている。また、クリシュナはヤジュニヤを実践する 
崇拝者はあらゆる罪障から自由になれると指摘した。そして、ヤジュ 
ニヤとは行為から起こるものであることをアルジュナが知るとき、彼 
は現世の束縛から解放されるとクリシュナは告げる。ここで、ヨーガ 
の達人としてクリシュナは行為の真意を解明した。つまり、その行い 
とは、ヤジュニヤの遂行のためになされる行為をさす。ヤジュニヤの 
実践だけが真の行為といえるのである。 

仮にも神聖な財宝を得、りっぱな指導者に専心し、五感を抑制し、 
調息法をきちんと行ない、節度をもちつつ快活であるというならば、 
商売や軍務や政治に従事していることは決して害にはならないが、そ 
れをすべて満たすことは到底無理である。ヤジュニヤとは、崇拝者を 
完全無欠の神の境地に到達させる唯一の練習方法なのである。もし同 
様に神に導く方法があるならば、_分の好きなように他の仕事を何で 
もするがよい。 

実際にヤジュニヤとよばれるものはどんな形態であっても熟考と 
いう内界の過程をあらわし、神を顕現かつ知覚させる崇拝の様式とい 
える。ヤジュニヤは崇拝者が正しい道を進んで神の境地に到達するの 
を促すための特別な崇拝様式なのである。呼吸が調整され安定してヤ 
ジュニヤが遂行されることが行為である。それゆえに「行為」の真意 
は「崇拝」といえる。 

一般には現世でなされることはすべて行為とよばれるが、欲望と 
自我を捨てたうえでの活動は無私行為の道といえる。莫大な利益を目 
指して輸入品の織物を販売することを行為であると考える人々 
がいて、自分たちが行為者であると自負する。また、国産品の販 
売をし、国に奉仕することが無私行為の道であるとする人々もいる。 

信愛をもって行為をなしたり、損益を考えずに商売を行なうなら 
ば、それは無私行為の道といえる。勝敗を考慮せずに戦いに臨んだり、 
選挙で争ったりすることでも無私行為の遂行者となれる。しかし、こ 
のような行動は幸福をもたらさない。クリシュナは定められた行為と 
はたった一つであると断言し、アルジュナにそれを勧告したのである 
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。ヤジュニヤの実践は行為である。ヤジュニヤとは呼吸を奉献し、五 
感を抑制し、最高精神に専心することである。この最高精神とは悟り 
を開いた聖者であり、その聖者は呼吸の調整と安定を目指すヤジュ 
ニヤの象徴である。これは内界における勝利を示す段階である。そも 
そも現世とは心の延長部分でしかない。クリシュナ日く、平静の境地 
に至った人々はその時やその場で現世という有限な存在を征服する。 
それでは、心の平静と現世の征服にはどんな関連性があるのか。現世 
を克服した人は一体どこで停止するのか。クリシュナによれば、神は 
完全無欠で公平であり、激情に左右されない。そして、知識を確保し 
た人の心もまたそのように安定している。つまり、これは神との合一 
をあらわす。 

簡潔に表現すれば、現世とは心の延長線上にある。無常の世界は 
奉献されるべき対象といえる。心の調整が完全になされているという 
ことは、俗界も完全に統制されているということである。心の調整が 
十分であるとき、ヤジュニヤの成果が明確にあらわれる。ヤジュニヤ 
から生じる知識という甘露は、それを味わった崇拝者を永遠の神へと 
導く。これは、神の境地に成就した聖者たちが証明したことである。 
しかし、違う宗派の崇拝者が異なる方法でヤジュニヤを実践するとい 
うことではない。実はギーターで表現されている諸形態は、同一の崇 
拝方法における状態変化を識別しているだけである。このヤジュニヤ 
の開始としてなされるべきものが行為といえる。神を認識するための 
道として世俗的な行動を承認する箇所はギーター全体を通してどこに 
も見当たらない。 

通常ヤジュニヤを実行するために、まず祭壇が立てられ、そこに 
火を灯し、スワハを唱え、生贽として穀物や種油を炎に投入する。こ 
れは本当にヤジュニヤの行為といえるのだろうか。クリシュナはそれ 
について以下答える。 

33. 『パランタパ（アルジュナの別名）よ、叡智による祭祀は、あら 

ゆる点で財物による祭祀よりも優れている。なぜなら、パルタ 
(アルジュナの別名）よ、すべての行為は知識において完結する 

からである。』 

叡智によるヤジュニヤは禁欲 • 自制•信条•知識からなり、それ 
は神を直感するために最適な行為である。あらゆる行為はこの知識に 
融合する。このように知識はヤジュニヤの最大の特徴である。そこか 
ら、行為による利益も節制による損失もない状態になる。 
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同じように、財物を奉献するというヤジュニヤがもたらすことは、 
知識によるヤジュニヤが神を直感する能力を与えるのと比べれば些細 
なものでしかない 6 。我々が100万ドルを奉献し、何百という祭埴を聖 
なる灯火のためにつくり、神聖な目的に基づき献金し、聖者たちの崇 
拝式にお金をつぎ込んだとしても、こういったヤジュニヤは知識をさ 
さげるヤジュニヤに比べて遥かに劣るものである。クリシュナが既述 
したとおり、真のヤジュニヤとは呼吸の調整，五感の抑制 • 心の統制 
をさす。しかし、それはどのように体得できるのか。いわゆる寺院や 
モスクや教会で身に付くとでもいうのか。あるいは聖地を求めて巡礼 
の旅をしたり、神聖な川で沐浴したりすればよいのか。クリシュナの 
教示するところでは、究極の境地を悟った聖者しかそれを解明するこ 
とができないのである。 

34. 『敬意を示し、質問をし、懇願して聖者から知識を得よ。真実を 
知る聖者たちは手ほどきを示すだろう。』 

アルジュナは、敬意を払い、忍従さと謙虚さを忘れずに先覚者の 
もとで、信愛と誠実な意欲をもちつつ真の知識を得るように勧められ 
ている。このように先覚者は求道者を悟りの道へ導く。この知識を得 
るための能力は信念をもって奉仕することで養われる。神を直に認識 
する力を与えてくれる人は先覚者といえる。先覚者はヤジュニヤの識 
者であり、アルジュナに教示するであろう。しかし、その葛藤が外界 
で起こっているとき、先覚者は必要とされるはずもない。 

アルジュナは神という存在と対面しているのではないのか。それでは、 
なぜクリシュナはアルジュナに先覚者のもとに行くよう勧めるのか。 
ヨーガの 達人だったクリシュナの趣意とは、実は現在崇拝者がクリ 
シュナとともにいても、クリシュナによる指導が行なわれず将来崇拝 
者が迷妄するかもしれない。「ああ、クリシュナが行ってしまった今、 
一体誰が私を導いてくれるというのか。」とアルジュナが嘆くように。 
そういうわけで、クリシュナはアルジュナに真の知識を彼に与える先 
覚者のもとに行くよう告げるのである。 

35. 『バーンドウの息子よ、それを知れば、あなたは二度と惑わされ 

る ことなく、万物が真の自己と私に内在していること 

を直覚できる知識を身につけるであろう。』 


yifuiMid-i I 

6. ブラシユナ* ウパニシャッ ドにおいて、聖者 ピッパ ラーダは「子供を望む人々は儀式 
を好み、至高の境地を考慮に入れつつ、月（ラーイ）の世界に到達し、また地球に再 
生する。しかし、苦行•自制•信仰•知酿をもって、真の自己を崇拝する信心深い 
人々は、北方向に行き、太陽（ブラーナ）の世界に到達する」と説いている。 
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この知識を聖者から習得すると、アルジュナにはあらゆる愛着が 
消えるだろう。この知識を得て、アルジュナは万物が自己に内在して 
いることを認識し、すべてはこの自己の拡張であることに気づき、そ 
こで神と合一できる。その神に成就する手段は真の実在を知る聖者で 
ぁる。 

36. 『たとえ極悪人であろうとも、知識の舟が邪悪の島からあなたを連 
れ去り浄化するだろう。』 

ここで注意すべき点は、いくら罪を犯そうとも結局は救済される 
と誤解してはならないことである。むしろ我々が救いようもない重罪 
人であるという間違った印象をもつべきではないというクリシュナの 
意図を読み取るべきである。このようなクリシュナの言葉は、アル 
ジュナや我々に希望と気力を与えてくれる。たとえ極悪な罪を犯した 
人でも、先覚者から得た知識によって救済されるということである。 

37. 『アルジュナよ、燃え立つ火が薪を灰にするように、知識の火がす 
ベての行為を灰にするのである。』 

ここでは、ヤジュニヤを行なう人を通じて得る知識が教示される 
のではなく、不徳の傾向が消え、瞑想という行為さえも融合される神 
の境地を認識するというすぐれた叡智について説かれている。悟りを 
啓いた人はその後も悟りの状態を維持するものである。さて、そこで 
さらに瞑想を行なって求道すべき人は誰であるのか。聖者とは、神を 
認識するという叡智を備えており、行為を完結させる。では一体どこ 
で神を認識するのだろうか。それは外的現象であるか、それとも内的 
なものであるのか。 

38. 『この知識に匹敵するような浄化具は現世には確かに見当たらない。 
無私行為の道に従って、最高の境地に達したとき、その崇拝者は 
みずから真知を習得する。』 

この知識以外に人間を清めてくれるものはこの世にはない。この 
知識は、ヨーガの実践が熟達された段階において、その行為者に内在 
する真の自己に限り顕示されるのであって、初級または中級レベルの 
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ヨーガ行者や他の人には顕示されない。この知識を習得する能力とは 
何なのか。クリシュナは次に解明する。 

39. 『信条をもち、五感を抑制する崇拝者はこの知識を得、すぐに最高 
の寂静に達する。』 

神を認識するためには、信念 • 決断力_五感の制御というものが 
不可欠である。神の知識に対する熱意がないならば、先覚者に救済を 
求めてもそれは実現しないだろう。 

信念を持つだけでは不十分であって、崇拝者はもっと努力すべき 
状況ともいえる。前述の方法により断固とした決意のもとで実践する 
ことが必要である。さらに求道者には五感の抑制が要求される。欲望 
を捨てられない崇拝者は最高神を直覚することが困難である。信条を 
もち、行為に対し熱意があり、感官を抑止する人でなければこの知識 
を習得することはできない。そして、この知識を得た瞬間、その崇拝 
者は究極の平穏というものを知る。なぜなら、それを知る者は、何か 
に打ち込む必要性さえなくなるからである。このように成就した崇拝 
者は完全な寂静という境地に入る。 

40. 『信条や知識に欠ける疑念者は、正しい道から逸脱する。そして、 
そのような疑念者には、現世も来世もなく、また幸福もない。』 

ヤジュニヤという道を知らない疑念者は信条をもたず、正義の道から 
外れる。そこには、幸福もなければ、人間としての来世も神もない。 
崇拝者が疑念をもっているとすれば、まず先覚者のもとに行き疑念を 
すべて除去すべきである。さもなければ、その崇拝者が真実を知るこ 
とはない。それでは、知識を備えた人とは誰をさすのか。 

41. 『ダナンジヤヤ（アルジュナ）よ、神を信頼し、 カルマ _ヨーガを 
実践しつつその行為を放擲し、知識をもって一切の疑念が消去さ 
れた人は行為に束縛されるはずがない。』 
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ヨーガを実践し、神と融合されつつ行為をなし、認識により疑念 
を取り除き神と合一している人は行為の奴隸にならない。行為はヨー 
ガにより完結するものである。そして、疑念を消滅するものは知識の 
みである。そこでクリシュナは次のように締め括る。 

42. 『パラータ（アルジュナ）よ、知識の剣をもち、無智から生じた優 

柔不断の心を切り離し、ヨーガに専念し立ち上るのだ。』 

アルジュナは戦うべきである。優柔不断という敵はアルジュナの 
心に内在す る ものであり、外界に ある ものではない。信愛と熟考とい 
う道に従って歩み続けるとき、疑念や激情というものが障害物となっ 
て我々の前に立ちはだかることは当然で ある。 このような障害物には 
凄まじい勢いが ある。 それに立ち向かって克服し、定めれらたヤジュ 
ニャの実践により不安を拭い去ること、これがアルジュナが挑むべき 
戦いで ある。 このような心の葛藤を克服は、最終的にアルジュナに心 
の平和と永遠の勝利をもたらす。 

★★★★★ 

本章のはじめに、クリシュナは最初にヴィヴァスヴァツトにヨー 
ガの知識を与えたと告げる。ヴィヴァスヴァツトはその知識をマヌに、 
それをまたマヌがイクシュヴアークに教示したので ある。 このように 
して、その知識はラジャスという段階に展開した。この知識を与えた 
教師はクリシュナという、遍在し非顕現の存在で ある。 悟りを啓いた 
聖者もまた遍在しつつ非顕現で ある。 そのような聖者の身体は精神が 
宿る場所で ある。 神はその聖者の声を通して話すといえる。ヨーガを 
与えられた聖者とはこういった存在で ある。 このような聖者の輝きが 
自己実現という光彩によって呼吸活動に新鮮な活力を与える。太陽の 
光線は前方へ送られる。そして太陽は、呼吸によって自己表現しその 
呼吸に住する、常に光に満ちた神の権化で ある。 「ヤジュニャの知識 
を太陽に与える」ということは、誰の心にも内在しつつ休止している 
神性な精魂を目覚めさせることをしめす。呼吸を通じて、この光は神 
のしきたりに浸透し神聖化される。やがて、それは決意として心に入 
る。ヴィヴァスヴァットに対するクリシュナの言説の重大性を体得す 
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ると、それを達成したいという熱意が起こり、ヨーガは行為に変換さ 
れる。 


ここで、さらに詳細な説明が必要となってくるが、ヴィヴアスヴアッ 
卜、マヌ、イクシュヴアークは人類の先祖を象徴する。ヴィヴアス 
ヴアットは精神的な探索に対して意識がなく、悟りを啓いていない人 
をあらわす。そのような人に献身的な心を芽生えさせる役割が聖者に 
ある。そこで、小宇宙のマヌという心に生じる神への憧れが起こる。 
心はその憧れをイクシュヴアークで象徴される激しい切望に変化して 
いき、それが実行に変化する過程は加速される。最初の二段階まで進 
み、崇拝者に神聖なインパルスが備わって、ヨーガの理解がなされ、 
その神的な富が明確になり始めると神への憧憬は第三段階に入るが、 
これは実際に危険を伴う段階である。なぜなら、ヨーガはちょうど破 
滅寸前の状態になっているからである。しかし、クリシュナのような 
聖者たちは、良き友かつ信愛あふれる帰依者である人々を救済してく 
れる。 

アルジュナはクリシュナの近来の出生について問う。これに対しクリ 
シュナは、非顕現•不生不滅•遍在だが、アートマ-マーヤーにより、 
またヨーガによる抑制三根本原質による自然界というものによって自 
分自身を顕現させていると答弁する。クリシュナはこのように顕現し 
たあと、一体何をなすのであろうか。クリシュナは邪悪な勢力を減し、 
神聖なダルマを強化するために、また任務の遂行に適切なものを保護 
するために様々な化身となって現出してきた。クリシュナの誕生およ 
び行為は非常に深遠であるゆえ、先覚者でなければそれを認識するこ 
とは不可能である。カリュガ（暗黒の勢力が優勢）の状態は神の到来 
をもたらすが、それには熱意ある献身が絶対条件となる。初心の崇拝 
者は神が g 分に話しかけているか、自分に送られた信号に意図がない 
かどうかを理解することができないものである。天空から聞こえる声 
は誰のものであるのか。筆者の敬愛する師は、神が慈愛を与えつつ御 
者となって自己に内在するとき、あらゆる円柱 • 木の葉•空所 •街角 
で神は語り、守ってくれる、と話したものである。絶え間なく洗練さ 
れながら、神という真実の認識が備わって、神の存在を直に触れるか 
のように直感するならば、それは崇拝者が真の実在を知るということ 
である。それでクリシュナは、生死という束縛から離れている先覚者 
であればクリシュナの顕現した姿を直覚することができるとアルジュ 
ナに告げた。 
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さらにクリシュナは神の顕現する仕方について説明したが、神が 
顕現する場所が献身的なヨーガ行者の外界ではなく必ず内界であると 
いうことであった。そして、クリシュナは行為に束縛されることがな 
く、彼と同じ境地に成就した人々もまた行為の束縛というものがない 
と告げた。かつて幸福を求めた人々が同じ境地に達するために行為の 
道を選んで歩み続け、やがてクリシュナのもつ知識を把握したのであ 
る。それは、この真実の解明をさし、アルジュナの切望する幸福とい 
うものもやはりクリシュナの存在ということになる。そして、これを 
達成するためには、ヤジュニヤの実行が不可欠である。そこでクリ 
シュナはこのヤジュニヤの本質について言説するとき、ヤジュニヤの 
実践によって究極の境地に入り、それはまさに寂静の状態であると指 
摘したのである。では、知識の道を悟るためには一体どうすればよい 
のだろうか。クリシュナは、アルジュナが尊敬の念と■虚な心をもっ 
て聖者のもとで教えを乞うよう勧告した。また、クリシュナは自分が 
習得できる知識は、他の人の行動や行いによるものではなく、自分の 
行為というものによって身に付くものであると言明したのである。さ 
らに、その実現は、ヨーガの初期段階ではなく、最終段階であると説 
いた。知識とは、外界ではなく常に内界で習得するものである。そし 
て、信愛と決意をもって五感を抑制し、すべての疑念を払いのけてい 
なければ、その習得は不可能である。結局アルジュナは放棄の剣で優 
柔不断というものを心から切り離すよう勧めらているのである。この 
ように、戦いとは自己に内在しているものである。ギーターで言及さ 
れる戦いとは心の葛藤をさす。 

本章において、クリシュナはヤジュニヤの本質と形態について念 
入りに説き、最終目的を達成するための行いとは真の行為であると言 
明した。 


従ってシュリー • スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド-パガヴアット. ギータ に基づいてヤタルタ_ ギータ の第四章 
『ヤジュニヤという行為の解明』が終りました。 

ハリ ーオマー タタ ー サタ 



第五章 


最高神であるヨーガの達人 

第三章において、アルジュナは「あなたは知識の道のほうが優れ 
ていると考えながら、何故私を恐ろしい行為に駆り立てるのか」と尋 
ねた。たとえ心の葛藤に負けても天空の生活を得、勝てば究極の栄誉 
が与えられることを保証してくれるので、知識の道のほうが歩みやす 
いとアルジュナは考えたのである。成功や失敗を問わず知識の道を選 
択すれば必ずご利益がある。これまでアルジュナは、どちらの道にお 
いても行為が必要条件であるということは理解してきた。ヨーガの達 
人であるクリシュナは、先覚者のみが認識の泉であるゆえ、アルジュ 
ナに疑心暗鬼にならずに先覚者のもとに行き救済を求めるようにも勧 
告した。しかし、アルジュナはどちらの道にするかを決める前に、次 
のようにクリシュナに■虚に問いかける。 

1. 『アルジュナは尋ねた。ークリシュナよ、あなたはこれまで放擲 
による知識の道と無私行為の道の双方を讚えてきた。それでは、 
ここでどちらが優れているのか、はっきりと私に教えてくださ 
ぃ。』 

クリシュナは放擲による知識のヨーガを賞賛しつつ無私行為の 
ヨーガのすぐれた点についても述べてきた。そこでアルジュナは自分 
に幸福をもたらすのはどちらの道であるのか、クリシュナから明解な 
答えを求めようとする。ある場所に行くために二つの道を教えられた 
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とき、どちらの道のほうが便利かと我々はやはり聞き返すだろう。こ 
のような問ぃが生まれなぃとしたら、それはどこにも行く必要がなぃ 
からとぃうことになる。ヨーガの達人クリシュナはアルジュナの問ぃ 
に以下答える。 

2. 『聖パガヴァットは告げた。一放擲と無私行為とは共に救済をも 
たらすものであるが、このうち実践しやすぃ無私行為の道のほう 
が優れてぃる。』 

双方の道が同様に作用して究極の境地に導くとぃうのであれば、 
なぜ無私行為の道がより優れてぃると説くのか。この点をクリシュナ 
は解明すべきである。 

3. 『強腕の持ち主（アルジュナ）よ、誰もねたまず、何も欲しなぃ 
人は真のサンヤーシ（出家者）とよばれるにふさわしく、激情や 
嫌悪とぃうものがなく、俗世の束縛から離れてぃる。』 

知識の道と無私行為の道のどちらを選択したかにかかわらず、愛 
憎の世界から離れてぃる人は放擲した者であり、サンヤーシとよばれ 
る出家者とぃえる。執着や憎悪を切り捨ててぃる人は輪廻とぃう凄ま 
じぃ不安から解放された状態にぃる。 

4. 『愚者は、知識の道と無私行為の道を峻別するが、賢者はそのよ 
うな見方はしなぃ。どちらか一方を正しく歩むならば、必ず神の 
境地に到達する。』 

精神的な探求が不十分である人々は、双方の道が全く異質である 
かのようにみなす。しかし、どちらを選んでも最終的には究極の目的 
に達するものである。 
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5. 『知識の道と無私行為の道を同一であると考える人は真実を認識す 

る。なぜなら、知識によって得た自由は無私行為によっても与え 
られるものであるから。』 

知識と識別力にもとづき崇拝する人が達する目的は無私行為の道 
を歩む人も到達するものである。結果的に双方の道は同一であると捉 
える者は真実をつかむといえる。それでは、双方が同様の効果をもた 
らすことが明らかであるのに、なぜクリシュナはこのうち一方が他方 
より優れていると説くのか、これに対する説明は以下のとおりである。 

6. 『強腕の持ち主よ、放擲は無私行為なしでは達成することは非常 
に困難である。しかし、神に心を向ける人はまもなく神と合一す 
る〇』 


無私行為なしでは、_分が所有するモノを一切放棄することは最 
も難しいことである。無私行為がまったく開始されていない状態では 
実に不可能なことといえる。それゆえに、同一の神を反映する聖者は、 
心と感覚が静止しているとき、無私行為の実践によりすぐに神の境地 
に到達する。 

無私行為は知識の道においてもまた実践されていることが明らか 
である。なぜなら、双方とも必要とする行為は同じであるから。これ 
はヤ ジュニヤの 行為であり、まさに「崇拝」という意味である。この 
二つの道における相違点は崇拝者の心構えだけである。詳言すると、 
一方は独立独行で自分の能力を完全に自己評価しつつ行為に専念する 
道であり、他方は崇拝神にすっかり帰依して無私行為を遂行する道で 
ある。換言すれば、前者は独習により受験に臨む学生のようなもので 
あり、後者は学校や大学に入学した学生のようなものである。しかし、 
双方とも同じ道を習得するための先達者を必要とし、同じ試練を乗り 
越え、最終段階において受ける成果は同じである。ただし、試練をこ 
なす際の心構えはそれぞれ異なっている。 
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激情や怒りが難敵であるという点について言及するとき、クリ 
シュナは アル ジュナにそれらを消滅するよう勧告した。しかし、 アル 
ジュナはそれは恐るべき行為であると感じたのである。それゆえに、 
クリシュナは感覚は身体より優れ、心は感覚より優れ、知性は心より 
優れ、それらすべてを超越したものが真の自己であるということを説 
いた。そして、その自己は自分のなす行為をすべて統制している能力 
を示す。自己の知力を明解し、独立独歩で行為をなすことは知識の道 
である。クリシュナは、執着や悲哀を切り捨てて自己の行為に専念し 
つつ精神を集中させたうえで戦うよう アル ジュナに勧告した。崇拝神 
に完全に帰依しつつ行動をなすことが無私行為の道である。このよう 
に、双方の道における行為は同義であり、それゆえに最終の境地も同 
一で ある。 

この点に関して重ねてクリシュナが説くことは、無私行為を抜き 
にして善悪の行為を最終段階で中止させるという放擲を成就すること 
は不可能であるということである。しかしながら、「私は神であり、 
清く賢い。よって、私には行為者である必要もなく、束縛もない。仮 
に邪悪な行為に加わっているかのようであっても、それは五感の本質 
に応じてそれが機能しているに過ぎない。」というふうに自分に言い 
聞かせて、何もしなくてよいわけではない。クリシュナの言葉に偽善 
的な意味は少しも含蓄されていない。ヨーガの達人クリシュナでさえ 
必要である行為なしには、たとえばアルジュナのような大切な友を究 
極の境地に導くことはできない。もしクリシュナに必要な行為がない 
とすれば、ギーターそのものが必要ないということになってしまうに 
違いない。行為とは成就してこそ行為であるといえる。放擲の段階は 
行為を通じてのみ達成することができ、それを遂行する人はまもなく 
神を悟る。次に、無私行為のできる人の特質についてクリシュナは説 
ぐ 


7. 『五感を抑止して身体を完全に統制した状態で、清らかな心を 
もって創造神に専心する行為者は、行為に傾注していても、行為 
に汚されることはない。』 
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身体の管理がなされ、五感が抑制され、思考と感情が完璧に清純 
であり、最高神との一体感を体得した人は無私行為のヨーガに専心で 
きる。このような人は行為にかかわっていても無傷のままである。な 
せならその行いが、他の人のために至福の種を蓄積することを目的と 
してなされ、その精神は、万物の生命源かつ真髄である神に住してい 
るので、汚されないのである。そして、このような人にもはや探求す 
べき目的はない。また、執着する対象が無意味になると執着自体が消 
滅するゆえ、このような人は行為そのものに囚われることはない。こ 
こで崇拝者が無私行為により達成した究極の段階が鮮明になってくる。 
次にクリシュナは、このように無私行為のヨーガを実践できる崇拝者 
はどうして行為そのものに束縛されないかについて説く。 

8. -9. 『聞いたり、触れたり、嗅いだり、食べたり、歩いたり、眠った 
り、呼吸したり、捨てたり、掴んだり、目を開閉したりという行 
為のすべてにおいて、根本原質によって五感が機能しているに過 
ぎなく、自分が行為者ではないと認識する人は真の智者であ 
る。』 


神の存在がはっきり直覚できる人は、行為しながらも何の行為も 
していないという信念をもつ。いや、むしろそんな体験をする。いっ 
てみれば、行為自体により成就したと単に思い込むのではなく、達成 
感の確認である。これを悟ったあとは、行為をしていると思われるこ 
とがすベて根本原質に応じた五感の作用であると理解するようになる。 
しかし、神を悟った後には神を超えるものは存在しない。神以外の何 
かによって至福を得ることはありえないのであって、それより優れた 
ものがあると思う心には、執着がまだ潜んでいるといえる。神の境地 
を知る人には、それ以外に目指すべき目的や放棄すべき対象物はない。 
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10. 『執着を捨て、神に対する行為にひたすら専念する人は、蓮の葉 

が水をはじくように罪悪に汚されることがない。』 

蓮は泥で育つが、その葉は水上に浮かんでいる。そして、さざ波 
は日夜起こるわけだが、蓮の葉がそれによって湿ることもなく、完全 
に水をはじいてしまう。泥水に生育する蓮は少しも汚れることはない。 
このように、行為の消滅はその認識があってはじめて生じるもので 
あって、認識なしに生まれるものではない。神と合一した行為をなし、 
一切の執着を捨てた人は完全無欠であり、それはちょうど蓮のような 
状態であり、行為によって何らかの影響を受けることはない。このよ 
うな人は他の求道者を導き、彼らに真の幸福を認識させるために行為 
を遂行し続けるという段階を迎えることになる。この点について次の 
節でさらに詳述される。 

11. 『聖者は五感•心_知性 • 身体に対する愛着のすべてを捨て、ひ 

たすら内部の浄化に向かって行為をなす。』 

聖者は感覚器官をはじめ、意志、知力、体に対する意識の一切を 
捨て、内在する神性なものに向かって一心に無私の行為を遂行する。 
そして真の自己が神と同化した後は、もはやそれが汚されるような危 
険は全くなくなる。なぜなら、真の自己は万物と合一したとさえいえ 
るので、万物のうちに自己の存在を見るようになるからである。つま 
り、そのような人は自身のためではなく、他の人々が精神的な向上が 
できるよう、またそれを助けるために行為をなす。従って心•知性 • 
感官をもって行為をなすときでも、その精神は無為及び至福の境地に 
基づいている。そのため、外部から活発で動的に見えても、実のとこ 
ろ内部は完全な寂静の境地なのである。こうして束縛の絆が完全に燃 
焼すると同時に束縛力も失われる。その結果、雁字搦めという印象だ 
けが残るに過ぎない。 
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12. 『行為の果報を神に捧げる聖者は完全な寂静の境地に到達するが、 
果報を求める行為者は執着心に束縛される。』 

無私行為の最終段階における果報を神に供し、万物の根源である 
神に住し、行為の果報を捨離した人は、行為の最終目的である神との 
距離が消失した状態にあるので、至福の境地に到達し、完全な平静さ 
を体得する。これに対して、精神的な旅人である求道者は、（行為の 
「果報」に意識が集中するゆえに神の境地に未成就のまま）行為の結 
果を求めてそれに束縛された状態にある。このような旅人は神を認識 
するまでは欲望というものが高まる一方にあるので、目的に達するま 
で注意深くしていなければならない。筆者が敬愛するマハラジャ•ジ 
先生は「わずかでも神に対する意識から離れているならば、すぐに 
マーヤーが発動し、現象界が広がることを肝に銘ずるように！」とよ 
く忠告されたものである。たとえ明日、最高の境地に達することにし 
ても、今日のこの日において崇拝者は無智そのものでしかない。すな 
わち、崇拝者はどんな時にも粗略になることを避けなければならない 
ということである。この点を以下さらに詳しく述べる。 

13. 『心や意識を完全に制御し、それに応じて行為をなす人は、自身 
のために行為するのでもなく、また他の人を行動させることもな 
いので、九孔のある身体において至福感に満たされる。』 

九孔とは、口 •耳■目•など9つの門のある都に例えられる人体を 
さす。自己制御力を完璧に備えた人は身体•意識•知性_物質という 
ものを超越した真の自己に住している。このような人は無為者である 
ゆえに行為する原因がなく、行動することを忘れてしまった人々を喚 
起することで平静さを失うこともなく、真の自己を実現して精神をそ 
こに宿し、物界にあるものと結合する感官のすべてを制御した聖者で 
あり、神そのものである至高の境地に住する。このように聖者は完成 
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されると、行為することもなく、行為の遂行により影響を受けること 
もない状態にある。 

また、上述に関してクリシュナは別の言葉で説いたのだが、それ 
は神もまた行為することもなく、成就するための行為というものもな 
いということである。すでに完成された導師、神、崇高神、認識した 
聖者、高能力者とは、すべて同義語として扱っている。神は何かを成 
就するために天から舞い降りてくるわけではなく、真の自己に住し、 
崇敬と信愛をもつ精魂に対して神の恩恵が与えられるのである。身体 
はこのような精魂が存するための場所に過ぎない。至高の自己は、 
個々としての精魂を通して行為をなすことになるので、その行為は個 
的精魂の行為と同一なのである。神と同化した自己は行為に専心しな 
がらも無為の状態である。次節では同種の問題について繰り返し言及 
される。 


14. 『神は、行為や行為する能力、また果報ある行為の連想さえも決 
して作り出さない。それでも神により活力が与えられ、自然が行 
為をなす。』 

神は、行為や行為するための能力を生むわけでも、行為の果報を 
決定するわけでもない。万物は生得的である根本原質により行為する 
ように強いられているゆえ、人類はタマス • ラジヤス•サツトヴァと 
いう三根本原質（トリダナ）に従って行動するしかない。自然界は広 
大ではあるが、その影響力についていえば個人の本質を有徳 • 不徳、 
神聖 • 邪悪などに決定する程度である。 

われわれ人間は単なる道具に過ぎず、すべては神によって定めら 
れていると一般にいわれており、われわれが何かに成功するか失敗す 
るかは、神がすべて決定するというように思われている。しかし、ク 
リシュナの教説では、神とは無為者であり、万物に対して行為させる 
わけではなく、また境遇を有利あるいは不利にするような存在ではな 
いのである。人間はそもそも本来の性質に従って行動する。すなわち、 
人間がその本質を避けることができないゆえに活動するのであって、 
^ ^ fjsufa I 
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1. 身体は口 •耳 • 眼など 9 つの門のある都市として描写されている。 
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神が行為するわけではない。それでは一般に、神が人間の行動を決定 
すると思われているのはなぜか。クリシュナは次にこれを解明する。 

15. 『遍在的かつ崇敬な存在である神は、人間の罪深い行動や執着を 
受け入れない。なぜなら、人間の知識は無智（マーヤー 2 )に覆わ 
れているからである。』 

ここで、神が崇敬な存在であると表現されている理由は、神のも 
つ至上の崇高さにある。つまり、全能的である神は、人間のなす善悪 
の行為を一切認めない。神はあらゆる行為をなすと、人間は無智であ 
るゆえにそのように考える。このよう思考をもつ人々は身体に住して 
いる可滅的な存在であり、それゆえに妄信から離れられず短絡的な言 
動を起こしてしまう。そこでクリシュナは知識の役目について以下説 
明する。 

16. 『真の自己を認識することで無智の世界から離れた人の知識は太陽 
のように輝き、神をしかと知覚する。』 


真の知識を得て、神聖な自己を認識することにより暗黒の世界か 
ら離れた心は、まるで太陽の光のように輝き、神の存在をはっきりと 
直感する能力をもつ。しかし、神が不明なものであるといった意味で 
はなく、むしろ光輝く明るい存在であるといえる。神は光の原点であ 
るが、われわれが肉眼によって知ることができる明るさとは異質なも 
のである。いわゆる無智という暗黒は真の自己を悟ることで除去され 
る。すると、そこに真の知識があらわれる。この知識が太陽のような 
真の自己の輝きを吸収する。そこには一点の闇も存在しない。次はこ 
の知識の本質についてのクリシュナの言及である。 


【についてのク 
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イシュヴァーラはマーヤーという幻力と密接な関係である神をあらわす。この幻力は、 
経験的な宇宙または普遍的な無智として展開するものである。神はマーヤーを支配す 


るが、人間はマーヤーに支配される。これが神と人間における明瞭な差異である。ウ 
パニシャ ッド •マンド ウクヤを参照。 
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17. 『救済の道を歩み、再生への不安がない人々は、心•知力•迷妄に 
惑わされず、一心に神を崇拝する。それゆえ神の慈悲に恵まれつ 
つ神の知識により一切の罪障が消滅された状態にある。』 

知識を得たと呼ぶにふさわしい状態は、神に完全に帰依し、心や 
知性のバランスが保たれており、神の本質が心に満ちていることであ 
る。知識とは多弁であることや口論好きであることではない。つまり、 
真の知識をもつ人は救済され、物による束縛から解放される。このよ 
うな智者はパンディットと呼ばれ、深遠な学問と思想をもつ人々であ 
る。すなわち、パンディットとは究極の境地に到達した者だけをさす。 

18. 『バラモンも、牛、象、犬、不作法者も平等とみなす聖者は最高の 
知識に恵まれている。』 

すぐれた聖者は知識によってすベての罪を消滅させ、生まれ変わ 
りという運命のない境地に成就した人である。このような成就者には 
万物に対して公平であり、識別力のあるパラモンも浮浪者も、また犬 
や象でさえも平等とし差別することはない。つまり、知識階級である 
パラモンに対して特別な評価をすることもなく、没落者に対して特に 
悪評価をすることもなく、どちらが神聖でどちらが邪悪であるといっ 
た見方をしないのである。牛を神聖なるものとするのでもなければ、 
犬を卑俗なるものとするのでもない。また、巨象であるがゆえに、そ 
れを高貴な存在としてみなすこともない。このような智者は公平で偏 
見のない思想の持ち主であり、物事を外的ではなく内的に評価する。 
つまり精魂に基づいた見方をするということである。真の自己を知り、 
それを尊敬する人々は神と結ばれている状態にあり、そうでない人は 
立ち遅れているといえる。ある段階からその先に進んでいく人もいれ 
ば、佇んだままの人もいる。聖者には身体が衣服のようなものに過ぎ 
ないという見識があり、内在する精魂を意識し、表面的なことに執着 
することがなく、公平無私に直観する。 
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クリシュナは牛飼いであって、牛の世話をした。牛に対して敬虔 
な言葉で接するべきであったが、クリシュナはそのような特別扱いは 
しなかった。ダルマにおける身分を牛に与えることはせずに、他の生 
物と同様に牛にも精魂があることのみ認めていた。牛の経済上の価値 
を理由としての崇拝的格上げは、隸属心ある無智によるねっ造にすぎ 
ない。クリシュナが既に説いたことであるが、暗黒に覆われた心はさ 
まざまな不和で引裂かれ、このような不和は限りなく種々の行動を起 
こさゼ:る。 

第18節は聖者の二種類のタイプについて言及されており、その一 
つは完全な知識をもつ聖者であり、もう一つは神知を備えた聖者であ 
る。ここでは、その相違点に焦点を絞って説明していくことにする。 
物事にはどんな場合でも二つの段階が必ずあって、それは最初と最終 
の段階である。崇拝が開始された状態は求道者にとっての最初段階で 
ある。また、識別力、公平無私、献身というものに没頭していくなら 
ば崇拝行為が完全終止する状態となり、これが最終段階なのである。 
すなわち、最高精神に成就するための能力が備わって、知識と崇敬心 
をもつとき、真のバラモン階級であるサットヴァの段階に入る。神と 
合一するための能力はすべて、心と感官の抑制、直覚力の開始、確固 
とした熟考、集中力、深遠な膜想において自然に発揮される。これは、 
バラモンと呼ばれる状態の初期段階である。漸次完成という方法で自 
己が神を認識し神との合一を実現するとき、これは究極の段階である。 
この段階では、認識されるべきことが完璧に認識されている。これを 
実現した聖者の知識は完全無欠である。生死の輪廻から解放された聖 
者は、内在する真の自己に専心しているので万物を公平視する。クリ 
シュナはこの聖者の最終的な運命について以下切言する。 



172 


ヤタルタ•ギータ 


19. 『平等の境地に達する人々は、無傷で公平である神の境地に落ち着 

くので、可減の生命を繰り返す物界を克服する。』 

完全な平静心をもつ聖者は生死が繰り返される自然界から解放さ 
れている。それでは、平等心と物界の克服との関係とは何か。この物 
界が消滅しているときに真の自己は一体どのように位置づけられるの 
だろうか。クリシュナによれば、神は純真かつ公平であり、神を知る 
聖者の心もまた穢れなく偏りがないゆえに神と合一している。これは 
輪廻のない究極の境地であり、執着との葛藤を克服する能力が完全に 
身に付いたときに達する境地である。非実在である現象界は心全体を 
支配しようとするが、このような能力は心の抑制により公平無私の境 
地に達した時にあらわれる。クリシュナは、神への認識をもって神と 
合一した聖者の特質について以下説く。 


20. 『神に住する平等心をもつ者は他者が何を愛し何を軽蔑するかとい 
うことに留意せず、疑惑を抱くこともなく、神を認識した人であ 
る。』 

このような人は愛情や憎悪という心境を超越しているので、他者から 
賞賛されたり感謝されたりすることによって幸福感を満喫することが 
ない。また同様に、他者から嫌悪感を抱かれてもそれに感化されない。 
このように平安の境地にある人は疑念がなく、内在する神性な g 己と 
いう知識をもって常に神と一体である。これが真の g 己実現を成就し 
た人なのである。 

21. 『神に専心し外界における享楽に執着しない人は神と合一し、永遠 
の喜びを実感する。』 


為 Mn: WW f^SRT ^Tf:l 
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外界の対象から得る快楽を求めない人は神という至福の境地に達 
する。そうした自己は神と同化しており、その結果得る幸福は永続的 
である。但し、外界の享楽に対し意識を向けている限り、この至福は 
得られるはずがない。 

22. 『外界の対象を感官が受けて享楽が生ずるが、それは悲哀を生む 
原因であり、またそれによる喜びは一時的である。それゆえにク 
ンティーの息子、アルジュナよ、智者はそのような享楽に執着し 
ない。』 

何かに接触すると、皮虜だけではなく他のあらゆる感官もそれを 
感知する。視覚は目の接触であり、聴覚は耳の接触である。何かを経 
験することは喜ばしいことのようにみえるが、実は感官の対象によつ 
て感知されて得る享楽は悲惨な生となる運命を与えるものでしかない。 
しかも、このような享楽は一時的なものであり可滅的である。そこで、 
智者はこのような享楽に惑わされないということをアルジュナは教示 
される。次にクリシュナはこの享楽への執着により生じる邪悪につい 
て説く。 

23. 『可滅である身体が終わりを告げる前に、激情や憤怒というマイ 
ナス感情を制止させる能力を身に付け、それを確実に持続する人 
は真の ヨーガ 行者である。』 

このようなヨーガ行者はナラ nara ( na と raman の合成語）と呼ばれ、身 
体的な戯れのために時間を浪費しない。すなわち、可滅な身体に住し 
ながらも、激情や怒りによる猛烈な衝動をしかと受け止めて、それら 
を消滅させる能力がある。そして、現象界において無私行為のヨーガ 
を遂行して真の喜びを知る人である。このような成就者は悲哀という 
感情から解放され、至福の境地を知る。天意に応じて、この幸福は身 
体が滅びた後ではなく、ちょうど現象界で得られるものである。この 
ことは、かつて聖者カビールが弟子に勧説したように、あらゆる希望 

3TRPrT^tT: 3 d®i11 ママ 11 
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は現世に寄せるべきであるということと類似する。救済とは死後にな 
されるという見方は誤謬であり、このような教えを説く聖者は利己的 
で正しい指導者とはいえない。クリシュナも説くように、この世にお 
ける激情や憤怒の制止とは、すなわち無私行為のヨーガの遂行であり、 
これを貫徹する人は永続的な幸福をつかむ。感官の機能が作用して起 
こる激情や憤怒、執着や嫌悪は我々人間が克服しなければならない可 
滅的な障害物である。クリシュナは無私行為における本質的な心構え 
について以下説く。 


24. 『精魂とそこに内在する平静さを知る人は神と同化し、神の境地に 
ある至福の本質を認識する。』 

精神における喜びや平和を理解し、宇宙精神と同一である自己の 
純粋な本質を知る人は真の聖者であり、神と同化し、無上の境地に成 
就する。これは換言すると、まず執着や嫌悪という曲解的な負のイン 
パルスを消滅し、次に神を認識し、最終的には至福の境地である無限 
の広がりを直感するということである。 

25. 『神の認識によりすベての罪が減され、あらゆる疑念が消し、万物 
の平和を一心に願う人は完全な至福の境地に成就する。』 

究極の境地に達した者はあらゆる罪障から解放され、疑心が消滅 
し、ひたすら万物の幸せのために行為をなす。中途半端に進んだ段階 
ではなく、必ずこの段階まで達している聖者でなければ他者を救済す 
る者は不可能である。聖者に慈悲の心が芽生えるのは当然の定めであ 
るが、聖者は精神的な理解と感官の制御により神と合一する究極の境 
地に達して得る至福を知る人である。 
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26. 『激情や憤怒という感情を捨て、完全に心を抑制して神を認識した 
人は最高精神という寂静の世界をどこでも見つけることができ 
る 。 』 

クリシュナはアルジュナを立ち直らせ励ますために、無私行為の 
特質について繰り返し説く。さて、ここで問題はほぼ解明されるのだ 
が、聖者の境地に達するためには、結局のところクリシュナの切言は 
入出息について熟考する必要があるという点に戻る。第4章でヤジュ 
ニヤの 過程を説明する際、ブラーナをアパーナに捧げ、アパーナをプ 
ラーナに供し、この出息と入息のバランスを保つ調息法について説か 
れた。これについて本章の終わりでも再度言及される。 

27. -28. 『真の自由を知る聖者は快楽の対象となるものから離れ、眼を 

眉間に注ぎ、ブラーナとアパーナを調節する。そして感官や意や 
知性を制御し、救済することに専念する。』 

クリシュナは、外界の対象に対する思いを捨てて眼を眉間にしかと集 
中させることの必要性をアルジュナに思い出させる。視線を眉間に注 
ぐことは単に何かに集中するという意味ではない。もっと正確に表現 
するならば、求道者は直立に座り、視線を眉間の中央から一直線に前 
方へ向けるということである。視線を左右に揺らすことなく、落ち着 
いた状態でなければならない。しかし、鼻の隆起に視線を集めると 
いっても、鼻自体に視線を移すというわけではないので注意が必要と 
なる。ブラーナとアパーナの平衡を保ち、視線が絶えず安定するよう 
にして精魂を調息に向かせて専心すべきである。息はいつ入り始める 
か、どのぐらい続いていくか。半秒しか続かないと思えてもそれを無 
理に延ばしてはならない。また、息はいつ出始まるか。唱える名が息 
に表われてくることは言うまでもない。意識が呼吸そのものに集中さ 
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せることが身につけば、自然にパランスのよい安定した呼吸が行なわ 
れるようになり、遂には内的欲求も、また外的な要素から起こる強迫 
観念も消滅する。外界の享楽に対する意識は一切消え、内的欲求さえ 
起こらない状態になるので、油がとめどもなく流れるかのように確固 
として熟考できる。このような油は水滴のように不定ではなく、絶え 
ず定量で流れるものである。至上の境地に入った聖者の呼吸もこのよ 
うに実に安定している。ブラーナとアパーナを平衡的に行ない、感 
官•意識_知性を制御し、願望_不安•怒りから離れ、瞑想を継続し 
て心のバランスを獲得した人は永遠の自由を知る。クリシュナは、こ 
のような聖者がさらにどこへ向かって進み、何を達成するのかという 
点について以下説明していく。 

29. 『私が（真の行為である）ヤジュニヤと懺悔を享受し続け、全世界 

を抱く神であり、万物の公平な保護者であるという真実を知る者 

は完全な寂静の境地に達する。』 

クリシュナが世界全体の創造主であり、あらゆるヤジュニヤと懺 
侮を享受し、万物を平等に擁護するということを認識した人は究極の 
休息を知る。クリシュナは調息というヤジュニヤ及び厳しい懺悔の享 
受者であると切言する。つまり、ヤジュニヤと懺悔によって最終的に 
クリシュナと合一し、求道者はクリシュナの境地に達する。究極な寂 
静はヤジュニヤの完成によってもたらされる。無私行為により欲望を 
もたない崇拝者はクリシュナを知る。このように、クリシュナを知る 
という知識が備わったとたん、求道者はクリシュナの境地に達する。 
これは平静と呼ばれる状態であり、この境地に達した人はクリシュナ 
のような最高神と同化する。 


石两 州内，爪 
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★★★★★ 

本章のはじめにアルジュナは、（行為の）放擲による知識のヨー 
ガとクリシュナがその代わりに賞賛する無私行為のヨーガに関しての 
問題を提起した。アルジュナはクリシュナの思慮深い判断のもとで双 
方のヨーガのうちどちらが優れているかを明確に教示されることを要 
求した。クリシュナは、両者ともに結局は至福をもたらすと告げた。 
双方のヨーガでは、崇拝者がヤジュニヤという定められた行為を遂行 
するが、無私行為のヨーガは放擲のヨーガより優れている。この定め 
られた行為なしに、欲望や善悪行を終わらせることは不可能である。 
放擲とは方法をさすものではなく、最終目的の名称である。放擲を実 
現する人は無私行為の実践者、かつヨーガ行者であり、深い信仰心を 
もつ。このような人は行為を超越し、他者に行為させることもなく、 
万物は根本原質の法則により行為を強いられているに過ぎない。また、 
無私行為者は、神を知る人であり、パンディットと呼ばれる智者であ 
る。神（クリシュナ）はヤジュニヤの完成によって認識され、奉唱、 
ヤジュニヤ、清め式はすべて神である至高の境地に融合される。崇拝 
者はヤジュニヤの完成として神である平静の境地に達し、この成就に 
より求道者はクリシュナのような聖者になる。この段階にたどり着い 
た求道者は神と同化しているゆえ、クリシュナや他の聖者のようにそ 
の時点では最高神と同等であるといえる。この達成を遂げるために多 
数の出生が必要であるかどうかは別の問題である。本章では、神の境 
地に到達した後の聖者の能力が神の力と同じであるという特徴につい 
て言及されている。そして神とはヤジュニヤと修行のすべてを享受す 
る存在である 
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従ってシュリー.スワミ • アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド.パガヴアット • ギータに基づいてヤタルタ • ギータの第五章 

『最高神であるヨーガの達人』が終りました。 

ハリーオマー タタ ー サタ 



第六章 



ダルマという名の下で、様々な風習や慣例、崇拝方法や祈祷者、 
分派や宗派がはびこっているときはいつでも、偉大な精魂がいくつか 
現れて、余分なものを除去•粉砕し、神へと導く行為の道を広げるた 
めに人間に内在する神聖な本来の性質と神の勢力を増強させてくれる。 
放擲行為の実践と真知を得ることはクリシュナの時代にも広く行き 
渡っていた。そして、クリシュナが度々述べてきたことだが、知識の 
ヨーガと無私行為のヨーガに共通する本質は行為であると本章の始め 
にも繰り返し説明される所以はここにある。 

クリシュナは第2章で、クシャトリヤにとって戦いに臨むことほど 
神聖な道はないと アル ジュナに説いた。クリシュナによれば、この戦 
いに敗れても神聖な生活を送る機会が与えられ、勝利を得たときには 
究極の幸福を知ることができるのである。このことを理解したならば、 
アル ジュナは戦うことを躊躇すべきではない。クリシュナは知識の 
ヨーガに ついて 説くとき、、心の葛藤に立ち向かうべきであるという 
認識して、 アル ジュナを奪起させようとした。つまり、知識の道とは 
無活動的なものではない。最初の衝動というものは確かに高徳な聖者 
に由来するものの、真知を得た人は自己評価しながら賛否の判断及び 
思慮に則って行為に従事すベきであるゆえに、知識のヨーガにおいて 
戦いを回避することはできない。 

第3章でアルジュナはクリシュナに対し、知識の道が無私行為の道 
より優れているというならば、どうして罪深い行為をするよう勧告す 
るのかと問う。こういう事情からアルジュナは無私行為の道は余りに 
も酷いと考える。それについて、クリシュナはどの道を選択しても行 
為を遂行することが必要不可欠であるとアルジュナに切言した。課題 
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に取り組まずに無為の境地に達することが不可能なように、着手した 
任務を放棄するようでは究極の自由を得ることもできないのである。 
定められたヤジュニヤの過程は双方の道で熟達されるべきものである。 

このようにして、知識のヨーガと無私行為のヨーガのうちどちら 
を選択しても行為を遂行しなければならないことをアルジュナは十分 
に把握したのだが、それでも第5章でアルジュナは最終的にどちらが 
優れているかをクリシュナから聞き出そうとするのであった。そして、 
楽に歩み出せる道はどちらかという点を追求し始める。クリシュナは 
双方とも吉兆をもつ道だと答える。結局は双方とも同じ目的地に繫 
がっているのだが、無私的な行動なしにヨーガを習得することは不可 
能であるゆえに無私行為の道のほうが優れているといえる。但し、示 
される必須行動は双方において同一である。明白なことは、定められ 
た任務を遂行しなければ、厳しい修行もヨーガの習得も実現するはず 
がないということになる。従って、双方の相違点は崇拝者の心得のみ 
にある。 

1. 『聖バガヴアットは答えた。ーヨーギンとは、果報を求めずに定 

められた任務を遂行する人、つまりサンニヤーシンである。しか 

し聖火を灯さず、行為をなさない人はヨーギンではない。』 

真の放擲者またはヨーガの成就者であるならば、行為の結果に執 
着することなく行為を遂行するものであるとクリシュナは強調する。 
定められた行為をせずにただ躊躇しているに過ぎない人はサンニヤー 
シンあるいはヨーガ行者にはなれない。確かに一般的にいわれる活動 
とは多種多様であるが、ここで取り上げているものは遂行するのにふ 
さわしい行為であり、定められ行為のみをさす。要するに、「崇拝」 
という意味をもつヤジュニヤとしての行為だけが神の境地に達するた 
めに適切な行為である。任務を遂行することが行為であり、それをな 
す人はサンニヤーシンあるいはヨーガ行者である。火を灯すことを止 
めたり、自覚力があるので行為する必要がないと満足げに話したりす 
る人は、サンニヤーシンでもなければ、無私行為の遂行者でもない。 
さらにこの点について以下クリシュナは言及する。 
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2. 『アルジュナよ、ヨーガ（無私行為）とは放擲（知識）であること 
を忘れてはならない。欲望の一切を捨離してこそヨーガ行者にな 
れる。』 


あらゆる欲望から離れることができなければヨーガ行者とはいえ 
ない。それゆえ放擲もまたヨーガの行為そのものである。換言すると、 
双方のどちらを選択しても、欲望のすべてを捨てることが必要不可欠 
である。サンニヤーシンと呼ばれるヨーガ行者になるために必要なこ 
とは欲望の捨離であるゆえ、それは一見して容易に思われる。しかし、 
実のところ容易ではないとクリシュナは説く。 

3. 『無私行為とは、ヨーガの達成を目指す求道者のための手段であり、 
完全な放擲はヨーガの成就者のためのものである。』 

ヨーガを達成するために行為を遂行することは、無私行為に専念 
する思慮深い求道者のための方法である。しかし、行動が反復される 
ことで、無私行為が終わりを告げる段階になると、欲望の消滅が手段 
になる。この段階に達しないと欲望は完全に消えるものではない。 

4. 『感覚的な享楽と行為に執着しない人は、ヨーガの成就者といわれ 

る。』 

この段階に到達した人は感官による享楽や行為そのものに傾注し 
ない。しかし、いったんヨーガの最高潮を迎えたならば、次の目標と 
なる人とは誰か。それは、なすべき崇拝の行為も行為に対する愛執さ 
えも不要となってしまう段階である。これは愛執が完全に消滅したと 
いう意味をなし、また放擲（サンニヤーサ）、つまりヨーガの達成で 
もある。崇拝者がその段階の途中であるとき、つまり成就していない 
ならば、放擲というものもありえない。クリシュナはヨーガの達成に 
より何がもたらされるかについて以下説く。 
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5. 『人に温存されている精魂こそ、自己の友であり、また自己の敵で 
もある。それゆえ精神の潤いが保てるよう努め、決して枯渇させ 
てはならない。』 

人間には精魂を救済するという任務がある。§己に内在する精魂 
は友であり敵であるゆえに、自ら破滅するような道を選んではならな 
い。さて、どんなときに自己は友となり、また敵となるのか、クリ 
シュナは次に解明する。 

6. 『心と感官を抑制した人にとって自分自身は友である。一方、抑制 
することのできない人の場合に自己は敵となる。』 

心と感官を自分で抑制した人にとって精魂は友であり、その反対 
に自己抑制ができないならば、精魂は自己と敵対する。 

第5及び6節でクリシュナは自己を救済するように努力すべきであ 
ると繰り返し強調する。自己は友であるゆえ、自己の精神を後退させ 
てはならない。自己に内在する精魂をおいて他には友も敵も存在しな 
い。心と感官を抑制した人にとって、精魂は友の役目をなし、至福を 
もたらしてくれるからである。しかし、心と感官の抑制ができない人 
の場合、精魂は敵と成り変り、来世では下等動物となる運命に引きず 
り込み、無終の苦悩を与える。「私は精魂である」と断言する人々も 
少なくないが、そうであるならば悩むことは何ひとつない。確かに 
ギーターはそれを明白に肯定している# ft #。真の自己は武器で破壊 
したり、火で燃やしたり、風で吹き飛ばすことができるものではない。 
それは不滅不変で遍在しているゆえに私そのものである。しかしなが 
ら、その一方で自己に内在する精魂は精神を後退させ、その結果とし 
て精神 レベルが 低下することもありうると ギー ターは警告している 点 
を見落とすことが多いので留意すべきである。もちろん、精魂の役目 
は主に我々を救済し、精神向上を促すというものである。そこで、ク 
リシュナは アル ジュナに価値のある行為、なすべき行為とは何か、 ま 
たその行為がやがては精魂に真の自由をもたらすということを告げた。 
次節では、平穏な自己の特質について言及される。 
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7. 『神は苦楽や寒暑、毀誉褒贬に左右されず平静心を保っている人に 
不可分なく統一された状態で常在する。』 

精神が平静さで満たされ、相対的な自然現象のすべてを平等に受 
け止める人から神は離れることがない。心と感官の抑制を実現した自 
己は完全な寂静の境地を知る。すなわち、これは精魂が自由となった 
状態である。 


8. 『心が神性かつ直感的な知識で満ちている堅実な帰依者として五感 
を抑制しつつ、一見異なる土•石 • 金を同一視するヨーガ行者は 
神の境地に成就した人と呼ばれる。』 


この境地に達したヨーガ行者はヨーガの素質に恵まれているとい 
われている。ヨーガの達人クリシュナが第5章第7〜12節で説いたよう 
に、このことはヨーガにおける最高の特異性を有する状態に達したこ 
とをあらわす。神を認識し、悟りの境地に入ることは知識である。崇 
めるべき神とほんのわずかでも離れているならば、神をまだ認識でき 
ない状態にある崇拝者は無智の泥沼にはまってしまうことになる。こ 
こでいう「直感的」な知識（ヴィギヤーナ 1 とは神の働きを知ること 
であり、その働きは風物•行為•顕現的な宇宙を通し、神がどのよう 
に遍在し、無数の精魂に影響を与え、どういうわけで過去•現在•未 
来という時間のすべてを統制しているかをさす。心に神が顕現した途 
端、崇拝者は神の影響力を感知するのだが、その段階に達していない 
崇拝者ならば、それを直感することは不可能である。瞑想の実践段階 
が最高潮となってはじめて崇拝者は神の道への認識を完全に得ること 
になる。これがヴィギヤーナである。ヨーガを熟達した人の精神は神 
知と確かな洞察が結合されたという達成感で満たされている。次にク 
リシュナはヨーガの達人についての説明を続ける。 
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1. 第 7 章では、この言葉に対する解釈が明白に異なる。 
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9. 『本当に優れた人は、友人•敵方_中立者 • 中間者 • 疑念者•縁 

者•善人_悪人のすべてを平等視する。』 

神を認識する聖者は、公平にすべてを同一視する。クリシュナは 
前章で述べたことは、聖者は高学歴者•浮浪者も、牛や犬や象などの 
動物も平等にみなすための知識と識別力が備わっていることである。 
本節はこれについての重要な補足説明となっている。真に優れた智者 
は相手の感情に左右されず、高徳者_重罪者_友好者_非友好者のす 
ベてを同一視する。このような聖者はどんな人も平等にとらえ、他者 
を外面的な行動で評価せず各精魂そのものを見届ける。それゆえ、他 
者を判断するとき、完全の境地の一歩手前である熟達のレベルに進ん 
でいるか、下級の段階をさまよっている未熟なレベルにあるかという 
ことが材料となる。すなわち、至高の境地に到達する可能性が誰にで 
も秘められていることを聖者は知っている。 

後続の5節でクリシュナが説くことは、ヨーガにおける自制、ヤ 
ジュニヤの実践、真の行為の遂行場所、崇拝者の座部•姿勢、思考と 
休養の調整法、眠り_目覚め、ヨーガ完全習得の必須能力についてで 
ある。そのすべてを体得すればヨーガの達人といえる。ヨゲシュ 
ヴァーラ•クリシュナがこのすべてに則って行為を成し遂げてきたの 
で、求道者はその教えに準じヤジュニヤを正しく実践することができ 
る。 


この点について要点を再検討する必要がある。まず第三章でヤ 
ジュニヤは指摘されたが、その際クリシュナはそれを定められた行為 
であると切言し、第四章においてヤジュニヤの本質について詳述した。 
つまり、出息が入息に、入息は出息に献供されつつ、心は生命の呼吸 
がもたらす平静さにより抑制された状態となる。既述のとおり、ヤ 
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ジュニャの明確な意味は「崇拝」であり、その行為は崇拝者が神の境 
地に到達するために不可欠である。それについては第五章で詳言され 
ている。さらにクリシュナは崇拝者の座部や姿勢、崇拝の場所や流儀 
について言及する。 

10. 『ヨーガ行者は静かな場所で、心身を自制しつつ単独でヨーガの実 
践に励み、願望や欲念を捨て去るべきである。』 

真の自己を認識するためには、精神•身体 • 感官のすべてを抑制 
し、欲望のすべてから離れ、ひとり閑静な場所で過ごすことが必要不 
可欠である。次節では、崇拝の実践における好ましい場所と座部につ 
いて言及される。 

11. 『清浄な場所にクシャ草 2 または鹿皮を布で覆い、高すぎず低すぎ 
ずの座を設けるべきである。』 

崇拝場所の清潔さは、整然とした状態を維持するために塵埃をき 
れいに払拭するという問題である。崇拝者は、そのような清潔な場所 
に草または鹿革にシルクやウールの覆布などの布で§分の座部を設け 
るべきである。しかしながら、その座部は簡素な木板でも十分かもし 
れない。それはどんな素材であろうとも、高すぎず低すぎず丈夫でな 
ければならない。つまり、毛皮•マット•布類•木製厚板など地面 • 
床に広げられるものであること、そして安定していること、そして地 
面から適切な高さであることが肝心である。恩師マハラジャ • ジ氏の 
座部は高さ5センチ程であった。当時の帰依者の中には足の高さもある 
大理石製の座部を用意した者もいた。そこでマハラジャ • ジ先生はそ 
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2. タシャとは、ヒンズー教の儀式における必須の条件である聖なる 
草の一種をさす。 
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の座部を試し、「その座部は高すぎて、求道者のためにならない。そ 
れに座っても無益である。もちろん座部が低すぎるのもよくない。劣 
等感で卑屈になってしまうから」と述べ、その高すぎる座部は森に捨 
てるように仕向けた。そして、先生が自らそこに行くことは二度とな 
かったし、今ではそれがどこに処理されたかを知る人もいない。これ 
こそ偉大な人の実践による教えである。そういうわけで求道者の座部 
は高すぎてはならない。なぜなら、神を認識する道を歩みだす前に、 
求道者が虚栄心の虜になってしまうからである。まず、崇拝に必要な 
座部は清潔 • 安定かつ適切な高さというものが備わっていなければな 
らない。 

12. 『その座に落ち着いてヨーガの実践を行い、心と感官を抑制しつっ 
自己を浄化することに専念すべきである。』 

次に（瞑想を座った姿勢で行なう場合）、崇拝者がじっくりと熟 
考している際のあるきまった座り方について言及される。 

13. 『体•頭•首を一直線に保ち、堅固に坐し、鼻先を凝視させ、目が 
左右に動くことのないよう集中すべきである。』 

崇拝者は頭や首や背筋を真っ直ぐにした状態を維持し、木柱のご 
とく堅固に座って膜想を行なうべきである。また、このように不動の 
姿勢で視線を鼻先に向けることが大切である。但し、これは鼻の天辺 
を見つめるというのではなく、鼻の方向を目視するという意味であり、 
なるべく目の動きがないように自己調整しなければならない。 
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14. 『梵行し、心の平安を得、自意識を統制して無我となり私に専心す 
べきである。』 

さて自制的な生活、つまり梵行（ブラフマチヤリヤ • ヴィラー 
夕）とは実際にどんな意味であろうか。一般には性欲を抑制した生活 
をさす。しかし聖者たちの経験によれば、性衝動を刺激する対象物- 
五感現象に心が向いている間は、そのような自制は不可能である。と 
いうよりもブラフマチヤリと呼ばれる聖なる苦行者は、むしろ神（ブ 
ラフマン）を悟るという課題に専念するものであり、このブラフマ 
チヤリはブラフマンのように行動する。すなわち、定められた任務で 
あるヤジュニヤに専心すれば、永遠不滅の神という究極の境地に到達 
する。そして、このヤジュニヤを遂行している間は、入出息及び瞑想 
に集中していることであり、それゆえに感覚器官は抑制される。この 
ように心が完全に平安の境地にあるとき、外在する記憶は消失された 
状態となる。そういうわけで、外在する記憶が少しでも残っているな 
らば、究極の境地を悟ることは不可能である。神を認識するというこ 
とに専心しているとき、性衝動だけでなく物界的な衝動のすべてが抑 
止される。崇拝者は神へと導く行為に専心し、不安のない平静の境地 
に入って心の調整を図り、自我を捨て先覚者に帰依するべきである。 
この結果、どんな状態になるか、以下言及される。 

15. 『心の抑制がなされ、常に私に専念するヨーガ行者は、至福の境地 
を知って、私に住する。』 

先覚者クリシュナに絶えず専心し、神の境地に住しているヨーガ 
行者は、心のバランスを保ちつつ至高の平安を悟る。それゆえ堅実に 
なすべき行為に専念するようにとアルジュナは勧説される。そのとき 
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主題の論述はほぼ完全なものとなる。後続の2節でクリシュナは、崇 
拝者が究極の幸福を知るうえで重要である物的法則_節食 • 休息につ 
いて説いていく。 


16. 『アルジュナよ、このヨーガを遂行する者は、過食や拒食、また 
過眠や不眠を起こしてはならない。』 

食事や睡眠の節制はヨーガ行者を目指す人には不可欠である。節 
度ない生活をする限りヨーガの達人にはなれない。それでは、真の 
ヨーギンになるためにはどうすればよいのか。 

17. 『節度ある食事と休息、_分の能力に応じた努力、適度な睡眠を 
心がける人は、すべての悲苦を滅するためのヨーガを遂行す 
る。』 

食べ過ぎると、無気力や怠慢に陥る。このような状況で瞑想とい 
う行為を始めることは不可能である。それに対して断食は身体を衰弱 
させるので、正しい座法で膜想することを妨げることになる。筆者の 
恩師日く、食事というものは必要な分量より少なめに摂取するべきで 
ある。ここでいう休息とは、できる範囲での歩行をさす。何らかの身 
体運動は必要である。運動不足は血行不良を引き起こし、それは病気 
の原因となる。睡眠と覚醒時間の比率は年齢 • 食物 • 習慣によって定 
められる。恩師マハラジャ•ジ氏の教えでは、ヨーガ行者は4時間睡 
眠し、確固として膜想に専念すべきである。しかし、無理な睡眠抑制 
は、崇拝者の健全さを失う原因となる。さらに、なすべき行為を達成 
するために必須となることは相当に努力するということである。さも 
なければ崇拝行為を遂行できるはずはない。外界物に意識を向けず、 
常に瞑想を遂行する人はヨーガを熟達する。以下、クリシュナはこの 
点についてさらに熱心に説く。 
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18. 『無私行為を実践し、自己を制御し、真の自己に安住して、一切の 
欲望を離れた人は膜想の能力に恵まれた人であるといわれる。』 

無私行為を持続的に遂行する人は、神に専心している状態であり、 
それは確かに神との融合を意味する。崇拝者の心から欲望のすべ 
てが消え去ったならば、それはヨーガの成就であるといわれる。 
次は、十分に制御された心についての言及である。 

19. 『神に専心し、心を制御しているヨーガ行者は、まるで風のない場 
所で揺らめかない灯火のようであるといわれる。』 


風が吹かず空気の流れがない所では、灯火が消えることはなく、 
その芯は絶えず燃え続け、その炎はまっすぐと伸び、揺ら揺らしない 
ものである。これは、神に完全に専一しているヨーガ行者の制御され 
た心を直喩しているものであり、灯火はちようどその例証といえる。 
ここでいう灯火の類は今日ほとんど使用されることはない。では、ア 
ロマ線香を例にとってみれば、それが点火しているとき、風がない限 
りその煙は真っ直ぐに上がる。このように、ヨーガ行者の心と煙は全 
く相似関係にあるといえる。自己を克服し、心を制御したとしても、 
確かに精神はまだ存在する。それでは、制御された心までも解消した 
状態になるときの精神はどのように輝くのか。 

20. 『ヨーガの実践により制御された心は、神を認識することで解消さ 
れる。その状態において、崇拝者は真の自己に安住する。』 

この境地は、ヨーガの実践を堅実に長期間遂行しなければ達する 
ことのないものである。心を制御するためには、このような実践は必 
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要不可欠である。ヨーガの実践により制御され、知的で洗練された心 
もまた神と融合するゆえ消滅し、崇拝者は自己に内在する神を認識し、 
至福の境地を悟り真の自己に安住する。つまり、崇拝者は神を悟りつ 
つ崇拝者は自分の精魂に安住するのである。そして成就の瞬間に、崇 
拝者は神を知見する。それはいわば神との直面である。しかし、その 
すぐさま敬虔で永遠な神性にあふれる真の自己を見出す。神は不滅か 
つ不変であり、非顕現的で万物の源泉である。いうなれば、真の自己 
を知る崇拝者の精魂も神性な特徴にあふれている。しかし、そうなる 
までそれは思考を絶するものである。欲望やそれに起因する衝動が消 
えない限り、自己を マスターした とはいえない。心が統一され真の知 
識により神と融合したとたん、内在する精魂の超人知的な特質が感知 
される。それゆえ、真の自己を見出した崇拝者は至福を知り、自分の 
精魂に安住する。この境地にある自己は完全無欠な状態なのである。 
これこそ至高の名誉である。次節ではさらに、この点について詳しく 
言及される。 

21. 『神を直覚するヨーガ行者は、感官を超えた、極致の知性でしか 
知り得ない永遠の至福の境地に永続的に安住する。』 

この状態は、成就を遂げた後に崇拝者が永久に住する境地であり、 
そこから逸脱することは決してない。 

22. 『この究極の境地に達し、完全な平穏を知る崇拝者はこれ以上の 
利得はないと考え、大きな苦悲にさえ動揺させられない。』 

いったん超人知的な神の平静を解得すると、その真理から逸脱す 
ることはもはやない。それゆえにヨーガ行者はあらゆる悲哀から解放 
され、どんなに酷い苦しみがあってもそれに影響されないのである。 
なぜなら、感情が揺れるような心はちょうど消失されているからであ 
る。 
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23. 『現世の苦悩に苛まれず、活力と果断力をもって、ひるまずにこの 
ヨーガを実践することが本分である。』 

ヨーガとは世俗的な愛着や嫌悪から離れ、真の至福を体験するこ 
とである。つまり、神という究極の本質を悟ることをヨーガという。 
単調感または倦怠感なしに決然としてこのヨーガに従事することは神 
聖な任務である。根気よく無私行為のヨーガに専念する人は、ヨーガ 
を熟達する人である。 

24. 『願望•性欲■愛着の一切を捨て、心の訓練によりあらゆる感官を 
制御することである。』 

俗世の享楽や愛着、意志から生じる欲望のすべてを捨離し、巧み 
に精神を制することは人間の義務である。以下は、この義務を果たし 
た後のステップである。 

25. 『精神において知性もまた堅固に制御し、神のみを熟考し、徐々に 
寂静の境地に達すべきである。』 

ヨーガの 実践は、神と融合するという目的まで着実に導いてくれ 
るものである。心の制御が完全な状態であるとき、自己は最高精神と 
一体である。初心の崇拝者はまず忍耐強く精神集中に励み、神以外の 
何も念頭に入れてはならない。精神的なチャレンジという道は、継続 
して専念するということで達するものである。最初のうちは、心の平 
静さを見つけて一点に集中させることは困難である。次に、クリシュ 
ナはこの点について言及する。 
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26. 『俗世の対象の間で、心が動揺し不安定となる原因を除去し、完全 
に神に帰依すべきである。』 

崇拝者は、落ち着きなく不安定な心に世俗的な対象を連想させよ 
うとする誘惑のすべてを厳重に締め出し、繰り返し真の自己を求めて 
心を集中させるべきである。心というものは動くがままに自由にさせ 
るべきであるといった一般的な意見もある。しかし一体神の創造物で 
ある自然界以外に行ける場所とは一体どこであろうか。この自然界を 
放浪するならば、神の領域を逸脱してということなのだが、クリシュ 
ナによればこれは誤った見解であり、このような考えはギーターにお 
いて一度も言及されていない。心が神一筋に向かうためには、不安定 
な心によって、すべての器官を抑制すべきであるとクリシュナは指示 
したのである。心は制御できるものである。しかし、このような抑制 
が一体何をもたらすのであるのか。 

27. 『心の平静さを得、邪悪なものから離れ、激情と無智が消え、神と 
一体化したヨーガ行者は真の至福を知る。』 

神と同化した結果、至福の喜びは得たこのようなヨーガ行者には、 
もはや他に求めるべき幸福はない。完全な心の安らぎを知り、罪障の 
すべてから解放されて激質と暗質が消失した状態にある崇拝者のみに 
このような究極の幸福が訪れる。次節では、この点について再び切言 
される。 

28. 『このように絶えず神に専心し、心を完全に浄化させたヨーガ行者 
は永遠の幸福を得る。』 
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本節では、心に一切の汚れがないこと、また絶え間なく帰依するとい 
う点が強調されている。ヨーガ行者には、神を認識し、かつ神との同 
化を体験する以前にこのような性質が要求される。それゆえに崇拝は 
不可欠なのである。 

29. 『ヨーガの成就により真の自己を知る崇拝者は、万物を平等に見る 
能力が備わり、それと同時に万物を自己の中に見出す。』 

ヨーガを成就した崇拝者はすべてを平等に見なすようになり、万 
有の中に真の自己を発見する。次節の主旨は、このような万象との一 
体観をもつ状態の到来についてである。 

30. 『私を万物のうちに認め、万物を（ヴァスデーヴァの子孫 3 であ 
る）私のうちに見る人にとって、私の存在は常に表出される。ま 
た、そのような人はいつも私から表出される。』 

神は、神の息吹を受けている万物に神を認め、神のうちに万物を 
見る人に顕現されるので ある。 それゆえ神もまた同様にその崇拝者を 
認める。これこそ崇拝者とその激励者との出会いで ある。 そして、こ 
れは神と人との類似感そのものであり、この場合に崇拝者が崇高神と 
の一体感により得る救済でも ある。 

31. 『（精魂と最高精神との合一性を認識し）万物を平等視するヨーガ 
行者はヴァスデーヴァである私を崇敬し、いかなる状態であって 
も万物にあるその精魂が私に住する。』 
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結合する一貫性を悟ったのである。もはや神以外のものは一切存 
在しないゆえに、ヨーガ行者はこのような統一観をもって神のみに専 
心する。これは無智という深い霧ようなものはすべて消失した状態で 
ある。どんな行為をなすにしても、神への思いを抱きながら行為をな 
す。 


32. 『アルジュナよ、幸福も不幸も、その他のものも一切が等しいと見 
極める崇拝者は、最もすぐれたヨーギン（ヨーガ行者）であると 
考えられる。』 

自分の精魂と他のすべての精魂を同一であると認め、万物を平等 
に考え、喜びと悲しみを区別しない人は、すべてに対して差異や相違 
点をつくらない。そのような人は修練における至上美を知る真のヨー 
ギンであるとみられる。 

しかし、クリシュナが精神の完全統制について教説し終わるやい 
なやアルジュナは新たな不安を抱きつつ以下のように問う。 

33. 『アルジュナは言った。ークリシュナよ、あなたは知識のヨーガ 
が心の平静そのものであると説いた。しかし、私の心は動揺して 
いるゆえ、永続的で確固とした安住を得ることができない。』 

アル ジュナは救いようのない思いに駆られる。彼の心は変わりや 
すく不安定であるため、クリシュナの教示した知識の道が万物を平等 
視する能力を養うものであるということを予見することができないの 
である。 

34. 『心は実に動的であって、なびき易くかつ強大であるゆえ風のよう 
に抑制しがたいものである。』 
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心は揺れ動くものであり、また甚大な影響力をもつ。アルジュナ 
は、心を制御するという試みはちょうど風を止めようとすることと同 
様に無駄なことではないのかと不安なのであるる。心を抑制すること 
はちょうど嵐を抑えるほど非常に困難である。この点について以下ク 
リシュナが言及する。 

35. 『聖パガヴアットは告げた。一強腕の持ち主よ、なるほど動揺し 
つつ頑迷な心を抑えることは決して容易ではない。だがクン 
ティーの息子よ、不撓の努力と離欲をもってなせば制止され 
る。』 

強腕の持ち主とはアルジュナをさす。なぜなら彼はすぐれた達成 
力を有するからである。心は確かに動的であり、抑制することは最も 
困難といえる。しかし、クリシュナによれば堅実に努力し、あらゆる 
欲望を離れることでその困難を突破することが可能なのである。専心 
すべき対象への不動心を養うために絶え間なく努力することは修練 
(アビヤーサ）である。そして、現世の快楽や天上の楽園も含めて視 
覚と聴覚の対象物への欲望または愛着をなくすことは離欲である。確 
かに心は制御しがたいが、それでも志操堅固で修練と離欲を重ねるこ 
とにより実行可能となる。 

36. 『心を制御しない人にはヨーガの熟達はきわめて困難であると私は 
確信する。しかし、自己制御の能力をもち、必要な行為を遂行す 
る人はそれを達成できる。』 

実際にヨーガの大成はアルジュナが思うほど難儀ではない。もとより 
心の制御なしにはそれを果たすことはできないのだが、思考と感情の 
自制ができて挑戦力の旺盛な人はそれを全うする。それゆえにアル 
ジュナは、ヨーガの大成において マイ ナス因子でしかない不安という 

PlJI^ qic^Rq 汹 I I 马 ゞ I I 

互 i 

?frT ^ TTfrT:l 



196 


ヤタルタ•ギ ータ 


感情を捨て、ひたすら目的に向かって努力すべきである。次節でのア 
ルジュナの言葉が示すように、クリシュナの激励に対しアルジュナは 
かえって絶望感を抱いてしまう。 

37. 『アルジュナは尋ねた。ークリシュナよ、あなたの教えに黙従す 
る崇拝者の心が動揺し、無私行為の道から逸脱するならば、その 
崇拝者はヨーガを大成することはできず、結局どうなるのか。』 

すべての崇拝者がヨーガを大成するわけではない。しかし、これ 
は崇拝者に誠信が欠けているということではない。心が不安定である 
とヨーガの実践が妨げられる。ヨーギンを目指しつつも心の安定が得 
られず未達成のままの崇拝者には何が起こるのであろうか。 

38. 『クリシュナよ、この救いようのない迷妄者は自己の実現も世俗的 
な喜びも奪われ、断雲のごとく滅びてしまうのか。』 

心が動揺して当惑状態にいる人は、まことにちぎれ雲のようであ 
るのだろうか。空に雲の小片があらわれると、それは突然の雨となる 
わけでもなく、ほかの雲の塊と結合するわけでもなく、しばらくして 
風に吹かれ消えゆく。何かを始めて、すぐにあきらめる消極的で根気 
のない人は、ちょうどこのような孤立した微雲によく似ている。アル 
ジュナはこのような崇拝者がその結果どんな状態に陥るのかを知ろう 
とする。真の自己を発見することもなく、また世俗的な享楽も奪われ 
てしまった崇拝者のその後の行方とは、どんなものとなるのか。結局 
は破滅するしかないのであろうか、この点については次節で追及して 
いく 0 


39. 『クリシュナよ、私の疑問をすべて晴らしてくれ、それができるの 
はあなただけであるから。』 
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アルジュナの誠信は驚くべきほどに熱い。アルジュナは自分の疑 
問を除去してくれるのはクリシュナしかいないと確信している。そこ 
で聖者クリシュナは信心深い弟子アルジュナの不安をなくそうとする。 

40. 『聖パガヴアットは告げた。ーパルタよ、そのような人は現世に 
おいても来世においても決して滅びない。友 4 よ、善の行為者は悪 
路を迪ることはないから。』 


既述のとおりアルジュナは目的に向かって進むために自己の身体 
を御者に委ねたのでパルタと呼ばれる。さて、クリシュナは、心の動 
揺からヨーガの道を挫折した人が現世でも来世でも滅びることがない 
とアルジュナに告げる。というのも、善行という神性な行為をなす人 
は悪趣に陥ることはないのである。それでは、一体どんな宿命となる 
のか。 

41. 『ヨーガの落伍者は、善行者の境地に達し、無限の歳月そこに安 
住した後、高徳者ら（幸福隆盛な人々）の家に再生する。』 

ヨーガの道から逸脱した人がそれでも道徳的な満足のある世界を 
享受するとは、なんと矛盾したことであろうか。しかし、これこそ崇 
拝者に微かな感知力を与えるための神の主な流儀であり、それによっ 
て崇拝者は徳の高い善行者（または多幸な人）の家に再生されるので 
ある0 


42. 『あるいは賢智あるヨーギンたちの一族に生まれる。このような 
出生は世間において非常に得られ難いものである。』 

落伍した精魂が貴族の一族あるいは裕福な家に再生されないとし 
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ても、ヨーギンの家に生まれる運命が与えられる。高潔な一族では、 
幼年時代から成徳的な影響を受ける。しかし、このような一族のもと 
に生まれないとしても、つまり直接ヨーギンではなくその弟子にあた 
る家に生まれる人生の切符は与えられる。たとえ貴族または富裕な家 
の生まれでなくとも、カビール、トウルシダース、ライダス、ヴァル 
ミキなどの例からわかるようにヨーギンの弟子として再生するという 
ことである。すぐれた聖者と巡り会い、前世から受け継いだ本来の特 
質（サンスカーラ）がさらに洗練されるという出生は実に稀有な事例 
である。但し、ヨーギンの家に生まれるということは身体的な子孫と 
しての出生を意味していない。ヨーギンの家に生まれた子供たちはそ 
の家を出る前の段階においては父親に対する愛着というものがあるか 
もしれないが、聖者には家族という存在はありえないのが実のところ 
である。こういったヨーギンが自分の子供に対して心配りをすること 
に比べて、従順でかつ信心深い弟子たちに対しての気づかいのほうが 
遥かに深いということである。すなわち、聖者にとって本当の子供た 
ちとは弟子たちのことをさすからである。 

熟達教師は、必要なサンスカーラが不備である弟子を受け入れな 
い。筆者の恩師マハラジャ•ジ氏が人々を修行者（サードゥ）に転身 
させる主義であったなら、幻滅感を抱いている何千という人を自分の 
弟子にすることができたはずである。しかし、同氏は一部の懇願者に 
交通費を渡し、全員帰宅させた。また、他の懇願者の場合にはその家 
族に手紙を書いて暗示し、納得させたりした。求道者の中に確固不動 
で弟子入りを志願する者がいるとき、不吉な前兆がマハラジャ，ジ先 
生の脳裏によぎったのであった。内なる声が先生に、彼らはサードゥ 
になるための資格がないと警告したので弟子入りさせなかった。ひど 
く失望して心を痛めつつ、そのような懇願者のうち何人かが自殺とい 
う過激な手段に訴えたこともあるけれども、マハラジャ • ジ氏は彼ら 
が入門するのを断った。先生は、自分の教えによって彼らが精神的に 
向上するという見込みがないと判断したからである。その後同氏が受 
け入れなかった懇願者のうちひとりが自殺したことを聞き、「彼が非 
常に動揺していることは察知したが、自ら命を絶つとは思わなかった。 
そのことが予測できたならば、入門させただろうに。入門してもらう 
ことで、彼が罪人として生き続けた以外にはこれといった害はなかっ 
ただろうに。」と恩師は語った。恩師マハラジャ•ジ先生は慈悲深い 
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偉大な人であったが、それでも不徳な弟子を受け入れなかったのであ 
る。同先生は弟子のうち五、六人を受け入れたのだが、その弟子たち 
について内なる声は、 「今日 は ヨーガの 道を挫折した者に出会うであ 
ろう。その求道者は生死を数回繰り返し、まだ暗中模索を続けている。 
これが彼の名であり、これが彼の外観である。その者がやって来たな 
ら、受け入れよ。そして神知を授け、支援の手をさしのべて精神上の 
探索道を同行せよ。」とマハラジャ•ジ氏に語りかけたのである。そ 
ういうわけで、わずかな人が選ばれ弟子入りをした。その選ばれた弟 
子のなかにダルクンデイで暮らす聖者やアンスイヤを生活地にする聖 
者がいることや、またほかの数人は別の場所で聖者として人類に貢献 
するよう励んでおり、この事実は彼の直観力が正確であったことを物 
語っている。彼らは皆、熟達教師の家族に弟子として受け入れられた 
のである。しかしながら、こういった機会が与えられる出生となる 
ケースは極めて稀である。 

43. 『彼は当然のこと前世で受けた知性、つまり気高い印象のサンス 
カーラを継承しつつ生まれ変わり、これによって神を認識する完 
全な境地に向かって努力する。』 

過去生で得た長所は新しい生を受けたとき自然に復元される。 
従って、このような前世の美質に基づいて、神という究極の境地を目 
指して自己の道を歩み始める。 

44. 『感官の対象に誘惑されても、前世から受け継いだ美質が彼を神の 
方向に確固として導く。そして彼は、ヨーガへの熱望によって 
ヴニーダが約束する物的な報酬（の世界）を超えて進むことがで 
ぎる。』 


彼は高貴または勢力ある家族に生まれ、過去生から受け継いだ徳 
行の結果により彼は神へと導く道に向けられるなら、たとえ努力が不 
十分のままでもヴエーダに集録されている果報を超越し、さらに救済 
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の段階に至ることが可能である。これこそ究極の自由を知る方法では 
あるが、一度だけの人生では得られないものである。 

45. 『多くの出生を経て、集中的な膜想によって心と意識を浄化し、あ 
らゆる罪障を消滅したヨーギンは、神を直覚する究極の境地に到 
達する。』 


多数の生命を更生した努力のみがこのような究極の成就をもたら 
す。熱心に倶想に取り組んだヨーギンは不敬虔なものの一切から離れ、 
真の至福を知る。これは成就の方法である。心が落ち着かない状態で 
あっても、努力不足でヨーガの道に着手しつつ手ほどきを受けて行え 
ば、熟達教師の家族の一員として受け入れられる。そして、来世で瞑 
想を実践するならば、精魂が神と同化する境地に達し、完全に救済さ 
れる。しかもクリシュナはこのヨーガの種子は決して消滅しないもの 
であると以前に述べた。われわれ求道者が数歩前進したとすれば、そ 
こから得た真価はもはや消えることのないものである。本当に帰依心 
のある人は、どんな状況にあっても定められた行為を開始することが 
できる。性別や人種あるいは文化にかかわらず、ギーターはあらゆる 
人々のためにある。家族一途の人もサンニヤーシンとして生きる人も、 
教育を受けた人もそうでない人も、ギーターは全人類のための書物で 
ある。したがって、隠者（サードゥ）のような特別な人向けの専門書で 
はない。 

46. 『ヨーギンは苦行者や知識人や果報志向者よりも優れている。クル 

ナンダーナよ、無私行為に専念せよ。』 

無私行為を遂行するヨーギンは、知識のある人も、果報を追い求 
める者も、あらゆる難行者をも凌駕する。クリシュナはアルジュナに 
ヨーギンであれという究極な助言をする。ここで、それぞれを具体的 
に説明していくと、 


m 卜 fl I 

3rra»- 旬 ^^ i ixm i 

chRf^r$ii^ict)i zftrft rTFTraWt わ cn 士 11 1 拆 11 



弟ハ草 


201 


難行者は禁欲的な生活を送り、感覚及び身体に対する過酷なヨー 
ガの修行を全うするが、そのヨーガは円滑的に遂行されない。 

行為者は定められた行為が何かを知りつつそれを遂行するが、自 
己の知力や奉献の意識に対する評価はせずに行為に専念ししている。 

知識人は知識のヨーガを遂行し、熟達教師やりっばな指導者から 
受けた方法を完全に習得したうえでヤジュニヤの実践に専念し、自分 
の能力について正しく自己で判断できる。そして、自分の行動に伴う 
理非善悪について自己責任を負うものであると考える。 

ヨーギンは無私行為のヨーガを遂行し、完全に放擲な状態で瞑想 
により神に専心し、神およびヨーガの達人が創造したヨーガを成就す 
るという義務を果たす。熱心に神に傾注するヨーギンを神は常に支援 
し、激励するので、失敗の可能性があっても不安感を抱くことはない。 

以上の四種の行為者はいずれも高貴ではあるが、厳しい苦行を遂 
行する難行者はまだヨーガの身支度をしている段階にいる。行為者は 
奉献の意識に欠け、善悪を正確に識別できないゆえに、単に行為に従 
事しているという状態にいる。しかしながら、知識のヨーガを遂行す 
る人はヨーガの方法を知見し、白己の能力を自分で判断できるので、 
どんな行為においても自己に対する責任感をもっている。無私行為の 
ヨーガを遂行するヨーギンは崇高神にひたすら専心している人であり、 
神はそのような人を常に保護し援助してくれる。知識のヨーガおよび 
無私行為のヨーガは、いずれも精神的な救済という道をりっぱに歩み 
通すことができる方法だが、崇拝者が確実に神の擁護を受けながら進 
める道のほうが優れているといえる。これがクリシユナの認める道で 
ある。そして、ヨーギンであることは最もすぐれているということで 
ある。それゆえにアルジュナはヨーギンになるべきである。完全に放 
擲の状態でヨーガの実践に専念することはアルジュナの使命といえる。 

ヨーギンは確かに何よりも優れているのであるが、なおかつ 自 
己に内在する神に住することが肝心である。次は本章末のクリシュナ 
の助言である。 
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47. 『あらゆるヨーギンのうち、私に専心し、自己に住しつつ私を敬愛 

する人が最もすぐれている。』 

クリシュナは無私行為の行為者の中でも帰依心に溢れながらクリ 
シュナのことを常に敬愛する人を最も優れているとみなしている。信 
仰というものは外に示したり展示するようなものではない。このよう 
な信仰の展示は社会により良いと認められるかもしれないが、神に 
とっては不愉快な言動である。つまり、信仰は個人にかかり心の中に 
秘められた精神的な活動なのである。崇拝心の動向は思考と感情の最 
も深い場所で起こるものである。 


本章の始めに、 ヨーガの 達人クリシュナは定められた真価ある行 
為を遂行する人はサンニヤーシンであると述べている。ヨーギンもま 
た同一の行為を実践する者をさす。したがって、行為することを途中 
で投げ捨てる人や欲望をすべて奉献できない人は、 ヨー ギンあるいは 
サンニヤーシンにはなれない。我われ求道者がそれがないと不満を抱 
くとき、意志の作用に影響されていることである。 ヨーガの 能力を身 
に付けたい人はなすべき行為を遂行すべきである。なぜなら、この行 
為を繰り返し不断に遂行することではじめて欲望の一切を除去するこ 
とができ、それをなしに途中で達成することは不可能であるからであ 
る。いわば放擲は、欲望の完全消失といえる。 

クリシュナは精魂が不徳にも美徳にもなりうるということを指摘 
した。心と感覚を抑制した人にとって、自己は究極の幸福をもたらす 
友人で あり、 その抑制ができない人にとって自己はまさに敵で あり、 
その自己が起こす悪行は悲哀を生む原因にしかならない。それゆえに、 
自己の精魂を向上させるために行為を続けることが義務で あり、 それ 
が真の信仰心といえる。 

クリシュナはヨーギンの生活について詳しく説明し、ヤ ジュニヤ 
が実践される場所や崇拝者の座部及び姿勢についても言及した。具体 
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的には清潔かつ閑静な場所で崇拝し、織物、鹿皮またはクシャ草から 
なる座部を用いるということであった。また、定められた行為を成し 
遂げる上で必要となる努力をはじめ、食事、休養、睡眠、覚醒におい 
ても適宜に取り入れることの重要性を強調した。なおかつヨーギンの 
抑制された心を風のない場所で安定して燃え続ける灯火と比較説明し 
た。このような段階をさらに進むと、心は完全に抑制され消失し、そ 
のとき究極の幸福という最終的な段階に達するのである。、愛着や憎 
悪という俗世的な感情のすべてから解放されることは永遠の喜びであ 
り、それが救済である。ヨーガはこの境地に浸透することである。こ 
の境地に達したヨーギンはすべてに対して公平で万物を平等視する。 
それゆえ自己以外のものにおける精魂を見つめるとき、それは自分の 
精魂を見つめるときと同様となる。これはヨーギンが完全な平静の境 
地を達したことを意眛する。このようにヨーガは肝心要である。心が 
動き出したら、それを引き戻して抑制することが任務である。クリ 
シュナは心の抑制が最も困難であると認めてはいても、それが不可能 
なことではないと確約する。実践を続け欲望を奉献すれば、必ず心の 
制御は実現される。努力の足りない人でさえ、多生を経て瞑想を続行 
すれば最終目的に達する。この目的とは、究極の境地として知られて 
いる状態であり、これは神と一心同体になる境地である。完成された 
ヨーギンは難行者、知識人、果報志向者のすべてを凌駕する。従って、 
アルジュナはヨーギンに是非ならなければならない。クリシュナに対 
する真の帰依心を備え、アルジュナは心と意識においてヨーガを実践 
すべきである。本章でクリシュナが特に強調したことはヨーガの完成 
に向けて瞑想が重要であるということである。 


従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド • パガヴアット_ギータに基づいてヤタルタ.ギ ータの 第六章 
『膜想のヨーガ』が終りました。 


ハリ ーオマータター サタ 



ギーターで提起される主題の すべては 第 1 章〜 第 6 章にほぼ集約さ 
れており、無私行為のヨーガ及び知識のヨーガ についての 詳細な説明 
がなされている。具体的には、行為とヤジュニヤの本質、その実践様 
式及びその果報、いわばヨーガの方法及びその効用、そして神性の顕 
示とヴァルナサンカーラに関してであった。人類の幸福に貢献するた 
めには、神に住する人々でさえ心の葛藤を乗り越えるという行為が重 
要であることが念入りに叙述された。後続する諸章では、クリシュナ 
がすでに触れたテーマに っいて さまざまな問題を取り上げていくが、 
その解明は崇拝という行為に役立っものである。 

第6章における最後の節でクリシュナは、真の自己が神に住する 
ヨーギンは最も優れていると説いたのであるが、そこで、神にしっか 
りと住するとはどういうことかが問題となる。ヨーギンの多くは神を 
認識しつつ何かが欠けている気がするものである。わずかの欠陥さえ 
もない点で、そのような段階が来るのはいつであるのか。また、どの 
時点で神の知識を完全に理解することになるのか。そこでクリシュナ 
はそのような知識を把握した状態にっいて説く。 

1. 『聖バガヴァットは告げた。ーパルタよ、聞け。私の擁護下で私 
に帰依しつつヨーガを実践すれば、疑いなしにあなたは万物に内 
在する完全な精魂である私を完全に知るであろう。』 
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さて、神を完璧に認識するうえでの本質的な必要条件については 
よく知っておくべきである。このような知識をアルジュナが臨んでい 
るならば、彼は帰依しつつ神の慈悲を拠り所としてヨーガの修行をし 
なければならない。クリシュナが詳述しようとする問題の局面は他に 
も幾つかあるのだが、まずあらゆる疑念を消失するために、アルジュ 
ナに傾聴するようクリシュナは諭すのである。神の崇高さに対する完 
全な知識の重要性が再び強調される。 


2. 『この知識と神の実感（ヴィギヤーナ）に起因する全面的な行為を 
あなたにすっかり説き明かそう。それを知れば、この世には他に 
知るべきことが何も残らない。』 

クリシュナはアルジュナがここで「ヴィギヤーナ。と呼ばれる認識 
と同様に神知を完全に習得するように勧める。知識とは成就した瞬間 
に体得するヤジュニヤがもたらす不滅性（アムリット•タットヴァ） 
をさす。神の本髄を直覚することは知識である。これとは別にヴィ 
ギヤーナと呼ばれる知識は、あらゆる所での同時的な行為をする能力 
を備え、悟りを開いた聖者が体得するものである。それは神が同時に 
万物において作用しているという知識であり、また我々に行為を遂行 
させ、同一の最高精神への道を貫徹する能力を養わせるのが神である 
という知識でもある。このような神への道がヴィギヤーナである。ク 
リシュナは、アルジュナが知るべきである唯一のものを悟らせるため 
に、この知識を完全に説明することを約束するが、真の意味で習得す 
る者は極限られた数しかいないものである。 

3. 『何千という人々のうち、稀に1人が成就をめざし努力する。努力 

して成就した人々のうち、稀に1人が私を本当に知る。』 

神を認識しようと懸命に励む人が稀に1人ぐらいはいるものであ 
る。そして、一生懸命に努力した何千人かのうち、稀に1人が神とい 

11 マ" 

石 ^^ I 

ftinninfM cllri nT^n: 11 号 11 

1. 第 6 章第 8 節の詳説にある世界観についての解釈を参照。 
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う実在を直感することができる。さて、それではこの全くの実在であ 
る総合的な本質はどこにあるのか。それは物質の塊や肉体の如くある 
場所に不動的に存在するのか、あるいは遍在的なものであるのか。ク 
リシュナの説明は以下のとおりである。 

4. 『私は、地•水•火.虚空(エーテル） ■ 意(マナス）.思惟機能■自 
我意識という8種の本性（プラクリティ）をもった自然界の創造者 
である。』 

あらゆる構成要素を含有する自然界はクリシュナ、つまり神が創 
造したのである。この自然界は8種の本性を有し、それは低次的なプ 
ラクリテイとも呼ばれるものである。 

5. 『強腕の持ち主よ、これは低次的で知覚能力のない自然界である。 
その一方、私には全世界に生命力を与える高次的な本性（精神的 
原理）がある。』 

8種に分かれている本性は神の低次プラクリティであって、無智 
で鈍質といえる。それに対して、もう一つの本性は高次プラクリティ 
というものであり、万物に生命力を与える遍在的なものである。そし 
て、個々の精魂もまた他の低次プラクリティとの結ぶ付きがあるゆえ 
に「自然界」に関わっているといえる。 

6. 『万物がこの2種のブラクリティから生じること、そして私は全世 
界の本であり、末であることを理解せよ。』 

このように森羅万象はこれらの生物的本性と無生物的本性から成 
り、これらの本性はあらゆる生命体の根源である。神（クリシュナ） 
は全宇宙の根本であり、創造者かつ壊滅者といえる。つまり、すべて 
は彼より出でて、また彼に帰す。神は自然界に存在している対象の本 
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性の源である。しかし、それと同時に、ある聖者が自己の限界を超え 
た時点で自然界を解消させる力は神そのものでもある。しかし、これ 
はあくまでも直感の問題である。 

人間は絶えず創造と没落という普遍的な疑問の数々に悩まされっ 
づけてきた。こういった現象に関して、世界に普及している宗教書の 
ほとんどすべてにおいて様々な説明が下されている。水没現象によっ 
て世の終末となるという主張もあれば、その一方で太陽があまりにも 
接近し地球が燃え尽きるという説もある。さらに、神の審判が万物の 
終わりをもたらす日を最後の審判日と名づける人々もいれば、世の終 
わりが周期的なものであったり、あるいは特定の原因に依存している 
と弁明する人々もいる。しかし、クリシュナがわれわれに教示してい 
るように、自然界とは始まりもなければ終わりもない。常に変化しな 
がら、それが完全に滅亡することは決してなかったのである。 

イン ドの神話によれば、次のような世界没落をマユが経験したと 
いわれている。11人の聖者と共にヒマラヤの頂上に向かって大魚 
(ヴイシュヌ神の化身）のヒレに舟を括りつけて航海し、ヒマラヤに 
着くことで避難所を見つけたという話である 2 。クリシュナと同時代に 
書かれたシュリーマド • バーガヴァタと呼ばれる経典 3 によれば、あ 
るとき神が地上に降りてきて、自分の人生や教示について論じつつ、 
聖者ムリ カン ドウの息子である マールカン デヤ.ジは、 g 分の「眼」で 
みた世界破滅について語ったとあるが、この マールカン デヤ • ジはヒ 
マラヤ北部のプシュババドラ川の土手に暮らした。 

シュリーマド_バーガヴァタの第12巻の第8章及び第9章では、 
偉大な聖者シヤウナカらは、マールカンデーヤ.ジにはパンヤンツ 
リーの葉に寝ているパルムクンダ（幼い頃のヴイシュヌ神の別名）が 
見えたという話をスタ•ジ（ヴイヤーサの弟子）に告げている。しか 
し、そこで問題になるのはマールカンデーヤ • ジが彼らの家系に属し 
ており、生まれたのが彼らより少し前であったことである。マールカ 
ンデーヤ • ジが出世してからこれまで地球が水没したり、滅亡したこ 

2. ここで言及されているマツヤ.アヴァターラはヴイシュヌの l(H 匕身のうちの第1番目をさす。第 7 番 
目のマヌが統治した時代の世界は腐敗しており、そこに拱水が起こり、万物が滅びたが、敬けんな 
マヌと11人の聖者だけは、巨大な魚の姿をしたヴイシュヌによって救われ生き残った。この挿話的 
な¥件はあくまでもシンボルとして存する。 

3, 18 ブラーナ （ヒンズー教の神話集）のひとつの 名称。マハーバーラタと 同様に、これらの聖典もま 
たマハリシ.ヴイヤー サに帰する。 
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とは一度もなかったはずである。それでは、この事実を踏まえて、彼 
が地球の滅亡を見たという可能性があるといえるだろうか。一体それ 
はどのような洪水であったのか。 

スタ • ジがシヤウナカらに告げたことには、マールカンデーヤ. 
ジの祈りに喜んだ神が彼の前に現れたので、マールカンデーヤ • ジは 
「精魂を生死の輪廻から離脱させない神のマーや一を見たい」という 
願いを表明した。 

神は マール カンデヤ • ジの願いを聞き入れ、ある日その聖者が瞑 
想に没頭しているとき、四方八方から海の波が高く激しく自分に押し 
寄せてくるのを見た。恐ろしい魚たちが波間を跳ねていたので、彼は 
慌ててあちらこちらへと逃げ回った。空、太陽、月、天人、全星座が 
洪水で水浸しとなった。その一方で、バンヤンツリーの一枚の葉っぱ 
の上に幼児がいるのを見た。その子供が息を吸い込むと、 マール カン 
デヤ • ジはその空気力で子供の方に引き寄せられ、そこに無傷で現存 
する太陽系と全宇宙と共に自分の庵室を発見したが、まもなく呼気に 
よりその場から追い出されたとのことである。 マール カンデヤ • ジが 
遂に目を開けると、無事に庵室の中で座っている自分に気が付いた。 
彼が見たものはすべて夢であり、先見であった。 

明らかに、その聖者にはこのような神性かつ深遠な先見という直 
感的な体験があり、これは思考の世界を超えた崇拝を長年月をかけて 
行なうことでしか体得できないものである。それは彼の精魂による認 
識であり、外界の対象はすべて以前同様の状態にある。世界没落とは 
ヨーギンの心に内在する神が顕現されるという事象でもある。崇拝過 
程の完成において、現世の影響が全くなくなり、神のみがヨーギンの 
心に残っていることは「世の終わり」といえる。この終結は外的現象 
ではない。この決定的な「世界没落」とは、身体がまだ存続しながら 
も、精魂が完全に神と融合している名状しがたい境地をさし、このこ 
とは行為でのみ感ずることができるのである。理性だけに頼って判断 
しようとすれば、誰でも妄想の餌食となってしまう。次節では、これ 
について言及していく。 
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7. 『ダナンジャヤよ、どれひとつとして私でない万物などない。真珠 
のネックレスのように全てが私とつながっている。』 

神以外に何一っとして存在するものはなく、現世のすべてが神に 
つながっている。本章第1節で言及されているように、このことを知る 
ためには、すべてを神に奉献してヨーガに専念しなければならず、さ 
もなければそれを知ることはない。このように、ヨーガの実践は不可 
欠である。 

8. 『アルジュナよ、水を流れるものにし、太陽および月を光り輝くも 
のにし、聖音オーム 4 、とその反響（シャブダ 5 )を造るのは私で 
ある。そして、人間における雄々しさを造るのも私である。』 

神とはこのように一切の事象と知識である。ヴエーダの智恵のす 
ベてには神の息吹がある 6 。さらに神はそれよりもっと深遠である。 

9. 『私はまた地における芳香であり、火における光輝であり、万物に 
おける生命であり、苦行者における懺悔である。』 

神は全宇宙、地、火、万物はもとより、厳しい精神的な苦行を実 
践する修行者に遍在する。神はあらゆる原子に宿っている。 

10. 『私はまた知性ある者の知性であり、栄光ある者の栄光である。そ 
れゆえアルジュナよ、私が万物の永遠の源泉であることを知 
れ〇』 


神は万物が生まれるための原点である。 


THJR : マ^身食5マ^:诗 邪 11411 
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神を象徴するオームという音節は、ヒンズー教徒にとつて神聖なものである。 

自己と最髙精神という知職は言語の世界を超越している。 

ブリアダラニャク•ウパニシャッドには「ヴヱーダは永遠の呼吸である」と記され 
ている。 
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11. 『最高のバラータよ、私は力ある者の無私の力であり、森羅万象 
における自己達成をもたらす大望である。』 

神とは有力者の美徳ある大望であり、また完全な離欲をなす有力 
者の強さでもある。人は誰でも強くなりたいものであろう。そのため 
に、身体運動や核兵器の蓄積を行なったりする人々もいる。クリシュ 
ナは、自分があらゆる欲望や愛着を超えた力であると明言するのだが、 
これこそ真の力を意味する。また、クリシュナは万物において徳性を 
備えた切望の的であり、神だけが真の美徳といえる。神に内在するも 
のすべてを維持する不滅の精魂は美徳である。なおかつ神は美徳に基 
づく切望である。クリシュナは、神を理解することにひたすら専心す 
るようアルジュナに勧告した。欲望は妨げとなるだけであり、神を認 
識したいと熱心に願うことは重要であり、そのような熱意なしに、崇 
拝に専念することはできるはずもない。神への熱望はクリシュナが崽 
与するものともいえる。 

12. 『タマス•ラジヤス•サツトヴァという三根本原質はすべて私か 
ら生ずることを知れ。しかし、そのいずれも私に内在しておらず、 
私もまたそれらに内在していない。』 

無智■激情 • 美徳という三つの根本原質はすべて神から生ずるも 
のであっても、神はそれらに内在しているのでもなければ、それらが 
神に内在するわけでもない。従って、神が三根本原質に吸収されてい 
るはずもなく、それらが神の一部となって浸透されるはずもない。三 
ダナには神の属性がなく、それゆえ神を汚せるはずもなく、神は無傷 
のままである。神が自然界や三根本原質から得るべきもなど何もなく、 
それらによって神が汚されることもまたありえない。 

生理的欲求である飢えや渴きが精魂に起因しているとしても、精 
魂が食物や水とは一切無関係であるように、神より生ずる自然界に 
よって神がそこから何らかの影響を受けるわけではない。 
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13. 『この三種のダナの作用により起こる感情で全世界は惑わされてい 
るゆえ、私がそれらより優れた不滅の存在そのものであることが 
理解されていない。』 

タマ ス • ラジ ヤス • サツトヴァの影響で起こる感情に流されてし 
まい、人はその三種のダナを完全に超越した不滅の神しか実在しない 
ことを把握できないでいる。そして、この三ダナがわずかでも作用し 
ているとき神を認識することは不可能なのである。それゆえ、崇拝者 
の心に三根本原質が影響を及ぼしている間は求道の旅路は終わらない。 
そのような崇拝者はさらに進んで行かなければならないのである。な 
ぜなら、まだそれは途中の段階であるに過ぎないからである。 

14. 『この三要素（ダナ）からなる私の神的な幻力（マーヤー）を超えるこ 
とはきわめて困難ではあるが、私に帰依する人々は、この幻想を 
乗り越え、救済される。』 

神による最上のマーヤとは、感覚的である現象界を作り出す力で 
あり、これを理解することは非常に難しいことである。しかし、絶え 
間なく神をひたすら崇拝する人々は、その困難を切り抜けることがで 
きる。このマーヤーは神聖なものと考えられてはいるが、だからと 
いって、我々がお線香に敬意を込めて火をつけ、捧げ物として燃やす 
べきであるという意味ではなく、それに打ち勝って、さらに進んでい 
くべきものであるということを常に肝に銘ずるべきである。 


15. 『無智で愚鈍な人々は最も卑劣で悪行をなす。マーヤーによって迷 
妄し、不道徳な性質をもつ人々は私に帰依しない。』 


神に帰依し瞑想を行なう人々はこれを知るが、その一方で神を崇 
拝しない人々も多くみられる。悪事を働く傾向のある人は、マーヤー 
に惑わされているため誤った識別力しかもたず、最も卑劣であるうえ 
欲望や憤怒の虜となってしまい、神への崇拝を怠る。次節でクリシュ 
ナは 崇拝者に ついて 言及する。 



3TT 研 ^TT^nftRfT: " へ " 
坏 せず 士 I 
3TFff か切 Mf 叩" 



r 


第七章 213 

16. 『最高のパラータよ、四種の善行者が私を信愛する。すなわち、利 
益を求める人、悩める人、知識を求める人である。』 

崇拝者のタイプは四種類に分けられる。幸福を求めて定められた 
任務をなす利己的な行為者たち、悲哀の一切から離れたいという願い 
から神を信愛する人々、また神を直覚するという切望に駆られて帰依 
する人々がいる。さらに、賢者といわれ、究極の目的に到達した賢者、 
いわば悟りを開いた聖者たちがいる。 

物的財産は身体及びそれに関連するものすべてを維持する富であ 
る。神はまず最初に富と欲望の充足を与えてくれる。クリシュナは、 
自分が富の恵与者であると告げる。しかし、この告知にもっと他のこ 
とが暗示されている。真に永遠な富とは、精神的な経験によって得ら 
れるものである。これが本当の財産といえる。 

崇拝者が物的利益を求めてあくせくと働くとき、神はその崇拝者 
が精神面での向上を図るように促すものである。なぜなら、精神的な 
洗練化こそ人間にとって真の宝物であり、また崇拝者が物質による財 
産のみで常に満足するわけではないことを神は知っているからである。 
そういうわけで、神は崇拝者に精神的な財産をも与え出すのである。 
現世において利益を与え、来世において支援することが神の重任であ 
る。それゆえどんな状況下でも崇拝者は神の報いを受ける。 

崇拝者のうちには悲哀を心に詰込む人々がいる。このような人々 
は、神を完全に知ろうと願っている。神の知識を得た人々もまた神を 
崇拝する。クリシュナによれば、このような4つのタイプの崇拝者が彼 
の帰依者である。しかしながら、その中で特に優れた崇拝者は、神の 
知識を習得した人々である。さらに、そのりっぱな智者もまた帰依者 
であるという点はきわめて重要な点である。 

17. 『知識ある人は、唯一の神である私を信愛しつつ常に私に専心する。 
私は真の智者を最も愛する。また、真の智者は私を最も愛するの 
である。』 
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神を認識して、そこに住する人は、崇拝者の中で神を最も信愛し 
ている者である。神がこのような崇拝者を誰よりも好んでいるからこ 
そ、この信愛は報われる。そして、このような真の智者とは神に相当 
する人である。 

18. 『このような人々はすべて高潔である。なぜなら、彼らは信愛しつ 
つ私を崇拝するからである。究極の目的に到達した賢者は私と一 
心同体である。』 

このように、四種の崇拝者はいずれも気高い人として描かれてい 
る。しかし、彼らはどんな愛徳を示したのか。そして、神は彼らの信 
愛を受けて何かを得るのか。神にはない何かを彼らが神に与えるのだ 
ろうか。明らかにすべての疑問に対して断固として否といえる。神以 
外に気高い存在はない。常に神は精魂を退廃から喜んで救済する。そ 
して、高潔な雅量は、精魂の質が低下しないように願う人々の特性で 
もある。このように相互の愛徳関係が成り立つ。神もその崇拝者も共 
に気高い。クリシュナによれば、知識ある崇拝者は神と同一である。 
なぜなら、このような崇拝者は神が究極の目的であるという信念を抱 
きつつ神に住しているからである。換言すると、神に住している崇拝 
者は神そのものである。すなわち、神とこの崇拝者は一心同体なので 
ある。次節では、この点を再度綿密に言及していく。 

19. 『幾多もの出生を経て、私（ヴァスデーヴァ）以外の真実が実在し 
ないという知識に恵まれ、私に帰依する人は偉大な精魂の持ち主 
である。しかし、このような人は極めて稀である。』 

何度も生死を繰り返し、瞑想を実践し知覚力が備わり、悟りを開 
いた聖者は、クリシュナが何よりも大切であるという信念をもってお 
り、美徳にあふれて崇拝を行なう。そのような聖者には非常に希少価 
値がある。そして、こういった聖者はヴァスデーヴァと呼ばれる外的 
実体を崇拝するのではなく、むしろ自己に内在する神を感じる。これ 
はクリシュナが先覚者としての特徴を述べたように識別力を備えた人 
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である。そして、このようなすぐれた聖者だけが外的である人間社会 
を教示することができる。しかし、クリシュナによれば、このように 
神の実在を直に感得した先覚者には希少価値がある。そういうわけで、 
すべての人は神を崇拝すべきである。なぜなら、神は我々に精神的な 
栄光及び喜びを恵与してくれるからである。しかし、それでも人々は 
神を崇拝しようとはしない。次節はこういった矛盾した事情について 
の説明である。 

20. 『根本原質の影響により知識を失い、世俗の享楽を求める人々は、 
はびこる習慣を真似て、唯一の神ではなく他の神々を崇拝す 
る。』 

快楽の切望により識別力が奪われている愚者には、すぐれた聖者 
である熟練教師と神だけが真価ある存在だということが理解できない。 
そのような愚者は根本原質または功罪（サンスカーラ）に強いられつ 
つ、多数の生死を経て報酬を受けて蓄えた。そして、現在の信念と実 
践に訴え、他の神々に崇めることに専念する。ここで、ギーターにお 
いて初めて他の神々についての言及がなされる。 

21. 『貪欲な崇拝者の信仰活動を崇拝神の本質に従って安定させるのは 
私である。』 

他の神々を崇める人々の帰依心を確固たる不動のものにする力を 
彼らに与えるのは神である。なぜなら、そのような崇拝者は物的報酬 
を求めるからである。そして、他の神々における信仰を強堅にするの 
も神である。神々が実際に存在するとすれば、この任務はその神々の 
手によって完遂されたはずだろうに。ところが、そのような神々は神 
話的人物であるのだから、崇拝者の信仰を堅固なものになるよう仕向 
けているのは確かに神なのである。 

22. 『崇拝者は堅固な信仰を抱きつつ、自ら選んだ神に身をささげる。 
そして、これにより私の法が定めた享楽を確実に満喫することが 
できる。』 
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神に支えられて信ずる心を養いつつも、願望に操られている人は、 
不相応な神々への崇敬に力を入れて帰依する。そして驚くことに、そ 
のような崇拝者の希望も叶えられる。しかしながら、この満足感もま 
た神の賜物である。すなわち、我々の願望を満足させてくれるのも神 
である。自分の願望が叶うように他の神々を崇める人々には、神聖な 
至福ではなく不道徳な喜びが与えられる。そのような不義な崇拝者は、 
ある意味で報いられるといえる。こういった崇拝方法は一見して何も 
間違ってないかのように思われるかもしれないが、この点を次節でク 
リシュナは解明する。 

23. 『しかし、このような迷妄者たちが得る果報は有限である。そのよ 

うな崇拝者は彼らの神々に至ることはできるにすぎないが、私に 

帰依する人は私に至ることができる。』 

このような無智な人々に与えられるものは可滅である。それは初 
めと終わりのある俗的な享楽であるゆえ、一時的なものであり永続的 
ではない。 

今日の喜びというものは明日まで続かないものである。他の神々 
を崇拝する人々が得る力は消滅しやすい。全世界は神格から劣等動物 
まですべてが変わりやすく可滅的なものである。それに反して、神を 
崇拝する人は神に至り、神と一心同体となり、その精魂は無上の幸福 
を知る。 

前のほうの章でヨーゲシュヴァラ_クリシュナは、アルジュナが 
ヤジュニヤの遵守により、美徳のインパルスである神々への思いを育 
てるようにと勧告した。そのような精魂に蓄積された富は真正な幸せ 
をもたらす。すなわち漸次的な進展によって、最終的に悟りの境地に 
至り、そこで至福を知ることになるのである。ここにおける「神々」と 
は、神聖さを確保するために必要な正義の力を象徴している。このよ 
うな美徳のインパルスは養われるべきものであり、救済に必要な富で 
ある。また第16章では24種の富が列挙されている。 

崇拝者に内在する神聖さを蓄積させてくれる正義もまた「神」と呼 
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ばれる。それは最初何か内在的なものであったが、時間の経過と共に、 
人々はこのような特性を明白に直覚するようになる。そういうわけで 
偶像が作られ、カルムカンダが考案された。そして真実は忘れ去られ 
たのである。クリシュナは本章第20節〜23節において諸神に対する誤 
解を反駁しようとした。ここで初めて「他の神々」についての指摘がな 
されるが、クリシュナはそのような諸神が存在しないという点を強調 
している。信仰がわずかでも弱まったり強まったりするとき、神はい 
つでも支援しつつ、信ずる心が堅固になるように仕向ける。さらに、 
このような信仰心を与えるのも神である。しかしながら、このような 
報いは有限であり、いつか消滅しうるものである。果報も神々もすベ 
て可滅的である。このような神々を崇拝する人々もまた可滅的存在で 
ある。それゆえ識別力がなく無智である人々はもっぱら他の神々を崇 
拝する。クリシュナは第9章の第23節でそのような崇拝は不敬虔である 
と切言することになる。 

24. 『私は心と感覚を超越した至高の存在であるのに、無智な人々は私 

を顕現的存在とみなす。』 

神々とは非有であり、その崇拝の報いもまた一時的なものに過ぎ 
ない。それでも、すべての人々が神に帰依しているわけではない。前 
節で述べたとおり、識別力に欠けている人々は神という完全かつ壮大 
な存在への認識が単に不十分であるからである。こういうわけで、そ 
のような人々は非顕現である神を人間の形で捉えようとするのである。 
換言すれば、クリシュナは人間の身体をもつヨーギン、いわばヨーゲ 
シュヴァラとよばれるヨーガの達人であり、ヨーガの神であった。こ 
のヨーゲシュヴァラとよばれる存在は、ヨーガにおける熟練教師であ 
り、他者にヨーガの能力を授ける役目をする。聖者たちは真正な崇拝 
の形式によって徐々に高度な段階へと進み、そのような境地に住する 
ものである。聖者たちにとって身体はいわば衣服のようなものであり、 
彼らの精魂そのものは無形かつ非顕現で神に住する。しかし、無智な 
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人々はそれでも彼らを普通の人々としてみなす。聖者たちが一般の 
人々と同じく出生したと考える人々にはどうも彼らが神であるとは信 
じ難いであろう。おそらくこれに対して彼らを非難すべきではないと 
いえる。なぜなら、彼らのような迷妄者には、外観しか判断の材料に 
はならないからである。次にヨーゲシュヴァラ•クリシュナは、どう 
いうわけで彼らには物的な身体に内在する精神を見抜く能力が備わっ 
ていないかについて言及していく。 

25. 『私の ヨーガ•マーヤーに よって隠され、私はすべての者に直覚 
されるわけではない。このように無智な人々は不生不滅である私 
を知らない。』 


現象界を作り出す力をもっマーヤーは、普通の人々には神の実在 
をすっかり隠し包む厚いスクリーンのようなものである。このヨー 
ガ，マーヤーあるいはヨーガの実践を超えて、もう一つ別のカーテン 
がある。地道にヨーガの実践を長く継続しなければ、非顕現である神 
を直覚する段階である究極の境地に達することはできない。ヨーゲ 
シュヴァラ_クリシュナはヨーガ.マーヤーによって自分は非顕現で 
あって、ヨーガを大成させた人々はクリシュナを認識できると説く。 
不生（生まれ変わることがない）、不滅（死滅することがない）かっ 
無顕現（再び顕現されない）の実在であるクリシュナはすべての人々 
には顕現しないゆえ、無智な者はクリシュナが認識できないのである。 
最初アルジュナはクリシュナもまた同様に可滅であると考えたのだが、 
クリシュナの解明により洞察力が高まったアルジュナは懇願し始める。 
聖者たちや偉大な人に内在する精魂を認識しようとするとき、我々が 
概して無智な人々と大差があるとは言い難い。 

26. 『アルジュナ、過去•現在•未来において万物が存続している 
(しようとする）ことを私は知っている。しかし、（真の信仰が 
ないので）誰も私を知らない。』 

i^ii 
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次節では、その理由について言及される。 

27. 『パラータよ、愛着と憎悪、喜びと悲しみという相対概念に惑わさ 
れて、世界中の万物が無智になる。』 


物的現象界における無数の相対観というものが万人を迷妄のいけ 
にえにしてしまう。それゆえ、神（クリシュナ）の実在を知る余地も 
ないのである。それでは、誰も神を認識しないということであろうか。 
クリシュナは以下のとおり答える。 

28. 『堅固な信念をもち、私を信愛しつつひたすら善行に励む人々から 
罪障も妄信も消失する。』 


罪悪や対立する感情から離れて、生死からなる現象界を消滅させ 
る美徳の行い、つまりヤジュニヤと呼ばれる定められた真価ある行為 
を多方面で遂行する人々は、ほんとうの救済を求めて神を崇拝し、か 
つ敬愛する。 

ここで非常に明白なことは、クリシュナが説くように神を認識す 
るという道は熟練教師のみが導けることである。正しい導師のもとで 
定められた行為を遂行する人は行為の完成及び精神の向上を体得する。 
以下、この点についてさらに詳言していく。 

29. 『生死の輪廻から解放されるために、私に帰依する人々だけが神を 
直覚し、真の知識及びあらゆる行為を習得する。』 

神の実在および個的な精魂と宇宙的な精魂の同化についての知識 
は、究極の自由と至福を得るために不可欠な精神的な備えといえる。 

30. 『万物（アディブータ）や神々（アディダイヴァ）において、また 
ヤジュニヤ（アディヤジュニヤ）において精神の統御をなし、私 
に専心する人々は最終的に私を知るだろう。』 

クリシュナを知る人々は、万物をあやつる最高精神をも知る。ま 
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た、あらゆる神々及びヤジュニヤを知る。神に専心している人々はク 
リシュナにおいて神を知り、そこに宿る。そして永遠に安住すること 
になる。本章の第26及び27節でクリシュナは、無智な人々は彼を知る 
ことができないと説いた。迷妄から離れることを望む人々は、完全無 
欠の権化である神の実在をはじめ、個的な精魂 • 物的宇宙_完全な行 
為と神における同一性を知る。簡潔にいえば、万物、神々、ヤジュ 
ニヤに宿る清純な精神を知るのである。そして、これらすベての源泉 
は先覚者である。いわば先覚者とは、真実を知る人である。それゆえ 
にこのような認識を得ることは不可能なことではない。しかし、この 
完全な知識を体得するためには、このような方法に沿って歩まなけれ 
ば、それを達成できないといえる。 

★ ★ ★ ★ 

本章でヨーゲシュヴァラ • クリシュナは、彼に完全に帰依して無 
私行為を実践する人々は彼を完全に知ると説いた。しかし、何千もの 
求道者のうち、神を知ろうと努力してクリシュナを本当に知る者はか 
ろうじて1人ぐらいだろう。クリシュナを直覚した崇拝者はクリシュ 
ナの身体的な存在を知るのではなく、遍在する精神を認識する。クリ 
シュナの本性は八種の低次プラクリティと、彼の深遠的な精神である 
高次プラクリティがある。万物はすべてこの二種のプラクリティの相 
関現象から起こる。すなわち、クリシュナは万物の根源であり、クリ 
シュナが光の輝きや人間の勇気を生み出すのである。そしてクリシュ 
ナは力強さそのものであり、またクリシュナに帰依するという神聖な 
切望そのものでもある。欲望のすべてを捨離すべきであるのだが、神 
を認識したいという願望は抱くようアルジュナは勧告される。そして、 
このように唯一の切望も神としてのクリシュナが授けるものである。 
神と同化したいという希望はダルマの本質に基づいている。 

さらにクリシュナは、 ヨーガ.マーヤーの 覆いで隠されているた 
め、無智な人々は彼を他の可滅の存在と同一視してしまうので崇拝し 
ないと説いた。真正な瞑想を遂行する先覚者は マーヤーの 幕の後ろを 
見抜き、物的現象に顕現されない本質を知ることができるのである。 
従って、この知識なしにそれを実現できるはずがない。 

クリシュナの帰依者として四種のタイプが挙げられているが、そ 
れは具体的に果報を求める行為者、苦行者、クリシュナへの認識を求 
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める者、知識者である。英俊な聖者は、多数の生を受けつつ瞑想を実 
践することによってすぐれた識別力を得、クリシュナと一心同体とな 
る。換言するならば、神の境地に達するには、幾多の人生を通して瞑 
想というものを遂行しなければならないということである。執着と憎 
悪という感情の世界で苦しんでいる人々には神の実在を知ることはで 
きない。これに反して、俗的な愛着や嫌忌を捨て（崇拝という）定め 
られた行為をなし、生死の束縛から離れて瞑想に専念する人々は神を 
確実に知る。つまり、そのような人々は遍在する神、最適の行為、ア 
ディヤトマ、アディダイヴァ、ヤジュニヤを十分に体得する。 

このように神を知る人々はそこに住し、神を記憶に留める。そし 
て神の実在を忘れることは決してない。本章では神に属する究極の知 
識、すなわち清らかな真の知識とよばれるものを追求したのである。 


ハリ ーオマー タタ ー サタ 

従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリ 
マド. バガヴ アット，ギータ に基づいてヤタルタ • ギータの 第七 章 
『完全な知識』が終りました。 


ハリーオマータターサタ 
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不滅の神に対するヨ—ガ 


クリシュナは前章の終わりに、敬けんな行為に励むヨーギンがあ 
らゆる罪障から解放され、遍在する神を認識すると説いた。すなわち、 
行為は最高精神の実在を認識させるものである。そうした行為をする 
ヨーギンはクリシュナと共に遍在する神、つまりアディダイヴァ、ア 
ディブータ、アディヤジュニヤ、完全な行為、アディヤートマ 1 をも 
知ることになる。ということは、我々は行為を通じて神の実在を 
認識するというこである。こうして真の知識を得た人が最終的にクリ 
シュナを独力で直覚し、この知識は永遠に残る。 

次に、クリシュナの言葉を借りてアルジュナが問題を提起する。 


1. 『アルジュナは尋ねた。至高の存在よ、ブラフマンの本質を何か 
教えてくれ。そして、アディヤートマとは何か。行為とは何か。 
アディブータとアディダイヴァについても教えを乞いたい。』 

さて、アディヤートマ、行為、アディブータ、アディダイヴァは 
どれもアルジュナにとって謎の言葉である。そこでクリシュナにその 
解明を求める。 


2 . 


『マンド ュス ダーナよ、アディヤ ジュニヤとは 誰なのか。それは 
どのように身体に内在しているのか。また、心を抑制した人はど 
のようにあなたを知るのか。』 
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このアディヤジュニヤとは誰であるか、一体どのようにして身体に内 
在するのか。ヤジュニヤの遂行者とは、身体に宿る精魂であることは 
明白である。とはいえ、完全に心を自制した人はクリシュナを究極的 
にどう知るのか。次にクリシュナはアルジュナの7通りの質問を解明 
する。 

3. 『聖パガヴァットは告げた。ーブラフマンとは不滅の最高精神 
である。それは身体に宿るとき、アディヤートマと呼ばれる。 
諸々の事情をもたらす、万物における根本原質を消すことが行為 
である。』 

最高精神とは永遠不滅の存在をさす。アディヤートマは精魂とい 
う自己制御に対する堅固な帰依心のことである。この段階に至らない 
限り マーヤーの 影響を避けることはできない。しかし、神にひたすら 
宿る人、つまり自己の精魂の本質を知る人には神聖な力が吹き込まれ 
る。また、善悪を作り出す衆生の欲が消失した時点で行為は究極状態 
に達する。すでにクリシュナが言説したように、これがヨーギンとし 
ての行為が完成したといえる。この時点で行為は完全無欠な状態に達 
し、行為自体も不要となる。つまり、吉凶のサンスカーラを作り出す 
万物の欲望が消失するとき、行為が完成する。そして、行為はその必 
要性さえも消滅してしまうのである。真の行為は欲望をすべて消滅さ 
せてしまう力を生み出し、ヤジュニヤの特質である崇拝と瞑想を意味 
する。 

4. 『アディブータとは、生死の運命を受けるもののすべてを表す。 
そして、最高精神はアディダイヴァと呼ばれる。無類の勇士（ア 
ルジュナ）よ、私（ヴァスデーヴァ）は身体に宿るアディヤジュ 
ニヤで ある。』 

不滅の境地に達するまで、一時的で可滅である欲望のすべては万 
物の活動領域、つまりアディブータで起こる。あらゆる欲望は万物の 




第八章 


225 


由来のもとである。アヒダイヴァとは自然界を超越している最高精神 
をさし、あらゆる神々の創造主なのである（ここでいう神々とは最終 
的に神と融合して消える正義のインパルス、つまり神聖な宝庫をさ 
す）。アディヤジュニヤはヤジュニヤを遂行する人に宿るものであり、 
別名ヴァスデーヴァであるクリシュナを意味する。要するに、アディ 
ヤジュニヤとは、顕現しない精魂として身体に宿っている神のことで 
ある。クリシュナはヨーギンであり、あらゆる奉献の享受者であった。 
ヤジュニヤはすべて最終的にはクリシュナと融合する。この融合は至 
高の精魂に成就した瞬間に起こる。これでアルジュナの6つの疑問が解 
決されたことになる。そこで、残された最後の問いである「クリシュ 
ナがどのように認識され、その知識がなぜ永遠であるのか」という点 
が言及されていく。 

5. 『臨終の際、私の存在を忘れることなく身体を脱する人は、確か 

に私の境地に達する。』 

本節は、心を完全に制御して統一させた人が死際にクリシュナを 
念じつつ肉体を離れるというクリシュナの言説を説明するものである。 
そうした人が必ずクリシュナと融合し究極の境地に達するとクリシュ 
ナは説いている。 

そもそも身体が死滅した時点とは、再生まで精魂が待機している 
局面を迎えたことであるゆえ、究極点とはいえない。前世での功罪が 
蓄積されたサンスカーラというものが自己制御された心と共に消失し 
たとき、そこで初めて究極の終点がやってくる。そして、その時点に 
達した精魂はもはや新しい身体を引き受ける必要がない。これはあく 
までも行為の過程で起こることであり、言葉で把握することは不可能 
である。衣替えと同質の原理で、ある肉体が別の肉体へ転移するが、 
それはその人間が真に終焉したことにはならない。それに対して、生 
存中に心の自制をなし、完全に精神統一できたとき物的関係は断たれ 
る。もし死後にこの境地が可能であるとするなら、クリシュナの完全 
性さえ否定されてしまうことになる。クリシュナは、無数の出生を経 
験し崇拝に努めた聖者のみが彼と同化すると説いた。すなわち、そう 
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した崇拝者はクリシュナに住し、クリシュナはその崇拝者に宿り、そ 
の二者間には何の隔たりもない状態となる。この達成感は身体が存続 
している間に得られるものである。こうして、精魂がさらに新しい身 
体を引き受ける必要がなくなったとき、本当の意味で最終点に達した 
ことになる。これが本当の死滅であるゆえ、その後の再生はありえな 
い。これに対して、一般に死と呼ばれる時点における精魂は生まれ変 
わりという運命を背負っている。以下、クリシュナはさらに詳言して 
いく。 

6. 『クンティーの息子よ、その境地に没頭しつつ身体を捨てようと 
考える人は、まさにその境地に達する。』 

臨終を迎えようとしている人が、その時心に描く境地に達すると 
いうことである。ということは、自分が考えた通りの境地に到達する 
ことは、そんなにも簡単なのだろうか。それならば、己の快楽のまま 
に過ごした人生の終焉を迎えた時点で神を思い出せばよいということ 
になってしまう。無論これは全くの誤謬であり、そんなことはクリ 
シュナが説いていない。死を迎えるときに誰でも人生を思い返すこと 
ができるものである。しかし、だからこそ生涯を通しての熟考が必要 
なのである。こうした熟考が欠けていると、死の瞬間に到達すべき理 
想的な境地を思い浮かべることは不可能である。 

7. 『それゆえ、意と知性をもって私を念じつつ、常に戦うのならば、 
あなたは確かに私の境地に達する。』 

同時に瞑想と葛藤を遂行するにはどうすればよいのか。例えば射 
手の演習のときに、神の名を叫び唱えつつ矢を放つというようなこと 
ではない。真に回想（神の名を無音で詠唱）するということはそれと 
は全く異質なものである。次節では、その点をクリシュナが解明する。 

8. 『パルタよ、心の制御をもって瞑想のヨーガに専心しひたすら私を 

念じる人は、神という最も光輝な存在を知る。』 
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神を熟考することとヨーガを実践することは同意である。クリ 
シュナが定義した回想というものを行なうために、崇拝者は絶えず 
ヨーガを修め、神の道から逸脱しないように精神をきちんと制御しな 
ければならない。この状態に到達した崇拝者が忠実に回想するとき、 
こうした人は神の壮大さを知る。しかし、心が逸れて他の対象物を考 
えるならば、不完全な回想である。しかし神に専心し他の衝動をすべ 
て抑えることは非常に難しいものであるのに、そのうえ同時に戦うた 
めにはどうすればよいのか。また、戦いが一体何かという問いも生じ 
る。根本原質の影響下では、あらゆる欲望から離れてひたすら崇拝に 
努めても、執着や憤怒、また愛情や憎悪が必ず障害物となって邪魔を 
する。こうした不徳の感情は、美徳の記憶を取り戻して集中しても執 
拗に作用し、たいへん激しい力で我々の頭から美徳の記憶を引き離そ 
うとする。すなわち戦いに挑むということは g 己に外在するィンパル 
スの克服することであり、このインパルスを消滅させるには瞑想の継 
続という道を選ぶしかない。これがギーターで描かれている戦いであ 
る。次節でクリシュナは瞑想の対象について説く。 

9. 『神とは不生不滅の全知者であり、万物を支配する精魂に宿り、 
最も微細で非顕現、一切の配置者、そして超思考的存在かつ自覚 
の光で輝く存在である。そして、その神を念じる人は、』 

神とは思考を超越した境地に存するゆえ、想像力によって理解できる 
はずがない。心が消滅しない限りそれは衝動を起こすので神は顕現さ 
れないのである。いつ神が顕現されるかというと、完全に制御された 
心が自然解消されたときのみである。神を認識した人の精魂はいわば 
膜想のための媒体といえる。第7節でクリシュナは神を熟考する崇拝者 
について言及したが、次は神に対する熟考について説く。 

10. 『断固とした集中力があり、気息を正しく眉間に注いでヨーガに 
取り組んで光輝ある至高の境地に達する。』 
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ひたすら堅固な心で、神に専心する崇拝者が定められた行為を遂 
行し、ヨーガの能力を養い心の平安が訪れたとき、壮大な神の存在を 
悟る。この定められた行為をもって気息を眉間に集中させると、激し 
い衝動や外因性の意志は消えていく。端的に表現すれば、この境地で 
は、サットヴァ•ラジャス • タマスという三根本原質が完全に静止状 
態となる。従って、内在する世界から離れずに自己に安住し、ヨーガ 
が究極の目的を達成するために不可欠であると確信している崇拝者は 
必ずその境地に達する。第5章及び6章でクリシュナが述べたとおり、 
これこそヨーガの道である。また、「私（クリシュナ）を常に念じ 
よ。」とアルジュナに切言したように、念じるという行為はヨーガの 
教えに従ってなされるものである。この境地に達する人は神の壮大さ 
を理解して神と同化する。こうした経験は心に深く刻まれ、消失する 
ことはない。この段階に進むと、どうすれば死際に神を認識するかと 
いう問題は解決される。次は、ギーターで繰り返し指摘されている至 
高の境地、つまり崇拝者の最終目的について言及される。 

11. 『ヴエーダ学者が不滅の存在とみなし、離欲の修行者が自制して 

達する至高の境地について語ることにする。』 

第6章14節ですでに言及されたが、この自制とは単に禁欲するとい 
うのではなく、外在的な関係を心から断ち、神にひたすら専心するこ 
とをさす。真の自制とは堅固な膜想のことである。こうした瞑想をな 
すことで神を認識し究極の目的を達成することが可能となる。実践方 
法としては、ひとつだけでなくすべての感官を自制することである。 
従って、これを実践できる人は真の禁欲者といえる。クリシュナがア 
ルジュナに説いた試練はすべての人が心に留めるべき重要なことであ 
る。 
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12. 『すべての感官を制し、欲望の一切から離れ、内在する知力を絞 
り、自己の気息を整えて、ヨーガに没頭しつつ._.』 

完璧な離欲がなければ各々の感官を制御することは不可能であること 
が繰り返し強調されている。瞑想と崇拝は自己の外界ではなく内界に 
おいて達成されるので、意識は自分の内面にしっかりと留めさせるべ 
きである。そして、ヨーガの実践において何よりも大切なポイントは、 
心を制御しつつ気息を眉間に集中させることである。 

13. 『聖音オームを詠唱し、私を念じつつ身体を離れる人は救済の境地 
に達する。』 


不滅の神が唯一の実在であるという知識をもって死を迎える聖者 
は至福の境地に到達する。クリシュナはヨーギンであり、究極の真実 
を認識した先覚者である。熟練教師として聖者クリシュナは、聖音 
オームを唱えてクリシュナを念じるようアルジュナに勧説する。偉大 
な精魂とはすべて究極的に到達して同化する統一体という名で知られ 
ている。要するにクリシュナがアルジュナに要請したことは、クリ 
シュナ自身の姿を心に描くのではなく神の名を唱えるということであ 
る。ここでアルジュナはクリシュナの名を唱えるように勧告されてい 
ない点に注目すべきである。とはいえ、時が経ってクリシュナが神格 
化されたので、彼の名を人々は唱え始めたのである。すなわち、そう 
した崇拝者たちには単に各自の帰依心に応じた報いがある。すでにク 
リシュナはアルジュナに教示したことだが、そういう崇拝者の帰依心 
を強め、それ相当の報いを定めるのはクリシュナである。しかし、そ 
のような報いはそれを受け入れた時点で消滅する。 

さて、ヨーガの創始神シヴァの例にあるように、「内なる声での 
み感知可能である宇宙に遍在する神を表す」ラーマという音節の念誦 
を固守するということもできる。また、聖者カビールが真剣に取り組 
んだことは、ひたすら「ラー」と「マ」の二音を念誦するということ 
であるが、クリシュナはオームという聖音を唱えるよう勧めている。 


mcJskiRm 抑 *^ trI* 

リい ㈤ けり hhI I 爻マ " 

ヌ： "W^ifrT wrt I 戈？ 11 



230 


ヤタルタ • ギータ 


確かに神に対する名称は無数にあるが、その中で唯一神への信仰を喚 
起させ、それを確かなものにしてくれる名を常に心に抱いて念誦する 
ことが大切である。クリシュナは崇拝者たちに、神話の世界に住む多 
数の神々を信仰するために、何かの名称を繰り返し念誦することは避 
けるべきであると確かに警告している。もともと誰にも内在している 
神という最大の影響力を正真に示すという意味で、オームという聖音 
は無類といえる。 

マハラージャ_ジ先生は、弟子たちに同先生の姿を思い浮かべて 
オーム、ラーマ、シヴァなどの言葉を念誦するようたびたび勧告した 
である。つまり、先生を直覚し、心の目に映る先生と共に神を崇拝す 
るということである。それは瞑想中に意識に見える熟練教師なのであ 
る。ラーマやクリシュナにすがるか、俗世間を離れて修行を積む隠者 
とか、我々の志向と一致する者にすがるか、どちらにしても実際に経 
験しなければ、こうした人々と知り合うことはなく、そうした経験が 
あってこそ、熟練教師になるための道も開示されるのである。このよ 
うに、りっぱな指導者の下で時間をかけて確実に物界を超越するとい 
う課題を克服していくのである。最初のうち筆者もクリシュナという 
巨大な偶像を心に描きつつ瞑想したものだが、このイメージは我が恩 
師の教示により次第に自己の意識から消えていった。 

初心者はとかく神の名を口に出すが、人間の姿をした聖者の名を 
発するのを躊曙しがちである。初級の段階では家族の信仰によって得 
た先入観を捨てることは難しく、それゆえ他の神々を思い浮かべると 
いう行為に固執しがちな状態に陥る。既述のとおり、この不徳な慣習 
をヨーゲシュヴァラ•クリシュナは禁じている。正しい方法とは、修 
行を長期間積んだ聖者や熟練教師に救済を求めることである。誤った 
教義というものはやがて消滅する。そのとき、そうした崇拝者は美徳 
のインパルスとそれに応じた行為力が十分に与えられていながら、真 
の行為を開始することができないのである。クリシュナによれば、心 
を抑制してオームを念誦しつつクリシュナを念じると究極の境地に達 
する。この境地は善行が作り上げるサンスカーラの蓄積層が融和され 
て身体という物的な関係から永遠に離れている状態である。というわ 
けで通常、死と呼ばれていることにより、人間が身体から解放される 
ということにはならない。 
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14. 『常に私を心に留め、絶えず私を念じて私に専心するヨーギンは容 
易に私の境地に達する。』 

他に心を向けず、繰り返しクリシュナの存在を崇めて忠実に彼だ 
けを念じるならば、彼の境地に達することは困難ではない。次節は、 
この達成による報いについてである。 


15. 『究極の境地を知る偉大な聖者は悲哀の塊のような生死の輪廻から 
解放される。』 


最高精神に成就しなければ、無常の再生を経験し続けなければな 
らないということである。次は再生の境地について説かれる。 

16. 『アルジュナよ、ブラフ マーの 世界（ブラフ マーロー カ）に至るま 
で、全世界は回帰するものとなっている。しかし、クンティーの 
息子よ、私に達する精魂は再生されることがない。』 


他の聖典にある様々な世界（ローカ）はすべて暗喩的表現として 
用いられているにすぎない。地獄と呼ばれ、悪意に満ちた生物が人間 
を痛めつけたり悩ませたりする下界の黒い穴というものはなく、楽園 
と名のつく天界もまた非有である。敬虔な直感力が備わっているなら、 
そうした人は神そのものであるし、不敬なインパルスに見舞われてい 
るなら、鬼に化してしまう。クリシュナの縁者であるカンサ、シシュ 
パーラ、パナスラは狂暴な性格に悩まされていた。神々、人々、亜人 
間は隠喩的な三界を構成する。自己というものは心と五感をもちなが 
ら、無数の人生の功罪を背負ったサンスカーラに応じて新しい身体を 
引き受けるものであるとクリシュナは切言する。 

不滅と呼ばれ、美徳の権化である神々もまた死する。この可滅の 
世界における最大の損失は敬虔さの消滅である。せっかく神格化され 
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た身体が美徳を消滅させるというのであれば、一体何に役立つのか。 
いってみれば全世界が苦難の塊とさえいえる。しかし、我々は行為を 
遂行し続けることで、究極の目的を達成し、それにより生死の束縛か 
ら解かれるのである。定められた行為を遂行する人は神と同格となり、 
ブラフマーの 境地にさえ到達できる。 このブラフマーとは 創造という 
任務を預かるヒンズー教のトリニティ（三神一体）の最高神格とされ 
る。こうして心を抑制させ、その心が自然消滅した達成者は再生され 
ることなく、神を知り神と同化する。ウパニシャッドでもやはり同一 
の真実について啓示されている。カトーパニシャッドでは、可滅の人 
間が不滅になる能力を有し、現象界で身体をもちつつ完全に離欲した 
ならば、最高精神を直感することが可能であると説かれている。 

さて、世界創造神ブラフマーは可滅か否かという点に触れていく 
が、 クリシュナは 第三 章でブラジャパティ•ブラフ マーの 精神はいわ 
ば道具でしかなく、それを通じて神が顕現されると説いた。ヤジュ 
ニャを創案したのは、このような偉大な精魂なのである。とはいえブ 
ラフ マーの 境地に到達する人でも再生するということが明らかとなる。 
それでは、クリシュナが本当に教示したいことは何であろうか。 

実は、神が顕現される媒体となるすぐれた聖者たちにはブラフマーの 
ような精神は備わっていない。しかしながら、りっぱな教えに基づく 
行為をなすゆえ、彼らにはブラフマーという敬称が用いられる。彼ら 
の意識は最終的に解消されるので彼らがブラフマーだとはいえないが、 
彼らの意識が崇拝の過程でまだ残っている段階においてブラフマーで 
あるといえる。このように自我 • 知性 • 思考 • 感情からなる意識は実 
に膨大であり、それはブラフマーのようである。 

そもそも凡人の心をブラフマーと呼ぶことはできない。しかし、 
心が崇拝する神に近づき始める瞬間から、ブラフマーの形成が開始さ 
れるのである。学識豊かな人々は、こうした過程を四段階に識別した 
わけだが、ここでもう一度具体的な名称を挙げると、 

ブラフマヴィット、ブラフマヴィットヴァール、ブラフマヴィッ 
トヴァリヤン、ブラフマヴィットヴァーリシュトである。ブラフマ 
ヴイットは最高精神（ブラフマヴィディア）の知識で満たされている 


2. 第3章第10節の詳説を参照 
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心をさす。ブラフマヴイットヴァールはそうした知識の秀逸な段階で 
ある。ブラフマヴイットヴァリヤンでは、神知の卓越性を博するとい 
うよりも心がこの知識を拡大させて他の求道者を導くための媒体と変 
化した状態となる。ブラフマヴイットヴァーリシュトは崇高神の自覚 
に溢れた究極の段階を意味する。心に光を与える神がいまだにそうし 
た心から離れた状態では、心というものは存在し続ける。この段階の 
崇拝者は確かに昇華されているのだが自然界にまだ束縛された状態で 
あり、周期的な生死を経験しなければならないのである。 

心（ブラフマー）が天上の輝きを放っているとき、生命全体と思 
考の流れは極めて機敏であり、意識が無智の闇に覆われているときは 
無自覚で不活発である。これは、光明と暗黒、昼間と夜間で換言され 
ているように、心の状態を比喩するものである。このように神への認 
識を得、神聖な光にあふれたブラフマーのような秀逸した境地でも、 
真我と宇宙精神が同化する真の光輝状態と無智が優勢となる暗黒状態 
は絶えず繰り返される。また、この段階でなおマーヤーは有力なので 
ある。知識の光があらわれると、非理性な人々が自覚するようになり、 
究極の目的を目指し始めるが、その一方で心が暗黒の状態に嵌ってし 
まった人は、知識に欠ける無智そのものである。そうした人の心は行 
き場所を失い、神への道は閉ざされてしまう。このような熟知と無智 
の状態はブラフマーの日夜と呼ばれることがある。光輝状態における 
精神において多数のインパルスは神のまばゆきで活発となる。それに 
反して、暗黒状態では、同じインパルスが無自覚という不可解な暗が 
りの中に埋められ不活発となる。 

不滅不変で非顕現の精神をさらに超越した神を直感するためには、 
善悪や明暗という相反する性質がすべて消失し、理性•非理性、日出 
没の如きの意志の動きがすべて停止する状態を迎えなければならない。 
このように、精神が向上するための四段階を通過した精魂は成就を遂 
げたといえる。このように、神の媒体である聖者の精魂には、いわゆ 
る人間心というものがない。すぐれた聖者は他の者を導き激励するの 
で、まるで人間心があるように思われるが、実は心の影響を一切受け 
ることのない状態にいる。というのも、そうした聖者は非顕現である 
究極の実在に住しており、再生という束縛が解かれたからである。と 
はいえ、心の作用がまだ停止していない段階では、その人はブラフ 
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マーであるゆえに再生を受けることになる。次にクリシュナはこの問 
題を解き明かす。 

17. 『ブラフマーの昼は一千世期（ユガ）続き、その夜も一千世期（ユ 

ガ）続く。このような昼夜の実在を知るヨーギンは時間の本質を 

知る人々である。』 

本節で挙げられる昼夜という言葉は知識のシンボルとして用いられて 
いる。心が神知（ブラフマヴイット）で輝くとき、ブラフマーがその 
人の心に移入する。そして、その心がブラフマーヴイットヴアーリ 
シュトの境地に到達すると、ブラフマーの特質は顕著となる。こうし 
た知的な心はブラフマーの昼なのである。知識が心に作用するとき、 
ヨーギンは神への道を示し、その心にある無量の愛が光輝を放つ。そ 
の一方で、無智の闇が蔓延すると、マーヤーの生み出す矛盾のせいで、 
心は種々のインパルスで揺れ動いてしまう。これが光明と暗黒の最大 
範囲であり、この範囲を超えると究極の真髄である神を直覚する状態 
となって無智はもちろんのこと知識さえも消失する。この真髄を知る 
ヨーギンたちは時間の真理を把握し、無智という夜と知識という昼が 
いつ始まるか、また時間支配の限度という不可避な問題をも理解して 
いる。 

かつて聖者たちは内界について説くとき、思考あるいは知性とい 
う言葉を用いた。要するにインパルスは無限なものであるけれども、 
時間が経つにつれて心の機能は意識•知性•思考•自我というように 
四区分されたのである。無智のシンボルである夜と知識のシンボルで 
ある昼はブラフマーの昼夜をあらわし、内界における現象である。暗 
黒が広がる可滅の世界では、万物が無自覚の状態に陥っている。自然 
界を彷徨する心は光輝な神の遍在を知覚できない。だからこそヨーガ 
を実践する人々は、無自覚状態から脱して、神への道というものを作 
り始めた。 
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ラーマヤーナの翻案者ゴスワミ.トウルシダースによるラーマ- 
チャリト •マナスでは、知識ある人の心もまた邪悪な連想によって無 
智という暗黒の状態に陥落しうるが、美徳ある仲間によって再び光明 
の状態に戻れると説いている。このように、善悪のインパルスは成就 
の瞬間まで影響し合うものである。しかしながら、究極の目的に到達 
した後は心も昼夜もブラフマーさえも消滅する。一千年の昼夜も四つ 
顔のブラフマーも全部消え去る。ブラフマーには四つの顔があり、そ 
れぞれブラフマヴィット、ブラフマーヴィット、ブラフマヴィット 
ヴァリヤン、ブラフマヴィットヴァーリシュトと呼ばれるもので、連 
続的な心の四段階をさす。またブラフマーには四つの世期（ユガ）が 
あり、これは心の神聖さを示す四大要素である。日夜は心の傾向と働 
きに反映するものである。この秘密を知る人々は、時間がどのように 
絡み付いてくるものかという神秘を悟るがゆえにそれを超越すること 
ができる。そこでクリシュナは昼と夜のそれぞれに属する行動につい 
て説いていく。要するに明暗のそれぞれの状態で一体何がなされるか 
という点を解き明かす。 

18. 『昼が来るとき、ブラフマーという不可知な存在から万物が生ずる。 

そして、夜が来るとき、万物は再びブラフマーという非顕現の存 

在に帰結する。』 

ブラフマーの昼の始まりは知識の芽生えであり、万物は無自覚か 
ら自覚の状態に変化する。そして、この非顕現でかつ不可知な意識に 
おいて万物は無自覚な状態に逆戻りするのである。そうした状態で最 
高精神を悟る能力がない万物だが、それでも存在する。心とは非顕現 
で不可視なものであり、いわば自覚と無自覚の媒体、また認識と無認 
識（無智）の媒体といえる。 
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19. 『意識下にある万物は、夜が始まると無意識下に逆戻りすることを 
根本原質によって強いられる。パルタよ、昼が到来するとき万物 
は再生される。』 

意識というものが存続する限り、認識が無認識は交互に表出され 
る。従って、この状態が続く求道者は悟りの境地に達した聖者にはな 
れず、単に崇拝者でしかない。 


20. 非顕現のブラフマーの境地を通過すると、永久不滅という神の実 
在は明らかとなる。万物がすべて消滅しても、神は永遠に存続す 


る〇』 


しかし、その一方で意識とは感知できない存在であるブラフマー 
であり、感官で直覚できる対象ではない。他方、森羅万象が滅されて 
も、なお永続に実在するのが最高精神である。また、この神の境地は 
不可視であるブラフマー（意識）に属するが、このブラフマーは認識 
により得る自覚の境地に達し、この知識が無智に変移すると無自覚の 
境地へと堕落する。神の実在が啓示されるのは、光明の状態にある自 
覚と暗黒の状態にある無自覚が完全に消滅したときのみである。究極 
の境地である神に成就しない限り、心は動的なまま不安定な状態が続 
く。最高精神に成就するとき、心は神によって聖なる色に染められて 
遂には神そのものとなる。これは心が自然解消して、そこに永遠で非 
顕現の神のみが実在することを物語る。 
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21. 『非顕現で不滅の神は救済であると言われる。その神に達すれば、 
回帰することはない。それが私の最高の住処である。』 


不滅とは永遠で非顕現の様態をあらわし、究極の目的が達成され 
た状態である。クリシュナ日く、 「これこそ私の最高の住処である。 
そこに到達した人は、もはや可滅の世界に回帰し再生することはな 
い」。次にクリシュナは、その永遠で非顕現の境地に入る方法をアル 
ジュナに告げる。 

22. 『パルタよ、ひたむきな信愛があれば、神という最高の実在を知る。 
万物はすべてそこに住し、神は全世界に遍在している。』 

堅実で確固たる信愛とは、神と合一するために神だけをひたすら 
念じる行為である。このような信愛をもつ人々が再生の境界内にいる 
とき、またそれを超えるときにクリシュナが顕現する。 

23. 『最高のパラータよ、逝去したヨーギンが不退転に達するとき、あ 
るいは回帰するときに迪る道を明かそう。』 

確認のために付言すると、知識の光に住する人々が再生の束縛か 
ら解かれることは自明の理である。 

24. 『太陽が北に向かいつつ、火、日光、太陽、半月の光明、明るく澄 
んだ空のもとで逝去した人々は神に到達する。』 

昼が知識のシンボルであるように、火とは神の光輝さを表す。半 
月の光明は純粋さの象徴である。6つの美徳は識別力 • 放挪 • 抑制•平 
静•勇気•知性から成り、それは上昇する太陽の6ヶ月間を表す。こう 
した上昇運動は太陽の赤道北側への進行を意味する。超現象界の実在 
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に対する知識を悟った聖者は神の境地に達し、再生の束縛から解放さ 
れる。さて、信愛を捧げる求道者のうち、神の実在を把握しない人々 
には何がもたらされるのであろうか。 


25. 『陰半月の闇と陰気な夜の暗黒が広がり、太陽が下降する6ヶ月の 
間に逝去し、行為の果報を求めるヨーギンは薄暗い月光に達し、 
天上で果報を享受した後に回帰する。』 

ヤジュニヤという聖なる炎が煙にまかれて消え、無智という夜が 
広がる。そして半月の時期を迎えて激情•憤怒•悲哀 • 妄信 • 虚栄 
心 • 敵意という6つの邪悪がはびこるときに逝去した人の精魂は神から 
隔たり、再生される。それならば、そうした人々の崇拝は、身体が終 
結すると共に消えるというのであろうか。 

26. 『世人は、明暗に分かれる2つの永遠な道があると考える。ナ方は 
神へと導かれる光明の道であり、生死の輪廻から解放される道で 
ある。その一方は、先祖の霊界へ引き込む暗黒の道であり、生死 
の輪廻から逃れられない道である。』 


光明と暗黒、知識と無智という二つの道は永続的なものである。 
しかし、崇拝の真価は不滅である。知識と光明の境地で死去した人は 
究極の至福を知る。その一方で、無智と暗黒の境地で逝去すると、回 
帰して再生される運命となる。完全な光明がない限り、こうした再生 
は永続的に繰り返される。この時点で問題はすっかり解明されたが、 
次にクリシュナは究極の自由を得るために大切なことが何であるかを 
説く 0 
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3. ウパニシャッド•ブラシユナで聖者ピッパラーダは「万物の創造者である神は、第一 
エネルギー（男性の原理）であるブラーナと形相付与者であるラーイ（女性の原理） 
を作り上げた」と説いている。ブラーナとよばれる第ーエネルギーは太陽、ラーイは 
艰相付与物である月をあらわす。 
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27. 『パルタよ、絶え間なくヨーガを実践せよ。この2つの道を知る 
ヨーギンは決して迷わない。』 

この2つの道を体得したヨーギンは、たとえ無智の境地で死を迎 
え再生したとしても崇拝行為そのものが不滅であることを悟っている。 
そして、どちらの道も共に永続するゆえにアルジュナはいかなる時で 
もヨーガを実践して、崇拝に専心すべきである。 

28. 『この神秘を知るヨーギンは、ヴヱーダ■祭祀•苦行•布施におけ 
る果報を超越し、究極の境地に到達する。』 

単なる信念や思い込みではなく、ヤジュニヤの成果として神を熟 
考するヨーギンは内在する最高精神を直覚して知り、約束された果報 
を越えて進み、束縛のない永遠の境地に入る。最高精神の直覚はすな 
わちヴエーダと呼ばれる。このヴエーダとは神の啓示という意味であ 
る。究極の真髄が明白となったならば、それ以上知るべきものなど^ 
切ないのである。つまり、こうした智者はヴヱーダが先覚者に啓示し 
た神と同一であるから、ヴエーダを知る必要すらない。この段階以前 
ではヤジュニヤという定められた任務は必要不可欠であったが、この 
段階に達した以上奉献するものはすべて消滅する。従って、心と感官 
を抑制するために厳しい修行に励むという苦行さえも不要となる。思 
考力•話す力•所業における完全な放擲とは布施といえる。こうした 
果報のうちで真の幸福といえるものは神の成就である。そして、最終 
の目的を果たした求道者に必要なことはもはや何もない。すなわち、 
神を悟ったヨーギンは、ヤジュニヤや布施などの徳行による果報を超 
越した境地に入り、究極の至福を知る。 
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★★★★★ 

本章は5つの要点について述べられている。特に第七章の終わりに 
クリシュナがそれとなく言及した問題について、アルジュナが7つの質 
問という形で尋ねている。最高精神、アディヤートマ、完全な行為、 
アディブータの本質についてアルジュナは教示を乞う。そして、永遠 
に記憶される存在となるクリシュナは最終的にどのように認識される 
かという点も追求される。こうした疑問に対し、不滅の存在とは神で 
あるとクリシュナは答える。アディヤートマとは、神を確かに認識す 
るために必要な信愛をさす。つまり、マーヤーの支配圏を離れて真の 
白己が優位となるように導く知識を表す言葉である。行為の完成とは、 
サンス カーラという前世の功罪をつくる三根本原質を消滅させること 
を表す。この消滅により、行為そのものは不要となる。真の行為に 
よって、 サンス カーラに蓄えられた根本的な功罪のすべては消え行く。 

アディブータとは一時的で可滅的な欲望を表す。換言すれば、そ 
うした可滅の存在は万物を生む媒体である。最高精神はアディダイ 
ヴァという別名をもち、神聖の宝庫がそれに解消される。クリシュナ 
はヤジュニヤの全奉献の被供与者であるゆえ、身体におけるアディヤ 
ジュニヤそのものである。クリシュナは奉献をもたらす動因であり、 
奉献のすべては彼に帰結する。アディヤジュニヤは身体に内在するも 
のであり外在しない。アルジュナの最後の質問は、究極的にクリシュ 
ナを認識するにはどうすればよいかであった。それに対する答えは、 
完全離欲のもとでクリシュナのみを念じてきた人々が物界、つまり身 
体から離れるときでさえ彼を念じるならば、クリシュナを直覚して彼 
と合一するということである。そうした崇拝者は絶えずクリシュナを 
念じたゆえに、究極的にクリシュナの境地に到達するが、この成就は 
身体の死滅がもたらすものではない。これが身体の死滅によってのみ 
到達できる境地であるとすれば、クリシュナにも罪障があるというこ 
とになるし、またそうだとすれば多くの人生を経たクリシュナに精神 
向上の道で得た知識がないということになるだろうに。自制された心 
が完全に自然解消されたならば、それが真の終結なのである。こうし 
た終結によって新しい生を受ける必要が完全になくなる。それは崇拝 
者が最高精神と合一し、生死という束縛から解かれたことを意味する。 

クリシュナによれば、記憶がこの成就への道である。それゆえに 
アルジュナは絶えずクリシュナを念じて葛藤に直面すべきである。し 
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かし、このような課題を同時にこなすことは本当に可能なのだろうか、 
また、通常の交戦訓練を遂行すると共にし神格名を唱えるというよう 
な教示をクリシュナがしたことになるのかという問いが生じてくる。 
クリシュナのいう記憶とは、他のことから一切離れてクリシュナのみ 
を熟考するという意味である。それでは、そうした記憶が正確で余念 
ないものであるとしたとき、葛藤に直面するのは一体誰なのか。ただ 
ひとつの対象に深く集中しながら行なえる葛藤とは何であろうか。実 
は、ギーターの主題である「葛藤」は、崇拝者が完全に集中して確固 
たる瞑想を行なうことで消散する。そして、これはマーヤーが生む障 
害物である根本原質が明確に見えてくる状態でもある。激情 • 憤怒 • 
愛着 • 嫌悪という感情が我々の最大の敵である。このような難敵は崇 
拝者の記憶を掠め取ろうとするゆえに、それらを克服することこそ葛 
藤に立ち向かうことである。これらの難敵が消散しない限り、究極の 
目的には達成することはできない。 

そういうわけで、ヨーガの達人クリシュナの偶像をただ崇めるの 
ではなく、オームという聖音を唱えるようにとアルジュナは勧告され 
る。真に崇拝するということは、神の名を念じながら熟練教師または 
高徳な聖人の姿を心に描くことである。 

本章で、クリシュナは再生の問題をも取り上げ、 ブラフマーから 
最下等生物まで含んだ全世界は輪廻するものであると説いた。しかし 
ながら、万物が消滅した後、クリシュナという究極で不滅の存在と彼 
に対する深い信愛は永遠に残り、消えることがないのである。 

ヨーガの初段階では、進むべき2つの道が与えられる。それは具 
体的に、真の認識と6つの美徳（第24節）をもち、上昇運動の状態で 
あらゆる汚点を消散した崇拝者が確実に救われるという道である。も 
う一つは、そうした認識がわずかに不完全な状態のまま、あるいは 
14日目の月食の薄暗闇のときに逝去するならば、新たな生を受けると 
いう運命になる。とはいえ、そうした崇拝者は多生という束縛を受け 
るわけではなく、崇拝者として生まれ変わり、不完全であった瞑想を 
さらに深めて完成させることを人生の課題として新しい人生を切り出 
すのである。 

このようにして、未来世で行為の道を歩み続ければ、未完成であ 
る崇拝者もまた究極の境地に到達することができる。クリシュナがす 
でに述べたように、生死という不安の束縛を受けている限り、崇拝が 
一部達成しているだけでは終結しない。この二つの道は共に永遠不滅 



242 


ヤタルタ • ギータ 


である。このことを悟った人は常に不動心をもって安住する。アル 
ジュナがヨーギンになることを勧められている理由はここにある。な 
ぜなら、ヴヱーダ•苦行•ヤジュニヤ•布施による果報を超越して、 
究極の自由を体得するからである。 

本章では神の成就としての究極の目的について種々言及されたが、要 
するに神は非顕現で永遠不滅の実在である。 


従ってシュリー■スワミ■アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド.パガヴ アット • ギータ に基づいて ヤタルタ • ギータの第 八章 
『不滅の神に対するヨーガ』が終りました。 

ハリ ーオマータター サタ 



第九章 


精神の開化への奮励 


第六章までクリシュナはヨーガを体系的に追求した。厳密に言え 
ば、既述のとおりヤジュニヤという行動についてであった。ヤジュ 
ニヤとは、神に近づくための特別な崇拝方式を表し、生物無生物に関 
らず全世界がヤジュニヤの行為により供物として奉献される。心を抑 
制し、さらに抑制された心が完全に消滅したとき、謎のベールに包ま 
れた不滅の真髄は顕現される。瞑想によるヤジュニヤがもたらす神聖 
さに包まれた人は、永遠の神と合一した真の聖者であり、熟練教師と 
いえる。このように、個の精魂と宇宙の精魂との合一にはヨーガとい 
う名がついている。ヤジュニヤとしての行動は行為と呼ばれる。第七 
章では、この行為の遂行者は遍在する神 • 完全な行為 • アディヤート 
マ，アディダイヴァ_アディブータ • アディヤジュニヤと共にクリ 
シュナを知るということ、また第八章では、これが究極の目的である 
至福を表すということが説かれた。 

本章では、 ヨーガの 能力に恵まれている精魂の重大さという問題 
について提起される。クリシュナは遍在しているにもかかわらず何に 
も影響されることがない。また、クリシュナは行為をなしても、行為 
者ではなく無為者といえる。 g 然界の解明や純粋な精魂の影響力、さ 
らには ヨーガの 実践において、他の神々などその道を阻む障害に対す 
る警告について言及されていく。また、浄化された精神の持ち主であ 
る導師や聖者に救済を求めることの重要性についても強調されている。 
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L 『聖パガヴァッドは告げた。一清廉な土よ、そこであなたに、 
この神秘な知識を説こう。それを知って、あなたは嘆きの境地か 
ら解放されるように。』 

クリシュナがアルジュナに与えようとする知識は「ヴィギヤー 
ナ」と呼ばれ、こうした知識は精神が純粋となって浄化を遂げた結果、 
偉大な精魂となるということを彼はここで暗示している。すなわち、 
遍く存在するクリシュナが一体どんな影響力をもち、どのように啓示 
し、御者としてどう精神に内在するかということについて言及される。 
これをすべて把握すれば、アルジュナは悲しみを生み、一時的な幸福 
しか得られない現象界から解放されるのである。 

2. 『この知識とは王者の学術であり、王者の秘密であり、最高の浄 
化具である。それは、容易に実践でき、しかも不滅である。』 

実例をもって立証されているように、この知識は至上の学術であ 
る。しかし、ここでいう「学術」とは、一般に用いられている言語や 
学識を習熟するという意味をあらわさない。真の学術とは、救済され 
るまで、神への道を歩み続けるという知識を養うことである。求道者 
が道の途中で、成就することが無価値であると考えたり、世俗的な事 
柄に囚われるとすれば、学術の効果がなかったということが明白であ 
る。学術はそうした求道者にとって知識ではなく、いわば無智という 
仮面といえる。王の学術（ラージヤヴィドヤ）という精神の開化のみ 
が有益であることは疑問の余地もない。知識と無智の結び目を解き、 
完成の極致に導くヨーガを実践してこそ、そうした学術に取り掛かる 
ことができるゆえに、それはすべての「秘教 M における王者である。 

そのうえ、この荘厳な学術は何にもまして神聖であり、妙果をも 
たらすものであり、そこから得る益は実に単純明快なのである。そう 
した益を得るやいなや求道者は報われたことになる。それは、この人 
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1. 「ウパニシャッド」という語の別の意味のひとつ。ウパニシャッドにおける知識は実 
は秘められたものである。従來から、この知職は精神向上の道を歩むという心構えと 
その行為への認識を得るための準備が整っている人のためのものであるから。 
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生において善行をなせば、次の人生で報われるというめくら滅法な信 
仰のようなものではない。つまり、真の知識の作用を知ると、それに 
よって、その知識が自己に確立されて、行為をなす上での手引きとも 
なる。 

第二章でヨーゲシュヴァラ•クリシュナは、ヨーガの種子は決し 
て滅亡しないとアルジュナに告げた。真の知識に基づいた実践である 
ならば、その実践がわずかであっても求道者は生死の束縛という恐怖 
から脱するということである。第6章でアルジュナは、不安定な求道者 
がヨーガの道を逸脱し、それゆえ究極の境地に達することが不可能と 
なったとき、そうした求道者がどんな運命を背負うことになるかとい 
う疑問をクリシュナに投げかけたが、それに対しクリシュナは、まず 
必要なことはヨーガという行為の道を理解することであり、少しでも 
その道を進んだならば、そこで得た益は不滅であると諭した。次の生 
を受けても、そうした求道者はそのサンスカーラを失うことはなく、 
そのおかげで再生する度に同じ行為を遂行するようになる。このよう 
に、幾たびの再生においてヨーガを実践し続けることによって、その 
求道者はいつしか究極の境地を知り、救済される。この点について本 
章では、ヨーガの実践が容易かつ不滅ではあるが、信仰心は必要不可 
欠であるとクリシュナは説く。 

3. 『パランタパ（アルジュナ）よ、この神知への信頼がない（教法 

を信じない）人々は、私に達することなく、可減の世界をさまよ 

い続けるしかない。』 

この教法に従って実践すれば、それはどんなに僅少であってもそ 
の作用は不滅である。しかしながら、崇拝の対象に集中することがで 
きない求道者たちは、クリシュナを知る境地には到達せず、その代わ 
りに生死の束縛を受け続ける運命となる。次は、神の遍在性について 
である。 


4. 『この全世界は、非顕現である私で遍く満たされている。万物は私 
の意志のうちにあっても、私はそこに存立しない。』 

非顕現な形でありながら、クリシュナはすべての原子に通じて遍 
在し、万物は彼のうちに存する。といってもクリシュナは、非顕現な 
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存在であり、クリシュナが万物に存するという意味ではない。究極の 
境地に達した聖者たちが非顕現の神と合一すると、彼らは身体を放棄 
して神の境地で行為をなす。 

5. 『しかも、万物は私のうちに存しない。これはまさに私の神性ヨー 
ガによる。私の本性は万物を創造し、かつ救助することにあるが、 
万物のうちには存しない。』 

万物は可滅であり、自然界に依存しているゆえ、クリシュナのう 
ちに存するわけではない。しかし、この現象は彼のなすヨーガの威力 
によるものである。クリシュナは万物を創ってそれを保護するが、彼 
の本性は万物に存しない。つまり、万物における精魂においてクリ 
シュナは存する。それはヨーガにおける成就をさす。次にクリシュナ 
はこの点を例証する。 

6. 『いたる所を吹き渡る強大な風が、常に虚空の中にあるように、 
万物は私のうちにある、と理解せよ。』 

風というものは虚空に常在する。しかし、その風が虚空の清澄さ 
を汚したり、害したりすることはありえない。これと同様に、万物は 
クリシュナのうちに存しながら、彼に悪影響を及ぼすことは決してな 
いのである。このように神のヨーガという問題は解明されたといえる。 
以下、ヨーギンの行為が何であるかについての説明である。 

7. 『クンティーの息子よ、劫（カルパ）末において万物は私のプラ 
クリティ（根本原質）に達し、それと融合する。別の劫のはじま 
りに、私は再びそれらを出現させる。』 


ある劫の開始時にクリシュナは丹精に万物を再び生成させる。以 
前、万物は生存していたが、それらは不備なものであった。それらが 
無知覚な状態にあったならば、クリシュナは意識というものを与える。 
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換言すれば、万物が別の劫に入るように促すということである。カル 
パには「世期」の他に改善志向の変革という意味もある。邪悪な負の 
インパルスを排除して、神聖な宝庫を手に入れるとき、新しいカルパ 
の始まりなのである。すなわち、不徳のインパルスは崇拝者が神と合 
一したことで消失する。そうした目的が達成されると、ひとつのカル 
パは終結を迎えることになる。崇拝の開始が出発点であり、その終点 
は目的の達成にある。つまり、再生を受ける万物の創造と連結する愛 
憎などの感情から精魂が離脱してから、神と同一の不滅の境地に入る 
時点である。クリシュナが説いたように、このことは万物が彼のプラ 
クリティに吸収されるという意味である。 

それでは、あらゆる根本原質を克服し、神と合一する聖者の属性 
となる「プラクリテイ」とはどのようなものであるのか。神のプラク 
リティはなおも残存しているのだろうか。第三章第三十三節にあるよ 
うに、万物はすべてそれらの本性に達するものである。従って、そう 
した行動は常に三根本原質のうち、どれか一つ優勢であるものに基づ 
く。真の知識を直覚した聖者の場合にも、その行為は彼の特質に基づ 
くわけである。聖者は落伍した人々を救うために努力する。究極の境 
地に住する聖者の本性はその聖者の行動、つまりその人の生き方であ 
る。聖者の行動は彼の存在している状態による。よって、カルパの終 
末を迎える頃、求道者たちは導師や聖者のなす行動のレベルに到達す 
る。クリシュナはこうした偉大な精魂による成就について以下説く。 

8. 『私はそれらの本性に依存している衆生を、これらの行為に基づい 
て繰り返し出現させる。』 

クリシュナに与えられた生命の進行を受け入れつつ、自らのプラ 
クリティに住し、三根本原質に抑えられている万物を彼は繰り返し精 
魂こめて形成するという意味である。クリシュナの役目は彼の境地に 
向かって万物が進むように促すことである。それならばクリシュナも 
また行為に束縛されているということだろうか。 

9. 『ダナンジャヤよ、これらの行為に執着せず公平であるゆえ、私 
は行為に束縛されない。』 
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第四章第九節にあるように、聖者の道において行為は非世俗的で 
ある。本章第四節では、聖者の活動は非顕現な方法によると言及され 
ている。クリシュナはこの点についてもう一度確認しているのだが、 
クリシュナの行為は感知できないものであり、また彼はそうした行為 
に執着することがないということである。彼の精魂と最高精神は同化 
しており、それが無執着の境地をもたらすので、行為がクリシュナを 
束縛することはない。クリシュナは行為により達した目的地に住する 
ので、行為をなすことを強いられないのである。 


これまでの課題は物界の行為と根本原質の関係、つまり聖者の生 
き方と行為であった。次節は、クリシュナの本性を受けてマーヤーが 
生み出すものに ついて である。それもまたカルパである。 

10. 『クンティーの息子よ、私と結合してマーヤーは動不動の物界を形 
成する。それゆえに世界は車輪のように繰り返し回転する。』 

全世界に浸透するクリシュナの神性によって、 マーヤー （八種の 
物体的 • 超物体的な形状からなる三根本原質）は現象界を形成する。 
これは劣等のカルパであり、それゆえにこうした世界は生死去来の輪 
廻にはまりこみ続ける。変わり易く無常な自然界がもたらす低次の力 
ルパは、いわば マーヤ ーの作用による。そして、この マーヤ ーはクリ 
シュナの本性によるわけであるが、クリシュナが創造するものではな 
い。しかし、第七節にあるカルパは究極の目的のはじまりを徴してお 
り、これはクリシュナが自ら創造したものである。このように高次力 
ルパにおいて、クリシュナは創造という行為の遂行者であり、その一 
方、低次カルパでは、自然界における諸活動によって、その単なる勢 
力の反映として身体や時間や時代の変化がみられ、一時的な状態を生 
じさせてしまう。クリシュナは遍在するとはいえ、迷妄者には彼を認 
識する能力がない。 


11. 『迷える人々は私の最高の状態を知らずに、人間の体をもつ私を軽 
んずる。』 
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クリシュナには万物の神である最高精神との同一性があることを 
知らない愚者は、彼をいわゆる平凡な人間であると考える。万物を創 
造する神であるクリシュナが最高精神に住するというのに、愚者には 
人間の姿をなすクリシュナの神性が見抜けないゆえ、クリシュナに対 
する敬意の念が起こらないのである。しかし、この不敬けんさを非難 
することは殆んどできない。このように、愚者がクリシュナを見ると 
き、偉大な精魂の外面しか捉えないでいるわけである。さて、クリ 
シュナの本質を知らない愚者とはどのような人をさすのだろうか。そ 
うした愚者の問題点について以下言及される。 

12. 『愚者たちは、邪心な精神をもち、無智ゆえに悩み続ける。さら 
に空しい願望を抱き、無益な行為を重ね、そして偽りの知識を集 
める。』 

無認識のままでいる人々は決して満たされることがない空しい願 
望を抱くものである。また、無益な行為はそれに対する束縛を生じさ 
せる。偽りの知識とはまさに無智そのものということである。こうし 
た愚者は非理性の溝にはまり込み、邪悪な性質を帯び、クリシュナが 
単なる人間であると思い込んでしまう。この邪悪性とは、あくまでも 
精神的な性質をさし、社会階級などとは無関係なものである。こうし 
た性質をもつ人々にはクリシュナの実在を認識することは不可能であ 
るが、聖者たちはクリシュナの本質を悟り、彼に崇敬の念を抱く。 

13. 『パルタよ、神的な本性に依存した智者は、私が永遠不滅で万物の 
根源であることを知り、私をひたすら信愛して崇拝する。』 

神聖な宝庫である美徳のインパルスを頼りとする聖者たちは、ク 
リシュナが森羅万象の大本であり、非顕現的かつ永久的な存在である 
ことを認識し、一心にクリシュナを信愛し続け、それ以外のことに意 
識を向けることがない。次節では、こうした崇拝の様式について説か 
れる。 
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14. 『彼らは常に私を賛美し、堅固な信念をもって励みつつ私を礼拝し、 
ひたすら私を思念する。』 

クリシュナヘの敬意と確かな信愛をもって礼拝しながら、真実を 
知る人々は努めて彼を認識し、彼のみに献身するために努力する。そ 
うした崇拝者は絶えずクリシュナを念想する。それが真のヤジュニヤ 
と呼ばれるものである。以下、このことが換言される。 

15. 『また、すべてを包む最高精神としての知識のヤジュニヤに従って、 
私がすべてであるとして私を念想する人々もいれば、、私が支配 
者であり、彼らが従属者という気持ちで個別的に念想する人々も 
いる。また、別に様々な方法で私を念想する人々もいる。』 


自己の正負因子や能力を自ら評価しつつ定められた識別あるいは 
知識の道を進みながら、実在に対する意識がある人々はクリシュナを 
崇拝する。また、クリシュナ以外の一切から離れて彼と合一したいと 
いう想いで崇拝する人々がいる。すなわち、これは無私行為の道にお 
ける崇拝方法である。そして、この他の崇拝方法も多数みられる。し 
かし、このことは結局、崇高な奉献であるヤジュニヤにおいて、高次 
あるいは低次の段階であるということにしかならない。ヤジュニヤと 
いうものは、敬けんに礼拝することから始まるのだが、それはどのよ 
うに実行されるものなのか。ヨーゲシュヴァラ_クリシュナが自認し 
ているように、ヤジュニヤの行為者は彼である。聖者が御者として行 
動をなさなければ、ヤジュニヤにおいて真に成就することは不可能と 
いえる。崇拝者が精神的な成就への道において、どんな段階にきてい 
るか、又はどこまで進んできたかを把握するためには、聖者の指導が 
絶対条件となる。次は、ヤジュニヤの実行者についての言及である。 
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16. 『私はなされる行為、ヤジュニャ、昔の問題解決の遂行、治療者、 

清らかな祈祷者、聖火のごとき供物である。さらには私は献身的 

な行いでもある。』 

行為者、つまり動因者はクリシュナである。実は、絶えず背後で 
崇拝者を駆り立てる力とは敬慕されている神による。従って、崇拝者 
の成就とは、神の賜物といえる。また、神は定められて崇拝方法であ 
るヤジュニャそのものである。ヤジュニャによって最終的な妙果を知 
る崇拝者は永遠の存在と合一する。無数の過去世を背負うサンスカー 
ラは神において解消されるので、クリシュナは供物でもある。すなわ 
ち、神はそうした究極の解決は与え、さらに俗的な苦惱といった弊害 
を除いてくれる。つまり、究極の境地に達すると、そうした崇拝者の 
社会的な悩みが解消される。また、クリシュナは神秘的な呪術でもあ 
る。なぜなら、意識が呼吸に集中するという能力を彼が崇拝者に与え 
るからである。そして、クリシュナの光輝なる炎があらゆる欲望を燃 
やし尿くすので、彼は聖火でもあり、そのうえヤジュニャという奉献 
の行為でもある。 

さて、クリシュナが「私は…私は」と第一人称を繰り返し用い 
ているのだが、個我に内在し、確固たる評価のもとで順守されたヤ 
ジュニャをみごとに成就させるのも彼であるということが含蓄されて 
いる。これはヴィギャーナと呼ばれている。呼吸を整えるする度に神 
が御者として示現しないうちは、純粋な崇敬が始まったとはいえない 
と恩師マハラジャ • ジ氏は何度も我々に諭したものである。敬けんな 
崇拝に取り組む際、両目を閉じて、厳重に感覚を抑制することもでき 
るが、そこで切望の的である神の示現もなく、自己に神性が内在する 
のを確認しないならば、崇拝の奥義をきわめることは不可能である。 
これは、同氏が「あなたが私を見るなら、私はあなたに何でも与える 
だろう」と告げた所以であり、クリシュナの言明のとおり、彼が万事 
において行為者であるという意味をなす。 
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17. 『私は全世界の使者（父）であり、保護者（母）であり、配置者 
(祖父）である。また、不滅の聖音オームは知らるべき対象であ 
る。そして、賛歌、歌詠、祭詞という ヴヱー ダのすべてであ 
る0』 


クリシュナは世界全体を支える存在である。供与者という「父」 
であり、生命を授ける「母」であり、さらに万物が最終的に融合する 
古来の根源という「祖父」である。よって、彼は知られるべき存在で 
あり、聖音オームである。この聖音は根本的に自己に内在する神性を 
表すオムカラ（宇宙の始まりの音）と解釈してもよいといえる。 

この聖音（神）はクリシュナと全く同じであり、クリシュナの本 
性は確と知るべきである。また、彼はヨーガの作法という三因子であ 
る習熟した祈祷（リーグ）、平静心（サーマ）、（最高精神と同化 
するための定められたヤジュニヤ（ヤジュール）でもある。 

18. 『私は究極の目的であり、最高神である。善悪の生起因であり、す 
ベての住処及び避難所であり、見返りを求めない後援者であり、 
起源であり終末であり、万物が融合される源泉であり、不滅の元 
力である。』 

クリシュナは、誰でも到達したいと願う究極の目的であり、救済 
そのものである。また、傍観者的存在で、すべてを知り尽くすクリ 
シュナは万物の支配者であり、不滅の本因であり、破滅（世界の没 
落）そのものであり、善悪すべてが彼に融合される。さらにクリシュ 
ナは全栄光の持ち主である。 
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19. 『私は燃える太陽であり、また雲を引き出して雨を降らせる。アル 
ジュナよ、私は不死であり死である。また、実体であり影であ 
る。』 

クリシュナは光を供給する太陽である。それでも彼が実在してい 
ないと思う人々も多数いる。そうした人々は可滅界の生贄であり、ク 
リシュナは彼らに下された罰そのものでもある。 

20. 『三ヴエーダにある敬けんな行為をなし、甘露（聖なるネクター） 

を飲み、罪悪が浄められ、ヤジュニヤにより私を崇拝し、天界へ 
行くことを求める人々は、天界（インドラローカ）において、徳 
行の報いとして神聖な享楽を味わう。』 

そうした人々は、祈祷（リグ）、平等の行為（サーマ）、結合 
(ヤジュール）という3つの実践をなし、月（ラーヤ、形を与える実 
体）の薄明さを受けて、罪障が取り除かれ、ヤジュニヤの方式に従っ 
てクリシュナを崇拝しても、天界に到達することを目指しているので、 
その報いは可滅であり、再生という運命がやってくる。そうした崇拝 
者は確かにクリシュナを礼拝し、真正な方法でそれを行なってはいる 
ものの、天界での享楽を求めての行為にしかすぎない。このような求 
道者は崇拝の報いとしてインドラ 2 の住処に到達し、天界の幸福を知る。 
しかし、そうした享楽を授与するのもまたクリシュナである。 


3T^rT MqM 叫士 1 11” 11 

2. ヒンズー教の神話に登場する最強の神、ギリシャ神話のゼウスにあたる。 
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21. 『彼らは天界の幸福を享受してから、功徳が尽きたとき、可滅の世 
界に逆戻りする。こうした人々は享楽を望みつつ、三ヴエーダの 
規定に従い行為をなし、何度も再生を受ける。』 

彼らが行なうヤジュニヤと祈祷，平静，帰依という三要素の結合 
は同一であり、こうした崇拝者もクリシュナに救済を求めるのだが、 
果報を望んだうえでの行為であるゆえ再生を受けなければならない。 
つまり、徹底的に欲望を離れることが最も重要な点である。次に、完 
全に離欲している崇拝者の成り行きについて言及される。 

22. 『ひたすら私に住し、本道を離れず私を信愛して念想する人々の 
ヨーガを 私は援護する。』 

クリシュナはヨーガの道に沿って進んでいく堅実な求道者を擁護 
して導く。すなわち、彼の教えによるヨーガの保護に対する責任をク 
リシュナは引き受ける。しかしながら、それでも他の神々を念想する 
人々がいる。 

23. 『貪欲で他の神々を信仰する人々は、定められた規定に則っていな 
くとも、実は私を崇拝するのである。』 

ヨーゲシュヴァラ•クリシュナはここで再び他の神格について言 
及している。第七章の20〜23節で、彼はアルジュナに、迷える人々は 
果報を求めて他の神々を崇拝するが、こうした神々は非有であると説 
いた。そのような崇拝者が、聖樹や岩石、あるいは祖霊や女神などを 
信仰するようなものであっても、その信仰を堅固なものにさせるのは 
とにかくクリシュナである。彼らに果報を与えるのもクリシュナであ 
る。従って、このような崇拝者たちは確かに報われるのであるが、彼 
らが与る果報は一時的なものであり、永久的ではない。つまり、今日 
の果報は、それを享楽した後、明日にでも消えてなくなるといった類 
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のものである。それに対して、クリシュナの道を真剣に歩む求道者た 
ちが受ける報いは永遠不滅である。欲望に溺れて知性を失った愚者だ 
けが他の神々を祀るということになる。 

本章の23〜25節において、聖者クリシュナは他の神々を崇める 
人々も実は彼を崇めていると繰り返し説いているが、そうした崇拝は 
彼の教えに基づいた様式ではないので不適切である。すなわち、他の 
神々のような実力者は非有であり、それを把握するために努力するこ 
とは非現実的なものを追い求めるのと同じである。他の神々を念想す 
ることがすなわち、その果報の供与者であるクリシュナヘの念想であ 
るとき、そうした念想には一体どんな悪い面があるのかという点に以 
下触れていく。 

24. 『私がヤジュニヤの享受者かつ統治者であるという真実を知らな 

いゆえに、彼らは再生しなければならない。』 

奉献される物はいずれもクリシュナに融合されるので、彼はヤ 
ジュニヤの享受者である。また、ヤジュニヤから生じた至福であり、 
神聖な儀式の熟達者である。しかし、このことを知らない人々は堕落 
する。彼らは滅せられ、他の神々への崇拝という罠にはまったり、欲 
望の大波に飲まれてしまう。そうした崇拝者は真理を見抜くまで、永 
続する満足感というものが得られない。次節は、彼らが最終的に何に 
達するかについてである。 
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25. 『神々の信奉者たちは神々に達し、祖霊の信奉者たちは祖霊に達す 
る。生類の信奉者たちは生類に達する。私を念想する人は私に達 
する。』 


神々は非有であるゆえ、そうした信奉者たちはそれに達する とい 
うより、ただ妄想にかられる状態となるに過ぎない。祖霊の信奉者た 
ちは過去という奈落に陥る。生類の信奉者は可減の肉体となる。しか 
し、クリシュナのみを思念して帰依する人々は彼に達する。そして、 
可滅の肉体をもちながらも、クリシュナになる。すなわち、崇められ 
た神と崇拝者との同一性をさす。そうした崇拝者は悲嘆に陥ることが 
ない。しかもクリシュナが教示する崇拝様式はいたってシンプルであ 
る。 


26. 『無私の境で信愛ある崇拝者が私に、葉、花、果実、水を捧げるな 
ら、それを私は受ける。』 

このように信心深い崇拝者がクリシュナに向けたものをクリシュ 
ナが温かく受けとめるということは、いわば深い崇敬のはじまりとい 
ズ■る。 

27. 『クンティーの息子よ、あなたが行なうこと、食べるもの、供える 
もの、苦行すること、それを私への捧げものとせよ。』 

アルジュナが心の抑制をし、節食し、放擲の念をもって、求道の 
本質に合った行動を起こすならば、クリシュナはヨーガの道において 
アルジュナを守るという責任を担ってくれる。 
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28. 『行為のすべてを奉献し放擲のヨーガに専心すれば、行為の束縛で 
ある善悪の果報から解放され、私に達する。』 

前述の三つの章においてクリシュナは、成就およびその結果によ 
る報いについて体系的に説いた。具体的にその三要素は、葉•花•果 
実•水など質素な供物の奉献、信愛をこめた行為の遂行、忘我の境に 
おける完全な放擲であった。それらを遂行することで、アルジュナは 
行為の束縛から解放され、これによりクリシュナという至高の境地に 
到達する。ここでいう「解放」と「成就」という言葉は、相互に補足 
しあっている。そこで、クリシュナは究極の境地に迪りついた崇拝者 
から生じる益について説く。 

29. 『私は平等に万物に内在し、私を憎むものも好むものもない。信愛 
をもって私を念想する崇拝者たちは、私のうちにあり、私もまた 
彼らに内在する。』 

クリシュナは万物全体に遍満するのだが、彼を崇拝する人々とは 
特別な関係である。というのも、そうした崇拝者はクリシュナのうち 
にあり、またクリシュナもまたその崇拝者に内在している。このこと 
はクリシュナが認める唯一の近似性である。崇拝者の心はクリシュナ 
の存在にあふれ、その両者に何の差異もないのである。それでは至福 
というものは、こうした敬けんな崇拝行為をなすことでしか得られな 
いものであるのかどうかについて以下言及している。 

30. 『たとえ極悪人であっても、ひたすら私を信愛するならば、彼は善 
人であるとみなされるにふさわしい。彼は正しく決意した人であ 
るから。』 
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どんなに残虐な罪を犯した人であっても、崇拝の的にふさわしい 
のはクリシュナのみであると信じて、ひたすらクリシュナを想起して 
崇めるならば、聖者としてみなされるのは穏当である。その時点でそ 
うした人はまだ聖者ではないが、それと同時に確かに聖者となるに相 
違ないといえる。なぜなら、正しい決心をしてなすべき行為に専心し 
ているからである。どんな出身であろとも、我々には皆、崇拝行為を 
する権利があり、崇拝者が人間であること、そのことが唯一の条件と 
なっている。というのも、人間だけが真の帰結を達成することができ 
るからである。クリシュナが説くように、本書は罪人の徳性を向上さ 
せるためのものである。 

31. 『速やかに彼は敬けんな人となり、永遠の平静に達する。クン 
ティーの息子よ、私の信奉者は滅びることがないことを確信せ 
上。』 

信愛ある崇拝に専心するならば、罪人であっても、その邪悪さを 
容易に取り除き、全能神と合一し、完全の寂静に到達するということ 
である。そして、クリシュナの熱心な信奉者は滅亡することがないと 
いう点を念頭に置くようにとアルジュナは勧告される。また、崇拝へ 
の努力がわずかであっても、次の生を受けたとき、以前に到達した地 
点から再び求道に励んで、やがて至高の境地に達する。従って、徳不 
徳にかかわらず行為をなす人々も、それ以外の人々も瞑想と崇敬をす 
る権利を有するということである。 

32. 『パルタよ、生まれの悪い者でも、ヴアイシャでも、シュードラで 
も、私に帰依すれば、必ず最高の境地に達する。』 

邪悪性について第十六章の7〜21節で指摘されるのだが、そうした 
性質を帯びていると、真実を認識しようともせず、偽善的な有力者の 
みを崇める。このような人々は最も卑劣である。彼らの実行するヤ 
ジュニヤは名目だけで無益なものであり、残酷さと罪障を作り出す。 


(: I パ " 

对每 xn^f o^HiRnrq 令命 呵 : I 

W mRihI I 於 " 



第九章 


259 


前述の説明にあるとおり、ここで「ヴアイシャ」や「シュードラ」と 
は、真実を探求する段階として用いられている。このように、行いや 
生まれに関係なく、ギーターはまさに全人類に向けられていて、何が 
神の好意であるかを公平に伝えてくれる聖典であり、すべての人々に 
向けるメッセージという要素をも包含するものである。 


33. 『まして福徳あるバラモンたちや、王仙である信者たちは救済され 

る。このように無常で哀れな身体を捨て、ひたすら私の説く崇拝 

に専心せよ。』 

バラモンやクシヤトリヤ（王仙）の段階では勿論のこと、ヴァイ 
シヤやシュードラの段階にある求道者でさえ、至高の境地に達するこ 
とは可能である。バラモンとは、個の精魂を最高精神に導く全美徳に 
包まれた状態にある精神の格別な段階をさす。バラモンの境地では、 
平穏、謙虚な懇願、認識、瞑想、最高神の合図に従う準備ができてい 
ると いうすぐれた点が取り入れられている。クシヤトリヤは、堅固な 
献身をもって無事に生活する聖者の段階であり、気力•勇気 • 支配心 
に加えて、冒険に対する無関心からくる抵抗感を有する。こうした段 
階にまで進んだヨーガ行者は、もちろん精神探索の道を見事にこなす 
人である。それゆえ、ァルジュナも一時的に持続するだけの空しい身 
体を脱して、クリシュナへの崇拝にひたすら専念すべきである。 

さて、パラモン•クシヤトリヤ•ヴァイシヤ■シュードラという 
ヨーガの四種姓についてはすでに説明はされているが、ここでもう一 
度振り返ってみると、第二章では、クシヤトリヤにおいて戦う以外に 
有益な方法は何もないと説かれた。第三章では、自分の本性にふさわ 
しい行為をなすことはいっそう好ましいとされている。さらに、第四 
章でクリシュナは、ヴァルナという四種姓を彼が創造したと説いた。 
既述のとおり、ここでいう四種姓とは、根本原質に基づく行為を四段 
階に区分したものである。ヤジュニヤの遂行とは定められた行為をさ 
し、こうした行為をなす人々は皆、この四段階のうちの一つにいるこ 
ととなる。初心の崇拝者は知識が未熟であるゆえ、シュードラの段階 
といえる。この崇拝者は達成する能力を培い、次第に精神的な富を蓄 
えたなら、ヴアイシャの段階に進んだことになる。さらに進んでいき、 
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現象界の三根本原質を克服する力が備わるとき、クシャトリヤの段階 
に入ったといえる。パラモンの段階に入るための条件は、自己の精魂 
が神と合一する能力に恵まれているということである。パラモンとク 
シャトリヤの段階にいる崇拝者の方がヴァイシャとシュードラよりも 
最終目的からの距離は近い。しかしながら、前者の場合はもちろんの 
こと、後者に属する崇拝者でも究極の境地への到達が約束されている 
といえる。 

ギーターがその抽出物である ウパニシャツ ドにおいても、女性に 
は至高の神知にあふれていると多く記されている。ヴエーダでは古め 
かしい禁止事項が記されているとしても、クリシュナの勧めるヤジュ 
ニャ（定められた崇拝様式をもつヨーガ）は男女の別なく平等に実践 
されるものであることに疑問の余地はない。本章最終節は、堅固な信 
念のもとでアルジュナが崇拝し続けるためのクリシュナの激励の言葉 
となっている。 

34. 『私に心を向け、深く信愛し、敬意を込めて私（ヴァスデーヴァ） 

をひたすら崇拝するなら、あなたは私に達する。』 

アル ジュナをはじめ、求道者というものは皆、クリシュナのみを 
想起し、一切から離れて心の抑制をなし、堅固な帰依心と敬意をもっ 
て、ひたすらクリシュナを念想し、自己の精魂にクリシュナが内在す 
ることを必要条件として崇拝をなさなければ、永遠不滅の最高精神で 
あるクリシュナの境地を知ることはできないものである。 

★★★★★ 

本章の最初に、清らかな帰依者アルジュナに向かってクリシュナ 
が告げた内容は、俗事から離れるために必要な真の知識、それを認識 
すると他に知るべきことはもはや何もないということであった。こう 
した知識というものは、アルジュナを悲しみが終わらない世界から解 
放させるわけであって、これは実に最高の学術といえるものである。 
ギーターにおける知識とは、崇拝者が最高精神に近づかせる、つまり 
真の幸運をもたらすものである。また、深遠で壮大な神を示現させる 
ものであるから、それを「秘教」と名づけることもできる。 


HqRT?>r HEII v *n HI 石 I 
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また、それは明らかに有益であって、しかも容易に実践できるも 
のであり、不滅の知識である。その実践に少しだけ成功した求道者で 
も恐ろしい生死の輪廻から解放される。そして、実践による功績がた 
とえわずかであろうともそれは不滅なのである。行為者はそれに基づ 
いて、いつかになって究極の目的に達する。但し、このような成就へ 
の条件が一っある。信愛というものが欠けている崇拝者は、至高の境 
地に達するのではなく、情動あふれる物界で放浪する。 

ヨーゲシュヴァラ.クリシュナはヨーガの偉大さについても本章 
で言及している。悲嘆を心から消失させるのがヨーガである。また、 
愛執や嫌悪という感情を完全に取り除くのもやはりヨーガである。そ 
して、ヨーガは真実の実在である神との合一、つまり完全な平静をあ 
らわす。従って、神に達するということはヨーガの成就といえる。そ 
れでアルジュナは、ヨーガの道の始まりにおける聖者の権威を忘れな 
いように勧告されるのである。クリシュナは聖者であるゆえ、万物の 
創造者であり、維持者でもある。しかし、彼の精神が万物のうちにあ 
るわけではない。クリシュナは同一性の最高精神に内在しているゆえ、 
それと一体になった。吹き抜ける風が、空の明るさを奪うようなこと 
がないのと同じく、万物はクリシュナのうちにあっても、彼はそこか 
ら何の影響も受けない。 

カルパという世期が始まるとき、クリシュナは丹念に万物を形成 
し、さらに改善•浄化する。それが完成すると、万物はクリシュナの 
本性、つまりヨーガに達した聖者の生き様と非顕現の実在に成就する。 
そうした聖者は、実在を認識した途端、自己にしっかりと内在はして 
いても自然界を超越し、他の人々の幸福のために励むのである。これ 
が聖者の人生そのものであり、彼の行いは聖者の本質である。 


クリシュナは万物の改善なす創造者であり、他の創造者は動不動 
の世界をもたらす三根本原質で、これらはクリシュナと係わりがある。 
これもカルパであるが、カルパとは肉体 • 根本原質 • 時の無常性に 
よって 特徴づ けられる。このことを ゴスワミ，トウル シダースは、 底 
知れぬ無智の境にある万物が邪悪と悲嘆という波動に絶えず影響され 
ていると表現した。物界は知識と無智に二分されるが、無智とは不徳 
と悲哀からなり、それは妄信と不安を呼び起こし、人間は囚人のよう 
に存する。無智による妨害を受けている人は時間や行為や三ダナに取 
り囲まれた状態となる。それに対して、ヨーガ•マーヤーは知の幻力 
(マーヤー）であり、そこでクリシュナが創造者である。この知の 
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マーヤーが現象界を表出させ、トリダナと呼ばれる三根本原質はその 
幻力に依存している。正善な行為は神の属性である。そもそも可減の 
自然界に絶高なものは非有であり、完全な境地に向けて求道者が努力 
するように仕向ける知識、つまり神への認識より卓越したものはない。 

そういうわけで、カルパには二種類のものがある。その一つは、 
クリシュナと結びつく自然界によって反映された事物 • 肉体 • 時間が 
変化する周期をあらわす低次カルパ、もう一つはすぐれた聖者によっ 
て形成された自己の浄化段階をあらわす高次カルパである。聖者たち 
は人間本来の性質に自覚を徐々に移入させる。つまり、崇拝の開始と 
はこうしたカルパのはじまりであり、崇拝が成就の段階になれば、力 
ルパの終わりを示す。それにより世俗の不幸による弊害が取り除かれ 
て、神に融合される。この時点で、ヨーギンはまぎれもなくクリシュ 
ナの境地に達したことになる。こうして成就を遂げた後、聖者の自然 
な状態を維持しながらその人生は進んでいく。 

他の聖なる文書におけるカルパは、四ユガという期間が完全に過 
ぎ行くことであるとし、その後は破壊期となり、すべてが融合すると 
いう現象が起こるとしている。しかしながら、これは真実の本義から 
はずれた虚偽の陳述といえる。ユガの語意は、 「二つ」 である。ユ 
ガ•ダルマ 3 (徳）は、我々求道者が神から離れ、神が我々から離れて 
いる限り存続する。これに関してゴスワミ.トウルシダースは、同氏 
の抒情詩であるラーマ•チャリット • マーナスの「ウッタラ • カーン 
ダ（補遺の巻）」で言及しているのだが、暗質（タマス）が優位と 
なって、激質（ラジャス）の不徳がある以上、悪意と矛盾が遍満する 
状態に陥る。この状態にいる人はカリ•ユガに属するとされる。そう 
した人は神に専心して崇拝に励むことができない。そして、激質のラ 
ジャスがさらに強まると、タマスの勢力は次第に減退し崇拝者に本来 
備わっている純質のサットヴァが表出してくる。これは、喜びと不安 
の間で崇拝者が動揺する状態となり、ドヴァーパラという第二期に入 
る。そこでサットヴァの勢力が増大すると、ラジャスは僅少となり、 
崇拝という行為に向かう性質が成長拡大する。これがトレーターと呼 
ばれる第三期であり、この段階の求道者はヤジュニャを遂行して離欲 
に励む。この時点で、こうした崇拝者にはヤジュニャの水準に適した 
念誦を行なう能力が備わり、本人の長所•短所、気力の昇降はすべて 
呼吸の調整によって決められるというふうになる。サツトヴァのみが 


3. 第4章第8節の詳説を参照。 
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活発となり、あらゆる衝突を克服した状態となれば、心が平静となり、 
サット • ユガと呼ばれる成就の時期を迎える。この時期にあるヨーギ 
ンは完全の境地に入っているゆえ、彼の知識は今にも実体験に変化す 
るばかりとなる。そして、そのまま堅固にこのような瞑想の境地に維 
持していくような能力が自然に芽生える。 

識別力のある人々はこのような変化（昇降）をユガ•ダルマと理解す 
る。そうした人々は心を抑制し、徳行に従事するために、公平無私の 
境に入る。抑制された心さえも解消すると、他のものと共にこのの力 
ルパも終末となる。完全の境地を迎えたあとは、カルパ自体も消滅す 
るのである。これは「破壊」とも呼ばれ、物界が精魂に融合する時期 
である。その後の聖者は自分の本質に基づく人生行路を歩む。 

ヨーゲシュヴァラ • クリシュナは知識のない愚者は彼を知らないとア 
ルジュナに告げた。クリシュナが最高神であることがわからない愚者 
は彼を普通の人間のように軽視する。偉大な聖者たちは皆、このよう 
に同時代の人々に無視されるという皮肉な状態に直面し、しかも激し 
い非難を浴びてきたし、クリシュナも例外ではなかった。クリシュナ 
は最高精神に住するけれども、人間の姿をしているゆえに、無智な 
人々は彼が取るに足りない人間だと侮っている。こうした愚者の抱く 
希望や行為や知識というものはすべて無益である。彼らは何をしよう 
とも、無私の境で行為に励んでいるのだと主張して、それが正しい道 
であると思い込んでいるにすぎない。そういうわけで、このような歪 
んだ考えをもつ人々にはクリシュナという唯一の実在を認識すること 
はできない。それに対して、神聖な宝庫を見つけた求道者はクリシュ 
ナを知り、それゆえ崇拝する。絶えずクリシュナを念想し、彼の崇高 
美を想起する。 

真の行為の道、つまり誠信な崇拝のための道は二つある。第一の道は、 
知識のヤジュニヤというものであり、求道者が自力で進み、自ら評 
価•判断する。第二の道では、神と求道者との関係がちょうど主人と 
従者のようなものであり、定められた行為を導師に放擲するという心 
得で取り組む方法をとる。これら双方ともクリシュナを崇拝する様式 
とえいる。求道者が実践するヤジュニヤをはじめ、奉献物も、遂行者 
も、俗界から生じる弊害を除去する信愛もすベてクリシュナそのもの 
である。また、崇拝者が最終的に達成する究極の存在もまたクリシュ 
ナである。 
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このヤジュニヤにおける実践とは、祈祷や儀式をはじめ、崇拝者を平 
諍の境地に導く行為からなる。しかしながら、こうした手段を選ばず 
に、天界の幸福を報いとして求める人々がいる。このような報いは、 
正確にいえばクリシュナが授与するものである。そうした崇拝者は善 
行によって、インドラの住む天空に行き、長くそこで幸福を享受する。 
しかし、それがいつか尽き果てると、可滅の世界に戻って、そこで再 
生するという運命となる。彼らの行為は正しくとも、果報を求めて遂 
行したがために、生まれ変わらなければならない。しかし、一切のも 
のから離れて、クリシュナのみを想起し絶えず念想し、完全無欠の純 
粋な崇拝によるヨーガをクリシュナは援護してくれる。 

それにもかかわらず、他の神々を崇拝する人々がいても、実は彼らは 
間接的にクリシュナを念想していることにはなるが、彼らの方法は定 
めれた崇拝とは一致しない。彼らはクリシュナが彼らが奉献するヤ 
ジュニヤの享受者であることを知らず、崇拝し続けてもクリシュナと 
いう実在を認識できない。従って、そうした崇拝者は精神の探索に失 
敗する。彼らは単に空想上の神々や生物や祖霊を認識するにすぎない。 
しかし、クリシュナの崇拝者は真の実在を知り、そこに住する。 

クリシュナはヤジュニヤという行為が容易に実践できるものであると 
説いた。クリシュナは真の崇拝者が奉献するものをすべて受け入れる。 
そこでアルジュナはでクリシュナに敬けんな行為をすべて奉献するよ 
うに勸告される。アルジュナがヨーガの力を身に付け、一切の欲を捨 
て、行為の束縛から離れたとき、そこにはクリシュナという救済が彼 
を待っているのである。 

万物はクリシュナに属していても、彼が愛したり憎んだりする対象な 
ど存在しない。それでもクリシュナは真の崇拝者に住し、そうした崇 
拝者もまたクリシュナに住する。さらに極悪人でさえも誠信なる崇拝 
によって聖者とみなされるにふさわしいとする。というのも、固い決 
心によって、そうした罪人でも最高精神と合一し、永遠の至福を得る 
ための力が備わるからである。クリシュナを崇拝する真の求道者とい 
うものは不滅である。クリシュナに帰依して、彼を深く信愛し崇拝す 
るならば、従来より精神文化が侮蔑してきたシュードラ、不徳者、原 
住民、あるいは極悪非道者や卑俗な生まれの者であっても、最高の境 
地に到達するのである。そういうわけで、美徳に恵まれ、神と精魂が 
合一するバラモンや王仙の段階に達した求道者は確かに究極の救済を 



第九章 


265 


知る。完全な寂静というものが確実に存在する以上、アルジュナは敬 
意と信愛をもって絶えずクリシュナに専念すべきである。クリシュナ 
に帰依するならば、アルジュナは必ず至高の境地に達し、永遠の幸福 
を知って救済される。 

本章でクリシュナは、神を直覚する境地に導くという真の知識につい 
て詳述した。すなわち、一度でも身につけたなら、活力あふれる精神 
を維持させてくれる至高の学識についてであった。 


従ってシュリー ■ スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリ 
マド • パガヴ アット. ギータに基づいてヤタルタ.ギ ータの 第九章 


『精神の開化への奮励』が終りました。 


ハリーオマー タタ ー サタ 



第十章 


神の壮大さ 


前章において、クリシュナは深遠できわめて崇高な知識、絶高の 
学術を明かしたが、本章でもこの点をさらに追求していく。アルジュ 
ナが注意して聞くようにクリシュナは勧告する。さて、繰り返し説明 
すべき点とは一体何であろうか。成就を遂げるまで、求道者というも 
のは完全に熟達したとはいえない。求道者は段々神を念想することに 
夢中となり、順々に清新な構想が広がるので、俗心というものが減少 
していく。これを可能とさせるものは聖者、つまり導師の指示である。 
こうした構想を求道者自ら識別することはないし、できるはずもない。 
聖者の指導のもとでなければ、求道者は達成への方向づけができない 
のである。求道者が究極の目的である神からわずかに離れている限り、 
明らかに俗心がまだ残っている証拠であり、挫折や失敗に対する不安 
がみられる。アルジュナはクリシュナに救済を求めている弟子のひと 
りである。そこで、クリシュナの帰依者として、アルジュナは彼を支 
持するように聖者クリシュナに懇願した。さて、クリシュナは彼の誠 
信な崇拝者であるアルジュナのために、第九章で述べたことをここで 
もう一度繰り返すわけである。 

1. 聖パガヴアットは告げた。一『強腕の勇士よ、私の最高の言葉を 
聞け。私はあなたの幸せを望み、私を信愛するあなたにそれを語 
ろう。』 


讲 切 : 取 1 ^ H 石邛 WT cT^：| 
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2. 『神々の群も偉大な聖仙たちも私の本源を知らない。なぜなら、 
私はそれらす ベての 本初であるから。』 


クリシュナはすでに言明したように、彼の本源及び行為は神的な 
ものであって、それは通常の眼識で把握できるものではない。神々や 
聖仙たちの精神レベルに達した人々でさえクリシュナの示現を感知し 
ないものである。次節はそれを感知する人についてである。 

3. 『不生不滅の至高神という私の実在を知る賢者は、 すべての 罪悪 
から解放される。』 

これを知る人は真の知識を備えた人である。換言すると、遍満す 
る永遠の神に対する認識は、罪障や再生という束縛が解かれるという 
知識があるということになる。そして、この達成もまたクリシュナの 
賜物である。 

4. -5. 『意志、知識、不惑、寛容、真実、自制、苦楽、生滅、恐怖、無 

畏、不殺生、平等心、満足、苦行、慈悲、名誉、不名誉。これら 
はすべて万物に備わっている性質であり、すべてが私から生ず 
る。』 

堅固な目的意識、知識、帰依心、心の抑制、内的幸福、精神的苦痛、 
内在する神の認識、達成感、神という統制力への不安、本質的な勇気、 
品格を下げない行動、無争•無対立の平穏、充足感、達成志向の苦行、 
自己抑制、面目と屈辱への平等視など、これらはすべてクリシュナが 
創り上げた傾性である。そうした傾性は、神を念想する道において必 
須の特質である。従って、このような特質がひとつでも欠けていると、 
邪悪な性質を帯びている状態に陥っているということになる。 


1奇传5:匁”… h : 听叫: I 

そ 1:1 Rll 


TT Hrtfj vi*jTsq^||^H 

8FTT 研 : WT：I 
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6. 『人類はすべて古（いにしえ）の七名の大仙 1 と四名のマヌや他のも 
のから生じ、あらゆる生類は私の意志の作用に従って形成され続 
けてきた。』 

七人の大仙とは、むしろヨーガの継続的な七段階のことをさし、 
すなわち美徳あふれる熱意、識別力、心の浄化、真理への探究心、公 
平無私、神との合一を目指す精神向上、さらにヨーガの目的にかなっ 
た心の四機能である意志•知力■思考 • 自我の形成も含み、これらは 
すべてクリシュナの意志により生じる。また、神性の宝庫を成立させ 
る要素はすべてクリシュナの創造物であり、すなわちクリシュナを感 
知するのに必要な決断力から生じるものであり、これら諸要素は互い 
に補足関係にある。従って、この宝庫の構成要件は全部クリシュナの 
作品といえる。この宝庫はヨーガの発展における七段階によるもので 
あり、それなしにはありえない。 

7. 『神の壮大さと私のヨーガの実力を知る人は瞑想を通じて私と合 
一するので、それにより確かに私の本質を帯びている。』 

ヨーガの 秀逸さを知り、クリシュナの崇高さを直覚する人は彼と 
合一し、彼に住する。このことに疑念の余地はもはやない。ヨーギン 
の抑制された心はちょうど風のない場所で延々と燃え続ける灯火のよ 
うである。本節にある「アヴィカムペン」はこのような類推に関する。 

邱心 :^ マ河 ft 

nntii >*imi 

T^TT fq^fn nT«in:l 

仰*!: 11^911 

1. ウスラ • メジャー座という 7 つ星として信仰されている聖人は、ヨーガの7段階をあら 
わす0 
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8. 『私が万物の根源であり、それらに行為を駆り立てる動因である 
という真実を知り、誠意と信愛をもった賢者は私を想起し、私の 
みを念想する。』 

クリシュナの切望が全世界を行為に駆り立てるということである。 
このことは、クリシュナの本質に基づいてヨーギンが行為するとき、 
どんな場合でもクリシュナもまたその行為者であることを暗示してい 
る。こういうわけで、ヨーギンの努力はすべてクリシュナの息吹とい 
えるが、これは既に解明されてきたことである。次に、クリシュナは 
ヨーギンがどのように彼を絶えず敬慕するかについて説く。 

9. 『私に専心し、 すべての 呼吸を私に奉献し、私の偉大さに ついて 
語り合うことだけで満足する人々は、常に私に住する。』 

一切のものから離れてクリシュナだけを念想し、ひたすら彼を信 
愛する人々は、彼の道に真に専心する。こうした人々はクリシュナの 
崇高さを表す賛歌を謳って幸福感を得、常にクリシュナに住する。 

10. 『私を常に想起し念想する崇拝者に、私に達するために必要なヨー 
ガの修養法を教えよう。』 

このように崇拝者がヨーガの道に目覚めること自体もまた神の賜 
物である。すなわち、それは御者としての役割を担うクリシュナ次第 
である。そこでクリシュナのような聖者や導師が、ヨーガを開始する 
ために必要な知識を帰依者に与える仕方について次節で言及される。 

11. 『私は慈悲をそうした人々に施すために、彼らに内在して知識の輝 
きで無智の暗さを取払う。』 
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御者となってクリシュナは、心の無智を取り除くために崇拝者の自己 
に内在する。まず神を悟った聖者を通じて、最高精神が崇拝者の精魂 
に示現されつつ、ある瞬間から別の瞬間へと導いて自然界の不調和な 
ものを越えて崇拝者を護送していき、そうした崇拝者が自制しながら 
訓練するという任務に取り掛かかるまでは、真に崇拝が開始したとい 
えない。この段階で初めて全面的に神の指示を受けることになる。そ 
れは、まず悟りを開いた聖者を通じて神が話すということである。求 
道者にこうした聖者が指導者として現れても幸せでないとすれば、そ 
のような求道者には神の声がかすかにしか聞こえていないといえる。 

御者というものが、崇拝する神格者であろうと、導師であろうと、 
また神自身であろうとも結局同じことである。崇拝者の精魂に御者が 
示現したとき、そこで受ける指令には四通りある。第一は、粗雑な呼 
吸に関連している経験である。つまり、以前に呼吸に浸透していな 
かった考えを呼吸に注入してもらうといった経験である。崇拝者が瞑 
想の際に座るときには、いつでも多くの疑問が立ちはだかる状態にな 
る。心は一体いつ真に融合されるか、どの程度までもう融合されてい 
るのか。いつ心は現象界から逸脱したくなるのか、そして、正しい道 
から逸れてしまうのはいつなのか。これらの疑問に対する答えは、物 
理的な反射を通じて崇高神が一瞬一瞬示すものである。手足の痙孿（け 
いれん）は粗い呼吸に関係している経験であり、それは瞬間にでも同 
時に少なくとも二つの助言として現れる。心が脇道にそれると、次の 
瞬間からこのような信号が何回も送られてくる。但し、そうした崇拝 
者は神に相応する指導者を誠直に帰依しているのでなければ、その信 
号を受け取ることはできない。手足の痙攀のような反射行為は普通の 
人間にとって非常に頻繁に起こる経験であり、これは正反対のインパ 
ルス間での衝突に起因する。しかし、至高の対象に帰依することに専 
心する崇拝者に送られる合図とは無関係である。 

また別の経験としては、夢の状態にある呼吸への目覚めに結びつ 
くものが挙げられる。一般に夢とは本人の欲望に基づくとされている 
が、崇拝者が神にひたすら帰依しているならば、夢さえも神の指示に 
変化する。すなわち、これは夢というものではなく、ヨーギンは適切 
な行為を知覚するということである。 

これら二種の経験はいわば予備行為といえる。実在を認識した聖 
者を信愛し、それを象徴するものを彼に奉献して、聖者と親睦はこう 
いった経験を 
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もたらすのに十分である。しかし、次に挙げる別の二種の経験はさら 
に鋭敏で精力的なものであり、このような経験は正しい道において活 
発な実践が進められるときにしか得られない。 


第三の経験は深い眠りに入るときの目覚めに関する。やはり世界 
中の人々が皆、いわば熟睡している状態である。確かに我々は無智と 
いう闇夜の無知覚状態に存する。日夜、どんな行為をなそうともそれ 
は夢である。ここでいう深い眠りとは、崇拝者が神を想起した後の状 
態をさし、それはまるで不断の流れのように、心に内在する神を絶え 
ず知覚することである。これは、神の愛情によって崇拝者が穏やかに 
導かれる平静で至福の気分であり、その一方で無形の呼吸のみが活動 
し、身体が眠り込んだ状態であるゆえ、崇拝者は「活気のある精魂」 
そのものとなる。これは人間の真の生き方に直面するという眼識のあ 
る崇拝者が調和と深い歓喜のある状態にいることである。この状態で 
神は別の信号を送るが、その信号とはヨーギンに広がる気分と一致す 
る心象のフォームとして示現され、また過去と現在を理解できるよう 
に正しい方向付けがなされる。筆者の恩師は実にしばしば我々に説い 
たことであるが、外科医がまず患者を無意識にさせて、適切な処置を 
施して治療するように、熱心な帰依者の心の病が治るように、神はそ 
うした帰依者が信愛を込めて崇拝できる状態にする。 

第四の経験とは、平静な呼吸へと導く精神的な目覚めによるもの 
である。これは崇拝者が神と同等な状態をさす。このとき崇拝者は神 
の配慮を明白な対象として意識に留めるているわけである。こうした 
成就は自己の内面でなされるが、こうした目覚めが一旦起こると、ぼ 
んやりと座っていようと活動中であろうと、瞬間瞬間何が発生するか 
を予見するので、無限の知識を得る。そして、この境地では、内在す 
る自己と一体化するという感覚能力が生じる。このように究極の経験 
は、活気ある精魂をもって超時的かつ非顕現である聖者の作用によっ 
て知識の光が無智の闇を追い払うときに得られるものである。 


次節では、クリシュナにアルジュナが感情を伝える。 
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12.-13. 『アルジュナは述べた。一神仙ナーラダやアシタ、聖仙デー 
ヴァラ、大仙ヴィヤーサをはじめ、 すべての 聖者が光輝く存在で 
あり、究極の目的であり、また最高の浄化具であるとあなたはい 
う。あなたは本初であり、不生の遍在神である最高精神だと信じ 
ているから。そして、あなた自身も私にそのように告げる。』 

「光り輝く存在」及び「不生」は神を表す同意語であり、完全無 
欠の至福という究極の境地をさす。まず、 アル ジュナは同じことを考 
えた過去の聖者たちについて言及する。ナーラダ、アシタ、デヴァー 
ラ、ヴィ ヤー サや他の神仙たちと同様に、クリシュナ自身もそう告げ 
る。こうした神仙たちは アル ジュナと同時代に属し、 アル ジュナには 
彼らを想起するという長所がある。クリシュナも彼らも昔の聖者たち 
が断言したことを明言する。 

14. 『ケシャヴァ（クリシュナ）よ、あなたが私に告げたことをすべ 
て信じよう。聖バガヴァットよ、他の神々も悪魔もそのことを知 
らない。』 

そして、 

15. 『最高神よ、万物の創造主よ、神のうちの神よ、世界の主よ。あ 
なただけがすべてを知る。』 
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2. チランジヴイ（不死の聖人）のひとり。この人物はマハーパーラタをはじめ、18プ 
ラーナ、ブラフマ•スートラなど他の作品の著者として、また現存する形態のヴエ 3. 
ダの 編集者とされている。 

3. アトリ、ブリグ、プラステイヤ、アンギラスなど神格化された聖人。 
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この真実は万物の創造神であるクリシュナのみ知ることではある 
が、万物がクリシュナを知覚すると、それらの精魂は目覚めはじめ、 
活気を取り戻し、それによって真実を知らされたということにもなる。 
崇拝者の知識とは実のところクリシュナの知識なのである。 

16. 『あなたがは遍満し、全世界のうちに住する。その壮大さを私に 
教え明かすことができるのはあなたしかいない。』 

それゆえに、 

17. 『ヨーゲシュヴァラ（クリシュナ）よ、絶えず熟考して、どのよ 
うにあなたを知ることができるのか。聖バガヴアットよ、どのよ 
うにしてあなたを崇拝すればよいのか。』 

これらの疑問がアルジュナの心を搔き立てる。どうやって、クリ 
シュナというヨーギンをアルジュナは知ることができるのか、またク 
リシュナを瞑想するのにはどうすればよいのか、どんなふうに彼を想 
起すればよいのか。 

18. 『ジャナルダーナよ、あなたの ヨーガの 影響力と示現について、 
もっと詳しく語ってほしい。あなたの言葉に飽きることは決して 
ないから。』 

アルジュナが知りたがっている内容について、クリシュナは本章 
の冒頭部で簡潔に述べているが、その点を再度詳述してくれるように 
アルジュナは懇願する。しかも、アルジュナがそう頼んでいる背景に 
はクリシュナの言葉は大きな慰めであるからこそ、もう一度聴きたい 
というアルジュナの望みがみえてくる。神や聖者たちの言葉にはこの 
ように優美で不思議な力がある。なるほどゴスワミ • トウルシダース 
の見解では、ラーマの物語を聴いて飽き飽きしている人は情操を失っ 
ているのである。 

崇拝者が切望する神と接触するまで、永遠性という実体に対する 
渇望は残存する。まだ到達点に届かない前に途中ですべてを知ってい 
ると思う人は、実は何も理解していないということである。そうした 
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崇拝者はまさに進展の妨害に遭っていることが明らかである。求道者 
には、崇高神が示す正しい方向に向かって、実践活動に励むことが課 
せられている。 

19. 『聖バガヴアットは告げた。一私の壮大さについて語ろう。私の 
示現は実に多様で限りないものである。』 

次節でクリシュナは神の無限の特質について、傑出した例を挙げ 
ながら説明する。 

20. 『私はグダケーシャであり、万物に内在する。私は万物の本初で 
あり、中間であり、終末である。』 

21. 『私はアーディティヤ 4 神群 （12 神）におけるヴィシュヌである。 
光明における太陽であり、風におけるマリーチという神であり、 
星宿における至高の月である。』 

本節で言及されているアーディティヤとその他の天体は、クリ 
シュナの時代において必ず起こる内側の心的態度を象徴するものであ 
る。すなわち、それらはすべて心の領域に住する。 

22. 『私は諸 ヴヱー ダにおける サー マ， ヴヱー ダである。神々におけ 
るインドラである。私は諸感官における意（マナス）である。万物 
における知力である。』 

クリシュナの歌は平静の境地をもたらすので、クリシュナは諸 
ヴェーダにおけるサーマ，ヴヱーダである。心を抑制しなければクリ 
シュナを知ることができないゆえに、クリシュナは神々におけるイン 
ドラ神であり、諸感官におけるマナス（意）である。また、クリシュ 
ナは万物に認識を授ける力そのものでもある。 


niwnl mil 

315HKHI が i 心 i 丑由 JfTI 吓 TftSRT: I 


^ Ro 11 

3nfqrHHIH5 

想命 FTTII ママ " 

4. 一般の神格。宇宙が破滅するときしか輝かない十二神（太陽）の名称。 
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23. 『私はルドラ 5 神群におけるシャンカラである。魔神群と夜叉（ヤク 
シャ） 6 におけるクベーデである。私はヴァス 8 神群における火神で 
ある。そびえる山々における スメールで ある。』 

クリシュナはルドラ神群におけるシヤンカラである。このシヤン 
カラは「シャンカ•アラ」という、疑念や優柔不断がない状態として 
解釈してもよい。実は、「クベーラ」、「火神」、「スメール」は 
ヨーガの規律の隠喩である。すなわち、それらはすべてヨーガ用語と 
なっている。 

24. 『パルタよ、私が司祭のうちの最上者プリハスパティであると知 
れ。私は司令官のうちのスカンダ 9 である。湖水のうちの海であ 
る。』 

人体の入り口のように、知的な人を見守り続ける司祭のうちで、 
クリシュナはプリハスパティであり、神々のうちの偉大な指導者であ 
り、神聖な宝庫を作り上げる。また、司令官のうちでクリシュナは力 
ルティケーヤであり、放擲行為により動不動の世界の破壊、完全解消、 
神という究極の目的が果たされる。 


25. 『私は大仙のうちのブリグ仙である。音声のうちの聖音オームで 
ある。私はヤジュニャのうちの詠唱の祈り（ジャパ•ヤジュ 
ニヤ）である。不動のもののうちのヒマラヤである。』 


クリシュナは偉大な聖仙のうちのブリグ仙 1 G である。クリシュナ 
は音声のうちで最高精神を象徴する聖音オームでもある。また、ヤ 
ジュニヤのうちのジャパ•ヤジュニヤである。ヤジュニヤとは、崇拝 



令石 :I マ号 I I 
I I れ I I 




5.11 人の神々からなる群の名称。十感官と意識に住するから、この神々の群の上位にあ 
るシヴァまたはシヤンカラの下位化身とされている。 

6. クベーラの随行者として描写される半神たち。 

7. 財貨の神。 

8. 身体を構成する8神の等級。 

9. カルテイケヤの別称。 

10最初のマヌが作った家長のひとりである。 
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者を神と合一させる崇拝の特別な方式を心象したものである。要する 
に、それは最高精神を想起して、神の名を念誦することである。この 
:二音をはっきり聞き取れるようにつぶやくという念誦の段階を終える 
と、この名がヤジュニャの段階に到達し、明確な言葉でもなく、喉も 
とから発するものでもなく、また想像することもなく念誦される。そ 
れから、呼吸の一つひとつに注ぎ込まれる。そこには、神に住する心 
に映る光景というものが絶えず息のすべてに刻み込まれ、前へ波立つ 
ものだけがある。ヤジュニャの向上と陥落、上昇と下降及び種々の段 
階は呼吸によって決まる。それは精力的なもの、いわば行為の要因で 
ある。不動なもののうちでクリシュナは平然で一定不動のヒマラヤ山 
脈であり、それは神に匹敵する。ちょうど破滅の時期に、人祖マヌは 
ヒマラヤ山脈の頂上付近にいたと言われている。不変で安定し、平静 
である神は滅びたりしないのである。 

26. 『私はすべての樹木におけるアシュヴァッタ（菩提樹）である。神 

仙のうちのナーラダ仙である。ガンダルヴァ 11 におけるチトララ 

夕 12 である。成就者における聖者カピラ 13 である。』 

クリシュナはあらゆる樹木のうちの聖樹アシュヴァツタである。 
明日のことさえ確かではない世界は、根という神が上方にあり、大枝 
という自然が下方に広がる逆菩提樹（イチジクの木）として描写され 
ている。これは一般に崇められている菩提樹のことをさすのではなく、 
すべての樹木の中でクリシュナが菩提樹であるという意味である。そ 
の一方で、ナーラダは鋭敏な意識をもち、呼吸から生じる聖なるリズ 
ムを絶え間なく維持する能力がある。クリシュナはガンダルヴァにお 
けるチトララタであり、すなわち崇拝者が熟考する対象を直覚しはじ 
める卓越した状態である。カピラは有形な顕現である。クリシュナは 
その形態で専念することと、そうした状態という形態であり、しかも 
それから受ける神のメッセージでもある。 
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11. 神々のための楽士とみなされている半神たち。 

12. カシュヤパとその妻ムニとの16人の息子の一人である、ガンダ^^ヴァ王の名称。 

13. サンキヤ哲学の学派を設立した偉大な聖者の名称。 
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27. 『馬のうちでは、私は神酒生まれのウッチヤイシュラヴァである 
と知れ。象のうちではアイラーヴァッタ 14 であると知れ。また人 

間のうちの王であると知れ。』 

現象界にあるものはすべて可滅である。自己、つまりアートマン 
のみが不滅である。そういうわけでクリシュナはインドラの馬のウッ 
チヤイシュラヴァであり、これは海洋に由来する不老不死の神酒を撹 
拌して生じたと言われている。馬は規則正しい動きを象徴するもので 
あり、クリシュナは自己に内在する真実の追求における情動である。 
そして、彼は人間のうちで王でもある。偉大な精魂は、何も欲さない 
ので実に王者である。 

28. 『私は武器のうちのヴァジュラ 15 である。牡牛のうちのカーマデ 
ニュ 16 である。繁殖させるもののうちカーマデヴア 17 である。私は 
蛇のうちのヴァースキ 18 である。』 


クリシュナは武器のうちで最上のものである。牡牛のうちでは 
カーマ デニュである。 カーマ デニュは、牛乳の代わりにご馳走を供給 
する牛ではない。聖者たちのうちで カーマ デニュをもっていたのは 
ヴァシシュタ聖仙であった。「牛」という言葉は、感覚という意昧を 
あらわす。五感の抑制は崇拝対象を理解することを習得した求道者の 
特質である。神と一致する感覚を作ることができた人は、その感覚が 
彼にとっての カーマ デニュになる。このように、求道者がこうした段 
階に達するのは神の境地に成就したときである。 

この段階の求道者は神を理解することに専念する。クリシュナは 
再生のためのカーマデヴァである。しかしながら、彼がもたらす出生 
とは男児や女児という子供の誕生をさしていない。生物や無生物にお 


^T^nTTT -itiwn 可 R^9II 
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14. インドラ神の象。 

15. インドラ神の対抗手段である落雷。インドラは聖者ダーディチの骨を形成したといわ 
れている。 

16. 欲望のすべてを生む天来の雌牛。 

17. ヒンズー教の神話におけるキューピッド(愛の神）で、クリシュナとルクミニの息子。 

18. 尊敬されている毒蛇で、カシュヤパの息子とされている蛇の王。 
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ける繁殖は日夜続く。アリやネズミさえも自ら繁殖する。ところが、 
クリシュナによる新しい生命の発生とは、ある環境から別の環境へと 
変化すること、つまり今までとは違う状況の発生であり、それによっ 
て精神的な傾向も変化していく。蛇のうちでクリシュナはカシュヤ 
プ 19 の息子と言われる名高い蛇の王ヴァースキである。 

29. 『私は大蛇のうちのシューシュナー 2() ガである。水中生物のうちの 
ヴァルナ神 21 である。私は祖霊のうちのアリヤマン 22 である。統治 
者のうちの ヤマラージャ 23 (閻魔王）である。』 

クリシュナは無限者、すわなち 「シエ ーシュ•ナーガ」である。 
実はシューシュナーガは蛇ではない。本書 ギー ターと同時代のシュリ 
マード•パガヴァットでは、それの形態が描写されている。それによ 
ればシューシュナーガは神のヴァイシュナヴイ（ヴ イシ ュヌ）の能力 
の具現化されたものであり、地球から三千ヨジャン 24 離れたところに 
位置し、それの頭上では地球は辛子の粒ほどのものにしかならない。 
実はこれが各軌道にある天体を維持する物体の間の重力のイメージを 
さしている。この力は蛇のごとくそれらをすべて取り巻いて保持する。 
また、地球をも保持している神である。クリシュナは_分が主神格で 
あると説く。彼は両生物の王者ヴァルナであり、祖霊のうちのアリヤ 
マンである。非暴力•真実•公平•克己，勇断は5つのヤマといわれ、 
道徳的抑制と規律である。「アラ」は実践の道に表出する不品行の防 
止をあらわす。こうした邪悪さを排除すると、前世でなした善行為の 
実践に結びつき、それによって世俗の束縛から解放されるのである。 
統治者のうちでクリシュナはヤマラージヤであるが、ヤマとは抑制の 
管理者という意味をなす。 


洲 HniH 石 * lj I” 11 


19. インドの神話での天地創造において、非常に重要な役割を担うゆえ、よくブラジャパ 
テイーとよばれる。 

20. 千の頭を有し、ビシュヌの長いすとなって、全世界を支持する名高いへビの名称。 

21. 海洋の神。 

22. マネス （祖先の霊）の 王。 

23. 太陽神の息子とされている死神。 

24. 4コーサまたは8、9マイル相当の距離をあらわす単位。 
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30. 『私はダイトヤ（悪魔）のうちのブラフラーダ 25 である。獣類のう 
ちの獅子（ムリゲンドラ）であり、鳥類のうちのガルダ 26 であ 
る。』 

クリシュナは悪魔のうちのブラフラーダである。ブラフラーダ 
(パル+アフラーダ）は他者のための幸福をさす。また、愛そのもの 
という意でもある。まだ不徳な本能に惑わされている間は、神に対す 
る魅力や神と合一するという熱意は、真実を認識するための過程に生 
じるものである。クリシュナはこの結合した状態の喜ばしい愛そのも 
のである。クリシュナはその単位の計算のために与えられている人々 
の時間といえるが、この計算は実際に時間の数字や配分をさしていな 
い。クリシュナは神を念想することのみに費やす時間の段階的区分と 
いえる。そして、クリシュナは覚醒状態だけでなく睡眠状態において 
も神を絶えず想起する時間でもある。また、クリシュナは獣類のうち 
のムリゲンドラと呼ばれる獅子であるが、この獅子はヨーガの森を彷 
徨し統制するヨーギンの象徴となっている。さらに、クリシュナは鳥 
類のうちのガルダでもある。ガルダとは知識をさす。神への直覚とい 
うものが拡大し始めるとき、崇拝者の心は敬愛する神の乗り物に変換 
する。他方では、恐ろしい再生のある地獄へと精魂を追いやり苦しめ 
る俗的な欲望がはびこっているとき、この心は大蛇 （ sarp サルブはガ 
ルダの別称）のようなものである。ガルダはヴイシュヌの乗り物であ 
る。それが真の知識で満たされているならば、宇宙の原子すべてに新 
党する非顕現の精神を運んでいく乗り物にその心が変換する。それゆ 
えにクリシュナは崇拝する神を支えて保持する心である。 


wci: 
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25 . パ ドマ， ブラーナによれば、鬼神 ヒ ラー ニヤ • カシブの息子。非常に尊敬される理由 
は、父親がちょうどその反対方向に曲がろうとも、バラモンとしての前世で身に付け 
たヴイシ ュヌ への一途な帰依を持続していたことにある。 

26. 白い顔、かぎ鼻、赤い羽根、黄金の身体をもつ最高の鳥であり、ヴイシュヌの乗り物 
とされる。 
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31. 『私は浄めるもののうちの風である。戦士のうちの ラーマで ある。 
魚類のうちのクロコダイルである。河川のうちのバギラテイ•ガ 
ンガ 27 である。』 

クリシュナは兵士における無敵の ラーマで ある。 ラーマは 歓喜す 
る人という意味をなす。ヨーギンは知識において喜びを見つける。崇 
拝する神から受けた信号は彼らに喜びを与える。 ラーマは 直覚のシン 
ボルであり、クリシュナはその認識である。クリシュナは両生類のう 
ちの強大なクロコダイルであり、また河川のうちで最も神聖なガンジ 
ス川でもある。 


32. 『アルジュナよ、私は創造されたものにおいて本初であり、終末 
であり、中間である。諸学においては真の知識である。論じる者 
のうちの最終判定者である。』 

学問においてクリシュナは最高精神という知識（すわなち、宇宙 
我と真我の関係にかんする知識）である。クリシュナは自己に内在す 
る秀逸さを感知させるための知識である。マーヤーが作用して、圧倒 
的多数のものが激情_悪意_時間 • 行為_傾向_根本原質に振り回さ 
れている。クリシュナは、現象界の奴隸状態から至上令に基づく真我 
の境地に人々を導く知識である。この知識はアディヤートマと呼ばれ 
る。彼は最高精神についての論争を解決する最終判定でもある。その 
他に考えられることといえば言うまでもなく、仲裁以外のことである。 

33. 『私は文字のうちのアカーラ 28 である。合成語におけるデュヴァン 
デュヴァ 29 である。変わりやすい時におけるマハカーラである。 
また、すべてを保持する神でもある。』 

尹 qmi tsTlntilHR^ 州尽 qll11 
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27. ガンジス川の別称。 

28 聖音オームを構成する三つの音の最初。 

29 2つまたはそれ以上の言葉が結び合った4つの複合原理のひとつだが、サンスクリット 
語の文法において、名詞の列挙型を作るこの複合法が一番有力とされ、名詞はデュ 
ヴァンデュヴァ法によって結合されなければ、同格の名詞を接続詞でつなぐことにな 
る。 
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最初の音である聖音オームである以外にクリシュナは不変不滅の 
時間でもある。時間は常変性なものであるが、クリシュナは永遠の神 
に人々を導くカーラとよばれる時、つまり境地である。クリシュナは 
すべてを維持して遍満する精神（ヴィラート■スヴァループ）でもあ 
る。 


34. 『私は一切を奪い去る死である。生まれるべきものの源泉である。 
女性のうちでは、達成行為（ケールティ）という女性の能力を具 
現化したケールティ 30 、すなわち活力•言語•記憶•認識•忍 
耐•寛容である。』 

ヨーゲシュヴァラ.クリシュナは第十五章の第十六節で言及する 
ことだが、万物（プルシャ）は可滅と不滅という二種からなる。他の 
ものから生じて死ぬ物体はすべて可滅のものである。クリシュナによ 
れば、それらは男女に関係なく、すべてがプルシャである。別のプル 
シャは不滅であり、心が消滅する境地を悟らせる宇宙精神とよばれる。 
これは男女とも平等に至高の目的に達成できる理由である。本節にあ 
る活力_記憶 • 認識などの能力は原則としてすべての女性にある。と 
いうことは男性にそのような能力が必要ないということであろうか。 
実は、心の領域である活動的な原理は女性的な自然法則である。しか 
し本節で取り上げている能力は男女の双方に必要なものである。 

35. 『私は聖なる賛歌のうちのサーマ•ヴエーダである。韻文のうち 
の ガー ヤ トリー 3 1である。私は暦月のうちの優勢なアグラハヤナ 
32 である。季節のうちの春である。』 

まさに詠唱されるにふさわしいヴエーダの聖典（天啓聖典、シュ 
ルティ）の中で、クリシュナは心の平静さを養う歌、すなわちサー 
マ • ヴエーダ 33 である。彼はこの歌の中で精神を覚ますことである。 


chlfrf: 明 IcjfcW Hl(lu|| fljlrliT^II ^frT: 8^RTI I パ " 
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30. 七神の妻、また女性の能力の象徴としても、神の光輝さを類現するものである 
3124音節から成るヴエーダの韻律、また敬けんなヒンズー教徒の朝夕の祈りの時間に暗 
唱する最も聖なる節。 

32. グレゴリー磨の11月〜12月頃に相当するアグラハヤーナという太陰月。 

33. シュルーテイ（天啓聖典）というヴエーダの一部である。 
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彼はまた詩節におけるガーヤトリーでもある。悟るために重要である 
ガーヤトリー 34 は単に字のつづりや呪文というものではなく、無心の 
祈りを韻文にしたものであり、それを吟唱すると無意識に救済される。 

聖者ヴイシ ュ ヴァーミトラは待望の神に一心に打ち込んではみた 
が。三度も迷妄の境地に陥ってしまった。そこでヴイシュヴァーミト 
ラは、全世界に遍満し自己に内在する精髄としての神に向かって恭順 
に話しかける。そして、実在を悟るための知恵を自分に授与し、神の 
息吹を感じさせてくれるようにと懇願した。このように、既述のとお 
りガーヤトリーは祈祷である。崇拝者は正誤の判断ができないゆえ、 
疑念を追い払うときに自分の知力には頼れない。そういうわけでクリ 
シュナは、そうした不憫な崇拝者が神に専心するための助けとなる 
ガーヤトリーなのである。これによって帰依者はクリシュナに救済を 
求めるわけであるから、こうした祈祷は確かに吉兆そのものといえる。 
クリシュナは暦月のうちのアグラハヤナでもあり、これは喜びが増す 
最盛期をさす。要するにクリシュナはこの暦月がその象徴である至福 
の境地である。 

36. 『私はぺてん賭博者の詐欺である。名高い人々の栄誉である。征 

服者の勝利である。勇気ある人の決意である。』 

本節での賭博という概念は現象界の根本的な特徴をさしていう。 
外の様子を見捨てて、現象界の矛盾から逃れるために個人的な崇拝の 
道に従事するのは「詐欺」行為である。しかし、崇拝者を保護するた 
めにそうした黙秘主義は不可欠であるので、それを「詐欺」と呼ぶこ 
とは不適切に近い。知識により精神が目覚めていても、崇拝者は狂 
気•盲目 • 嬰唖など感覚を失った人々のようにすることが要求されて 
いる。つまり、見えてはいるが、何もわからないように振舞うべきで 
ある。また聞こえていても何も聴かなかったようにすべきである。崇 
拝の基準は各 g が内密になすことである。そうしなければ自然界の勝 
負事を克服することができない。クリシュナは勝利者の勝利であり、 


34. 習得することに興味を示す祈祷者のための聖句の音は以下のとおり： 
オームブールブワツスワ ハー 
タットサヴィトウールワレーニャム 
パルゴーデーヴアッシャディーマヒー 
ディ ヨーヨー ナッ プラ チョー ダ ヤートク 
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行動派の決断である。このことは第二章の第41節でも言及されたが、 
ヨーガで求められる英断力をはじめとして、すぐれた知識や行動の方 
針はすべて全く同じである。クリシュナは躍動的な心であり、さらに 
高徳者の壮大さと究極的な真理でもある。 

37. 『私は ヴ リシニ族のうちの ヴアースデーヴア である。 バーンダヴア 

族のうちのダナンジャヤである。聖者のうちのヴエドヴィヤーサ 

である。詩聖のうちのシュクラチヤリヤ 35 である。』 

クリシュナはヴ アースデー ヴア、すなわちヴリ シニー 族の存する 
所のどこでも存する。クリシュナはバーンダヴア族のうちのダナン 
ジヤヤである。バーンダヴア族の父バーンドウは敬けんのシンボル、 
すなわち、美徳に恵まれている状態をさす。真の自己を知ることは唯 
一の真実であり、また不滅の富である。クリシュナは自覚という宝を 
受けて蓄える者、つまりダナンジヤヤである。さらにクリシュナは聖 
者のうちのヴィヤーサ、すなわち優秀な考えを述べる能力を有する聖 
者である。クリシュナは詩聖のうちでは ウシ ュナまたはシュクラであ 
り、ヴエーダにおいてそれはカヴィヤと呼ばれるが、それは精魂を神 
に導く知識を備えた者をさす。 


38. 『私は圧制家のうちの圧制である。盛者のうちの賢明な行動であり、 
秘密ごとにおける沈黙である。また知識ある人のうちの知識であ 
る。』 

このようにクリシュナは至るところに存する。 

39. 『アルジュナよ、私は万物の種子である。生物も無生物もすベて私 
のマーヤーな しには存在し ない。』 



が ni I^V9| | 
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35. 戦闘で命を落としても、彼の唱える呪文によって蘇ったアシュラ（鬼神）の指導者の 
名称。 
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クリシュナは全世界に遍満するわけであるから、彼が実在しない 
のならば、現象界のすべては存在しないということをあらわす。万物 
はクリシュナと共通点をもち、密接な関係にある。 

40. 『パランタパよ、私の示現は多様で無限である。これまで述べて 
きたものはほんの一部でしかない。』 

アルジュナは、壮大 • 光彩_ {憂勢な性質を帯びるものをすべてク 
リシュナから生じたものとして考えるべきである。この点が以下詳述 
されている。 

41. 『いかなるものでも権威があり、高聖あり、精力あるもの、それ 
を私の壮大さの一部から生じたものと理解せよ。』 

最終節では、クリシュナが彼の偏在性の示現について言及する。 

42. 『これ以上知ろうとはせずに、アルジュナよ、私の力のほんの一 
部がこの全世界を支え、私がここに実在することを思い起こすの 
だ0』 


クリシュナは類推しながら彼の種々な威光を例説してきたが、だ 
からといってアルジュナや我々はそうした事物をすべて崇拝すべきだ 
というわけではない。こうした訓練は、とかく他の神々、木•川•惑 
星_大蛇などを崇拝する啓蒙者向けにある。そうした人々がこのよう 
な神格物への礼拝という勤めをりっぱにこなしてきたのは、ちょうど 
熱心に信愛するクリシュナの力によってである。 


承? RT: ^TTII ゞ 〇 11 
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★★★★★ 

本章の初めに、アルジュナは最愛の弟子であるゆえにクリシュナ 
は以前に説いた内容を再び詳言するという旨をクリシュナはアルジュ 
ナに告げた。この背景には、すぐれた教師の導きは真に成就する時点 
まで必要不可欠だという理由がある。クリシュナ日く、彼の起源は他 
の神々や天界の者たちでも知らない。というのも、クリシュナという 
本初があってこそ彼らが生を受けたのであるから。究極の目的に達し 
た者だけが非顕現の神を知るゆえ、彼らにはクリシュナがわからない 
のである。真実を把握する者は不生不滅で全世界の神クリシュナを知 
る知識人である。 


識別力や知識、 そして 英断という迷妄からの脱却、美徳、感官の 
抑制 • 満足_精神苦行 • 慈悲 • 栄光からなる能力というものはすべて 
クリシュナが創造する。不滅の七人の聖者、つまり ヨーガの 七段階や、 
その 基本となる四つの内的な力とそれに基づく自存の精神、自己創造 
者など、クリシュナヘの帰依並びに奉献といった特質及びそれから生 
じる全世界はすべてクリシュナが創造したのである。 

これら一切はクリシュナの創造物である。換言すれば、信心深い 
傾向はすべてクリシュナによって作られる。従って、それらは自発的 
に生じるのではなくクリシュナの栄光によって起こるものである。ク 
リシュナの荘厳さを知る人は、完全な同一性化という意味で確かにク 
リシュナと融合するのにふさわしい。 

クリシュナが万物の本初であることを悟る人々は知性も感情も意 
志もすベて奉献し、ひたすら彼を念想して、クリシュナが最も卓越し 
ていると考えるようになり、至福の意味を知る。帰依者が熱心で誠信 
あるならば、修行を通じて最高の境地に到達するためにヨーガの規律 
をクリシュナは必ず教示してくれる。クリシュナは知識の光明によっ 
て精神上の道にある無智という闇を追い払うために求道者の内奥に住 
する。 


クリシュナが完全無欠で永遠で光輝であり、不生で世界の全原子 
に遍在するという真理をアルジュナは信じる。このことはその以前に 
偉大な聖者によって示されたものであり、またアルジュナの時代でさ 
えナーラダ、デーヴァラ、ヴィヤーサといった神仙やクリシュナ自身 
が同じ見解を述べた。クリシュナという精髄は他の神々にも鬼神にも 
知られていない。クリシュナは自分の実在を知らせるために、彼を知 
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る誠意ある帰依者だけを選ぶ。遍在しつつ崇拝者に内在することに 
よって種々の壮大さで崇拝者を導くことができるのはクリシュナのみ 
である。そこでアルジュナはクリシュナの偉大さを示すしるしを解明 
してくれるように懇願する。成就するその瞬間まで、敬愛する神に対 
し崇拝者は熱心な好奇心をもつべきであるから、このことは当を得て 
いる。神の心にあるものが何か崇拝者は把握しないので、これ以外に 
やり通す方法はない。 

こういうわけで、神の偉大性のあらましとしてクリシュナは81 
種のものをアルジュナに示現した。一方ではヨーガの開始による精神 
力の発揮を示すものであり、他方では社会的な成功及び目標達成を教 
化するものである。しかし結局のところ、クリシュナという神の細部 
にわたって知ろうとするのではなく、三界のすべてはクリシュナのま 
ばゆい力から生じる最上最美のものに恵まれているということを把握 
せよと彼はアルジュナに勧説している。 

本章においてクリシュナは、アルジュナの帰依心が心の混乱を消 
し去り、正道における目標に向かって専念できるように、知的水準で 
自分の無限な姿をアルジュナに示した。そうではあるが、こういった 
すべての 事柄を詳しく聴いて理論的に把握しても、クリシュナの真髄 
が何かという問題が残っている。彼に続く道は行動であり、真の行為 
というものを始めなければその道を歩んだことにはならない。 


従ってシュリー•スワミ■アドガダーナンダジから書かれたシュリ 
マド.パガヴアット.ギータに基づいてヤタルタ.ギータの第十章 
『神の壮大さ』が終りました。 

ハリーオマータターサタ 



前章でクリシュナは自分の顕著な壮大性について大まかな説明を 
アルジュナに下したが、アルジュナはそれを十分に把握したと自己満 
足の思いでいっぱいである。そういうわけで、アルジュナは、クリ 
シュナの言葉を聴いたので心の迷いがすべて取り除かれたと断言した 
のである。しかし、本章でそう自認すると同時に、アルジュナはもっ 
と具体的な形で前にクリシュナが説いたことが知りたいのでもある。 
東方が西方と異なるように、間くことと見ることは同じではない。求 
道者が目的に向かって進んで行く過程でそうした目的が目に入ると、 
そこで知ることはその時まで心に思い浮かべたこととは全く違うこと 
もある。それでアルジュナが神の真の姿を知るとき、恐怖に震えて情 
けを乞うのである。ということは、悟った人は恐怖を覚えるというの 
か。さて、好奇心というものは悟ったあとでも残っているものであろ 
うか。いや実はそのときの知的水準で掴むものは薄ぼんやりと不明瞭 
だということである。またそれと同時に真の知識を求めるように促し 
ていることが明白である。そこでアルジュナは次にようにクリシュナ 
に嘆願する。 

1. 『アルジュナは尋ねた。一あなたは温情ある言葉で最高の秘密を 

明かしてくれた。それにより私の迷妄は消えた。』 

最高精神と個我の関係についてクリシュナが説いたことで、アル 
ジュナの中で膨れ上がった迷いは消え去り、彼の心は知識という光に 
包まれたのである。 


qq 一 1 fq^iol 取 1 I そ " 
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2. 『蓮弁の眼をした方よ、万物の生滅とあなたの悠久なる偉大性を 
私にくわしく教えてくれた。』 

クリシュナの説いたことをアルジュナはすべて信じている。 

3. 『聖パガヴアットよ、あなたは私にお告げになった通りの方であ 
る。だが、至高のプルシャよ、私はあなたの厳かで神聖な姿を直 
に見たいと思う。』 

アルジュナは聞いただけでは物足りなくなり、はっきりとクリ 
シュナの姿を見たいと願う。 

4. 『聖パガヴアットよ、私に見ることができるとお考えならば、ど 
うか私にその不滅の姿を見せてください。』 


クリシュナにとってアルジュナは最愛の弟子であり、親友でもあ 
るゆえ、彼はその懇請を受け入れる。このようにして、クリシュナは 
アルジュナの願いを喜んで聞き入れ、自分の広大無辺の姿を示現する 

5. 『聖パガヴアットは告げた。ーパルタよ、尊く多様な私の姿を見 
るがよい。そして、種々の叫び声も聞くがよい。』 
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6. 『バラータよ、私のうちにあるアディーディ 1 神群、ノレドラ神群、 
ヴァス 2 神群、アシュヴィン 3 神群、マルト 4 神群を見よ。そして、 
いまだかつて見たことのない驚くべき姿形を。』 

7. 『グダケーシャよ、私の身体に一斉に会している動不動のものす 
ベてが満ちた全世界を見よ。そして、他にもあなたが望むものす 
ベてを見よ。』 

クリシュナは三節連続して自分の無限な姿を示現するが、不憫な 
アルジュナは何も見ることができない。つまり、彼はうろたえて両目 
をこすっているだけである。アルジュナの狼狽に気づいたクリシュナ 
はその話を急に止めて以下のように告げる。 

8. 『しかしあなたは、その肉眼で私を見ることはできない。そこで 
私はあなたに天眼を授けよう。私の荘厳さと神のヨーガを見 
ょ。』 

クリシュナの恩寵によりアルジュナは意識の最深層にある精神的 
な眼を使えるようになる。ドリタラーシトラ王の御者であるサンジャ 
ヤにも同様に聖者ヴィヤーサの恩恵 5 で心眼が与えられている。従って 
アルジュナに見えることはサンジャヤにも同じように明確に見えてい 
るということになる。このように心眼で見た様態から、そこに生じる 
幸福を彼もまた分け合うのである。 


^CRtTI 1^11 

*iH ^ I 1^91 I 

1^11 


1. 彼女に次ぐ 12 人のアデイトゥヤとして知られる神々の母として神話の中で描写されて 
いる。 

2. 八神からなる神々の等級をあらわす名称。 

3. 太陽神の息子として描かれる双子の天医。 

4. マルトは風神をあらわし、複数形では「神々の群」と解釈してもよい。 

5 第1章を参照。サンジャヤは自制のシンボルである。そして、盲目のドリタラシート 

ラの目となり耳となり、伝言の役割を果たす。無智のとばりに包まれた心が、自制力 
をもつ精神によって理解力を得る。 
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9. 『サンジャヤは語った。一王よ、偉大なヨーガの達人は、遍在す 
る至高の姿をアルジュナに見せた。』 

他の人々に ヨーガの 能力を与えることができる者、つまり ヨーガ 
の達人はヨーゲシュヴァラと呼ばれ、それと同時に神(敬称ハリ 6 )であ 
り、あらゆるものを理解して持ち去る。しかし、この神が悲しみを拭 
い取るだけで喜びを割くならば、悲しみは再びやってくるものである。 

「ハリ」は罪障を除いて、他者に自分の姿を与えるという能力を有す 
る。こうして、絶えずアルジュナの前にいた神が全世界に遍満する光 
彩な姿を示すのである。 

10. -11. 『それは、多くの口と眼、多くの不思議なもの、さまざまな 

装飾をつけて、多くの武器を振り上げ、神々しい花輪と衣服を着 
け、聖なる香油を塗り、驚異なるものの一切からなり、遍在する 
不滅の神の姿である。』 

自制の象徴であるサンジャヤのおかげで無智のシンボルである盲 
目の王ドリタラーシトラにもこの光景は知覚できる。 

12. 『すべてに遍満する神の輝きはたとえ天空に千の太陽が輝こうとも 
それに及ばない。』 


13. 『その時パーンドウの息子（アルジュナ）はクリシュナの身体にお 
いて、神々のうちの神と多様に分かれている世界を一度に見 
た〇』 


6 . 
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最高精神、ヴィシュヌおよび別の多数の神格をあらわす形容辞。ここの解釈は、「取 
り上げる」または「奪う」という意である「ハル」という言葉の轡きの連想からくる。 
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クリシュナに包含された全世界を知ることのできるアルジュナの 
心眼力は美徳から生じる信愛のしるしである。 

14. 『そこでアルジュナは驚きのあまり、総毛立ち、その偉大な神に対 
して敬意を表し、手を合わせて告げた。』 

以前からアルジュナはクリシュナを尊敬してはいるが、ここで真 
の神格性を見せられて彼はさらに深く頭を下げる。つまり、クリシュ 
ナに対する崇敬はこれまでになく深いものであるといえる。 

15. 『アルジュナは言った。一神よ、私はあなたのうちに神々を、そ 
してあらゆる生類の群を見る。さらに蓮華に坐したブラフマー神 
やマハデーヴァ神、すべての聖仙や神的な蛇たちをも見る。』 

これは直覚であり、いわゆる空想の高まりから生じた現象ではな 
い。こうした明確な認識というものはヨーゲシュヴァラが与えた心眼 
でしか得られないものである。これと同様に実在の把握も真正な方法 
によってのみ可能である。 

16. 『神よ、多くの腹と口と眼をもち、ありとあらゆる種類の無限なあ 
なたの姿を私は見る。だが、宇宙に遍くあなたの終わりも中間も 
始まりも私にはわからない。』 

17. 『王冠をつけ、棍棒や円盤 7 をもち、燃える火や太陽のようにあら 
ゆる方向に輝く、計り知れないあなたを見る。』 

ここでクリシュナの壮大性、限りなく深遠な実在の姿をさしてい 
る。すなわち、それはクリシュナを見ようとするとき、目を眩ませる 



chHcii ザ 1 味 *^ i^m I 
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7. ヴイシュヌの重要な武器とされている、先鋭でノコギリの歯状の円盤0 
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神々しい光なのである。その実在は意識で理解できるものではない。 
しかしながら、アルジュナはすべての感官を完全に抑制しているので、 
クリシュナを認識することができる。また、この光景によりアルジュ 
ナはクリシュナの多様な能力の一部を知り、それを大絶賛するほどの 
畏敬心が起こったわけである。 

18. 『私はあなたがアクシャラであり、知らるべき最高の方であり、 
不滅の神であり、自己が目指す究極の的であり、全世界の至高の 
避難場所であり、永遠のダルマの擁護者であり、宇宙の最高精神 
であると信じる。』 

これらはすべて自己に内在する能力である。つまり、真の自己は 
遍満し、永遠不滅で非顕現なものである。聖者は、確かな成就をもた 
らす崇拝によってこれと同じ境地に達する。すなわち、これは個の精 
魂と最高精神は同一であるといわれる所以である。 


19. 『始まりも中間も終わりもなく、無限の力をもち、無数の腕をも 
ち、月と太陽のような目をもち、火のごとく輝く顔、自らの輝き 
により全世界に光を与えるあなたを私は見る。』 

まずクリシュナは無数の姿で示現するが、それは計り知れないも 
のとして表出する。しかしながら、神の目のうち片方が太陽に、もう 
片方が月に似ているというアルジュナの陳述で我々は一体何を得るの 
であろうか。要するにこれは文字通りに考えるべきではないのである。 
神の目に太陽のような輝きと月のような薄明さがあるということでは 
なく、むしろここで知るべき真意は太陽があらわす光明と月があらわ 
す平静である。つまり太陽や月はシンボルである。神は太陽や月のご 
とく世界を照らす。そして、アルジュナが見ている神は眩惑させる光 
輝をもって全世界を照らし続けていることをさす。 
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20. 『至高の存在よ、天地の間の空間はすべてあなたによって遍く満た 
されている。あなたの神々しく凄まじい姿を恐れて三界は慄いて 
いる』 

21. 『多数の神々があなたのうちに入って消える。ある者はその崇高さ 
を激しく称賛し、感謝の祈りを繰り返しながら合掌する。大仙と 
成就者の群は、多くの賛歌によりあなたを讚える。』 

22. 『ルドラ神群、アディーティ神群、ヴァス神群、サーディヤ 8 神群、 
ヴィシュヴァ 9 神群、アシュヴィン神群、マルト神群、アグニ、ガ 
ンダルヴア、ヤクシャ、鬼神、シッダ（成就者）の群はすべて驚 
嘆してあなたを尊敬する。』 

神々、アグ ニ、 多数のガンダルヴア、ヤタシャ、鬼神は驚きの念 
でクリシュナという遍在神を仰ぐ。彼らはクリシュナを理解できない 
ので肝をつぶしている。実に彼らにはクリシュナの真髄を見極めるこ 
とのできる心眼というものがないからである。クリシュナが以前に説 
いたことだが、彼が人間の姿をしていても本当は至高神に住すること 
を知らず、邪悪な性質を帯びた人々はクリシュナのことを単なる凡人 
とみなすのである。そういうわけで、神々やアグニ、ガンダルヴァや 
ヤクシャや鬼神の群はクリシュナにびっくり仰天している。彼らはク 
リシュナが実在することを認識できない。 

切斯明 * ru 信叫叫内為 ^ ^isr^rar：i 
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8. 天空の住人または神々に対する等級。 

9. ある神群の名称。 
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23. 『多くの口と眼、多くの腕と腿と足、多くの腹をもち、おそろしい 

牙を生やしたあなたの巨大な姿を見て、勇者よ、万物は慄く。そ 
して私も . 』 

クリシュナもアルジュナもともに強腕の主である。自然界を超越 
する行為の領域をもつ者は「勇者」である。クリシュナが戦場で完全 
な成就を遂げ、究極の領域に達した一方で、アルジュナはまだ初歩の 
段階であり、その道の途中にいる。アルジュナの行き先ははるか彼方 
といえる。それで百般に通ずるクリシュナの姿を見て、アルジュナは 
他者と同様に無量無辺の神に対して畏敬の念を抱く。 

24. 『天空まで届き、無数に表れ、口は大きく開き、燃えるような無限 
の眼をもつまばゆく巨大なあなたの姿を見て、ヴイシュヌよ、私 
の心奥にある精魂は恐ろしさで震え、勇気も平安も失ってい 
る。』 


25. 『恐ろしい牙が生え、全世界を焼き尽くす大火を放つあなたの顔を 
見て、私は不幸な気持ちとなり、方角もわからない。神々の主よ、 
私はあなたに慈しみと穏やかさを求める。』 

26. 『王たちの群や ビー シュ マ、 ド ロナチヤ リヤ、カルナとともに、ド 
リタラーシトラの息子を、そしてわが軍の指揮官らもすベて私は 
見た。』 
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27. 『むごい牙をもつあなたの恐ろしい口の中へ殺到し、ある者たちが 
歯の間に挟まり、頭を砕かれているのが見える。』 

28. 『海に激しく流れこむ多くの河川のように、人間界の戦士たちはあ 
なたの燃える口に飛び込んでいく。』 


河川の流れは凄まじく、海洋になだれ込む。ちょうど多数の戦士 
たちが神の燃え上がる口の中へ突進している。彼らは非常に雄雄しい 
のだが、神は海のごとし強靭であるので、その偉力に比べて人間の力 
は無に等しい。そうした戦士らがどうして、またどのように神にぶつ 
かっていくのか、次節では言及されている。 

29. 『火の中へ落ちていく蛾のごとく、そうした戦士らが燃え上がるあ 
なたの口の中に入って滅びる。』 

30. 『あなたはその燃える口で全世界を遍く呑み込み、その驚くべき光 
で全世界を焼き尽くす。』 

明らかにこれは不徳の性質が神に融合されて、神聖な宝庫の有用 
性させもそこで解消されるという描写である。美徳の性質もまた同様 
に真の自己と融合する。クリシュナの口の中で姿を消したカウラヴァ 
軍の兵士らとともにアルジュナ側の兵士らもそこで彼は見る。そこで 
アルジュナはクリシュナに懇願する。 
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31. 『至高の神よ、私はあなたの本性がわからないので、実在を知りた 
い。あなたを深く尊敬し、あなたを讚えるから、その恐ろしい姿 
をしたあなたが誰なのか、どうか告げてください。』 

アルジュナはそのように巨大な姿をしたクリシュナが誰であるの 
か、そして彼の目的が何であるのかを知ろうとする。神が遍く満たし 
ている道がアルジュナにはまだ十分に理解できない。そこでクリシュ 
ナは彼に告げる。 

32. 『聖パガヴアットは告げた。一私は強大な時間（カーラ）である。 
諸世界を帰滅させるために、ここにおいて活動に従事している。 
たとえあなたがしなくても、敵軍にいる戦士はすべて滅び行 
く。』 

クリシュナはさらに続ける。 

33. 『それ故立ち上がれ。名声を得よ。敵に打ち勝ち、豊かに富み栄え 
る王国を享受せよ。かの戦士たちは私によって、またあなたに 
よってすでに殺されているのだから。アルジュナ 1 Q よ、あなたは 
彼らを破滅させる道具であればよい。』 

神は行為者でもなければ動因者でもなく、また何か偶発的なこと 
を考案するわけでもないということをクリシュナは繰り返し説いてき 
た。あらゆる行為が神に起因していると思われているが、実はそれが 
そうした人々の妄信からくるに過ぎない。しかし、クリシュナ自身が 
立ち上がり、既に敵を全滅させたということがここで暗示されている。 
アルジュナは敵兵を減すると身振りをし、これに対して功績を認めら 
れる以外に何もすべきことはない。このことは彼の根本的な性質を 
我々に思い出させる。アルジュナは信愛のシンボルであり、神という 
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7 —の原文ではアルジュナをここでサヴャサチナと呼んでいるが、こ 


10. ギータ- 

ジュナがは左手でも弓を射ることができたことから由来する。 


これはアル 
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ものはこのように好ましい崇拝者たちを常に援助し支持するのである。 
すなわち、神はそうして崇拝者の行為者であり、御者である。 

さて、「王国」という観念がギーターに表われるのはこれで三度 
目である。最初アルジュナが戦うことを拒んでいた。そして、彼が地 
球上に繁栄する裕福な王国における争われない支配者、また更にイン 
ドラ神のような、神々の主になっても、彼の感情を擦り減らせていた 
深い悲しみ取り除かれないとの旨をクリシュナに告げた。これらの果 
報を獲得したあとでさえ悲嘆というものが存続するならば、アルジュ 
ナはこのうちのどちらも望まないのであった。そこでヨーゲシュ 
ヴァラ • クリシュナは、戦いに負けても天界に住することになり、 
勝った場合には最高精神に成就するとアルジュナに諭した。そして、 
敵兵はクリシュナによってすでに滅ぼされており、名声と繁栄する国 
の支配の両方を獲得するため、アルジュナはちょうど代理として務め 
なければならないとクリシュナは説く。実に俗的で妄信を生むような 
果報、っまり苦悩が消えることのない俗界の果報というものをアル 
ジュナに与えるということをここでクリシュナは暗示しているのだろ 
うか。いや、そうではない。クリシュナが約束する果報とは、神との 
究極的な合一であり、それにより物界における矛盾のすべてを消すこ 
とができるものである。これは永遠の成就であって、決して滅びるこ 
とがなく、全ヨーガのうち最上のラジャヨーガによる結果である。そ 
こでクリシュナはアルジュナにもう一度確認のため以下勧告する。 

34. 『ド ローナ チャリヤ、 ビーシュマ、 ジャヤツドラタ、カルナ、及び 
その他の勇士たちは私によって殺されているのだが、恐れずにあ 
なたは彼を滅ぼせ。あなたは敵に打ち勝っはずだから、戦うの 
だ 。 』 

クリシュナはここで再度自分がすでに打倒した敵兵らを滅することを 
アルジュナに勧める。第五章の13〜15節でクリシュナは、神が行為者で 
はないと説いた一方で、クリシュナが行為者であることを暗示してい 
るのか。後でクリシュナは遂行された善悪の行為において5つの手段 
があると付言するが、それは具体的に基本原理（なされた何かの吉兆 
を受けて得る抑制力）、動因（心）、道具または手段（感覚や性質）、 
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努力または力の発揮（願望）、神意（前世における行為により定めら 
れたもの）である。神が唯一の行為者であると主張する人々は無智で 
迷妄的である。それでは、この矛盾に対してどんな説明がなされるの 
か。 


実は自然界と最高精神の間に分界線があるということである。物 
界の対象物による作用が優勢である以上、遍在する無智（マーヤー） 
は原動力である。しかし、崇拝者が自然界を超越したならば、敬愛す 
る神または悟りを開いた導師の行動領域に入る鍵を手にすることにな 
る。「意欲の動因」という意味で、先達者•個の精魂•最高精神•崇 
拝の対象•神とはすべて同意義である。崇拝者が進む方向はすべて 
神が定める。この段階が過ぎると、神またはすぐれた導師は崇拝者の 
心にあらわれ、正道に沿って導く御者となって崇拝者の心に内在する。 

恩師のマハラジャ • ジ氏日く、 「崇拝者が真の自己を認識し、神 
がその水準に帰着するまでは、本当に崇拝が開始されたことにはなら 
ないということを肝に銘じよ。その後は何をしようともすベて神の賜 
物であり、崇拝者が進む道は神の信号と方向に従っている。崇拝者の 
成就は神の栄光である。神は崇拝者の目となって、正しい道を見せて、 
神と合一できるように仕向けてくれる」。このことは、クリシュナが 
アルジュナに敵を全滅させよと勧告することと同じ意味である。神は 
彼の傍らに存続するのであるから、アルジュナは確かにそれを成し遂 
げることになる。 

35. 『サンジャヤは（さらにドリタラーシトラに）語った。ーケシャ 
ヴァ 11 (クリシュナ）の言葉を聞いて、慄いて震えながら、それ 
でも気を取り直してアルジュナは合掌し敬礼してクリシュナに 
言った。』 

サンジャヤはアルジュナが見たものと全く同じものを見た。ドリタ 
ラーシトラは盲目であるが、それでも抑制力を用いてしっかりと見た 
り聞いたり理解することができる。 


抑 I'd : 利 ^^ I 


11 . ヴイシュヌ（神）の別称のひとつ。 
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36. 『アルジュナは言った。ーフリシケーシュよ、あなたの名と栄光 
を称賛する歌を謳って歓喜し、あなたの栄光に慄いて悪魔が逃げ 
去り、成就者の群が敬礼することは尤もなことである。』 


37. 『偉大な精魂よ、あなたが存するとき、あなたを崇める以外に彼ら 
に何がなせようか。あなたは神々の主であり、宇宙根源の力であ 
り、不滅の最高精神である。そして有非有のすべてを越える存在 
である。』 

不滅の神を直覚した ので、アル ジュナはこのように主張できる。 
知的 レベルでの 心象または想定だけでは、不滅の最高精神を認識する 
ことはできない。 アル ジュナの神に対する直覚は内なる認識である。 

38. 『無限の方よ、あなたは本初の神であり、永遠の精神であり、全世 
界の至高神である。また先覚者であり、知らるべき対象であり、 
究極の目的であり、全世界に遍く存在である。』 

39. 『あなたは風であり、死神（ヤマラジャ）であり、雨の神（ヴァル 
ナ）であり、月であり、あらゆる創造物の主であり、ブラフマン 
の大本である。私は千回あなたに敬礼する。そして、さらに再び 
もっと敬礼する。』 

アルジュナは何度も何度も敬意と信愛を込めて敬礼しても満足で 
きないので、彼はさらに尊敬の念を込めて敬礼する。 


40. 『不滅で全能の方よ、あなたは無限の勇気をもち、一切に遍在する 
神であるゆえ、あなたは一切者である。』 

inwPn 'RnSE^TT: 11 拆 U 
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そういうわけで、アルジュナはひたすら敬礼し続ける。そして、自分 
のこれまでの誤りをクリシュナが赦してくれるように懇願する。 

41.-42. 『無限の方よ、私のあなたに対する失礼な行為をお許しくださ 
い。私は不注意から「クリシュナよ、ヤーダヴァよ、」とあなた 
を呼びかけてしまった。アチユタ（不死のもの）よ、私はあなた 
を友人だと思い、散策したり寝たり座ったり食事をしたりする間、 
あなたと二人の時、または他の者と一緒の時、あなたの偉大さを 
知らないで無礼な言葉を向けてしまったことを。』 

アルジュナには自分の間違いをクリシュナに詫びる勇気がある。 
というのも、アルジュナはクリシュナが他の人々とは異なることを確 
信しているからである。すなわち、クリシュナは人類の父であり、最 
もすぐれた学徳者であり、敬いと慎みをもって崇拝するにふさわしい 
対象といえるからである。 


43. 『あなたは動不動の世界における父であり、最上の先覚者であり、 
最も敬わるべきである。三界において、あなたに等しいものはな 
く、あなたは最も偉大である。いわんや勝る者は他にいない。』 

44. 『それ故、敬礼し、身を伏して、あなたに請う。讃えらるべき神よ、 
父が子に対するように、友が友に対するように、愛する夫が愛す 
る妻に対するように、私の過ちを許し給え。』 


アルジュナは、自分の間違いに対して寛大になれる心をもつのが 
クリシュナだけであると確信している。しかし、アルジュナの犯した 
誤りとは一体何か。「クリシュナ」以外にこのような色黒の友人をア 
ルジュナはどう名づけることができようか。ここで黒人を白人と呼ぶ 
べきだろうかという疑問が生じる。単刀直入に言えば、そもそもクリ 
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シュナはヤーダヴ ァ 族の出身であるゆえ、彼を「ヤーダヴ ァ」 と呼ぶ 
ことは間違いではない。また、クリシュナにしてもアルジュナを親し 
い友であると考えているので、アルジュナが彼を「友人」と呼ぶこと 
が失礼になることはなかった。しかしながら、クリシュナを「クリ 
シュナ」と呼んだことは侮辱であるので、アルジュナは弁解の余地が 
ないほど無礼であると思っていることが明らかである。 

瞑想の道はクリシュナが教示したように本質的に一つしかない。 
第八章の第13節において彼はアルジュナに聖音オームを念誦して、ひ 
たすらクリシュナを念想するように勧告した。既述のとおりオームと 
は不滅の神のシンボルである。オームとは、非顕現である至高の存在 
を示すものであり、これはまた神を知る究極の境地に達した聖者のシ 
ンボルでもあるゆえに、アルジュナはこの聖音を唱えて、クリシュナ 
の表象を想起するように教示された。アルジュナはクリシュナの荘厳 
さを真に把握しているので、クリシュナは白人でも黒人でもなく、ま 
た友人でもヤーダヴァでもないという事実がアルジュナに告げられる 
ことになる。すなわち、クリシュナは不滅の最高精神と合一し、神そ 
のものである偉大な精魂なのである。 

ギーターにおいて五回にわたって、クリシュナはオームの念誦の 
重要性を熱心に説いている。つまり、祈る必要があるとき、クリシュ 
ナの名を呼ぶというのではなくて聖音オームを唱えるということであ 
る。たいてい感傷的な崇拝者は何とかして新しい方法を作り出そうと 
する。ある人々は礼節上の論争で狼狽しているか、または別のやり方 
でオームを唱える。また、ある人々は聖者たちに懇願したり、クリ 
シュナにすぐ取り入ることに熱心な人々は彼をラーダーと名づけたり 
もする。ラーダー 12 とは有名な牛飼いの女であり、クリシュナの愛を 
受けた存在とされているが、この愛は個の精魂と最高精神の合一のシ 
ンボルである。彼らはすべて献身的な態度からこのような行いをなし、 
自分たちの祈りを捧げることは過度の感情によることが確かである。 
クリシュナを真に念想するというならば、我々は彼の指導に沿って行 
なうべきである。非顕現であるけれども、クリシュナは常に我々の前 
に臨在していいる。たとえ彼に対する認識が不十分なときでさえ、ク 
リシュナを直に見ることができなくとも彼は常在している。我々は彼 
の声が聞こえなくとも、それに含まれている。ギーターの趣意から学 
ぶことは必ずあるけれども、クリシュナの教説に基づいて歩もうとし 
ないなら、そこで習得できることはほとんどないといってよいだろう。 

12. クリシュナが愛した、高名なゴピ、つまり牛飼いの名称。この愛は、個々の精魂と最 

高精神が合一する象徴であると考えられている。 
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ギーターをよく聴いて、学ぶ人々は真の知識とヤジュニヤを体得して、 
尊貴なものに到達する。従って、ギーターの学習は不可欠である。 

調息状態で瞑想をしているときに、「クリシュナ」という名を連 
鎖的に念誦することができないものである。全く感情的にラーダーと 
いう名を念誦する人々がいる。近づきにくい小役人の妻に媚びること 
がよくみられるが、それに似て多くの人々が神に気に入られようとし 
ても不思議ではない。そういうわけで、ラーダーがクリシュナの境地 
に入ることを容易にしてくれると願って、「クリシュナ」と発するこ 
とをやめて「ラーダー」と唱え始める場合も生じうるだろう。しかし、 
ラーダー_身がタリシュナと合一できないならば、そんなことをラー 
ダーに望むことは無理である。他の人々が思い込みで唱えるものは気 
にせずに、聖音オームのみを唱えればよい。それと同時に、ラーダー 
を模範にすべきであることも確かである。というのも、ラーダーの愛 
する対象に対する深い献身の心をもって我々は神に専心すべきである 
から。本質的に我々もまたクリシュナから離れて、やつれているラー 
ダーのようである。 

クリシュナの実名がそうであるから、アルジュナは「クリシュ 
ナ」として自分の友に話しかけた。同じように、感傷的な気持ちから 
多くの崇拝者は尊貴な人の名を唱える。しかしそうであっても、成就 
を遂げた後、聖者は内在する非顕現の神と合一することは既に自明で 
ある。実に沢山の求道者は「師よ、我々が瞑想する時、オームの代わ 
りにあなたの名やクリシュナの名をなぜ唱えてはいけないのですか」 
というふうに疑問に思う。ヨーゲシュヴァラ•クリシュナが明らかに 
切言しているように、聖者は成就することによって、精魂が最高精神 
に融合されるので神そのものとなる。つまり、「クリシュナ」とは、 
ヤジュニヤにおいて念誦する名ではなく、神の別称である。 

アルジュナは自分の無礼さを許して、温和な姿に戻ってくれるよ 
うに嘆願するので、クリシュナは彼を許して、その望みを叶える。以 
下、クリシュナに懇請するアルジュナの言葉である。 

45. 『希有のもの、その厳かに遍く姿を見て、私は嬉しい。しかし、 
私の心は恐怖でおびえている。無限の方よ、神々の主よ、どうか 
前の姿を示してください。』 

3i^g4cf yo^f^d 
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ヨーゲシュ ヴァラ •クリシュナは今まで アル ジュナの前に自分の 
無限の姿を示した。その姿は アル ジュナがこれまで見たこともないも 
のであり、歓喜と苦悩が一度に彼を襲ったのは全く当然である。 アル 
ジュナの心は非常に動揺している。 アル ジュナは自分の弓術の技を誇 
りとしており、その点で自分はクリシュナよりも勝っているとさえ信 
じていたのである。ところが全世界に遍くクリシュナの真の姿を知り、 
アル ジュナは慄き震えるしかなかった。前章でクリシュナの壮大さが 
描写されたが、 アル ジュナはそれによりクリシュナには真に知識と賢 
智があることを確と受け止めるようになったのである。こうした知識 
と緊智を備えた人には恐怖や不安というものは非有である。神の存在 
を直覚するという体験には本当に特別な意眛がある。崇拝者が理論的 
にすべてを把握したところで、それを実践して直に体験するのでなけ 
れば、依然として実在を認識したことにはならない。そうした実体験 
により、 アル ジュナに喜びと畏れが同時にやって来て、心が揺れ動い 
てしまうのである。そこで、 アル ジュナは優しく穏やかな姿に戻るよ 
うにクリシュナに頼む。 

46. 『遍く広がる神よ、王冠をつけ、棍棒を持ち、円盤を手にしたあな 
たをまた見たい。千の腕をもつ方よ、どうか四つの腕をもつ姿に 
戻ってください。』 

さて、次に四つの腕をもつクリシュナの姿について言及される。 

47. 『聖パガヴァットは告げた。一 「アルジュナよ、あなたを恩顧し、 
神の ヨーガに より、まばゆく無限で遍く本当の姿をあなたに見せ 
た。これまで他にだれも見たことのない姿を。」』 

48. 『クル族の最高者アルジュナよ、人間界において、あなた以外に私 
の無限の姿を見た者はいない。ヴヱーダにおける知識、ヤジュ 
ニヤの実践、慈悲や徳行や厳しい精神苦行によっても見ることの 
ない姿をあなたは見た。』 

切ず 士 ゃ 1 〇 1 呢 1 Iq^yHrT11 对 11 

: HMI 州 4 

内明' Jffnj I 桃" 

如私 M: 步 MlcfUl I 似 11 



306 


ヤタルタ • ギータ 


本節でクリシュナが断言し、はっきりとアルジュナに告げたよう 
に、他の人々にはクリシュナの無限の姿は決して見られないというの 
であれば、ギーターは我々には無用といって過言ではない。確かにこ 
こでいう神を認識する能力はアルジュナにしかないのである。しかし 
ながら、クリシュナに専心して、あらゆる感情から離れつつ真の知識 
をもって精神を浄め、彼の境地に入った他の聖者たちがアルジュナと 
同じ能力をもっていたことをクリシュナはすでに説いている。それな 
のに、ここで何とクリシュナは、過去にも未来にも彼の無限の姿を人 
間界において見た者はいないと教示している。それではアルジュナと 
は一体誰であるのか。ギーターにおいてアルジュナは深い帰依心、つ 
まり信愛のシンボルである。従って、こうした信愛の心がない人は過 
去においても未来においてもそれを理解できないという意味である。 
ここで言及されている信愛という力は、崇拝者が外界物の一切から離 
れて、ひたすら神に専心しなければ備わらない。定められた方法に従 
い、真の愛をもって神に近づく人が至高の境地に達する。アノレジュナ 
の嘆願を聞き入れて、クリシュナは再び四つの腕を持つ姿を示す。 

49. 『私のこの四つの腕（蓮華•巻貝•棍棒•円盤）をもつ姿を見よ。 
このように恐ろしい姿を見ても畏れず、深い愛情をもってひたす 
ら私を念想せよ。』 

50. 『サンジャヤは（ドリタラーシトラに向かって）さらに語った。 
—ヴ アースデーヴア は、アルジュナにこのように告げると、以前 
の姿に戻った。聖者クリシュナはそこで温和な姿となって、怖が 
るアルジュナを励ました。』 

51_『（それゆえに）アルジュナは言った。一「ジャナルダーナよ、 
あなたの温和な姿を見て、今やっと平静を取り戻し、安心してい 
る。」』 


TTT % oq^ii ITT マ ^^1 
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クリシュナが四腕の姿に戻ってくれたのでアルジュナは喜んだ。 
しかし彼の要望に応じて、クリシュナが頼まれたとおりの姿に戻ると 
き、アルジュナが見るものとは何か。別の人間らしい姿というのか。 
実は「四腕」や「多腕」という用語は、究極の境地に達した聖者に用 
いられる。両腕の聖者、つまり指導者は愛弟子と共に臨在しているが、 
どこか他から来た弟子もまたその聖者を想起する。というのも、そう 
した聖者は自力で浄めた精神の目覚めによって求道者に正道を示す御 
者に成り変るからである。「腕」は行為のシンボルであるゆえに、 
我々の腕は外部だけでなく内部でも機能する。これがまさに四腕の姿 
なのである。クリシュナの四腕から生じる「巻貝」、「円盤」、「棍 
棒」、「蓮華」はすべて象徴であり、それぞれ真実の目標確認（巻 
貝）、成就の循環期の開始（円盤）、感官の抑制（棍棒）、清純な行 
為をする能力（蓮華）を表している。そういうわけで、アルジュナは 
四腕をもつ人間の姿をしたクリシュナを心像する。すなわち、四本の 
腕を有するクリシュナということではなく、 「四腕」とは聖者が心身 
共に成就するための特別な行為の仕方を暗喩している。 

52. 『聖バガヴアットは告げた。一 「あなたが見た私のこのような姿 

は、きわめて見られ難いものである。神々ですら、この姿をしき 

りに見たがっている。」』 

クリシュナのこうした穏やかで情け深い顕現は非凡であって、 
神々でさえもそれを見たいと切望する。言い換えれば、誰でも聖者の 
本性を見極めることができると言えないのである。筆者の恩師マハラ 
ジヤ，ジ氏の先生にあたるサツヤンギ氏は真の経験者であり、また至 
上の精魂の持ち主であったが、たいていの人は同氏を狂人と見なした 
という。結局は同氏がりっぱな導師であるという神意を悟る徳人はか 
なり少数派であった。こうした少数派の人々だけが同先生を心から理 
解し、先生の無形化の世界に入り、究極の境地に成就した。このこと 
は、意識的に清心を備えた神々がクリシュナの「四腕」の姿を切望す 
ると彼がアルジュナに説くとき、アルジュナにほのめかしたことであ 
る。ヤジュニヤによりクリシュナを識別しうるかどうか、施し物また 
はヴエーダの研究に関してクリシュナは以下述べる。 


Pirq qWicwl もり i: I 11 
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53. 『ヴ: r ーダの知識や苦行や布施、そして供養やヤジュニヤの遂行に 
よっても、あなたが見たように私の四腕の姿を見ることはできな 
い。』 


クリシュナを認識するための唯一の方法は次節で解明される。 


54. 『アルジュナよ、ひたむきで清らかな崇拝者はこのような私を直に 
知り、その本質を掴み、深い信愛のもとで私と融合する。』 

最高精神に達するための唯一の方法は完全に専心すること、すな 
わち求道者は崇め称える神のみを想起する状態に入ることである。第 
七章にあるように、結局は知識でさえ信愛というものに変化されるの 
である。クリシュナは少し前に述べたように、アルジュナ以外に彼を 
見た者はなく、未来においてもいないのである。しかし、確かな信愛 
をもつ崇拝者はクリシュナを知るだけではなく、彼を直覚して彼と合 
一することができる。従って、アルジュナとは信愛あふれる崇拝者の 
呼称であり、いわゆる人名ではなく心全体の状態をさす名である。つ 
まり、ひたむきな信愛がアルジュナなのである。 

55. 『アルジュナよ、私のために行為（マトカルマ）をなし、私にひた 
すら専念（マトパラマ）し、私を信愛し、執着（サングヴァルジ 
夕）を捨て、万物（ニルヴァイラ•サルヴァブータ）に対して悪 
意をもたない人は私を知り、私に達する。』 

ヨーガの段階が徐々に進展するときの四つの必要条件の用語とし 
て 「マトカルマ」、「マトパラマ」、 「サングヴ アル ジタ」、 「ニル 
ヴァイラ•サルヴァーブタ」というのもがあって、これらは至高の境 
地に到達する能力を養う（そうした人生が手段である）ために重要な 
要素であり、ヤジュニヤの実践、つまり定められた行為という意味を 
なす。 「マトカルマ」 は崇拝者のクリシュナへの救済及び帰依の必要 

^ ^ Q 叫叫 I 

^ 11 沁 ゞ 11 
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性をさす。なすべき行為はあらゆる執着を捨て、行為の果報（サンダ 
ヴァルジタ）を求めずに公平無私でなかれば、実行不可能である。最 
小ではなく、最終の必要条件は「ニルヴァイラ•サルヴァブータ」と 
呼ばれ、万物に対する悪意や反感を抱かないということである。従っ 
て、こうした四つの条件を満たす崇拝者はクリシュナに達することが 
できる。言うまでもなく、本章の最終節によって促された4つの方法に 
従って行動すれば、その結果として生じる状態は世俗的な戦争や流血 
というものと全く無関係である。すなわち、ギーターは外的な戦いで 
はないという示唆である。本書では一度も外的暴力又は殺戮という心 
思を支持する箇所はない。ヤジュニヤを通じて自己を奉献して、神だ 
けを想起し、物界及び行為の果報から完全に離れて、万物に対する悪 
意は一切消えているとき、一体誰と何ゆえに戦うべきだというのか。 
クリシュナによれば、アルジュナは彼を知ったのである。わずかでも 
クリシュナに対して反感などが残っているならば、これは不可能であ 
る。ギーターにおいてアルジュナが挑む戦いとは、俗事や果報から離 
れて公平無私の境地に到達し、ひたすら神に専心するという崇拝の任 
務にかかわるとき、必ず道の途中で生じる執着•嫌悪•愛執•反感 • 
欲望•憤怒という臆病な敵（マイナス感情）に対してであることが明 
白である。 


★★★★★ 

クリシュナの壮大な示現と懇話によって、_分の迷妄はすっかり 
消え去ったのだと本章の始めにアルジュナは告白した。そして、クリ 
シュナは以前に彼が遍在していると告げたので、アルジュナもまたそ 
の壮大さを直に心像したいと希望した。そこでアルジュナは、ヨーガ 
の達人クリシュナの荘厳さを心眼で見ることができるのならば、どう 
か不滅で無限の姿を見せてくれるように懇願した。アルジュナがクリ 
シュナの親友であり、最も大切な弟子であるから、クリシュナはその 
願いを喜んで受け入れたのである。 

クリシュナは_分の無限の姿を示してから、七人の不滅の聖 
者 n や昔の時代の聖者やブラフ マー 神、ヴイシュヌ神など天界の存在 
をアルジュナに見るように命じた。こうして、さらに遍く広がるクリ 
シュナの威光にアルジュナは引きつけられたのであった。要するにク 

13. マレーチ、アンギラス、プルガトウヤ、ブラー、クラトウ、アトリ、ヴアシシュタ。 

7人の聖者もまた、求道者が究極の境地という目的を完全に達成するまでのヨーガの 
7種の実践または7段階、あるいは特質をあらわす。 
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リシュナは、生物 • 無生物など一切のものが彼のうちに一堂に集まっ 
ているのを一瞬に見ることができると説き、それでアルジュナは知り 
たいと思ったのである。 

これに関してクリシュナは第5〜7節にかけて例説したのだが、その 
壮大さをアルジュナが肉眼で確かめようとしても不可能であった。こ 
うした神の威光は無論アルジュナの前に存するが、肉眼を通して見る 
場合にクリシュナは人間の姿でしかない。アルジュナが難問を抱えて 
いるので、クリシュナは休止して_分の無限の姿を認識できる心眼力 
をアルジュナに与えた。そこでアルジュナは神の真の姿をしかと見て 
認識したのであった。恐ろしい姿のクリシュナを見て、アルジュナは 
深く慎んで自分の間違いを許してくれるように懇請し始めたのである。 
といっても、これが真の過ちであると断言するほどのものではない。 
アルジュナは、自分が「クリシュナ」に向かって「ヤーダヴァ」とか 
「友」などと話しかけたことが無礼であったと考えた。しかし、こう 
した呼びかけは誤りではないので、アルジュナの要望に応じてクリ 
シュナは快く温和な姿に戻って、アルジュナを慰労し励ました。 

アルジュナが「クリシュナ」に対して友と呼びかけてもそれは冒 
浣ではない。そして、クリシュナは肌黒である。クリシュナはヤドウ 
ヴァンシサの出身であるので、「ヤーダヴァ」と話しかけることが軽 
率とはいえない。クリシュナはアルジュナを親しい友であると考えて 
いるので、アルジュナがクリシュナを「友」と呼んだことは不当では 
ない。これらの呼びかけの表現は実は「聖者」と呼ばれる偉大な精魂 
に対する初心の求道者の心得を表す例である。そうした聖者の姿形に 
応じた呼びかけをする人々もいれば、それぞれの特質に従って名づけ 
る人々やそうした聖者を同等に思う人々もいる。しかし、そうした 
人々は聖者の本質が理解できない。アルジュナが遂にクリシュナの真 
の姿を知るとき、肌の色は問題にはならないし、どんな出身か誰の友 
かということも論外である。クリシュナが唯一無二であるなら、どの 
ように彼の友人又は仲間になることができるのか。クリシュナとは理 
性や分別を超越している。ヨーゲシュヴァラ_クリシュナが求道者を 
選んでそこに示現するときが唯一彼を認識できるチャンスである。正 
確に言えば、アルジュナが詫びる場面では、そうした理由が隠されて 
いる 。 

本章で扱われた問題点としては、「クリシュナ」と呼びかけるの 
が無礼であるなら、一体どう彼の名を念誦すべきかということが挙げ 
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られる。さて、この点については第八章でクリシュナが言説したよう 
に、不変で遍在の崇高神をあらわす本初の聖音オームを唱えることは 
崇拝者の行為基準である。オームは全世界に遍く真髄であり、クリ 
シュナに包含されている。崇拝者たちはこの聖なる音節を唱えて、ひ 
たすらクリシュナを心像するように勧告されたわけであるが、クリ 
シュナの心像とオームは崇拝者が祈りと瞑想をりっぱに遂行するため 
の鍵である。 

アルジュナはクリシュナが四腕の姿を見せてくれるように懇願したの 
で、彼は慈悲深い穏やかな姿に戻った。アルジュナは四本の腕をもつ 
クリシュナを目にすることを願ったけれども、そこには人間の姿をし 
たクリシュナが現れたのであった。永遠の全能神の境地に達したヨー 
ギンは現世においてクリシュナに住し、外部の二本の腕で行動する。 
しかし、そうしたヨーギンは自己の精魂において目覚め、それと同時 
に他の求道者の精魂においても御者かつ案内役としてどこででも活力 
を注ぐ。従って、腕とは行為のシンボルであり、これは四腕の姿の特 
徴である。 

クリシュナはそうした無限の姿を過去にも未来にもアルジュナ以外に 
見た者はいないと告げた。これをそのまま言葉通りに考えていけば、 
本書は無益なものといえる。しかし、クリシュナがさらにアルジュナ 
に説くように、他の崇拝者が深い信愛をもってクリシュナをひたすら 
想起すれば、クリシュナを知ってその真実を把握し、クリシュナとい 
う神と合一するのが難しくないのである。アルジュナはそのような帰 
依者であるから、クリシュナを知ることができる。崇拝する神への愛 
情とは献身から生じる清らかな形である。ゴスワミ，トウルシダース 
日く、 「愛のないところに神は示現しない」。崇拝者に信愛という感 
情が欠けているならば、神を理解することは不可能である。愛情が存 
しないとき、ヨーガや祈祷や慈悲や苦行にどんなに励んでも神の境地 
に達することはありえない。従って、精神探索の道を成就するために 
は帰依心というものが絶対不可欠である。 

本章の最終節においてクリシュナは、定められた行為であるヤジュ 
ニヤの順守、クリシュナへの無私行為及び帰依心、俗事や果報への執 
着からの脱却、万物に対する悪意の消滅を包含する四種類の方法を指 
摘した。こうした方法による崇拝成就の心境においては、外的な戦い 
又は虐殺はまさに非有である。 
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崇拝者がすべてを神に奉献し、ひたすら神のみを想起し、感官を完全 
に抑制して、一切のものから離れ、邪悪な感情をすべて捨てていると 
き、外的な戦いに臨むという考えは全く不可能である。公平無私の態 
度で、臆病な敵であるマイナス思考から脱却して、究極の目標に達成 
することは、敗退の可能性が皆無である真の勝利である。 


従ってシュリー • スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド • バガヴアット.ギータに基づいてヤタルタ.ギータの第11章 

『偏在性の示現』が終りました。 


ハリーオマ^—タタ^ーサタ 


第 12 章 


信愛の ヨーガ 


第十一章でクリシュナは、アルジュナに示現した無限の姿をこれ 
まで見た者もなく、今後もそれを見る者がないと繰り返し説いてきた。 
アルジュナが見た実在を容易に認識するためには、いわゆる苦行•祭 
祀 • 奉献などではなく、不動の帰依心をもって絶え間なく念想するこ 
とが必要である。そこでアルジュナは、クリシュナに帰依して彼だけ 
を想起するように勧告された。すなわち、定められた崇拝の行為を実 
践し、クリシュナにそのすべてを奉献するということである。確固と 
してひたすら帰依することは究極の境地に達するための方法である。 
こういうわけで、当然アルジュナはクリシュナのような顕現神を崇め 
る求道者と非顕現の精魂を念想する求道者のうち一体どちらが優れて 
いるかが知りたくなるわけである。 

実は、アルジュナがこうした問題を提起するのはこれで三度目で 
ある。知識のヨーガが無私行為のヨーガより優れているならば、どう 
して残酷な行為を遂行させようとするのかとアルジュナはすでに第三 
章においてクリシュナに尋ねている。クリシュナの見解では、双方に 
おいて行為は必要不可欠である。 

そうとはいえ、ただ無闇に感官を抑制しつつも俗事に対する執着 
心があるならば、そうした崇拝者は聖者ではなく単に高慢な詐欺師と 
いえる。そういうわけで、アルジュナは定められた行為であるヤジュ 
ニヤの実践に取り掛かるように勧告されたのである。崇拝の特別な様 
式であり、至高の境地に達するための手段であるヤジュニヤの方法は 
これまで叙述されてきたが、知識のヨーガと無私行為のヨーガは、双 
方共にヤジュニヤという崇拝行為を開始するものであり、そこに何ら 
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かの相違点があるのだろうか。無私行為のヨーガとは、無私の境地に 
ある熱心な帰依者がヤジュニヤという行為に専心し、その行為をすべ 
て崇高神に捧げるというものであり、その一方、知識のヨーガとは、 
真の知識あるヨーギンが自己の判断力に基づいて同じようにヤジュ 
ニヤを実践するというものである。 

さらにアルジュナが第五章において、なぜクリシュナはときにす 
ベてを放擲する無私行為のヨーガを勧め、ときに知識のヨーガを勧め 
るのかと尋ねた。すなわちアルジュナは一体どちらがより優れた方法 
であるかを聞こうとするわけである。無論、双方の方法において、行 
為というものが共通の要素であることをアルジュナは知っていた。だ 
が、より優れている方法を選択するという問題に直面したアルジュナ 
はクリシュナに答えを求める。どちらの方法を選択しても、究極の境 
地に達することはできるけれども、やはり知識のヨーガよりも無私行 
為のヨーガのほうが優れているとクリシュナは諭した。つまり、無私 
行為というものがあってこそ初めてヨーギンになれるわけであり、ま 
た真実を認識できるからである。知識のヨーガにおいても行為なしに 
歩むことは不可能であり、その道での障害はもっと多大となる。 

さて、次の質問はこれで三度目となるが、信愛をもって無私行為 
をなす道と永遠で無限の原理を熟考する知識の道のうち、一体どちら 
が優れているかとアルジュナはクリシュナに問う。 

1. 『アルジュナは尋ねた。一絶えずあなたの姿を念想する帰依者と不 
滅で非顕現の精魂としてのあなたを念想する人々では、どちらが 
ヨーガを熟知していることになるのか。』 

完全に放擲しつつ無私の境地となって、ひたすらクリシュナを崇 
拝する人々も、独立_存し、自己の判断力に基づいて、§己に内在す 
る非顕現かつ不滅の神を崇拝する人々も、クリシュナの定める行為の 
道を歩むものである。それならば、一体どちらの崇拝者のほうがヨー 
ガを熟知しているということになるのか。クリシュナは以下に答える。 


奇切合町布 qVllqTIHI ： 11 戈 11 
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2. 『聖パガヴアットは告げた。一ひたすら私を信愛し、私に専心して 
私という神を崇拝する人々は最高のヨーギンであると、私は考え 
る。』 

3. -4. 『感官を完全に抑制し、平静で無形で遍在する不滅の最高精神を 

絶えず崇め、堅固な念想を続け、万物に対して公平無私である 
人々は私に達する。』 

神のこうした特質はクリシュナのそれと全く同じである。 

5. 『肉体をもちながら、非顕現な神に帰結することはきわめて難しい 
ゆえ、無定形の神に帰依する人々が完全に成就するのは、もっと 
労苦を要する。』 


物的存在への執着があるために、無定形（ニルダナ）の神ではな 
いものに帰依する人々には成就がより困難である。崇拝者が自己の生 
まれや能力にうぬぼれている限り、非顕現で無定形の神に到達するこ 
と最も難しい。 

ヨーゲシュヴァラ • クリシュナは神のような先覚者であり、非顕 
現の神はクリシュナのうちに示現された。クリシュナによれば、ある 
聖者に救済を求めずに、自分の能力を信頼する求道者は現在と未来の 
状況を把握することで、最終的に内在する非顕現の精魂と出会うとい 
う意識をもち、自己と最高精神は同一であり、自己の精魂が「神」で 
あると考え始めがちである。このような思考を抱きつつ成就すること 
を待たない人には、自己の肉体そのものが実在する「神」であるとい 
う感情が芽生える。すると、こうした求道者は悲嘆の泥沼である可滅 
の世界にはまり、遂には一般にいわれる死を迎えるのである。しかし、 
恵み深いクリシュナの教えに従う崇拝者はそんな状態には陥らない。 
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6.-7. 『パルタよ、信愛をもって私のみに専心して崇拝し、すべての 
行為を私に奉献し、堅固な心で常に私を念想する人々を私は可滅 
の世界から救済する。』 

クリシュナは、このような献身的な心を養うようアルジュナに勧 
告し、成就するための道を解き明かす。 

8. 『私に心を向け、私に知性を向け、常に私を念想するならば、あな 
たは必ず私のうちに住むであろう。』 


以前にアルジュナは風を抑えるのと同様に心の抑制は困難である 
と告白したが、そのことからしても、クリシュナは彼の弱さに気づい 
ている。そこで、クリシュナは直ちに付言する。 

9. 『ダナンジヤヤよ、ひたすら私に心を向けることが難しいというな 
ら、常にヨーガの修習（アビヤーサ•ヨーガ）をして私に達する 
ように努めよ。』 

ここで「修習」とは、心が動揺するのを繰り返し抑えて、切望す 
る目的に集中するという意味である。しかし、アルジュナがこれを実 
行できないならば、クリシュナのみを念想するように崇拝を繰り返し 
行い、思考と行為のすべてがクリシュナに集中できるならば、アル 
ジュナは確かに究極の境地に成就するはずである。 


10. 『ヨーガの常修が無理である場合には、私のための行為に専念す 
るように努めよ。それにより、私に達するであろう。』 
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11. 『もし、それさえも不可能であるなら、私へのヨーガに帰依して、 
自己を抑制し、すべての行為の果報を捨てよ。』 

アルジュナはこれさえも不可能であるとき、果報に対する執着を 
捨て、損得という考えから離れ、無私の境地となってすぐれた聖者の 
もとで救済を求めるべきである。こうした聖者の励ましによって、定 
められた行為は無理なく開始されることになる。 

12. 『知識は実践よりも優れ、膜想は知識より優れ、行為の果報を捨離 
することは瞑想より優れている。そして、捨離により直ち寂静が 
得られる。』 

心の抑制の実行よりも知識のヨーガにおける行為を実行したほう 
がよい。知識による行為の成就よりは膜想のほうがよい。というのも、 
究極の目的は常に熟考において存するものであるから。しかし、瞑想 
を行なうよりも行為の果報を捨て去る方がよい。アルジュナが行為の 
果報を捨て、成就を目的とするヨーガの修練の精励は崇高神から生じ 
るものである。こうした捨離の境地のあとに完全な寂静というものが 
やってくる。 

非顕現のものを崇拝する知識の道を歩む人々よりも、完全放擲の 
境地で無私行為を遂行するヨーギンの方がまさっているとクリシュナ 
はこれまで説いた。双方の道で同じ行為を達成するわけだが、知識の 
道ではもっと多くの障害物にぶつかる。すなわち、知識のヨーガにお 
いて、遂行者は何が有益かすべて自己判断によって決めなければなら 
ないが、無私行為のヨーガにおいて、帰依者にかかるそうした荷物は 
すべて神が背負ってくれるのである。それゆえ、そうした崇拝者は行 
為の果報を放擲した結果として、寂静の境地に達する。そこでクリ 
シュナはこの寂静の境地を知る人の特質について語る。 

ch^tRlI I l^o 11 

rTrT: ^nirHcn*^!11 

命 it 衔？却 I 



318 


ヤタルタ•ギータ 


13.- 14. 『すべてのものに敵意を抱かず、友愛があり、哀れみ深く、あ 
らゆる執着や虚栄心を捨て、苦楽を平等に見て、寛容的であり、 
損得の区別なく満足し、固い信念をもって私に専心するヨーギン 
は私にとって大切である。』 

15. 『どんな人にも恐れず、どんな人からも恐れられず、喜びや羨望や 
恐怖を離れた人は私には大切である。』 


そのような能力に加えて、こうした崇拝者は誰にも動揺されるこ 
ともなく、また誰をも動揺させないうえに、喜怒哀楽や不安などから 
離れて散心しない。クリシュナはこのような崇拝者を愛する。 

本節では、崇拝者が他者の感情を害することなく行為を遂行すベ 
きであるとしており、崇拝者に最もためになるといえる。たとえ他者 
がそれに反する態度を示しても、そうした崇拝者は本節の趣意に従う 
べきである。俗心を捨てられない他者は悪意ある叱責の嵐に身を委ね 
ることはできるはずがない。しかしながら、どんな非難や中傷があっ 
ても、求道者はそれに影響されることなく瞑想を続けるべきである。 
他の人々が何をしようとも、求道者は神に絶えず専心するという強固 
な信念をもっていなければならない。いわば集中力を低下させるよう 
な存在、そうした人々の執拗な妨害から自己を守ることは求道者の任 
務である。 

16. 『欲望から離れ、清浄かつ有能、中立をも守り、悲しみもなく、無 
為の境地に達した人は私にとって愛しい。』 

こうした崇拝者は完全に離欲しており、清らかで純粋な人である。 
ここでいう「有能」とは、崇拝と瞑想という定められた行為を遂行す 
る能力を有しているという意味である。こうした崇拝者は幸不幸に左 
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右されず、悲喫することもなく、あらゆる行動を真に放擲した人であ 
る。というのも、こうした境地にいる崇拝者には、試みてみる値打ち 
のある行為さえ消滅しているからである。 

17. 『喜んだりせず、妬んだりせず、困ったりせず、心配したりせず、 
幸不幸を捨てて、私に帰依する人は私にとって愛しい。』 

崇拝者が完全無欠の境地に入り、不敬けんなものが跡形もなくき 
えたとき、このときは最高の帰依心のあらわれといえる。この段階に 
迪り着いた崇拝者はクリシュナにとって愛しい。 

18. - 19. 『敵と味方に対しても平等であり、尊敬と軽蔑に対しても平 

等であり、寒暑や苦楽に対しても平等であり、欲望の一切から離 
れ、中傷と称賛を公平に見て、いかなるものにも満足して、住む 
場所に執着せず、堅固に瞑想を続ける崇拝者は私にとって愛しい 

20. 『しかし、これまで述べた、甘露（不死）の教えをこなし、我執 
を一切捨てて私に住する帰依者は私にとってこよなく愛しい。』 

本章の最終節で、クリシュナは自分に救済を求めて、前述にある 
不死の教えを体得する崇拝者が最も愛しいと付言している。 
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第十一章の終わりに、クリシュナは過去に自分の無限の姿を見た 
者のなく、また未来においてもそれを見る者がないとアルジュナに説 
いた。しかし、堅固な信念のもとでクリシュナを信愛する崇拝者はそ 
の姿を見ることが可能であり、さらにクリシュナの真髄を知り、彼と 
合一することができる。換言すれば、最高精神は理解されうるものと 
いえる。そういうわけでアルジュナは忠実な帰依者のはずである。 

本章のはじめに アル ジュナは、ひたむきに帰依する方法と不滅で 
非顕現の神を熟考する方法のうち、どちらの崇拝者のほうが優れてい 
るかとクリシュナに尋ねた。クリシュナによれば、彼も非顕現である 
から、双方において認識されうる。しかしながら、しかし、自制心を 
頼りに非顕現の神に献身する方法を選んだ求道者の方がより多くの難 
関を突破しなければならない。肉体という外殼が存続する限り、無定 
形の神を知ることは苦難である。というのは、心が完全に抑制されて 
解消されなければ、非顕現である神の境地に達することは不可能であ 
るから。求道者がそうした段階に入るまで、肉体というのものは障害 
物でしかない。何度も「私は」「私は」「私は到達すべきである」と 
言い聞かせて、いつか崇拝者は自分の身体自体を頼りとするように 
なってしまう。このように、崇拝の道において失策する可能性はもっ 
と強いということである。そういうわけで アル ジュナはすべての行為 
をクリシュナに奉献して、深い信愛をもってクリシュナを想起すべき 
である。というのも、求道者がクリシュナを絶えず念想して彼のみに 
帰依し、あらゆる行為を放擲するならば、現世という深い溝から自由 
になれるようにクリシュナがじきに救済してくれるからである。すな 
わち、信愛のヨーガは最も卓越しいてる。 

アルジュナはクリシュナにひたすら専心すべきである。しかし、 
それをこなすことが無理なときには、堅実に実践していくしかない。 
実践中に横道にそれるならば、何度でも気を正して、心の調整を行な 
うべきである。これができないならば、行為を遂行すべきではない。 
すなわち、行為とはヤジュニヤの実践のみをさす。崇拝者はなされる 
べき行為を遂行し続けるべきであり、その他はすべきではない。その 
遂行が成功しようと失敗しようと崇拝者は定められた行為を積んで行 
かなければならない。不運にも、これさえも不可能であるとき、あら 
ゆる行為の果報を捨離して、実在を知り最高精神に住する聖者に救済 
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を求めるべきである。このような捨離によって、そうした崇拝者は究 
極の境地に達することとなる。 

その後、クリシュナはそうした寂静に達する信仰者の特質について説 
いたが、それは万物に対して悪意を抱かず、慈悲と同情の心を持つと 
いう性質である。愛執や虚栄がない帰依者はクリシュナに愛されてい 
る。また、無我の境地でひたすら瞑想に取り組み、真の g 己に住する 
崇拝もまたクリシュナに愛されている。誰をも傷つけず、また誰にも 
傷つけられない求道者はクリシュナにとって愛しい。清純な心とすぐ 
れた行動力があり、悲嘆することなく、欲望や善悪の行為に執着せず、 
求道に励む人々は、クリシュナに愛されている。栄誉と恥辱を公平に 
見て、心を完全に抑制し、あらゆる事物に満足し、身体という住処に 
執着しない求道者はクリシュナにとって愛しい。 

完全な寂静の境地に入る崇拝者の生活に関して、第11〜19節にわたっ 
て説明がなされたが、求道者には特にこの部分が重要である。本章最 
終節にあるとおり、クリシュナの恩恵を受けて、堅固な信念をもって、 
永遠不滅の甘露の教えに従って無私行為をなす崇拝者はクリシュナに 
とってこのうえなく愛しいのである。こうした方法では崇拝者の損益 
に対する責任は高徳な指導者にあるゆえに、完全放擲によって定めら 
れた行為を遂行することは最善の方法といえるのである。こういう意 
味でクリシュナは最高精神に住する聖者の特性を明らかにし、そうし 
た聖者に救済を求めるようアルジュナに勧めるのである。その際、ク 
リシュナがそうした聖者と同じであることをアルジュナに解明した。 
本節では「信愛」が最も秀逸な方法といわれているので、「信愛の 
ヨーガ」は章の見出し語に相当する。 
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従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれた 
シュリマド.パガヴアット.ギータに基づいてヤタルタ.ギー 

夕の第12章 

『信愛のヨーガ』が終りました。 


ハリーオマー タタ ー サタ 



第 13 章 


行為の領域とその智者 

本書の冒頭部では、神聖なる地、クルクシヱートラに戦おうとし 
て集まったバーンドウの息子たちが何をなしたかとドリタラーシトラ 
がサンジヤヤに尋ねていた。しかし、その場所が一体どこであるのか、 
これまでに明確な説明はされていない。そこでクリシュナは本章で、 
それが何をさしているか具体的に述べる。 

1. 『聖パガヴアットは告げた。ークンティーの息子（アルジュナ） 
よ、身体は戦場（クシェ ー トラ）と呼はれる。それを知る人々 
(クシェートラジュニヤ）は、真髄を知り、機敏な精神力を備え 
ているゆえに賢者である。』 

クシェートラジュニヤとは、この領域に関わり合っているのでは 
なく、それを支配しているのである。それゆえに、実在を知ってそれ 
を理解した聖者はそのように説き続けてきたのである。 

身体が一-^限りであるならば、そこにダルマクシェートラとクル 
クシェートラという二種類の領域がどのように存することができるの 
か。実は、一個の身体には二つの峻別した重要な本能がもともと備 
わっている。一つは、至高のダルマを象徴する最高精神に達するため 
に必要な美徳のインパルスであり、もう一つは、可滅の世界が実在で 
あるように思わせ、不敬けんな心を強める邪悪のインパルスである。 
美徳のインパルスで心が満たされているとき、身体はダルマクシェー 
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トラ（ダルマの土地）に変化する。しかし、邪悪のインパルスが優勢で 
あるとき、身体はクルクシェートラに変化する。こうして交互に起こ 
る上昇と下降の過程は絶え間なく続く。熱心な帰依者が、実在を把握 
した聖者を連想して崇拝に精を出すとき、対立する二つのインパルス 
間で明確な葛藤が始まる。美徳のインパルスが次第に強まってくると、 
不徳のインパルスは弱まって、やがて消滅する。従って、不正で邪悪 
なインパルスが完全に止滅しなければ、神を実現する段階に達するこ 
とはできない。そして、神を認識する段階に達したならば、美徳のイ 
ンパルスの有用性さえもなくなる。というのも、そうした神聖な力は 
最高神に融合されるからである。第十一章でアルジュナはカウラヴァ 
軍の後を追って、味方の戦士らもまた遍在する神の口に傾れ込んで消 
滅したのを見た。クシェートラジュニヤはそうした究極の帰減を迎え 
た自己の性質をあらわす。 

2. 『バラータよ、全領域において私はすべてを知る_己（クシェート 
ラジュニヤ）であることを知れ。可変する自然界をさすクシェー 
トラ（土地）と真の自己をさすクシェートラジュニヤの本体を認 

識することが真の知識であるとわたしは考える。』 

身体の領域の本体を知る人はクシェートラジュニヤである。これ 
は、実際の体験を通じてこの領域の本質を把握した聖者たちによって 
確証されている。そこでクリシュナは自分もまたクシェートラジュ 
ニヤであると説く。換言すれば、彼はヨーギン、つまりヨーゲシュ 
ヴァラであったということである。すなわち本当の知識とは、ク 
シェートラとクシェートラジュニヤの真実、つまり多くの矛盾からな 
る現象界と同時に精魂の真実を認識することである。従って、知識は 
単なる論争ではない。 

3. 『この領域がどこから来くるのか、何であるのか、またそれの変化 
や特性について、クシェートラジュニヤとその能力についても手 
短に説くから聞け。』 
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行為の領域、生死の領域はある原因があって開展してきたので変 
わりやすいが、クシェートラジュニヤは信頼できるものである。この 
ことを述べたのはクリシュナだけではなく、他の聖者たちもそれぞれ 
に同じことを説いた。 

4. 『種々の賛歌や論理的で確定的である、最高精神の知識に関する格 
言（ブラフマ•スートラ）によって、聖者たちは個別にそれを説 
ぃた。』 

そういうわけで、ヴェーダンタ哲学、偉大な聖者たち、ブラフ 
マ•スートラ及びクリシュナは皆、同じことを教示してきた。つまり、 
クリシュナが説くことはちょうど他の徳人たちがこれまで述べてきた 
ことである。身体とは目に見えるものに限られているものなのか。次 
節でこの点に触れている。 

5. -6. 『簡潔にまとめると、変わりやすい身体とは、五大要素 • 自我 • 

知性 • 非顕現のもの • 十の感官 • 思考器官 • 五の感官の対象、欲 
望•憎悪•苦楽 • 思考力 • 忍耐の集合体である。』 

クシェートラとは身体をさす表現として用いられているが、ここ 
ではクシェートラの各種を含めて身体の構造についてクリシュナはア 
ルジュナに簡潔に説いていく。わけだが、身体とは五大要素（地. 
水•火•虚空•風）、自我、知性、思考（名を明示せずに非顕現で無 
形の本質と呼んでいるもの）をまとめたものであること、また根本的 
な性質が八つの部分からなることを解明する。さらに、十の感官 
(目•耳•鼻•肌•舌 • 味覚器 • 手足 • 生殖器 • 肛門）、理性、五感 
の対象（形•味•香•音 • 感触）、欲望、憎悪、苦楽、意識、冷静な 
勇気も構成要素として挙げられるが、身体とはこれらすベての部分か 
らなる複合物である。要するに、これがクシェートラであり、そこに 
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善悪の種子がサンスカーラとして芽を出す。因果あるいは本性（ブラ 
クリティ）から展開した構成要素からできあがった身体は、これらの 
構成要素が残存する限り存続しなければならない。 

次は、クシェートラの影響を受けずにそこから解放されるク 
シェートラ ジュニヤの 特質に ついて である。 

7. 『尊大や高慢な行動を起こしたり、他者を傷つけたりしないこと。 
寛容であり、廉直であり、師匠に心から奉献し、内外ともに純粋 
であり、堅固な決意があり、自己を抑制すること 

このように名誉と恥辱に対して公平であり、虚栄心がなく、不殺 
生（アヒンサ）であることは、クシェートラジュニヤの特質の一部で 
ある。アヒンサとは身体上の非暴力だけをさすのではない。以前クリ 
シュナは、精魂の質を劣化させるべきではないとアルジュナに説いた。 
すなわち、精魂の劣化は真の暴力（ヒンサ）、精魂の浄化は非暴力 
(アヒンサ）をさす。自分の精魂が向上するように行動する人は他者 
の幸福のためにも_分の人生を捧げる。確かに、こうした美徳は不殺 
生から起こるのであり、非暴力と美徳は互いを必要として共存すると 
いえる。そこでアヒンサ、慈悲、清廉、敬けん的な奉仕、純粋さ、固 
い決心、自己の抑制などが求められる。 

8. 『物界と天界の李楽から離れ、我執がなく、生老病死苦の害悪を考 
察すること。』 

9. 『妻子や家などに対する愛執がなく、何にも逆上せず、物事を好き 
嫌いなく公平に扱うこと。』 


TTT^T " 边 " 

ず今 m 讶5 

牙*^141 I 
^RsiTirqRHglPlglMHfTI^I I 弋 I I 
I l^o 11 



第 13 章 


327 


10. 『深い信愛のもとで、ひたすらヨーガの行為に専念し、閑静な場 
所に住み、社交を好まぬこと。』 

ヨーゲシュヴァラであるクリシュナあるいはそれに相当する他の 
聖者に専心し、ヨーガのみを想起し、ひたすら究極の目的の黙考を誠 
実にこなし、人里離れた場所で暮らし、人々の集まりに無関係に生活 
するというものである。 

11. 『究極の真実である最高精神を認識すること、っまりアディヤー 
トマと呼ばれる認識をもって堅固に専念することが知識であり、 
それと反対のことはすべて無智である。』 

アディヤートマは神があらゆる物事の支配者であるという知識で 
ある。すなわち、究極の本質である最高精神を直覚して得た認識がそ 
の知識である。クリシュナは第四章において、ヤジュニヤの達成に 
よって得る知識という天恵を実見する人は永遠の神と合一すると述べ 
たが、彼は最高精神という実在を理解することが知識であるとここで 
もまた説く。そして、そのことと対立するものはどれも無智なのであ 
る。既述のとおり、名誉と恥辱に対して冷静で公平な態度であるとい 
う特質はこの知識を補完する。この点について次で扱う。 

12. 『知らるべき存在であり、それを知ると不死に達する能力を与え 
てくれる無私無終の神について説こう。それは有でもなく非有で 
もない。』 

クリシュナは、知らるべきことについて、またそれを知ることに 
よって得る不死という能力について解明することをアルジュナに約束 
する。始めも終わりもない究極の神は、隔たりがあるとき実体ではあ 
るが、崇拝者である聖者が神に融合した祭には、神がどういうもので 
あるか言えるはずがないので、有でも非有でもないといわれている。 
たった一つの実体のみが存するとき、他のものは一切消去されている 
のである。そうした状態において神は実体でも非実体でもない。すな 
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わち、神はただ自発的に知覚される。次にクリシュナはこうした偉大 
な精魂の道について詳言する。 

13. 『神は一切の方角に手足、目、頭、口、耳を持ち、全世界に遍く 
存在している。』 

14. 『神はあらゆる感官の対象を知りつつ、それの一切から離れ、無 
執着でかつ自然界を超越し、万物を維持する。そして、すべての 
根本原質が神に融合されている。』 


感官や執着の一切から離れ、事物の属性を越えている神は万物の 
維持者であり、あらゆる根本原質の一切の享受者である。クリシュナ 
は自分があらゆるヤジュニヤと苦行の享受者であると前に述べた。結 
局、すべての根本原質が神に融合されるのである。 

15. 『生物と無生物に内在しつつ、神は生物であり、また無生物であ 
る。神は微細であるゆえに非顕現とされる。また遠くにあり、近 
くにある。』 

神は遍在し、生物であり、かつ無生物であり、しかも微細であっ 
て思考と感覚を越えているため、その姿は顕現されない。また神は遠 
くにあって近くにある。 

16. 『知らるべき最高精神は一つであり、分割されないが、万物にお 
いて種々に存する。それは万物を創造し、維持し、呑み込む存在 
である。』 

ここでは、内外における現象がいくつか列挙されており、例えば 
外界での出生と内界での目覚め、よい効果をもたらすヨーガの外界で 
の維持とその内界での固守、身体の外的変化とすべての現象の内的な 
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解消•昇華、つまり万物の発生をもたらす諸原因の解消と、それに伴 
う唯一の神との融合である。これらの現象はすべて至高の存在の特性 
である。 

17. 『神はあらゆる光明のうちの光明であり、暗黒の彼方に存する。そ 
して、知識の権化であり、知らるべき存在であり、知識により到 
達さるべきものである、それはすべてのものの心に存する。』 

いわゆる直覚によって現れる意識が知識である。この知識がなけ 
れば神の認識は不可能といえる。神はすべてのものの心に存在する。 
すなわち、心とは神の住処なのであるから、他の場所で神を見つけよ 
うとしても無理である。そうであるから、平静な沈思とヨーガの実践 
が神に達するための基本条件であるといえる。 

18. 『クシェートラ、知識、神について簡潔に説いたが、こうした真実 
を知り、私を信愛する人は私の状態に達する。』 

さて、クリシュナはクシェートラとクシェートラ ジュニヤ につい 
て述べたが、次にそれぞれ「根本原質」（プラクリティ）と「精魂」 
(プルシヤ）という用語で説く。 

19. 『根本原質と精魂は共に無私無終であることを知れ。三根本原質を 
もつ執着、敵意、また他の諸要素はすべて自然界から生じるもの 
であることを知れ。』 

20. 『プラクリティは行為及び行為者の起因であり、プルシャは苦楽の 
起因であると言われる。』 
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プラクリティは行為を生じさせ、行為を達成させる起因である。 
識別と放擲は善行の起因であり、激情と憤怒は悪行の起因である。他 
方、プルシャは苦楽の感情を生じさせる。すると、我々人間はこうし 
た煩悩にとらわれ続けるのか、それとも神はそれを消滅させてくれる 
のか。根本原質（プラクリティ）と精魂（プルシャ）は共に永遠なも 
のであるのに、どのようにしてそこから解放されるのだろうか。この 
問いにクリシユナは次節で答える。 

21. 『プラクリティに宿る精魂は三根本原質により特徴づけられる諸要 
素を享受し、三根本原質と結びつく。こうした結合は善悪の種子 
の発生の原因である。』 

生死を強いる自然界という根本原質が止滅しなければ、我々は生 
死の束縛から解かれることがないということである。次にクリシユナ 
は精魂（プルシャ）が根本原質の中に存するとアルジユナに説く。 

22. 『プラクリティに宿るとはいえ、プルシャはそれを超越している、 
またプルシャは証人、授与者、享受者、偉大な神、最高精神とも言わ 
れる。』 

心の領域に住する精魂は手足や意よりももっと身近にある。行為 
はそれが善であっても悪であっても、精魂とは無関係である。つまり 
プルシャは証人、つまり傍観者（ウパドラシユタ）として存するから 
である。崇拝の道が正しく、求道者の精神がかなり速く昇華するとき、 
傍観している精魂の近似性に変化が生じ、精魂は授与者（アヌマン 
夕）となる。そこで、精魂は直感力というものを求道者に与え始める。 
求道者がさらに自制力を強めて究極の目的との距離を縮めていくとき、 
その精魂は求道者を援護し維持（パールタ）し始めて、吉兆のヨーガ 
を供与する。そして、その崇拝がさらに浄化されたとき、精魂が享受 
者（ボークタ）に変化する。このとき精魂はヤジュニヤ又は苦行がど 
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んなふうになされようとも受け入れ、この享受の段階を終えると、精 
魂は偉大な神（マへーシュヴァラ）に変化する。この段階において精 
魂はブラクリティの主宰者である。それゆえに、根本原質は精魂のあ 
る部分に住するということになる。さらに、この段階を超えていくと、 
精魂はまさに究極の本質を有し、最高精神として知られることになる。 
身体に住しながらも、こうした精魂、つまりプルシャは自然界である 
プラクリティを完全に超越している。まだ傍観者の段階でである精魂 
との相違点は究極の段階を迎えた精魂そのものが最高精神に変遷して 
いることである。 


23. 『プルシャ及びブラクリティからなる真実を知る人は、いかなる行 
動によっても、再び生まれることはない。』 

これは救済をさす。これまでヨーゲシュヴァラ•クリシュナは神 
とプラクリティを直覚することによって、再生から解放されるとアル 
ジュナに説いた。しかし、次にクリシュナは、行為の達成がなければ 
成就することが不可能であるため、崇拝であるヨーガについて詳しく 
説く 0 


24. 『精神を浄めて瞑想に励み、心に住する最高精神を認識する人々も 
いれば、知識のヨーガによってそれを認識する人々もいる。また 
行為のヨーガによってそれを認識する人々もいる。』 

ある人々は想起と膜想によって自己に内在する最高精神を認識する。 
他の人々は同様にサーンキヤ • ヨーガまたは知識のヨーガによって自 
己判断のもとでそれを認識する。また他の人々は無私行為のヨーガに 
よってそれを認識する。本節の主旨は瞑想である。知識の道と無私行 
為の道は共に瞑想と崇拝という行為に取り組むものである。 
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25. 『しかし、こうした道を知らない人々は、伝え聞いたことを頼りに 
し、他の聖者が説いた真実をもとに崇拝する。こうした崇拝者も 
また確かに可滅界の溝を克服する。』 

そういうわけで、他に何もできないとすれば、ともかく成就者で 
ある聖者の仲間を探すべきである。 

26. 『最高のバラータよ、生物も無生物もすベて感覚的なクシヱートラ 
と知覚的なクシェートラジュニヤが集結して生じることを記憶せ 
ょ 。 』 

次にクリシュナは究極の到達をもたらす状態について説く。 

27. 『可滅の万物のうちに不滅の神を確と見る精魂だけが真実を知 
る。』 

それぞれに消滅されていく生物と無生物の中で不滅の神を識別で 
きる精魂だけが実在を把握する。換言すれば、根本原質のすべてが止 
滅したとき、精魂は最高精神の境地に入ることができるのであって、 
その止滅以前の段階では不可能である。同じことをクリシュナは第八 
章の第3節では、善悪の種子（サンスカーラ）から生じる万物が完全に消 
失すると、行為が究極状態に達すると説いた。つまり、永遠の神を可 
滅の万物のうちに実見する精魂だけが真実を知るとクリシュナが述べ 
ることと全く同じである。 
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28. 『万物のうちに最高神が等しく実在するのを知る人は究極の目的 
に達する。すなわち、そうした精魂は決して不浄になることがな 
い。』 

このような精魂をもつ人は真の自己である神に専念するので不滅 
である。従って、この状態は救済された至福の境地をさす。次は成就 
者の精魂の特質についてである。 

29. 『あらゆる行為がプラクリテイによるものであり、自己の精魂を 
無為者とみなす人は真実を知る。』 

諸々の行為がプラクリティによりなされると考えるということは、 
プラクリティが存続する限り、行為が生じると悟ることを示す。すな 
わち、精魂が行為者ではないとみなし、実在を認識するのである。 

30. 『万物のさまざまな状態が最高精神の意に基づき、それぞれが展 
開されていると考える人は神に達する。』 

万物の種々の形態を通し、神が遍く存在することを察知する人は 
究極の境地に達する。そして、この段階に達するやいなや神を知る。 
これは偉大な精魂と賢智をもつ聖者の特質である。 


31. 『クンティーの息子よ、この不滅の最高精神は、始めも終わりも 
なく、根本原質もないゆえに、行為することもなく、汚されるこ 
ともない。』 

次節では、その点が詳説される。 
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32. 『広大な空は微細であるゆえ汚されないように、内在する精魂も 
根本原質を超越しているゆえ行為することもなく、汚されること 
もない。』 

クリシュナは以下付言する。 

33. 『太陽が全世界を照らすように、プルシャ（精魂）はクシヱート 
ラ（身体）全体を照らす。』 

次節は本章締の締め括りである。 

34. 『クシェートラとクシェートラジュニヤを明確に区別し、プラク 
リティによる不徳を克服する道を見つける賢者たちは最高精神に 
達する。』 


プラクリテイとプルシャを区別し、変わりやすいブラクリテイの 
影響を克服する聖者たちは神に達する。すなわち、知識はクシュート 
ラとクシェートラジュニヤの実在を見極める力を与える心眼をさし、 
知識と直覚は同意語なのである。 


ダルマクシェートラとクルクシェートラという名称について、本 
書のはじめにすでに言及されていたが、それぞれの場所についてはま 
だ具体的に指摘されていなかったが、クリシュナは本章で初めてアル 
ジュナにクシェートラが身体をさしていると述べた。そして、そのこ 
とを知る人はクシェートラジュニヤという。しかし、このクシェート 
ラジュニヤはクシェートラとは無関係でありながら、身体の活動傾向 
を決定するのである。 
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それでは、私たちが見るクシェートラとは身体であるのか。それ 
の重要な構成要素として、クリシュナは八つの部分からなる根本的な 
プラクリティ、つまり非顕現な本質、十の感官、思考力、五感の対象、 
欲望、悲哀、激情などを列挙した。これらの構成要素が残存している 
限り、身体は何らかの形態で存在しなければならない。これはサンス 
カーラとして善悪の種子がそれぞれ播かれる土地をさす。この土地を 
放浪する人がそれらを克服するならクシェートラジュニヤといわれる。 
美徳の性質を備えた人はクシェートラの働きを決定する。 

このように本章では主としてクシェートラジュニヤに関して詳述 
されている。クシェートラの領域は本当に広大である。「身体」とい 
う言葉を使うことは容易であるけれども、その簡単な表現には弘大な 
スケールが包含されているのである。それは全宇宙の根本原質と同じ 
程度を示し、果てしない空間さえいえる。また、それは躍動的な生命 
の原理であり、クシェートラなしでは万物は存在しえない。そういう 
わけで、この宇宙全体やこの世界や、種々の国々やこの目に見える身 
体はそうした自然界の一部になりさえしない。それゆえに本章ではク 
シェートラジュニヤに加えてクシェートラについても詳述したのであ 
^_ 

従ってシュリー•スワミ•アドガダーナングジから書かれた 
シュリマド_バガヴアット•ギ' —夕に基づいてヤタルタ • 

ギータの第&圍章 

『行為の領域とその智者』が終りました。 


ハリーオマータターサタ 



第十四章 


三根本原質(プラクリテイ)の区分 


ヨーゲシュヴァラ • クリシュナは幾つかの章で既に知識の本質を 
解明してきたわけだが、第四章の第19節では、崇拝者が定められた行 
為を正当に開始したならば、その定められた行為は段階を追って徐々 
に増大していき、いつか非常に微細となって欲望や意志のすべてを消 
滅させ、そこで直覚して体得するものが知識であると説いた。第十三 
章では、知識とは究極の真実である最高精神を理解することであると 
定義づけられた。その知識の到来は、まずクシェートラとクシヱート 
ラジュ ニヤ、 つまり身体と精神の峻別が把握しなければ不可能である。 
ここでいう知識とは必然的な議論や聖典の暗記をさしているのではな 
く、真実を認識しつつ実践している状態なのである。すなわち、知識 
とは神を直覚するという体験であり、それに反することはすべて無智 
といえる。 

そうした言説をしたうえで、さらに本章においてクリシュナは至 
高の知識についてアルジュナに説くのだが、これは既に述べた内容の 
再確認である。このことは、我々求道者が何度も本書を精読すべきで 
あることをはっきりと示唆している。精神探索という崇拝の道を進め 
ば進むほど、究極の目的との距離が狭まり、神という新しい世界を知 
ることになる。こうした意識は、最高精神を知り、崇拝者の心に内在 
する先覚者、つまい敬けんな聖者のもとで養われる。そういうわけで 
クリシュナはアルジュナに真の知識の本質について繰り返し言説する 
のである。 
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記憶とは様々な印象や影響が絶え間なく撮られる映画といえる。 
求道者を究極の目的に導く意識が汚されているなら、悲哀の動因であ 
る根本原質は記憶されるように作用し始める。それゆえに崇拝者は真 
に成就する瞬間まで、最終的な目標達成に対する知識を常に改正する 
ように心がけていなければならない。記憶というものはその内容を覚 
えた日には鮮明であっても、その鮮明さがいつまでも続くわけではな 
い。それゆえ、恩師のマハラジャ•ジ氏は、「毎日新しい気持ちで神 
を認識するように、一日一回は祈祷するように。しかし、この祈祷と 
は、実際に声に出すというのではなく、黙想によって行なうことであ 
る」と説いたものである。 

このことは無論のこと求道者に勧説しているのだが、自分の精魂 
から 湧いてくる、または先覚者の行動をお手本にして発生する目新し 
い事態を求道者に知らせるために先覚者かつ成就者である導師は常に 
そうした求道者の後ろにいる。ヨーゲシュヴァラ•クリシュナは、あ 
らゆる知識のうちで至高とされる知識をアルジュナにもう一度説くと 
告げる。 

1. 『聖パガヴァットは告げた。一すべての知識において最高の知識 
とされるものについて説く。それを知って、すべての聖者たちが 
世間の束縛から脱して、最高の成就に達したのだ。』 

これは究極の知識であり、それを知ると他の一切は不要の知識と 
なる。 

2. 『この知識を求めつつ私の境地に達した人々は、創造においても生 
まれず、掃滅においても動揺しない。』 

行為の道を進んでクリシュナの境地に到達することによって、こ 
の知識を体得して救済される人々は再生されることもなく、また死期 
が近づいても怯えることがない。というのも、最高精神の境地に達し 
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た瞬間に聖者の身体は止滅するからである。すなわち、成就者の身体 
は単なる住処である。次にクリシュナは、人々が再生されるまでの段 
階はどれをさすのかという点について追求する。 

3. 『バラータよ、私の八つの特性は大ブラフマンのごとく万物を形成 
する意識の種子を置く胎である。』 

八つからなるクリシュナの本性は彼が意識が生じる種子を播く胎 
であり、知覚のないものと知覚のあるものがこのように結合して万物 
が生じる。 

4. 『クンティーの息子よ、この八大要素は種々の形態を生む母胎であ 
り、私は種子を与える父である。』 

こうした母胎のほかには母なるものは存しない。また、クリシュ 
ナのほかに父なるものも存しない。誰が原因であろうとも、知覚のな 
いものと意識的なものが結合する限り、再生が行なわれる。意識ある 
自己がどうして知覚のない性質と結合されるのか。 

5. 『強腕の主よ、サットヴァ、ラジャス、タマスという三根本原質が 
不滅の自己（真我）を身体に結びつける。』 


次節の趣意は、これがどのように作用するかである。 

6. 『罪なき者よ、三根本原質のうちサットヴァは純粋で光り輝き、人 
を歓喜と知識に結びつける。』 

サットヴァと呼ばれる美徳の性質は喜びと聡明さへの傾向を以て 
自己を身体に結びつける。このようにサツトヴァもまた束縛のひとつ 
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である。これまで言及されてきたとおり幸福は神に存する。そして、 
最高精神を認識することが知識とよばれるものである。サットヴァの 
原質を帯びている人は神を理解しない限り束縛されている。 


7. 『クンティーの息子よ、欲望と渇愛から生じ、自己を行為とその果 
報に執着させるラジャスの性質を知れ。激賞のラジャスは、人を 
行為に束縛させる。』 

8. 『パラータよ、無智から生じて、万物を迷わせるタマスの性質を知 
れ。暗質のタマスは、人を軽率、怠慢、沈滞の状態に束縛させ 
る。』 

タマスは自己を怠惰と結合させ、仕事を翌日に延期させたり、睡 
眠という無活動の状態にさせたりする。ここでいう「睡眠」とは、夕 
マスの性質を帯びている人が過眠の傾向となるということではない。 
つまり、身体的な睡眠という意味ではないのである。クリシュナが第 
二章の第69節において説いたように、はかない享楽にまみれた世界は、 
タマスの性質を帯びている人が輝きわたる神を g 覚せずに無駄骨を折 
り続ける夜のようなものである。これはタマスの示す無活動であり、 
人が睡眠状態に陥ることをあらわす。次節はブラクリティの集合形態 
について言及される。 

9. 『純質のサツトヴァは人を喜びと結合させ、激質のラジャスは人に 
行為を促せ、暗質のタマスは知識を覆って、人を怠慢と結合させ 
る。』 

サツトヴァが人を至福へと導く性質を帯び、ラジャスは人が行為 
するように駆り立て、タマスは人が無駄な努力をし続けるように仕向 
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ける。しかし、こうした原質が一箇所に、また一つの心に集まってい 
るとき、どのように区別できるのか。それについて、次にクリシュナ 
が説く。 

10. 『バラータよ、ラジャスとタマスが圧倒された時、サツトヴァが優 
勢となる。ラジャスとサツトヴァが圧倒された時、タマスが優勢 
となる。タマスとサツトヴァが圧倒された時、ラジャスが優勢と 
なる。』 

それでは、一定の時刻にそうしたプラクリテイの優劣状態をどの 
ように把握すべきであろうか。 

11. 『意識と感覚に知識の光が満ちているとき、サツトヴァが増大した 
と知るべきである。』 

すなわち、 

12. 『最高のパラータよ、悲しみ、執着、行為の遂行、活動力、享楽へ 
の欲望が湧きあがってくるなら、それはラジャスの性質が増大し 
た時である。』 

13. 『クルナンダナよ、暗黒、無活動、不注意、渴愛を起こす性質があ 
らわれるなら、タマスが増大した時である。』 

タマスは増大すると、無智（光明は神のシンボルである）という 
霞、つまり神の光輝さに向かう進路を邪魔するものがあらわれる。正 
当で定められた行為に対する気持ちが消極的となり、心身を不調和に 
する努力を重ね、俗心が強まる傾向となる。 

さて、プラクリテイを知るとき、それはどんな有益なことがもた 
らされるのか。 
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14. 『純質のサツトヴァが優勢であるときに精魂が身体を離れるならば、 
そうした精魂は汚れなき美徳の世界に達する。』 

すなわち、 

15. 『激質のラジャスが優勢であるときに身体を離れる精魂は、行為に 
執着する人として再生する。暗質のラジャスが僅勢であるときに 
死を迎えるならば、そうした精魂は愚者として再生する。』 

それゆえに、これら原質のうちでサツトヴァの性質を備えるべき 
である。生存中に得た美徳は死後、自己に戻される。次はそれぞれの 
果報に ついて である。 

16. 『サツトヴァの勢力のもとでなされた行為の果報は汚れなく公正で 
ある。ラジヤスからの果報は悲哀であり、タマスからの果報は無 
智である。』 

サツトヴァの力でなされた行為の果報として至福、知識、放擲な 
どが生まれるが、ラジヤスの支配下でなされた行為は悲嘆を起こし、 

タマスの場合には無智が生じる。 

17. 『知識はサツトヴァから生じる。貪欲は確かにラジャスから生じる。 
怠慢、迷妄、無智はタマスから生じる。』 

それぞれの原質の発生に依存する存在形態とはいかなるものか。 
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18. 『サットヴァに住する人々は上方に行き、ラジャスに住する人々は 
中間（人間界）に留まり、最も卑劣な性質のタマスに住する人々 
は下方に行く。』 

純質に依存した人生の流れは、深遠な主要神に向かって続き、こ 
うした人生を送る人はより純粋な世界に達する。激質のラジャスに従 
う精魂は普通の死すべき運命となる。たとえ低次の形態で転生しない 
にしても、識別力と自制力に欠けている人々は再生しなければならな 
い。暗質のタマスに従う無智で不徳な人々は、最も低次な形態で再生 
される。このように、三根本原質による結果はいずれにしても何らか 
の出生か別のものとなる。但し、これらの三根本原質を克服していく 
人々は再生に拘束されることなく、クリシュナの至高の境地に達する。 

19. 『精魂（単なる証人として）がこれらの三根本原質以外に行為者を 
認めず、最高精神の本質を知る人は、三根本原質を超越して、私 
の状態に達する。』 

三根本原質が単に増減するものであるという見解は真の知識に基 
づいているとはいえない。成就の過程では、最終的には神を認識して 
から、三根本原質以外に他の行為者は存しないという境地に達し、や 
がて精魂が三根本原質を超越する。これがいわゆる想像上の飛躍では 
ないと次節でクリシュナが説く。 

20. 『身体の根源である三根本原質を超越してから、精魂は生老死とい 
う悲惨な状態から逸脱して至福の境地に達する。』 

プラクリティの支配から脱却した後、精魂は不死の甘露を知る。 
そこでアルジュナはクリシュナにさらに尋ねる。 
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21. 『アルジュナは尋ねた。一 「クリシュナよ、三根本原質を超越し 
た人の特質はいかなるものか。そうした人はどのような行動をし、 
どのように三根本原質を超越するのか。」』 


アルジュナのこうした問いに対して、次節でクリシュナが答える。 

22. 『聖パガヴァットは告げた。ーパーンダヴァの王子よ、そうした 
人はサットヴァ • ラジャス • タマスが作用して光明•活動•愛着 
が現れてもそれを嫌わず、それが消滅して自由となってもそれを 
求めない。』 


23. 『彼は傍観者のように冷静かつ堅固であり、三根本原質に留まりつ 
つも認識の力で三根本原質に動揺されることがない。』 

24. 『彼は内在する真我に従って、苦楽を平等に見て、土や石や金をも 
等しいものとみなし、忍耐強い。また好ましいものとそうでない 
ものも同一視し、中傷と称賛も同一視する。』 

25. 『彼は尊敬と軽蔑も等しく見て、味方と敵もすベて同一視し、一切 
の企てを捨てる。こうした人は三根本原質を超越した者と言われ 
る。』 
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第22〜25節までは三根本原質を超越した人の特質についてある。 
こうした人は諸要素の影響を受けずに確固として安定している。次節 
では、これら三根本原質から解放させてくれる方法についての説明が 
なされる。 

26. 『私を信愛してヨーガの道を歩む人はプラクリティを超越して、 
神と合一することができる。』 

絶えずクリシュナを信愛して崇拝する、つまり崇高神に専心して、 
不敬虔な想起を捨て、定められた行為であるヨーガの実践に取り組む 
者はブラクリティを超越し、最高精神と同化するのにふさわしい人と 
いえる。神との合一は真のカルパ、つまり救済をさす。完全に専心し 
て定められた任務を遂行しなければ決して三根本原質を超越すること 
ができない。最終節はヨーゲシュヴァラとしての判断である。 

27. 『というのは、私は永遠の神の基底であり、不死で不滅のダルマ 
の基底であり、究極の幸福の基底であるから。』 


クリシュナは（現世の病弊から求道者を救い出す神への誠実な接 
近を通じての）不滅の神の住処であり、不死の住処であり、永遠のダ 
ルマの住処である。また、究極の目的を達成するという汚れない清ら 
かな喜びの住処でもある。クリシュナというヨーギンはこのような聖 
者であった。我々が不滅で至高の神、つまり永遠のダルマと清廉な至 
福を求めているとき、言葉で伝達できない真実に住する偉大な精魂を 
もつ聖者に帰依すべきである。というのは、帰依者が追求するものは、 
そうした聖者のもとでしか見つけることはできないからである。 
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ヨーゲシュヴァラ•クリシュナは本章のはじめに、あらゆる知識 
における至高の知識であり、それによって聖者たちがクリシュナと合 
一し、再生という束縛を解く知識についてもう一度教説するとアル 
ジュナに告げた。そうした聖者たちは、身体が滅びる時に嘆くことも 
ない。実は彼らは真の自己に達成した段階で身体を捨てるからである。 
従って、成就は身体をもちながら果たされるのだが、聖者たちは身体 
の滅亡に影響されない。 

聖者たちが超越するプラクリティの本質を詳述しながら、クリ 
シュナは、生命を宿す母である八大要素と、生命を与える父について 
指摘したが、これ以外に父あるいは母として存するものは他にないと 
説いた。受動的な要素である根本原質（プラクリティ）と能動的な原 
理である精魂（プルシャ）の関係が存続する限り、たぶんかなりの母 
と父が存するようにはみえるけれども、実は自然が母であり、クリ 
シュナが父である。 

サットヴァ_ラジャス_タマスという三つの根本原質が精魂を身 
体と結合させる。三根本原質間の関係は常に変化するものであり、そ 
のうち一つが優勢となれば、他の二つは弱化することになっている。 
現象界は不滅で終わりを知らない。しかし、現象界の性質によって生 
じた成果を回避することが不可能であるわけではない。現象界の性質 
は心に影響を及ぼす。サットヴァという純質が溢れているとき、その 
果報は神聖な光輝と識別力である。ラジャスという激質は衝動行為と 
渇愛をもたらす。タマスが勢力的であれば、怠慢で不注意となる。 
サットヴァが優勢な時に死を迎えるならば、清らかで上方の世界で再 
生される。ラジャスが優勢な時に死を迎えるならば、普通の人間界に 
再生される。タマスの傾向が強い時に死を迎えるならば、より低次な 
形態で再生されてしまう。そういうわけで、サットヴァという純質が 
徐々に強まる方向で行動を起こすように絶えず努めることがきわめて 
重要である。三根本原質というものは何かを発生させる原因である。 
こうして三根本原質が精魂を身体に結びつけるわけであるから、根本 
原質を超越するように日々励むべきである。 

そこでアルジュナは三つの問題を提起する。まず、プラクリティ 
を超越した人の特質が何であるか。次に、そうした人の行動がいかな 
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るものかである。最後にはどのようにプラクリティを超越するかであ 
る。そのような成就者の特質と行動について詳述してから、遂にヨー 
ゲシュヴァラ • クリシュナは、根本原質の影響から脱却する方法につ 
いて指摘した。つまり、クリシュナは自分が万物の住処であることを 
確実に解明して第十四章の締め括りとしたのである。 


従ってシュリー■スワミ■アドガダーナンダジから書かれた 
シュ リマド•パガヴ アット.ギータ に基づいてヤタ ルタ.ギー 

夕の第十四章 

『三根本原質（プラクリティ）の区分』が終りました。 


ハリーオマータター サタ 


第十五章 


至高の存在の ヨーガ 

成就者である聖者たちは、これまで現象界の本質について、俗世 
の森林のようであるとか、可滅の存在からなる海洋であるというよう 
に、それぞれ別々の類推によって説明することに励んできた。また 
違った情況においては俗世の川または深海などと呼ばれてきた。とき 
には、それは牛の蹄にたとえられたりもした。明らかに聖者たちは皆、 
現象界の広がりは感覚の範囲と等しいに過ぎないことを暗示した。そ 
うした段階は、この恐ろしい「海洋」が枯渴するときにやっと訪れる。 
ゴスワミ • トウルシダース日く、神の名をあげるだけで、この海洋は 
尽き果てる。ヨーゲシュヴァラ•クリシュナもまた現象界を表現する 
ときに「海洋」や「樹木」という言葉を用いた。クリシュナは第十二 

章の第6〜7節において、顕現神であるクリシュナをひたすら念想する 
誠実な帰依者を可減の世界から解放すると説き、本章では、現象界と 
は究極の目的を求めるヨーギンが切断した樹木であると言明する。 


1. 『聖パガヴァットは告げた。一不滅のアシュヴァッタ樹は上方に 
根が伸び、下方に枝が広がり、それは世界をさす。ヴヱーダの詩 
歌は聖樹の葉である。このことを知る人はヴエーダの知者であ 
る。』 


聖なる菩提（アシュヴァッタ）樹は世界のようであり、永遠に続 
く。その聖樹の根は天上の神であり、下方にある大枝は万物である。 
樹木というものは永遠に続くわけではないが、世界を象徴する聖榭は 
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不滅である。クリシュナによれば、不死なものには二つの種類がある。 
一つは 永遠の世界であり、もう 一つは その世界を超越した不滅の最高 
精神である。ヴエーダは、この世界をあらわす樹木の群葉といわれて 
いる。そういうわけで不滅のアシュヴァッタ樹の根をしっかり観察し 
て、その実在を認識する人はヴエーダの知者である。 

聖なる書物を精読するのではなくて、世界を象徴する樹木の真理 
を究めた人は正真正銘のヴエーダの知者である。書物を研究するとい 
うことは、良い方向づけを得るための手助けとなるが、それ以上の効 
果は得られない。それでは、葉の代わりにヴエーダが必要である理由 
が何であるのか。幸福をもたらすヴエーダの詩歌は有益である。なぜ 
なら、いわば樹木の究極の新芽として最後の出生を経験する精魂が重 
大な放浪の旅を終えた時点から、そうした詩歌は動機を与えるからで 
ある。これは迷妄が止滅する転換点をさし、この時点で求道者は確信 
をもって神へ向かって進み始める。 

2. 『その枝は三根本原質に養われて、上方に下方に広がり、感官の対 
象は若枝である。行為を起こす根は人間界へと下方に伸びる。』 


感官の対象とその享受からなる大枝は三根本原質から栄養を摂取 
し、さらに土に帰って新しい芽を出すが、その樹木のような世界の大 
枝は上方及び下方へといたる所に伸長する。そうした枝の群がりは、 

ミミズや昆虫類などの下等動物から神聖な状態や創造者など上級身分 
までと広がるけれども、その拘束力は前世の行為に応じて出生した人 
間のみに限る。他のすべての出生は感官の対象を享受するためのもの 
である。従って、人としての出生のみが行為によって束縛されるので 
ある0 
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3. 『この樹木の形は、この世で見ることはできない。始まりも終わり 

もなく、しっかりとした基礎もない。この巨大な聖榭は自制とい 
う斧で切り倒すべきである。』 

世界をあらわす聖樹は可変であるので、確固とした存在ではない。 
そういうわけでこの樹木はきっと無執着の斧で倒せるはずである。こ 
の樹の根に神が住し、その群葉がヴニーダであるという迷信から崇め 
るのではなくこの樹木は切断すべきである。 

この聖樹は、そもそも神の種子によって成長したというのに、本当に 
切断できるものなのであろうか。ここでいう切断の真意は、自制心に 
よって俗心から完全に離れることにある。それでは、この聖榭を切断 
した後に何がなされるべきであるのか。 

4. 『この世を創り出した本初の神に帰依して、再び回帰することの 
ない究極の境地を目的として求道すべきである。』 


どのように神の境地を探索すればよいのか。ヨーゲシュヴァラは 
そのために自己を放擲することが必要であると説く。現世の樹木の種 
子を播き、それを成長させた不滅の存在、すなわち「神に全面的に帰 
依する」という気持ちが大切である。神に帰依しないならば、この聖 
樹を切り倒すことはできない。そして、その樹木が切断されたことの 
確認のしるしが何であるかについて次に説かれる。 

5. 『虚栄心や迷妄が消え、渴愛という邪心を克服し、最高精神に常に 
住し、無執着となって、苦楽という相対から離れた知者は永遠の 
目的に達する。』 
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完全に自己を放擲して、ひたすら神を住処とするとき、虚栄心、 
迷妄、渴愛、欲望、苦楽という相対を捨離することが可能となる。こ 
れが可能であるとき、賢智ある人は永遠の境地に到達する。こうした 
成就とその時点まで必要である放擲がなされてこそ、その聖榭を切る 
ことができる。次は、放擲によって到達する究極の境地とは一体どん 
なものであるかについてである。 

6. 『太陽も月も火もなく、再び回帰することのない境地とは、私の至 
高の住処である。』 

究極の住処に一度迪りつけば、再生という運命は消滅する。そし 
て、誰もがそれについて同じ権利を有する。 

7. 『身体に存する不滅の精魂は私の心の一部であり、プラクリティに 
住する五感と第六の意識を引き寄せる。』 

クリシュナは精魂がどのように作用するかについて次節で説く。 

8. 『風が香をその源から運ぶように、精魂は身体の支配者であり、前 
世からの五感と意識を持ち出し、さらに新しい身体にそれらを連 
れて行く。』 

精魂は精神における傾向と活動形式を運び、五感をもつ身体を離 
れるとき、それらを新しい身体に持って行く。新しい身体は即座に確 
保されるのである。それで、葬式餅や神酒が奉献されないと祖先の精 
魂が天界から落ちてしまうというように、アルジュナがなぜ間違った 
考えをもっているかとクリシュナが彼に尋ねたことがあった。さて、 
ここで問題となるのは、精魂が新しい身体に入った後で何をなすか、 
そして五感と意識の役割は一体何かである。 
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9. 『聴覚、視覚、触覚、味覚、嗅覚、そして思考器官をも統治しつつ、 
(精魂）は感官を通じてその対象を知覚する。』 


しかしこれは、一般に理解されることではなく、また物事をこの 
ように理解することは誰でもできることではない。 

10. 『愚者は、精魂がプラクリテイをもって、身体を離れたり、そこ 
に住したり、感官の対象を享受したりする存在であることを知ら 
ない。すなわち、心眼力のある人々だけが精魂を識別する。』 

次節は、こうした直覚力を確保するにはどうしたらよいかについ 
てである。 


11. 『ヨーギンは、心に内在する精魂の本質を知る。しかし、俗世に 
まみれて心が浄化されていない人は、どんなに努力しても精魂を 
知ることができない。』 

全方向において心を抑制し、多大な努力のもとでヨーギンたちは 
内在する精魂を認識する。これに対して、不浄心が邪魔して精魂が未 
完の状態にある人々は、努力を重ねても精魂を認識する能力は養われ 
ない。なぜならば、思考器官と感官は不徳なものであるから。たゆま 
ず心の抑制をしっかりと続けることで、聖者たちは真の自己を悟るこ 
とができる。従って、熟考することが非常に大切である。次にクリ 
シュナは、成就者である聖者の真我に関する栄光について再び触れる。 


12. 『世界を照らす太陽の、そして月や火のうちにある光輝さを知れ。 
また、それがすべて私の鮮やかな輝きであることを知れ。』 


次は聖者の任務についてである。 
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13. 『大地に浸透しつつ、私は威力をもって万物を支持する。また、 
聖なる月のごとく、樹液を与え、すべての植物を育てる。』 

また、 

14. 『私は万物の身体に宿り、ブラーナとアパーナをもって、四種の 
食物 1 を消化する火である。』 

クリシュナは第四章で種々の火について言及したが、それは具的 
には知識の火（第19及び37節）、神の火（第25節）、自制の火 
(26 節）、感官の火（第26節）、ヨーガの火（第27節）、ブラーナ 
とアパーナの火（第29〜30節）のことであった。すなわち、それら 
のすベてから生じるものは知識といわれている。知識はまさに火であ 
る。このように、ブラーナとアパーナ（常に吸気と呼気を通じて念唱 
することをさす 2 。）に恵まれたバイカーリ、 マディ ヤー マ、 パシャ 
ンティ、パーラという四つの念唱の仕方から生じる食物を火の形態に 
おいて享受し、消化するのはクリシュナである。 

クリシュナによれば、神はマンナ、つまり精神の糧である。そし 
て、精魂は神の優しさで包まれ、潤っているゆえに飢えや渴きに悩[ま 
されることがない。我々が摂取した養分のことを心の栄養素と名づけ 
るならば、それは全く神そのものである。パイカーリ、マディヤーマ、 
パ シャン ティ、パーラという念唱の四段階を通らなければ、求道者は 
円熟の境に入ることができない。また、それらを名前（ナーマ）、形 
(ルーパ）、啓示（リーラー）、住処（ダーマ）と呼んだ賢人もいた。 
まず、そうした名称は可聴域発声でなされ、徐々に崇高神の形が心の 
内に現れ始める。次に、崇拝者は呼吸において、究極の存在がどのよ 
うに宇宙の全原子に遍在し、一切を支配するか、つまり神の作用を直 


wrt ^1^11 l^^ll 

1. 4 種の食物とは、パクシャ、ボージャ、レーヤ、チョースヤをさす。バクシャはかみ 
砕いて食事となる。噛まずに呑み込む食事はボージャである。レーヤはなめて摂取 
される。チョースヤの摂取は吸い上げることによる。 

2. 第4章第29節の詳説を参照。 
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覚し始める。心界において神の働きへの認識はリーラーである。それ 
はラーマやクリシュナという伝説的人物に基づく一般的な遊びの規定 
ではなく、神の働きを心の眼で捉えることを意味し、真のリーラーで 
ある。神の働きを認識すると、神の特質を感知し始めるが、そのとき 
至高の住処に到達したことになる。こうして、神という実在を知り、 
崇拝者は神に住するようになる。深遠な念唱（パラヴァーニ）に属す 
る完全の境地において神の真髄を悟ったあとで、この住処に留まるこ 
とと最高精神に住することが同時に発生する。 

このようにブラーナとアパーナ、つまりシュヴァスとプラシュ 
ヴァスを身につけ、パイカーリ、マデイヤーマを経て、徐々にパーラ 
という至高の段階に進んでいくと、そこに神という心の糧がちょうど 
準備されて、受け入られるようになっている。また、それを摂取する 
人もまた至高の栄養素を分かち合うための準備ができている。 

15. 『私は一切のものの心に入る。私は記憶であり、知識であり、ま 
た、すべての障害を克服する力でもある。そして、すべての 
ヴエーダにおいて知らるべき対象である。私はまさにヴヱーダの 
作者であり、ヴヱーダの知者である。』 

クリシュナは万物に内在していて、無限の知識を有する。そして、 
彼のために最高精神は記憶される。ここでいう記憶は忘却された神の 
真髄を想起することを意味する。すなわち、明らかに完全な理解の瞬 
間についての説明である。記憶と困難を克服する能力と共に得られる 
知識もまたクリシュナの賜物といえる。クリシュナは、すべての 
ヴヱーダに従って理解するための適切な対象でもある。さらにヴエー 
ダの作者であり、ヴエーダの目的でもある。クリシュナが離れている 
時に知識が得られるというならば、崇拝者がクリシュナを認識して彼 
と合一するとき、一体誰が誰を悟ることになるのか。クリシュナは 
ヴエーダの知者でもある。本章のはじめに、この世は樹木であり、上 
方に伸びる根は神をあらわし、すべて下方に伸びる大枝は万物をさす 
とクリシュナは教示した。万物という大枝と根の区別ができる人はこ 
の樹木の本質を理解し、ヴューダ（神聖な知識）の熟達者である。ク 
リシュナはそうした人がヴエーダの知者であると説く。それで彼は他 
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のヴエーダ学者と自分が同等であると述べる。それでクリシュナが真 
実を知る聖者、つまりヨーガ行者として真に修得したヨーゲシュヴァ 
ラであったことの再確認がなされている。この主題を終えて、次に取 
り上げる テーマは 存在するもの（プルシャ）には二種類があるという 
点である。 

16. 『世界には二種のプルシャがある。可滅のものと不滅のものである。 
万物は可滅であり、それらの精魂は不滅である。』 

男女を問わず、思考器官と感官を抑制した人は不滅であると言わ 
れ、そうした人の身体は丈夫である。ところが「可減」な人には、明 
日の存在すら確かではない。しかし、これも特別な情態にある精魂の 
ことをさす。もっともこれらのプルシャを超越した別のものが確かに 
ある。 

17. 『しかし、それらを超越する至高のプルシャは、万物を支えて維持 
するために、三界に遍在する。それは永遠の神、すなわち最高精 
神（イシュヴァーラ）と呼ばれる。』 

それの他の呼び方として、非顕現神、不滅のもの、至高の存在な 
どが挙げられる。また、神という実在は他の存在と異なっているので 
あって、言い表せない。神は究極の境地であり、可変不変（可滅不 
減）というものを超越している。最高精神によって神の境地へと導か 
れるのだが、他の一切のものと本質が異なり、名状しがたい実在であ 
る。次にクリシュナは彼がそうした境地にある精魂であると教示する。 

18. 『可減のもの（身体）と不滅のもの（精魂）を超越し、私は至高で 
あるから、この世においても、ヴエーダにおいても、最高の精魂 

(7 V レショッタマ）として知られている。』 
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彼は、現世においてもヴヱーダの世界においても、至高の存在と 
されている。なぜなら、彼は変わりやすいクシェートラ、つまり可滅 
の世界を超え、さらに不変で不滅の堅固な精魂よりも至高であるから 
である。 

19. 『バラータよ、至高の存在という真実に目覚めて、すべてを知る人 
は信愛をもってし常に私を崇拝する。』 

そうした崇拝者はクリシュナから離れることがない。 

20. 『汚れなき者よ、あらゆる知識において最も深遠なものを説いた。 
バラータよ、なぜなら、真実を知れば、人は賢智ある者となり、 
あらゆる任務を達成する。』 

クリシュナは、最もすぐれた秘伝の知識をアルジュナに解明する。 
この知識を体得すれば、そうした崇拝者は全知者となり、あらゆる対 
象を享受する。だからこそ、こうしてクリシュナが教示するものは、 
真に尊い知識なのである。 

このように、クリシュナが明かした知識は最も深遠であり、彼はそれ 
を誠実な帰依者にしか教示しなかった。つまり、すべての崇拝者にで 
はなく、精神の浄化という修行に励み、その知識を得るにふさわしい 
帰依者のみにということである。しかし、この秘伝の知識というもの 
が印刷物、つまり書物として残されている以上、クリシュナがすべて 
の人にそれを伝えたというふうに考えられるのだが、実のところは、 
それを知るのにふさわしい崇拝者のみを対象にしている。クリシュナ 
の明白な姿にしても、すべての人に向けられているのではない。クリ 
シュナは誠信なアルジュナにすべてを明かした。もし彼の御者（クリ 
シュナ）が秘密を語らなかったならば、アルジュナは救済されなかっ 
たであろう。 

かつて 狂喜した ラーマ クリシュナ • パラマハンサデヴァの 卓越し 
た聖者たちにもこうした独特性が見つけられる。彼の弟子たちは、そ 
の理由に ついて 彼に尋ねたことがある。 ラーマ クリシュナは、_ (深遠 
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な瞑想によってすベての感官を管理•抑制した）聖者、つまり同時代 
の偉大な精魂の持ち主について言及したことには、その日にその聖者 
も彼と同じくパラマハンサ（至高の白鳥）になったと述べた。しばら 
くして、彼は激情や執着から離れたいと熱望し、心と言動が彼と一致 
する弟子たちに、「トレータに生まれたラーマであり、ドウワパラの 
クリシュナでもある。また、私は聖なる精魂であり、それらの形態か 
らなる。成就する必要があるならば、私を見よ」と論した。 

筆者の恩師も全く同じように、「私が神の使者であることに留意 
するように。真の聖者たちは不変で遍在する最高精神の使者である。 
すなわち、そうした聖者を通じて神の教えは受けいられるのであるか 
ら。」と説いたものである。イエス•キリストは、働き者で苦労の多 
い人々たちに自分のところに来るように勧めた。主イエスは、そうし 
た人々に神という人類の指導者を示現して休息を与えた（マタイ伝、 
11:28) 。従って、だれでも神の息子となりうる 3 。崇拝と瞑想を遂行 
するための懸命に努力が必要な段階に進むことそれはとは全く違うも 
のである。聖クルアーンの第ニスーラ（章）において、「マホメット 
よ！我々は良い知らせを届けつつ真実を伝える人として、あなたを派 
遣したのだ。」とアッラーは啓示している。筆者の恩師マハラジャ • 
ジ氏は自分がそうした使者であると皆に語ったものであり、何かの見 
解や教義を支持したり否定したりするようなことがなかった。また、 
同氏は激情や執着から解放されることを熱望した人々に、「よく私の 
姿を見よ。至高の精神を求めるならば、私を念想して、一切の疑念を 
捨てよ。」と説いた。しかし、それでも猜疑的な人々が多くいた。そ 
こで、同氏は直の体験と行動を実証し、彼らを叱咤激励したので、第 
二章の第40〜43節でクリシュナが言及した多くの儀式や祭祀に関する 
余計な思い込みがそうした人々の心から消えていき、マハラジャ•ジ 
氏に対する帰依心が生まれた。すぐれた聖者として同氏は時代を超越 
して存在し続ける。同じように、クリシュナの栄光はまさに神秘に包 
まれていたが、熱心な帰依者であり信愛そのものであるアルジュナに 
クリシュナは示現した。これは、無数の精神探索の道を歩んだ崇拝者 
や聖者なら誰にでも可能なことである。 


3. コーランのスーラ n の 116番に、「またかれらは、 『アツラーは 御子をもうけられ 
る。」と言う。何と恐れ多いことよ。凡そ、天にあり地にある凡てのものは、かれ 
の有であり、かれに崇敬の誠を尿くします。』」とある。 
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★★★★★ 

本章の はじめに クリシュナ が 説いたように、現象界はアシュヴァッタ 
樹のようなものである。しかし、この聖榭は単なる類比にすぎない。 
その根は上方にあって神をさし、その枝群は下方に伸び、万物をあら 
わす。こうした神聖な根をもつ樹を認識する人はヴエーダの知者であ 
る。現世としてのアシュヴァッタ樹のその根だけでなく枝群も上方 • 
下方とくまなく存する。なぜなら、万物に内在する精魂という種子を 
播く神から生じたからである。 


蓮華に坐するブラフマー神が自己の根源をいろいろ憶測したとい 
う神話がある。彼は自分が生まれた場所であるその茎に入り、そこで 
じっくり熟考した。さらに深くそれに没頭したのだが、自分の生まれ 
について理解できなかったのである。それから、ブラフマー神は心を 
抑制して瞑想に取り組んだところ、ついに自己の根源である最高精神 
を見いだしつつ称揚した。それゆえに神は、遍在しているといっても、 
自分が顕現するのは心界に限ると彼に啓示した。すなわち、神をじっ 
くりと念想する人の心に神は顕現する。 

ブラフマー神は象徴であって、ヨーガ実践において熟練の段階に 
入った状態をあらわす。神に専心し、最高精神という知識を得たとき 
の心はブラフマーという段階にある。蓮華は水で成長しても、汚れな 
く清らかである。迷妄しながら探索しているときは、求める対象を得 
られないが、自制をしながら清心こめて坐し、抑制自体が解消される 
段階に達すれば、同一の心は神の境地に入る。 

やはり現世は根と大枝が至るところに伸びている樹である。それ 
は、人間を行為と結びつける俗世の束縛をあらわす。その他の存在の 
形態はこれらの行為の結果を受けるに過ぎない。そこでクリシュナが 
アルジュナに切に求めることは、現世をあらわす聖樹を堅固な放擲の 
斧で断ち、究極の目的を目指すことである。というのは、悟りを得た 
聖者たちは再生しないからである。 

その聖樹が切断されたことをどのように確認するかという意味で、 
ヨーゲシュヴァラは、慢心と無智を捨て、執着という邪心から離れ、 
欲望の一切が消え、葛藤を解消した人は、至福の境地に達すると説く。 
太陽や月や火が照らさなくとも、究極の境地である神は光輝そのもの 
である。精神的な成就の本質とは、再生することのない境地に入るこ 
とが究極の住処であるという堅固な信念を抱くことと、公平無私です 
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ベてを同一視することである。というのは、内在する精魂は清らかな 
クリシュナの一部であるからである。 

精魂が身体を離れるとき、意識と五感の傾向を新しい身体に運ん 
で行く。つまり、サンスカーラが悟りと美徳の力を発するならば、そ 
の精魂は悟りと美徳のあるレベルに達する。ラジャスが優勢なサンス 
カーラの場合には、その精魂は中間レベルまで到達する。タ マスの 傾 
向が強いサンスカーラでは、その精魂は低次の形態に再生し、五感を 
制する意識を通じて快楽を存分に享受する。知識の直覚とは、それを 
認識するために必要とされる直覚であるので、大抵このようなことは 
確認されない。実にヨーギンは真の自己に専心することで、それを確 
認することができる。もちろん、他のいろいろな宗教書の考察では何 
かに偏重させる傾向があるけれども、真の知識は実践と達成によって 
得られるものである。疑念が消えず、達成できない人々はいくら努力 
しても切望する対象をつかまない。 

このように本章では成就の段階が描かれている。それゆえに、そ 
うした段階の属性についても詳しく言及され、さらにクリシュナは、 
彼が太陽の光であり、月の光であり、火の明るさであると説く。食物 
を享受して消化するクリシュナの火が四つの方法に応じて、必要な経 
験と基礎知識のあるレディネスの段階に導く。クリシュナによれば、 
神は（ウパニシャッドの思想でもあるが）真の食物であり、食べた後 
で精魂は全く不足なしになる。バイカーリの段階からパーラに至るま 
で生じる食物が準備されて消費されると、この食物を受ける側の崇拝 
者は消滅する。それでも、心の制御を促し、激励して導く聖者という 
御者かつ導師が存する限り、こうした成就は不可能である。 

クリシュナは同じことを強調しつつも、彼が万物の心に内在して 
いて想起されると述べる。つまり、クリシュナは忘却された神をそれ 
らの心に呼び戻させる。そして、彼はこの想起と共にあらわれる知識 
でもある。また、道にあるさまざまな障害を乗り越えさせるのもクリ 
シュナである。それゆえに彼は知られるべき存在であり、最高の知識 
の象徴でもある。このように、最終的には知者と知られるべき存在は 
一つしかないゆえに、知識が不要となる。というのも、知るべき人と 
知られるべき人が同じ存在となるからである。クリシュナは神の知識、 
つまりヴエーダの知者である。クリシュナは、神聖な根をもち、現世 
をあらわす樹木を知っている彼はヴエーダに精通していると述べた。 
しかし、こうした知識はその樹を断たなければ得られない。そこでク 
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リシュナは自分のことをヴエーダの知者であると説く。すなわち、ク 
リシュナは自らをヴヱーダの賢智を修得した人の一人であると言う。 
それゆえにここで聖者クリシュナも人類全体の知識というにふさわし 
いヴエーダの知者である。 

本章の終わりに、現世に存在するものには三種類があると述べら 
れている。生物の体は変化するものであるが、さまざまな矛盾を受け 
つつ、心が安定している境地において同一の生物は不滅である。非顕 
現で永遠と言われる神は、この境地よりもさらに高次の境地であり、 
全く唯一無二である。このことは深遠で永久不変の存在をあらわす。 
すなわち、究極の存在である。クリシュナは至高の存在として知られ 
ているゆえに、この究極の存在と一体である人とクリシュナは同格で 
あり、可減と不滅の状態を超越している。最高精神を知った成就者は 
全身全霊でクリシュナを崇拝する。そうした人々の知識において例外 
はない。 

これはクリシュナがアルジュナに教授する最高の（深遠な）知識 
であるが、成就者である聖者たちがこの知識を誰彼なしに教えるとい 
うわけではない。そして、十分に資格のある求道者にそれを教えない 
というわけでもない。すなわち、聖者たちの目標は、そういう知識を 
啓示することにあるのだ。 


従ってシュリー • スワミ • アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド.バガヴアット • ギータに基づいてヤタルタ.ギータの第十五章 
『至高の存在のヨーガ』が終りました。 

ハリーオマータター サタ 
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美徳と不徳を区別するヨーガ 

ヨーガの 達人クリシュナの説法は独特であり、まず問題の特色を 
示して注意を向けさせ、次に詳細な説明を加えるという形である。自 
分の行為について説明する場合も同様な方法がとられ、第二章ではア 
ルジュナに行為することを熱心に勧め、第三章では定められた行為を 
遂行するように示唆し、その本質を解明してから、ヤジュニヤの実行 
こそ行為であると指摘した。さらにヤジュニヤの由来とヤジュニヤに 
よる報いについても詳述してから、ヤジュニヤの本質について言及し 
た。また、第四章では様々な表現によって、ヤジュニヤと呼ばれるも 
のの実践、つまり真の行為の本質を解明し、行為の真意が何かを教示 
した。つまり真の行為とは、意識と感官を支配することによって達成 
される ヨーガの 熟考と崇拝である。 


クリシュナは第九章でも同様に、各特性を挙げながら神聖な心の宝庫 
と邪悪な心の集合体について重点的に説明した。そして、不徳な人々 
は平凡で貧弱な人間にすぎないのであるという見解をアルジュナに示 
した。しかし、クリシュナは至高の境地に到達した状態にありながら 
も普通の人間の姿をしているゆえに、俗悪で無智な人々は究極的な存 
在であるクリシュナを崇拝しようとはしない。それに対して、美徳を 
知る帰依者たちはクリシュナをひたすら念想するということである。 
さて、これまで神聖と邪悪のインパルスの本質について何らかの説明 
はあったが、本章ではさらに詳しく触れていくことになる。まずは神 
聖な宝庫の本質についてである。 


可可 M 柯匁 3114 11 
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1. 『聖パガヴァットは告げた。一無畏、純真、知識のヨーガへの命 
な努力、愛徳、克己、ヤジュニヤ、聖典の学習、苦行、清 
廉 ... 』 

敬けんな人々の特質として、不安皆無、内なる神聖さ、真理を究 
めるための瞑想の励行、完全な自己放擲、意識と感官の抑制がある。 
また、種子や大麦粉を用いた祭祀（クリシュナの見解では、こうした 
諸儀式の遂行はヤジュニヤとはいえない）ではなく、第四章でクリ 
シュナが教説したヤジュニヤの実践、_制 • 五感という火に対する供 
物の奉献、供物としてのブラーナとアパーナの奉献、意識と感官の内 
の働きによって得る知識の火への自己奉献を必然的にさせる崇拝の全 
過程の最終段階では、同一の最高精神に向かわせる訓練、つまり真我 
に対する瞑想、待望の目的に合わせて感官と意識を形成する苦行、心 
身の清廉さ等がある。 

2. 『非暴力、誠実、怒らぬこと、捨離、平静、悪意皆無、万物への哀 
れみ、公平無私、思いやり、■虚、実のある努力...』 

精魂の堕落は暴力であるゆえに、真の非暴力とは精魂が救われる 
ことである。クリシュナは、自分の任務を誠実に遂行しないならば、 
彼は全人類の破壊者であり、ヴァルナサンカーラの起因者になると言 
明した。真我の特質（ヴァルナ）は神の特質であるから、現象界で迷 
妄することはヴァルナサンカーラである。すなわち、これは精魂を汚 
すことであり、真の救済は非暴力である。誠実とは表面的な事実や喜 
びについて語らないことである。要するに自己を覆う衣が自分の物で 
あるという発言は真実の語りではなく、むしろ露骨に嘘をついている 
ことと同じである。変わりやすく不安定な自己を管理できない限り、 
身体を包む衣服は自分の物であるはずがない。 


ヨーゲシュヴァラは真実の本質をアルジュナに説いた際、過去 • 
現在 • 未来という三つの時間的区分における死はありえないと断言し 
た。真の自己だけが真実、つまり至高の真実である。このことは心に 
留めるべき真実である。さらに公正な人々のもつ特質として、怒りの 


Hicjq I マ " 
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抑制、善行■悪行の果報への欲望の捨離、精神の安定、切望するもの 
に対立する好ましくない行為の回避、万物に対する慈悲心、五感の対 
象に対する無執着、思慮深さ、目標からの逸脱に対する羞恥心、無益 
な努力の放棄も挙げられる。 

3. 『壮大、寛容性、忍耐、清らかな思考と行動、敵意と慢心の皆無は 
すべて神聖な特質を示す人々の特質である。』 


壮観はまさに神随一の特質であり、またその性質を帯びる神聖な 
壮大さという美徳をもって行為をなす人の特質である。アングリマー 
ラは偉大な精魂ブッダを見た途端に考えをすぐに変えたというが、こ 
れは多幸を生む高貴さ、つまり仏陀の偉大さのおかげである。最終的 
にクリシュナは寛容性、安定した気質、純真、憎悪心の皆無、高慢へ 
の全面拒否を列挙し、アルジュナに神聖な宝庫の特質を説いた。クリ 
シュナが挙げた26種の特質は、瞑想において完成の段階にきた求道者 
に備わるものである。しかし、部分的に誰にでも潜在している特質で 
もあり、その特質の働きが休止状態にあるともいえる。そのうえ、罪 
人の多くが罪をあがなうことになるので、邪悪のインパルスが優勢で 
ある人々にも、そうした特質は無縁ではないといえる。 

4. 『パルタよ、虚飾、横柄、うぬぼれ、激怒、粗野な発言、無智はす 
ベて凶悪な人々の特質である。』 

二種類の特徴における各作用について、以下詳しく言及される。 


免 ST: ^frT: -iifaniPmi I 
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5. 『バーンダヴァよ、神聖な特質は悟りの境地をもたらし、邪悪な特 
質は俗的な束縛をもたらすと定められている。だからこそ嘆くこ 
とはない。あなたは神的な気質に恵まれている。』 

アルジュナは、神聖な性向を帯びているので必ず至福、つまりク 
リシュナの境地に達する。しかし、神聖な宝庫と邪悪なインパルスは 
誰のもとに住するのか。 

6. 『パルタよ、この世界に存在するものとしては二種がある。すなわ 
ち、神聖なものと邪悪なものである。すでに神聖なものについて 
詳しく説いた。さて、これから邪悪なものに関して述べることに 
する。』 

現象界には、美徳を備えた人々と悪徳を備えた人々がいる。精神 
において 神聖なインパルスが活発であるとき、神的な性質である。し 
かし、邪悪な性向が強いとき、残忍な性質に変わる。国の内外を問わ 
ず、世界中の人々はすべてこの二種類に分類されるのである。今まで 
のところ、クリシュナは神的な性質に ついて 説いたので、今度は邪悪 
な気質の特性に ついて アルジュナに教示する。 

7. 『邪悪な人々は、正しい活動に取り組むこともなく、不正な活動を 
避けることもない。彼らは清浄さに欠け、正しい行動も誠実も知 
らない。』 

俗悪な性向のある人々は、なすべき行為も知らず、不義な行為を 
避けるべきであることにも気づかない。それゆえに彼らには純真さ、 
正当な行動や永遠の真理が存しない。次節ではそうした人々の心の働 
きに ついて 言及される。 
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8. 『彼らは言う。一世界は不真実であり、援護や神もなく、男女と 
いう相互関係によって作り出されたのである。それゆえ、民衆の 
欲念以外に一体何があるものか。』 

こうした尊大な見解によれば、現世の目的は単に快楽の享受とな 
る。それ以外に何があるというのか。 

9. 『そうした見解をもつ彼らは愚かで退廃的である。そのように不徳 
で残虐な人々は荒廃した世界にのみ出生する。』 

誤った考え方をもっているため、彼らの本質は不浄であり、そう 
した人々は他者を滅ぼすために存するしかない。 

10. 『彼らは、うぬぼれと慢心にまみれ、理不尽かつ貪欲であり、無智 
ゆえに間違った主義を支持し、悪意に満ちた行動を起こす。』 

このように無智な人々は、自我と満たされない欲望によって激怒 
し、誤った信条を抱き、実に悪徳で不浄な宗教上の実践に夢中となっ 
ている。たとえ彼らが神聖な礼式や奉献の祭典を行なったとしても、 
それは曲解によるものであるというしかない。 

11. 『死への不安が限りなく続き、快楽の世界にひたり、彼らはそうし 
た欲望の享受が至高の目標であると確信している。』 


そうした人々が至上の喜びとして感じることといえば、官能的な 
欲望を満足させることである。できるだけ多くの快楽を享受しようと 
いう考え方に固執しているが、それは本当の至福が何であるかを知ら 
ないためである。 
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12. 『幾百もの空しい希望の綱に縛られて、欲望と怒りのままに、彼ら 
は欲を満たすために理不尽な方法で富を蓄えようとする。』 

そうした人々は野心という無数の綱に束縛されているが、実はひ 
とりの人間を吊るすのにロープー本で十分である。 

欲望と怒りに毒されている人々は、快楽に耽るために常に富を蓄 
積する。次節では、この文脈に沿って付言される。 

13. 『そうした人々は、今日これを得たとか、この望みを叶えたいとか、 
こんなに財宝があるとか、もっと富を蓄えてみせる、と絶え間な 
く考える。』 

そして、 

14. 『また、私はあの敵を倒したとか、他の敵も倒してやろうとか、私 
は神であり、統治権を保持すると考える。』 

彼らは完全無欠で強固で幸福であるという幻想の世界にいるだけ 
ではなく、すばらしい運命と高貴な生まれであるという虚栄心や、自 
分たちは無類の存在であるという誤った見解をもっている。 

15. 『そうした人々は無智ゆえに迷妄し、私は富裕であるとか、気高い 
生まれであると考える。また、自分に匹敵するものがあるものか 
とか、私はヤジュニヤを遂行するとか、施し物を与えるとか、至 
福ある人生を歩むと考える。』 


彼らは単に妄信のいけにえに過ぎない。しかし、ここで問題とな 
る点は、そうした人々のなすことはすべて無智から起こるということ 
である。それでは、ヤジュニヤを実践したり、施し物を分けることは 


Hll 也 

t ciciqi^ol I I び I I 





第十六章 


369 


無智な行為であるのだろうか。第十七節でこの点について言及される 
前に、クリシュナはそうした愚鈍な迷妄者たちの究極の目的に関して 
究明する。 

16. 『彼らはいろいろと思惑し、執着の網にからまり、快楽におぼれて、 
最も不浄である地獄に堕ちる。』 

ク y シュナはこの地獄の本質について後述するが、次節ではそう 
した愚者がなす虚偽の行為について解明する。 

17. 『このように虚栄と富にまみれて思い上がった人々は、聖典のきま 

りに反した、名目だけの華美なヤジュニヤをささげる。』 

富と世俗の名誉によって高慢で無分別な人々は名目上のヤジュ 
ニヤ、つまり神聖さが欠ける無益な儀式や祭祀を遂行する。彼らは 
ヨーゲシュヴァラ•クリシュナが第四章の第二十四〜三十三節及び第 
六章の第十〜十七節で教説した崇拝の方式に従わない。 

18. 『そうした人々は虚栄、腕力、尊大、欲望に迎合する。邪悪で卑劣 
な彼らは、自己と他者に住する私に敵意を抱く。』 

聖典によれば、神の記憶はヤジュニヤである。この方法に従わな 
いで、名前だけのヤジュニヤを遂行する人々、あるいは他の事柄を遂 
行する人々は神を嫌悪し、神に敵対心をもつ。なるほど嫌悪心を捨て 
ることができなくても救われる人々がいる。しかし、神を敵とする 
人々もまた同様に救済されるということではない。これに対するクリ 
シュナの答えは以下のとおりである。 
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19. 『憎悪心をもち、残忍で最も卑劣な人々を私は絶えず邪悪な出生に 
運命づける。』 

聖典が定める道からはずれた崇拝者たちは卑しい生まれで最も堕 
落した人々であり、残虐な犯行の加害者という判決を下されている。 
クリシュナは以前にそうした卑しい人々を地獄に投げ落とすと断言し 
たことがある。ここで彼は繰り返し同じことを述べているわけだが、 
クリシュナは彼らの運命を低劣な生まれとなるように定めると説く。 
これは地獄をさす。いわゆる牢獄での拷問が絶えがたいものであるな 
らば、卑しい再生を限りなく繰り返すことはもっと酷いことに違いな 
い。そういうわけで、神聖な宝庫を手に入れるために常に努力するこ 
とが肝要である。 

20. 『クンティーの息子よ、こうした無智な人々は邪悪な再生を繰り返 
し、私に達することができずに、さらに堕落して最も卑劣な境地 
に帰す。』 


この堕落は地獄を意味する。次に、この地獄と呼ばれるものの起 
源について言及される。 

21. 『白己を破滅させるゆえに渴望、怒り、食欲は地獄の三門である。 
この三つは何としても捨てるべきである。』 

邪悪なインパルスの三大要素とは渇望■怒り•貪欲である。従つ 
て、この三つを完全に捨てることは有益である。 


22. 『クンティーの息子よ、この三つの地獄の門を避ける人は、真我に 
とって最善な行ないを実践し、至高の境地に達する。』 
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こうした地獄の三門から脱することができる人は、究極の果報を 
もたらす行為に励んで、至福の境地、つまりクリシュナに達する。 
この三門を放棄しなければ、賅罪のための究極の栄誉をもたらす、 
定められた任務遂行することができない。 


23. 『聖典の指示に反して、自分の意志のままに見境なく活動する人は 
成就することもない。また、至高の境地にも、幸福にも達しな 

い 。 』 

ここでいう聖典とは明らかにギーターをさし、第十五章の第二十 
節でクリシュナはすべての知識のうちで「最も深遠なもの」として教 
説した。本書はまさしく最高の聖典である。この聖典を不問に付して、 
故意に行為する人は成就も救済も至福も得られない。 

24. 『聖典とは、なすべきこととなすべきでないことを示す典拠であり、 
聖典が定める行為に従って、あなたは行為をなすべきである。』 

第三章の第八節においても、クリシュナはアルジュナに定められ 
た任務をなすべきであると説いた。この定められた行為に重点を置き 
ながら、クリシュナはヤジュニヤがそうした行為であるとも指摘した。 
ヤジュニヤは、心を完全に抑制し、永遠不滅の神に導くための特別な 
崇拝方式のイメージである。さて、クリシュナは渴望、怒り、食欲が 
地獄をもたらす三大要因であると付言するが、この三つの邪悪なもの 
を捨離しなければ、至高の栄誉と至福をもたらす行いをすることがで 
きない。換言すれば、クリシュナの説明に何度も出てきた定められた 
行為は開始されないのである。世俗的な任務に取り組めば取り組むほ 
ど、渴望、怒り、貪欲の世界に深く引き込まれてしまう。しかし、渇 
望、怒り、貪欲を捨てたならば、この定められた行為によって心が完 
全に抑制され、永遠不滅の神に導かれる。すると、そうした行為は習 
慣的な行動に変換される。そういう正しい行為を拒否し、私意に任せ 
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て行動するならば、幸福も成就もなく、究極の境地を知ることもでき 
ない。従って、聖典とは何が正義か不義かを決めるための典拠である。 
そういうわけで、アルジュナは必ずギーターという聖典に準じて行動 
を起こすべきである。 


★★★★★ 

本章のはじめにヨーゲシュヴァラ_クリシュナは、堅固な瞑想、 
完全な自己放擲、内なる高貴さ、感官の抑制、正しい心の統治、真我 
にっいての見識、ヤジュニヤへの懸命な努力、精神苦行、憤怒皆無、 
冷静な知力など、二十六種類の特質を例示し、神聖な宝庫からなる敬 
けんなインパルスについて詳述している。これらの美徳な性質は、 

ヨーガの実践に取り組みんで究極の目的に近づいた崇拝者に備わるも 
のであるが、部分的にすべての求道者に内在しているものでもある。 

次にクリシュナは、無智、高慢、虚栄、無慈悲など正しい道を逸 
脱させ、邪悪な性質を引き起こす数々の要因について指摘した。最終 
的にクリシュナは、神的な富が完全な解脱と至高の境地への成就をも 
たらし、俗悪のインパルスは真の行為を邪魔して堕落させるとアル 
ジュナに説いた。それでも、アルジュナには生来の神聖さが備わって 
いるので、彼が落胆する必要は全くないのである。 

そこで問題となるのは、正義と不義のインパルスが一体どこに存 
するかということである。それに関して、クリシュナは人間に美徳と 
悪徳という二種類の性質があると説いた。すなわち、神聖なインパル 
スが満ちているとき、人は清らかであり、その反対に邪悪さに覆い包 
まれているとき、人は不浄である。どこで生まれようと、どんな名を 
もとうとも、人間は皆、こうした二つの区分のうちのいずれかに属す 
る。 

続いて、クリシュナは邪悪な性質を有する人々の特質を詳述する。 
罪深い享楽を求める人々は、なすべき行為となすべきでない行為がな 
んであるか、全く見当がつかなくなってしまう。そうした人々は行為 
を遂行しないために、誠実も純真も正しい行動も存在しない。彼らは、 
現世に救いの場所も神もなく、万物は情欲の交わりによって生じたと 
主張する。つまり、彼らの究極の目的は放縦そのものである。なぜな 
ら、それ以上のものが彼らには存在しないからである。クリシュナの 
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時代にも、こうした妄信的な見解が広まり、それが消えることは一度 
もなかったのである。しかも、そうした見解を普及させたのはインド 
の哲学者チャルヴァカ 1 だけではなかった。すなわち、人間の精神に美 
徳と悪徳が交互にあらわれている間は、妄信は存続するものである。 
クリシュナによれば、愚かで残忍な人々は、他者を損傷するために、 
また敬虔なものをすべて破滅させるために生まれる。彼らは敵を倒し 
たと言っては、そうした悪行をさらに続けようとする。しかし、クリ 
シュナは、彼らは敵を減するのはなくて、遍在する神を敵とする渴望 
と憤怒の奴隸でしかないとアルジュナに説く。それでは、アルジュナ 
は誓いのもとでジャヤドラタ 2 をはじめとする人々を殺したのだろうか。 
もしそうだとすれば、アルジュナには凶悪性があり、神の敵といえる。 
しかし、クリシュナはアルジュナが神聖さに恵まれていると明白に述 
ベた。それは絶望させないためにというわけではない。神はすべての 
心に内在するのであるから、我々人間を常に見守る偉大な力があるこ 
とを忘れてはならない。すなわち、すべて聖典が定めるように活動し 
たり行為したりすべきであり、さもないと罪に相当するものであると 
いう心得をもつことが大切である。 

ヨーゲシュヴァラ•クリシュナは邪悪で残忍な人々は常に地獄に 
落とされると繰り返し説いた。この地獄とは具体的に何を示すのか。 
クリシュナによれば、地獄とは低次で不浄の再生を繰り返すことを意 
味する。それらはすべて同義語なのである。このように自己の堕落が 
地獄であり、渇望、憤怒、貪欲はそれの三大要因といえる。つまり、 
邪悪には三つの基因がある。クリシュナが何度も説いたように、それ 
らをすべて捨ててこそ、真の行為を開始できる。欲望や怒りや野心は 
世俗の事柄に囚われていると絶えず起こるものであり、また社会的な 
義務を丁重に遂行していてもやはり起こるものである。それゆえに、 
この三つの感情を制覇しなければ、定められた行為への道は開かない 
のである。求道者がなすべき行為が何か、なすべきではない行為が何 
かと途方に暮れたとき、本書は確かにそれを決定する道しるべである。 


1. 無神論および唯物主義の総論を提議した哲学者。 

2. ドウラパーディへの侮辱が原因で、パンダーヴァ軍に沢山の恥辱を受けた後、ドウ 
ルヨダーナの妻のきようだいジャヤドラータは、アビマニュ（アルジュナの息子） 
の殺戮計画で指導的な役割をしたが、結局、アルジュナの手によって死を迎えた。 
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すなわち、逸脱とは私意による行為であり、この聖典に拠って行為す 
ることが真の行為なのである。 

本章でヨーゲシュヴァラ • クリシュナは神聖及び邪悪なインパル 
スを詳述し、人間の心には双方が存在すると諭した。 


従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリ 
マド • バガヴアット.ギータに基づいてヤタルタ • ギータの第十六章 
『美徳と不徳を区別するヨーガ』が終りました。 

ハリーオマータター サタ 



第十七章 


二種の信義をあらわす ヨーガ 

ヨーゲシュヴァラ.クリシュナは第十六章の終わりに説いたこと 
は、それまで繰り返し言及してきた真の行為は渴望、怒り、貪欲をす 
ベて捨てたとき、はじめて開始されるということであった。成就のた 
めの行為でなければ、そこには満足も熟達も至福もない。ふさわしい 
行為が何であるか、ふさわしくない行為とは何か、何がなすべき行為 
なのか、なすべきではない行為とは何かと迷って、窮地に追い込まれ 
たとき、聖典は解決の糸口を示してくれる。そして、ギーターはそう 
した聖典であり、最も深遠な知識が凝縮されたものである。聖典と呼 
ばれるものは他にもあるが、我々は常にギーターに目を向けているこ 
とが一番大切である。どこか別の所で求道するならば、正しい道から 
はずれてしまうだろう。これほど体系的かつ公正である聖典はないの 
で、ギーターを学ぶことが最善の方法である。 

本章でアルジュナは、忠実な帰依心をもちながらも聖典に反して 
崇拝する人々の境地について説くように聖パガヴァツト（クリシュ 
ナ）に求める。彼らの境地はサツトヴァかラジャス、それともタマス、 
すなわち清廉か熱情か、それとも迷妄のどれになるかという問いであ 
る。なぜアルジュナがそれを知ろうとするかというと、以前に三グナ 
というものが生得的な本質によって定められると学んだことがあるか 
らである。そういうわけで、アルジュナは本章の最初にそうした問題 
を提起する。 
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1. 『アルジュナは尋ねた。一ああ、クリシュナよ。信仰心をそなえ 
つつも聖典の教えにそむいて崇拝する人々は、サットヴァ■ラ 
ジャス.タマスという根本原質のうちのどの作用によるもの 
か。』 

アルジュナの疑問を解くためにクリシュナは信仰にも三つの種類 
があることを教示する。 

2. 『聖バガヴァットは告げた。一人々の信仰には純質的、激質的、 
暗質的なものがある。これから、その三種について説くから聞 
け。』 

第二章でヨーゲシュヴァラは、ヨーガには無私行為の道と識別の 
道があって、そのどちらにおいても定められた行為は同じであるとア 
ルジュナに説いた。堅実に無私行為に専念する心は一方向にある。そ 
れに対して無智な人々は絶えずさまざまな方法を創出するゆえに、そ 
の心は無数の方向に散乱し、限りない不和によって穴だらけである。 
そうした人々は種々の儀礼や祭式を考案するだけでなく、美辞麗句を 
並べ立てる。不幸にも、そういう魅惑的な言葉をあやつる人々は、な 
すべき正当な行為をすることができない結果、そのうえ迷妄状態にあ 
る。聖典の制定に従わない崇拝者の信仰に三つの種類があるとクリ 
シュナは指摘してから、次に同じ点について、違った表現を用いて繰 
り返し説明する。人間の心に流れる信仰の傾向は、善良か熱烈、ある 
いは鈍感である。 

3. 『バーラタよ、すべての人々の信仰は生来の本質に応じて、敬けん 
さを得るものであるから、人はその人の信仰に他ならない。』 

あらゆる人々の信仰は本性に従う。人間はもともと信仰の被造物 
である。そういうわけで、人間の性格は信仰の傾向に非常に似ている 
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のである。一般に「我々は何者か」と尋ねられるのだが、人間とは精 
魂であると語る人々も中にはいる。これに対し、ヨーゲシュヴァラ- 
クリシュナは人間の信仰が生得的な本質によるものであり、だからこ 
そ人柄もまた本人の気質によって決まってくるとの見解を述べている。 

ギーターは何が真のヨーガであるかについて教示するものである。 
マハリシ_パタンジャリもまたヨーギンであったが、彼はヨーガの哲 
学体系をこの世に残している。それによると、ヨーガとは完全な心の 
制御である。この厳格な規律は傍観者、っまり各自に内在する個の精 
魂が永遠の真実である神と一体となるために役立つものであるとすれ 
ば、精魂はそのように合一する前には不浄であるのだろうか。パタン 
ジャリの考えでは、精魂は以前にそれを包含した人の偏向と同一であ 
る。そこでクリシュナは、人間に本来信仰の特質が備わっていて、そ 
れに全く浸かっているものであると断言する。つまり、自己に内在す 
る帰依心というものがあり、その信仰の特質に従って人間形成がなさ 
れ、人はその本来の傾向に一致する。この点について、クリシュナは 
信仰を三つに分類して言説する。 

4. 『純質な信仰者は神々は崇め、激質的で不徳の人々は鬼神を、暗質 

で無智な人々は亡霊を崇める。』 

我々は不断の努力で自己の傾向に従って尊敬する対象を崇拝する。 

5. -6. 『聖典が定めていない過酷な苦行をなし、渴望、執着、権力によ 

る虚栄、さらに偽善や尊大に悩む人々、また身体をなす元素群だ 
けでなく精魂に宿る私をすり減らす人々は邪悪で無智な人々であ 
ることを心に留めよ。』 

精魂が自然界の亀裂に入り込んでしまうと微弱になるが、ャジュ 
ニヤは精魂を強化してくれる。それ故に、精魂を損傷させる無智で無 
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慈悲な人々が明らかに邪悪であると考えるようにアルジュナは勧説さ 
れるのである。このように、アルジュナが取り上げた問題は解決され 
た。 


聖典が教示した道に従わなかった公正な人々は神々を崇拝する。 
また、激質的な人々は鬼神を崇拝し、無智な人々は死者の霊魂などを 
仰いで崇拝し、さらに極度の苦行に励むが、クリシュナによれば、こ 
のような苦行は身体と精魂に常在する神をなす元素群を次第に崩壊さ 
せる。唯一神を崇めて、その神聖さを分かち合おうともせずに、彼ら 
は神との距離をどんどん伸ばしているにすぎない。こうした人々は邪 
悪な性質を帯びていると考えるべきである。これは多神を崇拝する 
人々でさえ邪悪であることを示唆している。その考えを納得させるた 
めのもっと有意義な方法はありえないだろう。他の諸神も鬼神も亡霊 
もすベて至高の存在の微小片にすぎないから、我々はその至高の存在 
をひたすら仰ぎ、願い求めて崇拝するという決心を固めるべきだとい 
える。これはクリシュナが繰り返し述べてきたことである。 

7. 『各自の好みに応じて、三種の食物があるように、ヤジュニヤ、苦 
行、布施にも区別がある。そうした区別について、私の説くこと 
をよく聞け。』 

三種の信仰があるように、それぞれの嗜好に合う三種の食物を人 
間は好む。それと同様に、ヤジュニヤ、苦行、布施にもそれぞれ三種 
ずつある。まず最初に、食物の分類について説かれる。 

8. 『心地よくて、生命力、知性、力、すぐれた健康、幸福、満足を与 
え、風味のある柔らかで保存性のある食物は、純質な人々に好ま 
れる。』 


クリシュナによれば、良い食物は快く、力となり、すぐれた健康 
や幸福や満足を与え、保存性に富む。そうした食物は善良な人々に好 
まれる。 
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しかしながら、牛乳が完璧な食品であるとか、玉ねぎを食べると感情 
が激化したり、ニンニクによって根性が卑しくなるという見解は誤り 
である。つまり摂取するだけで精神を向上させたり、激励あるいは落 
胆させたりする食物はない。従って、良い体格、健全な精神、すぐれ 
た健康を与える食物についていえば、世界中の人々は環境や地理条件、 
もちろん個人の嗜好によって非常にさまざまである。米を主食とする 
人々もいるし、大麦パンを中心にする地域の人々もいるし、バナナや 
じやがいもが主要な食品である国々もある。中には、羊肉や魚類、さ 
らにカエル、蛇、犬や馬肉などを食生活に取り入れて楽しんでいる 
人々もこの地球上にいる。また、ある所ではラクダの肉は珍味とされ 
る。欧米人の大多数は牛•豚肉を摂取するが、学問や精神的な成長や 
経済発展の優位性に悪影響を与えなかった。 

ギーターによれば、食物は味がよく、柔らかで栄養がある。そう 
した食物は長寿、体力、精神力、すぐれた健康を保つのに適切である。 
もちろん、それが楽しめるものであるとも説かれている。言うまでも 
なく、信心深い食物もあれば、不信心な食物もある。良い食物は土地 
の状況、周囲の環境、場所、時間とすべての面で調和がとれ、しかも 
必要な栄養を与える。従って、対象そのものよりもその用い方の結果、 
善玉となるか悪玉となるかが決定されるといえる。 

肉や アルコール 類な どの 飲食物は故郷や家族との関係を絶って、 
神に専一する瞑想をなし、 サン ヤーシ（出家者）の生活を送っている 
人々には不適切である。そうした食料品は精神の規律に有害になる心 
境をもたらすことがすでに実証されている。すなわち、それによって 
求道者が成就せずに逸脱してしまうという危険ファクターを常に抱え 
ることになる。迷妄を捨てるために出家の道を選んだ人々は、第六章 
でクリシュナが説いた食物に対する教えに留意するのが賢明であり、 
神を敬慕して崇拝するのにふさわしい飲食類が正当だといえる。 

9. 『苦く、酸っぱく、塩っぽく、辛く、刺激があり、粗悪で臭いが強 

く、悲哀や心配や病気をもたらす食物は、激質的な人に好まれ 

る。』 


そして、 
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10. 『生煮えでまずく、悪臭を放ち、新鮮でなく、残り物であり、不浄 
な食物は、無自覚な人々に好まれる。』 

食物に対する論議はこれで終了し、次はヤジュニヤについて言及 
される。 


11. 『集中力をもってヤジュニヤを実践するとき、聖典が定めたとおり 

のヤジュニヤとその遂行は適切かつ吉兆である。』 

ギーターが是認するヤジュニヤとはそういうものである。第三章 
でクリシュナは初めてヤジュニヤを明示した。つまり、「ヤジュニヤ 
の実践のみが行為であり、人々が従事している他の任務はすべて現世 
の束縛に属するにすぎないから、クンティーの息子よ、執着を捨てて 
最高精神にかかる任務をしっかりと遂行せよ。」と述べた。第四章に 
おいては、ヤジュニヤと呼ばれる独特な行為の特質を説明したように、 
それは奉献の行為であり、そこではヨーガの実践者が入息と出息（プ 
ラーナとアパーナ）を互いに捧げて、呼吸の平静を得るためになす自 
制という火として、その二つの呼吸を奉献することによって調息され 
るのである。ヤジュニヤには十四段階があると詳述されたが、個の精 
魂と最高精神の間にある深婣を埋めてくれる同一の行為が種々の段階 
に分類されているのであった。端的に言えば、ヤジュニヤとは、崇拝 
者を永遠不変の神に導いて、至高の存在と融合させてくれる唯一の瞑 
想方法というものである。 

もう一度クリシュナはその高徳な訓令について言及していくとき、 
ヤジュニヤは聖典に基づくものであり、その実践はいわば道義であり、 
心を抑制させるものであり、しかも、ヤジュニヤの実践者がその行為 
に対する果報を求めないならば、そのヤジュニヤは秀逸であると説く。 
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12. 『最高のバーラタよ、激質的な人々が単なる偽善のために、または 
何らかの果報を求めてヤジュニヤをなすとき、それは不浄なもの 
であると知れ。』 

ヤジュニヤの認識をもってそれに取り組む人であっても、自分の 
美徳を誇示するため、あるいは称賛の対象になりたいとか何かの利益 
を獲得したいために実践するならば、その人は不徳な迷妄者でしかな 

い。 

クリシュナは次に最も低劣なヤジュニヤの特質を指摘する。 

13. 『聖典の教えに従わず、最高精神を無視して心を抑制せず、奉献や 
信仰に欠けたヤジュニヤは邪悪であると言われている。』 

聖典が定めることに背いたり、神が最も低次な形態で顕示する食 
物さえ作り出すこともなく、自制することを怠り、神聖な奉献も行な 
わず、完全無私の状態にもなれず真の帰依心がないとすれば、そうし 
たヤジュニヤは全く下級なものである。そういうわけで、そうした行 
為をなす人は真のヤジュニヤを認識する能力が微塵もないといえる。 
クリシュナは次に苦行について言及する。 

14. 『神、パラモン、導師、知者を崇め、清らかで正直で純潔であり、 
暴力的でないことは身体的な苦行と言われる。』 

身体は常に欲望を求めて迷妄する。それゆえに精魂の傾向に沿う 
ために身体を抑制することが身体的な苦行である。 
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15. 『感情を乱させない言葉とは、穏便好意的かつ真実である。また 
ヴューダの学習や至高の存在の想起や真の自己の熟考の習練であ 
り、それは言語的な苦行と言われる。』 

世俗的な満足の対象への思いを表現するには話音の力が求められ 
るのだが、それを抑制して、神の道に沿って慎重に表現することは言 
語的な苦行である。 

さて、もう一つの苦行について言及されるが、それは精神の苦行 
である。 

16. 『温和な気質、静けさ、黙想、落ち着き、心の清らかさは精神的な 
苦行と言われる。』 

身体的、言語的、精神的と言われる三つの苦行を同時に実践する 
ことが真の苦行である。 

17. 『何らかの果報を期待することもなく、最高の信仰をもって我執の 
ない人によって三種の苦行がなされたとき、それは真に公正なも 
のである。』 

この他に自己の意志に任せて実践するものは、ラジャス、つまり 
激質の苦行である。 

18. 『尊敬や名誉や礼賛を求めて、あるいは虚栄のために行なうならば、 
そうした苦行はラジャスの特質をなすと言われる。』 

次に、最も堕落した苦行の種類である、タマスの特質を帯びた邪悪な 
苦行に ついて 説かれる。 
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19. 『浅ましいほどに強情に行なう、または他者を害するために行な 
う苦行は頑迷的と言われる。』 

既述のごとく、善良と美徳のある苦行の目的は身体•言語•精神 
における調和を図り、至福をもたらすことにある。衝動的な苦行の場 
合には、同様な方法をとりながらも、世俗的な名誉を求める虚栄のあ 
るものとなってしまう。例外として、現世を捨てた精魂さえ虚弱とな 
る場合もある。しかし最も邪悪な苦行と言われる場合には、ただ理不 
尽な行為になるだけではなく、他者までも害する不正な結果に陥る。 

さて、次にクリシュナは施し物に関して述べる。 

20. 『なすべき任務であるとみなし、見返りを期待せず、適切な場所 
と時間に、受けるにふさわしい人に与える施し物は善良であ 
る。』 

しかしながら、布施というものが強制によってなされる場合や、 
また何かを期待したり、それにかかる果報を求めたりしてなされる場 
合には、そうした布施は悲惨なものであり、それは激質といえる。 
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21. 『不本意ながら、または見返りを求めて、あるいは何かの報いを期 
待しての施し物は、不徳で激質的なものである。』 

とはいえ、最も低劣とされる布施は、礼儀も敬意も払わずに不適 
切な場所と時間において、それを受ける価値のない人に与えられるも 
のをさす。 

22. 『不適切な場所と時間において、不適切な人に対して、無礼あるい 
は軽蔑的な気持ちから施される布施は、邪悪であると言われ 
る。』 

恩師マハラジャ • ジ氏日く、 「受けるにふさわしくない人に対し 
て施し物を与えるならば、その付与者は堕落していることになる」。 
同じことをクリシュナが言説しているように、適切な場所と時間に、 
適切な人に対して、真に寛大な気持ちで、互恵的な考えをもたずに与 
えるとき、確かに布施は価値があるといえる。何らかの見返りを求め 
て渋々と奉献した施し物は不徳であるし、礼儀や尊敬を知らずに不適 
切な人に与えた施し物は邪悪である。そういうわけで、欲望や家庭な 
どすベてから離れて、神のみを求める人々が奉献する施し物は高次的 
なものである。というのは、こうした布施は、あらゆる渇望を取り除 
く作用をもたらす精神上の完全な放擲を含意しているからである。 
従って、クリシュナの意向からして、このような布施が必要不可欠だ 
と判断できる。 

次に、クリシュナはアルジュナに聖音オーム 1 、タット及びサット 
の特徴について解明する。 
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1. 既述したように、オームという音節は最高精神のシンボルでもあり、またプラナー 
ヴァ、つまり言葉または響きとも呼ばれる。さらに、不変で遍在する最高神をもあら 
わす。ヴエーダ、ヤ ジュニャ、 森羅万象もすべてが最高神によって作り上げられた。 
タットとはその意味でもあり、敬意をこめて神を表す言葉として使用される。サトは 
「真実」という意で、時間•場所•原因の法則からの影響を受けない。 
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23. 『オーム、タット、サットは、至高の存在を形容するための言葉で 
ある。バラモン、ヴエーダ、ヤジュニヤはすべて至高の存在が創 
造したものである。』 

オーム、タット、サットという三種の語は神のシンボルであり、 
クリシュナは、その言葉で我々がどのように至高の存在に向かい、そ 
れを心の中でどう呼び出すのかをアルジュナに説く。パラモンをはじ 
め、ヴエーダやヤジュニヤを創造したのは至高の存在である。すなわ 
ち、バラモン、ヴエーダ、ヤジュニヤはブラフマン（宇宙我）を象徴 
するオームから生じたということである。それゆえに、ヨーガの結果 
としてそれらがすべて生じたともいえるし、またオームに対する不断 
の熟考から起こったのである。これ以外に他の方法はない。 

24. 『それゆえ、ヴエーダの帰依者はオームという二音を発っしてから、 
聖典に基づくヤジュニヤ、布施、苦行という行為を実践する。』 

このために、神を念想する人々はまず聖音オームを唱えてから、 
定められた崇拝、慈善や苦行を遂行する。というのも、この発声に 
よって至高の存在が連想させられるからである。 

次にクリシュナはタットの意味及び効果について詳言する。 

25. 『あらゆる果報を捨て、神が遍在しているとみなし、真の至福を求 
める人々は、聖典が定めるヤジュニヤ、慈善、苦行という任務に 
取り組む。』 

タットは神に帰依することを意味する。換言すると、タット、つ 
まり神を全面的に信頼して、オームを唱え、ヤジュニヤ及び慈善や苦 
行に取り掛かるべきである。 

クリシュナは次節においてサツトについて同様に言及する。 
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26. 『パルタよ、サットは真実という意味や秀逸という意味を表現する 
ために用いられる。また、幸をもたらす行為を表すためにも用い 
られる。』 

本書の最初にアルジュナは家族の伝統のみが永久であり、真実で 
あると述べた。その発言はクリシュナを刺激することになり、反論と 
して、彼はアルジュナがどのようにして迷妄思考の犠牲者になったか 
と追求する。実在は常住して不滅であり、その反対に虚在は非有であ 
り、可滅であるに他ならない。それでは、非有なものとは何であるか。 
この問いに関して、クリシュナ日く、真の自己のみが実在であり、万 
物は可滅である。真我は永久不変で深遠であり、不滅である。これこ 
そ究極の真実である。 

クリシュナは、至高の存在、ヴィズ、サットという形容辞は真実、 
あるいは成就という意味であると述べる。さらに、定められた任務が 
あらゆる点で整ったうえで開始され、スムーズに進行しているとき、 
サットという語が使用されるとアルジュナに教示した。サットには、 
これらの対象がすべて我々のものという意味は全くない。自分が自分 
の支配者でなければ、身体的に必要とされるものを自分で所有してい 
るといえるだろうか。サットという語を使用するにあたり、そこには 
常に同じ方向に向けられ、つまり真の自己が究極の実在だという事実 
に基づく信仰に向けて使用されるわけである。この真実を背景とする 
堅固な信仰があるとき、またこの真実の認識をもたらす成就への切望 
があるとき、あるいはこの成就をもたらす行為が無事に開始されたと 
き、サットという語を用いる。そこで再びヨーゲシュヴァラは実在と 
いう同じテーマについて触れていく。 

27. 『神を求める精励と共にヤジュニヤ、苦行、布施における悟りの境 
地もまた実在を言われる。』 
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神を求めて始めた行為のみが実在である。すなわち、ヤジュニヤ、 
布施、償いはこの行為を補足するものである。最終節でクリシュナは 
信仰がこれらの任務における最も重要なものであると切言する。 

28. 『パルタよ、信仰なしに、供養し、施し物を与え、厳しい苦行や他 
の行為をなしても、それはすべて不正である。なぜなら、そうし 
た行いは現世においても来世においても無益であるから。』 

たとえ改悛における奉献でも慈善でも苦行でも、真の信頼と敬意 
がかけているならば、それはすべて非在である。これは、そうした行 
動は現世においても来世においても有益にはならないということを示 
している。それゆえに無私の境地での信仰がきわめて重要である。 


本章のはじめにアルジュナは、聖典の教えに反する崇拝行為をな 
す人々の信仰の本質について説くようクリシュナに懇願する。周知の 
とおり、亡霊崇拝を固守する人々が多くいる。彼らの信仰がもつ特質 
とは何か。それは美徳的なのか、衝動的なのか、それとも無智で固め 
られいて邪悪であるのか。それについてクリシュナは、もともと人間 
には信仰が備わっているから、あれこれと決め付けるものではないと 
答える。従って、人間の形成は性向と信仰に依拠している。信仰とは 
サツトヴァ、ラジャス、タマスという三種の特質によってそれぞれ決 
定される。美徳的な信仰者は神々を崇め、妄信的な信仰者は名誉と勇 
気をイメージする守護神、あるいは財宝の化身と残虐な行為を表す鬼 
神などを崇める。また、無智な信仰者は亡霊などを敬慕する。こうし 
た種々の崇拝方式では精神面が否認されており、それに従う帰依者は 
自己を形成する元素群だけでなく、真の精神向上及び内在する神をも 
害する。それゆえに我々は亡霊や鬼神、他などの賛美者たちは真の崇 
拝者ではなくて邪悪な気質の人々とみなすべきである。 
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神々に関する問題について、クリシュナはすでに繰り返し述べて 
きたが、第七章になってはじめて、渴望のあまり識別力に欠ける迷妄 
者たちが神々を崇拝するとアルジュナに説いた。第九章で、彼はこの 
問題を振り返りながら、多数の神々を崇める人々が永遠不変の神、つ 
まりクリシュナを崇拝すると断言した。しかしながら、そうした行為 
は聖典の規定に反するから、こういった崇拝は無益なのである。本章 
でクリシュナはその崇拝者たちを最も卑劣な信仰者に分類した。とい 
うのも、クリシュナが是認した崇敬の形式が唯一神への崇拝にほかな 
らないからである。 

続いてヨー ゲシュ ヴァラ■クリ シュナ は、食物、ヤ ジュニヤ、 贖 
罪、施し物という四つの重要な論点について言及する。食物には三種 
あると言われている。美徳を有する人々は、栄養素があって、心地よ 
く、温和な気分をもたらすものを味わう。妄信があって激質的な人々 
は、甘酸っぱく、辛く、臭いが強く、不健康な食物を好む。邪悪で無 
智な人々は、新鮮でない不浄な料理を強く求める。 

聖典に従った道を進み、成就するならば、ヤジュニヤ（心を抑制 
し、欲望から離れるための内的な膜想の習練）は道義的に正当である。 
しかし、自己を誇示するため、あるいは何らかの欲望を満たすための 
行為であるならば、そうしたヤジュニヤは全く非難すべきものとなる。 
聖典の定めを無視し、ヴエーダによる念唱も奉献も真の帰依心もなく 
実践されるゆえに邪悪だと言われるヤジュニヤが最も低俗なものであ 
る。 


身体的な苦行とは、至高神の境地への道を知るための美徳をすべ 
て備えた導師に対して敬意をもって礼拝することであり、また聖典の 
規定を順守する真の改悛や節制及び純潔のことである。さらに真実を 
帯び、友好的で恵み深い言葉は言語的な苦行をさす。必要な行為に精 
神を集中させて、至福のみを求めて瞑想の境地で行為をなすことは精 
神的な苦行である。こうして、身体•言語•精神上の苦行をすべて熟 
達したとき、その完成の段階を迎えたといえる。 
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適切な場所と時間、適切な受者に対して尊敬の念をこめて、徳を 
もって施し物を与えることは純質である。しかし、激質的な人々は不 
本意で何らかの見返りを期待したうえで施し物を与える。また、暗質 
的な人々は不適切な受益者に対し、軽蔑の念を抱いて施し物をなす。 
オーム、タット、サットの特徴を挙げるとき、クリシュナはそれらが 
神を想起させるものであると説く。オームは聖典の教えに従う苦行、 
慈善、ヤジュニヤの開始時に詠唱される。すなわち、その聖音は行為 
が達成されるまで求道者と共に存続する。タットは、かなたにある神 
を表す。定められた行為は、完全な放擲という認識がなければ達成し 
えない。サットは、行為が無事になされていることを示すものである。 
従って、神への崇拝のみが実在といえる。帰依者が真実を確信し、成 
就したいと熱望するときに、サットが用いられるが、ヤジュニヤ、苦 
行、慈善を含め、神に導く力をもたらす行為の最終段階に適している 
言葉でもある。神へ続く入り口を示す行動はしっかりと実在するもの 
である。これらすべてを包括する信仰は最も大切である。ある行為を 
達成し、施し物を与え、苦行という火を燃やし尿くしても、そこに信 
仰が欠けているならば、すべては現世においても来世においても全く 
無益といって過言ではない。それゆえに信仰は絶対に不可欠である。 
このように本章では信仰について教示が全体を通してなされているが、 
最終的なまとめも含めオーム、タット、サットを詳しく解説している 
のは本章のみである。 
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従ってシュリー•スワミ•アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド•パガヴアット.ギータに基づいてヤタルタ.ギータの第十七章 
『三種の信義をあらわすヨーガ』が終りました。 


ハリ ーオマータター サタ 



第十八章 



本章によってギーターは最終幕を閉じるわけである。まず、前半 
において、アルジュナが発する問いが解明されていき、後半になると、 
聖典から生じる多福について詳述がなされて締めく くられる。第十七 
章では、食物、苦行、ヤジュニヤ、布施及び信仰をテーマとして、そ 
れぞれの分類およびその説明がなされた。しかしながら、そこでは放 
擲（サン ニヤ ーサ）のさまざまな形態を言及したことにはならない。 
ここで人間が行為をなす動機について追ってみよう。そうした行為の 
基因とは、神あるいは自然界のいずれと判断すべきか。このように本 
章では、これまですでに提起されたこの問題を解明しつつ、「四種姓 
(ヴァルナ）」と呼ばれる人間の区分に関するさらに詳しい言及がな 
され、自然界の構成の特徴を深く分析していくので、読者に多くの利 
点が次々ともたされることとなる。 

前章でクリシュナは、さまざまなテーマを分類しながら教説して 
いたが、ここでアルジュナは放擲（サンニヤーサ）と捨離（ティヤー 
ガ）に対する説明を乞う。 

1. 『アルジュナは尋ねた。一強腕の主よ、感官を完全に抑制し、一 
切の邪心を洗い清めたフリシケシュ（クリシュナ）よ。放擲（サ 
ンニヤーサ）と捨離（ティヤーガ）について教えを乞う。』 
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放擲とは完全放棄という意味をなし、精神上の探索を成就するこ 
とへの愛着が永久に解消する前段階であり、また意志や行為による功 
罪が消滅する状態といえる。ここでアルジュナが問題視していること 
は、放擲および捨離の本質とは何かである。そこで、ヨーゲシュヴァ 
ラ-クリシュナは以下のように説く。 

2. 『聖パガヴァットは告げた。一学識ある多くの人々が、切望した行 
動を放棄するために放擲を用いる。また、他の賢者たちは全行為 
の果報を放棄するために捨離能力をはたらかせる。』 

3. 『多くの学識豊かな人々は、あらゆる行為は不道徳であるから、放 
棄すべきであると言う。他の学識者たちは、ヤジュニヤ、布施、 
苦行という行動は放棄すべきではないと言う。』 

このように様々な別の意見も伝えたつつ、ヨーゲシュヴァラ•ク 
リシュナは自分の見解を決定的にする。 


4. 『最高のパーラタよ、放擲に関する私の考えを聞け。無類の者よ、 
こうした放擲には三種あると言われている。』 

5. 『ヤジュニヤと布施と苦行という行為は捨てるのではなく、なすべ 
き任務として遂行すべきものである。なぜなら、そうした行為が 
賢者たちに救済をもたらすのであるから。』 


この問いに対して、クリシュナは一般的な四つの考えを述べた。 
具体的に挙げれば、まず第一に切望した行動は強く否認すべきことで 
ある。第二は、あらゆる行為の果報を放棄すべきであること、第三は、 
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行為というものは不浄であるゆえに全行為を捨てるべきことである。 
そして最後は、ヤジュニヤ、布施、苦行を断つことは不正だという考 
えであった。クリシュナは、そのうち一つの考えに同意する態度を示 
しつつも、ヤジュニヤ、布施、苦行という行為をやめてはならないと 
いう決断を下す。そもそも真実は一つであるのに、クリシュナの時代 
にも、その問題に関する多くの意見が出回っていた。また、今日にお 
いても、いろいろな見解が述べられている状況である。聖者として現 
世に到来するときはいつでも、その者は孤立した生活を営み、数ある 
中で最も有益な教えを説くものである。偉大な精魂の持ち主なら、こ 
れは必須の課題であり、クリシュナもまた同様に取り組んだのである。 
クリシュナは新しい方法を提唱するのではなく、一般に通用する多く 
の意見のうち、真実を示す考えに基づいて丁寧に解明するのである。 

6. 『パルタよ、一切の執着心を捨て、果報を求めることなく、あらゆ 
る行為をやり遂げるべきである。これが私の結論である。』 

アルジュナの問いに答えて、クリシュナは捨離に対する考察を述 
ベる。 

7. 『定められた行為を放棄すべきではない。誤った考えのもとで捨て 
るならば、それは無智（タマス）からな生じる放擲とみなされ 
る〇』 


クリシュナが説く定められた行為とは、ヤジュニヤの遂行に他な 
らない。求道者が 正しい 道から逸脱しないように 願いつつ、 ヨーゲ 
シュヴァラは問題の原点に戻って、定められた様式を何度も熱心に説 
いた。妄信によって大切な行為を捨てることは邪悪かつ暗質的な捨離 
であるとみなされる。なすべき行為と定められた行為は同じであり、 
快楽に心を奪われてしまい、なすべき行為を怠るならば、この捨離は 
不徳である。そうした行為を捨てる人は、結果的に神聖なインパルス 
が抑制したままとなるので、低次的な形態で再生しなければならない。 
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次にクリシュナは不徳で激質（ラジヤス）的な捨離について言及 
する。 


8. 『つらいと思い込んで、あるいは身体的な苦痛を恐れて行為を軽は 
ずみに捨てるとき、捨離そのものの真価が失われる。』 

崇拝する能力がなく、身体的な苦痛を心配して行為を捨てる人は 
思慮分別に欠け、不道徳である。また、そうした人の捨離は激質 
(ラジャス）的であるゆえ、捨離の終息という究極の心境に落ち 
着くことはありえない。 

9. 『アルジュナよ、規律に従って、執着と果報を捨てつつ行為をなす 
べきだという信念のもとでなされた捨離だけが道義的である。』 

定められた行為のみをなすべきであり、その他は一切捨てるべき 
である。しかし、そうした行為は無窮に続けるべきか、または終止す 
る時点があるのか。次に、クリシュナは正当で有益な捨離の方法を指 
摘する。 


10. 『すぐれた美徳を備え、疑念が払い、不都合な行為を厭わず、好 

ましい行為に傾倒しない人は克己心があり、賢明である。』 

聖典が定める行為だけが幸をもたらし、その他一切のものは世俗 
的な束縛に過ぎず、それゆえに不運をもたらす。心が平静である人は、 
不都合であることを嫌忌せず、都合のよいことに執着もしないし、な 
すべき行為さえも最終的に解消するゆえに、そうした人は美徳にあふ 
れ、疑心がなく識別力を備えており、あらゆる事物への所有欲の一切 
を捨てる能力もある。このように、成就と共になされる完全な捨離が 
放擲といえる。しかし、もっと簡単な方法があるのではという問いも 
生まれてくる。だが、クリシュナはその可能性をきっぱりと否定する。 
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11. 『身体に包まれている以上、すべての行為を捨てることはできない。 
それゆえ、行為の果報を放棄した人は捨離を実行したとみなされ 
る。』 

この 「身体」 とは、一般的な目に見える物体だけを意味するので 
はない。クリシュナによれば、美徳（サツトヴァ）、激情（ラジャ 
ス）、無智（タマス）という三根本原質は身体に内在する精魂を拘束 
する。これらのプラクリティが残存する間、もっぱら精魂は包含され 
た状態である。精魂はある身体から別の身体へと移動する。というの 
は、身体を生じさせるプラクリティが存在するからである。包含され 
た精魂があらゆる行為を回避できるはずがないので、行為の果報を放 
棄した人は放擲を習得したといわれている。それゆえに、プラクリ 
ティによって身体が存続している間、定められた行為をなして、その 
果報を捨てるということが絶対不可欠といえる。その一方で、何らか 
の欲望をもって行為がなされるなら、こうした行為には必ず果報が生 
じる。 

12. 『捨離できず欲張りな人々が行為するとき、そこに生じる果報には、 
好ましいもの、好ましくないもの、両者が混在したものという三 
種があり、そうした果報は死後に現れる。しかし、放擲を完全に 
実行した人々の行為には決して果報が生じない。』 

貪欲な人々の行動は死後でさえ生じる結果を巻き起こす。これら 
の結果は限りない再生にわたって確かに存続する。すべてを捨離した 
人々、すなわち真のサンニヤーサ（全財産を放棄したことからそう呼 
ばれる）の行為に対する果報は一切存在しない。これは完全な放擲で 
あり、精神探索における最高の段階といえる。 
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こうして、善悪の行為の結果や、すべての欲望が消失した時点に 
おける行為の終止に対する審査が完結したことになる。そこで、クリ 
シュナは神聖な行為と邪悪な行為をもたらす起因について言及する。 

13. 『勇士よ、あらゆる行為の成就者であるとサーンキヤ 1 が認める五 
つの原理を私から聞け。』 

14. 『すなわち、第一の主動者、それぞれの行為の主体、さまざまな活 
動、持久力、そして運命である。』 

行為をなすのが心であり、美徳と邪悪という性質的な傾向が行為 
の動因である。正当な行為を遂行するとき、識別力、無執着、平静、 
克己、奉献、堅固な瞑想が必要となる。しかし、渇望、憤怒、心酔、 
嫌悪、貪欲は、不正な行為をもたらす作因といえる。また、種々の活 
動という無数の要求とそれにかかる手段というものがある。こうした 
熱望が満たされ始めるのは、手段を選んだときである。なお、五つめ 
の原理として運命またはサンスカーラ、つまり精魂の過去の諸経験に 
よる結果というものがあり、クリシュナはこの点を裏付ける。 

15. 『人が心、言葉、身体により、善悪の行為を企てるとき、必ず五つ 
の原因がそこに存する。』 
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l. サーンキヤはヒンズー哲学の六体系のひとつであり、「サーンキヤ」という言葉には 
もともと数、列挙などの意味がある。サーンキヤ哲学では25種の原理（タットヴァ）が 
列挙されており、永遠不変の実体であるプルシャ（精魂または精神）を25番めの原理と 
して表されている。その主な目的は24種のタツトヴァについての知職を授けつつ、そ 
れらから精魂を峻別することで、生死という束縛を解き放すことにある。 
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16. 『しかし、それでも判断力が未熟であるため、愚者は真我を行為者 

であると見なす。これは正しい識別とはいえない。』 

精魂は神と同一であるゆえ、神は行為をなすわけではないという 
見解がここに含蓄されている。 

ヨーゲシュヴァラがその点についてすでに言及しているのだが、 
第五章では、神は行為をなしたり、他者に行為を強いることもなく、 
行為とは無関係であると説いた。もし神がすべてを決定すると断言す 
るならば、それは人間の心が迷妄で暴っている証拠であり、人は心に 
浮かぶことを何でも口に出しているに過ぎない。クリシュナが切言し 
たように、行為の原因には五種類あり、無智な人は実在を認識できな 
いために、気高い精魂だけが唯一の行為者であると考え、行動するの 
が神ではないと把握する力に欠ける。それでは、このように説くクリ 
シュナが、アルジュナを待ち受けて、媒介者という役割を果たすよう 
になぜ説得するかというと、真の行為者であり、決定者であるのはク 
リシュナだからである。ここでクリシュナが言わんとすること何であ 
ろうか。 

実は、自然界と神を識別する重力の線といえるものがある。求道 
者が現象界の束縛である根本原質の作用を受けている以上、神が行為 
をなすことはない。すなわち、崇拝者の傍らにいるときの神は傍観者 
としての役割しか果たさない。しかし、求道者が堅固な帰依心をもっ 
て目的に到達したとき、神は心の調整剤となって作用し始める。それ 
により、求道者は現象界における重力から解放され、神の世界に入る。 
これは神が求道者の心に常住することを意味する。このように神は成 
就した求道者にだけ行為をなすから、絶えず神に対して瞑想したほう 
がよい。 

17. 『おごれ高ぶらず、心が汚れてない人は、殺める行為をなそうとも、 

殺人者にもならず、その行為に束縛されることもない。』 
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何の恐れもなく殺害することを認めることが本節の趣旨ではなく、 
真に自由を得た人は最高精神の媒体そのものとして行為をなすという 
意である。そうした人は、アルジュナのように暴力や畏怖心を起こす 
行為を強いられることがある。しかし、この場合にそうした人は無執 
着かつ無私の状態であり、それと同時にその行為に対する堅固な使命 
感をもっている。このように、束縛から離れた人は現世の観点で殺害 
行為をなしても、本当に殺したことにはならない。というより、絶え 
ず神を認識しつつ、そこに住する人は必然的に邪悪なことを好まない 
ものである。そうした人は行動の集合体を完全に放擲するので、他者 
を破滅させる世界は非有であるゆえに殺人行為を働くはずもない。 

18. 『知識を確保する方法、役に立つ知識、それを知る者は行為の三種 
の誘因である。また、行為者、動因、行為は行為の三種の要件で 
ある。』 


行為の衝動、知識を得る方法、知るに足る対象は全知の先覚者か 
ら発するものであるという教えをアルジュナは受ける。前にクリシュ 
ナは自分は知られるべき対象であると説いた。必要な知識を得るため 
の方法を求道者に説くことができる真の聖者が存するとき、また求道 
者の注意が目的に定まっているときに限り、行為を刺激するものが生 
じる。同じように行動力が増大し始めるのは、行為者の帰依心、智 
恵_物界での公平無私 • 静寂といった動因、行為を達成するための自 
制、行為の認識が集まっているときである。先述のとおり、成就した 
求道者には行為の遂行における目的もなく、行為の放擲における損失 
さえも非有である。それでも成就者は、他者の精神に美徳の力が起こ 
るための行為に取り掛かる。これは行為者、動因、行為がもたらすも 
のである。 

さらに知識、行為、行為者にもそれぞれ三種ある。 


'gjrf Chjnri I 
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19. 『知識、行為、行為者にはそれぞれ三種に類別されていると、根本 
原質のサーキンヤ哲学において説かれる。それらを正しく聞 
け 。 』 

次節では、美徳の知識について解明される。 

20. 『万物のうちに完全無欠の実体、すなわち不滅の神を認識させる純 
質的な（サットヴイカ）知識を知れ。』 

こうした知識は、根本原質が終息するために必要な直覚、つまり 
認識の成就をさす。次は第二の知識（ラジャス）についてである。 

21. 『万物を分別した実体として認識させるような知識は、激質によつ 
て汚された知識であることを知れ。』 

22. 『不合理で根拠のない浅い智恵、あたかもそれが全てであるかのよ 
うに、身体にのみ執着させる無智（タマス）で汚された知識を知 
れ。』 

こうした知識は、智恵と必要な訓練に基づかないため、唯一の実 
在である神の認識から遠ざけるものであり、役に立つとはいえない。 

次節では三種の行為について説かれる。 
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23. 『人が果報を期待せず、執着を離れ、愛憎なく定められた行為をな 
すとき、それは純質的な行為と言われる。』 

定められた行為とは、精魂を神に導くために必要な崇拝と瞑想の 
みである。 

24. 『また、どれほど努力しても、果報を求める利己的な人がなす行為 
は激質的であると言われる。』 

このような求道者の場合には、定められた行為を遂行していても、 
虚栄の渦に巻き込まれている。果報を要求するところに大きな違いが 
生じ、そのようになされた行為は非道徳なものである。 

25. 『結果を省みず、自己を失い、他者を傷つけ、自己の能力に適せず、 
全く無智から生じる行為は暗質的であると言われる。』 

結局、こうした行為は無価値に帰することになり、明らかに聖典 
の意味するところではなく、むしろ単なる迷妄に過ぎないのである。 
次は、行為者の特質についてである。 

26. 『執着を離れ、自己を誇らず、根気と活力を備え、成功不成功に動 
じない者は、純質的な行為者と言われる。』 

これらは真の行為者の特質であり、そうした人がなす行為は定め 
られた行為と同一なのである。 
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27. 『感情を抑制せず、行為の果報をむやみに求め、貪欲で邪悪であり、 
清浄でなく、喜びと悲しみに左右される者は、激質的な行為者と 
言われる。』 

28. 『気まぐれで乱暴、不正で執念深く、意気消沈し怠惰で何かと遅れ 
がちな者は、暗質的な行為者と言われる。』 

喑質的な行為者の特質については、この時点で綿密に吟味され結 
論づ けられるの だが、 そこでヨー ゲシュヴァラ•クリシュナが、 判断 
力（知性）•決意（堅固さ）•至福（幸福）の性質についての考察が 
なされる。 

29. 『ダナンジャヤよ、知性と堅固さと幸福というものは、根本原質に 
応じてそれぞれ三種類に分けられる。それを別個に詳しく説くか 
ら聞け。』 

30. 『パルタよ、志向の方向性と放棄の範囲、行なうべきことと行なう 
べきでないこと、不安と勇気、束縛と解脱を示す知性は純質なも 
のであり、真実を認識させる。』 

換言すると、道徳的で正しい知性は、神へと導く解脱の道と生死 
をもたらす束縛の道を峻別する能力を与えるといえる。 


31. 『パルタよ、美徳と不徳、行なうべきことと行なうべきでないこと 
を理解する能力をもたらさない知性は道徳意識に欠け、激質的で 
ある。』 
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32. 『パルタよ、知性が闇に覆われ、不徳を美徳と考え、ものごとをす 
ベて曲げて解釈するとき、それは暗質的な知性である。』 


第30〜32節では、知性は三つに類別されている。正しい知性があれ 
ば、従事すべき行為と回避すべき行為、なすべき行為となすべきでな 
い行為が何かの区別ができる意識が生じるので、これは最高の美徳と 
いえる。それに対して真実を認識させない知性であれば、激質が優位 
であるために、何が正当な行為か、何が不正な行為かという判断は不 
可能となる。また、美徳を邪悪とみなし、不滅を可減と考えさせる知 
性の場合には、無智という闇に包まれた状態となり、ものごとを曲解 
する傾向に陥る。 

¥ここで知性の考察は終了するが、次にクリシュナが言及するテー 
マは三種の堅固さについてである。 

33. 『パルタよ、ヨーガの実践により堅固さを得た人が、心と呼吸と感 
官の活動を抑制するとき、それは純質的な堅固さである。』 

ヨーガとは瞑想の過程であるから、他の対象に気が向くようなイ 
ンパルスが心に生じるならば、それは不徳であり罪になる。少しでも 
迷妄心があるとき、正しい道から逸脱していることを意味する。調和 
のある呼吸と意識および感官の抑制を実現する人は、堅固な心を備え、 
善良な性質である。心の管理と活気ある呼吸を行い、感官の機能が適 
正であるとき、不撓不屈の精神が存する。 

34. 『パルタよ、貪欲で執着の囚われである人が義務と享楽と実利を固 
持するとき、そうした堅固さは激質的である。』 
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この種の堅固さは、世俗的な義務の遂行、実利の獲得および享楽 
という物界の三大要素に関わっており、解脱とは全く無関係といえる。 
最終的に大差ないように思えても、激質に基づく堅固さで行為をなす 
とき、求道者はかならず果報を切望し、自分の努力に対する報酬を要 
求することになる。 

35. 『パルタよ、邪悪な人が怠慢、恐怖、心配、悲しみ、高慢さを捨て 
ないとき、そうした堅固さは暗質的である。』 

次に、クリシュナは三つの幸福について言及する。 

36. 『最高のバーラタよ、次に三種の幸福について聞け。人は実践の積 
み重ねによって、苦しみは終息し、至福の境地に至る。』 

真の喜びを求め、精神的な修行を続けることにより、求道者は本 
当の幸福を知る。そうした幸福は一切の悲しみを消失させる力を放つ。 


37. 『最初は毒のようで結末は甘露のような幸福は、自己認識を促す知 
性の清澄さから生ずるゆえに、それは純質的な幸福である。』 

精神的な訓練とは、望ましい目的に向けて精神集中することであ 
り、そこから生じる幸福は、あらゆる悲哀を拭い去る。しかし、崇拝 
の始まりの段階で、その幸福が心地よくは感じられないものである。 
チャーハマーナ 王の 息子は、ブララーダはヴ イシュヌを 崇拝して絞首 
刑となり、昔インドに実在したクリシュナ信者のミーラは毒殺された。 
また、聖人カビールは、ご馳走を好んで熟睡を満喫する自分と、悔恨 
の涙をもって精神が目覚めている自分とのギャップについて指摘した。 
最初、こうした幸福は毒のように作用するが、結局は不滅の富を与え 
る甘露なのである。真の自己認識から生まれる幸福は清らかで純質な 
ものであるといわれている。 
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38. 『感官とその対象の結合から生じ、最初は甘露のようで結末は毒の 
ような幸福、それは邪悪であり、激質的であると言われる。』 

感官とその対象から生じる幸福は、あたかも甘露のごとく思われ 
るが、最終的には毒のような作用を及ぼす。というのもの、この種の 
幸福は、人間を生死の束縛から解放させる力はない。従って、こうし 
た幸福が真の満足感をもたらすことはなく、激しい情念が残る。それ 
ゆえ不徳なインパルスが起こり苦悩をもたらし続ける。 

39. 『最初においても帰結においても、自己を迷わせる幸福、睡眠と無 
気力と怠慢から生ずる幸福、それは暗質的であると言われる。』 

人間が放縦した状態にあると、そこに必ず迷妄心が起こり、世俗 
という無明の世界に浸かってしまう。その世界で得る幸福は、怠惰と 
無益な努力から生じたものであり、いわば無智の塊といえる。 

次に、クリシュナは人間を支配する根本原質の力の範囲について 
言及する。 

40. 『地上においても天の神々においても、自然界から生じた根本原質 
の影響から逃れることはない。』 

虫などの下等動物から最高の創造物ブラフマー神に至るまで、万 
物というものは一時的であり、可滅である。そして根本原質（サツト 
ヴァ•ラジャス•タマス）の支配下にある。天界に存する神々さえも 
根本原質の力には及ばない。 


mRumA ^n*tl \^ 6 \\ 

I パ " 

^ 有令％5讯"5^:翁 

avi 网 1 1>^〇 11 


第十八章 


405 


外界の神々についての言及は既に第7、9、17章においてなされた 
が、さらにヨーゲシュヴァラ • クリシュナは詳しく説き、神々に対す 
る根本原質の影響について示唆するわけだが、そうした神々への崇拝 
は可滅の存在を崇めているにすぎないということである。 

シュリマド • パガヴァットの第3節では9人のヨーギンと高聖スク 
ラとの談話が描かれているが、「サンカラとその妻パルヴァーティは 
恋愛の神、ァシュワニ•クマール（天上にいる双子の医者）は健康の 
神、インドラは勝利を約束する神、クベール（富の擁護者）は財宝の 
神として崇拝せよ」とスクラは説き、最後には人間の種々の願望につ 
いて言及し、あらゆる欲望を充足させ、救済されるためには、ナラ 
ヤーナ神に崇拝すべきであるとの見解を述べている。 

求道者というのものは遍在する神を想起すべきであり、悟りを開いた 

導師に救済を求め、純粋な精神の探索と崇拝行為に専念すること、 
これが成就への道である。 

心界は邪悪の溜まり場と神聖な宝庫の二種に分けることができる。 
そこが神的であれば、至高の存在を直覚する力が生まれる。とはいえ、 
神聖であっても三根本原質の影響から逃れることできない。そして、 
根本原質が完全に静止したとき、求道者は完全なる平静の境地を経験 
する。そういうわけで、真の聖者であるヨーギンは、なすべき行為が 
完全消失した無為の境地に達する。 

次にテーマは、昔から人間を四つの階級に分けたヴァルナについ 
てである。人を生まれによって格付けすべきだろうか。また、このよ 
うな区分は行動力から得た精神力をあらわすのかという点が問題とな 
る。 


41. 『バラモン、クシヤトリヤ、ヴアイシャ、シュードラの任務は、そ 
れぞれの本性に応じた特質で決められている。』 
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善良な性質である場合、瞑想と崇拝の能力および清らかな精神が 
備わっている。しかし、無智が優勢である場合、無気力、不活発、狂 
気が生じ、なされる行為もまた同レベルとなる。人間の特質•性格あ 
るいはヴァルナは三根本原質の状態に応じて決定づけられる。具体的 
にいえば、クシャトリヤというヴァルナは善良と激情との組合せ、ま 
たヴァイシャというヴァルナは無智と激情の組合せで構成されている。 

この点についてヨーゲシュヴァラ • クリシュナは幾度となく言及 
してきた。第2章ではクシャトリヤについて触れ、「クシャトリヤの 
任務は道義的な葛藤以外他にありはしない（第31節）」と説いた。第 
3章では、人生の功績が少ない者でも、自己の天職（ダルマ）に従事 
することが最良であり、死期が近づいても天職の道を歩み続けるなら、 
必ずよい結果をもたらすと教示している。しかし、価値のある任務を 
なしても、それが本来の自分に適切なものでなければ、いくら奉仕し 
ても心配の種となるだけである（第35節）。第4章では、クリシュナ 
は彼自身が四つの階級の創造主である（第13節）と述べたが、それは 
生まれに応じて人間を社会的に四つに類別するという意味ではなく、 
各根本原質の勢力に応じて、人間の行動は四種に分類されるというこ 
とである。すなわち判断の尺度は万物の根本原質である。人間の四種 
姓はヴァルナとよばれるが、これはなんらかの行為をする際の動機を 
四段階に区別するものである。クリシュナによれば、無形無二の神の 
境地に到達するための手段は行為である。神へと導く行為とは崇拝で 
あり、究極の目的への崇拝行為はその出発点といえる。このように真 
の行為とは至高の存在を想起して瞑想することであり、クリシュナは 
それを四段階に区分する。人間を支配する根本原質の優劣によって、 
人間はどんな段階にあるかを把握すべきである。次節ではこの点を追 
求していく。 


42. 『克己、感官の抑制、清浄、苦行、慈悲、高潔、敬虔、真の知識 
および神の直覚は、本性より生ずるバラモンの行動範囲であ 
る。』 
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心の支配、感官の抑制、完全な純粋さ、心•言•身を究極の目的 
に向かわせる苦行、寛容さ、遍在する公正さ、目標を失わない忠実な 
信仰、至高の存在への認識、神意による精神の目覚め、それらに応じ 
た行動力は、パラモンの本質に応じた義務である。従って、こうした 
プラス面が全て心界に現れたとき、その求道者はパラモンであり、な 
された行為はバラモンの特質において不可欠な要素といえる。 

43. 『勇気、尊厳、機敏さ、葛藤に対する耐性力、布施、統治力は本性 
より生ずるクシャトリヤの行動範囲である。』 

勇壮、神の荘厳さ、忍耐力、行動力ともいえる瞑想能力、現象界 
の苦悩を克服する気力、完全な捨離、至高の存在を感受する力、これ 
らすべての心の支配はすべてクシャトリヤの特質によって決められた 
活動である。 

44. 『農業と牧畜（感官）と商業はヴアイシャの領域であり、他人に奉 
仕することはシュードラという性質である。』 

農耕や家畜や商業はヴアイシャが与えられた本来の任務である。 
牧畜とは牛を保護するという意味であるが、水牛や山羊を保護する必 
要がないということではない。もともと「ゴー（牛）」という言葉は、 
ヴエーダにおいて感官を説明するために用いられてきた。牛を保護す 
ることは感官に注意を払うという意味であり、それを実現するために 
は識別力•無執着•抑制•堅固さが必要となる。とはいえ、渴望•激 
怒•嫌悪•執着というマイナス因子の影響でプラス因子が弱化したり、 
消滅したりすることもある。だからこそ精神を向上させる道で得た財 
産は真に価値の高いものであり、そうした努力の結果による財産は喪 
失することなく永遠に存する。現象界での苦難を乗り越えた結果、獲 
得した「富」を次第に蓄積すること、それは「取引」である。これが 
すべてのうちで最も価値ある富といえる。また、知識を身につけるこ 
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とは「商」である。では農耕作業とは何か。身体を地表にたとえてみ 
よう。土に播かれた種子はすべてサンスカーラとして発芽する。サン 
スカーラとは行為がもたらす結果である。っまり、前世での行為のす 
ベてが凝縮され、それらが生み出す力といえる。アルジュナを諭す言 
葉にもあるように、無私行為から生じた種子（最初のインパルス）は 
永遠不滅なのである。ヴァイシャとは、至高の存在を熟考するという 
定められた行為の第3段階を示す。また、邪悪なインパルスに対抗し、 
身体という畑に播かれた、敬けんな膜想の種子を保存すること、それ 
が農耕である。ゴスワミ_トウルシダース日く、賢明な農耕者は注意 
深くりっぱに仕事をこなすが、十分な智恵をもたない者は感受性がな 
く尊大である。諸々の競合に対応しながら、感受性を保って精神浄化 
に励み、真実に向かって熟考することがヴァイシャの領域である。 

クリシュナによれば、遍在する神とはヤジュニャという行為から生じ 
た結果である。こうした報いを受けた信心深い精魂は罪のすべてから 
解放され、この行為の種子は瞑想過程で播かれるものであるが、この 
種子を保護することこそ農業といえる。ヴヱーダにおいて、食物は最 
高精神をあらわす。神とは生命を維持する力を有し、食物をさす。熟 
考という精神的な活動が完成期を迎えるとき、精魂は最大限に鎮めら 
れた状態となり、切望心という感情が一切消える。ひとたび良い結果 
を得た精魂は、生死の束縛から解放される。本来、農業とは精神的な 
種蒔きを進めることといえる。 

精神的な向上をめざし、心の浄化を継続して進歩段階にある人々 
を崇めることがシュードラの義務である。従って、シュードラが「劣 
位」という意味ではなく、 「知識が不十分な人」である最下級の求道 
者をさす。このように初心の崇拝者は奉仕しながら自分の問題に取り 
組むべきである。また、悟りを開いた導師を崇拝する行為により、高 
貴なインパルスが精神に生じ、徐々にヴアイシャ、クシャトリヤ、パ 
ラモンの段階へと進んでいき、最終的にはヴァルナ（根本原質）を超 
越して、神と合一する。そもそも人間の性格とは静的でなく、動的で 
ある。崇拝者の性格変化に伴い、各ヴァルナにも変化がみられる。 
ヴァルナとは優秀•上•中 ■ 下という四段階をさし、求道者が歩むベ 
き崇拝の段階を示している。というわけで、本書で説かれる行為とは 
一種の決まった行動であり、それは精神向上をめざす特定の行為であ 
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る。クリシュナが教示しているように、究極の成就をめざすために、 
崇拝者は生来の特質を維持しつつ精神探索の道を踏み出すべきである。 

45. 『自分本来の行為に努める人々は成就を得る。自己の行為にいそし 
む人がどのように成就するか、それを聞くがよい。』 

究極の成就を得るということ、それが神を認識することである。 
クリシュナがアルジュナに説いたように、真の行為に専念すれば、い 
つか必ず究極の目的に到達できる。 

46. 『自己の行為に専念することによって、万物の創造者、遍在する神 
を崇拝すれば、人は成就を見出す。』 

求道者は自分に与えられた本来の義務を果たすことで究極の境地 
に達する。それゆえ、常に心が神に向かっていること、神を崇拝する 
こと、神をめざして漸次的に正しい道を進むことが大切である。たと 
えば下級の求道者が上級の段階に入り込むならば、そこで得るものは 
なく、それまで習得したものさえも失うという結果に陥る。従って、 
求道段階を徐々に進行することが鉄則である。本章の第16節で説かれ 
ているように、執着を捨てて、行為の果報を求めずに、ヤジュニヤ、 
布施、苦行を遂行しなければならない。この点をクリシュナは熱心に 
何度も説くのだが、何らかの悟りを得たとしても神への献身、つまり 
自己を放棄することから出発すべきである。 
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47. 『たとえ功績にならなくても、自己の義務の遂行は他者の義務より 
も優る。本来の義務を果たすならば、人は成就を見出す。』 

自分本来の義務でないことを完遂させても、それは自己本来の任 
務を果たしたことには及ばない。それに対して、たとえ劣っていよう 
とも自己に与えられた本来の義務を果たすほうがすぐれた行為といえ 
る。本来定められた自己の任務に専念する人は、あらゆる罪から解放 
されるので、輪廻転生を繰り返さなくなる。よく求道者は崇拝に尽力 
したあげく幻滅し、厚い壁にぶつかることがある。継続的な瞑想によ 
り悟りを得た人々と比較して、そういう先辈たちの功績に対して羨望 
感がもつことは誤りである。しかし、初心者であるからこそ、とかく 
模倣から始めてしまうものである。クリシュナによれば、こうした模 
倣や羨望は何の役にも立たない。究極の成就を知るためには、とにか 
く自己本来の義務を放棄したりせずに専念することである。 

48. 『クンティーの息子よ、たとえ完全無欠でなくても、本来の義務を 
捨てるべきではない。火が煙に覆われるように、すべての行為は 
欠陥に覆われているのだ。』 

初心の求道者にとって成就の道は果てしなく長く、取り組む行為 
に欠陥があるとしても不思議ではない。とはいえ、そうした行為を放 
棄すべきではない。どんな場合にも、行為するとき、そこに多少の欠 
点が生じるものであり、バラモンの段階であっても行為を継続すべき 
である。行為が不完全である場合、それは物界という無智によるもの 
であり、成就の段階まで存続するものである。パラモン本来の行為が 
神との融合によって解消したならば、もはや不完全な行為は生じない。 
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49. 『超然と一切の執着を捨てた知者は、放擲により無為の境地に入る。 
すわなち、それが成就である。』 

既述の通り「放擲」とは完全な克己であり、求道者は無執着とな 
り、行為というものが完全に無用となる状態をさす。ここで「放擲」 

と「無為となる至高の境地」は同義語と考えてよい。無為の境地に到 
達したヨーギンはそこで究極の実在を知る。 

50. 『クンティーの息子よ、成就に達した者がどのようにして最高の実 
在を知るか、それを簡潔に説くから聞け。これは究極の知識であ 
る 。 』 

その方法について次節で説く。 

51. 『清浄な知性をそなえ、堅固さにより自己を制御し、音声などの感 
官の対象を捨て、また愛憎を捨て、』 

52. 『人里離れた場所に住み、節食し、言葉と身体と心を制御し、常に 
膜想のヨーガに専念し、忍耐強く、』 

53. 『自惚れ、高慢、欲望、怒り、取得心から離れ、執着を捨て、心の 
休息を知る者は神と同化する。』 

次節は、そうした崇拝者についてである。 
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54. 『最高の実在と一体となり、自己の平安を得た人は、悲しまず、何 
かに熱望することもない。そうした人は万物に対して平等であり、 
私への最高の信愛心を有する。』 

帰結の段階へと導く信心とは神を認識するという形で存する。 

55. 『このように信仰深い人は真に私を知る。私がいかに広大であるか 
を知る。私の真髄を知るや、すぐに私と同化する。』 

至高の存在を直覚するのは成就の瞬間である。このように直覚す 
るやいなや、崇拝者は自己の精魂が神性であることを確認する。その 
精魂は神のごとく永遠不滅で遍在的であるが、これは言語を超越する 
世界である。 

第2章でクリシュナは、内在する自己が真実であり、それは永遠不 
滅で不変、言葉で表現できないほど深遠であると説いた。しかし、こ 
のことを認識できるのは、そうした特質を備えた先覚者のみである。 
では真実を究めるとはどういうことなのかという問題が生じる。5種あ 
るいは25種という原理を合理的な表作成によって説明する人々も多く 
みられるが、本章でクリシュナは神のみが究極の真実であると明確な 
見解を示している。神を知る人、それが先覚者であり、真実を認識し 
たいと熱心に望む者である。したがって、神の真髄が何かと追求する 
人は熟考と崇拝の行為を遂行すべきなのである。 

本章第49〜55節でヨーゲシュヴァラ•クリシュナが明言しているよ 
うに、放擲という方法をもって行為をなすべきこともまた大切である。 
また、崇拝者が知識の道という常に放擲をめざす方法によって欲望や 
愛着から離れ、精神の浄化に努め、無為となる至高の境地にどのよう 
に達するか、クリシュナは簡潔に説く旨をあらわす。虚栄心、暴力、 
怒り、欲望、尊大さ、愛執など邪悪な性質を起こすインパルスが弱化 
し、その一方で識別力、無執着、克己力、決断力、独居、成就をめざ 
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すとき重要となる瞑想が十分に開展し、活発となるとき、求道者は至 
高の存在と同化することができる。この能力は深遠な帰依心と呼ばれ、 
これにより崇拝者は究極の実在を知る。崇拝者は神を認識し、その崇 
高さを知覚したとたんに神と合一する。換言すると、ブラフマン、実 
在、神、最高精神、真我は相互に代用できる。従って、これらのうち 
一つで も直覚すれば、すべてを認識したことになり、これを成就とい 
う。こうした究極の目的のために定まった行為、具体的には瞑想する 
ことに専念し、さらにそれを継続して完全な瞑想状態となれば最高の 
境地に達するのである。こうした成果について、知識または識別力 
mm ) の道も、また無私行為の道も、全く同じ効果を得られるいう 
点を ギーターは 明瞭に教示している。 

崇拝者が完全に放擲するために必要である崇拝と瞑想に重点を置 
いて説かれてきたが、次は無私行為をなすヨーギンに必須の「帰依 
心」 についての言及である。 

56. 『私に帰依する人は絶えず行為に従事しつつも、永遠不滅の至福の 
境地に達する。』 

なされた行為は定められた行為と同一であり、それはヤジュニヤ 
の実践である。しかし、そのためには、真に自己を放擲しなければな 
らない。 

57. 『心によりす ベての 行為を私に向けて、私に帰依し、知識のヨーガ 
に取り組み、常に私に専心すべきである。』 

アル ジュナは行為のすべてをクリシュナに奉献し、勇気よりはク 
リシュナの慈悲によって救済されることを望み、ヨーガを実践して絶 
えずクリシュナに専念するように勧告される。ヨーガには完成という 
意味があり、一切の悲しみを消し、神の認識を実現させる心と姿のす 
ぐれた調和をさす。ヨーガの様式もまた統一であり、それは心と感官 
で起こる衝動の自制のもとでのヤジュニヤの実践、呼気および吸気の 
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調整、そして瞑想である。その結果、永遠の神に住するようになる。 

次節でもこの点に触れる。 

58. 『私に心を向けていれば、あらゆる苦悩が消えて救済されるだろう。 
しかし、尊大になって、私の言葉を心に留めなければ、あなたは 
滅亡するであろう。』 

常にクリシュナに専心していれば、アルジュナは心と感官を抑制 
できるだろう。ゴスワミ*トウルシダース日く、 「砦の入り口で強固 
に腰を据えている神々でさえ、不意に肉欲的な快楽の微風が吹けば、 
よろい戸を半開きにする」。このように心と感官はいわば難攻不落の 
要塞のようであって、思考が神のみに集中しているとき、アルジュナ 
はその要塞を落とすことができる。けれどもアルジュナに虚栄心が起 
これば、クリシュナの言葉を無視することになり、成就しないので至 
福を知ることができない。さらに、その点について次節でも追ってい 
く。 


59, 『あなたの我執により、「戦わない」と決心することはまさに誤り 
でしかない。勇士としての本性があなたを戦うように駆り立てる 
であろう。』 

60. 『クンティーの息子よ、あなたは自己本来の行為に拘束されている。 
迷妄心によって望まない行為であっても、あなたはそれを否応な 
く遂行することになるであろう。』 

どんなにアルジュナが物界における葛藤から逃避しようとしても、 
目の前の任務を果たすように強いられるようになっている。これがこ 
の主題の結びであり、次にクリシュナは神に住することについて言及 
する。 
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61. 『アルジュナよ、マーヤー（幻力）により、万物を行為に駆り立て 
ながら、神は万物の心に住する。』 

神が一人ひとりの心に内在し、非常に近くに存在しているという 
のに、なぜ人はそれに気づかないのか。身体という奇妙な仕掛けは 
マーヤ ーの力によって支配されており、この マーヤ ーといわゆる無知 
であり、錯覚のあらわれである。人間は マーヤ ーの力により非現実的 
な世界を実在と考え、最高精神と区別する。このような身体のメカニ 
ズムは重大な妨害となって、生死の束縛という終わりのない苦しみを 
人間に与えるのである。では、真の救済とは何だろうか。 

62. 『バーラタよ、誠心誠意で神に庇護を求めよ。天の恵みによって心 
の平安と永遠の至福を知ることになるだろう。』 

瞑想とは精神世界における行為である。これを間違って理解して、 
寺院や教会で神を探すなら、それは時間の浪費である。既述にもある 
ように、未熟な知識しか備えていない求道者が伝統的な形式を重んじ 
て崇拝するとき、そうした場所はたしかに重要といえる。しかしなが 
ら、神は各人の心に住するのである。「神は遍在しているけれども、 
瞑想によって生じる精神世界にでしか認識できない存在である」とパ 
ガヴ アット • マハ ブラーナでさえ教示している。 

63. 『秘中の秘である深遠な知識をあなたに説いた。これを完全に会得 
したならば、あなたの望むままになせばよい。』 

クリシュナが説いた英知とは真実であり、それは求道者が探索すべき 
場所を指摘するだけでなく、成就の核心そのものである。そのうえ、 
神は通俗的な考えで知覚しうる存在でないことは苛酷な事実といえる。 
次にクリシュナは、この困難な点が取り払われるように丁寧に教示す 
〇 〇 
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64. 『さらに究極の秘密について、あなたの本当の幸せについて語ろう。 
あなたは私にとってこよなく愛しいから。』 

クリシュナは再度アルジュナに教示しようと努める。求道者を大 
切にしているので、神は求道者の心に臨在している。アルジュナはク 
リシュナが愛する存在であり、神の恩寵が過剰であることはない。神 
は常に帰依者のために精励する。では、クリシュナがアルジュナに伝 
えようとする天の啓示とは何か。 

65. 『私に専心し、私を崇拝し、私を尊重するならば、あなたに成就を 
約束しよう。あなたは私にとって愛しいから。』 

アルジュナは、心に内在する神に庇護を求めるように勧説された 
ことがあった。今度はクリシュナを頼りにせよと喚起される。心の避 
難所を見つけるためには、クリシュナが解明する最高の秘密を知るベ 
きであるとアルジュナは告げられる。精神向上の道に専念する求道者 
は、高貴な指導者となる先覚者のもとで庇護を求めることが不可欠で 
あるとクリシュナはアルジュナに教示しようとしているのだ。次に 
ヨーギンであるクリシュナは真の_己放棄が何か、アルジュナに明か 
す。 


66. 『他の一切の義務（ダルマ）を捨て、ひたすら私に庇護を求めよ。 
そうすれば私はあなたの罪悪を一切取り払うだろう。嘆くことは 
ない。』 

バラモンであれ、クシャトリヤであれ、またはヴアイシャや 
シュードラであろうとも、どんな段階にあるかは考えずに、ひたすら 
クリシュナへ庇護を求めるようにとアルジュナは勧説される。このよ 
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うに熱心に救済を求めれば、邪悪や苦悩の一切から解放されるのであ 
る。精神向上をめざす道において、どの段階にいるかと求道者自身が 
心配する必要はない。ひたすら自分の指導者に庇護を求めて敬意を向 
ければ、指導者によって漸次的に究極の境地に導かれるので、あらゆ 
る罪から解放されるという幸福を得ることになる。聖者なら皆、同じ 
ことを説いてきた。聖典がたとえ万人のために記されたようにみえて 
も、実際、「秘密の教え」とは一般向けではなく、学んだ教えを有効 
に応用できる心の準備がある人のみを対象にしているのである。そし 
て、アルジュナはそれにふさわしい弟子であるゆえ、クリシュナは熱 
心に説く。さらに、すぐれた弟子の特質について順次言及していく。 

67. 『苦行を積まぬ者、信愛のない者、反抗的な者、また私を妬む者に 
は、決してこれ（ギーターの教え）を告げてはいけない。』 

クリ シュナ は悟りを開いた聖者であり、彼に帰依する信者がいた 
けれども、中傷する者もいたはずである。ギーターは神を冒瀆する 
人々のためのものではない。次に、この神の知識を継承できる人々に 
ついて言及される。 

68. 『私に深い信愛を捧げ、私の信者たちにこの最高の秘密を説く人は、 
確かに私の境地に達する。』 


クリシュナは真の知識を広める人について説く。 


69. 『人のうちで、彼ほど私に好ましいことをする者はいない。またこ 
の地上に、私にとって彼ほど愛しい者はいないであろう。』 

クリシュナの帰依者に啓示する人が神への道を最も理解している。 
それゆえにクリシュナから最も愛される崇拝者である。そうした人は 
他の求道者を正しい道に導く能力を有する。 
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70 . 『我々のこの神聖な対話を学ぶ者は、知識のヤジュニヤで私を崇拝 

したことになる。私はそう確信する。』 

「知識のヤジュニヤ」によって英知が得られる。この英知の本質 
については、すでに言及されているとおりである。この英知は神を直 
覚して得られる認識である。そして、ギーターを熱心に学ぶ人々はこ 
の知識と認識をもってクリシュナを崇める。このことは偏在する神の 
存在を確信させるものといえる。 

71. 『悪意がなく信愛をもってギーターを聞く人も、罪悪から解放され 

て、善良な世界に達するであろう。』 

気持ちに歪みなく信愛をもってギーターの教えを聞くことだけで、 
精神を向上させる条件を十分に満たしているといえる。こうした心構 
えによっても、神の教えが心にきちんと刻まれていくからである。 

クリシュナは本章の第6广71節において、受けるにふさわしくない 
人にその教えを漏らさないことと同様に、受けるにふさわしい人に 
ギーターを教示することは重要であると説いた。ギーターが明かす深 
遠な知識を聞くと、崇拝者は喜び勇んで努力を惜しまず、必ずクリ 
シュナの境地に到達する。聖典の教えを広める人ほどクリシュナから 
愛される者はいない。ギーターを学ぶ人は、知識のヤジュニヤを通じ 
てクリシュナを崇拝する。ヤジュニヤの実践から生じるものが真の知 
識である。クリシュナは本節で、学習の恩恵、流布、ギーターの聴聞 
を指摘した。 

次に、クリシュナはアルジュナが自分の言葉をよく理解したかど 
うか、確認するために問う。 
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72. 『パルタよ、あなたは私の言葉を聞き入ったのであろうか。無知か 
ら生じた迷いはすべて消え失せたか。』 

73. 『アルジュナは言った。一不滅の方よ、あなたの恩寵により迷 
妄が消え、また認識力をとり戻した。私は一切の疑念から解放さ 
れた。あなたの教えにしたがいたい。』 

「不滅の方よ、あなたの恩寵により、情念が消えた。私は記憶を 
取り戻し、確かに疑惑がなくなり、あなたの指示に従う準備ができて 
いる」。ところが、双方の軍隊を眺め、そこに縁者たちを見つけたア 
ルジュナは困惑し、「ゴヴィンダよ、一族が滅亡した後、どんな幸福 
があるというのか。そのような戦いにより、一族の伝統は壊されるだ 
ろう。先祖のためにお供えできなくなり、家柄の秩序が乱れ、複雑な 
家系となるだろう。賢明なはずの我々がそのような罪障を犯そうとし 
ている。しかし他に方法がないというのか。無防備でカウラヴァ軍に 
殺されても構わない。それは名誉ある死であるから。ゴヴィンダよ、 
私は戦いたくないのだ。」と懇願しつつ戦車の後部に座り込んだ。 

このように、アルジュナはクリシュナにさまざまな問題を投げか 
ける。具体的に挙げれば、「至福を知るために不可欠な崇拝の実践が 
何かを教えてほしい」（第2章第7節）、「悟りを開いた聖者の特性と 
は何か」（第2章第54節）、「知識の道が優れているという見解を示し 
つつ、なぜ私に酷い行為を勧めるのか」（第3章第1節）、「望みもし 
ない罪ある行為を命じるのは何か」（第3章第36節）、「ヴィヴァス 
ヴァタが出生したのは太古の昔であり、あなたの出生はそのずっと後 
である。最初にヨーガをヴィヴァスヴァタ（太陽の神）に説いたのが 
あなたであることをどのように信じればよいのか。」（第4章第4節）、 
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「あなたは知識の道という放擲を称賛する。また、あるときは無私行 
為を支持する。私が至福の境地に達することができる道はどちらなの 
か。」（第5章第1節）、「心は非常に変わりやすい。無益な努力の結 
果、どんな運命となるのか」（第6章第35節）、「ゴヴィンダよ、あ 
なたの説く至高の存在とは誰なのか。神の知識とは何か。神々の主と 
万物の創造主とは何か。この身体における奉献という神とは、そして 
行為とは何か。どのように究極の時点を認識するのか。」（第8章第 
1および2節）などである。アルジュナは全部で7つの問題を提起する 
が、第10章第17節では「常に瞑想に励みながら、あなたを想起するた 
めに、どのような感情を心に抱いてあなたを呼べばよいのか」と尋ね 
て関心を示した。第11章第4節では「あなたが描いた壮大さをぜひ見 
せてほしい」と嘆願した。第12章第1節では、「あなたを崇拝する帰 
依者と不滅で非顕現の至高の存在を崇拝する者のうち、揺るぎない努 
力によりヨーガの最高峰とされる者は誰か」と尋ねた。第14章第21節 
では、「三根本原質を超越したとき、人間本来の特質から解放される 
という。では、どのようにして三根本原質を超越することができるの 
か」と問う。第17章第1節では、「聖典が定めた方法に反しつつ帰依 
心をもってヤジュニヤに励む人の運命はどんなものであるか」という 
問いもなされている。本章第1節では、「強腕の主よ。感官の完全抑 
制と邪心の撲滅、いわば放擲と捨離について知りたいと思う」とある。 

ギーター全体を通して、アルジュナは質問し続ける（秘伝中の秘 
伝）のだが、 

74. 『サンジヤヤは語った。一このように私は、ヴァスデーヴァと賢 
明なるアルジュナが話す、このうえなく深遠なる対話を聞い 
た。』 

アルジュナは高尚な精魂をもっ人物として描かれていて、殺害を 
企てる射手ではなく、ヨーギンかつ先覚者なのである。さて、サン 
ジヤヤはクリシュナと賢人アルジュナとの対話をどのように聞き取れ 
たのであろう?! P 。 

75. 『私はヴィヤーサ仙の恩寵のおかげで、ヨーガの主クリシュナが 
自ら語った最高の秘密である深遠なヨーガにっいての話を聞い 
た〇』 
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サンジャヤは、クリシュナが ヨーガの 達人であり、 ヨーガを 他者 
に伝授する能力をもっと尊敬している。 

76. 『王（ドリタラシートラ）よ、クリシュナとアルジュナとの、この 
稀有で聖なる対話を想起するごとに私は繰り返し歓喜する。』 

真の満足感を得て、この聖なる対話を想起するならば、サンジャ 
ヤの幸福感を我々も体験できる。そこでサンジャヤは神の挙動を想起 
して、その様子について語る。 

77. 『王よ、主の驚くべき姿を想起するごとに、私は大いに驚嘆し、繰 
り返し歓喜する。』 

我々が常に至福を目指して精神を集中させるならば、サンジャヤ 
の歓喜が我々のものにもなりうる。 


次はいよいよギーターの最終節となるが、それはサンジャヤの言 
葉で締めく くられる。 

78. 『主クリシュナと高貴な射手アルジュナが住するところにこそ幸運、 
勝利、繁栄、そして確固たる智恵があると私は確信する。』 

アル ジュナの弓は名高いガーンデーヴァ（強弓）と呼ばれ、深い 
熟考、または完全な感官抑制をさす。 アル ジュナは平静心をもって瞑 
想する聖者である。ヨーゲシュヴァラ • クリシュナと アル ジュナが存 
する境地には、敗北するはずもない確実な勝利、神の壮大さ、うつろ 
な現世における不動心に必要な英断力があふれている。真の洞察力を 
備えた先覚者であるサンジャヤの判断力はこのように非常に質の高い 
ものである。 
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もはやアルジュナという偉大な射手は我々の中に存しないが、精神が 
高尚になることで得る真の智恵や栄光はアルジュナだけに与えられる 
ものではない。ギーターはドウワパラ時代に起こった歴史的な出来事 
を戯曲化した作品である。とはいえ、アルジュナが認識した神がその 
時代のものであるということではない。ヨーゲシュヴァラ•クリシュ 
ナが心に内在すると繰り返し説いているように、確かにクリシュナは 
どの人の精神にも住する。アルジュナは信愛のシンボルであり、究極 
の目的に向かって帰依する純粋な気質を象徴している。崇拝者にこう 
した帰依心があるならば、邪悪なインパルスを克服するという永遠の 
勝利を知ることができる。この帰依心の他に必要であるものが真の知 
識である。真の知識とは場所や時間や性格を問わず遍在し、それは万 
人のために存する。万物が存する以上、神は万物に住し、各精魂は懸 
命になって至高の存在を求める。神に信愛を捧げる求道者はアルジュ 
ナの境地に到達する。これは、誰もが神を直覚し、至福を知ることが 
可能であることを意味する。また、この切望は満足しうるものであり、 
確固たる根拠のもとにある望みなのである。 


本章の冒頭で、アルジュナは放擲と捨離の類似 • 相違点を究明す 
るように乞う。これに対してクリシュナは一般に知られている4つの 

信条を引用する。具体的には、 （1) あらゆる行為を放棄することを 

「放擲」とする学者も多いこと、 （2) 放擲は欲している行為を放棄す 
ることであると定義する人も多く、どんな行動でも何かしらの欠陥が 

あること、 （3) 行動を中断すること自体を放擲とする学者も多いこと、 
(4) ヤジュニヤ，苦行 • 布施といった行為に限って捨離すべきでない 
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と確信する人もいることである。しかしながら、これらの信条のうち 
一つだけが正しい。ヤジュニヤ、苦行、布施というのは識別力を有す 
る人々の救済に貢献する行為であるから、クリシュナも確かにヤジュ 
ニヤ、苦行、布施を放棄してはならないと教示している。それゆえに 
邪悪のインパルスを除去して、美徳の行為に励むことが真の放擲であ 
り、完全な放擲の形である。とはいえ、何らかの果報を求めたうえで 
捨離の行為をなすとき、その捨離は激質と暗質から起こる行為である 
ため真の捨離にはならない。また、定められた行為が自己欺瞞によっ 
て放棄されるとき、その放棄は純粋ではなく、邪悪の性質を有する。 
放擲とは放棄における最高の段階をあらわす。定められた任務の遂行 
と瞑想による忘我は真の美徳であり、感官による享楽は過度な陶酔に 
よって起こる。神との合一を無視した状態で得る喜びは無知から生じ 
たものに過ぎない。 

なされた行為は、それが聖典の教えによるかどうかは別として、 
行為の原因には次のように五種類ある。具体的に、 （1) 行為者の意 
志、 （2) 行為がなされた種々の起因、 （3) 満たされることのない 
数々の欲望、 （4) 支えとなる不可欠な力、 （5) 前世の行為から生 
じた運命（神意）である。あらゆる行為はこのように五つの原因に 
よって起こるわけだが、完全無欠の存在である唯一神が行為者である 
と錯覚する人々がいる。そうした人々には識別力が不足しているので 
真実を認識できないだけである。本章でクリシュナは、神は行為をな 
さないと切言する。とはいえ、行為をなして決定するのが主クリシュ 
ナであるゆえ、アルジュナは、その代役を引き受けるようにと勧告さ 
れたこともあった。 

実はクリシュナが伝授したいことは、人間と自然界との区別がい 
かに大切かということである。人間は現象界にいる間、神の「聖なる 
配偶者」かつ万物の母であるマーヤーの支配力を受けるが、現象界を 
超越して解脱という無我の境地に入ったとき、心に内在する神の恩寵 
を得る能力を有する。アルジュナやサンジヤヤもまたそうした類の人 
に属する。しかし、定められた方法に従っていけば、他の求道者でも 
現象界の誘導力を克服することができる。この方法に即した段階で求 
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道者は神の指導力を直覚する。定められた行為の起動力は、全知者で 
ある聖者、知識を得るための正しい方法、知られるべき唯一無二であ 
る至高の存在、この三要素が集約して生ずる。だからこそ聖者の指導 
を受けることは求道者に必須の条件である。 

クリシュナは本章でも、バラモン•クシャトリヤ_ヴアイシャ ■ 
シュードラという四種姓（ヴアルナ） について 説くが、この テーマは 
すでに幾度となく言及されてきた。最上位のバラモンの活動は、精魂 
が神と合一できるための行為、感官の抑制、心の調整、専心精励、自 
己抑制による解脱のための思考と言動のパランス、神への帰依心、神 
性の認識力から成る。勇気、行動力、インパルスの統御、行為力に必 
要な思考はクシャトリヤの特質に属する。ヴァイシャでは、感官の管 
理、豊かな精神力が挙げられる。また、シュードラの段階では精神的 
な未熟さを克服することが任務である。ここでいうシュードラとは社 

会的な階級や何かの部族を意味せず、2時間座って瞑想しても、実際 

に集中した時間が10分にも満たない初心の求道者をさす。これは身体 
的に不動であっても、心が激しく動揺している状態にある。このよう 
に初心者の場合には、まず悟りを開いた導師に帰依することで精神の 
向上を図ることができるが、段階を追っていき、徐々に自ら心の浄化 
をするようになって初めて真の崇拝が開始される。そういうわけで初 
級の崇拝者は聖者に帰依することが重要である。さもないと究極の境 
地に達することはできない。行為とは瞑想であり、これが定められた 
唯一の行為なのである。 バラモン • クシャトリヤ_ヴアイシャ • 
シュードラという区分は、実践する際の各人が置かれる精神状態を 
優•上•中.下の四段階に分けたものをさす。したがって、行為の 

「質」は根本原質に応じて4つに分類され、社会的な階級とは全 
く無関係である。ギーターで言及されるヴァルナはいわゆる社会構造 
を意味せず、真の行為であるヤジュニャを四区分したものであること 
が特徴である。 

クリシュナは実在の本質を解明していくとき、至高の知識といわ 
れる究極の成就について説明することをアルジュナに約束する。究極 
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の存在と精魂が融合するために、崇拝者は聡明さをもって、執着から 
離れ、自制力と不屈の精神を備えて、常に熟考し、瞑想の過程に専心 
し、心の浄化を妨げる欲望 • 憤怒 • 妄信 • 溺愛 • 敵意などの邪悪な感 
情が消失されなければならない。こうしてマイナスの感情がすべて消 
滅状態となれば、神を認識することができるので、そのとき崇拝者は 
真の成就者となる。 

このような能力が備わると、真の帰依心が起こり、至福という最 
終目的に 


しっかりと集中できるようになる。しかし真の帰依心がない崇拝 
者は実在を認識することができない。たしかに実在するのは神のみで 
あるが、崇拝者が神を認識して言葉を超越した永遠不変という神性を 
有するとき、そうした崇拝者は神に住することになる。というわけで、 

5または25の要素ではなく、この究極の実在が重要である。崇拝の完 
成期を迎えると、崇拝者の精魂は神と同化し、至高の本質を有する。 

さらに、クリシュナは神という究極の実在は万物に住するとアル 
ジュナに説く。しかし、マーヤーという絨毯に座って迷妄の世界を彷 
徨する人間は、このことに気づかないのである。それでアルジュナは 
心に内在する神のもとで救済を求めるように、心 • 行為 • 言動のすべ 
てをクリシュナに捧げてるようにと勧説される。というのも、その他 
の任務を放棄すれば、定められた任務の結果生じるメリットを知るこ 
とになるからである。真に放棄することができたとき、アルジュナは 
クリシュナの境地に達するようになる。これこそ最も深遠な知識であ 
り、たしかな精神高尚によって得られる知識であるゆえ、精神向上の 
発展段階にあり、じゆうぶんな理解力が備わっていない人には、この 
知識を明かしてはならない。それに対して、真の帰依心をもつ人には、 
この秘密の知識を積極的に教えるべきである。精神探索における吝嗇 
さとは、粗悪であることを意味する。クリシュナは最後にアルジュナ 
に確認することは、自分の話に傾聴できたかどうか、一切の迷妄が消 
えたかどうかである。これに対し、アルジュナは妄想が消滅し、識別 
力が戻ってきたと答える。アルジュナはクリシュナの言葉が真実であ 
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ることを認め、彼の教えを忠実に守るという決意を固める。 

さて、サンジャヤもまたこの対話を傾聴したのだが、クリシュナ 
が最高のヨーギン、ヨーガの主であること、またアルジュナが高貴な 
精魂をもつ聖者であると告げて言葉を締める。二人の対話を想起した 
サンジャヤは、すばらしい歓喜の波に包まれる。我々もまた常に最高 
精神に専心すべきであることが明らかであり、絶えず神に向かって瞑 
想することは重要なことである。ヨーゲシュヴァラ • クリシュナと賢 
人アルジュナが存する限り、壮大さ•勝利•北極星のような不動で固 
い決意が生じる。たとえ今日ある道が明日変わろうとも神だけは永遠 
に不変である。また、求道者の決心が強固であれば、不変の神への距 
離が縮まる。クリシュナとアルジュナはドウワパラ時代のおける歴史 
的人物でありゆえ現代人ではないが、我々には克服するチャンスがな 
い、もはや達成の道がないというわけではない。ギーターの真意は限 
りなく永続的であり今日でも有用である。そして、永遠にクリシュナ 
がヨーガの達人、アルジュナが信愛あふれる貴人なのである。クリ 
シュナは、自分のことを言語で表現不可能な至高の存在であり、心に 
住すると説いた。クリシュナは古今変わらず心界に存するゆえ、我々 
は常に彼に救済を求めるべきである。聖者とは、神聖な場所を求める 
人の別名であり、アルジュナのような信愛のあふれる帰依者をも意味 
する。というわけで、真髄を知っている聖者に庇護を求めることが重 
要なのである。美徳のインパルスを我々に与えることができるのは真 
の聖者だけであるから、そうした聖者に救済を求めることは不可欠と 
いえる。 


本章でも放擲の本質の解明がなされた。自己所有という世界を捨てる 
ことが放擲である。いってみれば放擲とは、ある特定の衣服をまとう 
ことではなく、閑静な生活を送ることである。また、自己放擲という 
意味で正しい自己判断力を養いながら、定められた行為に専念するこ 
とが必要不可欠である。放擲は完成された行為のすべてを放棄するこ 
とであるゆえ、究極の救済と同義語として捉えることができる。した 
がって、究極の救済は放擲における最高の段階をさす。 
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従ってシュリー.スワミ.アドガダーナンダジから書かれたシュリマ 
ド • パガヴアット • ギータに基づいてヤタルタ，ギータの第十八章 

『放擲のヨーガ』が終りました。 


ハリーオマータターサタ 
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概して注釈者というものは、何か新しいことを見出すことに懸命 
であるが、真実が新しくなったり、古くなったりはしない。たとえば 
新聞の コラムで 扱う テーマは 斬新で俗事的であり、間断的なものであ 
る。それに対して、真実は不変で永久不滅であり、それ以上確かなも 
のは他にない。この真実を無理に変えようとする者がいれば、唯一無 
二の真実のかけらも認識できない無知な人としかいえない。精神の修 
練を重ね、究極の目的に達した歴代の聖者は皆この真実について説い 
てきた。したがって、真の聖者たちの意見が多様となるはずがない。 
さまざまな意見があるとき、それは真実を知らない愚者が作り出す妄 
想の世界である。古今問わず真の聖者が説く内容は、本書でのクリ 
シュナの教示と一致するものである。 

各々の聖者が普遍的な真実を明らかにしてきたのに、時の流れと 
共に真実とは異なる解釈が生まれ、やがては虚偽の見解や無益の習慣 
へと変化していったのも事実である。このような邪教は真実の姿に化 
けるゆえ善悪を区別することがほぼ不可能となり、真実を語ることさ 
え非常に難しくなる。聖者はこうした見せかけの真実と立ち向かいな 
がら幸福の道を歩み、教えを広めていくのである。だが、神に住する 
真の聖者は、何が正しい道かを識別でき、美徳をもって真実を説きな 
がら、他者の追求心を引き出す能力を備えている。古代ではラーマ、 
マハビール、ブッダ、イエス、ムハマッドなどの先覚者たちも同様な 
役割を果たしてきた。中世では、トウルシダース、カビール、導師ナ 
ナックなどのすぐれた聖者が貢献してきた。ところが残念なことに、 
ある聖者が現象界を離れると、その弟子たちは正しい教えに基づく道 
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から徐々に逸れて、先生の出生地や逝去地、あるいは生存中の活動地 
などを崇拝の対象にしていく。換言すれば、偉大な精魂を偶像化して 
崇拝してしまうのである。聖者に対する記憶が如何に鮮明でも時間と 
ともに希薄となるゆえ、そうした偏執的な崇拝は曲解と無益な習慣を 
生み出す原因にしかならない。 

かつてクリシュナの時代にも真実をあらわすという主張のもとで 
盛んに行われた多くの悪い習慣が蔓延った。真実を知る聖者クリシュ 
ナは排他的な教義に反対し、人々を正しい道に向かわせるという任務 
を全うした。第2章第16節で、確かにクリシュナは「非有には存在は 
ない。実有には非存在がない。真実を知っている人々は、この両者の 
真実がわかっている」とアルジュナに説いた。非存在は非有であり、 
実在は必ず実有である。とはいえ、これが神の化身だと断言している 
わけではない。開悟した聖者たちは一様に、精魂とは遍在する最高精 
神そのものであると説いてきたことをクリシュナは指摘する。聖者た 
ちのメッセージにあるように、行為する場所（クシヱートラ）として 
の身体と、自制力をもつ気鋭な人（クシェートラジュニヤ）は同一で 
ある。クリシュナは第18章で捨離と放擲の本質を解明するとき、当時 
普及した四つの信念のうち、ある一つを選んで答弁する。 

真の聖者の本質が一様であるように、真実は唯一無二かつ永遠不 
変である。第4章では、永遠のヨーガを太陽神であるヴィヴァス 
ヴァットに説いたのはクリシュナであるという秘密がアルジュナに明 
かされる。はたして我々もまた、この教示を信じてよいものだろうか。 
ヴィヴァスヴァットは太古の昔に生まれた。しかしクリシュナが出生 
したのは、記憶されうる時代である。そこで両者は無数の再生を重ね 
てきたとの説明があるが、アルジュナのような求道者には前世の認識 
のドアがまだ閉じられている。なるほどクリシュナは真の自己を知り、 
非顕現の神を認識しているゆえ、すべてを想起できるヨーゲシュヴァ 
ラである。クリシュナの境地は不滅であり、言葉の世界を超越してい 
る。神との合一をめざす精神修行は、ラーマやツァラトウストラであ 
ろうと高貴な聖者の導きにより始められたものである。本書でクリ 
シュナが説く真理は、後世で イエス、 ムハマッド、導師ナナックのよ 
うな先覚者の教示にも反映した。 

そういうわけで聖者たちは互いに仲間である。聖者たちは皆、神 
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を認識するという課題に取り組み、それを実現することが究極の目的 
である。多くの人が成就への道を敢行するが、正しい方法による崇拝 
であるなら、同一の至福が得られる。それゆえ成就した人々にとって、 
身体は単なる住処となり、成就者は完全に清浄な精魂として存するこ 
とになる。この境地に達し、他者をも開悟させてきた人がヨーゲシュ 
ヴァラとよばれ、それはヨーガの最高峰（融合）である。 

普通の人々と同様に、聖者もまたこの世に生を受けるものである。 
その生は男女、東西、人種、貧富、宗派、部族などを問わず、いかな 
る伝統にも囚われることがない。聖者は、神を心に抱くのではなく、 
究極の目的である神の境地に向かって前進し続け、至高の存在となる。 
こうした聖者の教えにおいて、身分，地位 • 人種の差別は一切ない。 
また男女の性差について言及されることもない。第15章の第16節にあ 
る通り、成就者にとって重要なカテゴリーは、可滅の存在か不滅の存 
在か、ということに絞られる。そして、万物は可滅の存在であり、精 
魂は不滅の存在なのである。 

しかし悲しいことに、ユダヤ教徒、あるいはキリスト教徒やイス 
ラム教徒、もしくはヒンズー教徒と自称する弟子たちは独断で考案し 
た偏狭な信条を世に残して、それをまた広めようとする。だが、聖者 
とは、そもそも俗社会や階級制を超越した境地におり、宗派や国境に 
囚われない存在である。聖者は性差なく先覚者かつ成就者であり、世 
間の枠組みにとらわれることは誤謬である。 

従って、聖者というものは、どこに生まれようとも、またどんな 
宗派から尊敬されようとも、他者から非難や中傷を浴びることはない。 
また、聖者は偏見なく常に公平である。しかし、そうした聖者を軽視 
すれば、人々の心に住する全知の神の作用は徐々に弱化し、神からの 
距離は遠ざかるばかりであり、それゆえ真の自己を知る機会を逃すこ 
とになる。聖者は最も深い慈悲心を有し、知識と識別力をもって、我 
われに至福を与えてくれる。だからこそ聖者を求め、その存在に親近 
感を抱き、交流を深めることは人として大切な任務といえる。敬愛す 
べき聖者をないがしろにする行為は自己欺瞒にもつながる。 

インドは長年にわたり改宗問題を抱えているが、これは情けない 
事実であるだけでなく、国家の存在をも脅かし、国民に不合理で暴力 
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的な感情を起こさせる悪要素である。この問題の原因追及および真意 
を把握するためには、まず偏見を除去し、客観的な問題解決に取り組 
む必要がある。具体的に示せば、なぜ多くの人が改宗者になろうとす 
るのか、どんな道において帰依者は改宗者より優れている、または 
劣っているのか、神のみが実在であり、ダルマもまた偏在する唯一無 
二であるゆえ改宗はできうるものなのか、あるいは宗派や生活様式を 
変えることにより、神は別の神になりうるか、といった問題である。 

これまで改宗という悲惨な事実が、永遠の真理（サナターナ•ダル 
マ）の発祥地として誇るインドという国にとって膨大な悪影響を及ぼ 
し続けてきた。このことはきわめて不名誉なことといえる。しかし、 
それよりも、なぜインドが現代の悲しむべき状況に陥ったかを吟味し 
た方がいいと思われる。 

中世の時代、イスラム教徒が侵略したときのことである。妄説に 
とらわれていたヒンズー教徒は自己のダルマが失われることを非常に 
恐れ、異邦人が触った米や井戸の水を拒否した。そうした曲解によっ 
て、大勢のヒンズー教徒は自決するまでに追い詰められたのである。 
当時のヒンズー教徒はダルマが失われる原因を知っているつもりでい 
たが、肝心のダルマが何かについては全く無知であった。単に穢れあ 
る者との接触ということで滅亡すると思われた精魂が、実は永遠不滅 
であり、俗事で汚されることのない確かなものであることが知らされ 
ていなかったのである。なるほど肉体というものは武器などのもので 
消滅するが、かつてヒンズー教徒は接触のみでダルマを失うと思い込 
んでいた。しかし、ダルマの喪失ではなく、多くの誤解が消滅したに 
すぎなかった。フヱローズ.トウグラク朝の時代、バヤーナの裁判官 
ムギスディンは、ヒンズー教徒には信条がないので、たとえイスラム 
信者がヒンズー信者の口に唾を吐いても、それは正義に反する行為と 
はならなく、かえってヒンズー信者はイスラム教徒の唾液によって救 
済されるという戒律を定めたという歴史的事実がある。この点につい 
て、ムギスディンが全く不当ともいえない。口の中に唾を吐く行為で、 
ヒンズー教徒一人をイスラム教に改宗させることができるならば、井 
戸に唾を吐くなら、無数の信者を改宗させることになる。このことか 
らわかるように、当時の外国侵入者が暴君的な存在だったのではなく、 
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ヒンズー社会自体が混乱状態にあったのである。 

さて、改宗者たちがダルマを得たかという問題に焦点を移してい 
くと、生活習慣の変化が即ダルマになるわけでもなく、もともと改宗 
者にはダルマがなかったのである。それゆえ、そうした改宗者はある 
種の誤謬の岩石に衝突し脱線した犠牲者ともいえる。こうして無頓着 
なヒンズー教徒らは妄信の渦中に引きずられ袋小路に入ってしまった 
のである。ムハンマドは、当時アラブ半島の部落の改善という目的の 
ために、結婚•離婚 • 相続権_貸借 • 利息_決定的証拠_宣誓のこと 
ば•贌罪•職業•生活_行動などの規制によって社会秩序を確立した。 
さらに偶像崇拝•姦淫•密通•窃盗•飲酒_賭博 • ある種の不正な結 
婚などの禁止事項も定めた。こうして、預言者ムハンマドは不徳な社 
会とならないように、自己の思想に基づく社会組織を構築しようとし 
たが、これはあくまでも社会的な規定であり、ダルマとは別のもので 
ある。 


大方、ムハンマドは条理のある見解を示したといえるものの、ほ 
とんどダルマについての言及がなされていなかった。アラーの啓示に 
よれば、全能神を想起せずに行なう呼吸は罪深いものとなり、それは 
未来永劫の天罰につながる。この理想のもとで生きてきたと断言でき 
る人はどれだけいるのか。獣も含めて、誰に対しても悪行を起こさな 
いような善行者は神の声を聞くことができると、ムハンマドは宣言し 
たが、これは古今東西いつも語られてきた教えである。しかし、ムハ 
ンマドの後継者は、草を抜いてはいけない、獣を虐殺してはならない、 
他者を傷つけてはいけないなど、そういった徒に従わなければならな 
い場所としてグランド • モスクを定めて、この天意の意味をすっかり 
と変えてしまった。こうしてイスラム教徒は自分で作った罠にはまっ 
てしまい、メツカのグランド • モスクはただ預言者ムハンマドへの聖 
なる追憶のための記念建造物に過ぎないという事実をほとんど忘れて 
いる。こうしてイスラム教徒は、預言者を聖なる追憶の中に永存させ 
る記念建造物だという本来のグランド • モスクの実体を忘れており、 
まさに自業自得である。 


タブレジやマンサワーやイクバルは、イスラム教の真意には特に 
理解を示したのに、ちょうどそういう人物が狂信的宗教者や偏屈者に 
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よって迫害された。また、ソクラテスはアテナイの人々を無神論主義 
に仕向けたという理由で毒殺されたのである。イエスは安息日でも労 
働したり、盲目の人々の視力を回復させたりしたために非難の的とな 
り、十字架刑に処せられた。インドでは、ある聖者が真実について語 
るとき、今でさえ宗教上の習慣から糧を得る人々は信仰が汚されると 
大騒ぎする。真実を素直に受け入れられない人々は、美徳のメッセー 
ジが自己の生活を脅威するものと考える。かつてソクラテスやイエス 
を迫害した人々と同類の信仰者は、太古から続く神聖な追憶として 
残っている記念建造物に保護されている事由を忘れたり無視したりす 
る。 


聖者たちは聖典に基づく神的行動をはじめ、主観的 • 客観的■精 
神的•実践的な行動、さらに俗的な行動にいたるまで、行動のすべて 
に精通している。このように包括的な知識のある者でなければ、社会 
秩序や品行方正についての規定を定めることはできない。 ヴァシスタ、 
シュクラチャリヤ、ヨーゲシュヴァラ•クリシュナ、マハトマ•ブッ 
ダ、モーセ、イエス、ムハンマド、 サント •ラマダス、ダヤンナド 他、 
聖者と呼ばれる人々は皆、同じ課題をこなしてきた。とはいえ、聖者 
たちによる社会秩序に対する淀もやはり一時的な性質のものである。 
物理的な問題は絶えず変化しうるので、社会全体の利益は真実（サナ 
ターナ■ダル マ）とは何の関わりもない テーマで ある。たしかに、聖 
者が定めた規律は特定の期間や状態で役立つものの、永遠の ダル マと 
して解釈すべきではない。 

聖者には立法者という役割もあり、社会の害悪を根絶するための 
努力も重ねてきた。邪悪が消滅されなければ、識別力と自己放擲によ 
る最高精神への崇拝は不可能である。また、俗事に夢中になる人々を 
真実の道へ向かせるためには、それ相応の「魅力」が必要となってく 
る。しかし、他者に真実を悟らせる目的で聖者が定めた社会秩序やそ 
れに関する用語はダルマとなるわけではない。それゆえ長くても2世 
紀にわたって人々の要求を満足させ、数世紀ほど社会秩序の維持が図 
れたとしても、徐々に別の要求が出てきて新鮮さを失うために、長く 
てせいぜい二千年継続されるにすぎない。シク教徒の指導者ゴビン 
ダ•シングの規制によれば、刀は軍隊の編成上、重要な要素である。 
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しかし、今日では腰に刀を差して歩くことは無意味であろう。キリス 
卜はロバの背に乗ることを好み、弟子にロバを盗むべからずと説いた 
ものだが、現在の交通手段の利用状況からして、こうした教訓は通用 
しないといえる。マハーバーラタやバーガヴァタという作品からもわ 
かるように、かつてクリシュナもまた時代に応じた規律を定めようと 
努めた。しかし、これらの作品において究極の実在についても折々言 
及されている。現象界と真実への理解を深めるためには、成就に必須 
の規律と一般的な規則を混合してはならない。しかし、後世で正しい 
教えが説かれることは珍しく、俗世のしきたりに縛られつつ、勢いよ 
く偏執な社会規範を維持するために聖者を引き合いに出したりする。 
真の行為とは開悟した聖者が勧めるものをさし、弟子たちはこれを曲 
解して伝達し、自己欺瞞をもって種々の形態に変えるので、真の行為 
を実現したとはいえない。こうした無智による偏見は、ヴェーダ、 
ラーマーヤナ、マハーバーラタ、聖書、コーランなど他の聖典に顕著 
に現れている。 

聖者たちは、内なる行為の範囲である「クシェートラ」に大いに 
興味を示す。行為の範囲はしばしば内的と外的の範囲に分けられるが、 
他者がどんな見方をしようとしても、聖者たちが語るクシェートラは 
唯一つである。種々に解釈をしようとしまいと、崇拝を継続すること 
で、徐々にクリシュナの境地に達した精魂は、神を認識する。すなわ 
ち、精魂は ギー ターから送られる信号を解読し、ヨーゲシュヴァラ， 
クリシュナの道の真髄をしかと知覚する。 

神の歌「ギーター」には外象界 について 述べた箇所は全く見当た 
らない。人は皆、何を食べ、何を着るか心得ている。時代や風土や環 
境によって、人間の社会的な行動に関する常識は多種多様であり、自 
然界の様々な条件から生まれるものである以上、こうした生活様式な 
どに ついて ク y シュナ は何の淀もつく ってい ない。たとえば男性より 
女性の数が多ければ、一夫多妻の社会となり、女性が非常に少ない場 
合、一妻多夫の社会になりうる。しかし、こうした状況に ついて クリ 
シュナ が何らかの規定をつくることはなかろう。人口の過疎化が進め 
ば、多子多産が奨励されて、助成金の給付制度が設けられたりする。 
ヴェーダの時代、一組の男女あたり少なくとも子供10人という規定が 
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あった。しかし、今日のインドでは多くても二人が理想であり、一 
人っ子あるいは子供なしの家庭のほうがよいとさえいわれている。人 
口過密の問題を抱えている国家なら、少子化が進行することが望まれ 
る。この点についてのクリシユナの言及はありうるものなのか。 

しかし、ギーターが物質的な豊かさとが全く無関係というわけで 
はない。第9章第20~22節で、「三ヴエーダにある敬けんな行為をなし、 
甘露（神のネクター）を飲み、罪悪が浄められ、ヤジュニヤにより私 
を崇拝し、天界へ行くことを求める人々は、天界（インドラローカ） 
において、徳行の報いとして神聖な享楽を味わう」とクリシュナは約 
束する。神は崇拝者たちの願いを聞き入れる。しかし、このような崇 
拝者は天界で快楽を享受したのちに、三根本原質の支配による可滅界 
に戻らなければならないのだ。それでも、こうした崇拝者は神に住し 
神に保護されているので、破滅することがない。神は、こうした崇拝 
者が享楽を満たすことによって、徐々に解放され、最高神に至る道を 
歩ませる。 

ヴエーダと異なり、ギーターのテーマは物質的な繁栄ではない。 
ギーターではヴ ヱー ダ教典について数多く言及されているが、ヴエー 
ダ教典は単なる目安に過ぎない。崇拝者が目的に達したとき、それら 
は不要となる。それゆえ第2章第45節で、ヴエーダの書物による啓示は 
すべて三根本原質の範囲にとどまるゆえ、内在する真の自己に専一し 
て三根本原質を克服し、喜びも悲しみも同一視し、不変な存在を支え 
に、所有する欲も喪失する不安も捨てるようにとアルジュナは勧告さ 
れる。その次節に当たる同章第46節には、無限に広がる海洋を知った 
者には有限の人工池は無用と同じように、解脱に至った崇拝者には 
ヴエーダはもう不要であると説かれている。また、神を知ることは 
ヴエーダを超越することであり、そうした人はパラモンであると示唆 
している。つまりヴエーダは、もはやバラモンの段階では有益性をも 
たらさないが、他の段階にある崇拝者には役立つ教えである。クリ 
シュナは第8章第28節で、真の実在を知るヨーギンは、ヴエーダ•祭 
祀•苦行 • 布施における果報を超越し、究極の境地に達すると切言し 
ている。ということは、ヴエーダの書物が永続することを意味し、ま 
た究極の境地に達さない限り、ヤジュニヤという真の行為は不完全で 
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あることを語っている。第15章にあるように、ヴヱーダの知者はア 
シュヴァッタ樹の根が神であることを把握する。別の聖典や実践活動 
において正しい指針を得ることもありえるが、開悟した聖者のもとで 
瞑想すれば、真の知識を理解する契機を早くつかめる。書物や寺院で 
はなく、そうした聖者は崇拝による知識の泉を与えてくれる。 

黎神教に基づくゆえ、ギーターでは神は唯一無二の存在と説いて 
いる。従って、ヒンズー教で崇められる下位の神々からなるパンテオ 
ンは、いかにダルマが無視されているかを強く語る存在である。近代 
のインドではこうした多神教は一神教より有力であり、無数の曲解の 
原因となっている。定められた任務は、意識と感官による内的プロセ 
スなので、寺院やモスクなどを築いたり、他の神々を偶像崇拝するこ 
とを真の行為として認めうるかどうかは疑問である。観念上、ヒン 
ズー教徒は永遠の真実「サナターナ • ダルマ」を追求する。サナター 
ナ-ダルマは永遠不変の神の臨在を気づかせ、真の自己を実現する能 
力を崇拝者に与える。永遠の真実を追求して悟った祖先の人々は、神 
があまねく存在であるという見識を普及させた。場所を問わず、実在 
への道を歩んでいる人は、サナターナ•ダルマの信者といえる。だが、 
欲望に溺れたヒンズー教徒は次第に実在から遠ざかり、無数の誤解の 
犠牲者となってしまった。唯一神以外の神々は存在しないとクリシュ 
ナはアルジュナに強く警告する。信仰者の熱意の大小によらず、こう 
した崇拝意識の深淵に最高神、つまり唯一神が臨在し、崇拝者に果報 
を与える。神は世界に遍在しているゆえ、崇拝行為のすべてを支持す 
る。したがって、他の神々を崇拝することは不道徳であるし、そこか 
ら得る果報は可滅的なものである。無知の人々は、欲望という海に身 
をまかせ、自分の気質に応じて様々な「力」を崇拝の対象とする。善 
良な人々は神々を、激情的で不徳な人々は悪魔や鬼神を、暗質な人々 
は死者の霊を崇拝し、常々過酷な苦行を重ねる。しかし、クリシュナ 
がアルジュナに教示しているように、不道徳な対象を崇拝し過酷な苦 
行に走る人々は身体的な傷害だけでなく、心に住する神までも傷っけ 
るゆえ、不義で邪悪な性質を帯びた求道者とみなすべきである。しか 
し、神は万物に内在するのであるから、別の「力」に依存せず、唯一 
神に帰依すべきである。真の崇拝場所は外界ではなく内界にあるけれ 
ども、それに気づかない人々は、石や水、単なるレンガやモルタル建 
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造物、または多数の下級神格など不適切なものを崇拝する。また、最 
高神クリシュナの信仰者のうち、偶像崇拝をする人々もおり、クリ 
シュナの影像を掲げる場合もある。仏教徒にはクリシュナの教説を重 
んじる人も少なくない。実は、教祖マハトマ•ブッダ偶像崇拝は意味 
がないので、（お釈迦様は）一度もそれを勧めたことはないのに、皮 
肉にも仏像を崇拝する習慣が生まれた。そうした仏教徒たちは、ブッ 
ダが愛弟子 ■ 阿南（アーナンダ）に説いた「時間の無駄なので、無常 
な存在に信仰心を向けるな」という点をすっかり忘れてしまったのだ。 

しかし、神を敬慕するという意味において、寺院、モスク、教会、 
巡礼地、神像、記念塔などの存在価値を全く否定するわけではない。 
むしろ理想という目標の達成を常に念頭に入れつつ、過去の聖者を鮮 
明に映し出してくれる助けとなるので非常に意味深い。このような聖 
者の中には勿論のこと女性もいた。前世において父親から過酷な苦行 
を勧められたが、その成果をシーターは理解できなかった。しかし、 
シーターは来世でラーマと合一し、神と同等に清く不滅で「神聖な配 
偶者」となった。また、王族出身のミーラは神を深く敬愛し、多くの 
難問に取り組み克服し、逆境から抜け出して至福を得た。このような 
敬虔な魂の影響を受けられるように、ミーラを記念する聖堂や記念塔 
が建てられた。この2人の聖者をはじめ、他の聖者たちが真実を追究し 
たように、我々もまたこのような志を継ぐべきである。だからこそ供 
花を捧げるとか、白檀のペーストを顔に塗って美徳ある行為をなした 
と考えるのは誤りである。 

理想の人物である誰かの面影を見て、信愛の気持ちが湧き上がる 
のは当然のことである。その理由は、そうした人物がインスビレー 
シヨンを与えてくれたり、精神の向上に貢献してくれるからである。 
我々が理想の境地に向けて一歩一歩進んでいくという目標を掲げるこ 
と、これこそ真の崇拝といえる。理想とする対象を大切にすることは 
良いが、究極の目的から逸脱するならば、それは罪である。また、花 
などを奉献すれば至福の境地に達せると思い込めば、真実から離れて 
いくことになるだろう。 

賢者から知恵を預かり、それに基づき行動するという点について 
言えば、修道院、寺院、モスク、教会、ヒンズー僧院（ヴィハーラま 
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たはグルドワラ）などはすべて知者の意志によるといえるし、いずれ 
も純粋な精神向上のための空間という特徴がみられる。では、誰の彫 
像や霊がこうした建造物に奉られているのか、どのような成就であっ 
たのか。また、成就のための苦行とはいかなるものか。崇拝の中心地 
に行ったり、巡礼の旅をすべきかどうかという点も明白にしておく必 
要がある。ある聖者の成就方法を示せないとすれば、こうした空間は 
無益とさえいえる。さらに真の幸福をもたらす性質がないなら、それ 
に価値を置くことはできない。そこで示される主義や実践がどんなに 
確立されていても理解しづらいものであり、そういう難解なことに 
度々接することは疑いもなく有害なのである。主に崇拝地は各自の抱 
える問題や苦悩を取り払い、心を平穏にする説法を代用するためで 
あったのに、偶像崇拝や不合理な忠誠心を重視する慣習の確立により、 
不当な思想を無数に生み出すこととなった。 

ギーターが明白に示すように、ヒンズー教徒では聖音オームが唯 
一神の象徴となっている。この聖音は「プラナーヴァ」とよばれ、言 
葉、音という意であり、至高の存在を表す。ヴエーダ文学における現 
在•過去•未来はすべてが聖音（オーム）であるとされている。これ 
は万能で偏在する一定不変の神を意味する。吉兆、信仰、神々、 
ヴエーダ、ヤジュニヤ、言説、果報、生物•無生物のすべてがこの聖 
音から生じる。第8章第8節でクリシュナは「私は聖音オームである」 

とアルジュナに伝える。そして第13節では、「聖音オームを詠唱し、 
私を念じつつ身体を離れる人は救済の境地に達する」と説く。第9章 
第17節においてクリシュナは、「私は全世界の使者（父）であり、保 
護者（母）であり、配置者（祖父）である。また、不滅の聖音オーム 
は知らるべき対象である。そして、賛歌、歌詠、祭詞というヴエーダ 
のすべてである」と言明する。第10章でクリシュナは「音声のうちの 
聖音オームである」（第25節）、そして「文字のうちのアカーラであ 
る」（第33節）と名乗る。第17章では、「オーム、タット、サットは、 
至高の存在を形容するための言葉である。バラモン、ヴヱーダ、ヤ 
ジュニヤはすべて至高の存在が創造したものである」（第23節）、 
「それゆえ、ヴヱーダの帰依者は聖なる二音を発っしてから、聖典に 
基づくヤジュニヤ、布施、苦行という行為を実践する」（第24節）と 
言明する。オームの詠唱は最も大切であり、聖者のもとで献身的に 
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坐って学ぶことが正式な方法であるとクリシュナは断言する。 

聖者クリシュナは神の化身であると同時に、 ヨーガの 施与者であ 
る。これまで何度も教示されたとおり、至福を得るための知識および 
精神向上の道を進んで成就する方法は、開悟した聖者が与えてくれる。 
さまざまな聖地を巡礼して、奮闘ししても、指導者なしで真の知識を 
得ることは無理である。第4章第4節で敬意 • 質問 • 純真な懇請によっ 
て、この知識を聖者から習得するようにとアルジュナは勧告されるが、 
実在を知る者、つまり聖者の精魂によって、アルジュナは悟りを開く 
ことができるからである。真の聖者のもとで、誠意をもって問いかけ、 
熱心に礼拝することが成就のための方法なのである。この方法に従え 
ば、アルジュナは実在を知ることができる。第18章で「知識を確実に 
する方法、役に立つ知識、それを知る者は三種の行為の誘因である。 
また、行為者、動因、行為は三種の行為の要件である」とあるように、 
先覚者がどれほど重大な役割を果たすかが熱心に説かれる。クリシュ 
ナによれば、書物というよりは聖者が崇拝の主な媒体である。書物は 
決められた方法を示すが、処方箋を暗記しても病気を治すことができ 
ないことと同じである。換言すれば、応用よりも実践である。 

行為についての言及において、妄信に関する種々の説明がなされ 
たが、人間は多くの妄信と直面する。どのように誤解が万物に入リ込 
むかについて解明されていく。第2章第39節において、クリシュナは、 
知識 • 識別力の道および無私行為の道の双方において行為や果報は完 
全に消去されると アル ジュナに説く。ほんの少しずつ実践するだけで、 
生死の恐怖から解放される。確固たる行動は双方の道において一つで 
あり、心も方向も只ひとつである。ところが、無知な状態にあると、 
果てしない矛盾で心が覆われてしまう。そうした愚者たちは行為を完 
遂させるために、無数の行為•祭祀•儀式を作り出す。しかし、これ 
は真の行為ではないので、定められた行為に専念するように アル ジュ 
ナは勧告される。真の行為は正しい方向に向かう道を進むことであり、 
繰り返し再生しても定められた行為によって究極の境地に達する。再 
生を繰り返す時点で、精神探求の旅は終局を告げるとはいえない。 

定められた行為は唯一無二であり、崇拝または膜想の行為をさす。 
しかし、その行為をなす道は二つあり、知識の道と無私行為の道とよ 
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ばれる。知識の道での行為においては、自分の能力について正しく自 
己評価し、なすべき行為が何かを識別しなければならないゆえ、すぐ 
れた自己認識により、次に果たすべきことを把握して究極の目的を達 
成することになる。こうした求道者は、正しい意識のもとで行為をな 
し、自分の状況を察知できる知識の道を進む。しかし、無私行為の道 
を歩む人は、敬愛する指導者に全面的に自己をゆだねて、自力で善悪 
の判断を下すことはなく、これを信愛の道ともいう。とはいえ双方に 
おいて、最初の衝動となる注目すべき点は、真の聖者によって与えら 
れる。同一の聖者のもとで独立独行で行為に励む者もいれば、深い帰 
依心をもって行為に励む者もいる。そして、ヨーゲシュヴァラ•クリ 
シュナが説く真実は、知識の道でも無私行為の道でも知ることができ 
る。また、双方とも本質的に同じ道であると理解する者は実在を知る 
者といえる。クリシュナは定められた行為が一つであると認識する先 
覚者であり、真の行為はただ一つである。どちらの道を歩もうと欲望 
の一切を捨てなければならない。いずれにしても究極の境地は同一で 
ある。双方の相違点は、真の行為をなすうえでの心構えにおいてのみ 
である。 

この一つの行為とは定められた行為であり、ヤジュニヤをさす。 
クリシュナは第3章第9節で「なすべき行為は、ヤジュニヤのためにあ 
る。それ以外はすべてこの世にある束縛がもとになっている。クン 
ティーの息子よ、執着を捨てて定められた行為に専念せよ」と説く。 
真の行為は現世の束縛を解いてくれる唯一のものである。では、行為 
を遂行するうえで、ヤジュニヤの実践はどんな効果をもたらすのか。 
第4章でクリシュナは、至高の存在に近づく方法として、諸々のヤジュ 
ニヤを一まとめにして解明する。つまり、それぞれ異なる方式のヤ 
ジュニヤはすべて熟考という内界におけるプロセスであり、神を直覚 
することを目的とした崇拝様式なのである。ヤジュニヤとは、ギー 
ター独自の定められた任務を意味し、これにより崇拝者は神への道を 
進むことができる。これを完遂するのに必要な要素とは、統制、呼吸 
の調整、瞑想、熟考、感官の抑制である。ヤジュニヤの世界はあくま 
でも精神的であるゆえ、ちょうど多くの供物を捧げるという物的な内 
容であるならば、真のヤジュニヤとはいえないとのクリシュナの言明 
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がみられる。心と感官を抑制することこそ、ヤジュニヤを遂行するこ 
とになるから。また、知識とは不滅の真実であり、それはヤジュニヤ 
の完遂によって得られる。このような深遠な知識をもつヨーギンが神 
と合一する。そして、いったん成就したならば、解脱の境地を得たこ 
とになるので、行為自体が不要となる。というのも、究極の本質をつ 
かむ知識は、あらゆる行為と融合するからである。精魂が生死の束縛 
から解かれたそのとき、崇拝者は行為からも解放される。 

ギーターが取り上げる定められた行為とは、神を直覚する能力を 
与えるヤジュニヤである。クリシュナはこのことを繰り返し説いてき 
たが、第6章の冒頭において、ヤジュニヤが「定められた任務」であ 
り、なすべき行為であると指摘した。また、第16章では、ヤジュニヤ 
の遂行が開始される時点で、欲望_憤怒_悲哀という感情は一切消滅 
した状態でなければならないとある（第21節）。俗事に夢中になれば 
なるほど、欲望や怒りや悲しみもそれ相応に生じる。第17、18章では、 
徳のあるりっぱな任務である定められた行為についてさらに詳しく説 
明され、この行為が最も吉兆なものであると何度も確言した。 

幾度となくクリシュナが警告しても、我々は世俗的な行動を何で 
も「行為」であり、また、捨離の必要はないと考えてしまう。そこに 
留まらず「行為•ヤジュニヤ」についてたくさんの誤解がみられる。 
例を挙げれば、行為の道ではただ自分でなす任務の成果を求めないこ 
とで用を済ませられるとか、無私行為の道はただ我々の行動をすべて 
神にささげ放棄することでだけで成し遂げられるものとか、またヤ 
ジュニヤということになれば、万物への供物（ブータ■ヤジュニヤ）、 
祖先に向けるお神酒、ヴイシュヌなどの偉大な神に捧げる火などの5 
種類の「主要な供物」を調え、熱心な「スワハ」の詠唱や祭祀を執り 
行なうといったことで成就するとかいう誤解である。クリシュナがヤ 
ジュニヤに対する正しい見解を明示しなければ、我々は_由の勝手に 
従ってもいいはずである。しかし、聖典の指示に従うことは、知恵か 
ら生じる要求であるにもかかわらず、誤った慣習や信条をはじめ、無 
数の崇拝方式を継承しているゆえに、無知という鎖で繫がれてクリ 
シュナの教説に従おうとする気持ちが起こらないのである。所有物を 
捨て去る、物欲から離れることは可能であるとしても、根付いた先入 
観を取り払うことは非常に困難であるゆえ、絶えずクリシュナの教え 
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を守ろうとしても、何らかの錯覚や偏見で歪められていく。 

放擲には明らかにヤジュニヤが絶対不可欠である。では、行為を 
放棄する究極の境地といえる放擲の前段階があるのだろうか。たとえ 
ばクリシュナの時代にも、火を燃やさず、瞑想までも放棄したといっ 
て自らを放擲者であると誇る宗派の人々がいたのだが、知識の道およ 
び無私行為の道において定められた行為を放棄するというような規定 
はないとクリシュナは言説した。課せられた任務は着手すべきであり、 
これが大切な条件である。誠実で確固たる実践により崇拝の行為が 
徐々に浄化され、やがて非常に微細となるゆえ、意志と欲望は完全に 
抑制されて消滅する。真の放擲は意志と欲望の完全消滅であり、放挪 
の境地に及ばない限り、奉献もありはしない。第2、3、5、6章および 
特に最終章において、ただ火を捧げるのみ、また、ただ行為を放棄す 
るだけでヨーギン、つまり克己心者になれるはずがないと強調されて 
いる。 

ヤジュニヤと行為の本質を理解すれば、ここでいう戦い、四種の 
行為、ヴァルナサンカーラ、知識の道、行為のヨーガなどの事項を把 
握することは容易である。ギーターで全般に説かれているメッセージ 
はここにある。アルジュナは弓を投げ出し、戦いを拒み、落胆して馬 
車の後部に座り込んだ。そこでクリシュナは、行為の知識をアルジュ 
ナに与えて、その正当性を確信させるだけでなく、定められた任務に 
従事するよう諭す。武器を手に取り戦うよう、アルジュナが励まされ 
るという場面が数十節にみられるから、ギーターにおいて、確かにあ 
る種の戦いが描かれているといえよう。しかし、これは流血や殺害に 
つながる「戦い」を示すわけではない。即ち、2、3、11、15、18章で 
も明示されているように、行為というのは例外なく心を抑制し、現象 
界での幻力に惑わされない瞑想をさす。ギーターで定義される行為は、 
暴力を行使するような戦争とは全く無関係なのである。従って、戦争 
を望む人のために幸運が訪れるというならば、そこに近づかないほう 
がよいといえる。ギーターで描かれたアルジュナの悲しみや戸惑いは 
過去におこった感情であるとはいえ、我々誰もが今でも同様にもって 
いるものといえる。確かに、我々もアルジュナと同じ苦境に直面する 
ものである。また、心を抑制して集中するために最善を尽くそうとし 
ても、必ず執着•憤怒•心酔•幻滅といったものが生じ、心が動揺す 
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るものである。要するに、戦いとは、負のインパルスと対抗して邪悪 
を消滅させることを意味する。それに対して一般にいう戦いは現象界 
で絶えず起こり、これからも続くものであり、その結果として得る平 
和は偶然的かつ一時的である。しかし、精魂が永久不滅の境地に到達 
したとき、純粋で永続する平静が得られる。 

この平静さは、定められた行為を遂行することによって得られ、 
不安が完全に消滅してから表われる。クリシュナが四つに区分した 
ヴァルナとは人間の社会的な地位をさすのではなく、行為の内容を分 
類したものである。知識が不完全である崇拝者の段階はシュードラで 
ある。この段階においては、まず本来の能力に基づき必要な任務を遂 
行することによって精神的な探索を開始することが大切な義務といえ 
る。というのも、真の知識を学び取るためには、ヴァイシャ、クシャ 
トリヤ、バラモンの段階へと進んでいかなければ不可能だからである。 
こうした段階を踏むことによって、着実に向上していくことができる。 
その一方、バラモンの段階であっても神との間の距離は存するので完 
全とはいえない。その崇拝者は、至高の存在との合一をなしたとき、 
バラモンでなくなる。「ヴァルナ」は本来「状態」を意味する。人間 
の状態は身体ではなく、生来の気質を表す。第17章第3節でクリシュ 
ナが説くように、「パーラタよ、すべての人々の信仰は生来の気質に 
応じて、敬けんさを得るものであるから、人はその人の信仰そのもの 
である」。人間の性格というものは、すべて信仰によって決まり、信 
仰は当人の主な特質に応じて決まるものである。このようにヴァルナ 
とは、行為力を評価する規準なのである。しかし時の流れと共に、イ 
ンドでは定められた行為の本来意味するところを忘れたりして、人々 
の生活様式などを確固たる階級制度によって決め始めてしまった。そ 
れに対し、ギーターでいう「ヴァルナ」とは社会的な階級制度ではな 
く、精神向上の度合いを知るための尺度となるものである。ところが 
本書が取り上げた種姓（ヴァルナ）は精神的なものを意味するのに、 
これを曲解した人々は、いわゆる社会的立場や経済的特権を守るため、 
行為の意味までゆがめたのである。やがて、ヴァルナは家柄に従って 
決定されるという狭義概念となってしまった。とはいえ、そうした規 
定はギーターとは全く無関係である。さて、クリシュナは四種のヴァ 
ルナを自ら創案したと説いているが、これはどういうことだろうか。 
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世界において、他の国々にはこういう階級制度がないから、クリシュ 
ナの言葉はインドのみに限定されているというのか。とにかく無数の 
階級が存することから、やはりクリシュナは人間を各階級に振り分け 
てしまったのか。この点について、第4章第13節でのクリシュナの言及 
を引用すると、「根本原質と行為に応じて、パラモン•クシャトリ 
ヤ_ヴァイシャ_シュードラという4つの階級（ヴァルナ）を作り出 
したのは私である。」ということになる。従って、クリシュナが4つ 
に区分したの人間の出生ではなく、明らかに行為に対してである。そ 
して、行為の含意を把握できるなら、ヴァルナが何を意味するかも容 
易に理解できる。また、ヴァルナのことを理解したとき、克明にヴァ 
ルナサンカーラの内容がわかってくるはずである。 

ヴァルナサンカーラとは、定められた行為の道から逸脱する人を 
さす。精魂こそ真のヴァルナであり、それが神なのである。しかし、 
ヴァルナサンカーラの状態にあるとき、自己が神へとつながる道を踏 
み外したり、自然界という荒野で途方にくれたりしてしまう。行為の 
道への決意がなければ、最高精神に到達できるはずもないとクリシュ 
ナは切言した。成就者である聖者たちは、行為を遂行するからといっ 
て、それで果報を得るわけでも、それを放棄するということで解脱す 
るわけでもなく、他者の幸福のために行為に専念する。こうした聖者 
と同様に、クリシュナもまた達成すべき何かが残っているのではなく、 
クリシュナの境地を目指す求道者のため、ひたすら任務を続行する。 
クリシュナが義務を遂行しなければ、世界は破滅し、すべての人が 
ヴァルナサンカーラになるだろう （3:22-24) 。女性たちが不義でなら、 
私生児が生まれると言われている。しかし、神に住する聖者たちが義 
務を果たさなければ、すべての人たちがヴァルナサンカーラの状態に 
陥るとクリシュナは言説した。また、聖者たちが決められた任務を怠 
れば、悪い見本と化すので、他の求道者たちは崇拝行為をやめて、自 
然界という迷宮を放浪し続けるだろう。定められた行為によって、神 
聖なる無為の境地に成就することができるのであるから、そのように 
道を踏み外した人々はヴァルナサンカーラの状態へと転落する。 

戦いが差し迫りつつも、一族破滅やヴァルナサンカーラによる非 
嫡子の出生という不安を抱くァルジュナは、葬儀用供物なしでは先祖 
が天国から落下するという見解を示す。そこで、クリシュナはどのよ 



抄録 


445 


うに妄信が起こったかとアルジュナに聞く。クリシュナは、葬儀用供 
物は宗教的無知から生じる例であると述べ、古着を廃棄するごとく、 
精魂は朽ちた肉体に代わって真新しい肉体に宿るものであると指摘し 
た。身体は滅びるというよりは、古着から新しい衣服へと精魂が移動 
すると考えるべきである。しかし、そこで問題となるのは、我々が供 
物をささげて慰撫する対象が何かということである。クリシュナがこ 
うした実践が無智による理由はそこにあり、第15章第7節でもその点に 
ついて 「身体に存する不滅の精魂は私の心の一部であり、プラクリ 
ティに住する五感と第六の意識を引き寄せる」と熱心に説いている。 
そして、精魂は根本原質や意識や五感の状態とともに移動するもので 
あるから、死を迎えても、そのときの各状態のままで精魂が新しい身 
体に住するということになる。精魂は自然界で得た喜びを伴った新し 
い身体を精魂が確保するのである。しかし、そこで疑問となるのは、 
煎餅や献酒などの供物は誰に対してなされるかという点である。 

精魂が古い肉体を離れてから、すぐに次の身体に移り入るので何 
の障害も受けないといえる。そういうわけで、どこかで待機している 
先祖代々の精魂に対し、子孫たちが何かを奉献すべきであるとか、先 
祖の精魂が非有の天上界から陥落することを悲しみ嘆くことは、すべ 
て無智が生み出す考えでしかない。 

ヴァルナサンカーラの発生や祖先の精魂の陥落など、アルジュナ 
が抱く不安は、やはり罪と信心の問題に関わっているし、美徳あるい 
は不徳が何であるかという点についても誤解が多い。クリシュナによ 
れば、未熟な精神の人は無智であるため、根本原質により欲望や憤怒 
が生じる。そうした負の感情で苦しむ人は、感覚的な快楽に溺れて、 
最も下劣な罪人といえる。換言すれば、食欲とは最大の罪である。感 
官、心や知力に住する性欲や願望は罪の源泉なのである。心に邪悪が 
潜んでいると、どんなに身体を洗浄しても精神は向上しない。 

第4章第34節でクリシュナがアルジュナに勧説しているように、行 
為を遂行するためには、まず念誦の言葉を誠実に想起して意識と感官 
を清め、絶え間ない瞑想によって真実を悟り、知識を得た聖者のもと 
で熱心に崇拝行為をなすことが大切である。敬虔と無垢な心をもって 
聖者のもとで、すべての行為が最終的に何と（どこに）融合するとい 



446 


ヤタルタ • ギータ 


う知識を学ぶように、アルジュナは勧告されている。この知識は至高 
の精神であり、すべての罪を消滅する。 

第4章第34節には、ヤジュニヤより生じる果報を手にする知者は罪 
から解放されるのに対して、不徳な人々は欲望を満足させようとする 
一方で罪を重ねているとクリシュナは説き、同じような考えが明らか 
にされる。すでに説かれたように、動植物や無機物を網羅する世界全 
体における意識によって様々な印象や作用は蓄積される。しかしなが 
ら、瞑想、つまりヤジュニヤというプロセスによって確実に弱化し、 
やがては消滅する。それゆえに神とはすべてが消えたあとに唯一残る 
存在である。罪悪が身体を生じさせるわけであり、敬神的な行為に 
よって永遠不滅の真実を認識する能力が備わると、そうした精魂は死 
後、別の身体へと移動する必要がなくなる。 

生死の束縛を消す美徳の行為を遂行する人は悪い感情を排除し、 
固い決意のもとで最高精神を崇敬する。クリシュナは、第7章第29節で 
アルジュナに「生死の輪廻から解放されるために、私に帰依する人々 
だけが神を直覚し、真の知識及びあらゆる行為を習得する」と説いて 
いる。森羅万象、神々、ヤジュニヤを生かせる最高の存在としてクリ 
シュナを認識する人々はクリシュナ、即ち唯一神と永遠に融合する。 
換言すれば、真の自己を再生や罪悪から解放させ、さらに不滅の実在 
を直感させて永遠の平静を与えてくれるのは、敬虔さなのである。敬 
虔さに欠ける者、つまり悲嘆的で心の病を持つ人の行動には罪障があ 
るので、そうした人は繰り返し可滅界に再生する。第10章でも言及さ 
れているが、不生不滅の最高神であるクリシュナを知る人は、あらゆ 
る罪からのがれる。しかるに罪障を消滅させるためには、神を直覚す 
るという方法しかないのである。 

簡潔に言えば、罪悪とは生死を繰り返す原因であるのに対して、 
神への道を示し、究極の寂静を与える行為は敬虔さそのものである。 

_分に与えられた課題に前向きに取り組むこと、母を敬愛するごとく 
女性に誠実であることなども重要な美点として挙げられる。また、真 
に敬虔であることは神を認識することと等しい。このことからもわか 
るように、神への不信仰であることは罪である。 
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一般的に罪と地獄は常に相伴うものであると考えられている。具 
体的に、この地獄とは底なしの穴、果てしない苦痛と苦悶の場所、冥 
界などをさす。第16章でクリシュナは、無智について説明するにあた 
り、多くの誤りや執着、過度な快楽で不安定な人々は最悪の地獄に落 
ちると指摘した。同章第19節で「憎悪心をもち、残忍で最も卑劣な 
人々を私は絶えず邪悪な出生に運命づける」というように地獄の本質 
を解明している。無智で邪悪な人々は神に反感を抱くゆえ、下等な動 
物として繰り返し再生する。また、地獄に連れ去られる点に関して、 
欲望_憤怒 • 悲哀など負のインパルスは真の自己を害し、地獄の入り 
口のようなものであり、こうした邪悪な感情は残酷な性質をつくる。 
ギーターでいう地獄は下等な形態での再生するという劣化段階をさす。 

そこで、真の自己を認識するために必要な性質と行動、つまりダ 
ルマについて、ギーターではどのように解明しているかという点に的 
を絞ってみると、ギーターでは全体にわたって宗教の様々なテーマに 
ついて詳細に言及されているが、ギーターの最も重要なテーマといえ 
ばダルマであるといっても過言ではあるまい。クリシュナによれば 
(2.16-29) 、非有には存在はなく、実有には非存在はないのである。 
神は不変で永久不滅であり、唯一の実在なのである。また、同時に思 
考力では感知できない存在であり、心の動揺を完全に超越している。 
行為_ヤジュニヤとは心の抑制により神を認識するための方法をさし、 
方法を実践に移っていくことがダルマである。この面から見て、ダル 
マとは信頼または義務と解釈すれば良かろう。クリシュナは第2章の第 
40節で「企てたことが消滅することなく、退転することもない。この 
[ヨーガの]教法（ダルマ）のごくわずかでも、大なる恐怖（輪廻） 
から人を救済する。」（即ち無私行為によりそれが生じた種が滅する 
こともなくまた不運の結果をもたらすこともないように、人々はダル 
マを少しでも順守するところで生死という非常な恐怖から解放され 
る）とアルジュナに説いたように、ダルマとは定まった行為を成就す 
ることである。クリシュナによれば（2_ 16-29) 、非有には存在はなく、 
実有には非存在はないのが常である。神は不変で永久不滅であり、唯 
一の実在なのである。それは思考力では感知できない存在であり、心 
の動揺を完全に超越している。行為とは、心の抑制により神を認識す 
るための方法をあらわす。この方法を実践することがダルマであり、 
それは信頼または義務をさす。クリシュナは第2章の第40節で「無私行 
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為は、発生した種子をすり減らしたり、不運な結果を招いたりしない 
ので、部分的に順守するだけでも生死という非常な恐怖から人を解放 
する」とアルジュナに説いた。こうした行為を遂行することがダルマ 
である。 

この定められた行為は、求道者が本来もっている能力に基づいて 
4つの段階に分類される。第一段階はシュードラとよばれ、なすべき 
任務を把握したうえで探求の道を開始するというものである。進むベ 
き道への理解力がアップしたならば、ヴアイシャという第二段階に進 
むことになる。次に、現象界での衝突に立ち向かう能力が備わったな 
らば、クシャトリヤという第三段階に入っていく。最終段階はパラモ 
ンとよばれ、神の呼びかけによって真の知識を得て、神を信頼しつつ 
神と同格になる。 

それゆえクリシュナは第18章第6節において、生得的な性質に従っ 
て行為に従事することはスワダルマであると説いている。それほど大 
きいな功績にはならないにしても、生まれながらの気質による任務を 
解消させることは勧めるべきことであろう。また、自分に合った能力 
を磨かずに遂行するとき、たとえ偉大な功績のためであっても、その 
行為は不適切かつ有害とされる。身体は洋服という役割でしかなく、 
別の衣に着替えても実は何も変わらないのであるから、天職を全うし 
て人生を閉じるほうがよいといえる。仮に求道者が中断する事態が生 
じても、全く同じ地点から精神的修行を再開することができるので、 
やがて不滅の境地に達するということである。 

最終章の第47節でも力説されているが、生まれながらの傾向に 
従って神を崇拝すれば、究極の自由を知ることになる。換言すれば、 
定められた様式によって神を想起し、瞑想することがダルマである。 


それではダルマと呼ばれる気高い訓練を受ける資格があるのはど 
んな人だろうか。その最高の存在に到達するチケットを受け取る人と 
は、一体だれか。クリシュナは問題を解明するにあたり、神であるク 
リシュナをひたすら崇拝し、究極の実在およびダルマである神と精魂 
が融合するならば、最も下劣な人でさえ美徳を与えられるとアルジュ 
ナに説く。それゆえ、神を認識するために本来の能力を維持しながら、 
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定められた任務を遂行する人は信心深いとするのがギーターの教えで 
ある0 


他の一切を放棄し、クリシュナのみに救済を求めるよう、アル 
ジュナは勧告されている。そういうわけで一つの神に帰依する人は敬 
虔な心の持ち主といえる。ダルマとは唯一神に従うことを意味する。 
真の自己が至高の存在に達するための過程でもある。究極の境地に到 
達した聖者たちは神と合一し、そこで得た知識こそ唯一の実在なので 
ある。それゆえ至福を知るための道を見つけるためには、悟りを得た 
りっぱな聖者のもとで救済を求めるべきである。 


ダルマは教法としての義務であり、真の信頼でもある。それは神 
の憨悲であり、課せられた任務に専念する精神は統一されている 
(2.41)。神の知識によって、感官の機能と生命活動の奉献が自制力と 
いう ヨーガの 火に (4. 27) 結びつくことはダル マで ある。自己抑制心 
と精魂が一致し、呼吸活動と五感が完全に静止されると、激情を生じ 
させる傾向と神へ導く傾向が内界で融合する。神の認識とは精神探索 
の道において最高の成就である。 


ギーターが示す至福は非顕現の真実である神の解明であり、この 
解明によって全人類を悟りへと導くことができる。だから欲望、憤怒、 
悲哀、妄信という感情を善とするような流派などない。ちょうど年配 
者よりも若者層のほうがこうした負の感情に敏感なはずである。これ 
に対して、クリシュナはどんな見解であるのか。かつてはヴエーダの 
知識の習得に励むと同時に、弓術の才能や武器の操作の養成を図った 
時代もあった。しかし、今日では自動機械やミサイルなどがあるゆえ、 
これらの事柄に関心を向ける人はいないだろう。ここで問題となるの 
は、クリシュナの教えの本髄である。クリシュナは外界および身体に 
対しどんな規定を立てたのか。その昔、ヤジュニヤは雨を祈願するた 
めになされたこともあったが、現在では自然科学による技術を用い雨 
を降らせることもできる。近代においては人工灌漑農業が導入され、 
「緑の革命」を誇っているようだが、もともと農作物はほぼ雨に依存 
していたのである。これについてクリシュナは、人間の外的活動は根 
本原質に縛られて抑制されながら、環境に応じて生じて変化すると述 
ベている。この三根本原質が外界における種々の形態を作り上げる。 
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物界での知識は途方もなく増大し、無数の部門に枝分かれしているが、 
このすべてを超越する実体が唯一存する。この実体は遍在しているに 
もかかわらず、我々は一向に気づかないので、それを知ることすらで 
きなくなる。 

至高の実在の認識はいったんアルジュナの記憶から消え去ったの 
だが、ギーターにおけるクリシュナの気高いメッセージを注意深く聞 
き、その記憶はみごとに甦ったのである。神が各人に内在しているが、 
それでいて非常に遠くの存在でもあるという記憶がアルジュナに戻っ 
てきたけれども、このことからも我々の誰でもこの最高の存在に近づ 
きたいという憧れをもつことが分かる。ただ、唯一神に近寄るために 
はどんな道を歩めばいいのか知らないでいる。現代人は様々な知識や 
技術を身につけてはいるものだが、不幸なことに至福を得る方法に対 
して無知である。無智というベールは非常に厚く、だからこそ真実を 
見抜き、それを体得することは困難なのである。無智とは心を閉ざす 
重厚なカーテンのようである。ギーターにおいて、クリシュナはこの 
ことを意識しながら、各自の心の最も奥に存する最高の秘密を知る聖 
者として、人々が認識できるように真実を無限の栄光という形態で解 
明した。クリシュナの表現は簡素かつ率直であり、また明快であるゆ 
え、勘違いされたり、理解しづらいということは全くない。クリシュ 
ナが明かす最高の本髄に導く道は、ギーターが人類の善に貢献するた 
めの最も貴重で無比の贈り物といえる。ギーターは完全無欠の教えを 
説き、人類を救済するものである。こうした教えはヴエーダ聖典はも 
とより、他のすぐれた聖典でも開示され、またウパニシャッド文学は 
その教示をさらに要約したものと見なすことができる。そして、「神 
の歌」と呼ばれるギーターにはこのウパニシャッド文学の本髄が集約 
されており、聖典中の聖典である。 

本書が示す定められた行為に必須の条件は、閑静な生活、心の抑 
制、不断の熟考および膜想である。しかし、これらは家庭において、 
どんな意味合いとなるのか、しばしば問題とされる。ギーターは俗世 
間を離れて暮らす苦行者のためにあると誤解されがちであるが、決し 
てそうではない。なるほど主に求道者のためといえるが、同じ道を強 
く志望する他の人々にも適する書物である。ギーターは全人類に寄せ 
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られた「神の歌」であり、特に家族を養い、安定した家庭生活を維持 
する人々にも有益である。 

クリシュナは、最初の段階にある求道者が無私行為の道を一歩で 
も進んだならば、その後に何が起こってもそこから戻されることはな 
いとアルジュナに説いている。どれほど些細なことであろうとも、最 
終的に生死の恐怖から解放されるとの約束する言葉である。定められ 
た任務に励む時間が殆んど作れず、過重な責任で心を重くしている在 
家であることから、在家である「世帯主」は地道に一歩ずつ任務を遂 
行していく。第4章の第36節では、アルジュナは「たとえ極悪人であろ 
うとも、知識の舟が邪悪の島からあなたを連れ去り浄化するだろう」 
という教えを受ける。在家（ガールハスティヤ）という階級は、行為 
の開始を表示する段階である。第6章でアルジュナは「クリシュナよ、 
無私行為に専心することができず、ヨーガの最終段階まで進めない未 
熟な求道者は結局どうなるのか」とクリシュナに尋ねる。すると、擁 
護されない迷妄者は、まばらな雲のように道楽にふけり、神の実現も 
享楽も得ないという意味であるのか。クリシュナは、善行為をなした 
者は決して不幸にならないゆえ、ヨーガへの道を断念してしまった人 
でさえ消滅することはないと、友であり弟子であるアルジュナにきっ 
ばりと切言する。つまり、そうしたサンスカーラの持ち主は、高貴な 
出身の家族か、高徳なヨーギンの家族の一員として再生するのである。 
このように崇拝の習慣を身につけ、数回にわたる再生により定められ 
た道を歩み続ければ、求道者は遂に究極の境地に達する。この教えは 
特に俗社会に生きる「世帯主」にとって大切である。無私行為の道を歩 
んでいるからこそ在家として生まれるわけである。世帯主として生ま 
れることによって、人は精神の探索や崇拝に志向するようになる。そ 
こで、クリシュナは第9章の第30節で、「どんな堕落しようとも、ひた 
すら私を信愛するならば、その決意は正しいゆえに善人であるとみな 
されるにふさわしい」と言明する。すでに崇拝に取り組んでいる人と、 
この精神的なプロセスにまだ入ってない人では、堕落の程度はどちら 
がが大きいだろうか。同章の第32節でクリシュナは、無智であるため 
に劣性出生となるヴアイシャやシュードラの段階にある人々でさえ、 
神に帰依することで至高の目標に達するということを約束する。この 
約束は性別や宗派を問わず万人のためのものである。従って、罪人で 
あっても神を信愛すれば最終的に解脱できるということである。世帯 
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主の階級は聖典に定められた行為のスタート地点であるので、本質的 
に世帯主には罪障がない。それゆえ、さらに精神の向上を図るならば、 
着実にヨーギンの境地に達し、究極の真実の一部となる。また、ヨー 
ゲシュヴァラ■クリシュナが説くように、神の形態そのものと同一で 
あることを意味する。この約束は性別や宗派を問わず万人のためにあ 
る。従って、罪人であっても神を信愛すれば最終的に解脱できるとい 
うことである。世帯主の階級は聖典に定められた行為のスタート地点 
にあり、本質的に罪障がない。こうした人がさらに精神の向上を図る 
なら、着実にヨーギンの境地に達し、究極の真実の一部となる。クリ 
シュナが説くように、これは神そのものと同一であるという意である。 

ギーターは信心深い修道者や世帯主はもとより、すべての人のた 
めの聖典である。マハリシ•パタンジャリのような聖者の多くは、社 
会秩序や組織の問題から離れることで、最高の幸福が生じるという方 
法を解明した。この方法をヨーゲシュヴァラ • クリシュナもまた称賛 
している。また、クリシュナの教えはそれを受けるにふさわしい門下 
生のためである。クリシュナは、アルジュナに親愛の情を示し、幸福 
を得てほしいと願っているので、この聖なる知識を教えていると説く。 
この知識は最高の秘密といわれており、精神的に十分な準備が整って 
いる人々のための教えであることから「秘密」という修飾語が用いられ 
るのである。そこでアルジュナは、定められた方法がまだ身につかな 
い未熟な段階にある帰依者に、この知識をすぐに伝えてはならないと 
命じられたのである。これを守り通すことは非常に大切である。なぜ 
かといえば、この知識は唯一無二であり、この知識をおいて他に解脱 
の境地へと導く教えを求めることができないからである。ギーターは 
クリシュナの言葉によって、深遠な知識を体系的に説明した聖典であ 
る。 


信心深い修道者や世帯主はもとより、ギーターという聖典はすべ 
ての人のためにある。 マハリシ.パタン ジャ y のような聖者の多くは、 
社会秩序や組織の問題から離れることで、最高の幸福が生じると説い 
た。この考えをクリシュナもまた称賛している。また、クリシュナの 
教えはそれを受けるにふさわしい門下生のためにある。クリシュナは、 
アルジュナを親愛しているので幸福になってほしいと願い、以前に教 
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えた知識をを思い出させる。この知識は、精神的な向上を求める人々 
必要な最高の秘密といえる。そして、定められた方法が完全に把握し 
ていない帰依者に、この知識を安易に教えてはならないとアルジュナ 
は言い聞かされる。この知識は唯一無二であり、神の最終的な救済で 
あるゆえ、最高の秘密である知識を伝達する上でのきまりは必ず守る 
ことが原則である。本書はクリシュナの言葉によって、深遠な知識を 
体系的に説明したものである。 

そもそも聖典というものは、昔の聖者が成就してきた知見を思い 
出させてくれるという意味で、記念碑や偶像崇拝地と同じように有益 
である。求道者が十分に把握し、遂行しやすくなるようにとの意味で、 
ヨーゲシュヴァラ，クリシュナは定められた行為と名づけたが、行為 
からなる精神向上の過程を説くものである。このような過程が忘れら 
れてしまった時、それを人々に想起させるのが聖典の役割なのである。 
それゆえに、聖典に米粒を散らしたり、ビヤクダンのペーストを塗っ 
たり、あるいは高い棚の上に置いておくというならば、それはどれも 
全く無益である。また、ギーターに匹敵するような良書は、正しい道 
へと導き、目的地に到着するまで求道者にとって重要な支えとなる。 
したがって、至高の境地へと着実に進んでいくために、そうした聖典 
をあがめ重んずるべきである。そして、至高の境地に一度でも達すれ 
ば、目標となるものは書物に化する。高貴な人々を崇拝することは好 
ましいが、盲目的な崇拝であるならば遗憾なことである。 

本書 ヤタルタ.ギーターはクリシュナの 教えを詳細 かつ 真正に解 
明する試みである。 ギーターは 真の救済方法のすべてを示してくれる 
無二の聖典である。とはいえ、理知性では決して把握しえないもので 
あるゆえ、求道者が疑問や困惑を抱くといった事態が生じかねない。 
ギーターの 内容が理解できない場合には、 アルジュナ の例から学んで、 
真実を直覚し悟りを得た聖者のもとで熱心に実践すれば、明白に理解 
できるはずである。 



希望 


本書ヤタルタ•ギータは、パガ ヴァッ ド•ギータ（以下、ギータ）にお 
いて、ヨーガの 達人 クリシュナ、つまりヨーゲーシュ ワラ •シュリー 
の説く最も高貴な教えを解説するものである。この教えの一部と して、 
悟りを得た聖者の観点から、我々の心に住する最高精神の真意につい 
て 丁寧に描かれて いる。 

ギータの解読において、冷笑的な態度で捉えることは絶対に避けても 
らいたい。そうした考え方で理解しようとしても最終目的に達するこ 
とはできないからである。まず、帰依心をもってギータへの理解を深 
めることに専念することが先決であり、それによって、全人類の幸福 
をめざす願いは確かに満たされるに違いない。ギータの理解度がたと 
え低くても、結局は方向が正しければ、人間はすべて至福の境地を知 
るともいえる。つまり、ギータで示される道を歩む過程において、ど 
んな小さな一歩でも必ず記録され、それは永遠に残るものである。 


-swami Adgadanand 



オーディオ.テープに収録さ 
れた各章の添え書き 


1. ギータは最高精神の崇拝 • 献身の道を教える神聖なるメッセージで 

あり、この道は貧富や生い立ちや家柄、あるいは男女や人間性の 
善悪を問わず、万物が開拓できる。また、美徳のある人はすでに 
定まった好意をしたり、瞑想したりしながら、この道を歩んでい 
るので、ギータは特に俗世の束縛に支配された人を精神の向上に 
より、解脱へ導いてくれるものである。ここで、この高貴で且つ 
普遍な教えについて説明していく。 

2. 聖典の主な内容として、以下の二点が挙げられる。第一点は、社会 

秩序や文化を保護することであり、それにより、高貴な先祖の足 
跡をたどることが可能となる。第二点は、至福という究極の境地 
に入る能力を与えることである。 

こうした見解において、ラーマヤーナ、バイブル、クルランなど 
も同様の作用をもたらす聖典といえる。しかし、多くの人々は実 
利的な観点にもとづき、社会における当面の効果をもたらす事物 
に執着しがちである。聖典に記されている事柄の多くは、社会的 
な立場に関連性をもちつつ、そこには心理的な状態を確認すると 
いう内容となっている。そういうわけで、ギーターは、大叙事詩 
「マハーバーラタ」の特異な一部であるわけだが、ヴエーダ. 
ヴィヤーサ聖者は「マハーバーラタ」を執筆するにあたり、社会 
的かつ精神的な点について明確に言及した。しかしながら、一般 
社会における処世術あるいは社会上または宗教上の習慣や儀式の 
普及に関して言及された句はギータ全般において皆無である。こ 
れは至福を示唆するギータの普遍なる教えに「教義」が混用して 
欲しくなかったためである。ギータは、精神探索の原理と概念を 



述べている実に高貴な聖典といえる 


3. ギータは、特別な身分や階級、宗教や思想、場所や時間、あるい 
は伝統文化などに制約されることなく万人のためにあり、普遍的 
かつ無限の精神哲学である。国や宗派や民族のいかんを問わず、 
永続的に真実をさす。ギータはいつでも、どこでも全人類にわ 
たって通用する内容であり、精神文化に貢献する文書として、国 
や人種を区別することのない聖典である。 

ギータが読者 • 求道者にとって g 分自身のための精神哲学書とな 
ることはいかにも名誉であり、どれほど神の恩恵であるかは計り 
知れない。 

4. ジャイナ教の創始者であり、最高の導師であるパグワン•マハ 
ヴィーラおよび同時代のパガヴァン•ブッダ（釈迦様）は、両者 
とも神の境地に到達し、それぞれの教えはギータの真髄を反映す 
るものである。 

『精魂のみが真実であり、究極の境地に達するためには、意志と 
感覚器官を完全に制御しなければならない。』これはギータの根 
本的な教えである。 

また、この教えの真髄以外に永遠不滅なものはないとパガヴァ 
ン•ブッダは切言して、ギータの根本的な教えを強調した。 

こうしたブッダの教えだけでなく、唯一神、祈祷、悔悟、苦行な 
ど、宗教あるいは精神探索という名において教示されてきた重要 
な思想はいずれにせよ、ギータに含蓄された教えといえる。本書 
ヤタルタ_ギ ータでは、スワミ •シュリー •アドガ ダナンダが 
直々に話された言葉による同一の教えを示すものであり、 オー 
ディオ•テープを用いて、世界全体に示すものである。したがっ 
て、国境を越えて誰でもが究極の知識を学ぶことができる。 

5. インドの民話には、ギリシアの偉大なる哲学者のひとりであるア 
リストテレスや賢人ソクラテスが、精神哲学で有名なインドから、 



悟りを得た聖者の知識であるシュリーマド • バグワッド • ギータ 
の媵本を持ってくるようにとアレクサンダー大王に頼んだという 
話がある。 


ギータで教示される究極の実在としての唯一神という根本的な概 
念は、 モー ゼや イエス や数々の スーフィ 聖者など偉人によって、 

世界中で異なる時代にさまざまな言語により広められた。言葉や 
文化の違いから、それぞれの教えに多少の差異があったとしても、 

ギータにおいてクリシュナがアルジュナに説いた知識は本質的に 
同じであるゆえ、ギータは人種を問わず全人類のための聖典とい 
える0 

万人にヤタルタ•ギータの本質を示すために、スワミ•アドガダ 
ナンダは、こうした貴重な原稿をよせたものであり、シュリ•ジ 
テンバイの好意により、その内容は オーディオ， テープに吹き替 
えられた。 

6. 世界のさまざまな宗教はすべて、バグワッド•ギータの微々たる 
響きと見なすことができる。ジャイナ教の家族に生まれたシュ 
リー • ジテンバイはスワミ.シュリー•アドガダナンダの教えを 
まとめた「ヤタルタ•ギーク」を聴聞したところ、オーディオ* 
テープに収録して この 教えを普及させようと決意した。ギータが 
しめす真髄は、 マハヴィー ラ、 ゴータマ. ブッ ダ、 ナ ナーク、力 
ビールなどの開悟者らが説いてきた教えに共通して含まれること 
に気づき、意を決した ので ある。 この オーディオ•カセットを利 
用すれば、求道者はどこにいても究極の真実に向かうことができ 
る。 


7. 何千年も前、ギータが創作された時代には、人々は様々な独立し 
た宗教に沿ってではなく、一般的に神聖とされたヴューダやウパ 
ニシャツドのような聖典をもとに自己認識を図ろうとした。当時 
はこうした聖典の真髄をあらわす文章としては、ギータ以外は存 
在しなかった。ギータは正式な題名がシュリー マド. バグワツ 



ド•ギータであり、この題名はそもそも「神の歌」という意であ 
る。そして、ギータは救済と繁栄を手にするための鍵なのである。 


聖典を学ぶうえで、読むよりも聴くという方法のほうが効果的で 
あることは明らかである。テキストの朗読を聴くことで、発音や 
イントネーシヨンも正確に捉えることができ、集中力や理解力も 
高まる結果が得られる。それが、「ヤタルタ■ギータ」をオー 
デイオ_テープに編集して目指しているところである。 

また、これらのテープを聴いて、我われの子孫さえも至高の存在 
という高貴な教養を体得できるゆえ、実り多いものである。どこ 
の家にも、天の歌「パガヴアット•ギーク」による精神的な響き 
が生み出され、各家庭が神の息吹が吹き込まれた木立として繁栄 
することを祈っている。 

8. 神について話し合わない家は、墓場に等しい。今日、多くの人が 
自己精神の向上を図る傾向にはあるけれども、たいていの場合、 
崇拝や瞑想にかける時間がないと痛切に感じている。そう した 状 
況の中でも、ギータの教えが世界の至るところに伝わるならば、 
至福や平和や繁栄の種子がまかれるだろう。ギータの題名は、 

「神の歌」あるいは「天の歌」と英訳されるが、このカセット教 
材を利用することによって、「パガヴアット•ギータ」があらわ 
す神の意志が伝達されるわけである。このことは、万人が救済と 
真の幸福を求めて崇拝する根拠といえる。 

9. よい教育を受けた子孫たちは、たしかに気高い文化を身につける 
だろう。しかし、気高い文化とは何をさすのか。一般の人々は、 
高貴な文化によって、りっぱな生計を立て、日常的な諸問題が解 
決できると思い込みがちである。その中で神の境地に到達しよう 
と励む人はほんのわずかしかいない。多くの人は物質的に恵まれ 
ているからこそ、神の必要性を認識しなくなる。つまり、ギータ 
で貴人アルジュナが、友であり御者である神性クリシュナに請願 
したような行動はしないのである。物的な富やうわべだけの保障 
は可滅的であって、永遠に確保できるものではない。たとえば、 
死を迎える段となり、そうした物理的な事柄に執着していても、 



結局はそれをあとに残して現世を離れるしかないのである。こう 
した明白な事実を十分に分かれば、至高の存在に向かっていく方 
法を生存中、つまり肉体を有するうちに理解するよう励むしかな 
い。「ヤタルタ ■ ギータ」のオーディオ_テープで教えようとし 
ていることは、正にこの意味合いである。 

10.宗教やそれらの宗派はどんな時代においても、悟りを得た聖者の 
名において、複数の帰依者によって形作られてきたものである。 
高貴な聖者が嘗て膜想するために選んだ閑静な場所が、現在では 
巡礼の中心地、修道院、寺院、教会などとして存在する。そこで 
は、聖者の名のもとで生活を営み、質素な様式から赘沢なスタイ 
ルにわたるまで、さまざまな活動が行われている。悟りを得た聖 
者の絵画又はそのシンボルを聖壇に飾り載せて崇拝するという形 
式はよく採用されるが、しかし_分の絵画などを聖壇に載せてお 
く、或いは弟子に聖壇に置いてもらうことで解脱の境地に達する 
ことができるわけではない。というのも、昔からダルマとは、真 
に悟りを得た高貴な聖者の境地をさしているからである。 

ギータは聖典の中の聖典であり、また訳者エドウィン•アーノル 
ドによるギータの英訳 「Song Celestial 」 にも、高貴な聖者であ 
り指導者であるヨーギシュヴァラ • クリシュナを通じて、最高精 
神のメッセージが忠実に込められているので、この英訳も確かに 
また聖典といえる。この「ヤタルタ•ギータ」のオーデイオ. 
テープの内容は、崇高なる聖者クリシュナと信愛あふれる貴人ア 
ルジュナとの、時代を問わず真意を失わない対話とともに、それ 
に潜在するギータの永遠不滅の教えを忠実かつ純粋にあらわすも 
のである。 
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ヤタデでは、最初 
の段階から最高存在と融合するまで、 
自己の解脱をも允らず瞑想の動的シ 
ステムを完全に説いており、インド 
はもとより世界有数の宗教の根本に 
あるエッセンスを解明します。また、 
最高存在およびそれに達成する行為 
や恩寵はすべ；;障一であり、最高存 
在の幻影や神性と永遠の生命の成就 
もまた無!:であると説いています。 
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聖典 

聖典とは、最高存在と自己を¥堅実に結びつけるため 
積極的に教示する書物です。こうした見解から、唯--神で 
あるクリシュナの説くギータは永遠で不変な真理であり、 
根本的な法といえます。さらにインドの様々な聖典 
(ヴ エー ダ、 ウパニシャッド、ヨーガの 聖なる理論、 ラー 
マチャリタマーナサなど）のほか、世界におけるすべての 
宗教の真髄をあらわすといっても過言ではありません。い 
わばギータは、全人類のための正しい道を示す聖典であり 
ます。 

神の住する場 

神は万能で不滅で あり、人間の心に 仵します。唯一の 
神に帰依するために 定められた道があ $て、魂は 唯一 神と 
融合することによって、 永遠の平和と 生命が与えられます 

ギ ータの 教え 

神は 真実であり、それと同時に過去•現在•未来はすべ 
て不変不滅なのです。この真実のほかに実存するものは一 
切ありません。 

スワミ•シュリー•アドガダンダ 
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年刖かり伝^: 
られてきた神の 
詩の真意を完全 
に解明 
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